
    
      
        
      
    

  
    
        　

        　

    

    
        　

        華が嵐

    

    


    　

    　

    　

    　華が嵐

    夜月ジン


    
        【第一部】

        　　　序章

        　　　惑うは匠の技の名残にて

        　　　陽光の下で眠りしは泡沫の災いか

        　　　目覚めに出会うは獅子か悪魔か

        　　　野良猫、同じ檻に放たれし狼と対峙すること

        　　　始まりは容赦なく、前途は多難にて

        　　　野良猫、姫と出会い騎士に託されること

        　　　白薔薇と黒獅子とそれにまつわる話

        　　　企むは容易くも、手中には納め難し

        　　　眠れる獅子を起こすことなかれ

        　　　平穏はあまりに遠く、野良猫を翻弄す

        　　　真実は闇に紛れるも、灯る火は儚くも強く

        　　　目に見えぬは偽りか真実か。

        　　　誰がために鐘は鳴る

        　　　シャム猫、気まぐれに興味を示せば

        　　　雨音が呼び覚ませしは──

        　　　謎は深まるも、謎は謎のままではなく

        　　　きみの名は

        　　　野良猫、愚者と対峙すること

        　　　兎が誘いしは安らぎか試練か

        　　　油断大敵

        　　　繋がりしは想いか過去か

        　　　利用する者　される者

        　　　孤独と迷子と温もりと

        【番外】　若気の至り

        【番外】　ブラン・リアン

        　　　０　そんな日常

        　　　１　野良猫、怪談話に怯えること

        　　　２　一難去って、また一難

        　　　３　野良猫、浅慮を叱られること

        　　　４　野良猫、怒りに我を失うこと

        　　　５　縛られしは想いか魂か

        　　　６　想いの在処　

        　　　７　ただ空は青く

        【第二部】

        　　　夏の余韻と女王様

        　　　野良猫、過去に触れること 

        　　　騒がしさに日々呆れること 

        　　　災厄の足音 

        　　　静寂の温度 

        　　　野良猫、疑惑に取り残されること 

        　　　疑惑に潜む雫 

        　　　黄昏に想う 

        　　　夕闇に悪魔 

        　　　彼の事情 

        　　　毒を食らわば── 

        　　　野良猫、想いの欠片を覗き見ること 

        　　　野良猫、白兎に扮すること

        　　　傷と温もり

        　　　野良猫、狐に弄ばれること 

        　　　野良猫、蛇に辿り着くこと

        　　　死んで花実がなるものか 

        　　　終章　華が嵐 

        奥付

    
    　

    　

    　


    
        　

        　

    

    
        　

        華が嵐

    

    
        【第一部】


        

        
            　　　序章

            

            　悪く言えば廃すたれた、良く言えば長閑のどか。最寄りの駅からバスで一時間半。これから俺──周防すおう嵐あらしが三年間過ごす場所は、自然と澄んだ空気しかないような、辺鄙へんぴな場所にある。

            「白しら獅し子し学園」

            　施設や設備の充実した、総合学科の全寮制男子校。

            　こんな山奥に堂々と佇む建物を間違えるはずもないが、気分ってことで、銀色に飾られた文字を読み上げてみたり。

            　重厚な造りの門標もんぴようからゆるりと視線を上げて、正門から校舎までを繋ぐ桜並木を見つめた。

            　桜は満開。山風に舞う花びらは美しく、春の訪れと新たな門出を謳うたっているようだ。

            「しっかし、無駄に広いな」

            　山を切り拓いて造られた敷地は、並木道の距離を考えただけでうんざりする。おまけに建物はゆったりと配置されていて、移動には自転車使ってもいいですか？　って感じだ。

            「はぁ……」

            　俺の溜め息を掻き消すように時刻を報せる鐘が鳴る。レトロな音を聞きながら腕時計をみると、午前十一時五十分。

            　約束の時間は、一時だ。

            「これだから田舎は」

            　本当ならギリギリで来たかったが、バスの本数のやたら少ない山奥じゃ仕方ないズレだ。

            　いっそタクシーでも使えばよかった気がする。どうせ、俺の金じゃないし。

            　いや、俺の金か？

            「……ばかばかしい。誰が無駄に使ってやるか」

            　俺は買って二週間でズレ落ちてくるようになった眼鏡のブリッジを押し上げて、取りあえず目の前の並木道を踏破すべく一歩を踏みだした。


            

        
        
            　　　惑うは匠の技の名残にて

            

            「はい終了ー」

            　並木道を抜け、目の前にそびえ立つ中央棟に入ってから二十分。ものの見事に道に迷い、俺はだだっ広い廊下をさまよっていた。

            （そもそもなんだこの校舎……）

            　金持ちが集う私立学園という時点で、ある程度の豪華さは覚悟していたが、一部増築や改築を繰り返した部分があるらしく、見事なまでに匠の技が混ざり合っている。

            　絶妙なバランスで調和して、ナレーターも真っ青な技巧空間のコラボレーションぶりだ。

            　正に計算されつくされた、広く、美しく魅せるための構造！

            　今いるエントランスホールや他の棟へ続く連絡通路は、はしばらく突っ立って眺めても良いくらいのセンスの良さだ。

            　だがしかし！

            「施設とはいえ生活空間だぞ!?　利用しやすさをまず考えろっつの！」

            　俺は握りしめた校内案内パンフ──役立たず簡略地図付き──を握りつぶした。各種自動販売機が建ち並ぶ一角に狙いを定め、ゴミ箱に放り投げる。

            「こんなことなら理事長室の前に、職員室に寄るべきだったな」

            　中央棟昇降口のすぐ脇にあったそれを無視したことを後悔する。

            　でもまぁ今更だ。寮の方に出られれば人もいるだろうが、どうやら俺の進んできた方向は専門設備が集められた棟らしく、運悪く最も人がいない場所のようだった。

            「まだ新学期が始まったばっかりだしなぁ」

            　初っぱなから専門教室を使うような授業は少ないだろうが、爽やかに、かつ堂々とサボってる奴とかいればいいと思う。 

            「いや、この時期にさぼってる人種は親切とは無縁か？」

            　今日何度目かの溜め息をつきながら、鼻を滑り落ちてきた眼鏡を押し上げる。直しても直してもずり落ちてくるので、いい加減うっとうしい。

            　二年前から眼鏡が必要になったが、未だに慣れなくて辟易している。体調如何では偏頭痛を起こすこともあるので、本当はあまりかけたくないのが本音だが……。

            （顔を隠すには、眼鏡が一番楽だしなぁ）

            　俺は無意味に目立つ自分の顔があまり好きではない。

            　顔を周囲に晒すくらいなら、偏頭痛に耐えるほうがマシだ。そもそも、この程度の煩わしさに文句を言える立場ではない。　

            　彼女はもう、この痛みすら感じることが出来ないのだ。

            「むしろ積極的に苛まれるべき……ってか」

            　自分を哀れむ趣味はないのに、指先が冷えていく。その忌々しさに、俺は血の気の引いた白い手のひらをぎゅと握った。

            「……理事長室に行かねえと」

            　無駄にあった猶予時間もそろそろ尽きかけている。

            　このまま闇雲に移動するよりは、外に出て中央棟の正面入口に戻ったほうが賢いだろう。

            （外の空気も吸いたい──）

            　俺はガラス張りになっている一面の真ん中、出入口になっている自動ドアに近づいた。

            　センサーが反応し、ドアがタイミングよく左右に開く。歩調を緩めることなく通り抜けると、日差しに温められた空気が風に乗って俺の頬を撫でた。

            　目の前に広がる、美しく整えられた緑に目を向ける。

            　噴水で弾けた水滴が陽光に煌めいて、眩しさに目を細めた。

            「いっそ堂々と昼寝でもしちまうか？」

            　張っていた緊張の糸を緩めると、思い出したように頭痛が酷くなる。俺は吸い寄せられるように、噴水脇に設置されていたベンチに腰を落とした。

            「──ッ」

            　途端に襲ってきた強い目眩に逆らわず、寝転がる。

            　寝転がってしまえば、なんだか総てがどうでもいいような気持ちになった。

            　何かを考える余裕がなかったと言えなくもない。

            「いってぇ……」

            　引き毟るようにネクタイを緩めて眼鏡を外し、軽く眉間を揉む。

            　瞼を刺す陽光を遮るように両腕で顔を覆うと、訪れた闇に沈むように、俺は意識を手放していた。


            

        
        
            　　　陽光の下で眠りしは泡沫の災いか

            

            　始業式や入学式で忙しなかった学園がようやく落ち着いてきたことに安堵しつつ、相良さがら銀路ぎんじは息抜きもかねてそこヽヽに来ていた。

            　外は久しぶりの快晴。

            　まだ肌寒いが、暖かくなり始めた春の陽気に幾ばくかの癒しを求めるのも悪くないと思っての行動だったが、視線の先に見知った先客をみつけて少し気分が沈んだ。

            　幼なじみと言うよりは腐れ縁に近い、新城明良しんじようあきらだ。

            「………」

            　普段から騒がしい上にうっとうしいことこの上ない男だったが、呆然と立ちつくす姿に疑問を感じて、相良は仕方なく近寄った。

            　足音に気がついたのか顔を上げて相良の姿を確認すると、新城は縋るような勢いで駆け寄り、実際に縋りつく。

            「銀路ぃ！」

            「離れろ、暑苦しい。いちいちひっつかないとしゃべれないのか」

            「だって、僕の席……」

            　相良はべったりとくっついてきた新城の身体を引き剥がす。それでもブレザーの裾を掴んで離さない手に手刀を喰らわせてから、新城の視線の先にある光景に目をやった。

            　生徒会役員だけに解放されているこの庭園の、いちばん陽当たりが良い噴水脇のベンチに、堂々と横たわる男がいる。

            　それはもちろん、道に迷った挙げ句に堂々とふて寝を決め込んだ嵐だったりするのだが、この二人がそれを知るはずもない。

            　新城は不審と不満を隠しもせずに、唇を尖らせながら嵐の身体をつついた。

            「誰ぇ、この子？」

            　誰もが言うことを聞いてしまいたくなるような愛くるしいベビィフェイスを、甘ったるい頼り切った表情にして、新城が相良を見つめる。

            　だが、根が真面目で自他共に厳しい性格の相良に通用するはずもなく、他力本願な涙目を冷たい一瞥であしらった。

            「俺が知るか。知らずに入り込んで寝てるんだろう」

            「あ、ネクタイが赤いや。一年生か！」

            　今更のように相手のネクタイの色が今年の一年のカラーであることに気づいて、新城が納得顔で頷く。

            「でもさ、今って授業中だよ？」

            「………」

            　言われてみれば、その通りだった。

            　相良や新城、あと数名の生徒会役員は四限にちょっとした会議をしていて、早めに解散したからこうしてうろつくことが出来ただけであって、今は生徒が出歩いていていい時間帯ではない。

            「はっ！　悪い子？　この子悪い子!?」

            「かもな」

            「じゃあ生徒会役員としては指導すべき？　っていうか制裁の後に即刻退去を命じるべき!?」

            「別に授業妨害しているわけでもないし、俺はどうでもいいけどな。退かしたいなら、好きにしたらいい」

            　相良の言葉に遠慮の必要がないと判断したのか、新城は嵐のベルトを掴んだ。

            　とりあえずベンチから引きずり落とそうとしているらしく、ぐぐっと手前に引く。

            　相良は特に咎めることもなく傍観していたが、傾いで揺れた腕の隙間から覗いた嵐の顔が、影になっていてもわかるほど青白いことに気づいて制止の声をあげた。 

            「待て、新城」

            「え？」

            　半身ほどベンチから落ちかけていた嵐の身体を、相良が新城の後ろから腕を伸ばして支える。

            　突然のことに中腰のままで、新城は懐からきょとんと相良を見上げた。

            「何、ちょっと……銀ちゃん？」

            「様子が変だ」

            　相良の真剣な様子に、新城は不満げだった表情を消した。嵐を抱き上げる邪魔にならないように、器用に懐から抜け出す。

            　抱き上げる反動で顔を覆っていた腕が外れ、嵐の手から握っていた物が芝生に落ちた。

            　気づいた新城が、条件反射のように慌てて拾う。 

            「──眼鏡だ」

            　言いながら抱え上げられても目を覚ます気配のない嵐の顔をのぞき込み、新城は眉を顰めた。

            「うわ、ヤバくない？」

            「みたいだな」

            　嵐の顔は蒼白で、眠っているというよりは意識がないといったほうが正しそうだった。

            「保健室っていうより診療所かな。運んだほうがよさそうだけど、どうする？　もうじきお昼休みになっちゃうよ」

            　新城がチラと腕時計を確認するのを見て、相良は舌打ちした。

            　現役員からの指名を除いて投票によって選ばれる生徒会役員は、必然的に容姿も頭脳も優れた集団となり、一般生徒にとって一番の娯楽対象になっている。

            　山奥での半隔離的な団体生活ともなると向けられる感情も強く、ある種カリスマ的な存在である生徒会役員の行動一つ一つに、生徒達は興味津々なのである。

            　行きすぎた感情を持つ生徒も少なくなく、軽視していると後々で碌ろくでもないことになりかねないので、一般生徒が絡む場合、目立つ行動は可能な限り避けねばならなかった。

            　羨望に混じる嫉妬ほど、恐ろしいものはない。

            　芸能人のように憧れの対象になりながら、しかし手の届く場所にいる。

            　相良たち生徒会役員の存在は意外なほど刺激的で、思いがけない欲や期待を与えているのだ。

            「生徒会室に運ぼう。新城は二之宮にのみや先生を呼んできてくれ」

            「なるほど。先生を呼んじゃえばいいのか。銀ちゃん頭イイ！」

            「その呼び方はやめろと言ったはずだ。無駄口叩いてる暇があるならさっさと行け！」

            「ひゃあ、こわぁい！」

            　ふざけながらも、小柄な身体が走り出す。

            　新城が中央棟の外れにある診療所に向かうのを見送ってから、相良は見知らぬ後輩の身体を抱え直し、足早に生徒会室へ向かった。


            

        
        
            　　　目覚めに出会うは獅子か悪魔か

            

            　ふいに闇が薄くなる。

            　水中から水面に浮かび上がるように意識が覚醒して、俺は軽い寒気と遠く燻るくすぶ頭痛に眉を顰めた。

            （……？）

            　チンという小さな電子音がしたと思ったら、揺れるような浮遊感の後、ふいに全身に微かな重力を感じる。

            （エレベーター、だよな。これ……）

            　でも俺は噴水脇のベンチに寝転がって──どうしたんだっけ？

            　意識が曖昧なまま瞼を持ち上げたが、そこは総ての輪郭が滲んだ世界だった。

            （あ、そうか。眼鏡……って、あれ？）

            　手に持っていたはずの眼鏡が無い。

            　思わず顔の前に手を持ち上げると、その上で誰かが俺を見下ろしたのがわかった。

            「気がついたのか」

            「えっ、あ、あの？」

            　声からすると、男で──っていうかここの生徒か？

            　あぁ、くそ、よく見えない。

            　眼鏡どこいったんだよ。落としたか？

            　俺が手を下に垂らして探るように動かすと、目の前の男が口を開いた。

            「眼鏡なら、腹の上だ」

            「あ、すみません」

            　言われた通りに自分の腹の上を探ると、馴染みのあるプラスチックが指先に触れる。ほっとして眼鏡をかけると、当然だが滲んでいた男の顔がちゃんと見えるようになった。

            （うわ、なんだこの男？）

            　そうそうお目にかかれない、日本男児然とした美形だった。

            　意志の強そうな眉目に一瞬目を奪われるが、ふと思う。

            　──何かがおかしい。

            　そう思いはするが、寝起きのせいで思考が鈍く、上手く違和感を理解できなかった。

            　妙な圧迫感と緩い振動。それに浮遊感。

            　そうだ、さっき、これを何て思ったんだったっけ？

            　──チン。

            （ああ、そうだ。この電子音、エレベーターだ。エレベーター……）

            　扉が開く音で、俺はようやく状況を理解した。

            「え？」

            「どうした、大丈夫か？」

            　俺の身体が強張ったのに気づいたのか、男が俺の顔を覗き込んできた。

            　歩きながら。そう、歩きながらだ。

            　

            　俺を抱えて。

            　

            「な、なっ!?」

            　驚くままに身じろいだが、動揺に引き攣った動きでは男の腕から逃れることはできなかった。

            　冗談じゃない。なんでベンチで昼寝してたのに、野郎に横抱きにされてんだ？

            「な、何だこれ」

            「何がだ？」

            　状況は把握出来たが、理由がわからない。

            　何で？　何がどうなってこうなってんの？

            　あ、焦るな俺。落ちつけ。順番に考えるんだ！

            「え、あの、なにがどうなって……？　状況が謎って言うか……俺、外のベンチで昼寝してたはずで──」

            　俺の言葉に、男は軽く瞠目した。

            「昼寝？　自分の状態を把握してないのか？」

            「え？」

            「顔、真っ青だぞ」

            「真っ青……？」

            　手で頬を撫でたところで青いかなんてわかるわけがないが、心当たりがあるだけに少し気まずくなった。

            「──ちょっと寝不足だっただけですよ。もしかして、保健室かどこかに運ぼうとしてくれてんですか？」

            「そんなところだ」

            「それはまた……親切なことで」

            　意識のない人間なんて、それだけで重いだろう。それをわざわざ運ぼうなんて、奇特を通り越して変人だ。

            「あの、大丈夫ですから。降ろして下さい。寝てただけです」

            「寝ていた？　ここに来るまで起きなかったくせによく言う。完全に意識がなかったぞ」

            「だとしても、もう充分です。放って置いてください」

            　こういう親切は、もっと価値のある人間にしてやって欲しい。俺に親切にしたところで、時間と体力の無駄だ。

            　あ。もしかして、完全に親切ってわけでもないのか？

            「あの、親切にしてもらっといて悪いんですが、俺に恩を売ったところで、貴方自身にも、貴方の家にも、なんの得もないですよ？」

            　俺の言葉に、男は一度瞬いた。

            「ああ、なるほど。確かに、白獅子は財界や政界など各分野の子息が大半を占めているから、そういう駆け引きがあることを否定はしないが──。俺にその類の下心はないから気にするな」

            「じゃあマジで善意による自主的行動ってやつですか？崇高な精神なことで」

            　別に嫌みを言うようなことじゃないのはわかってる。通りすがりの人を助けて己の良心を満たすことが悪いことだとも思わない。

            　それで助かる人は、世の中には大勢いる。

            　だが、俺にそんな親切はいらない。

            　そんな価値、俺にはない。

            　だが、男は俺の皮肉にも内心にも関係ない一言を返してきた。

            「ただの義務だ」

            　淡々とした声音に、俺は不思議と安堵を感じた。

            　胸にくすぶっていた居心地の悪さが、すっと静まる。

            　俺に対する行いが善意や好意ではなく義務だと言うのなら、遠慮はいらないだろう。

            　俺は罪悪感に駆られることなく、手を男の襟元に伸ばした。綺麗に結ばれた白いネクタイを容赦なく引っ張り、男の首を締め上げる。

            「──なっ」

            　仰け反った男の腕から勢いよく足を振り降ろし、反動をつけて距離を取る。

            　男はよろけたがかろうじて踏みとどまり、眉を顰めて俺を睨んだ。

            「ッ……ごほっ、何を、するんだ」

            「いつまでも抱えてもらってるのは悪いと思ったので」

            「降ろせといえばいいだろう」

            「それで降ろしてくれる人だったなら、言いますよ」

            　俺の言葉に、男は片方の眉を器用に上げた。

            　そんな小器用な仕草がずいぶんと様になっていて、思わず感心する。

            　改めて見ても、一筋縄ではいかなそうな男だ。

            　目に力があるというか、独特の威圧感がある。

            　俺は雰囲気に呑まれないよう、気を引き締め直した。

            「というか、あんた何者？　ネクタイの色が違うってことは、先輩……？」

            「まさかとは思ったが……俺を知らないのか？」

            　そんな驚かれても、反応のしようがないんですが？

            「申し訳ないんですが、知っていたところでなんの得もないんで、各業界のご子息様の顔なんて、誰一人把握してませんよ」

            「──君は新入生だよな？　もしかして入学式で寝ていたのか？」

            「いや、入学式は──って、ぁあ！」

            　突如叫んだ俺に眉を顰める男を傍目に、俺は慌てて腕時計を見た。

            　──午後一時半。

            　思いっきり約束の時間過ぎてるし！

            「あんた！　理事長室！　理事長室どっち!?」

            「はぁ？」

            「俺、ちょっと事情があって今日から此処に来たんだよ。手続きとか、全部終わってなくて！」

            「ああ、それでか」

            「いや、なに一人で納得してんだよ？　本気でヤバい、急いで行って謝らないと！」

            　俺はとても、とても大切な人の想いに応えるために、今ここにいる。

            　初っぱなから約束の時間を破るなんて、死んでも避けたい事態だった。

            　焦るあまり相手への敬語も忘れ、わざわざ取った距離を埋めてブレザーの襟に掴みかかる。

            「理事長室！」

            「落ちつけ。そんな状態であんまり興奮すると、貧血を起こすぞ」

            「そこまでヤワじゃねぇよ！　いいから道教え……いや、その時間が惜しい！　案内しろ！」

            「あ、おい！」

            　男の手を引いてエレベーターホールまで駆け戻ると、ちょうどいいタイミングで扉が開いた。

            「あれ、ちょっと──」

            「すみません、どいて」

            　入れ違いになった小柄な生徒と白衣の男を押し退かして昇降機に乗り込み、「閉」ボタンを押す。

            　閉まる扉の隙間から、小柄な生徒が目を見開いたまま固まっていた。

            　でも、俺も驚いた。

            「……今の、男？」

            「当然だ。男子校だぞここは」

            　俺が思わず零した言葉に、男は呆れながらも律儀に応えた。

            「それと、俺はあんたじゃない。相良だ。相良銀路」

            　その台詞に、俺の態度が最悪だったことに気づく。

            　走った勢いでずれた眼鏡を押し上げながら、俺は役に立たないであろう愛想笑いを浮かべた。 

            　こういうとき、さっきすれ違った奴みたいに可愛い顔をしていたなら、この突き刺さるような視線を回避できただろうか？

            「お前は」

            「はい？」

            「貴様の名前だ」

            　八階のボタンを押しながら、吐き捨てるように問いかけてくる。

            　密室だからか、逃げ場をなくした有無を言わさぬオーラが俺を窒息させるべく密度を濃くしていっていた。

            　というか、俺を呼ぶ呼称が相手のイラつき度を如実に表している気がする。

            　口調が変わらないのは「義務」だからだろうか？

            　だとするなら、立派なプロ根性だ。

            「周防嵐デス」

            「周防、ね。把握の必要がない生徒の名前を覚えるような無駄なことはしない主義なんだが──貴様は覚えておこう」 

            　

            　是が非でも、義務から解放された時間帯の貴方様に会いたくない。


            

        
        
            　　　野良猫、同じ檻に放たれし狼と対峙すること

            

            　なによりもまず、頭を深々と下げた。

            「本当に、すみませんでした。あまりに美しく壮麗な校舎に目を奪われるうちに迷い込んでしまいまして……」

            「ふん、当然だ。本来なら貴様如きが敷居をまたげる場ではないのだからな」

            「それは身に染みて理解しています。理事長の温情にお応えできるよう、三年間精進させていただきますので、ご容赦ください」 

            「頑張る必要などない。下手に成績など上げられても他のご子息の邪魔だ。せいぜい問題を起こさぬよう静かにしていろ」

            「……はい」

            　見るのも暑苦しい肥満体を革張りの椅子に押し込めて俺を見下す態度に内心では腸がはらわた煮えくり返っていたりするが、利益主義のこのジジイが現理事の白獅子に、寄付なしで入れたこと自体が奇跡だ。

            　どんなに煙たがられようが、三年間、静かに過ごして卒業させてくれればそれでいい。

            　母親が残した金を使わざるを得なくなったのは不本意だが、この金のおかげで彼女に卒業証書を見せてやれるなら、安いもんだ。

            「まぁ、その容姿なら余計な面倒はなさそうだがな」

            「え？」

            「せいぜい他の子息の機嫌を損ねるような行動は慎め」

            　ぞっとするような目つきで腰や首筋に這う視線に、思わず顔を顰めそうになる。

            （気色悪い目でみてんじゃねーよ。エロジジイが！）

            　男子校である以上、少なからず若さ故の過ちとか暴走とかいろいろあるんだろうが、それに巻き込まれるつもりは毛頭無い。

            　俺にそんなことをしようとする輩が万が一いたら、機嫌を損ねる前に命を損なわせてやる勢いだ。

            　ジジイが言ったように高校生なら容姿の方が重要だろうから、俺は安全圏どころか圏外だろうが──。

            　言われなくても、せいぜいイジメの対象にならない程度に地味に過ごすしますよ、ええ。

            「では、失礼します」

            「わかってるな？　問題を起こしたら即退学だ。帝にみかども口出しはさせん」

            「はい──ッ」

            　寮のものらしきカードキーを投げつけられる。あきらかに顔面に向かって投げられたプラスチックの板は、眼鏡のフレームに弾かれて落ちた。

            「すみません」

            　カードキーを拾ってから慇懃に一礼して、理事長室を後にする。

            　八階のエレベーターホールまで戻って、呼び出しボタンを押した。

            　わかっていても、重い溜め息が出る。

            「二度とあの部屋にはいかねぇ」

            　退学になるような問題でもなけりゃ、あのジジイも好きこのんで呼んだりはしないだろうが──。

            　そもそも、なんで必要書類やカードキーの受け渡しが教育指導の教師とか、寮の管理人じゃなかったのかが疑問だ。

            （まあ、帝さんが絡んでいる以上、俺の顔を見ておきたかったんだろうが……）

            　これが最初で最後の面倒であることを願いながら、俺はカードキーを握りしめた。

            　

            　

            　寮には迷わずにたどり着くことが出来た。頃合い的に部活動をしてない奴らの帰寮時間だったらしく、多数の生徒の流れについて行けばいいだけだったからだ。

            　新入生なんて知らない顔があって当然だから、さして目立つこともなく己の部屋の扉まで辿り着く。

            　脇にあるプレートの名前を確認して、驚いた。

            　念のため、カードキーに印字された番号と扉の番号、ついでにもう一度プレートを見やる。

            　互いを気遣い、思いやる心を育てる。──ためという信条のもと、金持ち学園のくせに一、二年は基本は相部屋だ。

            　それでも、俺は一人で部屋をあてがわれると思っていた。

            　あのジジイのことだ、大事な金蔓である生徒を厄介者と一緒にするわけないと思っていたからだ。しかし、プレートには俺の名前以外にもう一つ、名前がある。

            「氷室湊ひむろみなと……ねぇ」

            　まぁ、居たら居たで、俺はいないものだと思って過ごしてくれればいいだけだ。俺からかかわることは、絶対にしない。

            　目立たず騒がず、が第一だ。

            　俺は眼鏡の位置を直し、目までかかるほど伸ばした前髪を梳く。

            　母と俺の関係を狂わせた元凶でもある、互いによく似たこの顔が、俺は大嫌いだ。出来れば他人にもあまり見せたくない。

            （……それも、あと三年の我慢だ）

            　もう本当に、それで──最後。

            　憂鬱を逃がすように溜め息を零してから、カードをスロットに差し込んで解錠する。隣の扉との間隔で予想はしていたが、扉を開いた先に広がる空間は無駄に広かった。

            　入ってすぐ右手にトイレ。その奥に脱衣所とバスルーム。廊下の突き当たりの扉を開けるとリビングがあった。

            　足を踏み入れると、空間右寄りにローテーブルを挟んでロングソファが一組あり、その奥に液晶テレビ。

            　左寄りにはミニキッチンとテーブルに、椅子が二脚。

            「あ、あっ、──んっ！」

            　そして正面奥には、並んで扉が二つあった。

            （どっちが俺の部屋だ？）

            　俺は既に帰寮しているらしい氷室湊に問うべく、さっき確認したソファに視線を戻した。

            「ひぁっ、ア……ッ！　だ、誰!?」

            　まあ、お気づきだろうが、そこにはオプションで男が二人。

            　こっちを向いて、バックでガンガンにやっていたりして。しかも俺に気づいたにもかかわらず、突っ込んでる方は顔色一つ変えずに腰を動かしている。

            　お盛んなことで。

            　別に童貞でもあるまいし、さして気にもせずにまじまじと両方の顔を見る。

            　どっちが氷室湊だろうか？

            「ひ、室、センパ、やっ、見て、る！　あぁ──っ」

            「うっせぇな、見られてケツ穴締めてるくせに、恥じらうフリなんかしてんじゃねぇよ」

            「ぁっ、ダメっ、もッ──ンぅ！」

            　突っ込んでる方が、氷室湊らしい。

            　獣のように犯されていた華奢な男がビクンと痙攣して、開かされた足の隙間からソファに白濁した液体が零れるのが見えた。これは見ても嬉しくない。

            　氷室は脱力して頽れくずおる相手をお構いなしに突き上げ、ぐったりしていた男が再びビクビクと跳ねた。氷室も達したらしい。

            　間を置かずに相手を解放したと思ったら、慣れた手際でスキンを処理して、さっさと立派な息子さんをしまった。

            　未だ息荒くヒクついている華奢な男を乱暴に押し退かして立ち上がり、氷室はすれ違いざまに一瞥をくれた後で舌打ちした。

            「ふざけやがって、またハズレかよ」

            　背後で冷蔵庫を開ける音がする。あえて視線で追うことはせず、嘆息した。

            　俺が氷室の何から外れてるかなんて、考えるまでもないだろうが、どうでもいいことだ。

            　というか、当たられても困る。

            　是非ともそのまま俺に無関心でいてくれ。

            　それよりも、放置されてんのに恍惚とした目で氷室を追っている男が怖いんですが？

            　男同士でもヤれるのは知ってたが、聞くのと見るのとじゃ大違いだ。

            　あぁ、ホントに出来るんだ……って感じ？

            　この男もエレベーターですれ違った小柄な男には劣るが、そこそこ可愛らしい顔立ちをしてる。

            　偏見かもしれないが、あのとき一瞬でもこういう顔だったらと考えた自分に背筋が寒くなった。

            　同性の性対象になるなんて、絶対にごめんだ。俺は柔らかい女の子が大好きだ！

            　チラと視線を向けたら、ちょうど氷室も俺を見ていたらしく、見事に視線が合ってしまった。

            「なに見てんだよ。てめぇになんか勃たつわけねーだろ」

            　いや、羨ましいとか思ってないから！　ただこう、初めて見る存在への好奇心からくる興味？

            　男の子だもの！

            　とか馬鹿げた言葉を心の中だけで呟きながら、口では「すみませーん」とか適当に呟いておく。

            　とりあえず謝罪したのは正解だったのか、氷室は目を眇めはしたが視線を俺からソファの男へ移した。

            「テメェもいつまでも醜態さらしてねぇで、とっとと失せろ！」

            「え？」

            「目障りだっつってんだよ。まさか勘違いしてんじゃねえだろうな？　突っ込んで欲しいっつーからヤってやっただけだぜ、仔猫ちゃん？」 

            「そんなっ！」

            　夢から覚める──とは正に。

            　男は赤かった顔をさぁっと青くした。反論しようとした唇は氷室の視線に気圧され、ただ震えただけで閉じられた。

            　悔しげに目を伏せてから、床に散らばっていた自分の服をかき集め、部屋を飛び出していく。

            　華奢な背中が、扉の向こうに消えた。

            「あ？　なんだテメェ。なんか文句あんのかよ？」

            　走り去った背中を目で追っていただけなのに、氷室がミネラルウォーターのボトル片手に俺に寄ってくる。

            　俺に絡む気満々なところが、全力で問題児だ。

            　考えるまでもなく、俺は厄介祓いを兼ねた生け贄としてこの部屋を宛がわれた気がする。

            　俺が、この男にどんな目に遭わされたとしても、何も言えないとわかりきっての所行だ。

            （あのハゲデブ……）

            　ただ静かに高校生活を送らせて欲しいだけなんだから、そっとしておいてくれればなんの問題も起こらないのに。

            （そっちから問題の種蒔いてんじゃねぇよ）

            　必要以上に絡まれるのは面倒なので、俺は正直に答えた。

            「ただ見てただけだろ」

            「はあ？」

            「つか、裸で廊下に出てったんだぜ？　気になるだろうが。見られたくねぇなら部屋でやれよ」

            　思ったことを告げると、男のこめかみがひくりと痙攣した。

            「つーかさぁ」

            「なに」

            　きっと、口説くのと同じ距離。

            　でも、俺を見る目や、逃げ道を塞ぐべく音を立てて壁につかれた手は、あきらかに因縁をつけるためのモノだ。

            　ためらうことなく、ペットボトルで横っ面を思い切り殴られた。

            「つっ！」

            「お前一年だろ？　なんでタメ口きいてんだよ」

            　水が半分残っていたためかなりの衝撃があったが、ソフトプラスチックだった上に眼鏡に当たってくれたおかげでさほど痛くはなかった。

            　吹っ飛んだ眼鏡がフローリングを滑る。

            　ずれるし頭痛はするしで忌々しい眼鏡だと思っていたが、さすがに今日降りかかっている災難──というか人災？──には同情してやれる。

            （二回とも俺の身代わりになってくれたし……）

            　後で磨いてやろう、と心に誓う。

            「なんか言えよ、おら」

            「いえ、知らなかったんで。あ、でも先輩って言ってましたよね、さっきの奴。スミマセン。タメ口きいて」

            　威圧するように顔を近づけてくる相手から顔を背けて、一応謝る。でも、先ほど同様、相手が望んでいるであろう怯えや萎縮をわざと作ることはしなかった。

            　無関心でいて欲しいだけであって、ナメられたいわけじゃない。

            「誠意が感じられねぇ」

            「……ッ！」

            　今度はボトルの底で脇腹を突かれる。

            　拳じゃないぶん痛みは少ないが、いかんせん本調子じゃない俺に腹部への重い打撃はキツい。

            　つーか見た限りじゃ、こんな中途半端な暴力を振るうタイプには見えなかったんだが──。

            　いや、徹底的にやられても困るが。

            （──あ。痛めつけるのが目的じゃないのか？）

            「あーぁ、真っ青な顔しちまって。可哀想になぁ？　可愛い顔してりゃ、一年間、足腰立たなくなるくれぇ可愛がってやったのによ」 

            　いや、それは合意でだよな？

            　──と疑問は湧くも、訊ねるまでもない気がする。

            　女と違って孕むわけじゃないが、だからといって力ずくの行為が許されるわけじゃない。

            　だが、そうすることになんら抵抗のない人間ってのはいるんだろう。

            　今目の前にいる、こいつみたいに。

            　まぁ、傲慢になれるだけの容姿はしてるけどな。

            （顔も整ってるし……いい筋肉してんな、こいつ）

            　気がついたら興味が湧いて、視線が向いた。

            　俺もこのくらい腹筋つかねぇかな、と思考が脱線しかけたところで、逸らしていた方向に氷室の顔が捻られる。

            「何？　なんかお前余裕っぽくね？　腕の一本折られる前に、親か教師に泣きついて部屋替えしてもらったほうが平和だぜ？」

            「あぁ、そういう事か」

            　氷室の意図がようやく判明して、俺は大きく頷いた。

            「あ？」

            　完全に油断していた氷室からペットボトルを奪い取り、くるりと回して底が上になるように持ち直す。

            　氷室が状況を理解する前に、それで顎を下から突き上げてやった。

            「ぐ──、なっ!?」

            　顎を抑えて仰け反った氷室の胸ぐらを掴んで、額がゴチッとぶつかるほど引き寄せる。

            　この距離じゃないと、相手を睨みたくても上手く焦点が合わない。

            「俺、部屋替え申し立てられる立場じゃないんです。だから、この部屋に宛がわれたんだと思うんですよ。この意味、わかります？」

            「何？」

            「だから、俺が嫌なら先輩が抗議しないとどうにもならないってことです」

            　よほど俺の反撃が意外だったらしく、上背も体格も俺より一回りはでかいくせに、氷室は俺に胸ぐらを掴まれたままだった。

            　俺の顔を凝視したまま固まっているので、これ幸いと言いたいことを一気に捲し立てる。

            「でも、出来ればこのままが有り難いです。あまり面倒な生徒だと思われたくないですし……。俺は寝る部屋があればいいですから、他は自由に使ってくれて構いません。一人部屋気分で、俺のことスルーしてくださいよ。ね？　氷室先輩」

            　掴んでいた襟を更に絞めて、嫌味なほどに微笑んでやると、氷室の瞳が一瞬揺らいだ。

            　ま、顔半分が前髪で隠れてるような根暗眼鏡に微笑まれたら、気味悪くもなるだろう。

            　効果ありってことで、俺は凄むのをやめ、突き放すように氷室から手を離した。

            「ッ──、お前」

            「で、俺の部屋どっちです、か……ッ!?」

            　壁から背中を浮かせようとしたが、再び強く壁に押しつけられて面食らう。慢性的に響いていた頭痛に外側からの痛みも加わって、視界がぶれた。

            「いってぇな、何すんだよ！」

            　壁に後頭部打っただろうが！

            「はは、俺もここでの生活で鈍ったかな？　上玉の野良猫を見逃すとこだったぜ」

            「は？」

            　意味がわからない。

            　というか、さっきと押さえ方が違うのが何より怖いんですけど？

            　えーと、何、これ。

            　きっと、因縁をつけるのと同じ距離。

            　でも俺を見る目や、逃げ道を塞ぐべく音を立てて壁につかれた手は、手は……。

            　あれ？　なんか似たようなことをさっき思った筈だが、なんていうか先を考えたくない。

            　とか思ってる間に、氷室の両手が後頭部と腰に回る。壁に挟まれているのも相俟って、これでもかってくらい身体が密着していた。

            「え、ちょっ……ぅんっ!?」

            　後ろ髪を掴んでいた手がぐっと俺を上向かせて、あろうことか、さっき俺を対象外呼ばわりした唇が俺の唇を塞ぐ。

            　氷室の胸を力一杯押し返そうとしたが、体重をかけてのし掛かられてしまえば身長差もあって逆らえなかった。　キスの合間を縫って必死に制止の言葉を紡ごうとしたら、確かな欲と熱を持った舌が俺の口内へ滑りこんでくる。

            「おい、ちょ、マジッ──やめ──ッ！」

            　キスで受け身になったことなんか初めてで、動揺するあまりどう対処したらいいかわからなかった。

            　呼吸すら覚束なくなり、好き勝手に舌を絡め捕られる。

            　噛んでやろうと思うのに、狙ったよう強く吸い上げられて、痺れるような甘さに力が抜けた。

            （なん、なんだこの状況!?）

            　思わず怯んだ瞬間、これ以上ないくらい近くにある瞳が、妖艶に笑んだ。

            　なんかもう、泣きたいんですけど？

            　焦りと酸欠が頭痛を増長させていく。

            　頭蓋骨を内側からハンマーで殴られてるみたいだった。

            　膝から力が抜けたのがわかったが、そのままぐらりと視界が歪んで、俺の意識は──そこで途切れた。

            　

            　キスで失神したなんて思われたら、軽く死ねる。

            


            

        
        
            　　　始まりは容赦なく、前途は多難にて

            

            　目が覚めたら、見慣れぬガランとした部屋のベッドだった。

            　カーテン越しに降り注ぐ朝日が眩しくて、手で遮りながら上体を起こす。

            「……最悪」

            　頭痛の名残にこめかみを押さえた途端、昨日のキスの感触が生々しく甦って、思わず口元を押さえた。

            　睡眠不足かつ過労気味だった身体が憎い。

            　不本意にたっぷりと睡眠をとった身体は軽く、意識もはっきりしていた。

            　だからこそ、沸々と怒りが湧いてくる。

            　そもそも何だアイツ？　

            「嫌がらせにしたって、アレはないだろ……」

            　ボディに一発喰らったほうがまだマシだ。

            「……それも痛いから嫌だな」

            　呟いてから、考えても仕方のないことだと思い至る。

            　俺は気持ちを切り替えるように前髪を掻き上げて、ぼやけた視界のまま部屋を見渡した。

            　部屋の隅に、見覚えのある段ボールを見つける。

            「あぁ、ここってもしかして、俺の部屋か？」

            　リビングの奥にあった二つの扉を思い出す。

            　おそらくその片方に続く個室だ。ベッドとクロゼット、それと勉強机だけの、ガランとした部屋。

            　リビングは調度品が整っていて一つの空間ができあがっていたが、個室はそれぞれの自由ってことだろう。

            　生活していく上で必要だと思ったものを、少しずつ揃えていけばいい。

            「……とりあえず眼鏡だな」

            　壁一枚向こうの気配を探りつつ、扉をゆっくりと開いたが、氷室の姿はなかった。これ幸いと床に放置されたままだった眼鏡を拾う。

            　視界がハッキリすると、少しだけほっとした。

            　一応というか当然というか、いや、意外と言うべきか──ソファは綺麗に掃除されていた。

            　一通り部屋を詮索した後で、軽くシャワーを浴びて着替える。

            　着たまま寝てしまったことで皺が寄ってしまったブレザーを撫でながら、鏡の前でおざなりに身支度を整えた。ふいに目が合って、俺は鏡に映った己を見つめる。

            「ホントに、気味が悪いくらい似てるよな」

            　自覚がないわけじゃない。

            　俺の容貌は、かなり恵まれた部類に入る。

            　白い肌、淡い桜色の唇、漆黒の髪、長い睫毛、くっきりとした二重の目。しかも何世代か前に異国の血が混じっているらしく、瞳は青みがかった灰茶だ。

            　虹彩は光の加減で水彩のように虹色に滲む。

            　けれどどんなに似ていても、俺の姿は母のように輝いたりはしない。

            　母は少女のように純粋な人だった。

            　彼女の内側はとても温かいもので満ちていて、俺にもその温もりを愛情という形で惜しげもなく分けてくれていた。

            　俺は知らなかった、純粋な人間がどれほど繊細で、奇妙な存在なのかを。

            　俺の成長が、彼女の温かく柔らかい心を食い潰していたなんて──知らなかった。

            　だから俺は、唐突に母から向けられた刃に驚き、畏れ──母が俺を憎んだように、俺も母を憎んだ。

            　母が憎しみの中に変わらず愛情も抱えていたことを知ったのは、少し後になってからだ。

            　母は何度も俺に謝り、取り戻せない時間を贖うように多額の金を残して逝った。

            　正直、ちっとも嬉しくなかった。

            　未だに心は複雑で、突き放されたという憎しみのほうが俺の中では強いが、それでも、彼女を哀れむ気持ちを抱くようにはなった。

            　けれどそれは、単純に母がもうこの世の人間ではないからということと、俺の憎しみの総てが──別の存在に向いたからだ。

            「…………ッ」

            　胃の底を灼くような憎悪を感じて、腹部を押さえる。

            　同時に、どうしようもないほどのやるせなさが胸に満ちた。

            　母は俺を愛していた。

            　それを教えてくれた人も、俺を愛してくれていた。

            　ひねくれて、自暴自棄だった俺を、愛してくれた。

            　けれどもう、どちらもこの世にはいない。

            　大事で、大切な人が指の隙間から零れるように消えていく。

            　母も、彼女も。

            　母は病気だったが、彼女は違った。

            　俺が身代わりになれたんじゃないかと、何度も何度も考えている。

            　雨が降る度、気が狂いそうになる。

            　そんな俺に一筋の光をくれたのは、やはり彼女だった。

            　彼女は、俺が彼女にしてやれる唯一の願いを遺してくれていたのだ。

            　嬉しかった。

            　最高に嬉しかった。

            　彼女の最後の願いが。優しさが。

            　こんなにも俺を苦しめて、喜ばせる。

            （だから、叶えてやるって決めたんだ）

            　彼女の最後の願いだから。

            　それに必要な金を母が遺したもので補えば、母も少しは浮かばれると思いもした。

            　ただ捨てようと思っていた母の心まで、彼女は間接的に救うのだ。

            　そういう人だった。

            　彼女の笑顔が、名も知らぬ他の誰かを幸せにする。

            「そういう、人だった……」

            　彼女が望むならば、総て叶えてやりたい。

            （けれど、総ては無理だ）

            　それだけは、わかって欲しい。

            　俺はもう、誰も失いたくない。

            　もう二度と、大切な人ヽヽヽヽを失いたくない。

            （だから、あんたの願いを聞き届けるのは、独りで叶えられる部分だけで勘弁してほしい）

            　俺はもう、独りでいい。

            　本当に欲しかったものは、あんたがくれたから。

            　俺はもう、それでだけでいい。

            　

            　大切なものはもう、何一ついらない。 

            　

            　感傷的な物思いから俺を呼び戻したのは、リビングにある壁掛け時計だった。控えめに鳴る電子音が午前九時を報せている。

            「腹減ったな」

            　疲労から解放されれば、随分となおざりにしていた食欲が湧いてくる。

            （ショートホームルームは半からだから、急げば間に合うか？）

            　俺は一旦部屋に戻ると、一番上に積まれていた段ボールの蓋を開けた。

            　放り込んでおいた入学案内の封書を引っ張り出し、中を漁る。

            　学生証であるIDカードを引っぱり出して、ポケットにしまった。

            　学園内では、これが財布の代わりになる。

            　月一で使用額が指定した口座から引き落とされるようになっている。いわばクレジットカードだ。

            「あのジジイの考えそうなことだな」

            　現金ではないぶん使用感が薄いから、金銭感覚を麻痺させて余計に使わせようという魂胆だろう。

            　と言っても、湯水のように使ったところで困る財力の野郎なんか、この学園には数えるほどしかいないだろうが──。

            　俺だって寄付金の余裕こそなかったが、多少贅沢に生活しても余裕で三年間過ごせるだけの資金はある。

            　母が遺したものである以上、積極的に使ってやろうという気持ちは微塵もないが。

            「もしかして、周防嵐？」

            　面倒を減らすためか寮部屋はオートロックではないので、スロットにカードを差し込んで施錠を確認していたら、背後から声がかかった。

            　振り向くと甘ったるいマスクの、主婦層に好まれそうな若手俳優みたいな男が立っている。

            　難を言うなら気障に着崩された制服が妙に色っぽくて、せっかくの爽やかな造りの顔が軟派にみえるところだろうか。それすら、計算されているような気配があるが。

            （というか、出会う男が揃って美形なんですが？）

            　合格条件に容姿も入ってるんじゃないかと疑問になってきた。あのジジイならやりそうだ。

            「もしもーし？」

            　無遠慮に顔を見ながら思案していたところを呼び戻される。

            「あ、すみません。そうですが」

            「やっぱり。俺は藤とう堂どう昴。すばる氷室と同じ二年生」

            「はぁ」

            　ネクタイの色が相良と同じ白だ。ということは、白が二年のカラーってことか？

            　俺がそう認識したところで、藤堂と名乗った男はいきなり盛大に吹きだした。

            「あっはははは！　いいなぁ、このオチ。最高だね！」

            　目に涙を溜めて大笑いしながら、俺の肩を痛いほど叩く。

            　はっきりいって不愉快だし、不気味だ。

            「……氷室先輩ならいないですよ？」

            「あー、だろうね？　これじゃ、ねぇ」

            　ぷっとまた笑う。

            「あの？」

            「ニューフェイスはダサ眼鏡君かぁ。前のヤツのがマシだったな。あー最高！　超ウケる！」

            　藤堂は俺の顔をチラチラと見ながら、止まりかけた笑いを何度も呼び戻しては笑っているようだった。

            　いい加減不機嫌を隠す気にもなれず、痺れてきた肩を庇うように手を払う。すると藤堂はピタリと笑うのをやめ、不思議そうに俺に叩かれた自分の手を見つめた。

            「なんですか？　少なくとも俺の肩の方が痛かったと思いますけど？」

            「プラス、生意気？」

            　その台詞に、昨日の失態を思い出す。

            　どうにも穏便に過ごしたいと思う割に、俺は勝ち気過ぎるのかもしれない。

            「あ、頬んとこ、少し赤くなってるじゃん。やっぱ殴られたんだ？　でもよくそれだけで済んだね。それとも見えないところをやられた？」

            　微かに赤味の残っていた頬に指先が触れる。

            　咄嗟に払おうとしたが、今度は避けられた。

            「おっと、全然大丈夫だったみたいだね？　殴る気も失せる気持ちはわかるけど」

            　オマケのようにもうひとしきり笑うと、藤堂は最初と同じようなへらっとした笑いを造って俺に向き直った。

            　けれど目は全然笑ってなくて、俺は思わず身構える。

            「君は外部な上に、今日からなんだっけ？」

            「……はい。諸事情で入学式に間に合わなかったので」

            「ふーん。ま、どーでもいいけど」

            　どうでもいいなら訊くなよ。とか、何しに来たんだコイツ。とか思ったが、俺はかろうじて口には出さずに堪えた。

            「あ、そうそう。俺が君に話しかけたのは氷室の同室者か確かめたかっただけだから、どこかで俺を見かけても馴れ馴れしく話しかけないでね？」

            「はあ」

            　あんたみたいに目立つヤツになんか、話しかけろと言われても話しかねえっつの。

            「お前みたいな、なんの努力もしない人間って大嫌いなんだ。朝っぱらから陰気な空気に触れてものすごく不愉快だよ。美しくも可愛くもないヤツなんて、みんな死ねばいいのに」

            「は？」

            　思わず絶句する俺には見向きもせず、藤堂は取りだしたハンカチで俺に触れていた手を拭う。当然のようにそのハンカチを床に捨てて、去って行った。

            「……なんだ、アレ」

            　なんていうか、確実に未知の人種だ。

            　金持ちの子どもってのは一癖も二癖もありそうだとは思ってたが、あれは絶対にキャラ濃いよな？

            　アレが普通じゃないよな!?

            「標準だったら、嫌すぎる」

            　俺はもしかしたら、感傷に流されて色々な選択を間違ったのかもしれない。

            


            

        
        
            　　　野良猫、姫と出会い騎士に託されること

            

            「ホントに間違った。絶対間違った」

            「あ？　なに一人でごちゃごちゃ言ってんだ？」

            「いえ、なんでもありません」

            　言わずもがな、俺は朝食を食いはぐった。

            　思い出さなければぶっ倒れるまで飲まず食わずでいられる質たちだが、一度空腹を思い出すと止まらない。

            　よって、俺のイライラ度は高水準をキープしている。

            　──なのに。

            「おい、眼鏡。辛気くせぇ顔してんじゃねぇよ！　溜まってんのかコラ？」

            「……いえ」

            「チッ、ならもっとシャンとしろよなぁ！　俺のクラスで虐めとか勘弁だぜ？」

            「俺は虐めたりしませんよ？」

            「なるほどなるほど、虐められてんの気づかないできた口か。平和で結構。どうせなら、ここでも気づかないで過ごしてくれ、天然眼鏡君」

            　えーと、普通にムカつくんですが？

            　コイツに教員免許を与えたヤツを今すぐ殴りたい。ていうかコイツも殴らせてくれ。

            「遅れてくるなんてオイシイ事してっから、ウチの獣どもはすげぇ期待してんだぜ？　かーわいそぉにぃ」

            「一番期待してたのは、どこぞの教師のようですが？」

            　ピクリと男の眉が跳ね上がる。

            　細められた眼が横目で俺を刺したが、思わず漏れた嫌味を取り繕う気にはなれなくて、気づかないふりをした。

            「性格も可愛くねぇし。あたし、脱いだら凄いんです！を期待してもいい？」

            「セクハラですよ」

            　俺の眼鏡を取ろうと伸ばされた手が止まる。

            　行き場を無くした手を引っ込めながら、クラスの担任であるところの雨あま宮みや竜たつ彦ひこは、さも意味ありげに口端をあげた。

            「期待ハズレっちゃハズレだが、面白そう、ではあるかもな？」

            「意味がわかりませんけど」

            「別にィ？　ま、あんまり生意気してっと、殴られるだけじゃなくて突っ込まれっから気ぃつけるんだな」

            「はぃ？」

            「俺に靡なびかないってことはノンケなんだろ？　生意気なヤツのプライドを踏み躙にじるのに、手段を選ばないヤツは結構いるんだぜ？」 

            　思春期の野郎はえげつないからなぁ、とか含み笑いしつつ、雨宮は教室に入っていった。

            （えげつないのはあんたの発言だろーが）

            　というか、世のホモは全員あんたに言い寄るのかって話だ。どんだけ自信過剰なんだよ、あのオッサン。

            　確かに、ちょっと特殊だが色気のある男ではあると思う。なんていうか雄？

            （あ、そんな感じ）

            　惹かれる野郎にとっちゃ、あの自信もこの上なく魅力的に感じるんだろうが──っていうかホモかよアイツ！

            「マジで？」

            　どうしよう、なんだこの学園!?

            　帝さんに言われるままに入学したが、入る学校を確実に間違った気がする。

            （……男子校だから気楽だと思ったのに）　

            　いっそ今すぐ雨宮を殴って、即刻退学になるべきか？

            「おら、野郎共！　お待ちかねの最後のクラスメイトがきたぞー」

            　俺の困惑をよそに景気の良い雨宮の声がして、一気に壁一枚向こうの空間が沸き上がる。

            　テンションの上がりっぷりに、俺は思わず一歩後ずさってしまった。

            　男子校だろここ？

            　なんだこのノリ？

            　いや、男子校だからか？

            　ほとんどが付属の中学からの持ち上がりらしいから、馴染むのが早いのは納得できるが──。

            「仕方ない、のか？　男しかいないと、男で盛り上がるしかねえもんな……」

            　山奥の全寮制男子校なんて、確かに独特の社会形態だろうが、俺みたいに外部から来た連中は引くぞ、コレ。

            「おら、来い。周防嵐！」

            「あ、はい」

            　雰囲気に圧倒されて、苛立ちや雨宮への不満が一気に吹っ飛ぶ。

            　幸か不幸か、おかげで俺は影の薄さを意識しなおしてから教室に踏み入ることができた。

            「お、おはようございます……」

            　ひっそりと雨宮の隣に立ち、頭を下げる。

            　俺を見た瞬間のクラスの意気消沈ぶりは、一限目の教師が授業にならないと自習にしたほどだった。

            　

            　

            　昼休みになってすぐ、俺の前の席で展開されているドラマしかり。

            「え、でも」

            「遠慮すんなって、な？」

            「そうそう、姫ッち可愛いから、一人で食堂なんて行ったら絡まれるぜ？」

            「でも、食堂では友達と約束してるから」

            「じゃあ食堂まで一緒に行くだけ。行くまでも危ねぇだろ？」

            　非常にウザイ。

            　絡まれてる男の名前は、確か姫宮ひめみや晴海はるみ。

            　一瞬で俺への興味を失ったクラスメイト達だったが、姫宮は義務感からか礼儀か、俺にニコリと微笑んで「よろしく」と挨拶をしてきた。

            　俺は内心動揺しながらも、なるべく素っ気なく挨拶を返した。

            　なんで動揺したかというと、姫宮の顔が、男だったら一度は憧れる可憐で清楚な美少女そのものだったからだ。

            　いや、男子校だから男なんだが、笑顔の後ろに本気で白百合が見えた。

            　そんな美少女顔が災いして、目前でお約束のような光景が展開されているってわけだ。

            　入学して二週間もすれば、ちょうど余計な緊張も解れる頃なんだろう。女顔の姫宮に興味と下心ありありの態度で話しかけている。

            　しかしなんというか、馬鹿だなこいつら。

            　どう見ても、絡んでるのはお前等だろって感じだ。

            「ほんと、一人で大丈夫だから」

            「どうせ同じ場所に行くんだからさ、いーじゃん」

            　男の一人が腕を引っ張り、姫宮が軽くよろめいた。

            「あ、ちょっと」

            （──ダメだ。これは本気でウザい）

            　俺がわざと音を立てて椅子から立ち上がると、姫宮と、姫宮に絡んでいた男二人が振り返った。

            「俺を案内してくれよ」

            「へ？」

            「はぁ？」

            　唐突に会話に加わった俺に、男二人が間抜けな声を上げる。

            「食堂だよ。俺、場所わからないんだ。姫宮は一人でいいんだろ？」

            「え、あ、うん」

            　呆気にとられた顔をして、その愛くるしい顔のままこくん、と頷く。

            「だってさ。姫宮がいいって言ってるんだから、案内頼んでも構わないだろ？　ついでにこの学園のことも食べながら教えてくれよ」

            「いや、その、それは」

            「他のヤツに頼めよ。俺らは姫宮が危ないだろうから送ってやろうと思っただけで、昼は購買だから。なっ？」

            「あ、あぁ。誰か食堂で昼飯食うやつに頼めよ」

            「……そうか、じゃあ仕方ないな」

            「悪いな、えーっと、周防」

            　馬鹿な奴ら。

            　俺は俯いて、俺より身長の低い姫宮を見た。

            　目が合うと、何かを察したように姫宮がぱっと目を見開く。

            「じゃあ、僕が案内してあげるよ」

            「「えぇ!?」」

            　間抜けなユニゾンを無視して、俺は姫宮に微笑んだ。

            「いいのか、姫宮？」

            「うんっ。僕は食堂で食べるし、それに食堂まで周防と一緒なら、二人も安心だもんね？」

            「え、あ……」

            「それは」

            「じゃ、行こう周防。二人とも、心配してくれてありがとうね！」

            　姫宮は囲むようにいた二人の間をすり抜けて、さっさと俺の手を引いて歩きだした。

            　

            「あー、おかしかったぁ」

            　姫宮は廊下に出てからずっと、押し殺したようにクスクスと笑い続けている。その様は愛らしくて、食堂に着いてからもかなりの視線を浴びていた。ついでというか、必然的に、俺も視線を浴びている。

            　もちろん、俺への視線は負の感情がメインだ。

            「何でこうなったのか、全然わかってないみたいな顔だったね」

            　コイツ、喋ると懐っこいタイプなんだなぁと漠然と思う。そうだよな、全部が全部、氷室や藤堂みたいなわけないよな。

            （しかし困った）

            　共犯心理でも働いたのか、妙にうち解けられてしまった気がする。

            　それは、俺の望むところではない。

            「姫宮、さっきからなんの話しをしてるんだ？」

            「え？　周防は僕を助けてくれたん、だよね？」

            「助ける？　俺は食堂に案内してくれる人が欲しかっただけだけど？」

            「……天然？」

            　人工ですが、何か。

            　そんな小首傾げて見つめないでください。良心が痛い痛い。

            「というか、学年ってネクタイの色で分けられてるんだよな？」

            　いかにも周囲に興味を移したという感じで話題を変えると、姫宮も周囲を見渡してから頷いた。

            「ん？　そうだよ。今年は一年が臙えん脂じ、二年が紫し紺こん、三年が深緑しんりよく」

            　確かに言われた色が、食堂内では確認できる。

            　けど、じゃあ──

            「白は？」

            「晴海っ」

            　焦った声に視線を向けると、俺と向かい合わせに座っていた姫宮の隣に、短髪の男が駆け寄ってきた。健康的に日焼けした肌と、嫌味ではない程度に着崩された制服が爽やかだ。サッカー部とかにいそう。

            　俺がくだらない人間観察をしていると、姫宮がかぶりつこうとしていたサンドイッチから唇を離した。目を瞬かせながら、男を見上げる。

            「弓ゆみ近ちか、遅かったから先に食べ始めちゃったよ」

            「──それは構わないけど、俺以外と二人きりになるなっつったよな？　迎えに行ったらもう食堂行ったって言われて、かなり焦ったんだぞ！」

            「あ。えと、ごめん」

            　弓近と呼ばれた男は姫宮を非難しつつも安堵した声音で窘めたしなると、敵対心も顕わに俺を睨んできた。

            　まったくもって心外な視線だが、事情をしらない騎士様にしちゃ、俺もさっき姫宮に絡んでいた馬鹿と同じなんだろう。

            「睨まれても困るんだけど。それとも強引な三等兵に姫君のお供を任せるべきだったか？」

            　男を騎士に喩えたのは気まぐれだったが、なんとなくしっくりくる気がしてそう揶揄したら、男はきょとんとした。

            「え？」

            「あ、やっぱ助けてくれたんじゃん」

            　すこし不満そうな声で姫宮が割り込んだことで、男は視線を姫宮に戻す。

            「どういうことだよ、晴海」

            「んとね、ちょっとクラスメイトに絡まれてさ、困ってたところを彼に助けてもらったんだ」

            「絡むっていうか、ナンパだろあれは」

            「ナンパ!?」

            　俺がもっとわかりやすい言葉をつけ足してやると、男は大げさに語尾を跳ね上げた。

            　こいつ面白いな。

            「うん。クラスメイトだから、ほんと軽いノリだったけど、ちょっと強引でさ」

            「……そうだったのか。悪かった」

            　弓近とやらは、多少気まずそうに俺に謝った。

            　姫宮のような美少女顔なら、今までも似たようなトラブルに巻き込まれたことがあるのだろう。親しいなら、神経質になるのはわからなくもない。

            「別に。大したことしてないし」

            「ちなみに彼は周防嵐君。ほら、僕のクラス一人だけ遅れて来るんだって前話したでしょう？　その子だよ」

            「あぁ、そういやそんなこと言ってたな。周防、ね。俺は加か狩がり。加狩弓近。よろしくな」

            　敵ではないとわかった途端に友好を示されて、俺は思わず苦笑してしまった。

            　なんというか、わかりやすい男だ。

            「弓近とは初等部からの腐れ縁なんだよ」

            「幼なじみか」

            「うん」

            　幼なじみという言葉を選んだが、加狩の態度は美人の恋人にたかる虫を警戒するそれにしか見えなかった。

            　──が、当然、二人は男だ。

            （うーん）

            　俺はちょっと、ここの空気に毒されてきてるんだろうか？

            　人間の順応能力ってすげえ。

            「ていうかさ。周防、姫ってなにさ！」

            　唐突に鋭い矛先を向けられて、目を瞬かせる。間を置いてから、少し前の発言を指摘されたのだと気がついた。

            「なにって、まんまだろ？」

            「その呼ばれ方、嫌いなんだ。ただでさえ姫宮って名字でからかわれるのに」

            「悪かったよ姫宮、二度と言わない」

            　むくれる姫宮に、わざとらしく慇懃に右手を心臓に当てる仕草で謝罪したが、姫宮はむくれたままだった。

            　これだけじゃわからないかと、姫君に忠誠を誓う騎士の如く目の前に跪くべきかと算段していたところで、俺の悪ふざけに気がついた加狩が笑った。

            「晴海はそういうの疎いよ」

            「そうなの。じゃあやっても意味ないか」

            　立ち上がろうとしていた尻を椅子に戻す。

            「てか、わかってたら怒るって」

            「だからやろうと思ったんだって」

            「え、何？」

            　俺と加狩の会話に姫宮が戸惑いを見せたが、加狩はなんでもないと首を振って誤魔化した。ついでのように、別の話題を俺に向ける。

            「周防って、見た目と性格にかなりギャップがあるな」

            「おどおどしそうに見えるって？　残念ながらご期待に添えるような気弱さは持ち合わせてなくてね。当たり障りなく付き合ってくれると有り難いよ」

            　仲良くなる気はないけどな、と胸中でつけ足したところで、加狩がようやく椅子に座った。座るなり何かを思い出したという体で口を開く。

            「そうそう生徒会役員だよ」

            「ん？」

            「ネクタイ。白っつーか鳩羽色な。ちょっと灰色がかってる。生徒会役員がその色なんだ」

            「あれが、生徒会役員？」

            　相良銀路はともかく、藤堂昴はあり得なくないか？

            　生徒会って、生徒による自治活動の中心組織だよな？

            「──あ。あいつ、だから義務とか言ってたのか」

            　ふいに相良の言葉を思いだして呟くと、姫宮が興味津津で身を乗り出してきた。

            「もしかして周防、誰かと話したの!?」

            「え？　まぁ、たまたま？」

            　驚くままに頷くと、いいなぁと羨ましがられる。

            「運がいいねぇ。周防ってば」

            「何で？」

            「何でって……あ、そっかぁ外部だもんね」

            　一人納得して頷く姫宮に眉を顰めると、すかさず加狩が簡単に説明してくれた。

            「白獅子じゃ生徒会は世間で言う芸能人の集まりみたいなもんなんだよ。眉目秀麗、頭脳明晰、文武両道当たり前！　の超人集団だからな」 

            「ふーん」

            「さ、冷めてるね。みんな憧れてて、少しでも近づきたくて必死なのに」

            「そんなもんだよ晴海。俺達のこういう習慣って外部入学生から見たら、けっこう異様だと思うぜ？」

            「そっかぁ。言われてみれば、そうかもね」

            　普通に遠目から見ただけだったら、容姿やらなにやらに多少の興味は持ったかもしれないが、最初もアレなら二番目もアレだし。今更無理。

            　そういや、藤堂は氷室と親しいみたいだった。

            　それにあの容姿、と来たら。

            「──もしかして氷室……先輩も生徒会？」

            「えっ、周防が会ったのって氷室先輩!?」

            「いや、あいつは同室で……」

            「「えぇっ!!」」

            　二人で大声出して立ち上がるもんだから、一気に視線を浴びる。俺が慌てて座るように促すと、二人は愛想笑いを浮かべながら周囲に謝っていた。

            「恥ずかしいことするなよ」

            「ごめん、ちょっと驚いちまって」

            「でも周防、その──よ、よく無事だったね」

            「いや、普通に殴られた」

            　俺の言葉で、二人仲良くさっと青ざめる。どうやら氷室の横暴さは有名らしい。

            　姫宮がそっと身を乗り出し、ガシッと俺の手を握った。それに倣うように、加狩の手も重ねられる。顔はこれでもかってくらい同情的だ。

            「な、何だよ？」

            「大丈夫？　保健室行く？　あ、診療所のほうがいいかな？」

            「いや、怪我とかはないし。ちょっと脅されただけだ」

            　つか診療所ってなんだよ。いや、あるのかもしれん。なんせおぼっちゃま学園だし。

            「そうか。きっと顔を見るために、わざわざ居たんだろうなぁ」

            「わざわざ？」

            　言い回しが気になって問い返すと、姫宮は緩く頷いた。

            「生徒会役員は相部屋以外にも専用フロアに個室があるんだよ。だから、大抵はそっちにいるはずなんだ」

            「ああ、つまり相部屋はラブホ代わりか。俺が来たときも一人連れ込んでたし」

            　俺の発言に姫宮と加狩が微妙な顔をして絶句したが、事実なので仕方がない。

            「でもまあ、ちゃんと自分の部屋があるなら、何とか折り合いつけてもらわないと」

            「え、もしかして、部屋替え申請しないつもり!?」

            「まぁ、面倒臭いし。俺、そういうの気にしないから」

            　つーか気になったとしても無理だし。

            「邪魔しなけりゃ殴られたりもしないだろ。俺は自分の個室があれば充分だからな」

            「でも、氷室先輩って、気に入らない相手には容赦しないって噂だし。それに暴力だって、殴る蹴るだけが総てじゃ──」

            　姫宮の無用の心配に、思わず苦笑する。

            「俺はどう考えたって対象外だろ。対象外に興奮するほど飢えてる奴じゃないだろうしな。変な心配すんなよ。ああ、姫宮はストライクっぽいけど──」

            　俺の発言に、ひっと姫宮と加狩が身を寄せ合う。

            　その格好がなんだか滑稽で俺は笑ったが、二人は笑わなかった。

            「と、とにかく、いつでも逃げてきていいからね？」

            「そうだぞ。俺達は同室だから、気兼ねなく来いよ！　申請する気になったら、寮監の説得手伝ってやるし」

            「サンキュ、覚えとく。つーか手ぇ離してくれ」

            「あ」

            「ごめん」

            　思いだしたように、二人の手がぱっと離れる。

            　手のひらに残る温もりに、二人の優しさが伝わってきて俺の胸が痛んだ。

            　姫宮も、加狩も、俺が最も近づきたくない種類の人間だ。

            　これ以上は、かかわりたくない。

            「じゃあ加狩も来たことだし、俺は教室戻るな？」

            「え？　あ、うん」

            「いや、ちょっと待ってくれ！」

            　お茶を飲み干し、立ち上がろうとした俺を加狩が引き留めてきた。

            　ずれた眼鏡を直しつつ、微かに浮かせた腰を戻す。

            「なに？」

            「いやさ、実は俺、新入生歓迎会の準備で協力頼まれてて……しばらく忙しくなりそうなんだ」

            「はあ、大変そうだな」

            　俺になんのかかわりもないんですけど？

            　というかこれ以上かかわる気がないんですけど？

            「えーと、頑張って？」

            「あぁ、ありがとう。じゃなくて！　その間だけ、晴海を頼まれてくれないか？」

            「は？」

            「え？」

            　唐突な言葉に、俺は眉を顰めた。

            　しかし俺が口を開く前に、加狩は捲し立てるように言葉を続ける。

            「高等部から一気に校舎の規模が大きくなるからさ、それに慣れてない新入生を……その、狙うヽヽ奴って毎年多いらしいんだ」

            「弓近、何言ってんだよ！」

            「晴海は黙ってろ。自分が慣れない場所で一人で行動することがどれだけ危険を伴うかくらい、嫌ってほどわかってんだろ？」

            「で、でも」

            「いいから」

            　姫宮が戸惑うように俺と加狩を交互に見る。それでも三往復する頃には、加狩と同じ目の色になった。

            「いや、わけわかんないんだけど？」

            　本当はなんとなくわかってはいるが、協力する気はない。二人と親しくなるための要素など、何一つ必要ではないからだ。

            「簡単に言えば、晴海が一人きりにならないようにして欲しいんだ。その、ここは男子校だから」

            「………」

            　だからなに、と知らないふりをするには、いろいろ見過ぎてしまっていて、微妙な沈黙しか返せなかった。

            　それを理解と取ってか、加狩が続ける。

            「中学の頃にも、何回かヤバかったこととかあって」

            「言いたいことはわかるが、それってただ一緒にいればいいってわけじゃないだろ？　ガタイのイイヤツとかだったらひとたまりもないんだけど。貧弱眼鏡をナメんなよ？」

            「どこが貧弱だよ」

            「どこをどう見ても」

            　わざとらしく野暮ったい黒縁眼鏡のブリッジを押し上げる。

            　それでも、困ったような、懇願するような目で加狩が俺を見つめてきた。

            「周防」

            「無理。俺じゃ三等兵にもナリマセン。体格なんて、姫宮といい勝負だろ」

            　俺としては筋肉のつきにくい薄い身体はコンプレックスだったりするが、ここはぐっと堪えて細さをアピール。さすがに姫宮ほど華奢じゃないが、幸い俺は着やせするタイプだ。

            「…………」

            「…………」

            「…………」

            　頼むから、そんな目で俺を見るな。ああっ、ゴールデンレトリバーとポメラニアンがいる！

            「周防は確かに細いけど……でも、なんか俺、周防になら任せられる気がすんだよ」

            「あ、僕も。大丈夫な気がする」

            　おいおいおい。どこのインチキ神からのお告げを受諾じゆだくしてんだお前等は！

            　勘弁してくれ。

            　ただでさえ姫宮は目立つのに、それに四六時中くっつくダサ眼鏡は余計に目立つだろうが！

            　それに一緒に居たら、俺は二人を好きになる。

            　──大切に、なってしまう。

            「……っ」

            　それだけは、絶対に駄目だ。これから先、俺とかかわってもろくなことはない。

            　それだけははっきりと確信しているから、安易に頷くことはできなかった。

            　なんとか断ろうと、俺は必死に言い訳を探していた。

            　そんな自問自答をしていたから、気づかなかったんだ。

            　少し前から食堂がざわめいていたことにも、二人が口を開けたまま、俺の背後に釘付けになっていたことにも。

            「充分役に立つんじゃないか？」

            「えっ」

            「俺の首を思い切り絞めたくらいだしな。そうだろう？周防嵐」

            　男は俺の肩に手を置くと耳元に唇を寄せて、そう囁いたのだった。

            


            

        
        
            　　　白薔薇と黒獅子とそれにまつわる話

            

            「さ、相良──せんぱ」

            「具合はもういいのか？」

            「いえ、ものすごく気持ち悪いんで今すぐ保健室に」

            「随分顔色が良くなったじゃないか。安心したぞ」

            　ああ、痛いっ。肩に指が喰い込んでるんですけど！

            　というか、上から肉体的にも精神的にも圧力がかかっていて、立ち上がれないんですがっ。

            「周防、副会長と知り合いなの!?」

            「えぇッ、副会長!?」

            　姫宮の驚きを俺の驚愕が上塗りする。

            　遅れて加狩が口を開き、補足説明をしてくれた。

            「そうだよ。相良先輩が、この白獅子学園高等部の生徒会副会長だ」

            　いやだわ、相良銀路ったら！

            　学園内において、素敵な権力をお持ちでしたのね。

            　黙ってるなんて狡いわっ！

            　──とか、心の中では茶目ってみたり。

            　いや、無意味だってことはわかってるが……。

            「彼が姫宮君かな。なるほど、写真より実物の方が綺麗な子だ。君が散々心配していたわけが、ようやくわかったよ」

            「すみません」

            　姫宮を見て頷いた相良に、加狩が恐縮する。

            「なんなら信頼のおける男を一人手配しようか？　残念だが在校生に馬鹿がいることは事実だ。放課後迎えに行かせて、教室から寮まで送らせるが」

            「本当ですか！　あ、でも、そこまで気を回していただくのは……」

            「遠慮することはない。それくらいは当然の義務だ」

            　何食わぬ顔で加狩と喋りつつ、俺の隣に腰を降ろさないでください。

            　長話しですか？　長話しする気満々ですか!?

            　周囲からの視線が痛い。

            　目立ってる、目立ってるんですけど！

            　俺という存在が相良の隣にいることへの憤懣と疑念が礫つぶてのように降り注いでいますよ！

            「生徒会役員就任前から悪いな」

            「えっ。どういうこと、弓近？」

            　相良の登場で畏まっていた姫宮が、はっとしたように加狩を見やる。

            　途端に加狩の顔が気まずそうに曇った。

            　相良も己の言葉が失言だったと認識したらしく、一瞬息を飲む。

            　あら、なんか不穏な空気？

            「まだ言っていなかったのか？」

            「言ってないっていうか、実は俺、そのお話は──」

            「どういうこと？　僕は何も聞いてないよ!?」

            「何でもないんだ晴海。この話しは後でちゃんとするから、な？」

            　なんとか場を宥めようとした加狩が気にくわなかったらしく、姫宮は眦を吊り上げた。

            「何それ、どこが何でもないわけ？　生徒会に入ることが何でもないことのわけないじゃん！　弓近のバカっ」

            「はるっ、違っ！」

            　姫宮は勢いよく立ち上がると、唇を引き結んでから加狩を睨みつけ、食堂を走り去ってしまった。

            （チャンス！）

            　間髪を入れず立ち上がった加狩を、手で制する。

            「俺が行く」

            「いや、これは俺達の問題……」

            「ならまずは副会長に言うこと言ってからにしな」

            　俺を見上げた加狩と目を合わせる。任せろと言わんばかりに口端をあげてやると、加狩は「頼む」と小さな声で呟いた。

            「おう。頼まれてやる！」

            　この針の筵むしろ空間及び、相良から離れる口実を逃してたまるか！

            　心配そうな加狩の視線を背に、俺は嬉々として姫宮の後を追った。

            　去り際に相良が興味深そうに俺のことを見ていたが、あえて無視した。あんなのにいちいち反応していたら、相手の思う壺だ。

            　

            　

            　姫宮はすぐに見つかった。

            　食堂から続く野外テラスの先が広場になっていて、そこにある四阿あずまやに体育座りでちょこんと蹲っている。

            　自分に向かってくる人影に身構える仕草を見せたが、それが俺だと気づくと肩の力を抜いた。

            「賢いな、姫宮」

            「え？」

            「人目はあるけれど、ひと気はないところ。それでいて出入口が見える。追ってきたのが加狩だったら、逃げるつもりだったんだろ？」

            「……なにも知らないくせに」

            　姫宮の眉間に皺が寄り、尖らせた唇を膝の上で組んでいた腕に押しつけた。

            　俺は肩をすくめてから、ご機嫌斜めのお姫様の隣に腰掛ける。

            「知らないよ。知るつもりもない」

            「なにそれ」

            「俺、二人とかかわりたくねぇもん」

            「変な奴。じゃ、なんで来たのさ」

            「麗しい姫君に勇敢な騎士、おまけに優秀な王佐にまで囲まれて、偶然居合わせた哀れな下男はお貴族様の妬み嫉みに晒されてしまったのです。それから逃れるには姫君を追いかけるしかなかったので、仕方なくここいるという」

            「意味わかんないよ」

            「これ以上ないくらい的確な表現だろ」

            「また姫って言った」

            「自分が姫だってわかってんじゃん」

            「……狡い」

            　小さく息を零して、ほんの少し姫宮の声のトーンが凪ぐ。

            「賢いのは周防だよ。下男になりすました賢者殿」

            「ご冗談を。しがない道化でございます」

            　大仰な身振りで一礼すると、姫宮は声を上げて笑った。

            「なにそれ。下男になりすます道化とか、意味わかんないよ」

            　はっきり言って口調はお互いに淡々としていたから、誰かが盗み聞きしていたら奇妙な会話だと思うだろう。

            　それでも、姫宮は多少なりとも気を持ち直したらしかった。

            　椅子にかけていた足を地面に降ろし、上体をぐっと反らせて上を見上げる。

            　斜めになった視界から、空を見ているようだった。

            「周防は白薔薇と黒獅子の話を知ってる？」

            「白薔薇？　いや、聞いたこと無いな」

            　思い当たる話が思いつかなかったので素直に首を振ると、姫宮はじゃあ教えてあげる、と微笑んだ。

            「昔この地に移り住んできていたフランス貴族の館がここにあってね、なんでも大昔は王宮に仕えた騎士の一族で、そこの家紋が黒い獅子だったんだって」

            「その話は長いか？」

            「黙って聞けないわけ？」

            「すみません」

            「──で、館に住んでた男が、麓の村にいた若い女教師に懸想して、そりゃもう熱烈に口説いたんだ。女は徐々に心惹かれるんだけど、身分が違うとそれを拒み続ける。そんなとき、村が盗賊に襲われて焼かれてしまうんだ。男は女を捜しに駆けつけるんだけど、なかなか見つからない。やっと見つけて互いに無事を喜びあったところで、隠れていた盗賊が物陰から襲いかかってきて、男は死んじゃうんだ。最後に館を女にあげるって言い遺してね」

            「哀しみにうち拉がれながら彼女が館に行くと、なんと庭には沢山の白い薔薇が！」

            「──なんでオチを言うかな」

            「いや、なんとなく」

            　そんなとこかなと思った。という語尾は、冷え冷えとした一瞥に黙殺される。俺は一瞬目を逸らしてから、素直に「すみません」と謝った。

            　もう、と姫宮が拗ねたように嘆息する。

            「ま、それもあるんだけどね。館の一階が学校に改装されてたんだよ。教科書とか机とか、音楽室とかの設備も全部揃えられてね。それを見て、彼女は村の学校の設備の不十分さや古さを男に零したことがあったことを思いだした。白い薔薇が好きだと言ったことも。彼女は自分のさり気ない一言一言を、大切に胸に留めていてくれた男を想って泣いた。夢や希望を語るよりも、なぜ、一言、愛していると言わなかったのか、ってね」

            「つまるところ、それがこの白獅子学園の発端ってことか？」

            「………余韻に浸ろうとか思わないわけ？」

            「あ、ごめん」

            　すぐさま話を進めようとした俺を、姫宮が半眼で睨む。

            　いや、俺、そんなロマンティストじゃないし。

            「別にいいけど。弓近もこーいう話とか、恋愛映画とか寝るし」

            「だろうなぁ」

            　しみじみ賛同したら、また睨まれた。

            「とにかく！　発端というか、名前の由来になってるんだと思う。で、その昔話にちなんで、学園の在校生の中から聡明で美しい生徒に《白薔薇》、勇敢で凛々しい生徒に《黒獅子》という称号を与えるイベントがあるんだ」

            「マジで？　ここ、男子校だぜ？」

            「白薔薇って別に男の人の称号でも変じゃないよ。気高く清せい廉れんな感じじゃない？」

            「まあ、そう言われれば、そうだろうけど」

            　ものは言いようというか──いや、あえて口答えはすまい。　

            「でも十年前に白薔薇を巡って警察沙汰にまでなった事件があって、以来、独立したイベントはなくなっちゃったんだって。最近は新入生歓迎会での余興扱い。新入生を対象に事前にアンケートをとって候補をあげて、その中から当日に決選投票して発表するだけ」

            「へぇ……」

            　今のお遊びも充分笑えないが、昔やってたっていう大々的なイベントってのは見たいような見たくないような複雑な心境になるな。

            　ミスコンもどきしか思い浮かばねぇ。

            「でも僕は結構楽しみなんだけどね」

            　にっこりと笑った姫宮に何か腹黒いものを感じたが、姫宮レベルの男がそう何人もいるとは思えないので、俺は頷いた。

            「ああ、姫宮なら狙えるんじゃね？」

            「そうかな？　だったらいいなぁ。イベントは縮小されたけど、称号を狙う価値は充分あるんだよ。白薔薇か黒獅子の称号もらえると、ちょっとした特権が与えられるんだ」

            「へぇ、たとえば？」

            「さあ？　詳しくは知らないけど……」

            「学食メニューリクエスト権とかあっかな？」

            「さりげないようで心惹かれるね、それ。確かめたいかも」

            「白薔薇になったら誰かに訊いてみろよ」

            「うん。あ、生徒会には絶対入れるって聞いたことあるかも」

            「見目がよく、賢いなら入れる人気商売なんだろ？　白薔薇になれば確かに選挙で投票数稼げそうだよな。つか生徒会に入るってそんなに名誉なことか？」

            　俺の発言に可笑しそうに微笑んで、姫宮はちょっと考えるような仕草をする。

            　なんだよ。俺はあんな奇人変人大集合集団（仮）とは一切かかわりたくないぞ。

            「一種のステータスだからね。受験就職どっちにも有利な肩書きだし。まあ、遊び気分で勤められる組織じゃないだろうから、僕は興味ないけどね。全寮制で、しかも男子校だからトラブルは絶えないし」

            「ふーん」

            「うわ、なにその目。周防ってなんでそんなに生徒会に偏見持ってんの？」

            「姫宮こそなんでそんなにフォローすんだよ。加狩盗られそうになってむくれて飛び出してきたくせに」

            「なんで蒸し返すかな。怒るよ？」

            　あ、目が本気だ。可愛い顔が怒っても可愛いだけなのになぁ。

            　すこしだけ意地の悪い心が疼いて、俺は姫宮に問いかけた。

            「白薔薇の花言葉を知ってるか？」

            「え？」

            「私は貴方に相応しい。──加狩、愛されてんなぁ」

            　わざとらしく微笑んでやったら、真っ赤になって絶句した姫宮に思いっきり足を踏まれた。

            「痛えな」

            「からかうからじゃん！」

            「悪かったよ、白薔薇姫？」

            「またっ」

            「おっと」

            　さっきより勢い良く踏み降ろされた足をかろうじて避ける。酷いなと言おうとしたら、姫宮がまた泣きそうな顔をしていた。

            　どうにもこうにも、絆されてしまう。

            　からかい半分だったとはいえ、加狩への恋心を揶揄されても動揺するどころか否定すらしなかった潔さに、胸打たれてしまった。

            　きっと加狩に訊ねても、同じように堂々としている気がする。

            「──仕方ねえなぁ。姫君の黒獅子が解放されるまで、道化は騎士になりすましますか」

            「え？　どういうこと？」

            「そういうこと」

            　本気で意味がわからないらしく、姫宮は足を踏み降ろした体勢のままきょとんと俺を見つめた。

            　仕方なく、補足してやる。

            「あくまでなりすましだから、独りにならないってだけだからな？」

            「あ、さっきの頼み……引き受けてくれるってこと？」

            「ああ」

            （新歓までなら、いいよな？）

            　自分に言い聞かせるように、胸中で呟く。期限があるならば、引きずられることもないだろう。

            「まあ、なんつーか……少しの間だけ、な？」

            　独りごちながら辺りを見渡すと、いつの間にか周囲に人がいなくなっていた。どうやら話に夢中で昼休みの終わりを知らせる予鈴を聞き逃したらしい。

            　人影がまばらになっていく空間の中で、妙にゆっくりと、しかし確実に此方に向かってくる男が三人いた。うち二人が、けっこう素敵なガタイをしている。

            　紫紺のネクタイってことは、二年か。

            「え、なんか雰囲気ヤバくない？　ど、どうしよう」

            　そっと俺の袖を掴んで、姫宮は不安そうに眉尻を下げた。

            「どうもこうもねぇだろ。引きつけてから俺が足止めするから、猛ダッシュで逃げろよ」

            「え!?」

            「なに驚いてんだよ。お前らが俺に頼んだことは、そういうことだろ」

            「そ、そんなつもりは」

            「おいおい、しっかりしてくれよ。頼んだくせに戸惑われても、こっちが困るっつの」

            「そんな……」

            　なんて顔すんだろうな、この男は。

            　でもそうか。坊ちゃん学校とはいえ、普通の高校生だもんな。

            「優しければ、迷いもするか」

            「え？」

            「なんでもない。姫宮のほうが足速そうだから、俺が足止めしてる間に助けを呼んできてくれ」

            「で、できるの？」

            「やるんだよ。つか姫宮のほうが不安なんだけど？　焦って転ぶなよ？　そのぶん俺が殴られるんだからな」

            「わ、わかった」

            　近づいてきた連中の足音が、芝生から敷き詰められた煉瓦を踏む固い音に変わる。

            「お、見ない顔だと思ったらやっぱ一年だ。ってかすげー可愛いな。白薔薇候補じゃね？」

            　軽薄な笑みに口元を歪めて姫宮を見る男たちの視線を遮るように、俺は姫宮の前に立った。

            　背後で俺の名を姫宮が小声で呼んだが、無視する。

            　すぐさま男達から俺に野次が飛んだ。

            「邪魔だよ眼鏡、サンドバッグにされたくなかったら失せな」

            「用があんのは後ろのカワイコちゃんだけだからよ」

            　面倒なことに、一人が少し離れたところで止まりやがった。三人一緒に足止めしないと意味がない。

            「あれ、勇敢にも前に立ちはだかったくせにビビッて口はきけないか？」

            「足が震えて動けねぇんじゃね？　退かしてやれよ」

            「しょーがねーなぁ」

            　俺にガタイのいい男の腕が伸びる。

            （仕方ない。このまま行くしかないか）

            　覚悟を決めて、伸びてきた手を勢いで払いつつ、後ろにいたもう一人も巻き込むようにタックルをかけた。

            　もちろん、体重で負けてるから足狙いだ。

            「うわっ」

            「あ、馬鹿！」

            「行け、姫宮！」

            　運良く綺麗にバランスを崩してくれた二人の脇を姫宮がすかさず走り抜けるが、厄介なことに、最後の一人の反応が予想以上に速かった。

            　素早く追いすがって、あっさりと姫宮の腕を掴む。

            「あっ」

            「っと危ねえ危ねえ。なにやってんだよお前ら。逃がすところじゃん」

            「うるっせぇ」

            「ナメた真似しやがって、この眼鏡！」

            「周防っ」

            　強く掴まれてるらしく、姫宮の顔が苦痛に歪む。

            　警戒心だけ煽って失敗とか、どうしようもないですね、周防さん──ってことで。

            （さて、どうしようか？）

            　でもまあ、ある意味、舞台が整ったとも言える。

            　俺は俯いて、眼鏡のブリッジを押し上げた。なるべく情けない声をイメージしてから、口を開く。

            「す、すみません。先輩」

            「あ？」

            「俺、ちょっと格好つけたくて……調子のっちゃってました！　ほんとすみませんっ」

            　思い切り頭を下げると、蔑むような笑いが男の一人から漏れた。

            「おいおい、何言っちゃってんの？」

            「もう、邪魔しないんで見逃してください！」

            　許すわけねぇだろ、という言葉を遮るようにわざと声を張り上げる。

            　俺の態度に、姫宮の瞳が揺れた。

            「す、おう？」

            　掴まれた手を振り解こうとしていた姫宮の腕から、力が抜ける。姫宮には悪いが、これが一番効率がいい。

            　我慢してくれよ。

            「お願いします！　誰にも言わないんで、見逃して下さいッ」

            「ばか、声がでけぇよ！　次はねぇからな！　とっとと失せろ！」

            　俺の大声を危惧してか、男は周囲を気にするように視線をさまよわせながら早口で捲し立ててきた。

            　忌々しげに仕草で追い払われる。

            　俺は素直にそれに従った。

            「はい。すんませんでした。──悪いな、姫宮」

            　姫宮とは目を合わさずに、背を向けて四阿を出る。

            　少し過ぎたところで、俺は振り返った。

            「頑張れよ？」

            「だってよ？　仔猫ちゃん」

            「な……ちょっ、いやだ！」

            　男の手が姫宮の襟元に向かう。

            　けれどその手は、ボタンどころかシャツにすら触れることはなかった。

            　唯一の細身だったからか、はたまた相手が悪かったからか、男は面白いぐらいに吹っ飛んだ。

            　四阿の屋根を支える柱の一つに背中を打ち付けて、呻く。 

            　姫宮の隣には、言ってしまえばその位置が一番相応しい男が立っていた。

            「ゆ、弓近」

            　姫宮は呆然と加狩を見上げていたが、加狩が何か言った途端、泣きそうに顔を歪めて腕に縋りついた。

            「てめぇっ、何しやがんだ！」

            　一人が怒りも顕わに加狩に殴りかかろうと突進したが、

            新たな人物が姿を現したことで足を止める。

            　目に見えて顔色が青ざめた。

            「さ、相良……なんでここに」

            「何してるのかと問いたいのは、此方だ」

            「なんでいんだよ……」

            　加狩に殴られた男が血の滲んだ口端を手の甲で拭いながら、舌打ちする。

            「貴様らに話してやる道理はないな。処分は追って通達してやる。目障りだ、即刻去いね」

            　俺からは背中しか見えないが、それでもゾっとするような声音だった。

            　これが副会長ってことは、会長は間違いなく人間じゃないなとか思いついちゃって、俺はちょっと後悔した。

            


            

        
        
            　　　企むは容易くも、手中には納め難し

            

            「趣味が悪いな」

            　四阿では、恐怖と安堵で泣きじゃくる姫宮を加狩が寄り添って宥めている。

            　なんだかんだいってラブラブじゃん。とか現実逃避してみるも、突き刺さる視線が消えるわけはなく──。俺は諦めて逃避をやめた。

            　仕方なく、視線の主に向き直る。

            「その台詞、そっくりそのままお返しますよ。相良副会長殿」

            「いつから気がついてた？」

            「さあ。つーか何が知りたかったのか知りませんけど、ちょっと様子見しすぎだったんじゃないですか？」

            「そうか？　君に引っ張り出されなければ、そう変わらずに出るつもりだったが？」

            「どうせ俺が一発殴られてから、とかでしょ」

            「実は君が何とかするんじゃないかって、ちょっと期待してたんだが」

            　半眼で批難しても、相良の表情は微塵も悪びれない。

            「あんたまで何言ってんだか。残念ながら眼鏡を外したら別人のように強くなったりとかする特異体質じゃないんで。ひょろ眼鏡に無理な期待しないでください」

            「なるほど、とんだ道化だ」

            「失望、って意味で取っていいですか？」

            「どうかな。少なくとも、頭は役に立ちそうだ」

            　なにその、ものすごく爽やかな笑顔。不穏な、というか俺にとって不利益な空気を感じるんですが。

            「あ！　用事を思いだしたんで、俺はこれで」

            「君の配慮のおかげで、優秀な新規メンバーを一人逃してしまった」

            　俺の言葉を無視して、相良は四阿の方を見るとわざとらしく溜め息をつく。

            　俺の背中に、微かに冷や汗が滲みはじめた。

            「いや。加狩はどう見ても、最初から断る気満々だったでしょうが」

            「代わりを捜そうにも、もう候補は出し尽くしているし、時間もない」

            「話を聞けよ」

            「さて。そこで、だが──」

            「大変ですねー。頑張ってくだサイ？」

            「まだ何も言ってないぞ」

            「うぅ」

            　限界を感じて逃げる体勢に入った俺の退路を、相良が半歩動いて塞ぐ。

            「いやいやいや、能力を買ってくださるのは大変ありがたいのですが、そんなに見つめられたところでしがないダサ眼鏡が美男子になったりしませんから。うん、残念だなぁ顔さえよければ是非手伝いたかった！　うん」

            「それはよかった」

            「は？」

            「俺はどちらかというと能力主義でね。せっかくの副会長の権力を、そこに使おうと思うんだが？」

            「いや、そんなことしたら完璧にイジメの標的として認識されるじゃないですか！　勘弁してくださいよ」

            「そこはもちろん、きちんとフォローさせてもらう。安心してくれ」

            「……お気持ちは有り難いのですが、今は自分のことで頭がいっぱいなんです。だから、ゴメンナサイ？」

            　なんだ、この断り方。告白かっつーの。

            　だってなんか口説かれてる気分──いや、変な意味じゃなくて口説いてんだろうけど。

            「断るのか？」

            「へ、そりゃもちろん。はみ出る勢いで身に余るんで」

            「俺の誘いを断ることが、どういうことかわかるか？」

            　おや、なんだか再び不穏な空気になってきたような？

            「どーいう意味ですか？」

            「しいていうなら……あぁ、あそこにいるのは生徒会に関するあらゆることを記事にすべく俺を嗅ぎ回っている報道部の連中だな」

            「は？」

            「困るな、うん。仕事熱心なのはわかるが、授業をサボるなと注意しないと」

            　チラと相良と同じ方向を見ると、人影が食堂の観葉植物の影に隠れた。

            　えーっと。

            「脅迫？」

            「まさか。ただ条件を満たしきっていないという例外中の例外に俺が頭を下げたにもかかわらず、振られたとなると──面白い記事が出来そうだと思わないか？」

            「いや、脅迫デスヨ？」

            「生徒会役員じゃなければ、特別に保護する義理もないしな」

            「脅迫だって！」

            　つか、生徒を管理するのは生徒会の仕事だろ！

            「返事は夜まで待ってやる。人目に付かないように俺の部屋に来い」

            「ちょっと！」

            「七〇一号室だ。鍵は開けておく」

            　言いたいことだけ言って、相良は加狩たちと少しだけ何か話してから、校舎へと消えた。

            「何だ、そりゃ」

            　何でこうなるわけ？

            　俺は地味に三年間を過ごせればいいんだよ！

            　つーかそもそも理事長に余計なことすんなって言われてんですけど？

            　誰もが憧れる生徒会役員の枠を埋めるなんて、テストで学年首位取るより目障りなんじゃないですか？

            「あ、そっか！　それを理由に断わりゃいんだ！」

            　まさか俺の人生であのジジイが役に立つなんて──奇跡としか言いようがないな。

            「何、一人でぶつぶつ言ってんだよ」

            「え？」

            　気がつくと、いつの間にか加狩が傍まできていた。もちろん、連れ添うように姫宮も。

            　もう涙は止まっているが、目が赤い。

            「おやまぁ、すっかり仲直りだな。たまには卑怯なこともしてみるもんだ」

            「……ッ！」

            　パンッと俺の頬が軽い音を立てて、じんと微かな痺れが尾を引いた。

            「一回でいいのか、お姫様？」

            　少し背の低い姫宮を見下ろして、俺は挑発するように微かにずれた眼鏡を直した。

            　再び上がった姫宮の手を、加狩が掴む。

            「弓近!?」

            「愛しの騎士様が代わってくれるってよ、良かったな白薔薇姫？」

            「このっ！　離せよ弓近！」

            　姫宮が手の自由を求めて暴れたが、加狩はそれを顔色一つ変えず阻む。

            　強い視線は、俺に向けられていた。

            「周防、一回殴られればいいだろう？　これ以上、晴海を挑発するのはやめてくれ」

            「え？」

            　弓近の言葉に姫宮が戸惑い、怒りの気配が薄れる。

            　俺は内心で舌打ちした。

            「余計なこと言うなよ。気が済むまで殴らせてやろうと思ったのに」

            「な、なんで……どういうことだよっ」

            　すっかり怒りが逸れてしまったらしい姫宮が、説明を求めて視線を泳がせる。

            　それに応えたのは、皮肉げな加狩の声だった。

            「周防が卑怯だからだよ。殴られる前に逃げて、後始末を俺に押しつけやがって」

            「そりゃどうも？」

            　俺がわざとらしく尊大な口ぶりで答えると、加狩は忌々しいと表現するには柔らかすぎる仕草で口端を歪めた。

            「おかげで誰も傷つかなかったし、晴海とも仲直りできた。頑張ってヽヽヽヽ、なんて俺の目ぇ見て言いやがって」

            「あの場合、お前が頑張るのが筋ってもんだろ。俺は面倒を避けただけだ」

            「そうだな。ありがとう」

            「──ッ」

            　温い言葉に、俺の方が苦い気持ちになる。

            「あっ、僕……そんな、ごめ」

            「なに謝ってんだよ。結果はどうあれ、俺は姫宮を傷つけたんだ。殴る権利はあるさ」

            「周防」

            　窘めるように名を呼ばれて、ドキリとする。偽悪というには狡い振る舞いを見透かされるのは、居心地が悪い。

            「何だよ。加狩が余計なことベラベラ言ったせいで、姫宮がへこんだだろうが」

            「詫びに殴られようとする潔さは結構だけどな、殴る方は、怒りが冷めればそれすら痛いんだぞ」

            「……あぁ、手ヽがな。そりゃ悪かった」

            「周防！」

            　あくまで戯れ言を言う俺に、加狩が非難の声を上げる。

            　俺はそれを無視して、逃げるようにその場を後にした。

            　

            　あぁやばい。顔が笑いそうだ。

            　なんて眩しい奴らだろう。

            　

            　

            　近づいたら駄目だ。

            


            

        
        
            　　　眠れる獅子を起こすことなかれ

            

            「んっ──ぁ、あっ」

            　うーん、今日の男のほうが可愛い、か？

            　何がって、氷室湊のお相手ですよ。

            　廊下の壁に押しつけられて、立ったまま頑張ってらっしゃいます。つーか身長差ありすぎて、殆ど相手のつま先浮いちゃってるし。

            　男としては、羨ましい逞しさですこと。

            　擦れ違いざまに揺さぶられている男と目が合って、そのときになってようやく俺の存在に気づいたらしく、慌てて声を抑えようとしたようだった。

            　後ろの男のせいで、無駄な努力だったみたいだが。

            　前回のヤツは俺の存在に興奮するような雰囲気があったが、赤い顔を更に上気させて顔を逸らしていたあたり、今回非常識なのは氷室だけのようだ。

            　まともな神経を持ってるのにセックスを他人に見られたことを考えると、ちょっと同情する。

            　広い造りの廊下に感謝しつつ、俺はその脇を通り抜けて、自室の扉を後ろ手に閉めた。

            　それでも漏れ聞こえてくる声に、ふと耳を傾けてみる。

            　昨日は未知との遭遇にそれなりに驚いていたから気づかなかったが、男でもあんな声がでるんだな、と妙に感心した。なかなか色っぽいじゃないですか。

            　自分がだしたいとは、死んでも思わないが。

            　寮の一階にある、いちいちグレードが高い商品が陳列されてる売店で買ってきたものを袋ごと机に放ってから、着替えるためにブレザーを脱いでシャツに手をかける。

            　ネクタイを緩めたところで、夜に相良の部屋にいかなければならないことを思いだした。

            「一応、制服の方がいいのか？」

            　ラフな格好に着替えた後で、また制服を着るのも面倒臭い。

            　俺は着替えるのをやめて、ネクタイから手を離した。

            　午後は姫宮のいる教室に戻る気にはなれず、結局空き教室でサボってしまった。

            　そんなことをしても同じクラスなんだからどうしようもないが、一晩経てば気持ちも落ち着くってもんだろ？

            　袋の中身は夕飯だ。食堂だと加狩と姫宮に鉢合わせる可能性があるから、わざわざ買ってきたわけですよ。

            　腹はまだ空いてないから、とりあえず軽く仮眠でも取ろうと眼鏡をヘッドボードに置いて、仰向けに寝転がる。

            　寝過ごさないように、時計のアラームをセットしてから目を閉じた──んだが。

            「……なにしてんですか？」

            　アラームよりも先に俺を起こしたのは、上半身裸で俺に覆い被さっている男だった。

            　言わずもがな、氷室湊だ。

            　つーかチラ見した時計を見る限り、一時間経ってないんですが。男相手にあの子この子と梯子ですが、お殿様。

            　ご立派な精力に感心いたしますが、お世継ぎは男を犯しても産まれませんよ。

            「起きたか黒猫ちゃん。帰ってきたのに同室者に挨拶もねぇの？」

            「居ないものと考えて下さいって、言ったじゃないですか」

            　つーか、誰が黒猫ちゃんだ。誰が。

            「本気で言ってんのか？」

            「当然ですよ。先輩は俺が邪魔なんでしょう？　でも俺は移れないから、最低限の存在として我慢して無視してくださいよ」

            「お前さ、昨日具合悪かったか？」

            「話が飛んだんですけど」

            「答えろよ」

            　答えないとしつこそうなので、俺は頷いた。

            「それなりに。疲労に睡眠不足が続いてしまって」

            「もう大丈夫なわけ？」

            「はぁ、おかげ様で」

            「そりゃよかった」

            　とか言いながら、顔が近づいてくるんですけど!?

            「ちょっ、何すんですか!?　嫌がらせしたところでホントに移れませんよ。それに先輩の部屋は七階にもあるって聞きました。この一室くらい勘弁してくださいよ！」

            　咄嗟に相手の胸に手をついて、押し返す。

            　至近距離で止まったまま、氷室が不思議なものでも見るかのように俺を見下ろしていた。

            「お前さ、何で俺があの後わざわざ部屋のベッドまで運んでやったと思ってんの？」

            「へ？」

            　言われてみれば、確かにそうだ。

            　ヤった相手を素っ裸のまま部屋から追い出すような人間が、なんで俺をベッドに運んだんだ？

            「いきなり気ぃ失うから驚いたんだぜ？　真っ青だし、何しても起きねぇし。すっかり気を削がれたし、俺ってマグロとする趣味ねぇからさぁ、仕方なく諦めたわけ。わかる？」

            「まったくわかりません」

            　俺が素直に真顔で即答すると、氷室はにやっと笑った。

            「鈍いなぁ、お前。運んでやったのは、早く元気になってもらって俺の下で可愛く啼いてもらうために決まってんだろ」

            「……えーと、随分とお広いストライクゾーンのようですが、それがしの記憶が確かならば、圏外をそなたに宣告された気がしますぞ？」

            「何語喋ってんだよ」

            　俺が知りたいよ。つーか重いんだよ！

            　ちゃっかり俺の脇についてる腕の力を、じわじわ抜いてんじゃねえ！

            「言っとくけど、俺はどっちかっつーと可愛いのより美人のが好みだぜ？　お前みたいな、な？」

            「はぁ!?　あ、眼鏡！」

            　今更思い出して、慌ててヘッドボードに伸ばした手を掴まれる。

            「いや、昨日思いっきり見たし」

            「あっ」

            　そういえば！

            　ああ、やけに凝視してたのは、顔を見てたからか。

            　あの場を切り抜けることに必死で、何にも考えてなかった己の馬鹿さ加減にうんざりする。

            「つーわけで、頂きます」

            「いやいやいや！　俺は美味しくないです！　お腹壊しますよ！」

            「平気、俺って丈夫だから」

            　そりゃ、殺しても死ななそうだけど。

            「わ、ちょっ、待てって！」

            　手を振りかざすも、あっさり捕まって両手一緒くたに頭上に抑え込まれる。

            　片手で。

            　わぁ、大きくて男らしい手ね！

            　しかもビクともしないわっ！

            「じゃねぇ！　離せ馬鹿！」

            「白いな。ちゃんと光合成しろよ」

            「できるか！　わ、ひゃっ……ッ！」

            　俺の抵抗を楽しむ余裕すらみせながら、首筋に顔を埋められる。昨日俺の口内を蹂躙した舌が、ゆっくりと首筋をなぞった。

            　舌のざらつく感触に、肌が粟立つ。

            「な、な、何考えてんだよ！　あんた、生徒会役員なんだろ!?」

            「うるせーな、何処で聞いたんだか知らねーけど、そうだよ。嬉しいだろ？　だったらもっと、色っぽい声出せよな」

            「嬉しいわけあるか！　っの強姦魔っ!!」

            「ぅぐっ!?　──ッ！」

            　氷室が四つ這いだったのと、前に体重をかけてたのが幸運だったといいましょうか。強姦魔の撃退法で最も効果的、かつ残酷な方法を使わせて頂きました。

            　同じ男として、ちょっと直視できません。

            　合掌。──が、同情はしない！

            「退け、よッ」

            　ためらうことなく悶絶している氷室をベッドから蹴り落とす。

            「っ！　て、てめ──ッ」

            　何か言ってるが、息も絶え絶えでわからない上に聞く気もないので無視。

            　乱されたシャツとネクタイを直してから、眼鏡をかけて俺はベッドから降りた。

            　やっちゃったものは仕方ない。

            　どうせ俺と同じ部屋に宛がわれてるような男だ。

            「へらへらのし掛かってきやがって。生徒会役員だかなんだか知らねぇが、誰もがあんたに組み敷かれて喜ぶと思ってんじゃねぇよ。あんま調子乗ってっと、次はマジで潰すからな！」

            　椅子に掛けていたブレザーを引っ掴んで、怒りに高揚した足取りで部屋を出る。

            　玄関の扉を閉じる直前、微かにアラームの音が聞こえて、俺は思わず噴き出してしまった。

            　今笑っておかないと、後で笑えなそうだし。

            　

            　あぁ、泣きたい。

            　

            　エレベーターに乗って訪れたそこは、完全に別世界だった。

            「雰囲気が全然違うんだな……」

            　寮の七階、いわゆる生徒会フロアは寮というよりもホテルだ。綺麗なのはもちろんだが、なんだか新しい感じもする。

            　生徒会役員が代替わりする度に改装してんじゃねーだろうな、と嫌な予感を憶えつつ、俺は足を進めた。

            　時刻は現在午後十一時。消灯時間を過ぎているため、四階の通路は常夜灯のみになっていたが──生徒会役員に消灯時間は関係ないらしい。

            「っと、ここか」

            　煌々と通路を照らす明かりのおかげで、迷うことなく七○一号室に辿り着く。

            「鍵は開けとくって言われてもなぁ」

            　一応軽くノックをして、待つ──を、繰り返すこと三回。内一回は、インターフォン。

            「んだよ、迎えに来るのが面倒だってか？」

            　さすがにこれだけ来る気配がなければ遠慮なんかあるわけもなく、俺は扉を開けて中に入った。

            　中は呆れるほどに高級ホテルだった。

            　それでもなんていうか、余計なモノは取り払われてるらしく、相良らしい部屋には見える。

            「せんぱーい？　副会長ー？　正当な謝絶理由と共に周防嵐が来ましたよー？」

            　小声で呼びかけつつ、廊下を進む。辿り着いたリビングは無人で、左奥の扉が少し開いていた。

            「せめてリビングにいろよな」

            　愚痴りつつその部屋に入ると、書斎だった。奥にある無駄に重そうなデスクに、相良はいた。

            　机上はキッチリ整頓されているものの、沢山の書類や本が置かれている。

            　俺が部屋に入っても、顔すら上げない相良に益々イラつきながら近づいた。

            　片肘をついて俯き、何かを夢中で読んでる──かと思いきや。

            「寝てるし。有り得なくね？」

            　人を呼んどいて、それはないでしょー。

            「ちょっと、副会長ー？　相良せんぱーい？」

            　肩を掴んで揺さぶったが、ピクリともしない。

            　これはもう、遠慮は無用ということだろう。

            　俺は奴の頭を支えている右腕を掴んだ。もちろん、外すためにだ。 

            　デコでもぶつけて、目を覚ますがいい！

            「起きろって、相良銀路！」

            　重心をずらすように腕を引いたが、相良の頭は落ちなかった。あれ、と思う間に、逆に手首を掴まれる。

            「──うるさい」

            　低く不機嫌な声がして、相良の顔が上向いた。

            「な、なんだよ起きてるなら反応しろよ……」

            　呼び捨てにしたことに今更ビビりつつ、相手を窺う。

            （あれ、なんか変かも──？）

            　目は開いてる。が、焦点合ってないような？

            「何で来たんだ？　今日は駄目だって言ったろ」

            「え？　先輩が呼んだんじゃないですか」

            「先輩、だと？　今度はなんの遊びに付き合わせるつもりだ？」

            「はい？　って、ちょっ、え？　え!?」

            　ふいに思い切り腕を引き寄せられて、机上に押し倒される。予想もしていなかった力の動きに、俺はあっさりと仰向けに転がった。

            　ばさばさと一部の紙が束で床に落ちる。

            「痛ってぇ、なにすんですか！　本！　本の角で頭打ったじゃないですか！」

            「お前が俺に敬語使うなんて、何を企んでるんだ？　気味が悪いぞ」

            「え？　企むというほどのことは──いや、あの、ちょっと？」

            　いかん！　絶対寝ぼけてる！

            　っていうか呆気にとられてたら、あっさり足の間に割り込まれたんですが？

            　え、これ拙いですか？　拙いですよ！

            「先輩、起きて！　起きて下さいって、ちょっ、乗っかって来んな！」

            　右手は掴まれたままなので左腕で胸を押し返すが、下半身が浮いてるから上手く力が入らない。

            　俺の手を間に挟んで互いの胸が密着するのに、十秒もかからなかった。

            「こんな眼鏡なんかして」

            「あっ、返せ！」

            「ん？　度が入ってるじゃないか。お前……誰のを取ってきたのか知らないが、ちゃんと返せよ？」

            「いや、俺のだからそれ！　え、あっ。うそ、マジで、ちょ──っ、ッ、──ぅん！」

            　気づいたときには遅かった。

            　相良の唇が、俺の唇に重なる。眼鏡に必死になっていた隙に、近づいて来ていたらしい。

            　あぁ、俺なんか最近こんなのばっかだ。ちょっと投げやりになりそう。

            　つーか寝ぼけて薄く開かれた目が、普段の生真面目な姿と違いすぎて、壮絶に色っぽいんですが。

            　いかにストイックに見えようとも、やっぱり男ナンデスネ。

            　いや、俺も男だから！

            「さが……先輩っ、ちょっ、ホント……勘弁っ」

            　寝ぼけてるからか動きは緩慢だが、自分より低い温度の唇が俺の唇を啄む。

            　脇腹を撫で降りた手がシャツを引き出して、指先が腹に触れる。その手がめちゃくちゃ冷たくて、ビクリと身体が跳ねた。

            「せ、っぱい！」

            　それがキッカケになったっていうか、身体が動いた。

            「目ぇ覚ませッ！」

            「ッ！」

            　唇が離れた瞬間を見計らって思い切り額を前に突き出すと、ゴッという芸術的な音と衝撃に視界がぶれ、星が飛んだ。

            「ッ──ぃいってぇえ！」

            「……な、え？」

            「え？　じゃねぇ、この石頭！」

            　あんまり勢い良くぶつけたために、反動で後頭部も打ったんですけど！

            　互いの身体に挟まれていた右手をなんとか抜き出して、額を押さえる。目尻に滲む涙を感じながら、ようやく目が覚めたらしい相良を睨んだ。

            　当の本人は呆然と俺を見つめた後、眼鏡を持ったまま俺の手を押さえつけている左手、俺の腹に触れている右手、と順に視線を巡らせてから再び俺の顔に視線を戻し、こう言いやがった。

            　

            「……誰だ？」

            　

            　俺の自己を省みない渾身の二撃目が炸裂したのは、言うまでもない。

            


            

        
        
            　　　平穏はあまりに遠く、野良猫を翻弄す

            

            　俺は相良から眼鏡を奪うと、手早くかけた。

            　顎への打撃から回復したらしい相良の目が俺を捉えて、大きく見開かれる。

            「え、周防か？」

            「他の誰に見えんだよ。まだ寝ぼけてんならもう一発お見舞いしてやろうか」

            「い、いや」

            　困惑に声を曇らせながら、相良はよろりと俺の上から退いた。

            「何か俺に言うことはないのか、相良銀路」

            　未だに状況を把握し切れていないらしい相良を睨みながら、身振りを大袈裟にして着衣の乱れを直す。

            　それが自分の仕業だと気づいたらしく、相良は気まずげに瞳を揺らした。

            「済まない……俺は寝起きが悪いらしくて──いや、言いわけだな。済まなかった。不快な思いをさせた」

            　寝ぼけたのは一目瞭然だったし、キス程度で騒ぐつもりもないが、相良が真っ先に謝罪を口にしたのは意外だった。

            　人を食ったような性格をみせていたし、自分が不利になるような言動はしないと思っていたからだ。

            　非を認めて謝罪する、なんて、論外だと思ってたんだが──。

            　改めて、相良を見る。

            　その瞳は真っ直ぐ俺を捉えていて、真摯に俺の反応を待っているようだった。

            　何かを計算しているような気配は微塵もない。

            　俺の知っている顔じゃない。

            　そう、言うなれば生徒会副会長ではない、素の相良銀路という男の顔だ。

            　寝ぼけていた延長だからか、取り繕うタイミングを逸しているらしい。

            「……俺は、どうすればいい？」

            　暗い表情から、相良が言葉だけの謝罪で事が済むと思っていないのがわかった。

            　義務に捕らわれない相良の無防備さに、愚直という言葉が過ぎる。

            （これは……チャンスか？）

            　俺はものは試し、とあえてストレートな言葉を選んだ。

            「事故だったのはわかるが、唐突に押し倒してくるような奴がいる組織に入りたいとは思わない。俺は生徒会には入らない」

            「──わかった」

            「え、あ……」

            　悔恨の滲む声音だったとはいえ、あっさりと引き下がられたことにむしろこっちが動揺したが、背に腹は代えられない。

            　俺は静かに学園生活を送りたいのだ。

            「報道部にも、適当に誤魔化し入れんの忘れんなよ！」

            「わかった。他には？」

            「は？」

            「それだけ──なのか？」

            　何を言っているのかわからなくて、俺は一瞬言葉を詰まらせてしまった。

            「それ以外であんたにして欲しいことなんか、ないんですけど？」

            　俺の言葉が意外だと言わんばかりに、相良が俺の顔を見返してくる。しばらく無言で向き合って、先に口を開いたのは向こうだった。

            　手で自分のシャツの袖を引っ張って、ためらいがちに告げる。

            「本当にそれでいいのか？　俺は、その、強姦紛いの行為を君に──」

            「強姦!?」

            　刺激的な言葉の選択に、素っ頓狂な声が出る。

            「冗談だろ？　ごっこプレイの方がまだそれっぽくできるっつーの」

            「周防？」

            　呆れを隠しもせず言い捨てると、相良が戸惑い気味に俺の名を呼んだ。

            「よせよせ。大げさすぎだぜ、相良銀路」

            　強姦っつーのは、氷室みたいなのを言うんだっつの。

            　もうアレ最悪。マジ死ね。自信過剰なとこが更に嫌。

            （──っと思考が逸れた）

            　相良の行為は強引だったが、俺に触れた手にも声音にも、親密さを感じさせる甘さと優しさがあった。

            　俺を誰と勘違いしていたかなんて、想像するまでもない。

            「寝ぼけるのは結構だけどさぁ、地味眼鏡と恋人を間違えんなよ。相手が可哀想だろうが」

            　溜め息混じりに肩を竦めて、机から降りる。

            　尻に敷いていた書類が引きずられて一緒に落ちたが、それを気にしてやるほどお人好しではないので無視した。

            「つーかさ、生真面目そうなくせして、あんたも強引に相手を押し倒したりすんのな。俺としてはそっちのがびっくり？」

            「なっ」

            「じゃあな、ムッツリ副会長。彼女にヨロシ……ク？」

            　あれ、俺とヽヽ間違えたってことは──いや、でも……。

            「………………。なぁ、相良」

            「何だ？」

            「やっぱ此処って、多いのか？」

            「何がだ」

            「だから、ほら。山奥だし男子校だし全寮制だし？」

            　俺が言葉を濁すと、相良は微妙な顔をした。

            「ゲイが多いか、という意味ならば微妙だな。同性しかいない空間にいることで、流されている奴が大半だと俺は思う。多感な時期だからな。憧れや尊敬を恋と錯覚しやすい。恋愛や性的なトラブルに巻き込まれる生徒の多くが中性的もしくは女性的な容姿をしていることを鑑みても、彼らが実際は異性愛者である可能性は非常に高いだろう」

            「……そ、そうか」

            　そんな真面目に答えられても困るっていうか──いや、ものすごくわかりやすかったけど。

            「かといって、総てを錯覚と片づけるのも暴論だ。中には本気で恋愛をしている生徒もいる。マイノリティな性的指向を理解しろとは言わないが、あまり嫌悪しないでやってくれ」

            「そりゃ、恋愛は自由だろ」

            　俺の返答に、相良が意外なほど柔らかく笑った。

            「そうか。──ああ、すまない。少し押しつけがましかったな」

            　向けられた笑顔に俺が戸惑ったのが伝わったらしく、相良は己の言葉の強さを恥じるように謝罪した。

            「いや。つーか偏見持つほどゲイと接点ねぇし。そもそも俺が聞きたかったのは、恋愛しねぇ連中のことだ」

            「どういう意味だ？」

            「同性を恋愛対象じゃなく、性欲処理の道具としてねじ伏せようとする輩のことだよ。そういうクズが多いのかってことが聞きたかったんだ」

            　俺の言葉に、相良の表情が苦く歪んだ。

            「正直に言えば、ここ最近の白獅子は昔に比べて乱れていると言わざるを得ない。生徒会としても色々と対処を考えてはいるが、ままならないのが現状だ……」

            　というか、俺を襲ったのは生徒会役員なんですが。

            　まあ、氷室の場合、最終的には合意になるだろうという傲慢さがあっての行動みたいだったし、生徒会役員という立場上、俺に微塵も流される気配がなかったら止めた可能性はある。

            （……というか、止めただろうな）

            　最初から──それこそ俺の頬をペットボトルで殴打したときから、氷室の目は常に相手を冷静に観察していた。

            　俺を組み敷いていたときも、好色そうな輝きの中に理性があった。

            　そう考えると、姫宮を襲った連中とは違う──ってことになるんだろうか？

            　俺が氷室のことについて言及すべきか悩んでいる間に何かを思いだしたのか、ふいに相良の視線が脇に逸らされた。

            　無意識に横顔を追うと、ぎゅと眉間に皺が寄る。

            「奴らとてそれをなんとかするために俺を巻き込んだくせに……むしろ面倒ばかり増やすッ」

            　独り言として呟かれた言葉は苛立ちに満ちていて、その憎々しげなオーラにちょっと距離をとってみたり。

            「相良？」

            「あ、いや、済まない。余所事を考えていた。気にしないでくれ」

            「はぁ、まぁ」

            　俺に向けられたものじゃないなら、関係ないし。

            「ところで」

            「え？」

            　話を切り替えるように発せられた声が、場の雰囲気を一変させる。

            　思わず身構えると、相良が探るような視線を俺に向けてきた。

            （えーっと……）

            　目の前の男から、副会長オーラが滲み出始めている気がするんですが。

            「な、何ですか？」

            「寝ぼけていたとはいえ、眼鏡一つで周防だと認識出来なかったことが先ほどからずっと気になっている」

            「え、別に変なことじゃないですよ？　眼鏡って無いだけで誰かわかんなくなったりしますって」

            「確かに印象が変わる人間はいるが……なぜわからなかったのか考えながら改めて見ると、お前の顔と言える部分が殆ど見えていないことに俺は気がついた」

            　なにによけいなことに気がついちゃってんのこの人！

            「いやいや、気のせいデスよ」

            　一歩も動いてないのに、なんか迫ってくる感じがして後退し始める俺。

            　だってなんか不穏な空気が！

            「何故、下がる」

            「なんとなく？」

            「なら止まれ。顔をきちんと見せろ」

            「見てるじゃないスか」

            「前髪と眼鏡で殆ど隠れている状態を、きちんととは言わん。眼鏡を外して前髪を退かせと言ってるんだ。大したことじゃないだろう？」

            「いやだわ銀路様ったら、レディのスッピン見ようなんて紳士のすることじゃなくてよっ」

            「気色の悪い喋りかたをするんじゃない。貴様は男だろうが。そもそも何故隠す必要がある」

            　じりじりと広げた距離を、ものの数歩で埋められる。

            　俺は咄嗟に眼鏡を掴み、間一髪で掬い取られかけたそれを留めた。 

            「わ、わっ、ちょっ、止めて下さいって！」

            「せめて前髪はどうにかしたらどうだ？　視野が狭くて危ないだろう。視力も下がるぞ」

            「いや、俺はこれで気に入ってるんで、っていうか離して下さいよっ」

            「取った後でならな。あまり抵抗すると、意図して隠している──隠さなければならない理由がある、と判断するが？　しかも、俺に見られたら困る理由で、だ」

            「それは……、わ！」

            　ブリッジの下から引っかけられた指に、容赦なく力が込められる。リムが微かに歪んで蝶番が悲鳴を上げた。

            「壊れ──」

            「ほら、手を離さないと、大事な眼鏡が壊れるぞ」

            　離す気がないことを相良に宣言されてしまってはどうしようもない。

            　俺は仕方なく、相棒を──見捨てた。

            「っ！」

            　押さえていた指を離した反動で、眼鏡が勢い良く跳ね飛ぶ。相良が驚いている隙に、俺はダッシュで部屋を駆け抜けた。

            　滲む視界に恐々としつつも必死に走り、エレベーターに逃げ込むことに成功する。

            　さすがに夜中に騒ぎを起こす気は無いだろうから、これ以上は追って来ないだろう。

            　俺は動きだしたエレベーターの奥の壁に凭れて、息を深く吐きだした。

            （すまない相棒、二度も助けてくれたのに！　お前の尊い犠牲は忘れないから、安らかに眠れ!!）

            　いや、無事だろうけどさ。

            　かろうじて引っ掴んできた靴を床に落として、履く。

            　顔を上げたときに前髪が目に刺さって、その痛みに瞼を閉じた。

            「いって……」

            　無くしてわかる大切さってやつですか。眼鏡は視力を補ってくれていたけではなく、眼球も守っていてくれたらしい。

            「はあ……」

            　俺は痛みの余韻に目尻を滲ませつつ、前髪をかき上げた。明るくなった視界に、現在位置を報せるパネルが映る。

            　寮棟は、一階が管理室と売店と談話室。二階が大浴場とリフレッシュルーム。三階が一年フロア、四階が二年フロア、五階と六階が三年フロアだ。そして七階が、言わずもがな生徒会フロア──という構造になっている。

            　ちなみに食堂は寮棟に併設された五階建ての建物の一、二階で、上三階はブチ抜きで演劇ホールになっている。

            　それぞれの階は渡り廊下で繋がっていて、寮を出ることなく移動することができる構造だ。

            　昇降機内部にある簡易案内図を見ながらそんなことを考えているうちにチンと軽い電子音と共にエレベーターが停止する。

            「あ？」

            　降りようとして、そこが五階だと気がついた。

            　俺は氷室と同室なので四階だ。当然、降りる階として「４」と印字されたパネルを押していたんだが──。

            　一拍遅れてから、誰かが乗ってくるのだという考えに辿り着いて、俺は慌てて掻き上げたままだった前髪を手櫛で梳き降ろした。

            　五階ってことは先輩で、しかもこんな時間にうろつく人種に出会わなければならない不幸を呪う。

            （──はっきり言って、かかわりたくない）

            　扉が開く音を聞きつつ奥の角へ移動すると、俺よりずっと背の低い生徒が、まだあまり開いてない隙間に無理矢理身体をねじ込むように入ってきた。

            「うわーん！　なんだよもうっ、最低！」

            　俺に気づく気配もなく、慌てた様子で「閉」ボタンを連打する。

            「早くっ、早くっ」

            　いや、ゲームじゃないんだから、連打したところで早く閉まるワケないデスよ？

            「どうしたんですか、先輩？」

            　ぼやけていてもわかる尋常じゃない焦りように、俺は思わず声をかけた。

            「わぁっ、人いた！」

            　ほとんど飛び跳ねるようにビクついて、振り返る。

            「あ、すみません。脅かすつもりじゃ」

            「い、一年生？　だ、だ、ダメだよ、もう消灯時間過ぎてるのにっ」

            　うわ、めっちゃテンパってるよこの人。

            「いえ、俺は呼び出されて。──あ」

            　振り返った先輩のネクタイが白だということに気がついた瞬間、閉まりかけていた隙間に腕が差し込まれていた。

            「あ、あ、追いつかれちゃった！」

            　いてぇとか、馬鹿じゃねぇのとか、ナイスガッツとか。囃はやし立てるような複数の男の声がする。

            　腕の次に足が差し込まれると、安全装置に従って扉が開き始めた。

            「ど、どうしよう」

            「え、あの……？」

            　小柄な先輩は俺の場所までささっと駆け寄ってくると、当然のように背後に縋り付いた。

            　これだけ密着すればなんとか顔はわかる。見下ろしたその顔に、俺は見覚えがあった。

            　昨日エレベーターですれ違った、愛くるしい顔をした先輩だ。あの時は顔に気を取られていて気がつかなかったが、この人も生徒会役員だったらしい。

            　というか、俺って生徒会役員との遭遇率高くないか？

            　誰かの陰謀？

            「残念だったな、仔猫ちゃん。一か八かだったのに」

            　男の声で我に返ると扉は既に開ききっていて、ご丁寧に「開」ボタンを手で押さえている。

            「お前ら、こんなことしてただで済むと思うなよ！」

            「かーわいい。大丈夫だって、気持ちヨくしてやっからさぁ」

            「くっ……、酔っぱらいの前に権力は無意味だぁ」

            　とか悔しそうに言いながら、俺の後ろに隠れる先輩。

            　なんか変じゃね？

            　確かに俺よりはるかに小柄で華奢だけどさ、先輩ですよ貴方。あきらかに俺を巻き込もうとしてませんか？

            　道連れ？　道連れか!?

            「あぁ？　そういや、誰だテメェ」

            　ほら、俺に矛先向いたじゃん！

            　さっと俯いた俺の鼻腔に、酒の臭いが届く。

            　昼間の不良が相良にビビッていたことを考えると、生徒会にはそれなりに威厳も権力もあるはずだ。

            　ということは、此処にいる四人はそれを認識出来ない程しこたま飲んでる──ということになる。

            　完全に怯えている先輩を見る限り、この場をどうにかするのは俺ってことですか？

            （なんで俺……）

            　盛大につきたい溜め息を押し殺し、見渡したところで三方は壁で、目の前にはそこそこガタイのいい馬鹿。

            　逃げ道もなければ助けもない状況を打破する手段は、そう多くない。

            （話し合い……は無理だよなぁ）

            　ニヤニヤと馬鹿面を晒している大男にうんざりしつつ、俺は二、三回ほど手を開閉させた。

            「何シカトしてんだコラ、テメーに聞いてんだよっ」

            　ぐっと一歩踏み出して、俺の胸倉を男が掴む。引き寄せられて強くなった酒の臭いに、俺は思わず顔を顰めた。

            　後ろで袖を掴んでいる先輩の手にも、力がこもる。

            「長ぇ前髪しやがって。キモいんだよ根暗野郎が。ツラ見せろや！」

            　イジメだと下品に笑うギャラリーに煽られて、男は鼻で嗤いながら俺を引き上げる。

            　反動で上向いた俺の顔に、男の息が一瞬止まった。

            「え、お前──」

            　なんとも言い難い瞬間だが、この間を利用しないほど俺は馬鹿じゃない。

            　先輩には悪いが手を振り解かせてもらい、自由になった両手で驚きに緩んだ男の手を下から叩き払った。

            　勢いで僅かに仰け反った男の顎に掌底を喰らわせて、足払いをかける。

            「げぶっ!?」

            　よろめいた身体が体勢を立て直す前に、腹に足裏をめり込ませてやった。

            「──ッ！」

            　反動で倒れる相手ごと前に踏み出し、巻き込まれて尻餅をついていた男の横っ面に回し蹴りを一発。

            　そんなつもりはなかったんだが、男は勢い余って壁にぶつかり、そのまま昏倒した。

            　それが効いた丶丶丶らしく、俺が視線を向けると残りの二人は真っ青な顔で激しく首を左右に振った。

            「わ、悪かった。ちょっとふざけてただけで……」

            「あ？」

            　一言凄んだだけなのに二人は大げさに竦み上がり、酔いの残る千鳥足で逃げていった。

            「ゴミは回収していけよ……」

            　大男の足が昏倒してもなお扉の開閉を邪魔していたので、蹴り出す。ようやく閉まることが出来た扉は満足そうにガコンと音をたて、下降し始めた。

            「先輩？　大丈夫ですか？」

            　人形みたいに微動だにしない姿がさすがに気になって声をかけると、先輩ははっとしたように俺を見上げた。

            「え、あ……だ、大丈夫」

            　と口では言うものの、どこか心ここにあらずといった感じだ。

            　よく考えたら、自分よりでかい、しかも酔っぱらい四人に追いかけられたら怖いに決まっている。

            　先輩が俺に縋ったのも、道理というもんだ。

            「先輩、怖かったですか？」

            「う、……うん」

            「じゃあこれに懲りて、深夜に一人で出歩くのは止めて下さい。さっきの奴らみたいに、生徒会役員であることが牽制にならない場合もあるんですから、油断しちゃだめです。どうしてもってときは、誰かに付き添ってもらうとか──聞いてます？」

            「あ、うん……うん。気をつける。助けてくれて、ありがとう」

            　ぺこっと素直に頷く仕草がなんかこう、頭を小突きたくなる可愛さだ。先輩っつーより子どもみたいだな。

            　無意識に態度が柔らかくなっちゃうんですけど？

            　緩む頬もそのままに先輩を見ていたら、エレベーターが四階に到着した。

            　未だぼうっと俺を見上げていた先輩に一抹の不安を感じ、「７」というパネルボタンを押す。降りてから振り返ると、先輩はまだ俺を見ていた。

            「おやすみなさい」

            　気休めに告げた俺の言葉に先輩がはっとしたところで、扉が閉まった。

            　上昇を始めたエレベーターが五階で止まらずに七階まで無事についたのをパネル表示で確かめてから、俺は部屋に戻るべく扉に背を向ける。

            「おい、お前」

            　ふいに脇にある階段からした声に、神経が張りつめた。

            （先輩じゃなくて、俺を狙って来たか？）

            　振り返りざまに相手と距離をとったが、視線の先にいたのはさっきの四人の誰でもなく、別の男だった。

            　目の前で俺の肩を掴もうとしていたらしい手を中空に固定したまま、不服そうに俺を睨む。

            「なんだよ、ビビるぐれーなら消灯後にうろついてんじゃねーよ」

            「───ぁ」

            　男の言葉なんて、全然耳に入ってなかった。

            　俺は金縛りにあったみたいに動けなくなって、ひたすらその男の顔を凝視する。

            　さっきの四人じゃない。だけど、俺にとって、誰よりも合わせる顔がない人だった。

            「何見て──ん？　なんだお前、えらい美人じゃねーの。おっかしーな、全員入学式でチェックしたはずなのに、こんな上玉見逃すなんて」

            　行き場を無くしていた手が、無造作に俺の前髪を掻き上げる。

            　それでも、俺は動けなかった。

            　全身から血の気が引いて、血が音を立てて下がっていく気がする。

            「なん、で……ここ、に」

            「あ？」

            　いや、待て俺。落ちつけ。若い。制服着てる。

            　よく似てるけど、違う。

            （────別人だ）

            　めっちゃ訝しげな目で俺を見てるし！

            　ネクタイはしてないが、制服姿が妙に馴染んでいる。

            　──先輩、か？

            「す、みませ……なんでも、ない、です」

            「なんでもねぇようには見えねぇけど？　何、俺と話せて緊張してんの？」

            「え？」

            「ん？」

            「あ、あの？」

            「なぁに？」

            　なぁに、じゃなくて。

            　俺が動かないのをいいことに、エレベーターホールと階段の間にある暗がりに押し込もうとしないで下さい。

            　っていうか、もう背中が壁についてるっていうか。

            　抵抗しようとしたが俺はかなり動揺ているらしく、身体が強張って動かなかった。

            「──知り合いに、似てたので、その」

            「え、何？　素で俺のこと知らねぇの？」

            　何食わぬ顔で俺と会話しつつ、手が腰と尻を撫でる。

            「し、知らないって……ちょ、あの」

            「何」

            「手、やめろっ──やめて、くださっ、っ！」

            　言い終わる前に、俺の足の間に相手の足が絡むように割り込んできて、下肢が密着する。

            　いや、なんていうか、俺もこういうシチュは嫌いじゃない。むしろ望むところだが、それはあくまで立場が逆で、相手は女の子なワケで！

            「どこ見てんの？　なんか焦点合ってなくね？」

            「えっ、あ、目ぇ悪くて」

            　なんだ……？

            　確実に迫られてるのに、淡々と会話されるせいか、抗うタイミングが掴めない。

            「ふーん、これくらいなら見える？」

            「──はあ、まあ」

            　ぐっと鼻が触れるほど男の顔が近づいて、より鮮明に目鼻立ちが見える。全体的にシャープな造りのそれは、やはりあの人と酷似している。

            　決定的に違うのは、あの人と違ってこの男は目の奥が酷く冷めているということだろうか。

            「そう、帝さんはもっと──」

            「今、なんつった……？」

            「え？」

            　軽薄だった声音が急に鉛のような重さを持って、俺の胃を圧迫した。

            　眇められた目の奥に、何か──、

            「いっ──ッ!?」

            　すっと男の顔が俺の視線から逸れたと思ったら、首筋に激痛が突き抜けた。

            　感電したように、身体が跳ねる。

            「──ッ、──っ！」

            　あまりの痛みに脳が警告を発して、麻痺がちだった全神経が息を吹き返した。無我夢中で相手のシャツを掴んで目一杯引っ張ったが、男はびくともせず、ただシャツのボタンが弾け飛ぶ。

            　容赦なく喰い込んでいく犬歯に、ぞっと背筋が冷える。男の髪を鷲掴んで肩を捻ったが、それが間違いだったことをすぐさま思い知らされた。

            「ぅあっ!!」

            　ブツッと嫌な音が骨に響いて、鋭い痛みが上塗りされる。

            　首筋の皮膚を、男の犬歯が突き破ったらしかった。

            「くそっ、てめっ──っ！」

            　一気に溢れた血の臭いに身体が震える。微かに滲んだ怯えに満足したように、男は俺の首筋から口を離した。

            「俺の前で、二度とその名前を口にするな」

            　──殺すぞ。

            　最後の言葉は、自分の唇についた俺の血を舐め取る仕草に掻き消されたが、目が、そう言っていた。

            　さっきまでの気の抜けた雰囲気はかき消えて、冷めていると思っていた男の目の奥に　青い、火傷しそうなくらいに冷たい炎が燻っていた。

            　何かを言おうとして、引きつるような痛みが首筋に響いて眉を顰める。

            　痛みで乱れた呼吸が苦しかった。

            「色っぽい顔すんな、お前。痛いの感じるわけ？」

            「馬鹿か。死ねよ、変態！」

            「この状況でその台詞が吐けるか。いい根性してんじゃん」

            「いっ、ぁ、やめ……ろっ！」

            　拒む間もなく、ザラつく舌で熱を持ち過敏になっている傷口を舐められて身震いする。

            　血の臭いが神経を昂ぶらせるのか、息が乱れた。

            　ふいに、下肢に密着していた男の腿が俺の股間を圧迫する。

            「ッ、なにす──ンっ」

            「何って、決まってんだろ」

            　押し擦るような動きに、男の意図を察してぞわりと肌が粟立つ。

            「ふざけんな！」

            　嫌悪に身を捩ると、耳元で小さく失笑が零された。

            「声が震えてんぞ。そんなに俺が怖いのか？」

            「────ッ」

            　正直に言えば、怖い。

            　けれどそれは、こいつが帝さんに似ているからだ。

            　腰まわりを這っていた男の手が下肢へ滑り降り、布越しにそこを柔くなぞったときだった。

            　軽快なメロディと小さな振動音が、通路に反響する。

            「──チッ、なんだよ」

            　男は舌打ちと共に、上着から携帯電話を取りだした。

            　俺を脅おびやかす動きは止まったものの、携帯電話を持つ手以外は、身体も手も瞳も俺から離れない。

            　真っ直ぐに見つめてくる瞳を睨み返しているうちに、一度重なってしまった帝さんとコイツのイメージが少しずつ分離していくのがわかった。

            （馬鹿みたいだ……こんな奴と帝さんを一瞬でも見間違えて萎縮するなんて──）

            　妙に頭蓋に響く呼吸音を煩わしく思いながら、焦るなと自分に言い聞かせる。イメージの分離に合わせて身体の感覚が戻ってくるのを感じながら、じっと機会を待った。

            「ぁあ？　そんなことで呼び出すんじゃねえよ！　自分でやっとけっつの。てめぇのせいで仔猫ちゃんがシラけてきちまっ……!!」

            　苛立ちも顕わに会話していた男の視線が、ほんの僅か逸れた瞬間、俺は壁についていた頭を持ち上げて、男の下唇に思い切り噛みついた。

            　男の身体が痛みと驚きに跳ね、ほとんど反射のように俺を突き飛ばす。

            　突き飛ばされてしたたかに壁に打ち付けた痛みを無視して、今度は俺が相手の股に足を滑り込ませて踏み込む。

            「っ！」

            　バランスを失っていた男の体勢が、更に崩れた。

            　その隙を逃さず、全体重をかけた右フックで男の顎を勢いよく押し上げる。

            　俺より十センチ以上背が高く鍛えているらしい妙に重い身体は、吹っ飛びこそしないが直接脳を揺さぶられる衝撃に倒れた。

            　手から離れた携帯電話が、軽い音を立ててリノリウムの床を滑る。

            「っ、やって、くれん……じゃん」

            「仔猫にだって爪と牙はあるんだぜ、先輩？」

            　小さく舌打ちをして、男が上体を起こす。その根性に、ちょっとだけ感心した。

            　インパクトの瞬間、威力を殺すために自ら顎を反らした可能性を考える。あの状況でそれをやってのけたとするならば、相当な動体視力と反射神経の持ち主だ。

            （それと、経験──か）

            　喧嘩に慣れているのかもしれない。

            　膝に力が入らないのか、それとも立ち上がる気がないのか、男は床に座り込んだままで肩を震わせた。

            　──笑ってやがるし。

            「はっ、はは。いいね、お前。面白そうじゃん」

            「は？」

            「従順な仔猫ちゃんには飽きてきてたんだ。せいぜい、爪と牙を磨いておけよ。俺の背中に喰い込まさせてやっからよ」

            　獰猛な笑みを口許に湛えて、俺が噛み切った唇を舐める。

            　その仕草は獲物を見つけた肉食獣の舌なめずりそのもので、俺が優位なはずなのに気圧されそうになった。

            　気を抜いたら呑まれてしまいそうで、満ちた緊張を打破するために転がっていた携帯電話を男に向かって蹴る。

            「とりあえず遅れるって連絡したらどうだ？　膝が笑って立てませんってな」

            　俺の心中を察してるかのように、男が喉奥で嗤った。

            「俺は蓮れん。忘れんなよ、仔猫ちゃん。お前が啼きながら嫌ってほど呼ぶ名前だ」 

            　ああ、神様。

            　

            　俺の平穏はどこで道草してるんですか？

            


            

        
        
            　　　真実は闇に紛れるも、灯る火は儚くも強く

            

            　リビングのソファに身を投げ出すように座りながら、氷室湊ひむろみなとは空になった缶を放り投げた。

            　少し前に同じように遺棄された缶にぶつかり、耳障りな音を立てて転がる。

            　酒に強いと何かと都合がよかったが、酔いたいときに酔えないのは最高に気分が悪い。酒はさっきのが最後だったが、誰かを呼びだして買いに行かせる気分にすらなれなかった。

            　ローテーブルを向かいのソファにぶつけるように蹴り飛ばす。

            　その反動で背もたれに沈んだ身体を仰け反らせて天井を見上げると、数時間前にその角度の視線の先にあった屈辱的な映像が重なった。

            「──くそっ。あの野郎ッ」

            　見下ろした侮蔑の表情とともに、過去最高ではないかと思われる痛みが思い出されて、眉間に皺が寄る。

            　だが物理的な痛みより、プライドのほうが甚大な被害をうけていた。

            　湊は今まで、女だろうが男だろうが抵抗はされても最終的に拒まれたことはなかった。

            　黙っていても寄っては来るが、自分が気に入って引っかけにいく方が好きで、拒んでいた腕が背に縋る瞬間を愉しんでいた。

            　当然、失敗する可能性も皆無ではなかったが、生徒会に入ってからこっち、あっさりと堕ちる連中ばかりだっために、どこかこのゲームに対して気が抜けていた。

            　そしてその延長で、自分で思っているよりも無防備になっていた事実に、無性に腹が立った。

            　もし相手が《敵》だったなら、総てが終わっていたはずだ。

            「チッ、ごたごたの真っ最中はいい加減終われと思ったが、やっぱある程度の緊張感がねぇと緩むな」

            　そしてその緩んだ結果が、あの無様な醜態だ。

            　結果的に、相手が嵐だったことは幸いだと言える。己の弛みを蹴り一発で引き締め直す、いい機会になったのだから。

            　同じ失敗を二度しないのが、氷室湊が氷室湊であるための条件だ。

            　湊は気合いを入れ直すように、勢いをつけてソファから立ち上がった。

            「ぜってぇ犯す。自分から腰振って強請るようになるまで可愛がってやらねぇと──」

            　物騒なことを口走りながら、精悍な顔に凶悪な笑みを刻む。

            　次に部屋に戻ってきたらどうしてくれようかと考えを巡らせたところで、ローテーブルの上に転がっていた空き缶が一斉に振動しだした。

            「おわっ」

            　一瞬何事かと目を瞠ったが、すぐに携帯電話を上に放り投げていたことを思い出す。空き缶の中から発掘して、サブディスプレイに表示された名前に片眉を上げた。

            「──んだよ」

            『うお、何だよ機嫌悪ぃな』

            　不機嫌を隠しもせずに発した湊の言葉に、通話相手の男は幾分か引いたようだった。

            　耳慣れた気安い声に幾ばくか怒りが収まったが、かといって特に何かが変わることもなく、相変わらず湊の声は素っ気ない。

            「うっせぇな、さっさと用件を言えよ」

            『一年にさ、面白いのがいんだよ。捕まえていい？』

            　妙に楽しそうなその雰囲気に、湊は嫌な予感を覚えた。

            　新しい玩具を見つけたような邪気のない声音で問われて、今まで自分が振り回されなかったことはあっただろうか？

            　答えは否だ。

            　出会ってからこのかた、一度たりとも無い。

            　湊は思わずゴクリと唾を呑み込んでから、ゆっくりと問い返した。

            「蓮、それはどういう意味でだ？」

            『会長補佐、とゆー意味で』

            「はぁ?!　めんどいから適当に見繕ってくれりゃ選ぶっつったのはどこのどいつだコラ！」

            『えーと、俺？』

            　悲しいほどに予想を裏切らない蓮の発言に、湊は思わず声を荒げた。

            　何でもないような態度が、更に憎らしい。

            「わかってんなら黙れ。俺がどんだけ苦労して候補挙げたと思ってんだよ！」

            『俺の補佐だもんなぁ。俺ってば愛されてる？』

            「死ね。テメーの好みで、かつ我が儘につき合える根性があるヤツなんかそういねぇんだよっ」

            『だからいたんだって。あいつで決定。つーかあいつ以外だったら俺仕事しねぇ』

            「なっ」

            　毎度のことながら事後承諾をさも窺うように言ってくる姑息さに目眩がする。

            　そして更に悪いのは、それが罷まかり通ることを蓮が自覚しているところだ。

            　そしてそれは、湊も。

            「………」

            　湊は携帯電話から微かに顔を離して、息を逃がした。

            『いいだろー？　な？　ちゃんと自分で捕まえてくっからさぁ』

            「……知らねーぞ？　候補通知はしちまってんだ。お前が直々に選んだところで、ソイツが妬みの対象になんのは避けられねぇかんな」 

            『それは大丈夫じゃねぇかなぁ。捕まえるのに苦労しそうなくらいだし』

            「お前が？」

            『そう、俺が』

            「根拠は？　小生意気だとか、えらい美人で見蕩れたとかじゃねぇだろうな？」

            『俺を殴り倒して逃げた』

            「是が非でも捕まえろ」

            『早っ。即答かよ。まぁ、いいけど』

            　湊は自分でも見事な手のひらの返しっぷりだと思いつつも、蓮を殴り倒す度胸と根性と、何より実力がある輩に興味を持つなと言う方が無理な話だ。

            　それこそ始業式以降の己の苦労などどうでもよくなる。

            「しかし一応一通り調査した筈なんだが。あ、でも見逃しって結構あんのかもな」

            　ふいに鼻が触れるほど間近で見ても鑑賞に堪えられる、美貌の同室者の第一印象を思い出して、湊は顔を顰めた。

            （そういや、なんで顔を隠してんだ？）

            　見目が良いことが──特に線の細いタイプはここだとマイナスになることは多々あるが、あれだけ腕っ節が強ければむしろ都合良く過ごせるだろう。

            　ふいに湧いた疑問に囚われかけた湊を、蓮の声が呼び戻した。

            『───から』

            「え？　悪ぃ、なんつった？」

            『だから、手伝いはいらねーから』

            「そりゃ構わねぇけど。でも新歓までに捕まえろよな。いい加減、真面目にやんねぇと相良さがらに睨み殺される」

            『そりゃ怖えな、間に常にお前を置いとかねぇと』

            「もう置いてんだろ」

            『よく言うー、自分から立ってるくせにぃ』

            「たりめーだ！　お前らがぶつかっていいことなんか、一つもねぇんだよ！」

            『いっそ一回ぶつかった方が早くねぇ？　面倒くせぇんだよなぁ、あーいう腹ん中で何考えてんだかわかんねぇ野郎はさぁ』

            「……同類だろーが」

            『ん？』

            　けっと吐き出すように呟いた言葉は蓮には届かなかったらしい。

            　そもそもああ見えて聡い男なので、言わなくてもぶつかる理由はわかっているはずだ。

            　ようはからかって遊んでいるのだろう。

            　根が生真面目だからか、真っ向から蓮にぶつかる相良を思って、湊は幾ばくか同情した。

            　蓮に関する苦労話をしたら、友情でも芽生えそうだ。

            「なんでもねーよ。他に何もねぇなら切るぞ」

            『へいへい。おやすみ、みーちゃん？』

            「てめっ！」

            　湊が最も嫌悪する呼称を、その名付け親の口調まで真似て告げられる。

            　先ほどの呟きは、やはり聞こえていたのだろう。あきらかにそれに対する嫌がらせだった。

            　付き合いの長い悪友ほど質の悪いモノはない。

            「ぶっ殺す！」

            　とうに切れている通話口に向かって叫んだ後、思い切り投げ捨てる。投げつけた場所が向かいのソファだというあたりが、湊という男の本質を垣間見せていた。

            　気分転換にシャワーでも浴びようと湊が脱衣所へ繋がる通路へ足を踏み入れると、入口の鍵が外側から開けられる音がした。

            　唐突に、己がわざわざこの部屋に残っていた理由を思い出す。湊は開かれる扉を見つめながら、ゆっくりと壁に寄りかかった。

            　蓮との会話が熱を冷ましたのか、怒りはすっかり形なりを潜め、現状を楽しもうという気持ちになっている。

            　知らず、口端が上がった。

            「消灯時間を生徒会役員の前で堂々破るなんて、良い度胸だな、黒猫ちゃん」

            　湊の声に弾かれるように、嵐が顔をあげる。

            　湊がいると思っていなかったのか、それとも失念していたのか、目を瞬かせてから忌々しそうに眉を顰めた。

            「──氷室」

            　思わず、という雰囲気で洩れた声と共に、半分入りかけていた身体を引く。

            　湊は変わらず壁に寄りかかったまま、あえて平坦な眼差しを嵐に向けた。

            　自分がしたことを思えば、湊が怒りも憎悪も滲ませていないことに違和感があったのか、嵐の警戒が強まる。

            　嵐から向けられる視線は強く、湊がもう自分を侮ることも油断することもないだろうと確信している。

            　面倒だと思っているのがありありと伝わってきて、湊は緩く口端を上げた。

            　その表情に不快を滲ませた隙を、湊は見逃さなかった。

            「──ぅわっ」

            　先ほどまで脱力して壁に凭れていたとは思えないほどの瞬発力で嵐との距離を埋めると、腕を掴む。

            　そのまま思い切り引き寄せると、嵐が戦慄したように身を強張らせて、外側のノブを掴んでいた手を離した。

            　勢いよく扉が閉まる。すれすれで内側に入り込んだ嵐の指先が、挟まれるかも知れなかった恐怖にかひくついていた。

            　しかしそれも一瞬で、嵐は湊と密着することを防ぐために手を前に突き出す。

            「ッツ」

            　強く胸を突かれたのは湊なのに、何故か嵐が何かに耐えるように瞳を歪ませた。その違和感を確かめるために、嵐に顔を寄せる。

            「先輩を呼び捨てってのもいい度胸だが、それを咎める前に訊きたいことが出来たな」

            　寄せた顔を避けるように嵐が首を逸らしたことで見えたそれに、湊は目を眇めた。

            　白いシャツを染める生乾きの赤が、玄関の暖色系の灯りに妙に馴染んで気味が悪い。

            　湊が手で襟を引っ張ると、シャツと変わらないくらいに白い嵐の肌に、痛々しい痕が姿を現した。

            　思わず湊の指に力がこもる。

            「痛ぇんだよ馬鹿力！　折る気かっ」

            　非難と共に、胸を拳で殴られる。

            　それが顔に振るわれる前に、湊は襟を離してその手を掴んだ。そのまま嵐を玄関の扉に押しつけ、足も使えないように己の足を絡める。

            「随分刺激的な格好じゃん、黒猫ちゃん」

            「あんたみたいに躾がなってねぇ犬が多いからなッ」

            「呼び捨ての次は犬呼ばわり、ねぇ？」

            「あぁ、犬に失礼だったな。どっかの誰かさんみたいに常時盛ってるわけじゃねぇもんな！」

            「そんなに挑発すんなよ。血で興奮でもしてんのか？」

            「ッ、って……ヤメろ!!」

            　傷口の血を拭うように舌を広く使って舐めると、ひくりと嵐の喉仏が震える。舌から伝わる脈は速いが、動きはぎこちない。興奮というよりは動揺しているのがわかって、湊はじっと嵐の瞳を見つめた。

            　逃れようと身を捩る力を、扉に押し付けて封じる。反動をつけられぬ状況では、純粋に膂力がものをいう。細身の嵐と湊では、比べるまでもなかった。

            　しばらくは無言で攻防は続いたが、唐突に嵐が盛大に溜め息を吐いた。

            「……周防？」

            　嵐の身体から力が抜けていることは、触れている箇所から湊にも伝わっている。

            　状況の変化に湊が眉を顰めると、唐突に──本当にスイッチが切り替わるように、嵐から表情が消えた。

            「──離せよ」

            　先ほどまでとはあまりにかけ離れた嵐の声音が、湊の身体をゾクリと震わせる。嵐から向けられる瞳の冷たさに、湊は微細な電流のような痺れを感じた。

            　無機質な表情が醸し出す雰囲気は壮絶に美しく、魅入られる。

            　無意識に呑み込んだ息が、喉を通る痛みすら遠い。

            「退けよ」

            　再び紡がれた嵐の声で湊は我に返ったが、その瞬間に嵐が両手を突き出していた。完全に呆けていた湊はまともに衝撃を喰らってしまい、一歩後退する。

            「す、周防？」

            「そうそうてめぇの遊びに付き合ってられっか！」

            　そう忌々しげに言い捨てた嵐の瞳には苛立ちが滲んでおり、先ほどまでの冷淡で美しい雰囲気は消えていたが、それでも湊を射抜く。

            　その強い眼差しにも、湊はぞくりとした。

            　自然と、湊の顔に笑みが浮かぶ。

            　目の前で己を威嚇する男が、容姿だけでなく中身も非常に好みだと思い至ったからだ。

            　そう自覚すると、首筋についたまだ生々しい痕が、湊の胸になんとも言い難い不快感を呼び起こした。

            「俺以外に噛まれてんじゃねーよ」

            「はぁ？」

            「どこの馬鹿だ、その歯形の持ち主は」

            「なんであんたにそんなこと言わなくちゃいけないんだよ」

            　嵐の訝るようなセリフに、湊はこれ見よがしに口端を上げた。

            「忘れたのか？　俺は生徒会役員だぜ？　生徒を取り締まる義務がある」

            「なら今すぐ鏡の前に立って、目の前にいる強姦魔から取り締まってくれ」

            「口の減らねぇヤツだな。お前に噛みついた馬鹿をどうにかしてやるっつってんだぜ？」

            「俺がやられっぱなしだと思うか？」

            「思わねぇな」

            「だったら余計なこと言ってんじゃねーよ。自分のことぐらい自分で片付ける」

            　威嚇するままに鼻で嗤う嵐に、湊は諦めるように肩をすくめてみせた。

            「よく考えたら、お前に拒まれたからってムキになる必要なんかねーんだよな。俺ってモテるし」

            「いきなり何言いだしてんだよ。涌いたか？」

            「まぁ、いいから聞けよ。なんでこんなにもお前に拘ったのか、ようやく気づいたんだからよ。あんまり久々な感覚だったから、すぐ気づけなかったぜ」

            「おい、それ以上近づくんじゃねえよ」

            　話ながら湊が再び距離を詰めると、嵐は視線と手振りで牽制してきた。だが湊はそれを無視して進み、嵐の緊張が一番高まるであろうギリギリの位置で止まった。

            　その絶妙な距離感に気づいたらしく、嵐の顔が苦々しげに歪む。それだけの勘を嵐が持っているのが嬉しくて、湊は口端が笑むのを止められなかった。

            「んな警戒すんなって。もう無理矢理襲ったりしねーから」

            「じゃあなんで近づいてくんだよっ」

            「だって手当しねーと」

            「は？」

            　予想外だったのか、嵐は目を見開いて、身体から力を抜いた。

            　慌てて警戒しなおすも、湊はその隙をつこうとは思わない。すっと手を持ち上げて、首筋を指し示す。

            「自分じゃ見えなくてやりにくいだろ？　そろそろ熱もってきてんじゃねーのそれ。辛くねぇ？」

            「……気持ち悪ぃ」

            「だろ？　こっち来てソファに座れよ。救急箱があったはず──」

            「あんたが気持ち悪いって言ってんだよ！」

            「失礼なヤツだな。俺の優しさはすげぇ貴重なんだぞ」

            「なん、なんなんだよあんた。どういうつもりだよっ」

            「どうって。全部欲しくなったから、長期戦に切り替えただけだ」

            「は？」

            「身体だけじゃなくて、心も欲しいワケよ」

            「はい？」

            「だから、惚れてるんだって」

            「誰が？」

            「俺が」

            「……誰に？」

            「お前に」

            「お前って、誰？」

            「スオウアラシ」

            　ビシっと湊の指先が指し示す方を、嵐は恐る恐る辿る。

            　何度視線を滑らせたところで、その先にいるのは嵐だけだ。

            「覚悟しとけよ？」

            　そう湊が告げると、嵐はただ絶句して立ち竦んでいた。

            　蓮がエレベーターから下りると、小さな塊が腹に激突してきた。

            　特に驚くわけでもなくその物体の頭を鷲掴むと、ぐいと引き離す。 

            「い、痛い～!!」

            「なにやってんだ、新城しんじよう」

            「何じゃないよ！　なんでエレベーターから来んのさ！会長自ら消灯時間破るなよ！」

            「うっせぇな。テメーこそ、こんな時間に呼び出してんじゃねぇよ」

            　新城は髪の毛を掴んでいる蓮の手をきゃんきゃん喚きながら離そうと藻掻くが、必死な様子を面白いと思ったのか、蓮はからかうように腕を左右に振った。

            　新城の軽い身体が踏ん張りきれずによろめく。

            「や、やめてよっ！」

            「つーか馬鹿の始末なんか相良にさせろよ相良に。あいつ大好きだろ、クズを片付けるの」

            「うぅっ。銀ちゃんの寝起きの恐ろしさを知らないからそんなこと言うんだぁっ」

            「あぁ？」

            　何を思いだしたのか、新城はちょっと涙目になりながら言う。

            　寝起きの相良になんら興味もないが、新城が幼なじみである相良よりも、苦手な自分を呼んだという事実を踏まえて、蓮は一応、「寝起きの相良は面倒」と頭の隅に記憶した。 

            「まぁいいや。で？　ここにこうして無事にいるっつーことは、なにもされなかったんだろ？　生徒会役員のお前に手ぇだそうなんざ、馬鹿か阿呆だな。退学どころか社会から抹消されるっつーの」

            「酔っぱらってたんだ。僕だってわかってなかったんだと思う」

            「あ、そ。どーでもいいけど、こういう仕事を生徒会役員が増やすんじゃねーよ。ひ弱なお姫サマは大人しく相良にくっついてろよな」 

            　藻掻く新城に飽きたのか、蓮は放り投げるように手を離す。

            　新城は反動で数歩後ずさりながら、唇を尖らせた。

            「だって銀ちゃん、くっつくと怒るんだもん」

            「なら適当に誰かくっつけろよ。お前なら立候補してくるヤツはうざいぐらいいんだろーが。選り好みも大概にしろよ」

            　蓮の言葉に、新城の目がキラリと輝く。

            　男のくせに妙にメルヘンで乙女チックな思考を持つ新城が目を輝かせて思いついたことは、大概が相良を、そして運が悪ければ生徒会全体を巻き込む騒動になったりする。

            　蓮はなんとなく、嫌な予感がした。

            「うふふ」

            「し、新城。お前、何考えてんだ？」

            「見つけたの」

            「は？」

            「僕の王子サマ！」

            　新城の、夢を見るような視線に蓮の頬が引きつる。

            　新城の選別基準は当然のごとく相良で、文武両道、容姿端麗は言うまでもなく、大人びた思考と精神を持ち合わせている男──ということになる。

            　しかし、そういう賢い男達は新城の容姿だけで心酔することはない。分別のある慎ましやかで品のある相手ならともかく、奔放で甘ったれな新城に好きこのんで巻き込まれるわけがないのだ。

            　つまるところ、蓮が言いたいのは「妥協しろ」ということであって、「理想を追い求めろ」ということではない。というか、追い求められると騒動になるので、非常に迷惑なのである。

            　百害あって一利無し、だ。

            「待て、新城。それは立候補か？」

            「ううん。僕の一目惚れ」

            　まずい。非常に拙い。

            　新学期の、まして新入生歓迎会を控えたこのくそ忙しい時期に、新城レベルの騒動は何がなんでも避けたかった。

            　蓮自身もまれに騒動を引き起こす側だったりするのであまり文句を言えた義理ではないが、収拾がつかなくなったら泣きつく新城と違って、蓮は後始末は自分で──もちろん氷室は巻き込むが──している。

            　質たちの悪さが違う。

            「そうか、わかった。なら交渉は相良に頼め、な？　そのほうがいろいろ効率よく話が進むから」

            「えっ、いいよ。自分で口説く。一年生だし」

            「一年!?　お前の眼鏡に適うようなのいたか？　あぁ、まさか加か狩がりか？　多分あれは無理だぞ？」

            　蓮は、相良が目をかけている一年を思い浮かべた。

            　傍らに今年度の白薔薇候補である、姫ひめ宮みやとかいう可愛いのがいたはずで──。

            「確かに彼は格好良いよね。銀ちゃんも気に入ってるし。でも違うよ。加狩なんか目じゃない。鮫さめ島じまを瞬殺するぐらい強いんだよっ」 

            「鮫島を？」

            　鮫島は賄賂と胡麻擂りで成り上がった政治家の息子だ。

            　父親が事件を揉み消すから徐々に行動がエスカレートしてきていて、蓮の耳に入る校外での醜聞は吐き気がするものばかりだった。

            　調子に乗って校内でもその振る舞いを見せようものなら、思い知らせてやろうと画策していた馬鹿の一人である。

            　金さえ積めば入学できるようになってしまった今の白獅子に蔓延する分不相応な連中に、蓮は歯がみした。

            　何度あの腐れジジイをミンチにしてやろうかと思っただろう。

            （だが、今は時期じゃない）

            　もっと大人になって、まずはあのいけ好かない優男を越えなくてはならない。

            （みてろよ、帝……）

            　思いもかけない場所でその名を耳にしたことを思い出して、静まっていた熾おき火びがまた燻りそうだった。

            　そこから意識を逸らそうとして、そういえばどういう関係なのか訊きはぐったことに気づく。

            　感情のままに行動してしまったことを、少し悔いた。

            （あいつの交友関係は出来る限り把握しておきてぇし）

            　まして、自分が気に入った獲物だ。親しいならば、かっ攫い甲斐もある。

            「今度捕まえたら訊かねぇとな」

            「かいちょ？」

            　己の思考に沈みそうになった蓮を、小首を傾げた新城が見上げる。その額をどついてから、蓮は眉間に寄った皺を伸ばした。

            　批難の声を上げる新城を後目に、話題を戻す。

            「あの脳筋バカを瞬殺ねぇ。お前、ガタイがいいのは圏外だって言ってなかったか？」

            「思いっきり圏外だよ。暑苦しいの嫌い。その子は昴ッすばるちと同じくらいスラっとしてるんだぁ。格好良くて、美人で、めちゃくちゃ強かった」

            　恍惚とする新城に、蓮は微かに目を瞠った。

            （藤とう堂どうと同じくらい？　あのナルシストは身体のラインがどうのとか気持ち悪ぃこと言って、かなりひょろかったよな──？）

            　大男の鮫島を相手にできるような力があるとは、到底思えなかった。

            「それがホントなら俺も見てぇな。口説きに行くとき一緒に連れてけよ」

            「えぇー!?　絶対邪魔するでしょ！　それに絶対、かいちょの好みだモン。いやだいっ」

            「俺の好み、ねぇ？　あいつの他に、まだ見落としがいたってことか。こりゃよけいに挨拶しねぇとな」

            「嫌だって……ん？　あいつって誰？」

            「秘密。ま、絶対堕とすから、いずれ会わせてやるよ」

            「なら欲張らないでその人のお尻追っかけてなよ！　僕だって、これから捜さなきゃなんだから」

            「クラスわからねぇのか？」

            「うん。見惚れてて名前聞くのも、お礼言うのも忘れちゃったぁ」

            「ケッ。面倒くせーな。んじゃわかったら教えろよ。フラれた後でいいからよ」

            「フラれた後ってなんだよ！」

            　意地悪く喉を鳴らす蓮に、新城が憤慨して地団駄を踏む。こういう反応のいいところが蓮に遊ばれる原因なのだが、本人が知るわけもなく。

            「で、瞬殺されたんなら鮫島達は何処にいるわけ？　酒飲んでるなら現行犯で抑えた方が色々つつきがいがあっからな。まさか俺を呼んだくせに捕まえてねぇとか言うんじゃねぇだろーな？」

            「あ、五階のエレベーターホールで伸びてる」

            　まるでタイミングを見計らったかのように、蓮の携帯電話に見回りの警備員から連絡が入った。

            　内容はもちろん、泥酔だか失神だかしている生徒二名の処遇はいかに──といったものだった。

            


            

        
        
            　　　目に見えぬは偽りか真実か。

            　　　　　　　　　　　　野良猫の眼は時に鋭く

            

            　清々しい朝。

            　小鳥のさえずりと春らしい気温が未だ眠気を誘うが、顔を洗って目を覚まさせる。

            　制服を第一ボタンまできっちりと留め、ネクタイも歪みなく締めた。

            　動くたびに噛みつかれた傷口と襟が擦れて痛かったが、だからといって襟元を緩めて堂々と晒せるもんでもない。

            　腫れと痛みが大分引いているのが、せめてもの救いかもしれない。

            　それが氷室のおかげだというのが心底気に入らないが、氷室の手際は手慣れていて、口を挟む間も抵抗する間もなかった。 

            　どう見ても、治療する原因を作る側の人間にしか見えないくせに。

            　喧嘩好きそうなんだから当たり前か？　と思うには目を逸らしたい要素ありすぎるというか、自分で自分を手当するっていうより他人にそうすることに慣れてるような──そういう微妙な気遣いに気づいてしまったり。

            　その意外性に気味の悪さが加わって恐々としているうちに、処置が終わっていた。

            　傷口を保護するためにガーゼが当てられて、その上から一晩中冷やした。

            　ガーゼはそのままで良かったのかもしれないが、俺は皮膚が弱くてガーゼを留めるサージカルテープでも長時間貼ればかぶれてしまう。

            　傷口は乾いていたから、余計な事態を避けるために着替えるときに剥がしてしまった。

            　ちなみに氷室は手当てが終わって数分もしないうちに携帯電話で誰かに呼ばれて部屋を出ていったまま、戻って来ていない。

            　明らさまに不機嫌で、名残惜しそうだったのが恐ろしい。

            　年頃の野郎ばっかりが集まってんだから、色恋の相手が野郎になるのもわからなくないが、俺を巻き込まないでくれ。

            「はぁ～」

            　体重が減るんじゃないかってくらい腹の底から大量の息を吐き出して、予備の眼鏡をかける。

            　レンズの薄型加工をしていないので僅かばかり重い上に、かけ慣れていない分だけ存在感がある。

            　頭痛が普段の二割増しになっている気がして、苛々した。

            「くそっ、さっさと返してもらわないと」

            　眉間を寄せたり開いたりして感触を誤魔化しつつ、面白いくらいに宙を舞った眼鏡を思い出す。

            　相良がキャッチしてくれてるといいけど──。

            　相良の性格を考えると早朝に登校している気がして、俺は生徒会室の前まで来た──んだが、無駄に重そうな扉をノックをしても返事はなく、無意味に凝ったデザインの取っ手もガチッと抵抗を示し鍵がかかっていることを訴えるわけで。

            「いろよ！」

            　理不尽な怒りの行き場所なんかあるわけもなく、小さく舌打ちして感情を逃がす。

            　姫宮が生徒会役員は芸能人扱いだと言っていたことを考えれば、休み時間や昼に教室まで乗り込むなんて目立つことはしたくない。

            　昨日の食堂でさえ、うんざりするほど悪目立ちしたのだ。これ以上はホントに勘弁してもらいたい。

            　しかし、逆に考えれば、大抵のヤツが生徒会役員の存在を認識し、意識しているということになる。

            　誰かに訊けば、この時間どこに居るかわかるかもしれない。

            　そうと決まればここに用はないので、人がいそうな昇降口へ行こうとエレベーターホールまで戻ると、複数の生徒がまるで俺を待ちかまえていたかのように立ちはだかっていた。

            　ネクタイを見る限り学年がバラバラだったりするが、男達の眼差しに含まれる感情を鑑みるかんがに、何を共通にして集っているのか考えたくない。

            　芸能人（もどき？）がいればそれに憧れる人間がいるのは当然で、そしてそれが複数になれば組織も出来るってもんだ。

            　学生規模なら所いわ謂ゆる「抜け駆けすんなよ同盟」レベルだろうが、如何せん後ろに控えるように体格のいいのも混じってるから、よろしくない雰囲気だ。

            　あまりにコミカルな漫画じみていて、思わずまじまじと集団を眺めていたら、愛らしい顔立ちを不愉快そうに歪めて、細身の男が一歩前に出てきた。 

            「遠くから見ても最悪だと思ったけど、近くで見ても最悪。なんで朝っぱらから、こんなダサい生物の相手しなくちゃなんないわけ？」

            　目が腐るとでも言いたげだ。女王様然とした態度が似合う小生意気な容姿と、それを裏切らない性格に感心する。

            　こういう連中に理屈が通じるとも思わないが、それでも平穏に過ごしたい俺としては、最初の一言ぐらいは努力すべきだろう。

            　いつも最初だけな気がしなくもないが、気のせいだと思うことにする。何事も最初は大事だ。

            「退いてくれれば、早々に立ち去りますが？」

            「ハエの分際で生意気なクチ聞いてんじゃねーよ」

            　努力は無駄に終わりそうだ。

            「蠅、ですか？」

            「ハエだろ？　お前さぁ、外部だよね？」

            「そうですけど」

            「僕は親切な先輩だから教えてあげるけどさ？　陰で大人しくゴミに集たかってる分にはいいけど、あんま目障りなところをうろつくと叩き潰されるよ？」

            「──確かに、蠅は目障りですもんね。気をつけます。俺も目の前でくだらない連中にうろつかれたら、叩き潰したくなりますし」

            「わかったならとっとと失せなよ。二度はないからね」

            　俺としても、二度目はねーわ。

            　とはさすがに口に出さないが、お互い警告はしたということにしておこう。遠回しの嫌味を理解してもらえなかったのが切ないところだが、仕方ない。

            　細身の男が顎で俺に去るように促す。それを合図に、後ろで通路を塞いでいた生徒がさっと退いた。

            　抜け駆けすんなよ同盟──活動方針からみてもあきらかに非公認──もちゃんと組織らしい。

            　垣間見えた上下関係が滑稽で、失笑を殺しきれなかった。

            「あぁ、そうだ。親切な先輩。貴方が心酔する生徒会のためを思うなら、この頭の悪そうな猿の集団の早期解散をオススメしますよ」

            「な、に？」

            「あ、すみません。猿じゃなくて蠅叩きヽヽヽでしたね」

            　さすがに馬鹿にされたと気づいてくれたらしく、一気に場の空気が緊張を帯びる。怒りにまかせて俺の胸倉を掴んだのは、小生意気な男の後ろに控えていた大柄な男だった。

            「苦しいんですけど？」

            「煩いハエは、陰にも住めないよ？」

            　虎の威を借るなんとやら。

            　男が俺を睨むその目は、実際に胸ぐらを掴んでいる男よりも得意げだ。怒りに紅く染まりかけた顔を、すぐに素面に戻した面の皮の厚さはいっそ褒めるべきか？

            　恐らく生徒会役員の前でなら、極上の媚びた笑顔を見られるのだろう。

            　そう考えてしまえば、思わず口端も上がるってもんで。

            　俺の態度が癪に触ったらしく、細身の男が更に目を眇めた。途端に大男が襟を締める力を強める。

            　チラと視線を正面に戻せば、細身の男よりも怒りに満ちた顔がそこにあった。

            　なるほど、そこそこの容姿があれば、単純なヤツは愚かな男にも心酔してくれるらしい。

            （そして、この女王様はそれを顎で使うことに慣れている、と）

            　こういうタイプは他者を使う分、下手を打つと後々面倒かもしれない。

            　自分で手を下さないヤツは限度や加減がわからないから、俺みたいに抵抗するヤツには行動がエスカレートしていく可能性が高いからだ。

            　俺はほんの少しだけ、この連中を挑発したことを後悔した。

            　この大男に大人しくボコられておくか、それとも俺がこの大男をボコるか──。

            　今後こいつらのかかわらずに済むにはどちらが正解だろう──と呑気に考えていたら、含みのある甘ったるい声が階段前のフロアに響いた。

            「君たちはさぁ、何をしてるワケ？」

            　俺には背になっていて見えなかったが、胸ぐらを掴んでいた男が慌てて俺から手を離したので、見られたら困る相手なのだろう。

            　というか、俺にも聞き覚えのある声ではあるんだが。

            「と、藤堂様！」

            　様ぁ!?

            　思わず口をついて出そうになった言葉を、振り返る勢いに変えて殺す。

            　その先には案の定、戦慄のナルシスト──もちろん、俺が勝手に付けた──こと藤堂昴が、不機嫌な表情で佇んでいた。

            　本気で生徒会役員への遭遇率を呪いそうになったが、生徒会室前の通路であることを思いだして耐える。

            　藤堂の登場に目の色を変えてうっとりとしている連中も、ついでに無視する。

            「あ、あの。おはようございますっ」

            「おはよう宮みや崎ざきくん。で、なにしてたわけ？」

            「大したことじゃないんです。お気になさらず──」

            「そうもいかないよ。俺が何よりも醜いものが大嫌いだって知ってるよね？」

            「あっ、すみません！　すぐ立ち去らせますから。ちょうど二度と生徒会役員の周りをうろつかないよう、警告していたところで」

            「宮崎くん」

            「はいっ」

            「勘違いしてもらっちゃ困るけど、美醜は外側に限らず、だよ？」

            「え？」

            「わからないならいいケドさ、朝っぱらから俺のいる空間の二酸化炭素を増やさないでくれないかなぁ？」

            　藤堂が柔らかそうな髪をかき上げながら、苛立ちに柳眉を寄せる。

            　細身の男──宮崎はほんのりと紅かった顔を一瞬で真っ青にして「すみません」と頭を下げ、鶴の一声で他の連中を階下に移動させた。その後に自身も一礼を残して続く。

            　俺はというと、擦れ違いざまに般若の形相の宮崎に突き飛ばされたため、その場を立ち去るタイミングを逃していた。

            「…………」

            「…………」

            　衝撃でずれた眼鏡を直しつつ、結果から考えてお礼を言うべきか悩む。

            （俺を助けたわけじゃないだろうし、話しかけるなって言われたし──）

            　結論。このまま去っても、なんら問題はない！

            　──とは、いかないらしい。

            　藤堂はそれこそ隙のない優美な歩き方で歩み寄り、きっかり俺の一メートル手前で止まった。

            　細く長い指先をすっきりとした顎に当てて、首を傾げる。

            「お礼はないわけ？　周防嵐」

            「礼を言う理由がないですよ。俺も追い払う対象でしょう？」

            「相変わらずなっまいきー。しかも眼鏡のやぼったさアップしてない？」

            「おかげ様で。軽くて丈夫な眼鏡売ってる店とか知ってたら、教えてくださいよ。俺だって替えたいんで」

            　なかば捨て鉢に答えると、藤堂は目を瞬かせた。

            「昨日も思ったけど、物怖じしないよなぁ。俺にそんな態度とってると、また囲まれちゃうよ？」

            「理不尽な言いがかりに屈するのも、上っ面だけで媚び諂へつらうのも、俺の趣味じゃないんで」

            「……言うだけなら簡単だけど。後先考えないと痛い目見るのは自分だよ」

            　人を小馬鹿にするように、藤堂の唇が弧を描く。

            　俺はそれに、無表情で答えた。

            　相変わらず目が笑ってない笑顔を張り付けている男を、真正面から見み据すえる。

            　この男を見ていると、酷く違和感を感じて妙に不愉快な気持ちになった。

            　それがこの男に対してなのか、それとも俺の記憶の中にいる藤堂に似た誰かに対してなのかわからなくて苛つく。

            「自分だけなら、いいじゃないですか」

            「うん？」

            「誰にも迷惑をかけずに、醜い者が醜いなりに美しくあろうと足掻くのは、悪いことですか？」

            「周防嵐？」

            「少なくとも、その能面みたいな笑顔よりはマシだと思いません？」

            「お前……」

            　藤堂のふざけつつも澄ましていた表情が、ふいに歪んだ。

            「やめたほうがいいですよ」

            　確かにあんたは綺麗だけど、そうじゃない。

            　そんなのは、笑顔じゃない。

            （──そうか、母さんの笑顔に似てるんだ）

            　綺麗で、俺は大好きだった。

            　それが、いろいろな感情を押し込めて取り繕ったものだと気づかなかった。

            （不快感は、愚かな俺自身に対してってわけか）

            　納得がいくと、苛立ちは憐憫に変わった。

            「やめたほうがいい」

            「黙れ」

            　さっき掴まれて乱れたままだった襟を、今度は藤堂に両手で掴まれる。

            　意外とある腕力に引っ張られて、一歩よろめいた。

            「お前に何がわかるっていうんだよっ」

            「さぁ？　少なくとも、今のその忌々しそうな表情のほうが、作り笑いよりもよっぽど綺麗だってことはわかりますけど」

            「ッ、な……!?」

            「なんで作るんですか？」

            「黙れ──ッ」

            　締められこそしないが、怒りを含んだ力が襟を歪める。

            　握り締められて白くなった指の間接が、視界の端に見えた。

            （外側に限らず、か）

            　外見だけでなく内面──心の美しさにも拘れるのなら、この人の内側は綺麗なんだろうと思う。

            　作り笑いは、それこそ元が良いだけに人形みたいで、見ているほうが辛い。

            　母と同じ表情で笑うこの人は、いったい何に囚われて、自分を殺しているんだろうか。

            「藤堂？」

            　階段から現れた人物に、藤堂がはっと顔を上げる。

            　一瞬で怒りと動揺の滲んだ表情は消え、何を思ったのか藤堂はにっこりと笑った。

            　そのまま俺を引き寄せて、抱き込む。

            「ふぐっ!?」

            「おっはよ、相良。今来たの？　遅いじゃん」

            「ここに来る前に、弓道場に寄ってきた」

            「うっわ、もしかして精神統一とか言っちゃう？　相変わらず堅物ぅ」

            　明瞭な声音に、先ほどまでの不安定な気配は微塵もなかった。当然、相良は何かを不審に思うことなく、言葉を続ける。

            「そういうお前は何をしている。彼は誰だ？」

            「野暮じゃん副会長。そっとしといて？」

            　妙に艶っぽい藤堂の声が、耳元を掠める。

            （いやいやいや！　俺、相良に用があって来たんですけど!?）

            　藤堂を引き剥がそうとしたが、左右の肘をがっちり掴んでホールドされていて、頭を抱え込む腕は外れそうになかった。

            　というか、押しつけられた胸に口も鼻も塞がれて息ができない。

            　それを訴えようと、手で藤堂の二の腕あたりをバシバシと叩いた。

            　相良の呆れるような溜め息が聞こえる。藻掻く俺の状態に先に気づいたのは、相良のほうだったらしい。

            「藤堂、合意に見えないんだが？」

            「口説いてんだもん。これからじゃん」

            「朝っぱらから……いや、ともかく少し緩めてやれ、窒息するぞ」

            「お？」

            　ようやく気づいたらしく、拘束を頭から肩に移す。

            　俺は急いで顔を上げて、酸素を吸い込んだ。息を吐き出すのと同時に、怒鳴る。

            「っにが口説いてるだ！　さっさと離せ、俺は相良に用があんだよ！」

            「ん？　誰かと思えば、周防か？」

            　相良はぜーぜー言ってる俺の顔をしばらく見つめてから、「ああ」と何かを思いだしたように頷いて、鞄の中を漁り始めた。

            　藤堂は不思議そうに、俺と相良を交互に見やる。

            「何、知り合い？」

            「あぁ、ちょっとな。ほら、周防。これだろ？」

            「あっ、相棒！」

            　俺の発言に二人が「は？」って顔をしたが、知ったこっちゃない。藤堂をなんとか押しやってから、差し出された眼鏡をひったくるように奪った。

            「何？　なんで周防嵐の眼鏡を相良が持ってるわけ？」

            「盗られたからに決まってんだろ！」

            「なんで盗るんだよ」

            「待て、盗ったわけではない」

            「盗ろうとしただろ！」

            「取って見せろと言っただけだ」

            「だから、あんたが無理矢理──」

            「あー、もういいからさ。なんで眼鏡を盗る盗らないの話になったわけ？」

            「そ、それは」

            「確認したいことがあってな。顔を見せろと言ったら、逃げられたんだ」

            「顔？」

            「顔だ」

            　藤堂と相良が同時に俺の顔に視線を向ける。

            　俺は素早く距離を取って、眼鏡を押さえた。

            「嫌だっつってんだろ！」

            「な？　こんな調子で埒らちがあかん」

            「何で？」

            「俺は自分の顔が大っ嫌いなんだよ。見たくないし、見せたくないっ」

            「だからそんな風にしてるわけ？　無精してるんじゃなくて？」

            「悪いか！」

            　じりじりと下がりながらこれでもかと警戒しつつ、俺は昨晩、氷室に言われたことを思い出していた。

            　

            　──そういやお前、それ、晒すなよ？

            　──は？　何が？

            　──だから、顔だよ、顔。絶対に晒すなよ？

            　──言われなくても、そんな目立つことしねーよ。

            　──うんうん。よろしい。自覚はあんだな？

            　──うっせぇな。だいたいなんであんたにんなこと言われなきゃなんないんだよっ。

            　──ライバル増えたら面倒だし？

            　──はぁ!?

            　──それにさぁ、自覚あんならわかるだろ？

            　──……何が。

            　──白薔薇。

            　──うっ。

            　──そりゃもう目立つぜ？　お前なら生徒会役員より目立てるかもな？

            　

            　くっ、氷室の嫌な笑顔まで思いだしちまった！

            　抹消、抹消！

            　うー。冗談じゃない。絶対嫌だ。

            　ただでさえ平穏とは程遠い感じになってるのに、怪しげな称号なんか貰ったりしたら、それこそ終わりだ。

            　目立たず静かに地味に過ごすことが、この学園に居られる条件なのに！

            　警戒を強める俺に観念したのか、相良がふうと息を吐いて、諦めたというように首を振った。それを見て、俺も重心を落としていた腰を上げたが、警戒は解かない。

            「わかった。もう詮索しない。そう敵意を剥き出しにしないでくれ」

            「あんたは色んな意味で前科がありすぎなんだよ。間接的にも被害被ったし。二度と俺に近づくなよな！」

            「何かあったのか？」

            「あんたが食堂で絡んでくれたおかげで、馬鹿のママゴトに付き合わされたんだよっ」

            「あぁ、相良が原因だったの、アレ」

            　何があったのか思い至ったらしく、微かに相良の眉が眉間に寄った。

            「誰だ」

            「宮崎だよ、二年の宮崎弘ひろ深み。つり目でさ、自意識強そうな子がいただろ。というか、俺はてっきりダサ眼鏡という存在自体に因縁つけられてたんだと思ったよ。生意気だし」

            「一言多いんだよあんたは！」

            「かっわいくなーい。気分悪ーい。先輩に対する態度悪すぎ。こんなのの顔を見たいなんて相良も趣味悪すぎ」

            「いや、趣味というよりは仕事だ」

            「仕事？　周防の顔見るのが？　冗談キツイって。そんなことより俺に紅茶淹れてよ」

            「何故、俺が」

            「ストレスで俺の肌が荒れたらどうすんのさ」

            　澄ました態度の藤堂に、相良が溜め息を吐く。

            「相変わらず自分が可愛いというか──いい加減、そういう態度は止めたらどうだ？」

            「自分が一番可愛くて何が悪いわけ？　アイドルであることも、生徒会役員の役目だろ？」

            　なんていうか、もの凄く加わりたくない会話だ。

            （加わりたくない、が──）

            　俺は、皺の寄った襟元を指先で引っ張って伸ばした。そこにはまだ微かに藤堂の熱が残っている気がするのに、当の本人はさっさと作り物のような温度のない笑顔をしていて気にくわない。

            　俺の些細な一言に動揺するくらい、行き場を無くした何かが身の内に詰まってるくせに、さらにどんどん押し込めて、圧迫して──。

            　そんなことを続けたら最後にどうなるのか、藤堂はわかっているんだろうか？

            　外側を偽りの笑顔で固めて、心に入っていく亀裂を押し隠して──そんなことをしていたら、いつか砕けてしまうのに。

            （──あんなのは、二度とごめんだ）

            　自分に関係があろうがなかろうが、見たくない。

            　母だけで、充分だ。

            「くそっ、面倒くせぇ。気づくんじゃなかった！」

            　眼鏡を握りしめたまま頭を抱える。

            　唐突に強い語調で叫んだ俺に驚いたらしく、二人の視線が刺さった。それを振り切るように頭を振ってから、藤堂に詰め寄る。

            「周防嵐？」

            「藤堂、お前間違ってるよ。そんな笑いかたしなくていいんだ。する必要なんかない」

            「は？　何だよ急に──」

            「お前みたいなの、俺は嫌なんだよッ。相良、なんでわかんないんだ？　こいつおかしいだろ!?」

            「え、」

            　急に矛先を向けられて、相良が面食らったように瞠目する。理不尽な糾弾だと自覚しているだけに、苦い気持ちが胸中に広がった。

            　わかっている。藤堂は巧い。

            　巧みに隠された本心を、容易く他人に見抜かれるようなタイプじゃない。

            （けど、だからこそ、──なおさら！）

            　後悔ばかりが喉のまわりにわだかまって、言葉が出てこない。

            　そもそも、藤堂のことを何も知らない俺が、藤堂の気持ちを変えるほどの言葉を選べるはずがなかった。

            　俺はこの場でもやはり無力で、ただひらすらに愚かだ。

            「とにかく、そんな顔で笑うな！」

            「あ、おい！」

            　困惑している藤堂と相良の視線に耐えかねて、俺は馬鹿げた一言を残して階段を駆け下りた。

            　駆け下りながら、しきりに瞬きを繰り返す。

            （……なにやってんだ、俺）

            　藤堂に母が重なって、黙っていられなかった。

            　その現実が、否応なしに俺の心に迫ってくる。

            　哀れだと思うことでねじ伏せていた感情を、こんなかたちで呑み込まされるなんて、夢にも思わなかった。

            （そうだな……俺は、後悔してる）

            　母の異変に気づけず、救えなかったことを──後悔している。

            　理不尽な感情に散々振り回されて、今でもはっきりと母を憎いと言えるのに──憎しみと切り離せない位置に愛情がある。

            　似た苦しみに囚われた人間を見て、放っておけなかったのがいい証拠だ。

            　

            　──憎くていいのよ。だから、馬鹿な意地張ってないで、見舞いに行ってらっしゃい。

            　

            　ふいに甦った彼女の声に、つんと鼻の奥が痛んだ。

            　息を呑んだら噎せて、口元を押さえる。一度足を止めてしまったら、どっと呼吸が苦しくなった。

            　よろめくように踊り場の壁に縋って、心臓が訴えるままに酸素を求めて喘ぐ。

            　遠くで足並みを揃えるための声が聞こえる。

            　運動部が朝練で走り込みでもしているんだろう。窓一枚隔てた内側の静寂に、寂しさを感じた。

            　けれど同時に、早い時間で良かったと心底思う。

            　こんな情けない姿、誰にも晒したくはない。

            （──苦しい）

            　憎くてもいいのだと言われて、俺は母に憎しみをぶつけていいのだと安堵した。

            　だから、気持ちが軽くなって俺は母を見舞うことができた。

            （だけど、本当は違ったんだな）

            　あんたは、俺が今でも母を愛してることに気づいていたから、俺がちゃんと看取れるように、言葉を選んでくれていた。

            　俺が、こうして気づいた今、少しでも後悔を減らせるように。

            　母を看取ってやれなかったと、嘆くことがないように。

            　

            「凪なぎ沙さ……あんたはいつだって優しい」

            　

            　けれどそのその優しさが、今は痛くてたまらない。

            


            

        
        
            　　　誰がために鐘は鳴る

            

            　教室に入り自分の席につくと、すぐさま姫宮がくるりと後ろを向いて俺に話しかけてきた。

            「ごめん」

            　話しかけてくるだろうとは思っていたものの、まさか謝られるとは思ってなくて、言葉に詰まった。

            　嫌われ損ねた身としても気まずい。

            「……何が」

            「周防に一緒にいてもらうってことの意味を軽く考えてたことも、その……叩いたことも」

            「その二つなら謝られる筋合いはない。一緒にいることを最終的に承諾したのは俺だし、姫宮が叩くように仕向けたのも俺だ」 

            「でも」

            「謝って自己満足したいなら、好きなだけ謝れば？　俺は迷惑だけどな」

            　冷たく言い放つと、姫宮がぐっと唇を噛んだ。

            　罪悪感がないといったら嘘になるが、浅く狭くを心がけて学園生活を送ろうと思っている俺にとって、姫宮や加狩のような、土足でも床を汚さずに人の内面に入り込める種類の人間とは仲良くなりたくない。

            「どうして、どうして急に僕を遠ざけようとするの？」

            「ちょっと話してみたら、俺の大嫌いなタイプの人間だったから」

            「僕は──周防のこと好きだよ？」

            「俺は嫌いだ」

            「友達になりたいよっ」

            　止めてくれ。俺は弱い人間だから、お前たちとはいたくない。

            「俺はなりたくない」

            「……狡い。周防は狡いっ」

            「そうだよ。俺は狡くて卑怯で陰険なんだ。ほら前向けよ。もう必要以上に話しかけるな」

            　しっしっと追い払うように手を振ると、悲しみに滲んでいた姫宮の瞳がじわっと怒りに燃えた。

            　そうやって怒って、嫌えばいいと思った。

            　そのまま前を向いて、二度と振り返らなくていい。

            「嫌だ」

            「……何？」

            「歓迎会！　新入生歓迎会までは一緒にいてよ。もう少し、僕のこと知ってよ」

            「あのなぁ姫宮」

            「それでも僕のことが嫌いだと思ったら、諦めるから」

            「いつまで一緒にいようが俺の答えは変わらない。俺は姫宮が嫌いだ」

            「歓迎会まで一緒にいてくれるって約束したのは周防だろ!?　さっき自分でも言ったじゃないか！　それくらい守ってよ！　じゃなきゃ、僕がつきまとうからねっ」

            「姫宮？」

            「嘘じゃないよ。僕、しつこいんだ」

            　意志の強そうな瞳が俺を捉える。

            　心細そうな雰囲気は霧散して、含むような、なんでもありな感じの笑顔がぶっちゃけ怖い。

            　あきらかに引いている俺に追い打ちをかけるように、姫宮が囁いた。

            「弓近って結構鈍いんだ。仕方ないからじわじわ攻めて十年越し。とにかく四六時中一緒にいてさ……苦労したんだよ？　惚れさせるの」

            　まぁ鈍かったからライバルを蹴散らすのは楽だったけどね、と不敵に笑う。

            　もう一度言う。怖い。

            　あと二、三回は言ってもいいかもしれない。

            「──どうする？」

            「誠心誠意、約束を守らせて頂きます」

            　俺は机に額を押しつける角度で、脅迫に屈した。

            　ああ姫宮。可愛いだけで、普通だと思っていたのに。

            　俺の中の常識が、濃い人達によってどんどん塗り替えられていくんですけど？

            （平穏を望む俺の願いは、姫君の純粋な傲慢さによって叩き潰されたのだった──つづく、まる）

            　歓迎会まであと一週間。その期間でどんなに姫宮の良いところを見つけたって結果は変わらない。

            　好きだからかかわりたくないんだよ、姫宮。

            　

            　

            　一緒にいるとは言っても、昨日のように絡まれることで俺を犠牲にしたくはないらしく、姫宮は休み時間は教室に大人しく留まっていた。

            　昼休みは加狩が迎えに来るのを待って、放課後も相良の計らいで加狩と一緒に歓迎会準備の手伝いをさせてもらえることになったらしく、さっき加狩が迎えに来た時点で別れている。

            　要するに、姫宮はひと気のない場所を歩くときは必ず加狩を待っているのだ。

            　俺っている意味あるのか？　と疑問に思いかけるところだが、結局は俺を引き離さないための口実だったんだろう。

            　姫宮なりに俺の何かを感じて独りにさせまいとしているようで、それがまた嬉しかったりするから切なかった。

            　俺だって、好きで独りでいたいわけじゃない。

            　普通に仲良くすることだって、やろうと思えば出来るだろう。可もなく不可もなく、ほんの少し幸せだと思える距離を保つ。

            　実際、今までそうやって過ごしてきた。

            　その距離すら捨てて、ただ一つの感情のままに突き進む獣になると決めたのに──凪沙の遺志が、俺を押し留めた。

            　ささやかな願い一つで、俺を人に戻そうとする。

            　

            　──三年。三年でいいから思い留まってくれないか？凪沙が君のためにずっと考えていたことなんだ。どうか、どうか無駄にしないで欲しい。

            　

            「君のため……ね。帝さんも良く言う。自分だって、俺と大差ない化け物ヽヽヽを腹ん中に飼ってるくせに」

            　怒りと、増悪と、行き場のない後悔が致死量で混ざり合う《殺意》という名の、化け物を。

            「……あいつだけは、許さない」

            　

            　絶対に。

            　

            　遠くから響いてきた笛の音に我に返る。妙に力が入ってしまっていた拳から力を抜いて、指を開いた。

            「………………はぁ」

            　放課後の教室なんて馴染みのない空間にいるせいで、妙に感傷的になっているらしい。物思いを断ち切るように、傾げていた椅子を元に戻す勢いで立ち上がった。

            　鞄を持って、寮に戻るために教室を出る。

            　部屋に氷室が居たら嫌だなと思いつつも、歓迎会の準備も大詰めに入っている今なら、さすがに生徒会室にいるだろう、と信じたい。

            　自分の平穏を乱す連中が一塊りになっている場所にぞっとするものを感じるが、ふと、蓮と名乗った油断ならない男を思いだした。 

            　もしかしなくても、アレも生徒会役員だろうか？

            　容姿と狂犬っぷりを考えれば予想を裏切らない結果が待ち受けていそうだが、帝さんの名前に異常なほど反応してた理由が気になるといえば気になる。

            　首筋にある噛み痕がズキリと疼いた気がして、俺は思わず眉を顰めた。

            （どうしようか？）

            　あの様子じゃ、本人には訊けそうにない。というか、あんな俺様神様な人間にはもう近寄りたくない。

            　噛みつくし。

            「加狩に訊いとけばよかったな」

            　姫宮が言うには加狩は結構な情報通で、人脈もソース源も豊富に持っているらしい。

            　それを買われて新入生の傾向や要注意人物、または成績や通常の素行調査では見出しきれない情報の提供を頼まれているのだ。

            　蓮が生徒会役員じゃなかったとしても、あれだけ存在感のある男だ。何かしらの情報を加狩は持ってるだろう。

            　その中に帝さんとの関係を推測できるものがある可能性は高い。

            「ぱっと見が似てるのがめちゃくちゃ嫌だな。血縁者じゃねーだろうな」

            　思わず記憶を引っぱり出し、似てないところを探そうとして、あの狂気を孕みつつも子どもみたいな瞳に行き当たり、後悔する。

            　ついでに明らさまにケツを狙われてるっぽいことも思い出して、背筋が震えた。

            　氷室といい蓮といい──ほんっと、ロクなのいねーな、オイ。

            　女には程々にモテたが、男には敬遠されて疎まれることが多かったから、よもや言い寄られることになるとは思いもしなかった。

            　世も末だ。新世紀始まったばっかだけど。

            　そもそも此処に来てから、そっち関連の面倒に巻き込まれまくっている気がする。

            　自分やらクラスメイトやら先輩やらの貞操の危機だったり、理不尽な逆恨み集団に絡まれたり。

            「うわぁ」

            　嫌なことに気がついてしまった。とても、とても嫌なことだ。

            　顔を隠していようが晒していようが、平穏が遠い状態になっている気がするんですが！　

            　──気のせいじゃないところが痛い。

            「ホントに気をつけないと。他人に巻き込まれた騒ぎで退学になったら笑えねぇ」

            　そう、何があっても絶対に卒業しなければ此処にいる意味がない──が、静かに目立たずヽヽヽヽヽヽヽがダメになるのも時間の問題な気がするのが悲しい。

            （たとえば、斜め前の空き教室に踏み入れると発生するであろうサブイベントとか）

            　くぐもった悲鳴と、複数の人の気配。

            　我が身に置き換えれば放って置けるはずもなく、教室の前に見張りよろしく突っ立ている男に向かって、俯き加減で歩み寄る。

            　見た目でナメられてるのを、利用しない手はない。

            　睨みつけるだけで俺が見て見ぬふりをすると思っているらしく、特に動こうとしなかった男の顔面を、歩く勢いのまま殴りつける。

            「──ぅぐッ!?」

            　突然の痛みに驚愕も露わに呻き、よろめいた男の胸倉を引っ掴みながら扉を開けた。

            　教室内に男を突き飛ばして転がし、腹を踏みつけながら逆光に目が慣れるのを待つ。

            　西日によって晒されたのは、一人の生徒が男二人に組み敷かれ、まさにこれからことに及ぼうかという場面だった。

            　微かに聞こえていた声で手遅れである可能性が頭の隅にあった分、セーフであることに安堵する。

            　しかし、床に散らばった衣服や脅えきっている小柄な男を目の当たりにすると、抑えようのない怒りと嫌悪が腹の底から湧き上がった。

            　鞄を脇に投げ捨てて、集団に近づく。

            「馬鹿犬が寄って集って盛りやがって」

            「なんだてめえ！」

            　突然の闖入者にマヌケにも突っ込む寸前の体勢のまま俺を振り返っていた男の襟首を掴んで後ろに引っ張り、脚を払う。床に背中と頭を打ち付けて呻く男の下肢を、思い切り踏みつけた。

            「ぃぎゃっ！」

            　人とは思えない悲鳴を上げて、泡を噴きながら失神する。同情はしない。いっそ不能になればいい。

            「て、てめぇっ！」

            　動揺するままに最後の一人が振りかぶってきた腕を掴んで引き寄せ、がら空きになった腹に拳を突き込む。

            「──がッ！」

            　膝から頽れた男の腹に今度はつま先をめり込ませて蹴倒した。げぇっと胃液を吐き出して、床に沈む。その背中で靴の裏をこれでもかと拭いて、終了。

            　空き教室に静寂が戻った。

            　一分もかからなかった茶番に逆に怒りが増す気がしたが、嗚咽が耳を掠めたことで冷静になって、肩から力を抜いた。

            　俺に見られても、声の主は机の上で仰向けに転がされた格好のまま呆然としていた。涙腺が壊れたみたいに溢れ続けている涙が痛々しい。

            「もう大丈夫ですよ。怪我とかありません？」

            「……うぅっ」

            　起きあがる手伝いをしようと差しだした腕をすり抜けて、はだけたシャツ一枚のまま飛びつくように抱きつかれる。

            「お、っと──っ」

            　慌てて抱き留めようとしたが、予想していなかった衝撃に少しよろめいた。

            　喧嘩は強いほうだと自負しているが、殆どが瞬発力と反動を利用しているにすぎないので膂力はそんなにない。

            　小柄とはいえ高校生の男に身構える間もなく懐に飛び込まれたら、体重がないのも手伝ってあっさりとすっ転ぶのがオチだ。

            　今回はなんとか後ろにあった机に腰を下ろす形で踏みとどまれたから、事なきを得たが。

            　俺がよろめいたことで多少我に返ったのか、離れようとした身体に腕を回して優しく添える。

            　背中に触れた手に一瞬ビクリと肩が跳ねたが、やはり縋るモノは欲しいらしく、再びゆっくりと密着してきた。

            「ご、ごめっ……こわ、怖かった……っ」

            「構いませんから、落ち着くまでお好きにどうぞ？」

            　そう変わらない身長だがあきらかに俺より薄い身体があまりにも震えていて、思わず宥めようと背中を緩く叩く。

            　それに安堵してくれたのか、強張った身体からは徐々に力が抜けていった。

            　男は暫くしてから照れくさそうに「ありがとう」と呟いて俺から離れると、床に落ちていた衣服を拾って纏い始めた。一応、目を背けるべきかと反対を向くと、足元に深緑のネクタイが落ちていたので拾う。

            　深緑は確か三年生だったか？ 

            「保健室行きましょう、先輩。口端が切れてる」

            「……うん。その、助けてくれてありがとう」

            　俺が差しだしたネクタイを受け取りながら、現実感のない瞳で床に転がっている男達を見下ろしている。

            　気持ちはわからなくもないが、俺と交互に見てるのが可笑しくて吹き出してしまった。

            「ご、ごめん。その、意外で」

            「そこが狙いなんです」

            「え？」

            「強そうに見えないでしょう？　油断してくれるから、体格や力で劣る俺でも何とかなるんですよ」

            　正直この程度の雑魚が準備万端で襲いかかってきたところで不利も何もないが、ややこしいので省く。

            「そういうもの？」

            「そういうものです。咄嗟に動けるように、なにか武術でも習うといいと思いますよ」

            「でも、とても僕じゃ」

            「別に殴り倒せって言ってるんじゃないんです。逃げる隙を作るための手段なんですから。こんな馬鹿げた連中にいいようにされるなんて、嫌でしょう？」

            「うん、そうだね。あれ、君って……あぁっ!?」

            「あ、覚えてます？」

            　含むような笑みを向けてやると、先輩は瞬く間に顔と言わず首まで真っ赤にして口を押さえた。

            　止とどめとばかりに、戸惑いに揺れる瞳が潤む。

            「あの……あれは、その」

            「別に、何も言わなくていいですよ」

            　とくに何か含むでもなくそう言うと、先輩はちょっと困ったように眉尻を下げてから、かなり可愛らしくはにかんだ。

            　姫宮といいこの先輩といい、なんで男なんだ？

            「君には恥ずかしいところばっか見られてるね、僕」

            「そう悪いことばかりでもないでしょう？　氷室……先輩のときとは違って、今回は合意ではないみたいでしたしね」

            　先輩は俺の視線が一人の男に注がれていることに気がついたらしく、はっと息を飲んだ。

            　ゆっくりと向き直り、じっと俺の顔を見つめる。

            「もしかして、知ってるの？」

            「まぁ、成り行きで。俺も目の敵にされてるんで」

            　その男は、「宮崎と下僕達」のうちの一人だった。俺の胸ぐらを掴んだ、あの大男だ。

            「そっか。君だけでも何とかならないかな。僕はこれを覚悟でルールを破ったけど、君のは理不尽だよね」

            　氷室と同室だということを言っているんだろう。それも確かに一因だろうが、俺の場合それだけじゃないのが本気で泣ける。

            「まぁ、理不尽であることは確かですが、それは先輩にとってもでしょう？　逆恨みの嫉妬をしてるだけの連中が決めたルールを、守る必要はないはずだ」

            「え？」

            　ライバルを手下に強姦させようだなんて、常軌を逸している。完全に犯罪の域だ。

            　宮崎を見たとき、どこか突き抜けてそうな予感はしていたが、ここまでえげつないことしているとは思わなかった。可愛い顔をして、やることが醜くすぎる。

            　藤堂はもしかして、宮崎がそういう人間だって気がついていたんだろうか？

            「恋愛に必死になることが悪いことだとは思いません。積極的にアピールするのも、ライバルの邪魔をするのも有りだと思う。けど、こういう、相手を心身共に傷つけるやり方はフェアじゃない。こんなことを受け入れる覚悟なんて、必要ありませんよ」

            　苛ついているのが顔に出ていたのか、先輩が困惑気味に俺の顔を覗き込んできた。途端にらしくなく熱く語ってしまった気がして、恥ずかしくなる。

            「名前、先輩は名前なんて言うんですか？」

            　誤魔化すように発した問いは、自然と早口になった。

            「え、染谷。染谷豊そめやゆたか」

            「染谷先輩、ですね。俺は周防って言います。周防嵐。まぁ覚えても覚えなくてもいいですけど」

            「そんな。恩人の名前は覚えるよ。……あと、ありがとう。そうだよね、恋は正々堂々、だよね。こんな目に遭ったことを、当然だと受け入れる必要なんてないよね」

            「その通りです」

            　どこか気弱だった瞳に光が灯った気がして、俺は同意するように強く頷いた。見つめ合って、ほんの少し染谷先輩が微笑んだので、つられて微笑む。

            「……周防くんって」

            「はい？」

            「今気づいたけど、周防くんって本当はすごく──」

            「なんですか、そんな見つめないでくださいよ。こんな眼鏡つかまえて」

            　顔を注視されていたことに気づいて、逃げるように顔を逸らして苦笑する。

            　気まずさが顔に出たのは一瞬だったと思うが、俺が前髪を手で引っ張って目元を隠そうとすると、染谷先輩はそれ以上追求してこなかった。

            　ただ保健室の前で別れ際に、「周防君もあの人達には気をつけてね」と本当に心配そうに声をかけてくれた。

            　なんだかようやくまともな人に出会えた気がして、俺はちょっと泣きそうになった。

            　いや、マジで。

            　普通の優しさを噛み締めつつ、俺は迷わず鬼門である生徒会室へ向かう。

            　震えていた肩の感触を思い出せば、どういうつもりであの馬鹿集団を放置してるのか問い質しに行かずにはいられなかった。

            　

            　

            「ね、きみ誰？　どこで銀路と知り合ったの？　どーいう関係？」

            「いえ、ちょっと激しく迷惑を被られただけですので、心の底から無関係希望でお願いします」

            「あは、なに言ってんのか全然わかんないよ？」

            　俺にはあんたがローテーブルに広げた紙に描いている物体が何なのか全然わかりませんよ。

            　そう、俺は確か生徒会室の重厚な扉を突き進む勢いのまま開き、その勢いのまま氷室をここぞとばかりに問いつめるつもりだった。

            　しかし───

            　

            　扉の向こうは、異世界でした。

            　

            　いや、そうじゃなくて。

            　いや、そうなんだけど！

            　何て言うか、そこはもの凄い豪華で雅な空間だった。

            　床とか絨毯敷いてあるし！　毛足長いし！

            　転びそうなんですけど？　優雅に足とか捻っちゃいますよ？

            　とにかく、モロあのエロデブジジイの趣味丸出しの部屋だった。

            　そしてその異空間に制服のくせに違和感無く存在していたのは、相良と、数日前にエレベーターで助けたチマい先輩だけで、他は見あたらなかった。

            　忙しいんじゃねーのかよ！　いや、忙しいからいないのか？

            「それで、なんの用で来たんだ？」

            　怒りの方向が逸れかけたところで、相良に声をかけられて目的を思い出す。

            「あの──」

            　氷室の居場所を訊こうと思ったが、氷室を罵る前に、副会長の相良に提案しておいてもいいかと思いついて、俺は一度深呼吸して気を静めてから口を開いた。

            「あんたに話があるんだけど」

            「長いか？」

            　重要なのはそこかよと思ったが、訊く気はあるようなので素直に頷く。

            「まぁ、そこそこ？」

            「なら少し待ってくれ」

            　珈琲を淹れてくるとか言い出すもんだから、片手間に聞いてくれればいいと言ったんだが、俺が一息つきたいんだと言われて理不尽にもイラッときた。

            　勧められてもいないのに、勝手に応接用のソファに座る。

            　ちなみにチマい先輩は相良が座っていた仕事用らしきデスクの端にいたが、俺が物珍しいのか興味深げに向かい合わせにあるソファにささっと移動してきた。

            　俺に合わせて、わざわざ真ん中に。

            　いや、そこは相良が座るんじゃないかな。

            「銀路が手ずから珈琲入れるなんて珍しい～。ホントにどーいう関係なの？」

            「いえ、ですから。全力で後輩その一ですってば」

            　態度から察するに俺があのときのヤツだとは気づいていないらしく、ひたすら眼鏡眼鏡とぶつぶつ言っている。

            　何かを思い出そうとしている風でもあるが、俺はそれよりも落書きがものすごく気になった。

            　仕事しないのかよっていう疑問もあったが、もっと違う、なにか本能的な訴えを感じるのだ。

            「ああっ！　そっか君、春麗園しゆんれいえんで僕のベンチで死んでた子だ！」

            「は？」

            　とりあえず、俺には生体反応なるものが若さと共に溢れかえっておりますが。春麗園もなんぞや？

            　突然指摘されて面食らったが、ベンチで思い当たる。

            　俺はこの学園に来たときに校舎で迷った挙げ句、ご立派な庭園のベンチでダウンして、その後……まあ、色々あって、エレベーター前ですれ違ったのが、この先輩との初対面だったのだ。

            　擦れ違いざまにエレベーターに乗った相良に対して驚いていたし、相良と一緒に庭園で俺を発見していたのかもしれない。

            「僕、君のためにわざわざ診療所まで走って右京うきょうちゃん呼んで来たのにさぁ！」

            　途端にむくれた先輩にとりあえずスミマセンと謝りながら、どんどん増えていく疑問に困惑した。

            　右京ちゃん？　あの時一緒にいた白衣の男の名前だろうか。

            「もう大丈夫なの？」

            「え、あ、はい」

            　くるくると感情と表情が変わるのは幼く愛らしい顔によく似合うが、同じくらいくるくると変わる話題には高校生としていささか問題を感じる。

            　あと、しつこいが画力にも。

            　ふと、姫宮が言っていた「眉目秀麗、頭脳明晰、文武両道当たり前の超人集団」という言葉を思い出す。

            　目の前にいる先輩が、いったいどんな場面で生徒会役員としての実力を発揮するのか疑念を抱き始めた頃に、相良が戻って来た。

            　珈琲カップを無造作に二つ持ってきている。

            　トレイに一式じゃなくて、必要な物だけを持ってくるあたりが相良らしいといえばらしい。

            　問答無用でブラックなんだろうな、とか考えているとソファの真ん中に座っている先輩に気がついて、眉を顰めた。

            「新城、貴様は馬鹿か？　俺に話がある相手の正面に座るんじゃない」

            　ほら、やっぱり言われた。

            　新城と呼ばれたチマい先輩は不満げな顔で抗議するも、相良にひと睨みされると渋々移動した。

            　落書きを持つのも忘れない。

            　そんなに大事ですか？　それ。

            　気にしてる俺も俺だが。

            　相良が空いた場所に座りながらカップを片方差し出してきたのでそれを受け取ると、再び新城先輩から不満の声があがった。

            「僕の分はぁ!?」

            「なぜ仕事もせずに延々と意味不明な落書きをしている輩に俺が飲み物を用意してやる必要がある」

            　うお、一息だ。絶対今の句読点一個もなかったよ。一蹴だよ。

            「うぅ。銀ちゃんの意地悪ぅ」

            　ちゃん？　銀ちゃん!?

            　よりにもよって、この男にちゃんヽヽヽ!?

            「その呼び方はよせと言っているだろう」

            　危ない。相良の迅速かつ冷ややかなツッコミが無かったら叫びそうだった。

            　だって銀ちゃんって──俺は思わず相良を見つめたが、その視線がこの話題に触れることまかりならんと雄弁に物語っていたので、海馬かいばにそっとしまうことにする。

            　忘れる？　ないない絶対ありえない。

            　なんせ本人が嫌がっている。

            　こんなオイシイ話題は、ストックしておかないわけがない。

            　そんな邪なよこしま事を考えていると相良が怪訝な顔をしてきたので、俺は誤魔化すように意気消沈している新城先輩に珈琲を差しだした。

            「新城先輩、俺はあまり喉渇いてないんで、良かったらどうぞ」

            「え、ほんと!?　眼鏡君ありがとー」

            　本当に嬉しそうにカップを受け取る新城先輩の笑顔に、ちょっと癒される。子どもの無垢な笑顔っていいよなぁ。いや、先輩だけど。

            　思わず観察していると、何回か表面をふーふーと吹いて冷ましてから、コクリと一口飲んだ。

            　で、噴きだした。

            「にがいー!!」

            「ブラックに決まってるだろう」

            　しれっと相良が言う。

            　絶対、新城先輩がブラックを飲めないと知ってたのに、黙ってた感じだ。そんな相良に新城先輩は憤然と目と肩を怒らせ、全身で怒りを顕わにしていた。

            「わかるわけないじゃん！」

            　俺は思わずフォローに回る。

            「すみません、どう見たってブラック飲めなさそうですよね。渡す前に気づくべきでした」

            「貴様より俺とつき合いの短い周防は気づいていたみたいだが？」

            「ううー！」

            　思わず口をついてしまった俺の失礼な物言いが、相良の嫌味に掻き消されてちょっと安心する。

            　というか、つき合いなんか無いですから！

            「ああー!!」

            　またしても突然上がった新城先輩の叫びに今度は何事かと思うと、無惨にも珈琲の飛沫に汚れてしまった落書きの紙を持ってふるふると震えていた。

            「僕の王子様がぁ」

            　人間!?　それ人間!?

            　全身か顔のアップかの区別すらつかないんですが!?

            「……新城、高二にもなって人間の描写がそれというのはどうかと思うぞ」

            　驚愕に言葉を失っている俺に同情的な視線を送りながら、相良が俺の言いたいことを代弁してくれる。

            　新城先輩が常人とは逸脱したセンスを持っているということには免疫があるらしく、かなり冷静だ。

            　しかし意外と切実な訴えは新城先輩の耳には入ってないらしく、目がどんどん潤んできていた。

            　なんていうか、めちゃくちゃ可愛いんだけど、不思議と可哀想だとは思えない。

            　抱き締めたいというよりは、小突き回したいタイプだ。

            　はっきり言ってしまえば、虐めてやりたい。

            「これで捜そうと思ってたのにぃ」

            「貴様、また何か企んでるのか？　だいたい王子様って何だ。初耳だぞ」

            「えっ、あ？　何でもないよ？」

            　不穏な気配に眼光を鋭くした相良に、新城先輩が狼狽ろうばい全開で否定を口にしている。

            　わかりやすい人だ。

            「……うう、鮫島に絡まれて、後輩にエレベーターで助けてもらったって言ったでしょ？」

            　しかも無言の相良に追いつめられて、あっさり吐き始めるし。

            　途中言い淀むが「で？」の一言で先を促される。

            「その人に、僕の黒獅子になって貰おうかと思ってるんだ」

            「えぇ!?」

            　そこで叫んだのは俺だった。

            　なんでって、何でって──

            　

            　その落書き俺かよ!!

            　

            　あぁ、よく見れば脇にある四角い物体は奥行き表現が怪しいが、うんと曲解すればエレベーターに見えなくもない。となるとやっぱり、その隣のごちゃっとした塊は俺だということになる。

            　あぁ、自分の容姿は大嫌いだが──それは余りにも酷くないか？

            「眼鏡君？」

            　たっぷり二十秒くらい放心していた俺は、新城先輩の訝しげな呼びかけで我に返った。

            「え、はい？」

            「どうしたの、ぼうっとして」

            「いえ、──あの、先輩。《僕の黒獅子》ってなんですか？」

            「ん？　僕の、ってのは僕のってことだよ。僕と四六時中一緒にいてくれる人のこと」

            　なるほど、ごもっとも。

            　黒獅子ってのは、確か勇敢で凛々しい生徒に与えられる称号だったはずだ。つまり、自分を常に護ってくれる存在が欲しいわけね。

            　確かにこの人がぽやぽや一人でいたら血迷う輩も多そうだが──いや、実際いて俺は巻き込まれたしな。

            「候補をあげてやっただろう。そこから選べないのか」

            　相良がそう訊ねると、新城先輩はあからさまに嫌そうな顔をした。

            　問題外らしい。

            　いや、ダメだから《僕の》を捜してたんだろうが。

            「…………見つかると、いいデスネ」

            「うんっ」

            　あからさまに心のこもってない応援に元気な返事をした新城先輩の脳天気ぶりにごっそり体力と気力を持っていかれたが、頬に刺さる相良の怪訝そうな視線に気づいて慌てて頭を切り換えた。

            「すみません。ちょっと別の用事を思い出して」

            「急ぎか？　日を改めてもいいが」

            「いえ、大したことじゃないんで気にしないでください。むしろこっちの方が急ぎでなんとかして欲しいんで」

            「ならいいが。それで、その話というのは？」

            　相良がカップをローテーブルに置くのを見ながら、俺はここを訪れた本題をようやく切りだした。

            　今朝絡まれた件と、さっきの染谷先輩の件だ。もちろん、染谷先輩の件に宮崎の後ろにいた男がいたことも付け足す。

            　総て話し終えると、相良は話してる最中にも寄っていっていた眉を更にきゅっと寄せて顔を顰めた。

            　俺は喋ったことで渇いた喉を潤すために、新城先輩が返してくれたカップを傾ける。当の本人は話の途中ですっかり飽きたらしく、落書き──俺とは認めない──を更に黒い意味不明の物体にすべく線を増やしていた。

            　いや、せめて新しく描こうぜ？

            　視線で訴えてみたが夢中らしく、そのうち相良の視線を顔に感じて、俺は目元を隠すように前髪を引っ張った。

            　詮索しないって言っただろーが！

            「なんだよ」

            「いや、目が」

            「は？」

            　生徒会への勧誘はもうしないと約束はしたが、顔で白薔薇候補に引っ張られたら意味がない。

            　ロマンチストでメルヘンな思考回路を持つ野郎共には楽しい制度かもしれないが、目立ちたくない俺には迷惑以外のなにものでもない。

            　顔を凝視している相良の不躾な視線を批難するように睨みつけると、さすがに気まずそうに視線をずらしたが、どうしても確かめたかったのか言葉は止まらない。

            「すまない、目の色が気になったんだ」

            「──ああ、母方に異国の血が混ざってるんで」

            「僕のパパもイギリス人だよー」

            　とは新城先輩だ。興味を引く話題になった途端に割り込む様は、子どもとしか言いようがない。

            　もう子どもでいいよこの人。

            　日本人の造作よりもほんの少しだけはっきりとした顔立ちに、金茶のふわっふわの髪と琥珀色の瞳が相俟って童顔に拍車かかってるし。

            　俺にとって容姿の話は色々な意味であまり嬉しくないから、新城先輩に笑顔で「そうみたいですね」と適当に相づちを打って流そうと試みる。

            　しかしかなり微妙な色合いの俺の瞳に興味を持ったらしく、新城先輩は身を乗り出して顔を近づけてきた。

            「ふぇー、面白い色だね」

            「は、はぁ」

            「キレイなのに、なんで隠すの？」

            　新城先輩がにじり寄るのに合わせて身を引く。ソファにピッタリと背が当たってそれ以上は下がれないと思ったところで、グッと新城先輩が遠のいた。

            「子どもか貴様は。加減というものを考えろ」

            「えー」

            　相良の隣に引き戻された新城先輩はむくれたが、俺が苦笑すると多少は困っていると気がついてくれたのか、ソファに座り直した。

            「眼鏡君は睫毛長いよね～。あっ王子様も長かったなぁ。んーと」

            　とか言いながら再びペンを取る。おそらく睫毛を描き足しているんだろうが、そこが目だと判別できる要素は皆無だ。

            　一瞬、また視力が落ちてレンズが合ってないのかと心配になったが、相良を見る限りそれはなさそうだった。

            「すまない、話が逸れたな」

            「いえ」

            　新城先輩の鼻歌をＢＧＭに微妙な沈黙をしばし味わってから、仕切直すように相良が足を組みかえる。

            　見せつける雰囲気は微塵もないが、長いからそれだけで嫌味だ。

            「正直、ここ数年で随分と過激な行動に出る生徒が増えているのは確かで、宮崎のグループを含めいくつかあるファンクラブや親衛隊を名乗る団体に、今年はなんらかの対処をしようという話はある」

            「話だけじゃなぁ？」

            「そうなんだがな」

            　相良の表情はいたって普通だったが、ここ数年でヽヽヽヽヽという部分に妙に刺々しい苛立ちが含まれているのを感じる。

            　考えるまでもなく、金さえ用意できれば素行や品位に関係なく生徒を受け入れるであろうあのジジイのせいだってことは明白だ。

            　俺もコネで入ったクチだからあまり強くは言えないが、寄付金がないだけで入学金は払ったし、試験も受けて合格ラインをクリアしている。

            　金だけで入るよりはマシだと思いたい。

            「生徒会への強い憧れが発端でもあるから、解散させるのも難しくてな。無理にすれば反発も生じるだろう。しかし、周防の話を聞く限り、本気でどうにかしないと笑いごとでは済まなくなりそうだ」

            　生徒会役員の目の前で汚いことをするわけがないから実感が薄いのはわかるが、どうにも壁一枚隔てているような物言いに忘れかけていた怒りが再び甦ってくる。

            　染谷先輩の震える身体と、耳元でしていた噛み合わぬ奥歯の小さな音がまだ聞こえてくるようで、苛立ちに思わず低い声が出た。

            「俺の話聞いてんのかあんた？　とっくに笑いごとで済む段階じゃねえんだよっ」

            　怒鳴るのは拙いと変に声量を抑えたら、代わりに身体が動いてしまった。

            　蹴り上げられて軽く浮いたローテーブルに驚いて、ビクッと肩を震わせた新城先輩が、でかい目をさらにでかくして俺を見つめる。

            「め、眼鏡君？」

            「……あーっと」

            　気まずさに怯みそうになったが、新城先輩も被害者だったと思い出し、それを引き合いに誤魔化しを試みてみたり。

            「それに、生徒会役員の新城先輩だって襲われただろ。さっさと問題解決したほうがいいんじゃねえの？　いつかみたいに警察呼ぶハメになってからじゃ遅せぇぞ」

            　それすら揉み消されそうだけどなと嫌味たっぷりに言うと、相良は苦い顔をしてカップをゆっくりと置いた。

            　抜け目がないというか素早いというか、こぼれないように持ち上げていたのだ。

            「随分と実情と内情に詳しそうじゃないか」

            「おかげ様で。あんたに抱え上げられたのを皮切りにとことんついてないらしくてね」

            「人を厄害みたいに」

            　いや、間違いなく生徒会は鬼門ですが？

            　俺の恨めしそうな視線に相良は心外だと溜め息で訴えてきたが、身内を引き合いに出されて多少は態度を改める気になったらしく、チラと新城を横目で見てから切り替えるように真面目な顔になった。

            「周防ならどうする？」

            「俺？　なんで」

            「ファンクラブを名乗っている数ある団体で一番大きくて力があるのが宮崎のところだということは調べがついてるんだ。どうにかするには彼を説得しなければならないが──宮崎に会ったんだろう？」

            　含むように問われて、あのいかにも女王様な性格を思い出す。

            　言外に難しい問題であることを納得させられたところで、先延ばしにされたら堪らないのは中途半端に粛清の対象になってしまった生徒だ。

            　実際、氷室と関係を持った染谷先輩は襲われた。

            　馬鹿、好意、羨望、嫉妬、贔屓──逆恨みも含めて思いつく限りの要素を脳内で並べて、俺はそこに暴走を防ぐのに必要なものがないことに気がついた。

            　すなわち、義務と権利。わかりやすく言えば、飴と鞭だ。

            「そうだよ、認めてやればいいんだ」

            「認める？」

            「考えが足りないだけで、生徒会の連中に好意と憧れを持って動いてるのは確かなんだ。公認にしてやるんだよ。非公認で直接生徒会と繋がらないから私利私欲で好き勝手するんだ。公認にすれば行動の最終的な責任が生徒会に行くから、後ろ暗い行動がしにくくなる」

            「結局は取り締まるということか？」

            「縛るだけじゃダメだ。考えが足りないだけだって言っただろ。あいつら、生徒会にかかわりたいけどかかわれる場所がないんだ。だから、行事やイベントで生徒会の補佐的な雑用でもやらせてやるんだよ。生徒会役員の近くにいられるし、役にも立てる。頑張れば目に留めてもらえるかもしれないと真面目に働くだろうし、好いて憧れているならこれ以上オイシイ指示はないだろうから喜ぶと思うぜ。どうせ人手不足なんだろ？　一石二鳥じゃん」

            「そう巧くいくか？」

            「あんたらの接し方次第だろ。生徒会役員は激務の対価とはいえ随分と贔屓や特権が与えられてるらしいじゃん？　軽いアイドル仕事ぐらいしっかりやれよ。奴らにとっての枷であり飴になるように振る舞うくらい、造作もないだろ？」

            　相良は何か思い当たる節があるのか、黙り込むと視線を遠くへ這わせた。

            　何か言いそうに口を開いたが止めたらしく、視線が俺に戻ってきたので続ける。

            「宮崎はちょっと常識に欠けるところがあるが、人を纏めるのはそこそこ上手そうだった。生徒会側がしっかり相手をして導いてやれば、他者に対する嫉妬が和らいで生徒会に認められているっていう自覚と、それに伴った自信と誇りが出てくる。そうなれば逆に、後ろ暗いことをしようとする連中を取り締まり始めてくれる可能性だって出てくるんじゃねえの？」

            「──俺は、今日ほど自分の寝起きの悪さを恨んだことはないな」

            「は？」

            　俯いて口の中で呟かれた相良の言葉が上手く聞き取れなくて聞き返すが、持ち上がった視線は俺を通り越して更に奥を見つめた。

            「だそうだ」

            　出入口である例の無駄に豪華な扉しかないはずのそこに向かって、問いかける。

            　少し前に相良がそっちに視線をやって何か言いかけたことを思い出して、急に嫌な予感がした。

            「どうする、獅子尾ししお？」

            「わかり切ってることを訊くなっつーの」

            　聞き覚えのない名字だったが、非常に残念なことに声音には聞き覚えがあった。

            　ビキッと身体が強張る。

            　新城先輩の「蓮ちゃん遅い！」というセリフが俺の振り返る気力を根こそぎ奪った。なにより、副会長である相良が決定権を委ねてるところが怖い。

            　アレか？　アレなのか──？

            　生徒の中で最も権力を持つ、噛み癖のある駄犬がいるということなのか!?

            　俺が頭を抱えるのを必死で堪えていると、ドカッと隣に駄犬──もとい俺様神様会長サマが腰を下ろしてくる。

            　思わず俺がビクついたのが興味を引いたのか、からかうように肩を組んできた。

            　いや、ちょうどあんたが噛んだところ掴まれると痛いんですけど！

            「誰か知らんが助かったわ眼鏡君！　つーわけで今日の会議は終了っ、解散！」

            　獅子尾がしっしっと相良と新城先輩を追い払うように手を振る。

            「えーっ、何のために僕はここに来たのさぁ！」

            「てめーはいつも居るだけだろーが。ていうか、なんだこりゃ？　オイ、高校生にもなってウニとか描いてんじゃねーよ」

            「ウニじゃないっ！」

            「じゃあなんだよ、毬栗いがぐりか？」

            「ちっがーぅう！　王子様だもんっ！」

            「はぁー!?　例の鮫島ぶっ倒した野郎のことか？　つーかこれ、人間じゃねぇだろーが」

            　ごもっともだ。もっと言ってやってくれ。

            　俺が肩に組まれた獅子尾の腕を外そうとしながらこっそり煽っていると、一際高い新城先輩の声が響いた。

            　目を向けると、紙を獅子尾に奪われている。

            　あぁ、この俺様神様も子どもだ──誰か頭痛薬をくれ。

            　どうしよう、氷室がまともに思えてきた。

            「返してよ！　泥棒っ」

            「誰が盗るか、こんなもん」

            　獅子尾はかすめ盗った落書きを放って舞わせる。慌てて追いかける新城先輩を笑いながら、座ったときと同じ勢いで立ち上がった。

            　ステキに俺の傷口に置いた手を支えにして。

            　わかっててやってんじゃねえだろうな？

            　いや、そうだったら非常に笑えないが。

            　思わず眼鏡のブリッジを押し上げたが、有り難いことに俺なんか目にも入ってないらしく、軽く背伸びなんかしてる。

            「んじゃ、俺は俺の用事があるんで」

            「何をふざけたことを。どうせなら新歓から手伝わせる方がいいに決まっている。公認にするにあたって、規約や条件を今日中に纏めるべきだ」

            「んだよ、そーいうのは俺抜きでもいーじゃん。明日承認すっから」

            「会長殿の目は節穴か？　他にも貴様の承認待ちの案件や申請が机に積まれているのが見えないのか」

            　考えなくても相性の悪そうな相良と獅子尾の会話で、一気に空気が重くなる。

            　こういう空気を和ませてくれそうな新城先輩は取り戻した落書きに夢中で、残念なことに部屋で起こっている事態には興味がないようだ。それでも一瞬目が合ったので、一応、愛想笑いを浮かべておく。

            　仕方なく自力で脱出すべく、俺は部屋の温度を下げている二人に視線を合わさず頭を下げた。

            「それじゃ、俺はこれで失礼します」

            「お？　なに一人だけ逃れようとしてんだ、コラ。俺様が黒髪美人の仔猫ちゃん捕まえに行くのを阻まれてるのによ！」

            　逃げるように立ち上がった俺の腕を掴んで、獅子尾が凄む。

            　いや、俺関係ないんですけど？

            　すみません。嘘つきました。関係ありすぎて逃げたい。

            　仔猫ちゃんって……もしかしなくても俺ですよね？

            　新城先輩まで捜すヽヽって言葉に反応して顔上げてるし。

            　しかも本人が気づいてないだけで、獅子尾は既に目的の相手を捕まえいるという、世の不思議というか何というか──言わないけど。

            　絶ッ対言わないけど！

            「新城、何処へ行く！　獅子尾は周防の手を離せ。彼がここに留まる義務はない」

            　相良がふらっと歩きだした新城の襟首を掴んで引き戻し、左手で俺を掴んでいる獅子尾の手首を押さえる。

            　器用というか──お母さんと呼んでいいですか？

            「うぐっ、銀ちゃんくるし──」

            「へいへい。わかりましたよっ」

            　ノリだったからか獅子尾はさほど執着せずに俺の手を離すと、相良の手を面倒くさそうに払った。

            「つーか藤堂がいねーじゃん。サボリかよ」

            「藤堂は別件だ。貴様と一緒にするな」

            「おー怖ぇ、俺がモテるからって目の敵にすんなよ」

            「馬鹿馬鹿しい。無駄口を叩く暇があるなら、仕事をしろ」

            　獅子尾の茶化すような態度に相良の眉間に皺が増え、さらに温度が下がりそうな予感に俺は今度は声をかけずに扉へ向かう。

            　新城先輩の何かを訴えるような視線が頬に刺さったが、彼も俺の平穏を脅かす一因だったりするのでスルーした。

            　話題に上がった藤堂のことは、今朝のこともあって気になったが、ひとまずはここから逃げたい。

            　大股で扉の前に行き、開けようとしたら、勝手に開いた。

            「あれ、周防？　なんでこんなとこ──っ！」

            　前科と前回の問題発言もふまえての条件反射とでもいいましょうか。思わず開けるために伸ばした手で思い切り扉を閉めた俺を、誰が責められようか？

            　それでも、ゴッとか痛そうな音がしたのは予想外の出来事だった。これからの展開を考えると、ちょっとマイナス要因な気がしたので、聞かなかったことに──出来ませんか？

            　出来ません……よね。ですよね……。

            　鈍い物音に背中に複数の視線が刺さるのがわかり、冷や汗が背中を伝う。

            「おいおい、今の湊じゃねーのか？　命知らずだな、眼鏡君」

            　ものすごく面白そうな獅子尾の声は華麗にスルーする。

            　ギッと音を立てて再びゆっくりと開く扉に気圧されるように、俺は後ろに下がった。

            　氷室は生徒会室にいるメンバーをさっと確認すると、俺だけに聞こえる声で話しかけてきた。

            「いってぇなぁ。何すんだよ」

            「いきなり現れるお前が悪い」

            「人をゴキブリみたいに言うな」

            「俺に嫌われてるという重要な共通点がある時点で、同類と分類して問題ない」

            「俺の恋路は嶮けわしいな」

            　いや、嶮しいっていうか、路そのものがありませんが？

            　レッツ奈落。

            　俺が嫌そうな顔をすると、氷室は微かに赤くなった額を指先で擦りつつ唇の先を尖らせた。ざっくりとした男前のくせに、子どもっぽい仕草も意外と様になるのがムカツク。

            「つーかちょっと見てくれよ。血とか出てねぇ？」

            「出るか馬鹿、赤くはなってるけど」

            「マジで？　瘤？」

            　そう言いながら、氷室が前髪を掻き上げて屈んでくる。

            　かなり素敵な音がしたのは確かだし、俺は仕方なく見るだけ見てやろうと手を額に──って。

            「近い近い近いっ！」

            「だっ」

            　バチッと氷室のデコを思い切り押し叩く、景気のいい音が響く。

            　背後で怪訝そうに俺達を様子見していたっぽい気配が一気に緊張したが、氷室の軽薄な行動でここに来た理由を思い出して、一気に俺の怒りのボルテージが上がった。

            「つーかてめぇ！　犬なら犬らしく自分の縄張りぐらいしっかり見張っとけ！　それができねーならヤるんじゃねぇよ！」

            「……何だいきなり。嫉妬？」

            「………………………………ッ」

            　怒りのあまり浮かんだ引きつった笑みに何を勘違いしたのか油断してくださった馬鹿犬様は、俺のつま先が臑を蹴り上げ、踵が足の甲を思い切り踏みつけるのを許して下さいました。

            「いっ……ッツ、」

            　さすがにかなり痛かったらしく、氷室が呻く。

            　いい気味だ。

            　避けられないとわかっていたら、いっそ踵落としでもお見舞いしてやったものを。

            　惜しいことをしたと内心で悔しがっていたんだが、この男は痛みを堪えながらも俺の神経を逆撫でするのを忘れない。

            「過激な愛情表現が好きだなぁ、俺のビタースウィートは」

            「死ね！」

            「おっと」

            　直接的な言葉と共に俺が繰りだした右拳は後ろから手首を掴まれて阻まれた。

            　──後ろ？

            「え？」

            「何やってんの、お前。箸休め？」

            　笑いをかみ殺しているような声が、頭上を通り越す。

            　呆気にとられるまま、いつの間にか背後に来ていた獅子尾に左手も取られて、操り人形みたいに手を上下に振らされた。

            「箸休めっつーか、運命の出会い？　キュンと来ちゃったワケよ」

            「うわ、お前が言うと寒いな」

            「お前じゃ無いだけマシだろ」

            「そりゃ言えてる。つーか随分とまた、見た目も性格も癖のあるのを……」

            　とか言いながら俺の顔を獅子尾が覗き込んでこようとしたので、慌てて逆に顔を逸らす。

            　本来なら捕獲（？）された時点で暴れているはずの俺がよそよそしいのに気づいたのか、氷室が微かに片方の眉尻を上げた。

            　首筋の歯形が獅子尾のモノであることを知らない以上、当然の反応だが、ここは都合良く察してはくれないかと断腸の思いで試みることにする。

            　屈辱だが、俺の顔がモロバレしてんのは氷室だけなので、この状況をさっさと終わりにするにはコイツになんとかしてもらうしかない。

            　俺は出来る限り気弱な声で氷室に訴えた。

            「氷室先輩、あの──」

            　一応敬称もつけたし、視線でなんとかしろと獅子尾が掴んでいる手首を見る。

            　すると氷室は何に思い至ったのか、ニヤリと笑った。

            　あぁ、ぜってー後でなんか言われる。嫌だ。かなり嫌だ。

            　でもここで獅子尾にバレるのは、もっと嫌だ。絶対ろくなことにならない。予測の範囲を越えて、確定要素だ。

            　だって、俺様神様蓮様ですよ？

            　自分で考えておいてなんだが、語呂がいいのも非常に恐ろしい。

            「蓮、俺のハニーが嫌だってさ。離せよ」

            「だっ」

            　誰がハニーだ!?　ぶっ殺す！

            　俺は必死に言葉を呑み込んだが、瞬間的に湧き上がった殺意と強張った身体に獅子尾は気づいたらしく、へぇとどこか面白そうに笑った。

            　何に興味を持たれたんですか!?　なんっも面白いことないですよ！

            「全ッ然、落とせてねーみたいだけど？」

            　獅子尾は掴んだ俺の手を胸元で折り畳むように纏めて、顎を頭に乗せてきた。

            　よくわからないままに、後ろからすっぽり抱き込まれる形になる。

            「え、あの……？」

            　素で戸惑って思わず氷室を見上げたが、俺は助けを求める相手が悪かったことを悟った。

            　めっちゃ面白くなさそうな顔で、獅子尾を睨んでいたのだ。

            「これからなんだよ、マジで離せよ」

            　獅子尾にからかわれていることは理解しているらしく、控えめに獅子尾の肩をどんと押す。

            　それでも獅子尾は俺の身体を離さず、むしろ抱き込む腕を強めた。

            「おお、こわっ」

            「離せって！」

            「なんでだよ。お前のじゃねーだろ」

            「てめえのでもねぇだろっ！」

            　会話のやりとりから推測するに、きっとこの二人は仲がいいんだろう。似た雰囲気もあるし──本能に忠実なところとか。中学の頃からステキなことしてそうなとことか。

            　……嫌な共通項だな。

            　仲が良いからこそ、獅子尾は氷室の反応が楽しくて仕方がないらしい。

            「なにお前、マジなわけ？　これに？」

            「関係ねーだろっ」

            　氷室が今度こそ獅子尾を引き剥がそうと、俺の肩を掴んで獅子尾の肩を押す。獅子尾も結構ガッチリ抱えてるから、氷室もそれなりの力で対抗するわけで……えーと。

            　当然なんですが。

            「いってぇんだよ!!　この駄犬コンビがっ！」

            「は？」

            「え？」

            　てめぇらの遊びに付き合ってられっか！

            　というわけで、獅子尾が俺をしっかりと抱えてるのをいいことに、氷室の腹に両足をお見舞いし、そのことに驚いたらしい獅子尾の腕が緩んだので、ここはもう両成敗ということで鳩尾に両肘を突き刺した。

            　互いを反動に使った上に不意打ちだったため、両方とも見事にすっ転んでくれる。

            「人を玩具にしてんじゃねぇよっ」

            　ちょっとスッキリした俺が制服の乱れを直していると、くっくっと小さな息の洩れる音が聞こえた。

            　声のしたほうに振り返ると、珈琲カップ片手に相良が笑いを抑えようと口元に手を当てて俯いている。

            「何笑ってんだよ相良！　一般生徒に生徒会役員が絡んでんだから助けろよ！」

            「……迷ったんだが周防がどうするのか気になって、つい傍観してしまった。でもまさか……ははっ、これは、いいものを見たな」

            　とうとう堪えるのを止めて笑いだした相良に氷室はチッと舌打ちしただけで起きあがったが、もう一方はゾッとするような殺気を俺に向けてきた。

            「てめぇ、いい度胸だな？」

            　……普通そうですよねー？

            　氷室はちょっと今、脳に虫が涌いてるからアレだが、地味な眼鏡君──しかも玩具扱いしてた──に肘鉄喰らうなんて、この俺様神様のプライドが許すはずがない。

            　腹を押さえながら、殊更ゆっくりと立ち上がる獅子尾に視線を合わせないようにしながら、さてどうしようかと考える。

            　氷室に助けを求めるとする。

            　駄犬仲間のよしみで上手く収まってくれる可能性も半分──いや、三割くらいはあるだろうが、残りの七割になった場合、なんか力が拮抗してそうだからシャレにならんことになりそうだ。

            　相良もそれなりに武道の心得がありそうだが、絶対に基本は頭と弁で勝負するタイプだろうから、喧嘩慣れしてそうな獅子尾には敵わなそうだ。

            　つーか、また珈琲飲んでるし。傍観する気満々かよ！

            　いっそ俺が相手するか？

            　たぶんまだ、多少の油断はあるだろうし──。

            （何とかなる、よな？）

            　相良が見てる以上、新たな興味を引いてしまいそうだが、白薔薇も黒獅子も容姿ありきだからどうにでも誤魔化せるだろう。

            　俺が踏ん切りをつけて獅子尾に向き直ると、氷室が焦ったように俺の肩を掴んだ。

            「馬鹿、下がってろ。病院送りじゃすまねぇぞ」

            「いや、怒らせたの俺だし」

            「蓮ちゃんストーップ！」

            「おわっ！」

            　平気だ、と返した俺の言葉は、新城先輩が叫びながら獅子尾に飛びついたことで掻き消された。

            　俺の脳内選択肢から削除されていた大穴だ。

            　というか、なんか静かだったから存在を忘れてた。

            　中腰だったために、再び床に転がる獅子尾（新城センパイ付き）。

            　しかも背後から飛びかかられたので、絶対に顔面を強打している。

            　絨毯とはいえ結構痛そうだ。

            　つーか、その怒りが理不尽な経緯を経て俺への殺意に上乗せされねーだろうな？

            　一抹の不安を覚えて、俺は慌てて馬乗りになっている新城先輩の身体を持ち上げた。

            「なにやってるんですか新城先輩、危ないじゃないですか！」

            　俺が！

            　小柄で軽い人なんだろうけど、俺には結構重い。

            　乗っかっていることに執着はないらしく、俺に促されるまま自分で立ち上がってくれたのは有り難かったが、それは再びの興味が俺にあったかららしい。大きな瞳で、俺をじーっと見上げてきた。

            　それからさっと視線を落として、今度は落書き──まだ持ってるよこの人──をじーっと見た。

            　なんとなく薄ら寒いモノを覚えて、一歩後ずさる。

            　まさかその黒い塊と俺が同じに見えるわけじゃないだろうな？

            　エレベーターのときの俺と今の俺を記憶を頼りに脳内で比べられるならともかく……。

            （あ、また俺と交互に見たし！）

            　それと見比べるんじゃない、それと！

            　その場にいる全員が、新城先輩の奇怪な行動の意味を計りかねて傍観している。対象になっている俺はさすがに耐えかねて、声をかけた。

            「新城先輩？」

            　新城先輩はっと目を見開いて、落書きから俺に視線を移すと、何やら意を決したらしく、俺の袖を引っ張って耳を貸せと口を近づけた。

            　チラと獅子尾を一瞥したから、彼に聞かれたくないんだろう。

            　とりあえず俺の中で唯一、無害及びお子さま認定を下している相手だったので素直に耳を寄せる。

            「なんで僕が襲われたの知ってるの？」

            　そう新城先輩に問われて初めて、俺は自分の失言に気がついた。そしてなんていうか、軽く混乱したのだ。

            　気がついたら俺は、新城先輩をかっ攫うようにして生徒会室から──逃げていた。

            （あぁ、俺の馬鹿……ッ）

            　驚いたのと、誤魔化したいのと、あの場から逃げたいという俺の心情が重なって、逃走などという違和感ありまくりの行動をとってしまった。

            　会話の流れと、当事者じゃなかったからか、相良が気づかなかったのがせめてもの救いかもしれない。

            　それでも俺と新城先輩がこそこそとやっていれば、不審に思って先ほどの会話の違和感に辿り着くには充分な頭を持っているだろう。

            　後悔に頭を抱えたくなったが、新城先輩の腕を引いていた手の負担が急に減ったので、慌てて後ろを振り返った。

            （…………見るんじゃなかった）

            　ものすっごい笑顔で、新城先輩が積極的に一緒に走ってくれていた。

            　益々ヘコむ。

            　それはもう、場外乱闘に使われた一斗缶並みに。

            　一気に疲労感が増したが、なんとかエレベーターホールに辿り着く。呼び出しボタンを押そうとしたが、既に階数を示す数字パネルが上昇を示す順に光を移していた。

            　六階で停まらないことを確認して、迷わずその場から離れる。

            「あれ？　乗らないの？」

            　ちょうど来るのに、という新城先輩の声を無視して、ホール脇に併設されている階段を降りた。

            　今は新学期が始まったばかりだし、色々な分野の活動が活発になり始める時期だから、乗っているのが生徒会信者とは限らないが、生徒会役員と俺が一緒にいて、しかも俺が手なんか握っちゃってる──既に握られていると言った方が正しいが──現場を見たらどんな反応をされるか試す気力はない。

            「ねぇ、何処に行くの？　人がいない場所に行くつもりなら、向こうがいいんじゃない？」

            　黙々と階段を下りていた俺は、そのセリフに足を止めた。後ろに付いてきていた新城先輩が指差した方向には、隣の建物へ続く連絡通路があるはずだ。

            　ここは五階なので、演劇ホールの二階席に繋がっている。

            　なるほど、確かに何かしらの催しものでもないかぎり、そこに人はいないだろう。

            「そうですね、向こうへ行きましょう」

            「うん！」

            　返事をした新城先輩に手を引かれていて、一般入口の一つらしい場所にたどり着いた。

            　新城先輩がブレザーの隠しから見慣れぬ色のカードキーを取り出す。

            「じゃーん！　生徒会特権、マスターキー!!」

            　自慢げに指先でくるりと回してから、えいっと脇にあるスロットに差し込む。

            　電子音の後にランプが赤から青に変わって、ガチャと鍵の開く音が通路に響いた。

            　目で促されて、両開きの扉の取っ手を引く。

            　当然ながら防音と遮光のための二重扉で、閉じこめられていた空気が逃げる微かな音と共に分厚いそれが開いた。

            　二枚目の扉も開き、薄暗く少しひんやりとした独特の世界に踏み込む。拓けた密室に、現実から切り離されたような錯覚を覚えた。

            　ぐるりと見回すと、青紫の濃淡を見せる夜色のベルベットが目に入った。ステージと観客席を遮るためにある緞帳どんちようだ。

            　見事なまでに施された、睡蓮の刺繍に目を奪われる。

            　メインの睡蓮も見事だが、水紋を表現している銀糸の輝きが密やかで美しかった。

            　新城先輩が俺の視線に気がついて「綺麗だよねー」と呟く。

            「あれ、蓮ちゃんの入学祝いで理事長が作らせたんだってさー。六千万くらいするらしいよ？」

            「へ？　なんで獅子尾の入学祝いに理事長がそんなことするんですか？」

            　値段も気になったが、あの強欲ジジイが無駄金を使うわけがない。入学祝いで六千万なんて、親が余程の権力者か金蔓なんだろうか？

            「え？　だって蓮ちゃん理事長の孫だよ」

            「………………………………………………………は？」

            　孫!?

            　あの肥満体と、言いたくはないが美形の部類に入る獅子尾とが結びつかない。まさか若い頃は痩せて格好良かったとかいうんだろうか？

            　想像しかけてゾワッと鳥肌が立った腕を慌ててさする。

            　危ない、精神に異常をきたすところだった。

            「すっごい有名な話なのに。知らなかったの？」

            「え、はい。俺、高校からの外部入学なんです」

            「あっ、そういえば銀ちゃんが眼鏡君のこと調べてたときに、そんなこと言ってた気がするー」

            （調べて？）

            　驚きかけて、相良が俺を生徒会に引き込もうと考えた時点で下調べぐらいやっているだろうことに気がつく。

            　しかしそう思うと、一つ不安になった。

            「生徒会役員って、そんなところまで踏み込めるんですか？」

            「え？　さぁ？　せいぜい学年主任と同じレベルの書類閲覧が出来るくらいじゃないかなあ。それで充分だし。書類上正当な入学になってても裏口かどうかなんてのは生徒見ればわかるし、生徒会が重視するのは過去の素行じゃなくて今現在の素行だしね」

            「そうですか」

            「何？　頭悪そうには見えないけど、眼鏡君の入学にはなんか裏があったりすんの？」

            「……学力詐称はしてませんけど、別のところで少し」

            　狡いことだとは思うが、疚やましいことではないので下手に誤魔化して興味を煽るよりはと素直に口にする。

            　それにやはり、新城先輩は生徒会役員に選ばれてるだけあって馬鹿じゃないようだ。

            　なんか今はちゃんと役員に見えて、顔だけ投票じゃ無いことにちょっとだけ心の何処かが安堵する。

            　生徒も生徒会が己の生活を左右すると知っているから、見目麗しくても無能に票は入れないんだろう。

            　しかし普段の新城先輩を思えば、彼もまた爪を隠している種類の人間らしい。細身で暗い印象を与える俺が、人の油断を誘うように。

            （俺と決定的に違うのは、天然だってとこか？）

            　俺の失言に気づいたり、今みたいにそれと見せるつもりはないばずの俺の安堵を見抜いて、悪戯っぽく目を細めたり。

            　違和感や、人の感情の変化に敏感なのかもしれない。

            　新城先輩は俺の答えに「頭良さそうだもんねー」と頷きつつ、観客席の一つに腰掛けた。隣の椅子を叩かれたので、大人しくそこに座る。

            　いよいよ本題かと多少身構えたが、その目は俺ではなく前を──夜の水面を揺らして咲く、清廉な睡蓮を見つめていた。

            「見る度に思うけどホント綺麗。これ絶対にデザイン選んだのあのハゲじゃないよ。ていうかさ、僕いっつも思ってるんだけどね、聞いてくれる？」

            「え、ハ？」

            　ゲ？

            「値段もそうだけどさぁ。なんで緞帳!?　って感じだよね。昔からあのハゲ意味わかんない」

            　あ、また言った。今、ハゲって言ったよな!?

            　しかもこれでもかってくらい嫌そうに。

            　かわいらしく唇を尖らせて──これを見るとさすがに氷室の同じ仕草が霞む──さらりと毒を吐いた新城先輩に呆気にとられていると、うひゃーとか言いながら両手で髪を乱した。

            「うぅ、あの気持ち悪い視線を思い出しちゃった！　嫌だー嫌だー！　寝てる銀ちゃんを思い出そう、うん。起きるまでは案外可愛いんだ」

            「せ、先輩？」

            　唸りながら「銀ちゃんの寝顔」とブツブツと繰り返す新城先輩にそれ以上何も言えなくて傍観していると、唐突に「あっ！」と叫んで抱え込んでいた頭を上げた。

            「王子様の方が脳内浄化率高かった！　はぁっ、格好良いよねー？」

            　何を思い出しているのか、ポッと新城先輩の頬が興奮に紅潮する。

            　唐突な同意を求める問いかけの意味が分からずに、俺は「へ？」と間の抜けた声で返事をしてしまった。

            　そんな俺の戸惑いなど気にせずに、新城先輩は身を乗り出して顔を近づけてくる。

            「僕が襲われたの知ってたってことは、王子様と知り合いなんでしょ？　ねえ、あの子の名前何て言うの？　クラスはどこ？」

            「………ッ」

            　俺は、あまりにベタなそのオチに、ノリで前の座席に額を打ちつけそうになるのをなんとか堪えた。

            　結論。新城先輩は最初鋭いが──後が鈍い。

            　いや、これはこれで助かったが。

            　何度も見比べたにもかかわらず、俺と王子様が結びつかなかったことに──あの黒い塊じゃ当然だが──安堵しつつ、先輩の脳内で俺の美化が着実に進行していることはわかった。

            　もしかしたら新城先輩の脳内で、俺は薔薇でも背負いながらものすごい爽やかな笑顔を振りまき、歯ぐらい輝いているかもしれない。

            　非常にうすら寒いが、バレていないのならば、俺の取る行動は一つだ。

            「あの、俺もその人のことは知らないんです。実は俺、あの騒ぎのとき、偶然階段のほうにいたんですよ」

            「えっ、そうだったの？　なんだぁ、そっかぁ」

            　あの人強かったですねぇと言うと、新城先輩は頷きながらもがっくりと席に身を沈めた。

            　その姿に多少の罪悪感は湧いたが、この人は俺を自分の黒獅子に──つまりは護衛みたいなものにしたいと言っていたので、下手な同情は危険だ。

            　新城先輩の傍に四六時中いるハメになんかになったら、それこそ俺の露と消えつつある平穏が、地面もついでに溶解する勢いで蒸発決定だ。

            　信者には憎悪の視線もしくは物理的な嫌がらせをされ、新城先輩の黒獅子になりたい男どもには貴様など相応しくないと挑んで来られるに決まっている。

            （最悪だ）

            　俺は思わず新城先輩を横目で見た。

            　ふわふわと柔らかそうで、しかも小動物めいた姿はからかいたいのと同時に妙な庇護欲もそそる。

            　新城先輩のファンが小柄で可愛いかったり細身の子たちだったりする可能性は低そうだ。

            　というか、間違いなく逆だろう。逆の要素をもつ男どもがどういうタイプなのかを想像するのは俺の精神衛生上よくないので脳内で断固拒否し、俺は深々と溜め息をついた。

            （仮に俺だってバレて断わってもしつこそうだし、それはそれで新城先輩の指名を断るということで反感を買いそうだし……）

            　あらゆる可能性を考えても平穏という答えに行き着かない想像に胃痛を覚えながら、先輩の直感と可能性を結びつけて結論を導き出す能力の低さに心の底から感謝する。

            　もうアレだ。

            　絶対にこれを最後に、生徒会にかかわらないようにしよう。全身全霊をかけて存在を希薄にするのだ。

            （そう、俺は空気！　空気になる!!）

            「……てね？　お願いだよ？」

            「え？」

            　ちょっと向こうの世界に行きかけていた俺を、先輩の必殺技じみた上目遣いのお願いポーズが引き戻した。

            　先輩が女の子だったなら、間違いなくこの場で押し倒していた自信がある。誘ってるとしか思えん。

            「スミマセン、何ですか？」

            「えーっ、ぼけーっとしてるなって思ったけど、やっぱ上の空だったわけ？」

            「すみません、考えごとをしていて……」

            「もうっ、王子様も一年生だからさ、見かけたら教えてっていうか、捕まえてねって言ったの！」

            「あ、はぁ。わかりました」

            　俺の返事に満足したのか新城先輩は笑顔で大きく頷くと、ぴょこんと席から立ち上がって、「生徒会室に戻るね」と足取り軽くホールを去っていった。

            　俺はというとしばらく動く気になれず、椅子に深く腰掛け、自然と目に入る睡蓮を焦点を合わせるわけでもなく見やった。

            「…………なんか、騒がしいよなぁ」

            　なぜ俺を捕まえようとするのか。理解しがたい苛立ちが胸中で渦巻く。

            　静かに地味に過ごしたいだけなのに、どうして俺の前には騒がしい連中ばかりが現れるんだ？

            　それが運命だと言われるには、理不尽な要素が多すぎる。理不尽だからこそ、運命だとでもいいたいんだろうか？

            　こっちはちゃんと拒絶してるのに。

            「なんでみんなしつこいんだ……ッ」

            　肘掛けを掴む手に力が入って、睡蓮が微かに滲んだ。

            　頼むから、そっとしておいて欲しい。

            　しつこい人間は大嫌いだ。

            　凪沙もしつこかった。本当に、しつこかった。

            　──ほら、姉さんって言ってみなさいよ。

            「意味もわかんなかったな……」

            　虚しくて堪らないのに奇妙なおかしさがぽつりと湧いて、口端が痙攣する。

            　嘘みたいだ。

            　あんたがもう、何処にもいないなんて。

            『私がいるのに寂しいなんて言ったら、しばくわよ』

            　

            　

            　寂しいよ、凪沙。

            


            

        
        
            　　　シャム猫、気まぐれに興味を示せば

            　　　　　　　　　　　　　協力を受諾すること

            

            　エレベーターが七階への到着を知らせ、ゆっくりと開く扉から藤堂は廊下へと出た。

            　生徒会専用フロアにひと気がないことを確認すれば、普段の緊張感のある歩き方ではなく、ゆったりと歩く。

            　それでも背筋は伸びており、流れるように歩く姿は充分美しかったりするのだが、それを実際に目にする人間はいない。

            　繕っていない自分に少なからず安堵を感じて、藤堂は忌々しげに顔を歪めた。

            「何も知らないくせに」

            　今日一日、藤堂は嵐に言われたことが頭にチラついてどうにも苛立っていた。

            　前髪と眼鏡の奥に隠された、内側を暴くような瞳を思い出して舌打ちする。

            　どんなに足掻いても逆らっても逃げ切れず、仕方なく諦めと共に手に取った仮面を、何故、今になって剥がそうとする男が現れたのか。

            　藤堂はその理不尽なタイミングに心底腹がたっていた。

            　当の昔に仮面は皮膚と溶け合い、己の一部になってしまっている。そんな場所に爪を突き立てられたら、血が出るだけでは済まないだろう。

            　藤堂は今の自分がその痛みに耐えられるとも、耐えてまで剥がそうとも思わなかった。

            　何故、自分が足掻いているときに──差し出されたその仮面を押し返し、払いのける勇気があったときに──現れてくれなかったのか。

            　

            　あのとき、独りではなかったのなら──。

            　

            　そこまで考えて、藤堂は我に返った。

            　あんな地味でどうしようもない男に、何を揺さぶられているんだと己を叱責する。

            （ほんと、虫酸が奔る。醜いモノはさっさと）

            「死ねばいいのに」

            　誰を醜いと思っているかということには目を瞑って、藤堂は生徒会室の扉を開けた。

            「ああ？　誰に向かって言ってんだコラ。犯すぞ」

            「ばっかじゃないの？　邪魔」

            　独り言を拾われて驚いたことはおくびにも出さず、何故か扉の前で苛ついてる獅子尾を一蹴すると、藤堂は奥のソファに腰掛けた。

            　誰にも相手にされていなかったのか、藤堂の登場に構ってオーラ全開で駆け寄ってきた新城の額を押さえて飛びつかれるのを阻止し、珈琲を淹れてきてと極上の笑顔でお願いする。

            　余程暇だったのだろう、新城はそれを構ってくれるのだと判断したらしく、嬉しそうに大きく頷くと隣にある給湯室へと消えた。

            　不機嫌を隠しもせず藤堂がソファに腰掛けると、目の前に座っていた相良は少し観察するように目を細めてから声をかけてきた。

            「面倒を頼んで悪かったな藤堂。どうだった？」

            「一応、会場設営、料理、配膳、清掃、その他も含めて業者への確認を済ませて、書類は理事に回るように預けてきた。去年と同じところだし問題ないと思う」

            「くそっ、あの眼鏡。この俺様に一発くれてトンズラたぁいい度胸じゃねーか。絶対後悔させてやる！」

            「そうか、ピンブローチの発注は？」

            「それも済んでるよ。明後日サンプルを持って来させる。俺が決めちゃっていいんだよな？」

            「油断してたのが悪いんだろ。最近怠けすぎて鈍ってんじゃねーの？　つーか手ぇだしたら許さねぇかんな」

            「ああ。今年は白も黒も予備を含めて五個ずつで足りるだろう。後は進行手順の再確認と、白薔薇候補の絞り込み用のアンケート作成だな」

            「うるせぇ、誰が出すか、あんな眼鏡っ」

            「あ、そっか。イベントって今年は俺だよね？」

            「そっちだけじゃねぇよ。暴力もだ」

            「そうだ、それで実はちょっと藤堂に頼みたいことが」

            「一発は一発だろ！」

            「煩いんだよそこの二人！　喧嘩なら外でやれ！」

            　藤堂が扉の前でごちゃごちゃと揉めている獅子尾と氷室を一喝する。

            　嫌味こそ言うが、滅多に怒ったり大声をだしたりすることのない藤堂の怒鳴り声に、面食らったように獅子尾と氷室は押し黙った。相良でさえ軽く瞠目して、差し出しかけた資料を持つ手が止まっている。

            「どうしたんだ藤堂？　珍しくご機嫌斜めだな」

            「……別に」

            　珍しいものでも見るように声をかけた氷室から逃れるように視線を逸らすと、藤堂は気まずそうに足を組み直した。

            　様子のおかしい藤堂を中心に、なんとも言えない微妙な沈黙が訪れる。

            　それぞれが会話の糸口を掴み損ねていると、そんな空気をものともせずに機嫌のいい声が響いた。

            「昴っちは砂糖いくつだっけー？」

            「え？　あぁ、二つでいいよ」

            「あ、ゴメンちょっと多く入れちゃったけどいい？」

            　入れた後で聞くあたりが新城らしい。

            　熱そうにカップを運んでくる姿に藤堂も少し和んで、それにつられるように他の三人も肩の力を抜いた。

            「はい、どうぞ」

            「ありがとう」

            　藤堂がカップを受け取ると、その場を去ることなくじっと新城が見つめてくる。

            　意図を計りかねて見つめ返していると、相良が溜め息まじりに「飲め」と言った。

            　どこか同情を匂わせる声音を不思議に思ったが、藤堂は言われるままに一口飲んだ。

            「……ッ!!」

            　ザラリと舌を擦るそれがなんなのか、一瞬わからなかった。目を白黒させている藤堂の様子など気にもせずに、新城はにっこりと笑う。

            「美味しい？」

            「しんじょ……君、いくつ砂糖入れた……？」

            「八個」

            　その味を想像してしまったのか、藤堂の口の引き攣れ具合よりも、何故か相良の指先の強張り具合のほうが大きかった。手にしていた書類をテーブルにおいて、口元を押さえる。

            　藤堂は相良が珈琲を新城に淹れてくれと頼んでいるところを見たことがないことを、今さら思いだした。

            　おそらくは同じ目に遭ったことがあるのだろう。藤堂は相良に心底同情した。相良は性格に違わず、甘いモノが心の底から大嫌いなのだ。

            「ばっか、お前それ、飲みモンじゃねーよ」

            　常識を考えろ常識を、といつの間に移動してきたのか、獅子尾が藤堂の隣に腰掛けながら新城の額を叩く。

            　新城は痛いと毎度の如く大袈裟に叫んでから、獅子尾の手を避けるように相良の隣に逃げていった。

            　性懲りもなくピタリと密着して座るものだから、相良に離れろと肩を押されている。

            　藤堂が舌に残るグラニュー糖と戦いながら二人を眺めていると、獅子尾とは反対側に腰掛けてきた氷室が手を差し出してきた。

            「寄越せよ」

            「本気か!?」

            　氷室が相良と正反対に大の甘党であることは周知の事実だが、さすがに砂糖水としかいえない珈琲を寄越せと言われて藤堂は戸惑った。

            「くれてやれくれてやれ、こいつガムシロとかフツーに飲むから。余裕だろ」

            　獅子尾のセリフに再び藤堂と相良が絶句していると、氷室が藤堂の手からカップを取り上げた。

            　藤堂は無意識にカップの行き先を目で追ってしまったが、ごくりと呑み込む喉の動きからは耐えられずに目を逸らした。

            「この砂糖が舌の上でざりざりすんのが、美味いよな」

            「イ、イベントの件なんだがっ」

            「あ、あぁ。なんか頼みたいって言ってたな」

            　氷室を無視する形で相良が話を戻したので、藤堂も乗る。直視しがたい珍事から逃避するには、現実が一番だ。

            「生徒会に引き込みたい生徒がいるんだが、どうにも一筋縄ではいきそうになくて困っている」

            「俺に言うってことは、投票じゃ難しいってことか？」

            「そうだ」

            「えー、それは嫌だなぁ。俺が綺麗じゃないモノ嫌いなの知ってるでしょ？　イベントも逃げ切る気満々なんだけど？」

            「相手が周防嵐でも？」

            　乗り気ではなさそうだった藤堂の表情が、ピクリと微かに強張る。それを見逃さずに相良は返事を待ったが、ふいに横やりが入った。

            「おいおいおいおい、周防ってあの眼鏡だろ!?　冗談じゃねーぞ！」

            　ソファに背を預けてくつろいでいた獅子尾が上体を起こして相良に掴みかかろうとするが、氷室がそれを止める。

            「おい、止めんじゃ」

            「勘違いすんなよ蓮。俺も反対だ」

            「湊？」

            「なぁ、相良。さっきの俺の話聞いてた？　余計な敵は増やしたくないんだよね」

            「悪いが私情は挟まないでくれないか。俺は生徒会には彼が必要だと思っている」

            「いらねーよ！」

            「さて、彼の意見に助かったと言ったのは誰だったか」

            　相良の言葉にぐっと獅子尾が黙る。

            　確かに、嵐のあの意見や発想は今後の生徒会を変えていける斬新さがあるのは認めざるを得ない。実のところ、乱れつつある風紀を立て直したいと誰よりも思っているのは獅子尾だった。

            　だからこそ、面倒だと思っていた生徒会長という椅子にも大人しく座ったのだ。

            　獅子尾は改めて周防嵐という男を思い出して、思わず腹を押さえた。ズキリと痛んで、眉間に皺が寄る。

            　とんでもない方法で繰り出された一撃だったのに、しっかりと急所を押さえているあたりが益々憎らしかった。

            　素人の偶然か、それとも──。

            「うん？」

            　何かが脳裏で閃きそうになって獅子尾は首を傾げたが、藤堂が立ち上がったことに気を取られて霧散してしまった。

            「いいよ、その話乗った。俺もあの男には興味がある」

            　藤堂が相良を見下ろしながら、告げる。

            「方法は？」

            「俺が考えるよ。なんてったって新歓のメインイベントの主役は俺だからな」

            　氷室の非難と何故か妙に喜んでいる新城の歓声に耳を貸すことなく、藤堂は生徒会室を後にした。

            


            

        
        
            　　　雨音が呼び覚ませしは──

            

            　雨は嫌いだ。

            　そもそも俺が入学式に出られなかった原因も、春先にもかかわらず断続的に降り続いた雨のせいだった。

            　雨の日はすべてが最悪で、身体は怠いわ頭痛は酷いわで、何をするにも一苦労だったりする。

            　ようするに、今、ベッドから起きあがるのにも相当な労力を要するわけだ。

            「……ッ。どうにも、寝苦しいと思ったら」

            　ごそりとベッドの中で身じろぐ。

            　布団に潜り込めば雨音は消えたが、それで雨が降り止むわけもなく、俺は溜め息を一つついてから覚悟を決めて上体を起こした。

            　雲に覆われた太陽の薄ぼんやりとした光が、カーテンの隙間から洩れている。二日酔いとはまた違う、けれどそれ以上に脳を揺さぶる痛みに眉を顰めた。

            　痛みで焦点の合わない視界は、元の悪さも手伝って目眩と吐き気を感じるほどに歪んでいた。何度か浅い呼吸を繰り返してから唾を呑み込んで、それをやり過ごす。

            　今日が土曜でよかったと、心底思った。

            （あまり寝た気がしない）

            　真夜中あたりから降り始めたのかもしれないと、俺はあたりをつけた。

            　寝る前じゃなかったことに感謝する。

            　雨が降っていると、俺は眠れない。寝ついてから降った場合は、眠りが浅くなる。

            　もしかしたら、魘されてすらいるかもしれない。

            　それを確かめる気はないが。

            　原因はわかっている。わかっていたところで精神的なものだから、それが治るかは自分次第だ。

            　だが、こうなった原因である出来事を忘れるつもりはないし、俺は俺を許すつもりはない。

            　むしろ雨の日しか苦しまないのは、温ぬるいとすら思う。

            　それでも結局は俺も人間だから、罰みたいなこの痛みを受け入れていても、やはりどこかで逃げだしたいと思ってしまう。

            　晴れていれば安心するし、曇っていれば雨が降らないことを願ってしまう。

            「最低だな」

            　ベッドから降りて、段ボールからだしたはいいが整理し損ねている細々とした日用品の山から頭痛薬を探す。

            「……あれ？」

            　見慣れた青い箱が見あたらなくて、ここに来てからはまだ飲んでないよな、と思考を巡らせる。そこまで考えて、薬を切らしていたことをようやく思いだした。

            　三月の中旬に飲みきってしまったのに、手続きや準備に忙しくて買いに行かずに我慢した挙げ句、入学式当日に倒れ、迎えに来た帝さんに病院に運ばれたのだ。

            　二、三日個室に押し込まれたが、雨が止まなければそう回復するわけもない。それでも落ち着くまではと言われたが、高校に行くと決めたのに出鼻を挫かれた俺は、一日も早く入寮を済ませたくて病室を抜けだした。

            　幸い、アパートの荷物は寮に送った後だったし、制服は帝さんが病室まで持ってきてくれていた。

            　寮に来た時点で俺の所在を帝さんは把握しているだろうから、特に病院側で問題になってはいないだろう。

            　帝さんだって、俺の身代わりの如く置き去りにした携帯電話を発見して、やられたと思っているくらいに違いない。

            　枕に頭をのせ布団をかぶっている携帯電話を見て肩を落とす帝さんを想像すると笑える。

            　それを仕込んでいる俺も滑稽だが。

            　とにかく、薬のことなんかすっかり忘れていた。

            　というか入学してからこっち、そんなことを思い出す暇も無かった。

            　校舎で迷った挙げ句に相良に担がれるという珍事から始まった日々に、重い溜め息が出る。

            「点滴受けてから抜け出せばよかったんだよな──」

            　そうすれば、あんな、男としては屈辱的な運ばれかたをしなくても済んだのだ。軽々と持ち上げられていた自分が情けない。

            　正に、後悔先に立たず、だ。

            　色々考えていたら血の巡りが良くなってきたのか、多少怠さの抜けた身体を動かして身支度を整え、俺は部屋を出た。

            　保健室以外にも診療所という単語がでてくる疑問を加狩にぶつけたら、保健室以外にマジで病院並の診療施設があって、医者を校医として常駐させているらしい。

            　そっちに行って処方箋を出してもらうという手もあるだろうが、俺はそんな面倒で金のかかることをする気はないし、効き過ぎる薬は望んでいない。

            （痛みは、動ける程度に和らげばいい）

            　総てを我慢するとろくなことがないのは身に染みて痛感したし、雨が長く降り続くようなら悪化する可能性だってある。まして明日は新歓だ。俺の希望に添う薬があるであろう、寮の一階にある売店へさっさと行くのが吉だ。

            　こんなヘロってるときに氷室なんかに部屋に来られたらそれこそ最悪だが、生徒会室でドロップキックを喰らわせて以来、生徒会の仕事が忙しいらしくここには来ていない。

            　今日も絶対に来ないとは言い切れないが、実際のところ来ない確信はある。

            　原因は、獅子尾と新城先輩だ。チラチラと一年のホームルームフロアや寮で二人を見るようになった。いるだけで異様なほど騒がれるから、すぐにわかる。

            　こればっかりは逃げるには都合がいいので感謝だ。

            　バレていなくても、顔は出来るだけ合わせないに限る。

            新城先輩に至っては、俺を捜すのに俺を使う気満々だし。

            　しかも二人が誰かを捜しているらしい、と一部の生徒は浮き足立っている。

            　そして、やっぱりというか予想通りというか、問題はどちらかというと新城先輩だ。

            　獅子尾は取り巻く生徒をウザそうに払いながら勝手気ままにうろついてるからいいが、新城先輩は「僕の王子様を捜してるの！」と笑顔で宣言し、協力しろとは言わないものの、己の目的を広めまくっているのだ。おかげで浮き足立っている生徒とはまた別に、一部の生徒が恐ろしいぐらいに殺気立っている。

            　公開されている似顔絵がアレだってことに、俺は心の底から神に感謝した。

            　もう、あの黒い物体が俺ってことでいい。

            　素顔でも絶対結びつかないだろうが、眼鏡と前髪と最近大人しいヤツを観察して学んだ目立たない立ち居振る舞い──主に猫背、通路を歩くときは常に壁スレスレとか──な俺には誰も辿り着けないだろう。

            　何人かは思い切って「俺をお捜しですか」と新城先輩に名乗り出ては玉砕しているが、それに倣って俺が名乗り出てもスルーしてもらえる勢いだ。

            　騒ぎが何処かで聞こえる度に移動する俺を姫宮は訝しげに見ていたが、騒がしいのは嫌いだと言えば渋々納得して俺に合わせてくれた。

            　本来ならば、俺が姫宮の行く場所についていくのが約束として正しいんだろうが、ダサ眼鏡っぷりに磨きがかかったことが、本気で静かに過ごしたいと思っているんだといういいアピールになったらしい。

            　とにかく、獅子尾と新城先輩がそうやって職務放棄しているとばっちりが氷室達に行っているらしく、本気で忙しいらしい。

            　一度だけ二人を連れ戻しに来た相良を目撃してしまって、後悔した。目が全ッ然笑ってない笑顔で、「逆らったら殺される！」って感じだった。

            　実際、その空気が読めずに駄々を捏ねた新城先輩が、痙攣するまで首を絞められていた。

            　新歓の準備の他に、同好会の昇格申請とか部活動の予算とかその他の案件も色々あって、今の時期は学園祭前と同じくらい忙しいのだと染谷先輩が教えてくれた。

            　あの事件の数日後に、お礼と言って手作りのホワイトシチューを持って部屋を訪ねてくれたのだ。

            　それがもう、めちゃくちゃ美味かった。

            　氷室は馬鹿だと思う。どう考えたって染谷先輩は遊びじゃなくて本命タイプの人間だ。貴重種だ。

            　俺だってそれなりに遊んだが、遊ぶ場所が場所だったからか、こういうタイプの女には巡り会えなかった。

            　こんなに可愛くて、料理が上手いなら男でも嫁に貰いたいと一瞬本気で思った。

            　奥ゆかしい性格がまたいい感じだ。

            　そんな馬鹿げたことを考えられるくらい、本当に美味かった。

            　料理の力は偉大だ。料理上手な妻は浮気されないってのは事実だと思う。俺だったらしない。美人妻と美味い夕飯のために、仕事が終わったら即行で帰宅する。

            「……はぁ」

            　馬鹿げたことに思考を巡らせて現実逃避をしていたのはいいが、通路に出てから濃くなった雨の匂いに面白いほど体調は下降気味だ。しかも一階には出入口があるから、さらに雨の気配は濃くなるだろう。

            　エレベーターホールに向かいながら、思わず溜め息が洩れた。

            　眼鏡の存在が頭痛を助長するようで、くらくらする。

            　視界が歪む不安定さと天秤にかけて、俺は眼鏡を外すことにした。まだ朝早いからか通路にひと気はないし、そもそも顔を上げて歩けないのだから平気だろう。

            　湿った空気はヒヤリと冷たいのに、嫌な汗はじわりと額や背に滲む。背筋を流れた汗にゾクリと震えて、眼鏡を持っていた指先から力が抜けた。

            　滑り落ちた眼鏡が乾いた音をたてて、通路に落ちる。

            　それが運悪く踏みだしたつま先に当たって、エレベーターホールと階段の境目に置かれていた観葉植物の鉢裏に滑り込んでしまった。

            「あぁ、もう……」

            　言葉と共に痛みと苛立ちを吐き出しながら上体を屈めると、あの独特の、内側が波打つような前兆に目の前が一瞬真っ暗になった。

            　思うよりも早く口元を手で押さえて、蹲るように腰と膝を落とす。落とすと言うよりは落ちたという感じで強かに打ち付けた膝が痛かったが、込み上げてくる吐き気と緊張に速まる動悸でそれどころじゃない。

            （──最悪だ）

            　前のめりに屈んだのが悪かったんだろうか？

            　胃は空っぽだから大惨事にはならないだろうが、胃液だろうがなんだろうが、こんなところで吐きたくはない。かといってトイレに駆け込むには、距離がありすぎる。ここでじっとして、波が収まるまで耐えるしかないだろう。

            　こういうときこそ深呼吸と思うが、ゆっくり息をするのは意外と体力がいる上に、忙しなく息を吐くほうが気が紛れる気がする。

            　どっちの呼吸がこの状態を打破するに有効なのかと、他人事のように考えていた。

            「おい、お前」

            　覚えのある場所と、覚えのある展開だったが、反応する気力がなかった。

            　この声を背後から聞くのは何度目だろう。

            「どうした、気分でも悪いのか？」

            　具合が悪そうな相手には、それなりに気を使うらしい。

            　様子を窺うような手が背に触れて、顔を覗き込まれた。

            　あんたも氷室も、顔を近づけるときの距離がおかしいって。近いって。癖なんだろうか？

            　それとも俺だと気づいたからか？

            　裸眼ですらハッキリ見えるほど顔が近づくと、はっとしたように獅子尾は息を呑んだ。背に触れていた手が、ヒクリと揺れる。

            　俺だと気づいてはいなかったらしい。　

            「──お前か。おい、大丈夫かよ？　真っ青だぞ」

            　俺が探している相手だと気がついて驚いたようだったが、気遣うことを優先したようだ。

            　よほど青い顔をしてるのかもしれない。

            　でも四割くらいは絶対に目の前の男が原因だ。雨の日には氷室より会いたくない男だ。

            　本当に、会いたくない。

            「ウザい……顔、近づけ、んな……」

            　誰かが通りかかるなら、素直に助けてもらったかもしれないくらいには参っていた。

            　けど、この男はだめだ。獅子尾の顔は、やっぱり帝さんに似ている。

            　その顔で雨の日の俺の心配をしてほしくない。

            （っていうか俺様神様のくせに、休日の早朝にうろいてんじゃねぇよ！）

            　目の前の男を見ていたくなくて、俺は内心で悪態をつきながら逃げるように目を閉じた。

            　それにつられるように意識が遠のいたのはさすがに予定外だったので慌てたが、指一本動かなかった。

            　薄れゆく意識の中で、今度から三箱くらい予備も買おうと心に固く誓う。

            　

            　薬がないと本当にろくなことがない。

            　目が上手く開かない。

            　首筋を伝う生温い液体。

            　荒く、けれど弱い息づかい。

            　

            　雨の音、が──煩い。

            　声が、よく、聞こえ──ない。

            　凪沙の声が────聞こえない。

            『ぁ……らし、……どに、つた、……て』

            　そんな大事なこと、自分で言えよ。

            　自分で！

            　自分の声で!!

            　雨の音が煩い。

            『……ねが、いよ……』

            　

            　煩い、煩い、煩い──!!

            　

            「──ろって！　起きろ！」

            「──ッ!?」

            　意識が一気に覚醒して、ビクリと身体が跳ねる。咄嗟に状況が把握できなくて、異様なほど速い鼓動を持て余しながら視線をさまよわせた。

            　直ぐ近くに、ぼやっと人影がある。何度か瞬きすると、それは獅子尾になった。

            （そうか、俺──）

            　ここは何処かを訊こうとしたが、喉が渇いていて声が出なかった。

            「ああ、ちょっと待ってろ」

            　獅子尾は俺と視線が合ったことに気づくとほっとしたような顔になって、俺の肩から手を外した。

            　じわ、と肩に血が通うのがわかる。相当強く掴まれていたらしいが、手を離されるまで全然感覚がなかった。

            　肩の痛みをきっかけに、身体の感覚が戻ってくる。

            　多少の怠さと、魘うなされて起きたとき独特の気分の悪さはあったが、頭痛は殆どしなかった。

            　ゆっくりと身体を起こすと、獅子尾が手に水をもって戻ってきた。「ほらよ」と差し出されたが、手に力が入らなくてコップを落としそうになる。

            「っと、おいおい、マジで大丈夫かよ」

            　慌てて持ち直した獅子尾が、呆れるように言った。

            「……ここは？」

            　獅子尾の発言を無視して質問する。予想以上に掠れた声が出て俺も驚いたが、獅子尾もひょいと片方の眉尻を上げた。

            「何て言ってんのか聞こえねーよ、仔猫ちゃん」

            　水の入ったコップを目の前で揺らしながら言われて、思わずムカっとくる。俯いて、なんとか口内に唾液を溜めて潤そうと試みた。

            （えーと、なんか方法あったよな。そう、梅干しだ梅干し。梅干しを想像して──）

            　もう少しで梅干しの酸味が思い出せるってときに、くっと獅子尾が喉奥で笑って集中を乱される。

            　更にむかついたが、喉を潤さないことには文句も言えないので、追い払うように左手を振った──ら、掴まれたんですけど。

            「……獅子尾？」

            　少し引いても強く握り直されるだけで、離してくれる気配がない。仕方なく顔を上げて睨みつけると、正にニヤリって感じで笑いやがった。

            「弱ってても気ィ強いのな」

            　そう言うと、見せつけるようにコップの水を飲みはじめる。

            　俺のじゃねーのかよ！

            　これはあれだ、宣戦布告だ。梅干しを想像してる場合じゃない。

            　自由だった右手を伸ばしてコップを掴み、奪おうとしたら、あっさりと獅子尾の手が離れた。

            　瞬間に、悟る。

            （──わざとか！）

            　息を吸う間も無かった。

            　掴まれていた腕を思いきり引っ張られ、吊り上げられるように膝立ちになる。コップを俺に渡したことで開いた手で顎を掴まれ、ぐいと上向かされた。

            「っ！　……なにす、むぅ!?」

            　強引にキスされ、顎を親指で強く押される。自分の意志ではなく、口が開いた。

            「──ん、ぅっ、ッ！」

            　獅子尾の舌と共に、水が口腔に流し込まれる。抵抗する間に取り落としたコップが絨毯に落ちて鈍い音をたてたが、それどころじゃなかった。重力に従ってどんどん流し込まれる水を、半ば反射で飲み下す。

            　上向いたままの体勢で喉を動かすのは苦しくて、最後の一口というか、少なくなった水を飲むときに気管に入って咽せた。

            「ッ、ごほっ──ッ」

            　咳で呼吸が乱れ、身体が引き攣る。

            　そんな俺の様子を楽しそうに見つめながら、獅子尾の唇が離れた。

            　息を整えようと喘ぐ俺に比べ、獅子尾の顔は余裕そのもので、俺は苛立つままに顎を掴んでいる獅子尾の手首を掴んだ。

            　手首の骨はそれなりの力で圧迫すればかなり痛いはずだが、寝起きで、しかも雨のせいでヘタっている俺の握力は自分で思っているよりも弱くて、内心で舌打ちする。

            　実際、獅子尾は痛みに手を離すことも眉を顰めることもせずに、ただ口端を少し上げた。

            「抵抗出来ないのに相手を煽るのは、自殺行為だと思わねぇか？」

            　すごい楽しそうなんですけど？

            　これは、ちょっと、ホントにやばいかも──とか、今更ながらに思ってみたり。

            　もう遅いですか？　そうですか。

            　いや、諦めるわけじゃないけど！

            　とにかく時間だ。手を考える時間を稼がないと！

            「あ！　相良！」

            「はいはい、そりゃ大変だな」

            「ホントだって、うし──ちょっ、まっ……うっ！」

            　この野郎ぉ。

            　明日が新歓なんだから、絶対忙しいはずなのに！

            　絶対逃げ出して来てるはずなのに！

            　今度は舌に水の橋渡しという役割はない。あきらかに愛撫の意図をもった動きで、獅子尾の舌が俺の舌を絡め捕る。

            「むっ、てめっ、──ッ、やめっ」

            　身体を押し返そうにも腕に力が入らなくて、腕の厚み分の距離しか拒めない。仕方なく角度を変えてキスし直される度に制止を訴えるが、自分でも何を言っているのかわからなかった。

            　それでも抵抗をやめない俺がわずらわしかったのか、獅子尾の手が後頭部に回る。

            「……ッ、──ふっ」

            　深くなるキスに意識が快感を拾い始めて、鼻から洩れる息が微かに熱くなった。

            　これはよろしくない。かなりマズイ。

            　あああああ、男の唇も女とそんなに変わらないなんて知りたくなかったんですけど！

            　しかも三人！　こいつに至っては二回目！

            　舌を甘噛みされる度にひくりと乱れる呼気に感づかれて、ぐっと体重をかけられた。

            「……うぁっ」

            　ベッドに沈む瞬間に微かに歯がぶつかる。その痛みでようやく気がついた。

            　そう、さっきも思ったが、こいつは二回目だ！

            　俺は覚悟を決めると、自分からも獅子尾の首に手を回して引き寄せた。一瞬、獅子尾の舌が驚いたように引っ込んだが、それを絡め捕って己の口内に引き戻す。

            　更に奥へ誘い込むように吸い上げると、くちゅと互いの唇の隙間から水音が零れた。

            「んっ」

            　獅子尾の手が俺の身体を滑り、指の腹で胸を押し上げた瞬間、俺は獅子尾の舌に噛みついた。

            「っ!!　てめ、またっ」

            　ビクッと身体を跳ね上げて獅子尾が離れる。押さえた口元から、ぼたた、と血が零れた。

            　かなり痛そうだが、自業自得だ。

            　ちょうど噛みつく瞬間に乳首なんか触るから、威嚇のつもりが思いきり噛みついてしまった。

            　何考えてんだこの男は。

            　俺はベッドの上を体育座りの格好で後ずさり、獅子尾と距離を開けた。

            　微かに痺れ、濡れた感触のある唇を手の甲で拭う。何気なく見やると、少し赤くなっていた。

            　思わず眉を顰めてシーツになすりつけていると、獅子尾が何してんだコラと凄む。

            　口元を押さえた指の隙間から血が滴ってる時点で、迫力ゼロだ。ある意味、ホラー要素はあるが。

            「弱ってる人間に、なにディープなことしてくれてんだあんた」

            「てめーこそ恩人になんてことしてくれてんだ。人がせっかく拾ってやったのに」

            「だったら保健室とか診療所に連れてけよッ」

            「んなの拾った俺の勝手だろ。それが嫌なら俺の前で倒れんじゃねーよ」

            　どこの馬鹿の理屈だ！

            　怒りと体調不良で頭がくらくらする。

            （…………あれ、）

            　ふいに獅子尾のシャツを染めていく血が思った以上に多いことに気がついて、さっと身体から血の気が引いた。

            　ぽつぽつと、侵食するように白いシャツが紅に染まっていく。

            　途端に雨の音が耳の側まで近寄ってきて、ぐっと意識が深い場所へ吸い込まれた。

            　キン、と耳の奥で不快な金属音が反響する。

            「だいたいなぁ、俺の部屋まで運んだっつっても起きるまでは何もしてねーんだぞ？　校医呼んで点滴打ってる時も、終わったあとも！　付き添っててやった挙げ句に魘されはじめたから起こしてやったんだぜ？　なのに、その礼がコレ……おい？」

            「しゃ、しゃべるな！」

            「は、ちょ、何……むぐっ!?」

            　シーツを掴んで起きあがり、目の前の男の口元に押しつける。息が出来ないとか、派手な出血はとうに収まっているとか、そういうことは全然頭になかった。

            　ただ足場が無くなるような感覚が強くて、その恐怖を想像して膝がかくりと折れる。

            「おわっ、っ」

            　仰け反った体勢では俺の体を支えきれなかったらしく、男はそのまま俺に押し倒される形で床に転がった。背と頭を打ち付けて、男が呻く。

            「っ、おいっ！　いい加減にしろよ！　何考え──」

            　男が痛みに涙目になりながら、俺の手を強引に引き剥がした。

            　眼前に退かされた俺の手は、みっともなく震えていた。

            「だめ、だ……って。止血、止血しないと」

            「ちょっ、お前！」

            　シーツで口を押さえようとするのに、男はそれを拒む。どうして拒むのかわからなくて、俺は混乱した。

            　血が止まらないと──死んでしまうのに。

            「邪魔すんなよっ！　みかっ、帝さんまでいなくなったら、俺、おれ……!!」

            「いい加減にしろって！」

            「いッ！」

            　俺の手首を掴んでいた男の手に、骨が軋むほどの力が込められる。突き刺さるように向けられた冷たくて、でもものすごく熱い視線が、目の前の男が帝さんではないということを思い出させた。

            「……ぁ、帝さんじゃ……な……」

            　

            　──俺の前で、二度とその名前を口にするな。

            　

            　あのとき言われた言葉が頭を過ぎったが、獅子尾は何かを言いかけたまま、何故か動きを止めていた。

            　俺はまだ少し混乱していて、退けばいいのに獅子尾に跨ったまま、急速に温度を下げていく漆黒の瞳をただ見つめていた。

            　どれくらい経ってからか、俺の手首からするりと獅子尾の手が外れる。

            「お前……マジで、ちょっとヤバいな」

            　手首から離れた手が、俺の頬に触れる。手のひらの温度に刺激されて、睫毛が震えた。

            「真っ青な顔しやがってるくせに……綺麗で、ムカツクんだよ」

            　ポタリと獅子尾の唇に透明な雫が落ちて、当然のように獅子尾がそれを舐め取る。綺麗なんて言葉は俺に似合わなすぎて、唇が自嘲に歪んだ。

            　それを見て、獅子尾が不快そうに眉を顰める。

            　頬に触れていた手がうなじに回り、ぐっと引き寄せられる。逆の手も腰に回って、拘束された。

            　俺は間抜けにも、その一連の動作に抵抗の一つもしなかった。

            「大人しいな」

            「！　あっ、なにすん、だよ……っ」

            　小さく笑われてから、今更のように獅子尾の上から起き上がろうと腕に力を込めると、意外なことに簡単に起きあがれた。

            　当然だ。獅子尾の上体がくっついてきてる。

            「……な、なん……ッ」

            　完全に、獅子尾の腿に座り込んだ状態で抱き込まれていた。

            　恐ろしく恥ずかしい体勢に、俺は獅子尾を引き剥がそうと両肩を掴んで押したが、獅子尾の腕が俺を抱き寄せる力のほうが強くてどうにもならなかった。けれど、それ以上、何をしてくるでもない。

            「お、おい……獅子尾ッ」

            　名を呼んでも、獅子尾は無言だった。どうしたらいいか戸惑っているうちに、密着している胸から獅子尾の体温と鼓動が伝わってくる。

            　伝わる温度があるだけで、さっきまでは恐ろしくて堪らなかった血の色と匂いが、生きている証にすり替わった。波が引くように、すっと恐怖が薄れていく。

            　獅子尾の肩を掴んでいる手が震えていることにようやく気がついて、どうして獅子尾がただ抱き締めてくれているのかに気づいた。

            　嫌だな、と思った。

            「…………。あんたってさぁ、嫌な奴だな」

            「はあ？」

            　ぼそりと零した声に、獅子尾の頭が微かに動く。

            「嫌な奴だ」

            「……どういう意味だよ」

            　理不尽な言葉に、獅子尾が眉を顰める気配が伝わる。

            「おい、なんで俺が嫌な奴なんだよ」

            　獅子尾が俺の顔を見ようとしたのがわかって、俺はそれを阻止すべく両手を獅子尾の肩から後頭部に移した。

            　震えを抑え込むように力を込めて頭を抱き込むと、獅子尾は俺の顔を見るのを諦めてて、微かに身を捩ってから俺を抱え直した。

            　釈然としていないくせに、獅子尾は何故、とはもう言わなかった。

            （──嫌なヤツ）

            　弱ってる時に、優しくしないで欲しい。

            　この男の心臓の音がうるさくて、雨の音が聞こえなくなってしまう。

            　温もりが心地よくて、震えが止まってしまう。

            　受けている罰から、不用意に救い出さないで欲しい。

            　勘違いしてしまう。

            　

            　もう、赦されてもいいのかもしれない──と。

            　

            「まだ全部……終わってないのに」

            「ああ？」

            　怪訝そうな声が身体に響く。

            　その低い声や触れている胸板。背に回った腕、太腿、当然だが体臭混じりの香水も──全部、全部。

            　相手が男なんだということを、俺に知らしめていた。

            「…………」

            　少しずつ気力が戻ってくると、俺を抱き締めているのが獅子尾だという現実に、無性に腹がたった。

            　理不尽を承知で、八つ当たるように髪をぐしゃぐしゃに掻き回す。

            「おいこら、てめっ──」

            　さすがに声を荒げた獅子尾の言葉を遮るように、俺は捲し立てた。

            「固ぇんだよ、てめえは！　ちっとも柔らかくないし、気持ちよくねぇし、小さくないし、甘い匂いもしねぇ！いいか、獅子尾。俺とイイコトしたいんだったらな、ぷにぷにした可愛い系の女に生まれ変わって来い！　そうしたら──」

            「そうしたら？」

            　息が続かなくなって言葉を句切った間に、獅子尾が言葉を重ねてくる。どこか面白がる気配に、俺の口端もつられて笑んだ。

            「そうしたら、失神するまで可愛がってやるよ」

            　ひゅと空気を吸う音がして、俺を抱く腕の力が緩む。しかし次の瞬間には、先ほどまでとは比べものにならないほど思いっきり締め付けられた。

            　肺が圧迫されて息が詰まったが、それが攻撃ではないとわかっていたので抵抗はしなかった。

            　いうなれば衝撃の反動、と言う感じだ。

            　ときおりひくつきながら、獅子尾は耳元で遠慮なく大笑いしていた。腹が苦しいのか、それに耐えるようにぎゅうぎゅう俺を締め上げてくる。

            「いてっ、おい、潰す気か!?」

            「だってお前っ、あははははは！　お、俺にそんなセリフいっ、言ったのは……っお前が、初めて、だぞっ！」

            　冗談ではなく可笑しくて堪らないらしく、ヤベェとか苦しいとか喘ぐように言いながら、なんとか衝動を落ち着かせようとぐっと息を止めては吐き出している。

            　俺としては本気で言っているので、めちゃくちゃムカついた。

            　そりゃ、獅子尾に比べたら男臭さはないかもしれないが、俺だって男だ。

            「はー、はーっ、やべぇ……死ぬ……ッ」

            　獅子尾はひとしきり笑いまくったあと、気持ちを切り替えるように大きく息を吐いて、なんとか笑いを止めたようだった。

            　盛大に笑ったからか、心なしか体温が上がったように感じる。

            　いい加減離れようと足に力を入れたら、阻むように肩に顎を乗せられた。

            「おい、邪魔すんなよ。いつまでも固ぇ腿に座ってたくねぇっつの」

            　俺の非難を無視して、もぞっと顎が肩を擽る。

            「……狩るとか言ってる場合じゃねーな」

            「あ？　何か言ったか？　つかくすぐってぇから、顎乗せてしゃべんなよ」

            「いーだろ、少しくらい。なあ、名前は？」

            「は？」

            「お前の名前だよ。なんつーんだ？」

            「山田太郎」

            「犯すぞ」

            　怒るにしても、その即答はねぇだろ！

            　何なんだ、この学園はよ!?　ほんと身も蓋もねーな！

            　青少年の健全な育成について真剣に考えたくなってきましたよ、俺は！

            「あんたなぁ──」

            　本気の発言じゃなかったとしても、膂力も体力も勝るであろう男が今の発言をしたら、立派な脅迫だ。

            　それは生徒会長としてどうよ？

            　と、場違いにも諭そうとしたんで、す、が！

            「………ッ!?」

            　俺がそれに気づいて身を強張らせると、獅子尾がクッと喉奥で笑った。尻の下で存在を主張している熱を感じて、内腿が緊張する。

            「おまっ、なん、何で勃たってんだよ!?」

            「若いから？」

            　理由として充分通用する──じゃないじゃない！

            　ここには俺しかいないんですけど!?　授業中に女生徒や女教師に反応しちゃうのとはワケが違うっつーの！

            　だいたいここは恥ずかしがるとこだろ!?

            　なに堂々と──、

            「ひっ」

            　腰を掴まれて、わざとらしく下肢を押しつけられる。

            　喉が引きつり、自分でも信じられないくらい情けない悲鳴が洩れた。

            　今まで迫られても、こうも直接的に欲情していると伝えられたことはなかったので、本気で怖いんですけど!?

            「お前ホントにノーマルなんだな。色っぽい顔するくせに」

            「いや、ちょっと、離せって！」

            「お、いいね。すげー興奮する」

            「!!」

            　逃げようと暴れていた身体がビシッと硬直する。さっきより絶対にデカくなっているそれを感じて、俺は泣きたい気持ちになった。

            「マジ、勘弁してくれ」

            「しょーがねーだろ。ヤりてぇって思ってる相手とくっついてて勃たねぇほうがヤベぇよ」

            「さっきまでは何だったんだよ！」

            「いや、正直、遊び気分、からかい半分っつーの？　ベッドに連れ込むまでは欲情とはまた別っつーの？　そんな感じだったんだけどなぁ」

            　そこで獅子尾は言葉を切った。まるで自分を落ち着かせるみたいに、深く息を吐き出す。

            「殴るわ噛むわ暴言吐くはするくせに──あんなの、お前、卑怯だろ？」

            「はあ？」

            「なんつーか、お前は遊ぶ相手じゃねぇな。そんなつまんねぇ相手じゃねぇよ」

            　肩に触れた手が引き離すように俺を押して、正面に獅子尾の顔がくる。今までとは違うその眼差しに、俺を好きだと言った時の氷室を思いだした。

            　途端に、どっと冷や汗が背中に滲む。

            　狼狽が顔に出まくっていたんだろう、獅子尾がふっと笑った。

            「俺は、お前が欲しい」　

            「……………」

            「俺のものになれよ」

            　凪沙……、まさかこれは、復讐だったんだろうか？

            　ごく普通の学生生活を俺にさせたかったんじゃなくて、男に追い回される恐怖を味わえと、帝さんと組んで俺を白獅子に放り込んだのか？

            （欲しいって……男に言われても嬉しくない）

            　凪沙がそんなことを考えるわけもないのに、逃避を求める俺の思考がありもしない策略を捏造する。

            　だいたい男子校だからって、こんなあからさまに男に求愛するか、普通？

            　それとも俺の回りにだけマイノリティに対する背徳感が欠落している連中が集まってるのか!?

            　はっ。生徒会？　そうだ、俺の回りじゃない！　生徒会だ。総ての元凶は生徒会じゃねーか！

            　強い憧れが恋慕と区別が付きにくいことなんて、俺だってわかる。そして憧れを一身に集める連中の回りに、本気だろうが錯覚だろうが勢い余った奴らがいるのは当然だ。

            　氷室といい、新城先輩といい、こいつといい──。

            　

            　あれ？

            　

            　俺に迫ってるのは、生徒会役員じゃねーか！

            　まてまてまて、どういうことだ!?

            　あああ、わけわかんねぇ！

            「……な、なんで俺!?」

            　思わず洩れた言葉に、獅子尾は何かを考えるような雰囲気を見せてから、すぐに口端を上げた。

            「へぇ、俺以外にもちょっかい出してる野郎がいるみたいだな？　まぁ気持ちはわからなくもねぇけど」

            　とか言いながら、値踏みするように俺を見るのはやめろ！

            「で、名前だよ。名前。お前、マジで見つからなくてすげぇイライラしたんだからな。どんな手使ってんだよ」

            　眼鏡かけて猫背で隅を歩ってるだけですが何か？

            　俺が黙っていると、獅子尾の目が妖しく輝く。

            「さっさと吐いたほうが身のためだぜ？　居場所を把握できる情報を提供しないつもりなら、ここから帰さねぇからな」

            「なっ！」

            　絶句する俺をよそに、獅子尾は足首より首だよな、とかベッドの周囲に視線を移しながら思案し始める。

            「色は赤で……鈴もつけてやろうか？」

            　するりと囲うように首に触れられて、それが何を意味しているのかに気づいた。

            （俺に首輪つけようなんざ、いい度胸じゃねぇか！）

            　支配欲を見せつけられたことで、俺の中で強い反発が生まれる。それはすぐに純粋な怒りに代わり、衝動となって弾けた。

            「っんの、変態野郎がっ!!」

            　勢いよく両手で獅子尾の頭を掴み、思いきり引き寄せる。ガッと固く鈍い音が響いて、目の裏に火花が散った。

            　相良に喰らわせたときより、勢いも力もないから中途半端に痛い。

            　だが、獅子尾から逃れる隙を作るには充分だった。首にかかっていた手を振り解いて、立ち上がる。

            「山田太郎だっつってんだ、ろ！」

            　額を押さえている獅子尾の背中を思いきり足の裏でどついてから、俺はダッシュで部屋を飛びだした。

            　靴に足を無理矢理突っ込んで、勢いを殺さずに玄関扉を開ける。

            　開けたのに、もう一枚壁があった。

            「ぶっ！」

            「おわっ」

            　この勢いで顔面から突っ込んで首を痛めなかったのは奇跡だと思う。よろめいた俺の身体を、体当たりをかまされた男が支えてくれた。

            「悪い、大丈夫か？　くそっ、あの野郎。仮眠するっつったくせにやっぱ連れ込んで──」

            　鼻を押さえて見上げた俺と、男の目がぴたりと合う。

            　妙にゆっくりと目を見開いた男は、唖然とした面持ちで「周防？」と俺の名を呼んだ。

            「ひ、氷室」

            「なんで蓮のとこにお前が──」

            　絶句している氷室に何を言ったらいいかわからず戸惑っていると、後ろからものすごい音がした。

            　おそらくは寝室の扉だ。

            　氷室の視線が奥に移って、誰かを捉えたのがわかった。向こうも同じだったのだろう。

            「湊！　そいつ逃がすな！」

            「ヤベっ」

            「あっ、待てコラ！」

            「すお……!?」

            　待つかアホ！

            　氷室を思いきり突き飛ばして一気に通路を駆け抜け、階段をほとんど飛び降りるようにして下る。獅子尾が点滴がどうとか言っていたのは本当らしく、随分と体調は良くなっていた。

            　しかし氷室がいた以上は自室に帰るわけにもいかないし、身を隠すあてもない。

            　どうしたものかと思案していると、六階の踊り場から見えた五階の通路に女神がいた。

            　俺の視力じゃ殆どぼやけてしまっていたけれど、あの癒し系オーラを間違えるわけがない。

            「先輩先輩先輩！」

            「ひっ、だ、誰!?」

            　ちょうど部屋に入るところだったらしく、今まさに扉を開けていた後ろから、相手ごと押し込むように部屋に入る。

            　すぐに扉を閉めて、鍵をかけた。

            　しばらく扉に耳をつけて通路を探ったが、誰かを追いかけて来るような慌ただしい気配は無い。

            　ほっと溜め息をついて振り返ると、靴を履いたまま薄暗い廊下の突き当たりで震えている染谷先輩がいた。

            　俺は自分がやったことの浅慮さに、今更気づく。

            　ついこの間、レイプされかかった相手に対して取る行動じゃなかった。

            「先ぱ……」

            「来るな、来ないで！」

            　手に持っていたペットボトルを投げられるが、恐怖で力が入らないらしく全然俺には届かない場所に落ちる。

            　ゴトンという落下音にまでビクリと過剰反応して、染谷先輩はとうとうリビングに続く扉に背をつけたまま、ずるずると座り込んでしまった。

            　悲鳴のような嗚咽のような声が、薄暗い空間に響く。

            「助けて、助けて───氷室くんっ」

            「待って先輩。落ち着いて、俺です、俺！」

            　古い詐欺商法みたいな言葉しかでなくて馬鹿っぽかったが、染谷先輩は幸いお年寄りじゃない。俺の声に気がついてくれたらしく、はっと息を詰めた。

            「……す、ぉう、……くん？」

            「そうです。すみません。怖い思いさせてしまって」

            　手探りで玄関の明かりを点ける。照らされた染谷先輩の顔はひどく青白かったが、表情はぽかんと呆気にとられたものだった。

            「えっ、あれ？　えっ、周防くん!?」

            「はい。周防嵐です。えーと、あの、ちょっと匿かくまってもらっていいですか？」

            「匿う？　また彼ら!?」

            　染谷先輩がさっと身体を強張らせる。けれどそれは怯えではなく、玄関の外を警戒するものだった。

            「いえ。そういうんじゃないんで、安心してください」

            　ある意味、あのファンクラブもどきのほうがよっぽどマシなくらいだが。

            「そう、なの？　じゃあ、なんで？」

            「えーと、その」

            「あ、もしかして……誰かに迫られた、とか？」

            　なんでそんな発想がでたのかすぐに理解出来なくて目を瞬かせてしまったが、そういえば眼鏡をしていなかったと思い至る。

            　素顔を見られたことに一瞬戸惑ったが、染谷先輩なら問題はないだろうとすぐに開き直った。

            「……不本意ですが、そんな感じです」

            　そんな丁寧なものじゃなかったが、ものは言いようなので曖昧に頷く。

            　頭を掻きながら染谷先輩の傍まで行ってしゃがむと、うわーとかいいながら先輩の手が俺の顔を包んだ。

            「せ、先輩？」

            「肌スベスベ！　睫毛ながーい。あ、やっぱり目の色、黒じゃなかったんだね。キレイ」

            　そんなうっとりとしながら撫でられても。

            　ああ、でも！　相手が染谷先輩だと振り払えないっ。

            「眼鏡、もしかして伊達だったの？」

            「いえ、めちゃくちゃ度入りです。先輩の顔もこの距離で見えるかなってくらいなんで」

            　顔をぐっと近づけると、何故か染谷先輩の頬がぽっと赤く染まった。

            「はわー、でも正解だったねぇ。危ないよ周防君。綺麗そうだなとは思ってたけど、こんなに美人さんだとは思わなかったぁ」

            「先輩、あの」

            「あ、御免ね。いつまでもこんなところじゃ寒いよね。さっきまで雨も降ってたし」

            「あ、雨止んだんですか？」

            「さっき見たら止んでたよ」

            　言われてみれば、雨の音がしない。

            　思わず漏れた息を、染谷先輩はここへ逃げ込めたことへの安堵だと思ったらしく軽く肩を叩いて優しく微笑んでくれた。

            　すごく、綺麗だと思った。

            　遠巻きに羨望を感じる美しさじゃなくて、傍で包んで欲しいような、でも護ってあげたいような人だ。

            「す、周防くん？」

            　戸惑うような気まずげな声が俺を呼んで、随分と間近で見つめてしまっていたことに気がついた。

            「あ、すみません。やっぱ綺麗な人だなぁって思って」

            「なっ、き、君がそれを言うわけ!?」

            　染谷先輩は耳まで真っ赤にしながら立ち上がり、自分が靴を履いていることに気づくと、さらに首まで赤くして玄関に置きに戻った。

            　俺が堪えきれずに笑うと、こっちに戻る途中で拾ったらしいペットボトルで背中を叩かれる。

            　結構痛い。

            　三年の個室は生徒会仕様とは比べ物にならなかったが、それなりに広かった。ごく平均的な、２ＬＤＫの間取りだ。

            　先輩は丁寧に俺をソファに案内してくれて、慣れた手つきで美味しい紅茶をご馳走してくれた。

            


            

        
        
            　　　謎は深まるも、謎は謎のままではなく

            

            　状況を把握できぬまま角に消えていく嵐の背を見送ると、直ぐ傍で罵声が聞こえて湊は我に返った。

            　目の前を駆け抜けて行こうとする蓮の腕を、咄嗟に掴む。

            「っにすんだ！　見失うだろっ」

            「仮眠するんで部屋に戻ったんじゃなかったか？」

            「いいから離せって！　話は後だ！」

            「いいや、今話せ。だいたいその格好で行く気か？」

            　湊の視線で蓮は自分のシャツが派手に赤黒く染まっていることを思い出す。

            　何度か湊の顔と胸元を交互に見やったが、ぐっと更に強く腕を掴まれると、舌打ちして身体から力を抜いた。

            「俺の嫁かてめーは」

            「そうそう。浮気現場を発見しちゃったからな。事実追求の後に然るべき制裁を加えないと」

            　皮肉をそっくり返され、蓮は面白くなさそうに顔を歪めると、部屋に引っ込んだ。湊もその後に続いて部屋に上がり、脱ぎ散らされた蓮の靴もきちんと揃える。

            　シャツに手をかける蓮を横目にリビングに向かうが、寝室の床に落ちていた血塗れのシーツを見つけて足を止めた。

            　嵐に限ってまさか、と思う。

            （だいたい、思いきり走ってたし）

            　しかし嵐だからこそ痛みを無視して、ということもあり得る。相手は蓮だ。可能性はゼロではない。

            　だが蓮に本気だと伝えたし、それを無視するような男ではないとも信じている。

            　嵐に対して憤りを感じてはいたはずだが、蓮はどちらかというとそういう苛立ちは喧嘩で発散させるタイプだ。

            　湊の中で不愉快な憶測と疑問が渦巻き始めるが、聞いたほうが早いと口を開いた。

            「ホント、あいつに何したんだよ」

            　湊の言い方に何かを感じたのか、蓮が弾かれるように顔をあげた。

            「お前、奴を知ってんのか!?」

            　シャツをベッドに投げ捨てて詰め寄ってきた蓮に気圧され湊は仰け反ったが、チラと見えた背中に目を見開く。

            　同時に、湊の脳裏にある考えが浮かんだ。

            「おいっ、答えろって！」

            「もしかして、会長補佐にしたいって言ってたのって、あいつか？」

            「そうだよっ」

            「お前を殴り倒して逃げた？」

            「そうだよっ！」

            「その血は？」

            「おい、俺の質問に」

            「答えてやるから、先に答えな」

            　湊に優位に立たれたことが不満なのだろう、蓮はそっぽを向いてから、無言で舌をだした。

            　赤い舌の一部が、さらに鮮やかな紅に染まって腫れ上がっている。

            　短い間隔であるその傷跡は本当に痛そうで、それを我慢して普通に喋っていた蓮のプライドを思うと、湊は内側からこみ上げてきた思いを堪えきれなかった。

            「ぎゃはははは！　かっこわりー!!」

            　数分前の蓮に勝るとも劣らない勢いで笑い転げる。

            　股間を蹴り上げられてもんどり打った自分のことを完全に棚に上げた行いだが、蓮はその事実を知らないので、ただ湊を睨みつけた。

            　しかし湊の笑いはなかなか収まらず、仕舞いには身体を折り曲げて痙攣し始める。さすがに蓮も怒りを露わにして、湊の臑すねを思いきり蹴り上げた。

            「いてっ！」

            　湊は呻いて足を押さえたが、それでも目尻から零れる

            涙は痛みと言うよりは笑いからくるそれで、更に蓮の怒りを煽る。

            　胸倉を掴まれて、いい加減拙いと察した湊は笑いを引っ込め、慌てて蓮から離れた。

            「悪い、悪かったって。んな怒るなよ」

            「今死ね直ぐ死ね此処ここで死ね！」

            「落ちつけって。てか、その背中は大丈夫なのかよ」

            　指摘されて、蓮は湊の首から手を離すと、クロゼット脇にある鏡で背中を見た。

            「げっ」

            　背中の真ん中あたりに、見事な楕円形の痣がくっきりと存在を主張している。

            　息が詰まるほどの衝撃があったが、まさかここまでと思っていなかった蓮は、見たことを少し後悔した。認識してしまったそれは、今更になってずくずくと痛みを訴え始める。

            「来いよ、湿布しっぷくらい貼ってやっから」

            　湊は未だ笑いを堪えるように口元に手を当てながら、リビングに向かう。蓮は軽く溜め息を吐くと、適当にシャツを掴んでその後に続いた。

            　さも当然のように棚から冷却スプレーと湿布を取り出す姿を見ながら蓮がソファに腰を下ろすと、湊が仕草で背中を向けろと促す。

            「なんかこういうの久しぶりだなぁ」

            「半年前に潰したので、でかいところは粗方片付けたようなもんだからな。後はほとんどが従属か中立だし、しばらくはウチに楯突こうってチームはねぇだろ。身体が鈍なまりそうだぜ」

            「鈍る云々は同感だが、俺は当分面倒は御免だ。だいたい、不穏な動きをしてる奴らがいないわけじゃねーし」

            「てめーは凶悪そうなツラして血の気ねぇよなぁ。ジジイかよ」

            「お前が多すぎんだよ。献血してこい献血」

            　鈍るといってもそれなりに動かしているのか、無駄な肉のない蓮の背中に湊は目を細めた。

            　肩胛骨のあたりにうっすらとある幾筋かの傷跡だけならばセクシーだと言えるのかもしれないが、如何いかんせん真ん中にある大痣が笑いを誘う。

            　何処へ行っても強気で横柄なこの男は、喧嘩も豪快だ。

            　避けるよりは喰らいつつ殴る力任せのタイプで、事実それで負けないのだから性に合っているのだろう。

            　しかし始まればこちらもタダではすまないその方法がいいわけはなく、湊は何度となく心臓に悪いからやめろと諭さとすのだが「負けたら考える」の一言で片付けられてしまう。

            　負けないために背後に湊がいることを知っていて言うのだから、質が悪い。

            　湊は時々、この男のことが殺したいほど憎らしくなる。

            　そんな信頼の寄せ方をされたら裏切る気なんか到底起きないし、更に惹きつけられるだけなのだ。

            「ほんと、悪いのに引っかかっちまったな」

            「ばっか、俺ほどいい男は他にいねーって。光栄に思え光栄──にぃっ!?」

            　前置きなく噴きつけた冷却スプレーに蓮の身体がビクリと跳ね上がる。じわじわと余韻に強張る背中を見て、湊は少しだけ気が晴れた。

            「てめっ、一言言えよ！」

            「あー、悪い悪い」

            　棒読みで言いながら、わざと思いきり湿布を貼り付ける。ぎゃっと呻いた蓮が怒りだす前にソファから逃げると、湊は冷蔵庫から缶珈琲を取りだした。

            「俺、ビール」

            　怒鳴りつけるタイミングを逃した蓮が、ぶっきらぼうに告げる。

            「阿呆、生徒会の仕事終わってねえだろうが。珈琲にしとけ」

            　じゃあいらねぇ、と口先を尖らせながらシャツを羽織ると、蓮は背もたれに身体を預けようとして止まった。

            　一拍置いて、肘掛けに寄りかかる。

            　そんな様子を湊が笑うと、ギっと睨みつけていい加減質問に答えろと顎をしゃくった。

            「それなんだけどな」

            　湊はプシと音を立ててプルタブを倒し、珈琲を一口飲む。一度唇を離したが、微糖の物足りない甘さを追うようにもう一口飲んだ。

            「自分で捜すって言ってなかったっけ？」

            「そうも言ってられなくなった。あいつ全然見つからねーし、名前も教えてくれねーしよ」

            「……俺は運が良かったんだな」

            「うん？」

            「いや」

            　もし、蓮と同じ境遇だったなら、湊にも捜し出せる自信はなかった。

            　前髪と眼鏡で隠されている素顔は、体型や髪型の類似など吹っ飛ぶほど整っているし、不思議な色合いの瞳と意志の強そうな眼差しはそれだけで人を魅了する。なによりインパクトがある。

            　それを隠されてしまったら、顔もわからない誰かを捜せと言われているのと同じだ。

            　いや、強い印象がある分惑わされて、顔を知らないより見つけるのが難しいかもしれない。

            （それこそ、肩まで組んで絡んだくせに、さっきの男と眼鏡の男が両方とも周防だって気づいてねーし）

            　続きを待つ蓮を見ながら、さてどうしたものかと湊は悩んだ。蓮の様子を見る限り、それなりに嵐に執着をみせている。好みが被ることなどしょっちゅうだったが、それで揉めることなど皆無だった。

            　なんてことはない、落としたほうが手に入れる。それだけだからだ。

            　もちろんそれは、遊びだろうが本気だろうが同じだ。

            　欲しいものは自力で手に入れる。それだけが、互いに納得しているルールだ。

            （つーわけで）

            「俺が周防に本気だって言ったよな？」

            「ああ、あの眼鏡だろ」

            　忌々しげに肘鉄を喰らった腹部を撫でて顔を顰める蓮に、思わず湊も腹を押さえる。

            　あれは効いた。

            「んで、周防にとってあいつは大事な友人でね。俺が蓮にバラすと周防に嫌われちまう」

            「てめっ、俺にばっか喋らせておいて！」

            「仮眠と言って男連れ込んでたなんて、相良が知ったらどうなるだろうなぁ」

            「……ぐっ」

            「黙っといてやるから、チャラな」

            　悔しげに睨みつけてくる蓮の視線を受け流して珈琲を飲み干すと、湊は缶をシンクに投げ入れた。

            「さっさと戻るぞ。俺も死にたくねーからな」

            　相良は意図したとき以外は感情の一切を顔に出さないからその心中を読みにくいが、新城が無駄口の一つも吐かずに仕事をしていることから、疲労と苛立ちはピークなのだろう。

            　本当なら一分一秒でも早く生徒会室に戻るべきだ。

            　湊は蓮がソファから立ち上がるのを確認してから、玄関へと向かった。

            　しかしその足を蓮の「あ」という声が引き留める。

            「なんだよ？」

            「駄目だ。やっぱ教えてくれ。俺はあいつに確かめなきゃいけないことがある」

            「どういうことだ？」

            「あいつ、帝と知り合いらしい」

            「帝さんと？」

            「ああ。おまけに凪沙さんとも、だ。あの事故のことを知っている素振りすらある」

            　その言葉に、湊は本当に驚いて瞠目した。振り返っていただけだった身体を反転させて、蓮と向き合う。

            「まさか。当時の凪沙さんに中坊の知り合いはいないはずだ。帝さんからも聞いてない」

            「だけどあいつ、俺の血を見てパニクって、帝さんまでいなくなったら──って言ったんだ。今日、この部屋に連れてきたのだって、俺の目の前で倒れたからで」

            「倒れた？」

            「二之宮を呼んで診て貰ったら、疲労と軽い貧血だから安静にしとけって言われて寝かしてたんだけどさ、雨が煩いって魘されだして」

            「帝さんに、凪沙さん」

            「それに血と、雨だ」

            「……話を聞いたほうがよさそうだな」

            　蓮の顔が、何かを思い出したように苦痛に歪む。互いに黙り込んだことで、蓮はいつのまにか雨が止んでいることに気がついた。

            　水滴だけが残る窓を見つめる。

            「で、連絡は取れるのか？」

            「ああ、だってあいつは──」

            　湊の声に被るように、インターフォンの音が響いた。

            　蓮と湊は互いにはっと顔を見合わせると、扉の向こうにいる人物を想像して仲良く青ざめた。

            


            

        
        
            　　　きみの名は

            

            　観葉植物の裏から無事眼鏡を回収した俺は、寮部屋の前まで辿り着くと扉にそっと耳をあてた。

            　染谷先輩の部屋の窓から生徒会室の明かりがまだついているのは確認しているし、早朝からの準備もあるだろうからこっちの部屋にわざわざ氷室が来ることもないだろうが、一応の用心だ。

            　というか染谷先輩の話では、中央棟の生徒会室があるフロアにも役員の個室があるのだそうだ。

            　なら寮の生徒会フロアはいらねーだろ!?　と思った俺の思考は正常な筈だ。

            （より遠くにいてくれるに越したことはねーけど）

            　室内に気配がないことを充分確かめてから、解錠して滑り込むように部屋に入る。扉を閉め、チェーンロックもかけたところで、ようやく人心地ついた。

            　俺は結局、あのまま染谷先輩の部屋に居座り、たわいない話をして夜まで過ごした。好意に甘えてガッツリご馳走になった夕食は和風ハンバーグで、これもまためちゃくちゃ美味かった。

            　俺の顔がよほど意外だったらしく、感激する子どもの様な目で見つめられ続けたのはちょっと困ったが。

            　だって、可愛いんだって！

            　姫宮とはまた違った美少女顔なんだって！

            「あ、もしかして染谷先輩も白薔薇？」

            　そんなことを考えながら、今度お礼に何か作って持っていかねばと思案しつつ靴を脱ぐ。お茶請けに出されたクッキーは結構甘かったから、甘いモノは大丈夫だろう。

            （ドライフルーツ買ってきて、パンケーキでも焼くか）

            　俺は調理に関しては菓子類のほうが得意だ。食事ともなると切って煮たり炒めたりする程度の腕前だが、菓子全般は凪沙が手作りの味が好きだったのでよく作ったから、結構自信がある。

            　男として菓子作りが得意だというのは何となく恥ずかしい気がしないでもないが、凪沙が喜ぶことに比べたら大した抵抗はなかった。

            「あとで買い出しにいかねー……と!?」

            　リビングに通じる扉を開けると、タタッと小さい音がして、もの凄い勢いで白い塊が足元から肩まで駆け上がって来た。驚いて振り払おうとしたが、それが何かふいに思い至り、慌てて払いかけていた手でそれを掴む。

            　咄嗟とつさだったので力の加減ができず「ギュピッ」といかにも潰されてますって感じの鳴き声が聞こえた。

            「ヤベ、大丈夫か!?」

            　余程痛かったのか、暴れようとすらせずに胴を掴まれたままぐったりとしている。冷や汗をかきつつ、とりあえず下になっていた頭を上に直して掴み直した。

            　軽く揺すると、長い胴がぶらりと緩慢に揺れる。

            　それでようやく正気づいたのか、ピクッとしてから鼻をひくつかせてキョロキョロと辺りを見回し、視界に俺をとらえると恨めしそうに睨んできた。

            　短いから滑稽なほどに空ぶっているが、手足をバタつかせて腕によじ登ろうとしている。

            「あーはいはいはい。つーかお前、また逃げたのか？」

            　あんまり必死なので肩に乗せてやると、ぐるりと首に巻き付く。出会った当初からそこが好きらしく、いくら嫌がっても隙あらばこうしてくるので半ば諦めている。ヘタに引き剥がそうとすると指や耳朶みみたぶに噛みつかれて痛いってもんじゃないし。

            　それに今の季節ならちょっと温くて気持ちがいいといえば気持ちがいい。

            　この白くて長い生き物は、フェレットとか言うらしい。何故か寮の通路にいて、目があった瞬間に飛びつかれた。

            　驚いていたところにシチューを持って来てくれた染谷先輩と会って、話しているうちに何故か俺のペットということになっていた。

            　一応、寮の管理人にペット脱走の知らせはないかと問い合わせて数日様子を見たが、飼い主は現れなかった。

            　話を聞くと、飼ったけれど飽きて中庭や校舎の外れに捨てる生徒がいるらしい。

            　金持ちの道楽だから、珍しい動物とかも多くて教職員の間では問題になっているそうだが、大事に飼っている生徒も多くいることを考えると今更ペット禁止にするのも難しいのだそうだ。

            　そもそも、学生寮で動物を飼えること自体が変だと思ったが、「娯楽の少ない山奥で生徒の癒しになれば」と許されたのだ聞くと、一概に悪いとも言えない気がした。

            　どうするか、と聞かれて一瞬迷ったが、また触りに来てもいいかと嬉しそうに言っていた染谷先輩と、段ボール箱に入って──俺が詰めたんだけど──悲壮感たっぷりに俺を見つめる目にやられて、結局は部屋に持ち帰ってしまったのだ。

            「あ、コラ！　髪にじゃれるな、髪に！」

            　朝から体調が悪かったので放置していた俺も悪いが、いつにも増してスキンシップが激しい気がする。

            　エサで注意を逸らそうと、ケージと一緒にネット通販で買ったフードの袋をキッチンの戸棚から取りだした。

            　自室に入ると、ケージが記憶にある位置からかなりズレている。脱走するために随分と暴れたらしい。飼育において脱走を巡る飼い主とペットの戦いは避けて通れないようだ。

            　しかし俺は犬猫も飼ったことがない、超初心者だ。リビングにあるパソコンで色々調べたが、何かを飼うという感覚を上手く掴めないでいる。

            　何を食べさせちゃいけないとか、躾とか。

            　幸いこのフェレットは最低限の躾はされているようで、新しいケージや寝床に最初こそ戸惑っていたが、直ぐに慣れてくれたので助かった。

            　慣れない世話に手こずらされているうちに愛着もわいてきているし、今まで独りで過ごしていた時間に生きた温もりがあるということは少なからず嬉しかった。

            　人ではないからと受け入れようとしていることに不安を覚えなくはないが、今更放り出すには情が移りすぎている。

            　ちなみに、現在の一番の問題は名前だ。

            　もともとあっただろうが聞き出せるわけもないし、無いと不便だし、なにより可哀想な気もする。

            「でもなぁ。なんか、こういうの苦手なんだよなぁ」

            　エサに夢中になっている白い塊を見つめていると、視線に気づいたのかクイと顔をあげる。

            　微妙な首の傾げ具合がキュートだ。

            　俺はその頭をポンポンと叩いてから、シャワーを浴びるために脱衣所へ向かった。ついてこないことを確かめてから、少し歩調を速くする。歩くと動く足が気になるのかまとわりついてくるから、踏みそうになってヒヤリとしたことが何度かあった。

            　シャワーを済ませてからリビングに戻ると、満腹になって満足したのか、俺のベッドの上で布団に潜り込んで丸くなっていた。

            「ケージに入れよ、ケージに」

            　布団を捲ってやっても、起きる気配がない。

            　寝袋付きハンモックを買ってやったのにと、視線に恨めしさを乗せつつ、特徴を掴むために見つめる。

            「……白、丸、長、ニョロ、短足」

            　思いついたことを口に出しつつ、名前を思案する。

            　いっそ大きく出て白竜とでも名付けてやろうかとも思ったが、無謀すぎて羞恥心に親心が瞬殺された。

            「だー、もう！　お前、なんつー名前だったんだよ。もうさぁ、アレだよ、アレ。染谷先輩がシチュー持ってきたときにいたんだから、シチューでいいよシチューで」

            　ホワイトシチューだったし。白にも関連付いて万々歳じゃないか。

            　俺の声が煩かったのか、ピクリと耳を動かしてようやく顔を上げた。

            「お前シチューな？　いいよな!?　文句があるなら今言え。今なら聞いてやる」

            　じっと真っ黒でつぶらな瞳と三十秒ほど向き合う。

            「………よし、お前はシチューだ」

            　決定。

            　ようやく悩みの一つが減ってスッキリ爽快だ。この爽やかな気持ちのまま眠るに限る。

            　シチューを掴むと事態を察して暴れられたが、なんとかケージに押し込む。

            　一緒のベッドで寝ることくらいは出来るだろうが、俺の生活の中にまだまだシチューの存在は薄い。

            　寝返りうって下敷きに、なんて事態は絶対に避けたい。

            　シチューもシチューで俺と一緒に寝たいと思うより睡魔の方が強いのか、中に入ってしまえば大人しく寝袋に収まった。

            　

            　

            　空気が揺れるのを感じて、ふわりと意識が浮上する。

            　目を閉じたまま周囲を探ると、何かが鳴っている音が聞こえた。

            　最近は目覚ましよりもシチューがガタガタとケージ内で暴れる音で起こされることが多かったので、どこか遠く感じるその音を不思議に思いながら瞼を持ち上げる。

            　なんとなく、聞こえたら動かなければならない音のような気がした。

            　もう一度、同じ音が聞こえてそれがインターフォンの音だと気づく。面倒だと思ったが、鳴り止みそうになかったので、仕方なく身体を起こして眼鏡を掴んだ。

            　何度目かの音でシチューも気がついたのか、ビクリと白い塊が飛び跳ねる。

            「おせーから。しかもビビりすぎ。超キョドってるし」

            　シチューの様子に苦笑しつつ、足音を忍ばせて玄関へ向かった。氷室達なら鍵で入ってくるはずなので、違うとは思うが、用心に越したことはない。

            （つか、チェーンロックかけてた）

            　鍵があったところで入れないことに気づいて、無駄に安堵する。そっとドアスコープで外を確認すると、姫宮と加狩だった。二人ともまだ早朝だというのに、しっかりと制服を着込んでいる。

            　一瞬、自分のスウェットの上下という格好を見下ろしたが、この二人ならまぁいいかと扉を開けた。

            「おはよう、周防」

            「よう」

            「なにしてんだ？　こんな朝っぱらから」

            　訝しむ俺の視線に、加狩が頭を掻いた。

            「悪いんだけどさ、俺、これから生徒会の手伝いに駆り出されてんだよ。役員になるの断っちまったし、それぐらいしねーとだからさ」

            「だから？」

            「うん、預けにきた」

            「よろしくね？」

            「いや、意味がよくわかんないんだけど」

            　約束は新歓までだったはずだ。

            「だって心配だろう？　全校生徒が一日自由に敷地内をうろつくんだぜ？」

            「はいはいはいはい、ご馳走様ー？」

            「茶化すなよ。可能性がゼロじゃない以上、不安なんだ。ずっとって言ってるわけじゃない。歓迎会が始まれば姫宮は白薔薇候補だから合流できるし」

            「ああ。最終的な投票は多目的棟のメインホールで行われるんだっけか。えーとつまり、こっから会場までってこと？」

            「そう。少しでも一人でいる時間を作りたくないんだ」

            「……弓近」

            　さも心配だという目で姫宮を見つめる加狩と、それをうっとりと見上げる姫宮。恋は盲目とは良く言ったもんだ。加狩にとって男は全員ライバルなんだろう。

            （確かに心配が必要なくらい姫宮は可愛いが──）

            　案外と強かしたただからなぁ、このお姫様は。

            　胸に抱えた紙袋をきゅっと抱え直したりしてる仕草が庇護欲を誘うが、計算じみて見えるのは俺の錯覚じゃないだろう。

            　知らぬが仏ってヤツだ。

            　かといって、好きな相手に好かれようとする仕草や行動を懸命にする女の子を俺は嫌いじゃないから、男とはいえこういう姫宮に不快感を感じることはない。

            　姫宮の顔が美少女だから、違和感がないだけだろうが。

            （しかし……）

            　この数週間二人を見続けてきたが、姫宮が加狩をそういう方面で心配をするところは見たことがない。

            　もちろん、それは短時間しか接触していない俺でもわかるくらいに加狩が姫宮一筋に洗脳、いや誘導──操作、えーと、ぞっこん！　ゾッコンだからで、誰よりもそれを姫宮がわかっているからだろう。

            　それを踏まえて、加狩の過剰な心配ぶりを楽しん──喜んでいるようだった。

            　幸い、同性同士という、俺にとって未知の領域への嫌悪は、姫宮や染谷先輩という美少女ばりの美少年という存在と、相良の言葉のおかげでそれほどない。

            　見た目が女っぽいから──という狡い受け入れ方ではあるが、こういうところから少しずつそういうヤツらもいるんだと理解していくのは悪いことじゃないと思う。

            　偏見を持ったまま毛嫌いするよりは、お互いにとってもいいはずだ。

            　なので某二名にも、性的指向としての嫌悪はない。

            　可愛くないうえにターゲットが俺なので殺意は覚えるが、気持ち悪いっつーよりふざけんなって感じだ。

            　しつこい女に抱くのと、同じ様な感情だと思う。

            　相手が男だから、対応に多少は遠慮のない暴力が振るわれるがな！

            　最初の頃に比べれば、垣間見せられる真摯な部分に戸惑わされてはいるが、だからって男を好きになるかと問われたら、答えはノーだ。

            　そもそも同性間だとどこまでが友愛で、どこからが恋愛なのかってどうやって区別すんだ？

            　いや、そんなの異性でも同じか。

            　ということは当人同士の認識ってことで、結局は性別ってあんま関係ないのかもな。

            （お、なんかちょっと理解が深まったっぽい？）

            「じゃ、後でな晴海」

            「うん」

            　加狩の声で、思考が飛んでいたことに気づく。

            　視線を二人に向けると、加狩が「頼むな」と俺の肩を叩いてから去っていった。

            


            

        
        
            　　　野良猫、愚者と対峙すること

            

            「とりあえず上がれよ」

            「うん」

            　姫宮にソファに座ってるように言ってから、身支度を整えるために自室に戻ると、シチューがケージから半身を出していたところだった。ロックが甘かったのか、さほど苦労することもなく開けたらしい。

            　見つめ合った間に微かな緊張が奔ったが、別に閉じこめておく気もないので視線を逸らすと、するりと部屋から出ていった。

            　どうやら俺以外の気配に興味があったらしい。間を置かず姫宮が驚く声が聞こえてきた。

            「す、周防！　何コレ!!　長ッ」

            「拾った」

            　というか拾わされた。

            「うはー、手触りいい！　かわいい！」

            　扉越しに興奮気味な姫宮の声が聞こえて、思わず笑ってしまった。

            　寝癖を手で撫でつけてからリビングに行くと、シチューは姫宮の指先の動きに翻弄されていた。追いかけては見失って戸惑うのが可笑しいらしい。

            「あんま虐めると噛みつかれるぞ」

            「そんなヘマしないよ。名前は？」

            「シチュー」

            「……なんか、美味しそうだね」

            「食うなよ」

            「食べないよっ！」

            　俺に気を取られた隙にシチューが姫宮の手に飛びつく。

            　あ、噛まれると思った瞬間、姫宮の手が閃いた。キュムッと尻詰まりな声でシチューが鳴く。

            　人差し指と親指が、見事に頭頂部と下顎を押さえていた。シチューの顔を見る限り、それなりに力が入っていることが窺える。

            　姫宮はゆっくりとシチューの咽を親指で撫でながら、微笑む。

            「僕を噛んでいいのは、弓近だけなんだよー？」

            　朝の爽やかさを嘲笑うかの様な妖艶さで告げてからシチューを解放するが、シチューはくたりと姫宮の膝の上で脱力していた。結構酷い扱いをされたにもかかわらず、うっとりとしている。

            　ああ、シチューが大人の階段を一歩登ってしまった！

            「周防って朝は食べない派？」

            「へっ？」

            「朝ご飯食べる人？」

            「あ、ああ。適当にだけど」

            「良かった。んじゃ、一緒に食べよう？　飲み物だけ貰える？」

            「珈琲か牛乳しかないけど」

            　牛乳がいいという姫宮に頷き、面倒なので自分の分も牛乳にする。リビングに戻ると、姫宮が持っていた紙袋からタッパーを取り出して並べていた。

            　中身はサンドイッチらしく、白いパンに色とりどりの食材が綺麗に挟まれている。

            　朝食を作って持って来てくれたらしい。

            　向かいのソファに腰掛けながら、コップを渡した。

            「美味そうだな。姫宮が作ったのか？」

            「どっちかっていうと弓近かな。手伝いはしたけどね」

            「ふぅん」

            「さ、食べよう。時間無くなっちゃう」

            　タッパーを差し出されて、俺は「んじゃ遠慮なく」とタマゴサンドを取った。

            　一口囓って美味いと言った俺に嬉しそうに微笑んでから、姫宮も食べ始める。約束もあって一緒にいることが多かった分、随分と打ち解けられてしまった気がする。

            　いや、姫宮は最初から仲良くなろうとしてくれてたな。

            （俺が絆されてきちまってるんだ──）

            　俺の中にある決意が薄らいでしまう気がして、少し怖いと思った。

            　帝さんが三年間だけだからと俺をこの学園に入れたのは、おそらく凪沙の願いだったからだけじゃないだろう。

            　凪沙の願いだけだったのなら、こんな私立の坊ちゃん校じゃなくて、ごく普通の県立のほうがより望ましかったはずだ。

            　彼女が望んでいたのは、ごく普通の学生生活ヽヽヽヽヽヽヽを俺がすることだっただろうから。

            　だが帝さんは、面倒な手続きや交渉をしてまで、どちらかというと特異なこの学園を選んだ。

            　コネがあったのも確かだろうが、俺を此処に閉じこめる意図も少なからずあったように思う。

            　もちろん、悪い意味ではなく。

            　あのときの俺を止めたのも帝さんだったから、今の俺が何を捜していて、何をしようとしているのかある程度察しているだろう。

            　同じ思いを、抱いているだろうから尚更だ。

            　もし、立場が逆だったなら──俺が帝さんを止める側だったなら、帝さんほど大人でもなければ社会的に力のない俺は帝さんを止められなかっただろう。

            　そして、あっさりと総ては終わっていたのかもしれない。

            　

            　凪沙が、最も望まぬであろう形で。

            　

            　そうならなかったのは、やはり何か彼女の遺志ヽヽヽヽヽのようなものが働いているのかもと思ってしまう。

            　帝さんは結果的に凪沙のかわりに、俺を見守るはめになっているし──。

            　二年経って打ち明けられた凪沙の願いは、絶大な威力を持って俺を心変わりさせたい帝さんを手助けし、俺の衝動の邪魔をしてくれている。

            　時々、思う。

            　同じ憤りいきどおを抱えているはずなのに、俺が突っ走ったから抑える側にまわらなければならなかった帝さんは今、何を考えているんだろう、と。

            （──俺が、見殺しにしたようなものなのに）

            　愛する人を失ったのに、何一つ俺を責めずに俺を気にかけてくれている。

            　復讐よりも平穏を望んだ彼は、やはり凪沙が愛するに相応しい男だったのだろう。

            　ふいに、かつて感じた帝さんへの嫉妬を思い出して苦笑が洩れる。その嫉妬すら、姉を盗られる弟のような心境だったのを覚えている。

            　凪沙は俺の中で確かに、姉であり母であり──家族だった。大切で、唯一の家族だった。

            （……家族だったのに）

            「あ、それ」

            「え？」

            　姫宮の声で現実に引き戻される。夢から覚めたような、奇妙な感覚に目を瞬かせると、姫宮の指先が俺の手元に向いていた。無意識に取っていたらしいサンドイッチが、俺の手にある。

            　掴む手に少し力が入ってしまっていて、具がはみ出かけていたのを慌てて取り繕った。

            「え、と、これ食べたかったのか？」

            「違う違う。それ、僕が作ったやつだよ」

            　それだけ言って姫宮はすぐに自分の食事を続けたが、気配がこちらを窺っている。感想を聞きたいらしい。

            　少し照れたような緊張しているような表情に、暗く沈みかけていた意識をふわりと掬い上げられた気がした。

            　素直に嬉しいと思う。

            　なんとも言えない気持ちになって、なんだかそれを隠したくて。少し潰れてしまったサンドイッチを、俺は大きめに一口囓った。

            　

            　花畑が、見えた。

            　

            「………ッ」

            「周防？」

            　俺は料理漫画のどのキャラですら表現する言葉を失い、リアクションすら不可能であろう味わいをみせたソレを、脳内に現れた悪魔に魂を売ることで胃に転送してもらった。断じて意識が飛びかけて、飲み込んだ記憶がないわけではない。

            　とにかく、吐き出さなかっただけで俺は英雄だと思う。

            　何故か痺れている指先でコップを掴み、一気に牛乳を流し込む。

            （ビバ、牛乳!!）

            　俺は未だかつて、これほど牛乳の威力を思い知ったことはない。「カレーライスには牛乳」とこだわる人の気持ちが少しわかった気がする。

            　口内に残っていた味もスッキリ精算してから、脳内の悪魔を絞め上げて魂を取り戻し、俺は姫宮を見つめた。

            「姫宮、は……たまに、料理、する……のか？」

            「え、うん。それなりに」

            「……そうか」

            　姫宮の反応を見る限り、俺の決意と凪沙の願いと帝さんの努力を一瞬にして屠ほふりかけた料理の威力に本人は気づいてないらしい。

            　料理の見た目が綺麗なだけに、威力も五割増しだ。

            「お前、愛されてんだな」

            「え、なんだよ急に……」

            　突然の俺の言葉に素で驚いたらしく、姫宮は真っ赤になってうろたえた。その動きで、食べ物に興奮することなく膝にヘタっていたシチューが転がり落ちる。

            「愛って凄いな……」

            「周防？　どうしちゃったの？」

            　つまるところ、騎士の忠誠心というものを俺は見た。

            　いや、今回は自己犠牲の傾向が激しく強いから、むしろサムライスピリッツか？　侍魂なのか!?

            　笑顔で完食するには予備の万能薬か復活アイテムが最大ストック数で必要な料理を、愛だけで乗り切っている男を俺は六代先まで語り継いで讃えようと思う。

            　従ってその雄志を世に伝える本を残さねば。

            　タイトルはどうしよう？

            　加狩よ永遠に。

            　さらば加狩。

            　明日の加狩。

            　アタック加狩。

            　加狩を狙え！

            「いやいやいや、パクりすぎだろ！」

            「周防。ホント、どうしちゃったのさ？」

            　後遺症で思考が明後日に飛んでいる俺を不思議そうに見つめながら、姫宮は床に転がったままのシチューを拾っていた。

            　お前もいい加減シャキッとしろよ。

            　

            　

            　インターフォンが再び鳴ったのは、片づけが終わって、そろそろ会場に向かおうかと思っていたときだった。

            　俺がケージにシチューを詰め込む──戻すとか、入れるという形容は当てはまらないだろう──のに苦戦していたので、姫宮が玄関へ向かう。

            　扉を開ける音がした途端、ザワリと空気が波立った気がして振り返ると、何かを叩きつけるような音がして、姫宮の俺の名を呼ぶ声が、途中で途切れた。

            「姫宮!?」

            　状況を確かめようと部屋から飛び出すと、玄関先で姫宮が羽交い締めにされていた。動揺と怯えを滲ませた顔が俺を捉えて、掠れた声を零す。

            「す、周防」

            　土足のまま上がってきた男は三人。

            　初めて姫宮と食堂に行ったときに絡んできた、二年の三人組だった。ニヤニヤと優位の笑みを浮かべて、リビングに踏み入ってくる。

            　引きずられていた姫宮が抵抗に身じろいだが、首を抱え込んでいる腕に締め上げられて苦しげに呻いた。

            「おい、お姫様はもうちょっと丁寧に扱えよ」

            「うるっせーよ眼鏡。お前、今の自分の状況わかってんの？　同室の氷室は新歓の準備で来るわけねーし、この前のナメた態度の礼をたっぷりさせてもらうぜ？」

            　いかにもな逆恨みに目眩を覚える。相良がそれなりの処罰を下したはずだが、未遂だったし、謹慎くらいだったんだろう。反省よりも復讐心が勝ったらしい。

            　俺と姫宮しかいない今を狙うあたり、最高に情けない野郎共だが。

            「さて、と。どうする？」

            「やっぱお楽しみは後だろ。先にあの眼鏡沈めねーと気がすまねぇ」

            　説明するまでもないが、お楽しみが姫宮で沈められるのが俺だ。

            「やめろよっ、何考えてんだよあんたら！」

            　抗議する姫宮を、俺ににじり寄る二人が鼻で嗤う。

            「なんだ、先に遊んで欲しいのか？　オトモダチに見られると興奮するとか？」

            「このっ」

            　姫宮の目尻にカッと朱が散って、自由だった足が前にいた一人の背中を蹴りつけた。

            「でっ!?」

            　つんのめった男は顔に怒りを滲ませて、姫宮に振り返る。

            「てめぇっ」

            「おいおい、礼が先なんだろ？　それともお姫様に踏みつけられて興奮したか？」

            　思いきり馬鹿にした声音で俺が言葉を投げると、手を振り上げた体勢のまま男は俺に向き直った。

            「んだとぉ」

            　怒りの増した形相で、俺を睨み据える。仕掛けておいてなんだが、挑発に乗り易すぎだと思う。きっと催眠術とかにもあっさりかかるタイプだ。

            　誰か、五円玉持ってませんかー？

            　五十円玉でもいいけど。

            「口だけ眼鏡が。ぶっ殺してやる！」

            「周防っ」

            　大きく振りかぶられた右拳は、姫宮の悲痛な表情を見ながらでも避けられた。擦れ違うように躱して距離を取ったが、靴下でフローリングは滑る滑る。危ないわコレ。

            「ははっ、ばっかじゃねーの浜崎はまざきィ！　頭に血ぃ昇りすぎ。んなのガキでも避けられっぞ」

            「るせぇぞ植竹うえたけ！」

            　スカってバランスを崩した男の頭をからかうように叩いて、もう一人が俺との距離を詰める。

            　次は俺ねって感じだ。完全に遊びのローテーションだ。

            「周防！　あんたらやめろよっ」

            「お姫様は黙ってろよ。今直ぐ犯されてーか？」

            　姫宮を押さえ込んでいた男の手が腰をいやらしく撫で上げて、姫宮の顔が羞恥と嫌悪に歪む。

            「おい千葉ちばっ！　抜け駆けしやがったら許さねーぞ！」

            　と、喚わめいたのはやはりえーと、なんだっけ？　さっき呼ばれてたのに──ああ、そうそう、浜崎。

            　別名瞬間湯沸かし器。

            「さてな、あんまトロいと待たないぜ？」

            「てめっ」

            「いちいち反応してんじゃねーよ浜崎っ。千葉もからかうんじゃねぇって」

            　始まった掛け合いで一気に緊張感が薄れると、姫宮は俺に目を合わせてきた。何かを訴えるような視線だ。

            　おそらくはこの隙にと思ったんだろうが、俺は首を横に振る。

            　姫宮の唇が、声を出さずに「なんで」と動いた。

            　なんでって、姫宮を押さえている男は、あのとき一人だけ距離を取って立ち止まったり、思いの外素早い動きを見せた奴だ。加狩に一発喰らってたが不意打ちだったし、姫宮の力で逃げ出せるとは思えない。

            　そんな俺の考えなんか知るわけもなく、三人の漫才みたいな会話のおかげですっかり怯えの消えた姫宮が「じゃあどうするわけ!?」と俺を睨む。

            　どうすんだって訴えられても、この前と違って加狩も相良もいなければ玄関はまさに姫宮と──えーと、植竹じゃねぇ。なんだ、地名だ地名、千葉だ。千葉が塞いでるし。

            　くそっ、なんでこいつらの名前なんか覚えてんだ俺は。

            「なにしてんだてめぇ」

            　ぶつぶつ言いながら屈んでいた俺に、植竹がようやくコントを打ち切って俺に視線を戻してきた。

            　同じように、浜崎も俺に向き直る。

            「何って、靴下脱いでるだけですが」

            「はぁ？　なに考えてんだ？」

            　馬鹿じゃねぇのとか言いながらも面白いと思ったらしく、有り難いことに靴下とブレザーを脱いでネクタイを緩めるまで俺の行動を見守ってくれた。

            「まさかケツ貸すから殴らないでください、とか言うんじゃねーだろうな」

            「ストリップってか？　勘弁してくれよ！」

            「んなことするわけねーだろ、ボケ！」

            　ふざけ半分で踏み込んできた植竹の腹を、足裏で蹴りつける。

            「ぐッ!?」

            　不意打ちをもろに喰らって前屈みになった植竹の顎を下からのアッパーで打ち上げて、追い打ちをかけるように体当たりで思い切り突き飛ばした。

            　もちろん、浜崎のいる方に。

            「うわっ」

            　対応の遅れた浜崎が植竹もろともすっ転んだのを目端で確認しながら、俺は姫宮に駆け寄った。

            　姫宮を盾にする隙を与えず、腰を落として左足を軸に思いきり身体を捻る。勢いと腹筋を使って、斜め上に足を振り上げると、ガツと骨と骨がぶつかる鈍い音がした。

            　ガードされたらしくあきらかに勢いを殺されたが、強引に足を振り抜く。

            「くっ」

            　数歩蹌踉めいた千葉と姫宮の間に身体を割り込ませて、反転させるように引き離す。俺に振り回された挙げ句に背で押された姫宮が「わ、わっ」とか言いながら前のめりに玄関扉に縋った。

            「悪い、大丈夫か？」

            「う、うん」

            　俺は千葉を睨み据えていたので、声だけで問うと、ちょっと呆然とした声音が返ってくる。

            　後頭部に強い視線を感じたが、あえて無視した。

            「驚いた。とんだ喰わせもんだな、お前」

            　ひたと俺を見据えて、千葉は忌々しそうに左腕を振る。

            　それこそ昏倒させるつもりで放った上段蹴りだったので、それなりに痺れているんだろう。

            　しかしそれほど動揺しているようには見えなくて、俺は舌打ちした。側頭部を捉えるはずだった俺の踵かかとを、咄嗟に姫宮を解放してガードした判断の早さと反射神経がムカツク。

            「役立たずかと思いきや、実はちゃーんと騎士ナイト様でしたってか？」

            　千葉の目が剣呑さを増し、既に起きあがっている植竹と浜崎からも油断が消えていた。

            　緊迫した空気に、震える姫宮の声が背後からかかる。

            「す、周防」

            「行け」

            　三人から目を離さずに、端的に告げる。そのために不意打ちを狙って強引に玄関扉側に滑り込んだんだから、逃げてもらわないと困る。

            「で、でも」

            「いると邪魔なんだよ！」

            　俺の腕に触れようとしていた手がビクリと強張ったのがわかった。その隙を逃さずに、後ろ手に玄関扉を開けた。そのまま背で姫宮を押し出す。

            「周防！」

            「行けって！」

            「逃がすか！」

            　浜崎が凄まじい形相で迫ってきてようやく、姫宮が通路に転がり出る。

            「だ、誰か呼んでくるから!!」

            　わざわざ一度振り返って告げられた言葉に、思わず苦笑してしまった。もう新歓が始まる時間だ。寮に人が残っているわけがない。

            「いいから加狩のところへ行け！」

            　直線的な浜崎の拳をぎりぎりで避けてカウンターを喰らわせ、姫宮を閉め出すように扉を閉める。その一瞬の隙をついた植竹の拳が、左頬を掠めた。

            「っつ」

            　眼鏡が弾けるように吹っ飛んで一気に視界が滲む。軽い目眩に眉を顰めつつ、右拳を繰りだした。

            　大振りのストレートはあっさりと避けられたが、代わりに襟首を掴んで引き寄せ、膝を腹に叩き込む。

            　前のめりに崩れた植竹の後ろから千葉が踏み込んできて、右腕を掴まれた。咄嗟に振りかざした左拳も受け止めるように掴まれてしまう。

            「このっ」

            　左手はまだ痺れがあるのか揉み合ってすぐに外れたが、体勢を立て直す前に更に一歩踏み込まれて、俺は突き飛ばされるように床に倒れ込んだ。

            　頭を持ち上げることで後頭部をぶつけることだけは避けられたが、申し訳程度の段差の上がり框かまちに背中をしたたかに打ち付けて息が詰まる。

            　痛みと呼吸困難に身体が強張っている間に、千葉にマウントを取られた。

            「っ、うっ」

            　腹に腰を据え、膝で二の腕を押さえ込むようにガッチリと乗り上げられてしまえば、力の強弱にかかわらずそう易々とひっくり返せるものじゃない。

            　それでも暴れてやろうと思ったが、思ったよりも背中を痛めているらしく身を捩ろうとしただけで突き抜けるような痛みが背筋に奔った。

            　千葉は俺が逃れられないことを確かめてから、軽く息を吐き出して周囲を見渡した。

            　起きあがる気配のない二人を見て、愉快そうに鼻で笑う。

            「あーあぁ、容赦ねえなぁ。一撃必殺かよ。細身で喧嘩慣れしてる奴は怖ぇな？」

            「うるせ……ぁくっ──ッ！」

            　肺を圧迫するように、微かに体重をかけられる。肋骨が軋む痛みに思わず仰け反って呻くと、何故か千葉は口笛を吹いた。妙に節ばった手が、俺の額に触れる。

            「触、るなっ」

            　俺が首を振ろうとすると、床に頭を押し付けるように手に力が入る。

            「お前には驚かされてばっかだな。えっらい別嬪べっぴんさんじゃねーの！」

            　俺の顔をよく見ようとしたらしく、千葉は前屈みになった。俺の腹にのし掛かっていた身体が、僅かに浮いた。

            　その隙を、俺が逃すわけがない。

            「あのお姫様よりお前のが好……みっ!?」

            　にやにやと脂下やにさがった顔が、俺が渾身の力で振り上げた足の向こうで強張った。

            「死ねっ」

            　俺は嘘偽りのない言葉と共に、足で絡め捕った千葉の頭を床に叩きつけた。

            「がはっ──ッ」

            　肺から絞り出された千葉の呻きとともに、衝撃が足の間から背中に伝わる。間を置かず、俺の足を掴んでいた千葉の手から力が抜けた。

            「しょっ」

            　千葉を蹴り退かして起き上がり、背中の痛みに呻く。白目を剥いて伸びている千葉の顔がむかついたので、脇腹を思いきり蹴り上げてやった。

            「ったく、ここには発情期の駄犬しかいねぇのか！」

            　今更ながらにぞわっと鳥肌が立った身体を自分で抱き締めて、宥めるように腕をさする。

            　なんていうか、男ってなんて哀しい生き物なんだろうと思う。

            　千葉といい、氷室といい、獲物を前に舌なめずりしたところで沈められてるのが最高に滑稽だ。その油断が俺を助けてるのも事実だが、なんとも言えない哀愁がある。

            　生物学上、同じ分類に俺も入ると思いたくない。性別意外にも、カテゴリを設けるべきだ。

            「周防、大丈夫!?」

            　バンッともの凄い勢いで扉が開くと、姫宮が駆け込んできた。──が、すぐに俺の足元に転がっている千葉を見て、固まる。

            「大丈夫じゃねーのは、どうやら相手さんみたいだな」

            　絶句した姫宮の後ろからひょいと顔を出したのは、意外なことに担任の雨宮だった。

            「新歓をサボる奴がいるからな、あちこち見回ってんだよ。たまたま寮の担当が俺だっただけだ」

            　俺がなぜここにと問う前に、さっさと事情を説明してくれる。

            「しかしまぁ、大したもんだ。そこそこ問題児の千葉ちゃんじゃねーの。飯田いいだが見たら大喜びしそうな格好だ」

            　雨宮は生活指導の教員の名を呟きながら面白そうに口端を上げると、千葉の頭をつま先でつつく。そのまま上着の内側におもむろに手を入れたと思ったら、携帯電話を取りだした。

            　当然のようにフラップを開き、パシャッてあんた、写真撮ってんじゃねーよ！

            　後で問題になっても知らねーぞ。

            「こいつがいるってこたぁ、植竹と浜崎は？」

            「奥で伸びてますよ」

            　雨宮はへぇとからかうような感嘆するような声をあげてから、靴を脱いでどかどかと部屋に上がる。

            　携帯をしまえ携帯を。あ、構えてるし！　やっぱ撮ってるし！

            　奥に向けた視線でそういえばと眼鏡を探すと、それらしき物体が浜崎の側に落ちていた。目を凝らしてみると、フレームが歪んでレンズが割れてるっぽい。

            　一気にテンションが下がる。

            「どこか痛い!?　大丈夫？　ごめんね、僕のせいで」

            　額を押さえて俯いたのを勘違いしたらしく、ようやく我に返ったらしい姫宮が俺に近寄ってきた。

            　無事を確かめるように身体を撫で回してきたので、大丈夫だからよせと制止させようとしたら、目が合った。まさにビシッという効果音が聞こえそうな勢いで、再び姫宮が固まる。

            「姫宮？」

            「うそぉ!?」

            「おわっ」

            　目にも止まらぬ素早さでガシッと側頭部を両手で掴まれ、ぐいと眼前に引き寄せられる。首が痛い首が。

            「うそぉ！」

            　立て続けに上がった姫宮の驚愕の声に、雨宮がどうしたーと声をかけてきた。その手にはやはり携帯。

            　足元には千葉、植竹、浜崎。

            　カメラマンよろしく「この角度が……」とか言いながら開いていた浜崎の足をつま先でつついて閉じさせ、妙にアングルにこだわってから一枚パシャリと撮る。満足いく出来だったらしく、ようやくこっちに戻ってきた。

            　ものすごく愉しそうだ。

            　いくら気絶してるからって、生徒を足で寄せ集めるなよ。お前ホントに教師か？

            「ほれ、眼鏡落ちてたぜ？　もう使えねぇだろうけど」

            　目の前で振られて、姫宮に掴まれたまま無意識に視線を上げると、雨宮の目が微かに瞠みはられた。

            「こりゃたまげた。やっぱりお約束眼鏡じゃねーか」

            「だっ」

            　姫宮から取り上げるように顎を掴まれて更に上向かされる。無駄にでかい男の視線に合わせられて、首が悲鳴を上げた。抗議しようとした俺よりも早く、姫宮の手が雨宮の手を叩き落とす。

            「先生セクハラです！」

            「おいおい、顔見ただけじゃねーか」

            「目がやらしいです！」

            　俺と雨宮の間に割り込むと、ジリジリと雨宮から離れるように俺を背で押す。

            「男が美人に欲情して何が悪いんだよ」

            「威張るな！」

            　ストレートすぎだ！

            　つーかあんた絶対に教師じゃないだろ!?

            「ダメだ周防っ。雨宮先生の半径五十メートル以内に近づいたらだめだからね!?　孕はらむよ！」

            「孕むって……だいたいそれじゃ同じ教室にいられないだろうが」

            　雨宮のツッコミを無視して、姫宮が俺の手を引いて玄関に向かう。

            「僕たちは保健室行きますから、そのゴミの廃棄は先生がしっかりしてくださいね！」

            　鼻息荒く扉を開け放つ姫宮に引きずられながら、俺は廊下に出た。

            （つーか廃棄って………）

            　俺は少しだけ奴らに同情した。

            　ぐいぐいと俺の手を引っ張って歩く姫宮を止めようと、軽く抵抗するように腕を引く。

            「姫宮、俺は大丈夫だって」

            「頬の上、少し切れてる」

            「え、マジで？」

            　思わず指先で触れると、目尻の少し下あたりにピリと小さな痛みが奔った。指先を見ると、申し訳程度に血がついている。眼鏡か相手の爪で擦ったのかもしれない。

            　ただの掠り傷だから騒ぐほどじゃないが、腕を上げると背中が少し痛む。痣になる程度だろうが診てもらうのも悪くないかと、俺は大人しく姫宮についていくことにした。

            「でもホント、雨宮先生と二人っきりになったらダメだからね!?　あのエロ教師ってば美人系にめちゃくちゃ手が早くて有名なんだから！」

            「んなヤツがなんで教師やってられんだよ」

            「……生徒側から文句が出ないから」

            「何で？」

            「なんていうか、巧いらしいんだよね。口説くのとか、その、色々さぁ」

            　色々ですか。いや、色々っていい言葉だな。曖昧な日本語バンザイ。是が非でも詳細はご想像にお任せしますってことでお願いします。

            　俺が脳内に「雨宮は危険」と油性の極太マジックで書き込んでいると、ふいに俺の腕を引いていた姫宮の手に力がこもった。斜め後ろから微かに見え隠れる表情は、苦しげに歪んでいるようにも見える。

            「姫宮？」

            　俺が名を呼ぶと、姫宮の眦からポロリと光が零れた。

            「ひめ……」

            「ごめ、ごめんね。僕、ホントに馬鹿だった。こん、こんなことになるなんて……そ、それに……周防にだって色々事情があったんだよね」

            　チラと俺の顔を確かめるように少しだけ振り返って、眉間の皺を深める。

            「す、周防は嫌だって、い、言ってたのにっ。一歩間違ったら……周防が、僕の、代わりに──ッ」

            　そこで言葉に詰まって、嗚咽を洩らしだした姫宮になんとなく胸が痛んだ。いつの間にか足は歩みを止めて、俺を掴む手はぶるぶると震えだしていた。次から次へと落ちる涙が、床にいくつも弾ける。

            「もういいから。確かに姫宮の考えは甘かったし、俺を危険に晒したかもしれないけどさ。了承したのは俺自身だし、あの通り何かあったら対処できる自信もあったし、それに、本当に悪いのは馬鹿なあいつらの方だし。なんつーか、その、」

            「……周防？」

            「お互い無事だったんだからそれでいいだろ？　謝るくらいなら感謝しろっつーの」

            「っ周防！」

            「おわっ!?」

            　くるりと振り返る勢いで抱きつかれて、息が詰まる。

            　背に縋り付く腕が、狙ったように痛めてるところを締め付けてるんですが！

            「ちょっ、落ちつけ姫宮……いっ、ッ」

            「助けてくれて、ありがとう」

            「…………っ」

            　何故かわからなかったが、肩口に顔を埋めて感極まったように告げられた言葉は、俺の中に大きな波紋を起こした。

            　動揺する俺の身体を、姫宮が更に力一杯抱き締めてくる。姫宮は本気で泣いていて顔は酷いもんだったが、不思議と愛しさが湧いた。綺麗だった。

            　雫が水面に落ちるように、凪沙の言葉を思いだした。

            　──さて、嵐クン。素敵なお姉さまも出来たことだし、次は友達でも作りなさいよ。今よりもっと、倖せになれるから。

            　あの頃は凪沙が総てで、凪沙がいれば充分だと思っていた。だから俺は、曖昧に頷くだけで流していた。

            （凪沙は俺に、この気持ちを知って欲しかったのかもしれない）

            　凪沙から貰っていたのとはまた少しカタチの違う、愛情ある気持ちをぶつけてもらえることの心地よさを、俺は姫宮に教えてもらったらしい。

            　無償とみせかけて、ほんの少しだけ見返りを求めるような──でも求められることが嬉しいような、そんな気持ちだ。

            　母のこともあって、人と深くかかわることから逃げていた俺を取っ捕まえて、独りだけの世界から引きずり出してくれたのは凪沙だった。

            　人とかかわることの大切さを。

            　人から逃げることの無意味さを。

            　あれほど凪沙に教えてもらっていたのに──。

            　凪沙を失ったことで、俺はまた臆病になっていたらしい。

            　今の俺を、凪沙が喜んでいるとは思えない。

            　ならば俺は、変わるべきなんだろうか。

            　変われるだろうか？

            　変われたら、今度こそ、大切だと思った人達を護れるだろうか？

            　

            　一緒にいられるだろうか？

            　

            　少なくとも、努力することを凪沙は望んでいるかもしれない。だからこそ、俺を高校に行かせようとしてくれたのかもしれない。

            　もう一度、頑張ってみようか？

            　凪沙のように、拒んでも拒んでも食らいついて俺を離さないでくれた、姫宮の友情に応えられるように。

            「姫宮」

            「なに」

            「俺の……俺の、友達になってくれよ」

            　ピタリと姫宮の嗚咽が止まり、肩に埋めていた顔が持ち上がる。俺の真正面に来た瞳が、燻るような熱を秘めていた。目を離せずにいたら、背にあった両腕が緩み、額がくっつくくらい姫宮の顔が近づいた。

            「……姫宮？」

            「今更、そんなこと、言うなー!!」

            「ゴフッ!!」

            　クリンチ!?　って感じで俺の背中でガッチリ組まれた両腕に思い切り力をこめられる。

            　いや、痛いから。背中痛いから！

            「ひめ……っ、ぐッ」

            　痛い痛い痛いんですよ姫宮さん！

            「ブレザー」

            「え？」

            「ブレザー、どうしたの」

            　肩に乗っている姫宮の顎から、振動が伝わって少しくすぐったい。よくわからないが姫宮は照れていて、それを誤魔化そうとしている気がする。

            　俺は話の腰を折らずに、大人しく答えた。

            「動くのに邪魔だったから、脱いでソファの上に」

            「喧嘩、慣れてるの？」

            「え？」

            「あ、いや。やっぱいいや。ごめんね、僕って結構詮索したがりなんだ。嫌だったら、遠慮なく話したくないって言ってね」

            「……わかった」

            　そんなことはない、とは言えなかった。実際、過去の自分には触れて欲しくない。

            　話す側も聴く側も、決して楽しいものではないから。

            　そんな俺の正直すぎる言葉にふっと姫宮が笑って、肩から顔を持ち上げた。まじまじと俺の顔を見つめてから、芝居じみた大仰さで顔を顰める。

            「弓近には見せたくないなぁ」

            「は？」

            「そういえば眼鏡だ！　えっと、伊達なの？」

            　デザインがアレだし素顔がコレだしで、顔を隠していたのはバレバレだろう。でも会話の流れからか、訊いていいのか少し迷うような声音で訪ねられた。

            「いや、度も入ってる。このくらいじゃないと、お前の顔よく見えない」

            「それって結構悪くない？」

            「どうかな。視力の悪さよりも眼鏡かけなきゃならないってことのほうが辛い。俺、頭痛くなんだよ」

            「ああ、いるよねそういう人。スペアとかあるの？」

            「？　あるけど」

            「どこに？」

            「俺の部屋の机の上に」

            「んじゃブレザーと一緒に取ってくるから、エレベーター呼んでおいて」

            　そう言うと姫宮はぱっと離れて、小走りで俺の部屋まで戻ってしまった。

            　俺はというと、姫宮から目を離すのも不安で、扉から再び出てくるまでじっと見守っていた。

            　扉からでてきた姫宮が、それに気づく。

            「もう。エレベーター呼んでおいてって頼んだのに」

            　頬を膨らませながら走ってきて、その勢いのままどつかれる。軽くよろめいた俺の顔に、姫宮は「えいっ」とか言いながら眼鏡を突き出してきた。

            「ッ！」

            　怖ッ。ちゃんとかかったからいいが、結構危ないぞ、それ。

            


            

        
        
            　　　兎が誘いしは安らぎか試練か

            

            　姫宮と一緒に保健室を訪れ、適当に事情をでっちあげて怪我の原因を説明し、椅子に促されたところで加狩が勢いよく乱入してきた。

            　歓迎会が始まっても現れない俺達を心配して、俺の部屋まで行ったらしい。そこで雨宮に事情を聞いたらしく、すっ飛んできたというわけだ。

            　怪我をしたのが俺だったことに安堵したのを隠そうとしてんのに呆れたが、姫宮を逃がすために怪我をしたと知った途端に絞め殺されるんじゃないかと思うほど抱き締められて、一週間の加狩の手作り──俺が全部作るからと言っていたあたり、加狩は味音痴というわけじゃないらしい。やはり英雄だ──夕食を獲得したし、結果的に役得だった。

            「晴海は本当に大丈夫なのか？　どこにも怪我はないのか？」

            「ないよ、さっきも言ったじゃん」

            「うそじゃないな？」

            「だー！　いちゃいちゃうぜえんだよ！　うるせぇからさっさと会場へ行け！」

            　俺が怒鳴ると、二人はどこかばつが悪そうな顔で保険医に頭を下げてから、そそくさと部屋を出て行った。

            　扉が閉まってから少し間を置いて、仕切り直すように保険医が「えーと」と声を出す。

            　振り返ると、俺の顔を見ながら小首を傾げた。

            「顔に覚えがないな。ここを利用するのは初めて？」

            「あ、はい」

            「ん、了解。僕は草野くさの隆博たかひろ。よろしくね」

            　そう言って、草野はにっこりと微笑んだ。

            　前に新城先輩と一緒にいた男じゃないことに首を捻ったが、あれは診療所の校医だったと思い出す。

            　ここは寮の保健室だから、草野がここの担当なんだろう。あとは確か中央棟にも保健室がある筈だが、まあどうでもいい。

            　草野は清潔な白衣がかなり似合っていた。いかにも少女漫画の保健室にいそうなすっきりとした目鼻立ちの、綺麗な顔をした男だ。

            　切れ長で榛はしばみ色の瞳は細い銀縁の眼鏡に飾られていて、性欲とは無縁です。みたいな感じが女にモテて、男には疎まれるタイプ。

            　そんなくだらないことを考えていると、草野が薄いファイルを手に取って名前を聞いてきた。

            「君の名前とクラスは？」

            「あ、ああ。Ｄです。名前は周防嵐」

            「１Ｄの周防君、ね。えーと時刻は」

            　草野は壁に掛かっている時計を見ながら、手にした書類に書き込んでいく。チラリと見たら、病院でよくみるカルテと酷似しているように見えた。

            　そういえば姫宮がここに向かう途中で保健医も医師免許を持った歴れつきとした医者で、保健室とは言っても設備がないだけで診療所と同じようなものだと言っていた。

            　となると病状によっては診察料とかとられるんだろうか？

            （ありえそうだ……）

            　病院と同じ診察が受けられるなら当たり前だろうが、あのハゲを思うと、より安心を──という心遣いではなく外の病院で余計な治療費がかからないようにっていう魂胆のように思えてくる。

            「玄関で滑って背中を打ったんだっけ？　真面目そうなのに間抜けだねぇ」

            「はあ」

            　草野はにこにこしながらそう言うと、ファイルを机に置いた。

            「とりあえず、背中を診せてもらえるかな？」

            　言いながら俺の肩を掴んで、身体をクルリと回す。椅子が回転式なので、足を離せば簡単に回るのだ。

            　ていうか子どもじゃねーんだから、言われれば自分で後ろ向くって。医者って患者に対して幼児を扱うような態度をとる人って多いよな。なんでだ？

            （ああ、安心させるためか）

            　俺を見て「真面目」と言った心遣いがウケる。「デブ」を「ふくよか」と言うのと同じだろうか。

            　医者だってある意味接客業だし、こんな山奥で気難しい年頃の高校生だけをひたすら相手にするなんてストレス溜まりそうだ。おまけに野郎ばっかだし。

            （うわっ、草野はもしかしてモテるんじゃないか？）

            　女性的とまではいかないが線の細い草野の容姿を思うと勝手に同情心が湧いて、思わず哀れみの目を向けそうになった。

            「周防君、聞いてる？」

            「え、はい？」

            　我に返って慌てて首だけで振り返ると、やっぱり草野はにこにこ笑っていた。ちょっと小首を傾げると、サラリと亜あ麻ま色の髪がキラキラと額に零れる。

            （ウサギがいる──）

            　若い肉食獣の檻の中にウサギが!!

            （大丈夫かこの人。襲われたりしないんだろうか？）

            　ここに来てまだ一ヶ月くらいだが、ここの連中の性欲の対象が綺麗だったり可愛かったりする男だってのは嫌ってほどわかった。本気で男が好きっていうより、女の代わりって感覚のヤツが殆どだってことも。

            　草野はばっちり圏内だろう。

            　どうにも気になって、俺は前に向き直らずにじっと草野を観察してしまった。凝視されて困ったのか、戸惑いに瞳が揺れる。全然、自覚なさそうだ。

            　あ、目ぇ伏せて逃げた。目元赤いし！

            「す、周防君。あの、ブレザー脱いで、シャツ捲ってくれないと背中診れないんだけど？」

            　さっきの姫宮のこともあってか保護欲が妙に湧いてあらぬ心配をしていた俺を、ちょっと上擦った草野の声が引き戻す。

            「あ、ああ。すみません」

            　俺は急いでブレザーを脱ぐと、スラックスからシャツを引き抜いて背中が見えるように捲った。それを手伝うように草野が背中側の裾を持ち上げて、首の付け根のあたりでシャツを押さえる。

            「うわ、痛そう。何処にぶつけたのこれ？　痣の真ん中が横一文字に内出血してるよ？」

            「上がり框です。ちょうど玄関先の段差になっているところで……」

            「ああ、なるほど。朝から災難だったね。触るよ？」

            「はい──っ！」

            　背中に触れた草野の手が思ったよりも冷たくて、俺はビクリと肩を震わせてしまった。

            「ごめん。冷たかった？　えーと、どうしようかな。そうだ」

            　放置されてごそごそと背後で何かされれば気になるのは当然で、チラと後ろを覗いたら草野はマグカップを両手で包んでいた。匂いから珈琲だろう。湯気がでているから、まだ温かいらしい。

            「これで大丈夫かな、どう？」

            　今度は背中の体温より少し高いくらいの指先が触れる。

            「大丈夫です。すみません」

            「んー、痛かったら言ってね？」

            　草野は痣の周囲の骨を確かめるように圧迫しながら触れた後で、シャツを押さえていた手を離した。無意識に前屈みになっていた身体を起こして草野を見ると、ふむ、と一つ頷く。

            「骨は大丈夫みたいだね。けど段差だったからかな、打ち身としては酷いほうだと思う。しばらくは痛いと思うから、無理はしないようにね」

            「はい」

            「湿布を何枚も貼るのは可哀想だし、軟膏なんこうにしておこうか？　臭いもこっちのほうがキツくないし」

            「あ、はい。お願いします」

            　草野は奥に消えると、軟膏が入っているらしいチューブを手に持って戻ってきた。

            「んーと、どうしよっかな。脱いでもらっちゃってもいい？」

            　そのほうが塗りやすいならと、俺は素直にシャツを脱いだ。パキと新しい蓋を開ける音がする。

            「あ、とりあえず腫れが引くまでは冷やすから、これ冷たいけど我慢してね」

            「はい」

            　先に言って貰えれば覚悟はできる。それでも触れた冷たさに身が竦んだが、我慢できる程度だった。

            　患部に触れるとどうしても痛いが、それでも気を使ってゆっくり丁寧に塗ってくれる。

            　いい先生なのかもしれない。と思い始めていたところだった。

            　草野の片手が、うなじから肩胛骨をするりと撫でる。

            「先生？」

            「あ、いや。綺麗に筋肉ついてるなぁって思って」

            「は？」

            「腕とかも、細いけどちゃんとあるしね。なんか意外」

            　心なしか陶酔した声音で、肩から上腕、手首までを軽く揉んで確かめるように触られる。純粋な興味で触られるのなら、医者だし危ない人だな程度で済ませたが、なんていうか──。

            （触り方がやらしいんですが……）

            　ぞわっと一気に鳥肌がたって、でもさっき叩きのめした馬鹿共とは容姿も雰囲気も違いすぎて思わず対応に困った。

            　でもこれって、セクハラ──だよな？　

            （お互い男だけど……）

            　げんなりしながら迷っている間も、指が肌の上を這う。さすがに耐えかねて、身体を前に逃がそうとした──んだが。

            「ちょっ、ちょっと、先生!?」

            　腕が腰に回って逆に引き寄せられてしまった。椅子がキャスター付きなので、難なく身体が密着する。ガツっと音がして、互いの椅子がぶつかる振動が尻に響いた。

            「え、えぇ!?」

            「わ、すごい。腹筋もうっすら割れてるね。しかもすべすべ。若いっていいなぁ」

            　すぐ耳元であきらかに興奮している声音がして、俺は本気で驚いた。恐々と横を向くと、ちょっとトロンとしているけれど無害そうな笑顔を浮かべた草野の顔がある。

            　状況がうまく整理できなくて腹や胸を撫でられるままになっていると、キュッと両手で乳首を摘まれて身体が跳ね上がった。意味不明な言葉を何か叫んだ気がする。

            　ガタンと音をたて、主を無くした椅子がよろよろと動く。そのすぐ後ろに、名残惜しそうな顔の草野がいた。

            　ああ、俺はなんで雨宮という規格外の教師を見ているのに保健医はまともだなんて思ったんだろう。

            　俺は心の底から、さっさと会場に行けと加狩と姫宮を追いだしたことを後悔した。

            「恥ずかしがらなくてもいいのに」

            　とかいいながら、何かの感触を思い出すように親指と人差し指をペロと舐めた。

            「うわぁああ！　やめろっ！」

            　なんかよくわからんが、めちゃくちゃ恥ずかしい。そして恐ろしい。しかも軟膏がついていたほうの指で触られた方がスースーして泣きたい。

            　この場から逃げたいが背中を向けるのが怖いし、悪事とは無縁そうな顔でいられると殴るに殴れない。

            　絶対悪いことしてると思ってないよこの人！

            「はぁ、いいなぁ。その戸惑った顔とか」

            　ゆっくりと立ち上がり、堪らないって顔しながら近づいてくる。軽くパニクってただ後ずさっていたら、当然、背中が壁にぶつかった。

            　はっと振り返った隙に、密着するように抱きつかれる。滑るように背中に回った手が、広背筋を撫でさすった。

            「ひぃっ！」

            「かわいい。怯えちゃって。もしかして童貞？」

            　いやいやいや、それなりに突っ込んでますから！

            　女の子に！

            「怖くないから、僕とイイコトしよう？　すっごく気持ちよくしてあげる」

            　ああああ、顔がめちゃくちゃエロいし！

            　綺麗な顔だからちょっとクラっとしそうになるけど、幸か不幸か太股に押し付けられたそれが目の前の存在を男だと知らしめてくれるおかげで、ゾクリと背筋に走る感覚は嫌悪から来る悪寒だ。

            　誰か！　誰か助けてくれ!!

            「んふ、奥手そうな子が気持ちよさそうな顔するのって、大好き。ああ、想像しただけでイっちゃいそう」

            　ちゅうと音をたてて鎖骨に吸い付かれて、俺は間違いなく一瞬意識が飛んだ。

            　なんだこの教師モノのＡＶみたいな展開！

            　そもそも、今の俺に──ダサ眼鏡に欲情してるあたりがもう特殊だ。世に数多いるモテない組には貴重かもしれな──いや、違う！　こいつは男だ。

            　変態！　ホモの変態がいる!!

            　しかも目の中キラキラしすぎ！　純粋すぎて質悪い！

            「だ、誰か」

            　正直、本気で他人に助けを求めようと思ったのは数年ぶりだ。ともすれば泡でも噴けそうな心理状態で、助けてくれって英語で何て言うんだっけとか考えていた。しかも必死に。

            　誰が見ても錯乱状態だ。

            　もうちょっとで頭の血管が切れるってところで、背後の扉がガラッと開き、背中に冷たい空気が触れた。

            「ったく、やっぱりか!!」

            　苛立たしげな声と共に、肩越しに腕が出てきて草野の顔をガシッと掴んだかと思うと、俺から引き剥がしてくれた。

            「やんっ」

            「やん、じゃねぇ！　この変態淫乱保健医！」

            　俺を脇に押しやるように男は部屋に入ると、再び俺に抱きつこうとした草野の腕を掴んでさらに奥へとどついて引き離す。呆然とその光景を見ていたら、俺から草野を引き離してくれた男がこっちを向いた。

            「扉を閉めろ」

            　言われるままに急いでピシャッと閉めてから、いつの間にか床に落ちていたシャツとブレザーを急いで羽織る。

            　草野が名残惜しそうに「ああ」とか「そんな」とか言っていたが、その度に届かないまでも伸ばされる腕を、男が容赦なく叩き落とした。

            「雨宮先生に保健室ここだって聞いて嫌な予感がしたんだ。こいつはお前みたいな、地味で奥手そうでなんにも知らなさそうな生徒に突っ込ませるのが趣味だからな」

            　要するに童貞食うのが大好きってことですか？

            　顔を引きつらせた俺を見ながら、男が気障っぽい仕草で前髪を掻き上げて微笑む。

            「お礼はないわけ？　周防嵐」

            　聞き覚えのある台詞に、俺はようやく目の前の男が誰か思いだした。

            「藤堂……先輩？」

            　俺の言葉に男──藤堂が目を見開いた。

            「おいおい、俺の顔を忘れてたとか言うんじゃないだろうな？」

            「いえ、ちょっと、予想外の事態に巻き込まれてびっくりしてて……助かりました」

            「本当に動揺してるな。そんなに素直に礼を言われるとちょっと気持ち悪い」

            　ようやく諦めたのか、なにかをブツブツと言っている草野を放ると、藤堂は机の上にあったファイルを見た。

            「背中を打撲？」

            「あ、はい。転んでしまって」

            「転んだ、ねぇ？　ま、雨宮先生もダンマリだったし別に興味もないからいいけど。手当はしてもらったの？」

            「はい」

            「そう。おい、草野！　必要な薬とかあるなら寮の部屋に届けておけよな！」

            　そう言いながら、藤堂が草野の足を蹴る。

            「いたっ。蹴らなくたってそんなことわかってるよ。僕は医者だよ？　患者の面倒はちゃんとみる」

            「言っておくけど、コイツにまた変なことしようとしたら、お前の大嫌いなゴツイ男けしかけてやるからな」

            「ひっ。そんな！」

            「ああ？」

            「わ、わかったよ……なんだよ。別に君には関係ないじゃないか」

            「今直ぐ呼んで欲しいらしいな」

            「ああっ、ごめんなさい！」

            　携帯電話を取りだした藤堂の腕に飛びついて、草野が涙目でやめてくれと懇願する。

            　藤堂はそれを無む碍げに振り払うと、俺の方に歩いてきた。

            「行くぞ」

            「え？」

            「捜してたって言っただろ？　用もないのに俺がお前みたいなダサい男を捜すと思ってるわけ？」

            　一緒に歩くのも嫌だって顔をしてるくせに「来い」と言い捨て、藤堂はさっさと部屋を出て行ってしまう。

            　一瞬迷ったが背中に名残惜しそうな視線を感じて、俺は慌てて藤堂の後を追った。

            


            

        
        
            　　　油断大敵

            

            　てっきりこのまま会場のある多目的棟に行くのかと思ったら、藤堂の足は校舎とは逆の正門へ向かう。

            　俺としては姫宮と合流したかったが、後ろを確かめもせずにさっさと歩かれると却って無視できなくて、仕方なくついて行った。

            　すっかり葉桜になり、緑の濃くなり始めた正門までの桜並木を足早に歩く。互いに無言で他にすることもなく、前を歩く藤堂を見ていて、ふと思った。

            「藤堂先輩って、歩くの綺麗ですね」

            「は？」

            　脈絡のない俺の発言に、藤堂が足を止めて振り返った。

            　怪訝なその顔を見てから、変なことを言ったと後悔したが、言ってしまったものは仕方ない。

            「いや、後ろから見ててそう思っただけで」

            「俺のこの顔とスタイルで、猫背の蟹股がにまたで歩いて欲しいか？」

            「それって、意識して歩いてるってことですか？」

            　藤堂は目を眇めて俺を睨んでから、再び歩きだした。

            「だったら何だって言うんだ」

            「疲れません？」

            「綺麗に見られたいと思うからこその意識だ。みっともないと思われることの方が俺には苦痛だ」

            「いや、先輩の美意識の高さは見ればわかりますけど、俺しかいない場所でまで、そんな細かいことに気力とか使うことないんじゃないですか？」

            「常に意識してこそ意味があることだろうが」

            「でもいつもそんなんじゃ息詰まりません？　なんでそんなに周りを気にす、っ」

            　言葉の途中で、藤堂の手が俺の口を塞ぐ。

            「人がいれば無意識にそうなるんだから、これが俺のありのままだ。この顔と容姿に他人が望む姿を意識して振る舞うのが、俺なんだよ。それ以外の藤堂昴ならば存在する意味がない。──今更、俺の生き方に余計な口出しをするな」

            　静かにそれだけ言うと、藤堂はまた前を向いて歩きだした。

            　怒りに満ちた目で睨まれたのに、なぜか泣きそうな顔にも見えて、俺はその言葉の意味を問い返せなかった。

            　それ以外の──本当ヽヽの藤堂昴ってヤツが存在しないなら、そんな顔はしないだろうに。

            　そんなに神経を尖らせる必要はないだろうという意味で俺は言ったつもりだったが、藤堂には藤堂なりの事情があるらしい。

            　けれど、綺麗に見せなくてはならないと言うなら、間違ってるのは今の姿だ。俺からすれば、作為的で無機質な美貌は藤堂の魅力を半減させているとしか思えない。綺麗なものが綺麗なままで人を惹きつけるなら、こんなに良いことはないのに。

            　誰がこんな馬鹿げた振る舞いを藤堂に強いているのか、俺は他人事ながらに怒りを覚えた。

            　誰か、あの分厚い仮面を砕いてやれる人間が現れるといい。凪沙を失って、今更ヽヽと思っていた俺に、姫宮が現れたように。

            「周防嵐。なにをぼけっとしている」

            　藤堂の声に物思いから引き戻されると、正門に白のインフィニティがあった。ピシリとスーツを着こなした三十代前半の男がさっと後部ドアを開け、藤堂が乗り込む。

            　ずいぶんとまぁ様になる構図だと見ていたら、藤堂の鋭い視線が俺に流れた。くいと顎をしゃくられる。

            「乗れ」

            「は？」

            「乗れって言ってるんだよ」

            「いや、だって、新歓は？」

            「ちょっと出かけるだけだ。すぐ戻るさ」

            　そういう問題では無い気がするんですが？

            　つーかあんた生徒会役員だろ？

            「新歓の主催って生徒会じゃ」

            「心配するな。サボるわけじゃない。俺には俺の仕事があるんだよ」

            　よくわからないが、俺は絶対に関係ないよな？

            　そもそも、藤堂が俺を連れていこうとしている時点で、目に視えない妖精さんが「全力で逃げろ」と言っている。

            「えーと、いってらっしゃいませ？」

            「鞍馬くらま」

            　藤堂が独り言のようにそう呟くと、俺は何故か車の中にいた。

            「え……？」

            　呆然としている俺の後ろで、タンと限りなく静かにドアが閉められる。

            　殆ど座席に倒れ込むように転がり込んでいた身体を起こすと、運転席にさっきの男が身を滑り込ませたところだった。

            「昴様、どちらに？」

            　シートベルトを締めながら、意外なほど渋い声で運転手が告げる。もしかしたら、若々しく見えるだけで四十路かもしれない。というか、いちいち動作が洗練されてて礼儀正しいんだが──、

            「あんた今、俺を突き飛ばしましたよね？」

            「カルディナに行ってくれ」

            「カルディナですか？　ここからだと少々距離がありますが」

            「今、俺を突き飛ばしましたよね？」

            「本店じゃなくていいんだ。近くに支店があっただろう。そこでいい」

            「承知しました」

            「今、俺を、突き飛ばしたよな!?」

            「煩いぞ周防嵐。鞍馬がそんな乱暴なことをするわけないだろう。なぁ鞍馬」

            「昴様のご友人が乗車に手間取っておられたので、差し出がましくも手伝わせて頂きました」

            「なんだ周防嵐。車くらい一人で乗れ。子どもじゃあるまいし、高校生にもなって恥ずかしいぞ」

            「昴様、人には向き不向きというものが御座います。車に一人でお乗りになれないからといって、お笑いになられては失礼ですよ」

            「それもそうか。悪かったな、周防嵐」

            「お、お前等──！」

            　なんだ？　なんなんだ!?

            　この絶妙というか質の悪い息の合い方をした主従コンビは!?

            「安心しろ周防嵐。仕方ないから降りるときは俺が手伝ってやる」

            「さすが昴様。なんとお優しい」

            「馬鹿話をするだけなら俺は降り……！」

            　ドアに手をかけた途端、ガスッとロックが下りる。

            　鞍馬を睨むと、前を向いたまま何食わぬ顔で手袋の裾を引っ張っていた。

            （すっげームカツク！）

            　一発くらいお見舞いしてやりたい気分だったが、車が発進してしまえば運転手に手を出すわけにもいかない。俺は鼻息を荒くついてから、仕方なく窓の外を見た。

            　三十分程で山道は終わり、十分もすれば景色は賑わいを見せてくる。

            　特に何を考えるでもなく外を見ていたが、窓に映った藤堂がこっちを向いていて、目が合うと含むような笑みを浮かべやがった。さっきの複雑な顔を見せられるよりはマシだが、これはこれで癪に障る。

            「なんですか」

            「醜い者が醜いなりに美しくあろうと足掻くのは悪いことかと、以前俺に聞いたよな？　その質問に対する俺の答えは、『悪くない』だ。そしてこれは……まぁ、ちょっとした気まぐれだな」

            「は？」

            「お望み通り良い店を紹介してやるから、そのやぼったい眼鏡をなんとかしろ」

            　そう言って不敵に藤堂が微笑むと、いかにもブランド店ですって感じの店の前で車が止まった。洒落た崩し文字で、『ＣＡＬＤＩＮＡ』と店名が掲げられている。

            　ガラス張りの正面には大判のポスターがあり、目鼻立ちのくっきりとした外国人の男女が洗練されたデザインの眼鏡をかけて微笑んでいた。

            　あぁ、確かに俺は言った。「いい店あったら紹介してくださいよ」と。

            　あのときの俺よ、灰になれ！

            　鞍馬が車を駐車場に回している間に店内に入ると、客に反応して店員が「いらっしゃいませ」と笑顔を作る。

            　四人いた店員の内女三人が、藤堂の顔を見るなり営業用のスマイルからあからさまに勝負スマイルに変わった。

            　つーか、眼鏡屋ってやっぱ全員眼鏡かけてんだな。

            「喜べ、俺が選んでやる」

            「は？　いや、ちょっと。俺、金持ってきてないですから！」

            「見くびるな。連れてきた以上、俺が買ってやる。今のままのお前を連れて会場に行きたくないしな」

            　さらっと酷いことを言われたが、それどころじゃない。

            　いや、何、既にフレーム選び始めてんのこの人!?

            「別に会場まで一緒に行くことないですよ!?　つーかなんで、ほんと、ちょっと」

            「煩いぞ周防嵐。そこを退け。──おい」

            　チラチラと若手俳優ばりの藤堂の美貌を盗み見ていた女性店員が、話しかけられた動揺を隠し切れぬまま頬を染めた。見事としか言いようのない足裁きで、他の店員の横入りを許さぬスピードで歩み寄ってくる。

            「なにかご用ですか？」

            「彼の視力検査を頼む」

            「……あ、はい。畏まりました。では奥へどうぞ」

            　藤堂の発言に、女性店員の目の奥から輝きが消える。

            　女って現金だ。仕事なら愛想笑いくらい貫け。

            　その店員は、別の女性店員が藤堂に近づくのを悔しそうに横目で見ながら、俺を店の奥へ案内してくれた。

            　もの凄く事務的に、視力検査装置の説明をされる。

            　ここまで来て断るのも難しくて、俺は仕方なく機械の前に腰掛けると眼鏡を取った。前髪を手で退かして、機械に顔を近づける。

            　あのお馴染みのＣマークから始まり、平仮名を読まされたり、赤と緑を背景に見え具合を確認されたりと、意外と長かった検査を終わらせると、結果がプリントされるのか店員は少し離れた場所から小さな紙を手に戻ってきた。

            「ん、微妙なラインですねぇ。これ以上悪くなると、本格的に不便になってきますよ？　私もそうだったし」

            「はあ」

            「前髪ちょっと長いですよね。視力低下のもとですから、もう少し切ったほうがいいですよ？　印象も明るくなりますし」

            　おいおい、眼鏡を変えること以外の要素で俺が暗いって言っちゃってるよあんた。別にいいけど。

            「はあ」

            　確かに、これ以上悪くなるのは俺としても困る。

            　かといって、アイツヽヽヽを見つけていない今は、いくら閉鎖的な全寮制高校とはいえ顔で目立ちたくはない。

            （どこにアイツと繋がってる連中がいるのかもわからないし）

            「うわ、随分と重い眼鏡使ってるんですね？　鼻とか耳とか痛くなりません？」

            「え？」

            　慌てて顔を上げると、店員が俺の眼鏡を持っていた。

            「あ、だから買い換えに来たんですよね。うちで取り扱ってる商品なら、フレームもレンズもずっと軽くなりますよ」

            「本当ですか？」

            　それはかなり有り難い。少しでも眼鏡が原因の頭痛から解放されるに越したことはない。

            「本当ですよ。年明けに入った新シリーズがまさにそれで、大人気なんです。ご自分に似合うものを見つけていってくださいね」

            　店員の口調は柔らかかったが、眼鏡を見る視線は強い。

            　確かに顔を隠そうってことばっかり考えて、ちょっと大袈裟なのを選びすぎたと、最近思い知らされた。

            　これが悪目立ちして絡まれたこともあったし……。地味さよりも、普通っぽさを意識するべきだったと微妙に落ち込んでみたり。

            「……はぁ」

            　つまるところ替えどきってヤツだ。春先に買ったばかりだったが、サイズが合わなくてよくずれるし。

            　それにセンスの良いヤツが選んで、しかも買ってくれるときたら、遠慮などすまい。是非ともナチュラルに顔の一部になる眼鏡をゲットせねば。

            「こっちに来い、周防嵐」

            　奥から店内に戻ると、試着用カウンターの前で藤堂が手招きする。近寄ると、鏡の脇にあるプレートに形の違うフレームやそれの色違いが綺麗に並べられていた。

            　試着するにしても多いだろそれ。つーか、学校の外でフルネーム呼びされるのは結構恥ずかしいんですけど？

            「多くないですか？　藤堂先輩って意外と優柔不断？」

            「違う。似合うものをと思ったが、お前の顔をまともに見たことがなかったことに気がついた。だからとりあえず適当に見繕ったにすぎん」

            「ああ、なるほど」

            　見たことがないんじゃなくて、見る気が無かったんだろーが。俺にも見せる気がなかったが。

            「まあ、周防の好みもあるだろうからな。俺はレンズを見てくるから、その中で店員と相談して絞り込め。そこから俺が改めて選んでやる」

            　結局最後はあんたが選ぶんかい。

            　まあ、買って貰うんだから文句は言わないが。

            　さっき俺の視力を測ってくれた店員の元に行ってしまった藤堂は放っておいて、俺はまた眼鏡を外した。

            「お預かりします」

            「あ、すみません」

            　俺から眼鏡を受け取って、柔らかいクッションの上にそれを置いてくれる。

            （おお、相棒。ちょっと高級なアンティークものっぽいぞ）

            　思わず笑んだが、置かれた眼鏡を見つめる俺を店員が不審そうな目で見たので、慌てて口元を引き締めた。

            「じゃあ、とりあえずこれから試着してみましょう」

            　にこりと営業スマイルを作りながら、手前にあったフレームを店員が手に取る。受け取ろうとしたらかけてくれるようだったので、大人しく顔を上げた。

            　耳元でごそごそされるとちょっと不安にもなるが、そこは専門の人に任せる。

            「お顔小さいんですね、羨ましいです」

            「はあ、ありがとうございます」

            　そのおかげで既製品だとズレて苦労してんだけどな。と心の中でだけで突っ込んでみる。

            　耳の脇の髪をさっと退かされ、「失礼します」と前髪を脇に梳かれた。

            「どうかしら……あら、え？　ホントに？」

            　眼鏡の奥のマスカラばっちりの睫毛をバサバサさせて、店員が俺の顔をじっと見つめた。

            　なんかこのパターン多いな、今日。

            「あの？」

            「あ、いえ。肌が白いから明るい色のフレームも引き立っていいかもしれないわ。こっちを……いえ、オーソドックスなのもいいけど、もっと凝ったデザインのフレームでも貴方なら似合うかも」

            「もしもし？」

            　いそいそとカウンターから店内に出ていってしまった店員を視線で追っていると、それに気がついた藤堂と目が合った。数秒見つめ合ってから、藤堂だけが訝しげな顔で近寄ってくる。

            「え？　なに……」

            　勢いに気圧されて仰け反った俺の顔に、すっと藤堂の腕が伸びる。気がつけば、乱暴に眼鏡を奪われていた。

            　先輩、それ売り物ですから！

            「ちょっと先輩、何するんですか」

            「…………誰だお前」

            　いや、周防嵐ですけど。

            「先輩？」

            　三分くらいたっぷりと凝視されて、さすがに気まずくなって呼びかけてみる。藤堂は俺の呼びかけに眉間の皺を増やしてから、身体の重心を右足から左足に移した。

            「さて、周防嵐」

            「はあ」

            「なぜ隠していた？」

            「え？　えーと、ですね、それはその」

            「ほう、隠していたことは否定しないんだな？　ということは素でセンスが悪いんじゃなくて、あの黒縁眼鏡もその長ったらしい前髪も故意なんだな？」

            　わあ、墓穴。

            「いや、まぁ……その、目立つのは苦手で」

            「あれで目立ってなかったとでも？」

            　いや、だからそれを反省して、素直に眼鏡を選んでるわけで──。

            　つーかなんで俺がこんなに立場弱くなってんの？

            　亭主の浮気を、証拠もないのにごり押し追求する奥さん並の圧力が瞳にあるんですけど？

            「いや、顔を隠すことしか考えて無くて」

            「ふーん、誰から？」

            「それは、」

            　いやいやいや、なに自白しかけてんだよ、俺！

            「いえ、だから、その。学園の皆様に？」

            「俺の目を見て言え」

            「あう」

            　ああ、なんかブレザーの隠しにキャバ嬢の名刺でも入ってる気分だ。裏には手書きのプライベート携帯ナンバー付き。もしくはサイフに高級レストランのレシート。これももちろん、二人分のコース料金がばっちり印字。

            　いや、俺はそんなミスしない！

            　だいたい家には料理上手な奥さんが──って今は藤堂先輩が奥さんか。

            　うっかり染谷先輩が浮かんじまった！

            　ヤベェ、これって重婚!?

            　浮気よりヤバくね!?

            （じゃ、なくて！）

            　危ない。現実逃避の妄想が現実だと思い込みそうになった。というか、同じ年頃の女が直ぐに頭に浮かばなくなってる！　恐るべし、全寮制男子校マジック。

            「さっきから何をブツブツ言ってるわけ？　質問に答えろよ」

            　目立ちたくない理由はいくつかあるが、どの理由も一言じゃ説明できないし、他人に言うべきことでもない。

            「本当に、目立ちたくなかったんです。俺は静かに学園生活を送りたい」

            「それで俺が納得するとでも？」

            「これ以上は話せません。誰にだって人に言えない事情くらいあるでしょう？」

            「人の内側にはずかずか入り込んでおいて」

            「え？」

            「なんでもないよ。まぁいい。その顔なら、面倒も一つ減ったしね」

            「面倒？」

            「こっちの話だよ。気にしなくていい」

            　いや、気になるんですけど？

            　追求しようにも、藤堂の視線は既に俺じゃなくて眼鏡のフレームにいってしまっている。一通り並べられたそれを視線で撫でてから、藤堂は腕を組んで俺の顔を見下ろした。

            「え、今度はなんですか？」

            　逃げ腰の俺に藤堂はふっと意味深な笑みを浮かべると、携帯電話をポケットから取りだした。

            　フラップを開いて、画面を確認すると一人で頷く。

            「急いで戻ればぎりぎり間に合うってところか。フレームの採寸してる時間はなさそうだな。まぁ、どっちにしろ直ぐ出来るわけでもないし」

            「えーと、なんの話ですか？」

            「とりあえず、これにレンズを合わせてくれ」

            　俺を無視して急に振り返った藤堂に店員は驚いていたが、直ぐにプロの顔になった。

            「畏まりました。フレームに合わせて加工しますから、お時間を少々頂けますか？」

            　店員が申し訳なさそうに告げると、案の定、藤堂は微かに眉を寄せた。

            「それも時間がかかるのか。仕方ないな、じゃあとりあえず彼に合うコンタクトを選んでくれ。使い捨てでいいから」

            「畏まりました」

            「先輩っ、俺、コンタクトは」

            「用意できる眼鏡が無いんだから、仕方ないだろう」

            　いや、困るんだって。顔を晒したくないんだって。

            　しかし、目立ちたくないという理由しか言えない以上、これ以上食い下がったら今度こそ理由を追及されるだろう。それはそれで困る。

            「なら、今日はこれでいいじゃないですか」

            　俺が脇に鎮座していた相棒──もとい黒縁眼鏡を掴むと、その手首を藤堂が掴んだ。

            「それをかけたお前と会場に行きたくない」

            「いや、だからなんで先輩と俺が一緒に行かなきゃならないんですか」

            「我が儘な男だな。周防嵐」

            　俺か？　我が儘なのは俺なのか!?

            「先輩いい加減にしてくださいよ。さっきから言ってることが一方的すぎて承諾できません。眼鏡はもう結構ですから、手を離して下さい」

            　怒りを隠さずに強く言うと、さすがに藤堂の手が緩んだ。その隙に腕を取り戻して眼鏡をかけ、出入口に向かう。

            「何処へ行く」

            「帰ります。適当にタクシー拾いますから、もう俺に構わないでください」

            「待て、待ってくれ。俺が悪かった。そのままでいいから、一人で帰らないでくれ」

            　溜め息混じりの声に振り返ると、藤堂は額に手を当てて首を振っていた。

            　己の理不尽さを認めるというのなら、俺だってその謝罪を突っぱねるほど子どもじゃない。その申し出を受け入れる意志を、軽く頷くことで伝えた。

            　決して、舗道に今にも突っ込みそうな見覚えのある車を見つけたからじゃない。

            　決して。

            （──駐車場にいるんじゃねーのかよ）

            　結局、急いで帰るのを諦めた藤堂の言葉に従って、フルオーダーのフレームを作るのに必要な採寸を済ませてから学園に戻った。

            　店にいるときに同じ型で、同じレンズを使った眼鏡をかけさせてもらって、その軽さに本気で感動した。

            　金さえかければ出来ることは多いのだと思い知らされて複雑な気分にもなったが、後日届けられる眼鏡があの軽さだと思うと、かなり楽しみになる。

            　それがタダで手に入るのだから、藤堂に振り回された数時間には目を瞑ることにした。

            「では、私はこれで」

            「ご苦労。急に呼び出して悪かったな」

            「それが私の役目ですから」

            　慇懃に礼をして微笑む鞍馬の姿は、目鼻立ちやスタイルの良さも手伝って映画のワンシーンさながらの格好良さだが、昴様命な上に腹黒い性格を目の当たりにしているので、憧れには程遠い。

            「行くぞ、周防嵐」

            　藤堂が背を向けると、まるで見えてるんじゃないかというほど絶妙なタイミングで鞍馬が顔を上げる。

            　俺は俺でいつまでお辞儀してるのか気になって見ていたから、当然、目が合った。

            　からかうような皮肉でも喰らうかと身構えたら、思いがけず砕けた笑みを向けられて戸惑う。

            「あんなにリラックスした昴様を久しぶりに見ました。どうぞ、これからも昴様の良き友人でいてください」

            「あ……え、はあ」

            「周防嵐！　何をしている！」

            　困惑のままに首を縦に動かしたところで、背後から藤堂の叱責が飛ぶ。鞍馬の視線が少し遠くにいる藤堂に向いた。その眼差しの温かさに既視感を覚えて、俺は思わず目を逸らした。

            「では、失礼いたします」

            「あ、ああ」

            　去る鞍馬に適当に返事をしてから、藤堂の後を追う。

            　父親のような、兄のような、見守る者の視線を向けられる藤堂が、少し羨ましかった。

            　同時に、そういう存在が藤堂に居ることに安心もした。

            　凪沙も、時々あんな目で俺を見つめてくれていた。見守られている安心感は、無意識に心に安らぎをくれる。

            　帝さんも俺を心配してくれるが、凪沙のように見てくれることはないだろう。こればかりは、きっと二度と手に入らないし、手に入れるつもりもない。

            　家族の代わりに凪沙はなってくれたが、だからこそ、凪沙の代わりは誰にも出来ない。

            　

            　

            　多目的棟の一階にある大ホールは、洩れ聞こえるざわめきからして殆どの生徒が集まっているようだった。

            　何かイベントでもあるのか、ロビーや二階から急いでホールに入っていく連中がガラス張りの外観から見える。

            「腹減ったな」

            　藤堂の後をついて歩きながら、一人ごちる。時刻は午後の二時を回っているので、当然の空腹感だ。

            　確か二階にある小ホールのいくつかが立食形式の軽食場になっているはずなので、俺の気持ちはメインの大ホールの喧騒よりも二階に向いていた。

            　エントランスに入ると、ちょうど俺達で最後だというように出入口の扉が閉められる。その作業をしている二人組の生徒に見覚えがあって、俺はそいつの顔を視線で追った。

            「……？」

            　目が合うと、大きく瞳を見開かれる。交互に藤堂と見比べてから、あからさまに動揺して向かいにいた生徒と目を合わせていた。

            　そこでようやく、この男の顔ではなく雰囲気に覚えがあるのだと気がついた。憎々しげに歪められた顔という共通点でひとまとめにされていた連中が脳裏に浮かぶ。

            　宮崎を中心にしているファンクラブだか親衛隊だかのメンバーだ。

            　どうやら相良が俺の案を実行したらしい。見た目に違わず仕事の早い野郎だ。

            　そんな馬鹿なっていう空気は、たぶん俺みたいのが藤堂と一緒にいるからだろう。足は止めなかったので、視界から外れるままに通り過ぎた。

            「何処に行く、周防嵐」

            「へ？」

            　二階へ続く緩い螺旋らせん階段の前で立ち止まった藤堂が、一段目に足をかけていた俺を呼び止める。

            「もう用は済んだでしょう？　俺、腹減ったんで上行きますよ」

            「会場に一緒に行くと言っただろう」

            「来たじゃないですか」

            「そうじゃなくて……」

            　何かを言いかけて、俺に手を伸ばした藤堂の身体が、ふいに揺らいだ。

            「っと！」

            　驚いて咄嗟に腕を掴むと、藤堂は俺の肩に右手をかけて、ぐっと足を踏ん張ったようだった。

            「──悪い」

            「いえ」　

            　身長は五センチほど藤堂の方が高いが、体重は思ったよりも軽い。貧弱な印象はないが、無駄な肉も筋肉もなさそうだから、こんなものなのかもしれない。

            　焦ったように駆け寄ろうとする入口の二人を、藤堂が手で制する。

            「俺に気安く触ろうとするな」

            「しかし」

            　俺が藤堂を支えているのが気に入らないという様子で男の一人が食い下がったが、気怠げだが鋭い藤堂の視線が強く拒絶した。

            「今回のお前達の仕事は実験でもあるんだ。生徒会役員の指示に従えないなら白紙になるぞ」

            　自分たちのせいで生徒会に近づけるチャンスを棒に振ることはできないと思ったのか、男達は大人しく入口の前に戻った。もちろん、これでもかと不満気な視線を俺にたっぷりと注ぐのは忘れない。痛いっつーかキモいのでやめて下さい。

            「俺、触っちゃったんですけど」

            「あいつらよりはマシだ」

            　そうですか。

            　藤堂が額に当てていた手の指先で両方のこめかみを押さえて、頭を軽く振る。

            　カルディナで見せたのと同じ仕草だ。あのときから具合が悪かったのだろうか？

            「体調悪かったんですか？」

            　藤堂がふうと短い息を吐いて、俺の支えから脱したので問いかけてみる。藤堂は眩暈を堪えるように何度か瞬きをしてから、俺に視線を寄越した。

            「準備で寝不足だったからな……。俺の手が必要なイベントまで少し時間があるし、控え室で仮眠でもするさ」

            　いつもの高慢なそれではなく、どことなく力のない笑みを向けられると、さすがにこのまま「じゃあ俺は飯を食いに」とは言いにくい。

            　俺は小さく唸ってから、後頭部の髪を手でかき乱した。

            「──俺で構わないなら、控え室まで送りますが？」

            「……………」

            　ひたりと見据えられて、その申し出の間抜けっぷりに気づく。大の男がちょっと立ち眩みしたくらいで付き添われるなんて、恥ずかしいに決まっている。

            　可愛い女の子ならともかく、俺だし。

            「あー、っと。余計なお世話でした。すんませぉうっ」

            　言葉半ばでガシッと首に腕を巻き付けられて、変な語尾が出た。肩に体重をかけられてよろめく。

            　病人を支えるっていうより、嫌がらせ的な勢いがあるんですが？　もしくは罰ゲーム。じゃんけんに負けたらオレらのランドセル持てよ的な？

            　あれはあれで子ども心にこう、胴の前後と両手足分あると合体ロボみたいで──じゃ、なくて。

            「いや、さすがにもうちょっと自分で体重を支えて頂けるとありがたいんですが？」

            「贅沢言うなよ」

            　ええー？

            「ここまでのし掛かられると、背負わないと歩けませんけど？」

            「それは美しくないなぁ。というか保健室でも思ったけど、意外にしっかりした身体してるよな」

            　藤堂は体重をわざとらしくかけるのを止めて、首に回した腕で胸板をパシパシと叩く。普段ならば気にもしない程度の行為だったが、いかんせん記憶に新しい変態がいるので思わずぞわと肌が粟立った。

            　その気配に気づいたのか、藤堂が小さく噴きだす。

            　笑いごとじゃないから。俺にとっちゃ、あれは地球外生命体だから。

            「控え室は奥ですか？」

            　円形になっている会場に添うように、奥まで続いている通路を視線で指すと、藤堂は首を振った。

            「ここにある扉はアリーナの出入口にしか繋がってない。控え室は一度エレベーターで地下に降りるんだ」

            「なるほど」

            　地下にはＩＤカードを差し込まないと行けないようになっていて、同じ学園の生徒とはいえ、開催者と観客をきっちりと分けられるようになっているらしい。

            　少し薄暗いと感じる照明に照らされた通路はいかにも控え室に続いてますって感じで、上の喧騒とは違った緊張を感じた。

            　いつのまにか腰に手を添えるだけになって進んでいたが、奥に見えた扉に向かおうとした俺の身体は、藤堂によって阻まれた。

            「先輩？」

            「今回は生徒会しか舞台裏は使ってないから、舞台袖にある一室しか使ってないんだ」

            　そう言って藤堂は脇にあるスロープ付きの階段を登り始める。そのしっかりした足取りに、本当に一時的な立ち眩みだったのだと気づいて、付き添いを申し出たのは余計だったと俺は溜め息をついた。

            「ちょっと藤堂先輩。もう大丈夫なら俺は戻りますよ」

            「俺達の所にも昼食くらい用意されてる。そこで食べていけばいい」

            「それは、でも」

            「立食より座って食べられる方が落ち着くだろ？　他は出張ってるだろうから、気遣いはいらない」

            「はあ」

            　確かに相良の一件で一部の風当たりはまだ強いし、一人で食えるならそれはそれで有り難いので、俺は大人しくついて行った。

            　生徒会役員用の昼食は、綺麗なランチセットにされていてめちゃくちゃ美味かった。

            　しかも、珈琲も美味かった。

            （眼鏡といい豆といい、所詮金か！）

            　俺は最後の一口を飲んで、ソファから立ち上がった。もう少し満腹感に浸っていたい気分だったが、仮眠を取る藤堂の邪魔をするわけにもいかない。

            「ごちそうさまでした。じゃ、先輩。俺はこれで」

            「ん、ああ。ちゃんと残りは参加しろよ？」

            「わかってますよ。姫宮も捜してるだろうし。あ、そういや白薔薇の発表ってもう終わってるんですか？」

            「終わったさ。有力候補を一人見逃したままね」

            「…………。それは残念でしたね。でもほら、本人にその気がないなら意味のない称号ですし」

            　俺の訴えに、藤堂の目が半眼になった。

            「な、なんですか」

            「氷室のヤツ。なんで珍しくルームメイトで騒ぎを起こさないのかと思ったら……そりゃ相手がとびきり美人なら文句もないよな。しかも明らさまに独り占めする気で黙ってたみたいだし」

            「独り占めとか言うな！」

            　喚く俺を無視して藤堂は立ち上がると、姿見の前で服装や髪などの身だしなみを整え始める。

            「先輩？」

            「時間だ。氷室の職務怠慢は相良に言いつけるとして、俺は出るから、悪いが周防も此処から出てくれ」

            「え、あ、はあ」

            　怒りの勢いを削がれて、握っていた拳を降ろす。入ってきた扉に向かおうとした俺を、藤堂が呼び止めた。

            「違う、こっちだ」

            「へ？　でも」

            「この先の通路をぐるっと回ると、内側からしか開かないホールへ出られる扉がある。下から戻るにはエレベーターを使わないとだからな、そこから会場に戻れ」

            「なるほど、わかりました」

            　手招きする藤堂について控え室を出て、俺達はさっき藤堂が言った通り、通路の分かれ道で別れた。

            　ホールに添うようにある薄暗い通路を、半円を描くように進む。ひと気のない空間に俺の足音だけが反響していたが、壁の向こうでは何かが始まったらしく、大きな歓声があがった。その騒ぎに生徒達が気を取られている隙に出れば目立たないだろうと、足を速めて突き当たりの扉に辿り着く。

            　ゆっくりと扉を開けて、俺は目の前にいた相良とたっぷりと二十秒は見つめ合った。

            「どうやら、藤堂は成功したみたいだな」

            　とか言いながら、おっとこまえな顔が不敵に笑む。

            　何か、ハメられたっぽい気がしなくもない。

            　扉の先は天井が高く、そこそこ広さのある薄暗い空間だった。壁際にごちゃごちゃと小道具や放送機材があり、舞台袖から洩れる明かりに濃い影を作っている。

            　スポットライトに照らされた舞台にマイクを持った新城先輩が何かを話していて、その傍に藤堂がいた。

            　少し離れた所に獅子尾と氷室が椅子に腰掛けていて、その顔が見慣れたものではなく生徒会役員の顔をしているのが気持ち悪い。

            　俺は慌てて舞台から相良に視線を戻した。

            「おい、どういうことだ？」

            　俺の詰問調の言葉に、相良は不敵な笑みを消して瞬きをした。疑問を表すように眉間に皺が寄り、予想していなかった反応に俺の意気も僅かに揺らぐ。

            「どういうことかって訊いてるんだけど？」

            「もしかして、何も聞いてないのか？」

            「聞くも何も、俺はこの扉はホールに繋がってるって」

            　言いかけて、確かにホールに繋がっていることに気づく。忌々しい気持ちになって藤堂を睨むと、客席に向かって暢気に手を振っていた。

            「とにかく、何も聞いてない」

            　藤堂を睨む俺を見て、相良は眉間を指先で押さえて嘆息した。

            「どうにかして連れて来いとは言ったが、まさか騙して連れてくるとは」

            「あんたの落胆はいいからさ、説明しろって」

            「生徒会に入るには、投票と役員の推薦の他に、実はもう一つ方法がある」

            「もう一つ？」

            「なんの運も柵しがらみもなく、知力体力さえあれば勝ち取れる枠が用意されているんだ。開会式で提示された謎を解いて役員を特定し、この新入生歓迎会中に捜し出し、そして捕まえる──というゲームなんだが」

            　もしかしなくても、今年はその謎の答えであるところの役員が藤堂だったんだろう。

            「……ていうか、俺が藤堂に捕まったんだけど？」

            「まあ、それはこちらとしても予定通りなんだが……俺としては、藤堂に周防を説得してもらいたかったんだ」

            「それって出来レース……」

            「耳が痛いが、説得に応じて貰えるならこの枠が一番周防にとってリスクの少ない役員入りの機会だと考慮した結果だった」

            　まあ、実力で勝ち取る枠なら容姿関係ないもんな。役員に推薦されるわけでもないから、変な妬みもないだろうし。

            「……言いたいことはわかるが、俺はそもそも説得されてない」

            「見ればわかる。藤堂のやつ……納得してもらわないと意味がないのに」

            　声音に相良の困惑と落胆が伝わってきて、なぜか罪悪感を憶えるんですが。俺は何も悪くないのに！

            「実はさっきまで、藤堂に麓の街まで連れ出されてたんだ。俺が生徒会役員が敷地内に出ることに対して何の反応もしなかったから、このイベントを知らないって気づいたんだろうな。だから、説得するより黙って連れてきちまえ作戦に切り替えた──んじゃないかと」

            　あんな殊勝な演技までして！

            「なるほど……。きちんと説明しなかった俺のミス、ということか」

            「その通り。つか、あんたが俺を諦めてなかったことに驚いたんだけど？　強制的に引き込まないと約束しただろう？」

            「だから、藤堂に説得してもらおうと思ったんだ。俺より藤堂のほうが、そういう交渉は巧いからな」

            「あのな、俺の場合、俺自身が納得すればいいって問題じゃねぇんだよ。理事が──」

            　言いかけて、思わず口を閉ざす。理事長に目立つことをするなと言われているから出来ないと言った場合、相良は理事を説得に行く可能性が高いと気がついたからだ。

            　その場合、理事は俺を忌々しいと思う気持ちと相良の意思のどちらを優先するだろうか──？

            （相良のバックによる──よな）

            　俺は少し前に、加狩によって教えられた役員情報を必死に引っ張り出した。どうでもいいと思っていたので記憶が曖昧だが、断片的に残っているものがある。

            　獅子尾は言わずもがな理事の孫だし、氷室は父親が政治家で祖父は元総理大臣。藤堂の母親は化粧品メーカーの社長だかＣＥＯだかで、新城先輩は父親が大使館に勤めてるお偉いさん──だっけか？

            　つか、今知りたいのは相良だって相良、相良──。

            （思い出した！　貿易会社の社長だ！　親父が！）

            　しかもなんか、伯父が警察官僚みたいなことも言っていた気がする。これは拙い。非常に拙い。

            　理事を理由に出したら絶対に俺が負ける！

            「周防？　さっき何か言いかけなかったか？」

            「べ、別に。と、とにかく、俺は生徒会なんて目立つ役職は死んでも嫌だ！　そんなのにかかわってる暇なんかないッ」

            　ビシッと言い切ったのに、相良の目は真っ直ぐ俺を見たまま揺らがなかった。白と黒のコントラストが綺麗な目に、そこをなんとか！　という訴えが見える。

            　俺は内心の動揺を唾とともに丸呑みし、心の底から微笑んでやった。

            「該当者無し」

            「しかし、今更」

            「該当者無し」

            「ここまで来て……」

            「が・い・と・う・しゃ・な・し!!」

            「周防のことは、俺が責任を持って護るから」

            「…………」

            　いや、理不尽な逆恨みや嫉妬から護ると言っているんだってことはわかってる。わかってるが！

            　さして知り合いでもない男前に真顔で言われると、すげー複雑なんですが？

            「っに気持ち悪ぃこと言ってんだよ！」

            「は？　あ、いや！　変な意味ではっ」

            「当たり前だ！」

            　つか何で目が泳いでんだよ。

            「うろたえんな！　言ってから発言の他意の可能性に気づいて恥じるな！」

            　こっちが居たたまれないだろうが！

            「す、すまない」

            　くそ、こう見た目で差別しないヤツってのは、相手が美女だろうがダサ眼鏡だろうが対応が同じで質が悪いんだよ。顔が良くて、頭も良くて、運動神経もあって、誠意もあって、真面目で！　おまけに誰にでも平等ですか。そうですか。

            　いい男だなちくしょう！

            「男の敵め！」

            　男子校にいるのがちょっといい気味だ。

            　共学ならばさぞ女にモテて男共の恨みを買っただろうに──いや、相良の場合は男にも好かれそうか？

            　そうなのか？

            　いや、好かれてんじゃん！　副会長じゃん！

            　こいつのせいで俺は男に絡まれたじゃん！

            「俺の敵め！」

            　ドンと感情のままに、相良の肩をどつく。

            「なっ!?」

            　呆気に取られている相良が結構間抜けで、とりあえず満足した俺は、ふんと鼻息をついた。

            「す、周防？」

            「とにかく、俺は絶対に生徒会には入らねえからな！」

            　俺が相良の鼻先に人差し指を突きつけていると、舞台から零れていた照明にふっと影が差す。視線を向けると、氷室が立っていた。

            「おい、何やってんだよ相良。さっさと藤堂を捕まえた生徒を──って周防!?」

            「いや、氷室。違う。これは手違いで……」

            　相良と言い合っているうちに、どうやら舞台に呼ばれていたらしい。こっちからも氷室達が見えたんだから、舞台からも俺達がもたもたしているのが見えたんだろう。

            「なるほど、この枠に引っ張るために藤堂に頼んだのか。いくら捜しても見つからねぇわけだぜ」

            　氷室は俺の言葉を遮ってそう言うと、小さく舌打ちした。

            「捜してた？　今日？　あんたが？」

            「ああ。お前に訊きたいことが……なんで離れる」

            「あんたの手の届く範囲に近寄るなと、俺のご先祖様が言っている」

            「はぁ？　つか、なんで相良を連れてんだよ」

            　相良の袖を掴んで後退した俺を見て、氷室が不機嫌そうに眉を寄せた。そんな氷室を、相良の肩口から顔を半分だけ出して睨み返す。

            「これは防御壁だ。保険だ。少なくともあんたよりは安全……だよな？」

            「一緒にするな。だいたいあれは、謝っただろう」

            　バツが悪そうな声が耳元で聞こえたが、チラと相良を見ると動く様子はなく、とりあえず大人しく盾になってくれるらしい。

            「おいおいおい、なんか聞き捨てられねーこと言わなかったか、コラ！　あれヽヽってなんだよ!?」

            「あ、近づくなって！」

            「じゃあ離れろよ。近いんだよ相良！」

            「俺に言うな。だいたい警戒されるようなことをした貴様の不手際だろう。これを機に今までの好き勝手な行いを猛省したらどうだ」

            　忌々しそうに顔を顰めた氷室を横目に、俺は相良を見た。いつにもまして相良の声が刺々しかったからだ。

            　考えるまでもなく、正反対の生き方をしているであろう者同士、反発心が強いのかもしれない。

            　あのときは寝起きだったから不可抗力にしてやるとして、それなりに潔癖っぽい相良にとって、氷室や獅子尾の生活態度はバッチリ嫌悪対象だろう。

            　二人とも間違いなく、始めちゃえばこっちのもんって感じの男だし。こんな奴らが生徒会役員としてまかり通っていること事態、相良にはストレスになってそうだ。

            　そんならちもないことを考えていたら、氷室が痺れを切らしたようにうなじを掻いた。

            「あぁ、もう！　とにかく相良は来いよ。周防、悪いけどお前は生徒会には入れられない」

            　いや、入らないし。とか余計なことは言わずに、よくわからないが望み通りなので頷く。

            「別にいいし」

            「そうか。それと、本当に話があるんだ。真面目な話だ。頼むからここで待っていてくれ」

            「……わかった」

            　目が真剣というよりは切実さを含んでいるように見えて、俺は思わず了承してしまった。

            「よし。じゃ、今年は該当者無しでいくぞ。っておい、相良！　いつまで周防見てんだ！　減るだろ！」

            　氷室の言葉に驚いて相良を見ると、本当にじっと俺を凝視していて素でビビった。そんなときにすっと視界の端に影が過ぎったもんだから、半ば反射で後ずさる。

            「──ッ？」

            　カツッと固い音が耳元でして、眼鏡が少し浮いてから鼻筋を滑り落ちた。

            　影は相良の手で、音は相良の指の爪がフレームに当たった音だったらしい。落ちる眼鏡が気になったが、相良の視線が強すぎて目が逸らせなかった。

            　一秒もなかったと思う。カシャンと眼鏡が床に落ちる音で、俺は呪縛から解き放たれた。

            「な、なにすんだよ」

            　薄暗い空間に漂う妙な空気に気圧されながら、俺は眼鏡を拾おうと屈んだ。

            「ちょっと、何してんの～!?」

            　音量を押さえた怒声に、俺達三人の視線が声の主に集まる。舞台袖の幕に手をかけて、新城先輩が怒りも露わに立っていた。

            「済まない。ちょっとトラブルがあってな。今回は該当者無しだ」

            「え、何言ってんの銀ちゃん？　昴っちは連れて来たって……ていうかそこにいるじゃん」

            　新城先輩がひょいと上体を斜めに倒して、相良の陰になっていた俺を覗き込んできた。

            　俺と、新城先輩の目が合う。

            「あっ、あ、ああ～！」

            　

            　僕の王子様！

            　

            　と叫んだ新城先輩の声は、間違いなくホール中に響きわたった。

            　使わないときはさ、マイクのスイッチ切ろうよ……頼むよ、先輩。

            


            

        
        
            　　　繋がりしは想いか過去か

            

            　重苦しい威圧感と呆れ返ったような溜め息が、装飾過多な部屋を満たしている。

            　休憩用にある二組のソファに、生徒会役員が勢揃いしてるのも俺としては居たたまれない。

            　相良と藤堂が俺の向かいのソファに座り、獅子尾と氷室が俺を挟むように同じソファに座っている。

            　ちなみに新城先輩は俺の膝の上だ。

            　舞台袖で飛びかかられたときのまま、いくら引き剥がそうとしてもコアラのようにしがみついてどうしても離れないので、仕方なくそのままにしている。

            　何が怖いって、誰もこのコアラ抱っこな格好に対して何も言わないところだ。

            　いや、まったくなかったわけじゃない。

            　最初は相良が引き剥がそうとしたし、その次は氷室が。その後には獅子尾も手をだしたが、ことごとく威嚇されて引っかかれるか噛みつかれている。

            　しゃっと歯を剥き出しにするところなんか、猫そのものだった。

            　見た目は子犬っぽいのに。

            　とにかく、よくわからないがこうなった新城先輩には誰もかかわりたくないらしい。「そのうち飽きる」と相良に肩を叩かれたとき、脱力に似た哀愁を感じた。

            　ただ獅子尾の気配だけが刻一刻と増大していってる気がして、微妙に左側を見られない。カチ、カチ、と獅子尾が俺の眼鏡のテンプルを開いたり畳んだりしている、プラスチックがぶつかる音だけが妙に浮いていた。

            　会場はすっかり有名になっていた新城先輩の王子様発見発言によって、ちょっとしたパニックになった。過剰反応した一部の生徒が舞台に上がって来ようとしたからだ。

            　それを納めるために新歓はあっさりと打ち切られ、今は教師陣の指示で寮に戻らされている。

            　俺もそれに紛れたかったが、新城先輩が俺にしがみついて離れてくれないし、なにより舞台上から生徒を蹴り落としている獅子尾の視線が「逃げんじゃねーぞ」と訴えていた。

            　そうして一通り生徒がホールから捌けた後で、俺は問答無用で生徒会室に連行されたわけだ。

            　そこで事態の説明を迫られて、所々、新城先輩や氷室、そして獅子尾に口を挟まれながら辻褄合わせをさせられた結果、

            「つまり、獅子尾も氷室も、新城まで……揃いも揃って周防嵐を追っかけてたってわけ？」

            　という呆れ半分の言葉を藤堂から賜った。

            　それからずっと、この微妙な静寂が続いている。

            　沈黙を破ったのは、ガコンッという大きな音だった。

            　全員が反射的に音がした方を見て、かすかに揺れたゴミ箱を視界に捉える。左側の隅だったので俺は獅子尾を見てしまったが、そのおかげで何が起こったのかを察せた。

            「てめっ、なに人の眼鏡捨ててんだよ！」

            　思わず新城先輩の存在を忘れて立ち上がろうとして、もちろん立ち上がり損ねる。

            「あっと、もう、新城先輩！　いい加減に退いてくださいよ！」

            「じゃあ僕の黒獅子になってくれる？」

            　それはちょっと、と言い淀んだ俺の言葉は、ぞっとするほど低い獅子尾の声に遮られた。

            「何が黒獅子だ。ふざけてねぇで、いい加減、周防から離れろ」

            「やだ」

            　即答した新城先輩を見て、獅子尾が目を眇めた。

            「ああ、そうかよ」

            　言葉に滲んだ肌が痺れるような殺気に、思わず俺の腕が動く。バシッと固いモノがぶつかり合う音が響いたが、覚悟していた衝撃は俺に訪れなかった。

            　予備動作無しで新城先輩の脇腹に繰り出された獅子尾の拳は、俺の腕に届く前に、身を乗り出した相良の手のひらによって受け止められていた。

            「何に苛ついてるのか知らないが、新城に当たるな」

            　相良と獅子尾が、強い視線をぶつけ合う。

            　二人に気を取られていたら、ふっと膝の上の重みが無くなる。視線を戻すと、新城先輩が俺から離れていた。

            　二人の殺気に気圧されたのか、それともさすがに空気を読んだのか、心なしか表情が翳り、心配そうに相良を見上げる。

            「蓮、やめろって。相良も。こいつは今ちょっと気が急いてるんだ。刺激しないでやってくれ」

            　氷室が二人の視線を遮るように手を振ると、相良は氷室を一瞥してから身を引いた。

            　獅子尾と距離が離れると、新城先輩がさっと相良に近づいてしがみつく。前にくっつかれたときは嫌そうに押し返していたが、今回は引き剥がさないらしく、顔を押しつけている新城の背に手を添えた。

            「事情があるにしても、他人に暴力を振るうな」

            「うるせーよ。口で言ってわからねぇ野郎に、俺が遠慮なんかするわけねーだろ」

            「立場を考えろ。貴様には生徒会長という自覚がないのか」

            　いつになく固い相良の声音を、獅子尾が鼻で嗤う。

            　あきらかに挑発的な態度だったが、相良はそれ以上何も言わなかった。どうやら氷室よりも獅子尾のほうが、相良と相性が悪いらしい。

            　蓮、と窘めるように氷室が名を呼ぶと、獅子尾はぐしゃと手で前髪を掻き回してから舌打ちし、部屋を出て行ってしまった。

            　乱暴に閉められた扉に、藤堂が眉を顰める。

            　妙な緊張感が生まれてしまった空気を、氷室が肩を竦めて崩した。

            「相良、悪いが先に周防と話させてくれ」

            「どういうことだ？」

            「周防は凪沙さんと知り合いらしくてね」

            「凪沙？」

            「ああ、名前で言ってもわからないか。帝さんの婚約者だった人だよ」

            　訝しげに問い返した相良に氷室が補足すると、相良の顔が痛ましげに翳った。

            「──確か、事故で亡くなられたと」

            「ああ。その件で、ちょっとな」

            　ちらと向けられた氷室の視線に、俺は動揺を隠せなかった。氷室の口から凪沙の名前が出た衝撃は大きく、取り繕う余地もないほど困惑する。

            　相良も俺の様子に何かを察してか、諦めたように溜め息をついた。

            「好きにしろ」

            「悪いな」

            　再び向けられた氷室の視線を、俺は受け止められずに逸らした。

            　正直、怖かった。彼女の死後、二年経った今でも執着している人間は限られている。

            　獅子尾と氷室が凪沙とどういうかかわりを持っていたのかわからない以上、動揺が収まらない今の状態で何かを見透かされるのは避けたかった。

            　もし、あいつヽヽヽの仲間だったなら──。

            「つーわけで、悪いけど周防、一緒に来てくれ」

            「……何処に」

            「蓮の部屋だよ。たぶんそこでイライラしながら待ってるだろうからな」

            　三人だけの空間には居たくない。

            　もしも二人が《向こう側》だったなら、俺が誰だか気づかれたときを考えると圧倒的に不利だ。

            　幸い、それを拒める不自然じゃない理由がある。

            「あんたらだけの空間に俺が行くわけねーだろ。訊きたいことがあるなら、ここで話せ。獅子尾を呼び戻して来いよ」

            「無関係な人間が居る場所でする話でもないだろ」

            「なんの話かは知らないが、俺が言いたいのはそういう問題じゃない」

            　俺の言葉に、氷室はああ、とようやく思い至ったような顔をした。微塵もそんなことを考えていなかったらしいのが、凪沙にかかわる話の深刻さを余計に感じさせる。

            　じわりと背に汗が滲んだ。

            「何もしないぜ？」

            「信用できない」

            「期待されると、応えなくちゃならない気にはなるが」

            「触んな！」

            　軽薄に伸びてきた手を叩き落とす。

            　別の緊張を悟られないように警戒を全面に出して拒絶したつもりだったが、そういうのには敏感なのか、すっと氷室は目を眇めた。

            「お前、何を知ってるんだ？」

            　俺は汗ばんだ手を、ぐっと握りしめた。

            　眼鏡がないから、おそらくは鋭く俺を射止めているであろう瞳が少しぼやけて見えるのがせめてもの救いだ。

            「──知らない。俺は、何も、知らない」

            　あからさまな嘘だった。言った自分ですら、吐いた言葉の嘘臭さに表情が強張る。

            　凪沙を巡って起こった幾つかの出来事の真相は──きっと誰よりも、俺が知っている。 

            　

            　

            　連れて行かれたのは、寮の七階にある部屋だった。

            　生徒会専用のこのフロアの個人部屋には、相良に呼び出されたときに来たことがあるが、相変わらずホテルだ。

            　意外なことに、獅子尾の部屋は相良の隣だった。

            　仲が悪い原因が、この部屋割りにもある気がするのは気のせいだろうか。

            　いや、でも防音は完璧だろうし──。

            「おい、開けられねぇだろ」

            　氷室に声をかけられて、扉の前に突っ立っていたことに気がつく。慌てて二歩ほど下がると、氷室は当然のようにポケットからカードキーを取り出して、獅子尾の部屋の扉を開けた。

            　入れと顎で促されて、渋々足を踏みだしたら、さっさとしろと背中を押された。

            　間取りは相良の部屋と同じみたいだが、内装は見事なまでに全然違う。

            　相良の部屋は硬質なモノトーン系でカチっと整えられていたが、この部屋は壁紙、カーペット共に暖色系の派手な色合いだ。照明も明るい。派手と言っても柄は洗練されていて下品ではなく、相良の部屋でそう感じたように、獅子尾らしい部屋だった。

            　リビングへ続く扉は開け放たれていて、そこから見える床に雑誌やＣＤケースが適当に積み上げられているのも、男の部屋っぽい。

            　相良の部屋は、今思えば働き盛りの公務員か秘書の書斎みたいだった。

            （仕事をする部屋だけを、見たからかもしれないが）

            　だいたい獅子尾の部屋が、綺麗に整頓されてたら不気味だ。他の誰かが──と思わなくもないが、じゃあ誰がと考えると一人しか思い浮かばなくて怖いので中断。

            「どうした？」

            　ピタリとリビングの入口の少し手前で止まった俺の後ろで、氷室が問いかけてくる。

            「んな警戒しなくても、大丈夫だって。俺も蓮も３Ｐは趣味じゃなッ……！」

            「んなことしようとしたら、もう二度と男に生まれたくないと思うような方法で殺してやる」

            　不意打ちの肘鉄をモロに喰らって呻く氷室を無視して、俺はリビング内の気配を探った。

            　なんでって？　中に人の気配がないからですよ。居るってわかってる人間が、気配殺してるってどうよ？

            　何かすごくよくない予感がしません？

            　間違いなく氷室だってそれに気がついてる。俺より先にリビング行こうとしねぇし。

            （俺が逃げられないように、出口塞いでるだけかもしれないが……）

            　とりあえず、俺は脇腹を押さえて文句を言っている氷室の腰に腕を回した。

            「？　なんだよ、そういうのは二人っきりのときに」

            　案外馬鹿かもしれないな、こいつ。

            「ま、一応」

            　実験ってことで。

            「あ？」

            　片足のつま先を踏んで腰を思いきり前に押すと、氷室はつんのめるようにしてリビングに踏み出した。

            　ガッという音と共に、入口から消える。

            「遅せぇ！」

            　容赦のない勢いで繰り出された蹴りを体勢を崩したまま喰らって派手に吹っ飛んだ氷室の着地音が、獅子尾の怒声と重なる。

            　ガシャンとかバキッとか固い音が混ざってるのは、なんとなく罪悪感が増すので編集でカット。

            　というか、さっきまで無かった分、一気に部屋に満ちた獅子尾の存在感が生徒会室のときよりも五割増しくらい威圧的に感じるんですが？

            　思わず出入口にダッシュしてみたり。

            「ざっけんな！」

            　獅子尾は恐ろしい速さで俺に追いつくと、扉に伸ばしていた俺の手を掴んで捻り上げた。

            　しかも思いっきり。

            「っぁ、だっ、馬鹿！　折れる!!」

            　直ぐに手は解放されたが、代わりに肩を掴まれた。勢いよく身体を反転させられ、扉に叩きつけられる。

            　防音加工された扉に隙間があるわけもなく、揺れもせずに低く鈍い音が響いた。逃げ場のない力がそのまま衝撃となって、背中に伝わる。

            　肺から息が洩れたところで首を一掴みにされて、視界が一瞬真っ赤になった。

            「ぅっ……ぐっ」

            「いつまでものらりくらり出来ると思うなよ。てめぇが知ってることを全部吐く気になるまで、両足折ってここに監禁してやってもいいんだぜ？」

            　向けられた殺気に戦慄おののく間もなく、ぐっと頸動脈を圧迫されて手足の先が痺れる。

            　なんていうか、話す気になるまえに話せなくなりそうなんですが？

            「……し、……ッぉ」

            「何やってんだ蓮!?　手ぇ離せ、馬鹿!!」

            　ようやく事態に気づいたらしい氷室の声で我に返ったのか、獅子尾の手が緩む。

            　助かったと思った瞬間、ぐらりと視界が揺れる。膝が床に落ちる衝撃を感じながら、一歩遅かったらしいと他人事のように思った。

            　意識が遠のくことに、焦りも危機感もない。

            　今のやりとりで、この二人が俺と同じ真実を知っている可能性に辿り着いたからだ。そしてその真実を知った上で、凪沙の死に怒りを覚えている。

            　こんなに切羽詰まった殺意を見せられておいて、こいつらがどっちヽヽヽかなんて考えるまでもない。

            　ただ、獅子尾の瞳に宿る殺意の奥にあるものが、妙に気になった。

            　なあ、獅子尾。お前何者なんだよ。

            　なんで俺と同じ怒りを抱えてんだ？

            　なんでそんな、何かを悔いるような顔してるんだ？

            　

            　凪沙を助けられなかったのは、俺なのに──。

            　撫でるように首に何かが触れて、ジクリと痛む。

            　薄く膜を張ったような意識の外で、微かな布擦れの音と氷室の声が聞こえた。

            「あーあぁ、痣になってんじゃん。可哀想に。お前、凪沙さん絡むと見境なさすぎだろ」

            「うるせぇ。こそこそしたり、逃げようとしたコイツが悪い」

            「こそこそって、理事が原因だって言ってたじゃん」

            「あの無能ハゲ。いつかぶっ殺してやる」

            　多少収まっているものの、未だに殺気立っている獅子尾の視線が頬に当たって痛い。というか、さっきのダメージが大きいのでもうちょっと休ませてくれ。マジで。

            　呼吸する度に喉が痛いんですけど？

            　まさか初っ端から本気で掴みかかって来られるとは思ってなかった、俺の油断のせいでもあるが──。

            （くそっ、もうちょっと腕力が欲しい）

            　俺より膂力のあるヤツに捕まえられちまうと、どうにも不利だ。あんなにガッチリと掴まれることなんて最近なかったから、失念していた。

            　つーか複雑な状況だったとはいえ、気に入ってる相手を遠慮も容赦もなく絞め殺そうとするってどうよ。

            　お気に入りなら、生物無生物関係なく力一杯握る子どもかお前は。

            　ああ、そうでした。そうでしたね。俺が悪かった。蓮様は最初から俺様神様お子様な性格でしたね！

            　そんな相手を前に油断していた俺が悪うございましたよ。ええ。

            　いつだったか、凪沙が男はいつまでたっても子どもだと言ってたな。独占欲と所有欲の塊で、見栄っ張りで意地っぱりで──変なところにこだわっては譲らない馬鹿だとも。

            　ひどい言われようだが、否定も出来ないのが悔しい。

            　そんなこと、もちろん凪沙には言わなかったが。

            　しかも凪沙曰いわく、男のそういうところが可愛いらしい。

            （…………女ってすげぇな。有り得ねぇ）

            　いい大人にガキのように振る舞われて、笑顔で「可愛いわね」と受け止められるか？

            　無理だ。俺だったら即行で殴り倒す。

            　新城先輩は見せる執着も動機もモロにお子様だから笑って許せるが、駄犬二匹は男の欲望丸出しで生々しすぎる。しかも膂力で負けるから、非常に有害だ。

            　そもそも女並みの母性を男の俺が持ってるわけがないから、比べるのが間違いか。染谷先輩あたりなら持ってそうだが──。

            （でも、男のそういうところをうまく受け止めたり宥めたりできる女だったから、凪沙はあんなに綺麗だったのかもしれない）

            　俺だって、結婚するなら凪沙みたいないい女と結婚したいと思うし。

            （……なんか俺、シスコンみたいだな）

            　まぁいい。今は女の母性本能の偉大さを讃えておこう。

            「しっかし。本当にキレーな顔してんなコイツ。睫毛なげぇし、肌白ぇし」

            　見んなっつの。俺は世の女性達に感動しながら休んでんだよ。

            「凝視してんじゃねーよ湊。それは俺のだ」

            　お前のじゃねーよ！

            「は？　まだお前のじゃねーだろ。寝ぼけてっとおじいちゃんと同じ髪型にすんぞコラ。つーか今から気をつけたほうがいいんじゃねーの？　ハゲは遺伝するからな」

            「死にてぇらしいな」

            「てめえが寝言ほざくからだろ。周防は俺が落とすんだよ」

            　寝言をほざいてるのは両方だと気づいてくれ、頼むから。

            「あーぁ。湊クンってば、昔はどこに行くにも俺の後くっついてきて可愛かったのにぃ」

            　マジで!?　想像できねぇ！

            「あれはお前が俺を連れまわしてたんだろうが！　何でもかんでも俺を巻き込みやがって！」

            「嬉しかったくせにぃ。かわいいみーちゃんは何処に行っちゃったんだろうな？」

            「その呼び方も喋り方もやめろ！　殺すぞてめぇ！」

            「ああ？　誰に向かって殺すって言ってんだコラ」

            「死んだ女にいつまでも未練タラタラの腑抜け野郎にだよ！　女々しいんだよテメーは。こんな男が紅蓮の獅子ヽヽヽヽヽだなんて笑っちまうぜ。仔猫の間違いじゃねーの？　赤いリボンがついた首輪でもプレゼントしてやろうか？」

            「上等だ、かかってこいや！」

            「言ったな、足腰立たなくなるまで啼かせてやらぁ！」

            「死ね！」

            　ガダッと複数の物音が重なり合うように連続して響いたその中で、不思議と俺の声だけがハッキリと浮いた。

            「……ナイトレオン」

            　二人の視線が俺を向く気配と共に、沈黙が落ちる。

            　ゆっくりと目を開けると、互いの胸倉を掴み、左頬に相手の拳を喰らったままの獅子尾と氷室がいた。

            　

            　

            　

            　ナイトレオン。

            　三年前、作られては消えていく数多のチームの中に、その名があった。

            　ちょうど豊作というか粒ぞろいというか──運が悪かったというか。そこそこ器量のあるヘッドがいる小中規模のチームが狭いエリアでひしめいていた世代で、食い合いや潰し合いが多く発生し、荒れた時期でもあった。

            　八年前、「迅雷じんらい」というチームに野郎共の憧れと崇拝を一心に受けていた「神変しんぺんの黒豹」と異名された男がいて、そのエリアに血の気の多い野郎共が惹き寄せられてきたのが原因だ。

            　誰もがその男と肩を並べたい、いや、越えたいと思っていた。

            　だけど目指すべき「迅雷」という明確な壁は、ヘッドの成人をきっかけにあっさりと解散してしまい、混乱の内に自然とこのエリアの頂点に立つことが彼らを越えることと同じ意味を持った。

            　ただ頂点を目指すより、彼らにとっての神に等しき存在に辿り着くという目的があった分だけ、衝突が激化したのは言うまでもない。

            　そんな戦国時代の終盤に、ナイトレオンは生まれた。

            　数多あるチームの中で、ナイトレオンは異色だった。

            　瞬く間に頂点グループと肩を並べる組織にのし上がっておきながら、頂点を目指す争いに興味がないことを明言し、「気にくわない」とヘッドが言えば、そのチームは潰されていった。

            　しかし半年もすれば、彼らの目的は見えてくる。

            　一般人は巻き込まないという最低限の暗黙ルールを無視する連中や、常軌を逸脱した暴走行為をするチームが常にターゲットだったからだ。

            　その偽善とも言える行いを、しかし圧倒的な強さで遂行していくナイトレオンを、一部のチームは心底嫌悪して牙を剥き、逆に心底心酔し自ら膝を折ったチームもあった。

            （そのナイトレオンのヘッドこそが「紅蓮の獅子」という異名で呼ばれていたわけで……）

            　俺がナイトレオンに関する記憶を呼び覚ますだけの時間をかけて、我に返ったらしい獅子尾が氷室の胸倉から手を離した。

            「ナイトレオンを知ってるのか？」

            「俺ら、の世代、で知らない方がおかし、だろ……つーか、喋ると喉が痛いんですけど……っ」

            　喉を押さえながら起き上がった俺を見て、獅子尾がばつの悪そうな顔をしたが、謝罪の気配を微塵もみせずに向かい合わせのソファにどかりと腰を下ろした。

            「湊」

            「俺かよ」

            　文句を言いながらも、氷室は殴られた頬を撫でながらキッチンへ向かう。冷蔵庫を開けてスポーツドリンクのペットボトルを俺に投げて寄越すと、缶珈琲を二つ持って戻ってきた。

            　その片方を、獅子尾に渡す。

            （……なんつーか）

            　名前呼ばれただけで通じるんですか。そうですか。

            　いや、二人の以心伝心ぶりよりも、氷室が普通に見えてくるどころか、実はイイヤツなんじゃないかという恐ろしい考えが過ぎることが問題だということにしよう。

            　いかんいかん。こいつは強姦魔。強姦未遂魔。

            「なにぶつぶつ言ってんだよ」

            　ペットボトルを凝視しながらニューロンとシナプスを活性化させている俺を、胡乱うろんな眼差しで獅子尾が見ていた。とりあえず、当たり障りのないことを言っておく。

            「いや、熟年夫婦のようだと」

            「ぶっ」

            　うわ、氷室が珈琲を噴き出しやがった。

            「変なこと言うんじゃねーよ！」

            　口元を拭いながら、もの凄い剣幕で否定してくる。

            　その勢いこそが、ちょっとそれっぽいと自覚してる証拠になんじゃなかろうか。

            「あー、いいじゃん。お似合いお似合い。二人でくっついてめでたしめでたしってことにしようぜ」

            　パキッとペットボトルのキャップを捻りながら俺が言うと、獅子尾が缶をローテーブルの上に置いた。妙に静かな置き方で、俺が緩めた緊張という名の糸を目一杯に引き絞り直す。

            「話を逸らすんじゃねぇよ」

            　さっき殴り合った原因が何だったかとかは、既に遠い宇宙の彼方らしい。

            「………」

            「ナイトレオンを知ってるなら、コイツがどんな野郎なのかも知ってるんだろ？　もう逃げられねぇんだから、腹くくれよ」

            　獅子尾の隣に腰掛けながらそう言う氷室の顔も、既に笑ってない。

            　俺は一度だけ、ナイトレオンの掃除の跡ヽヽヽヽを見たことがある。ナイトレオンのターゲットになったチームは文字通り血の海に沈む。闇に紛れて獲物を捕らえる獣に食い荒らされるが如く、だ。

            　狂気に囚われた連中にかける慈悲などない。復讐どころか二度と拳を握る気さえ起きないように、徹底的に叩き潰される。

            　死人が出なかったのは、紅蓮の獅子の右腕である男のフォローの賜物だともっぱらの噂だった。

            　それが誰かなんて、今更だが。

            　俺は妙に甘く感じる液体を喉に流し込んで、溜め息をついた。

            　眉間を揉んで、眼鏡が無いことを今更に思い出す。

            「眼鏡拾うの忘れた」

            「んなもん、もっとマシなのを俺がいくらでも買ってやるよ」

            「間に合ってマス。つかそんな睨むなよ。あんたが紅蓮の獅子だっていうのなら俺にとって問題はないし、答えられることには答えてもいい。ただし」

            「ただし？」

            「あんたらと凪沙の関係を教えて貰うのが先だ」

            「お前が質問できる立場じゃ」

            「蓮、問題が問題なんだ。周防が慎重になるのは当然だろう？」

            　身を乗り出しかけた獅子尾を氷室が押し留めると、獅子尾はチッと舌打ちした。

            　珈琲缶を引ったくるように掴むと乱暴にプルタブを持ち上げ、そっぽを向いてごくごくと飲み始める。

            　いかにも、俺からは喋らねぇからなって態度だ。

            　このやろう。お前は今日から俺様お子様蓮様だ！

            　俺が半眼で獅子尾を睨んでいると、氷室が肩を竦めて前髪を乱した。

            「周防は帝さんを知ってるんだよな？」

            　なんでそれを、と言いかけて、獅子尾と帝さんに繋がりがあるらしいことを思い出す。仕方なく獅子尾を見ながら曖昧に頷くと、氷室がふと首を傾げた。

            「もしかして、兄弟だって知らないのか？」

            「は？」

            「蓮と帝さんだよ」

            「あっ、へ？　えぇ!?」

            　確かにぱっと見は似てると思ったが、まさか兄弟だとは思わなかった。

            　他人の空似しかり、せいぜいが親戚とか従兄弟とか。

            　紳士で理知的な帝さんとは、主成分があきらかに違う。

            （兄弟だから、あんなにムキになって怒ったのか？）

            　あの人、さり気なく完璧だからな。

            　他人でも劣等感を感じさせられるのに、兄弟として比べられりしたら、そりゃ堪らないかもしれない。あのジジイなんか、そういうのもの凄くこだわりそうだし。

            　あれ？　でも確か蓮は溺愛されてるって新城先輩が言ってたっけ。──どういうことだ？

            「おい、くだらねーこと考えてんじゃねぇだろうな？」

            「え？」

            「言っておくが、俺は自分が奴より劣ってるなんて微塵も思っちゃいねぇ。あんなクズ野郎が兄貴だなんて、虫酸が走るくらいだ」

            　底冷えするような眼差しで睨まれたが、その瞳に含まれる憎悪と侮蔑に、恐怖よりも怒りが湧いた。

            「弟のくせに、帝さんの何を見てんだあんた。態度もガキなら頭もガキか？」

            「ああ？　何であんな腑抜け庇ってんだてめぇ？　そういや俺のことを帝と勘違いしてビービー泣いてやがったっけなぁ。もしかしてデキてんのか？」

            「何でもかんでも下品な想像に結びつけんじゃねーよ！このホモ野郎！」

            「んだと!?」

            　立ち上がる動作を見せた獅子尾に俺も動いたが、ゴッという聞いたこっちまで痛くなるような鈍い音が俺達の動きを止めた。

            　獅子尾は直接的に、俺は間接的に。

            「ぃッ────ッツ!!　ッ!!」

            　頭を抱えて悶絶する獅子尾の頭上には、珈琲缶。

            　零れなかったから中身は無いんだろうが、氷室の馬鹿力で振り下ろされたのだと思うとゾッとする。

            　もしかしなくても底がへこんでませんか？

            　眼鏡がない俺にすら視認できるくらい、へこんでませんか？

            　というか、本当に恐ろしいのは缶の底がへこむほどの勢いで殴られたにもかかわらず、頭を抱えて痛がるだけで済んでる獅子尾の石頭っぷりか？

            「話が進まねーだろうが。周防、その足下ろせよ。痛いから、それ絶対スネに当たるから」

            　コンコンとローテーブルを指先で叩いて、蹴り出す準備万端で縁に乗っていた俺の足を退かすように促す。

            「二人とも沸点低すぎんだよ」

            　うっわ、なんだこの諭しモード。女房からお母さんに早変わりですか？　いやいや、世話を焼くならそこの馬鹿だけにしてくれ。

            「どこぞの強姦未遂魔より、ましだと思うけどな」

            　未遂をつけたのはもちろん嫌味だったが、氷室はふんと挑発的に鼻で嗤った。

            「ホントに可愛くないことばっか言ってっと、その代名詞から未遂ヽヽがとれるぜ仔猫ちゃん？」

            　身体から先に陥落させるっていう手だってある、とか冗談を感じさせない熱っぽい目で言われたんですが。

            　足先から指先までぞわっと鳥肌が立っていくのに身震いすると、立ち直ったらしい獅子尾が氷室の脇腹に拳をいれた。

            「俺のだっつってんだろ！」

            「まだお前のじゃねーだろ！」

            「うるっせぇんだよてめぇらは！　さっきから同ことでぎゃあぎゃあぎゃあぎゃあ！　誰がてめーらのもんになるか！」

            　その話題は堂々巡りな上に救いがないからやめろ！

            「あーもう、凪沙とはつまるところ、帝さん経由で知り合いだったってことでいいんだよな？　で、ナイトレオンのヘッドとナンバー２が今更、何を知りた、い……」

            「周防？」

            　あれ？　帝さんと獅子尾が兄弟で、だから凪沙と知り合いだったってことは──。

            　

            　──これ以上、俺達の邪魔をするなら次はお前の兄貴だ。

            　

            「………っ」

            　蓮を通して凪沙とナイトレオンが繋がった瞬間、奴の声がまざまざと耳に甦った。引きずられるように、鮮やかな情景が脳裏に浮ぶ。あの男の皮肉げな微笑と耳障りな声に、全身が拒絶反応を起こして戦慄した。

            「おい、どうした？」

            　異変に気づいた獅子尾が手を伸ばしてきたが、俺はその手を強く払っていた。

            　強い緊張が、部屋に奔る。

            「──悪い。ちょっと、思い出したことが……。そう、か。そうか。獅子尾がナイトレオンのヘッドで、帝さんの弟ってことは……あれは、」

            　あの男から、ナイトレオンへの宣戦布告だったのか。

            　ずっと謎だった。なぜ凪沙があの男のターゲットにされたのか。どんなに探っても奴と凪沙の接点が見つからなくて、ただ運悪く奴の度胸試しに使われたのが凪沙の車だったと──そう思うしかなかった。

            「馬鹿か俺……なんで忘れてたんだ」

            　凪沙とナイトレオンが繋がるまで奴の言葉を忘れてたなんて、自分で自分が信じられない。

            （だけど…………だから、か）

            　ナイトレオンとの因縁に凪沙は巻き込まれたのだ。獅子尾があんなにも切羽詰まった殺意と後悔を抱いていることに、ようやく納得がいった。

            「おい、どうしたんだ？　何を思い出したって？」

            　思考に没頭しかけていた俺を、獅子尾の声が呼び戻す。顔を上げて目が合うと、疑問が湧く。

            （こいつ……どこまで知ってるんだ？）

            　今までの言動から、凪沙の死に奴が絡んでいることには気がついているんだろうが──。

            「あんたら、滝沢たきざわ充みつるを捜してるのか？」

            　獅子尾の出方を見るつもりでその名を口にしたが、俺の意図に反して声が震えた。その震えに動揺した矢先に、ガッと胸倉を掴まれる。

            「てめぇまさか、あいつの仲間か!?」

            「なっ、ちょっ!?」

            　俺は急な展開についていけなくて、ろくな抵抗も出来ずに揺さぶられた。ローテーブルに片足を乗り上げ、尋常じゃない力で俺の身体を引っ張り上げたのは、今まで一人落ち着いていたはずの氷室だった。

            「滝沢の仲間かって聞いてん……ッ!!」

            　二度どころか、一度言われるだけでも許せる言葉じゃない。俺は胸倉を掴まれたまま、その体勢から絞り出せる力の限り、氷室の側頭部に右の拳を思い切り叩きつけてやった。

            　瞳がぶれて氷室の意識が一瞬飛んだのがわかったが、倒れるなんて許さねぇ。

            　今度は俺が氷室の胸倉を両手で鷲掴む。

            「言っていいことと悪ぃことがあんだぜ、氷室。あの世で後悔しろ！」

            　ローテーブルに乗り上げてくれていたのは非常にありがたかった。さして苦もなく俺に引き寄せて、鳩尾に膝を埋め込んでやる。

            　耳元で、氷室の呻き声が聞こえた。

            　完全に取り残されて、呆気にとられている獅子尾に投げつけてやろうと腕に力を込める。しかしそれは、氷室に肩を掴まれたことで阻まれた。

            　氷室に意識がある事実に、俺は本当に驚いて絶句した。

            「キッツ～、……っとに、見事に、急所、狙ってくれちゃて……可愛いったらねーな、オイ」

            　完全に飛ばしたヽヽヽヽと思っていた男が、呻きながら軽く頭を振っている。もう片方の手も、しっかりとした動作で俺の肩に乗せた。

            　そういえば、獅子尾が俺の渾身の右フックを喰らったときも、足元がおぼつかなくなっただけで意識があったのを思い出す。

            （こいつら、二人揃ってどんだけ反射神経いいんだ!?）

            　急所にまともに入っていたら、動けるはずがない。それでも動いているということは、ぎりぎりのところで逸らされているとしか考えられなかった。

            　咄嗟に氷室から離れようと身を捩ったが、遅かった。

            「悪かった。そうだよな、どう見ても周防は滝沢とつるむような男じゃねーわな」

            　声音は本当に申し訳なさそうだったのに、手は放れずにぐっと肩を引き寄せられる。

            「な、なに──むぅっ!?」

            　なんで、何で俺は頭突きを喰らうんじゃないかとそっちを警戒してしまったんだろう。喧嘩野郎の性さがといえばそれまでだが、相手は氷室だったのに！

            　俺が氷室を突き飛ばすのと、獅子尾が襟首を掴んで引っ張るのは同時だった。

            　ナイスタイミング。

            　きっと俺だけだったら離れられなかった。

            「てめぇ！　なにしてんだよッ」

            　ものすごい剣幕の獅子尾の怒声を聞きながら、俺は少し痺れている下唇を拭った。

            　うぅ、思いっきり吸われた。

            「お詫びのキスってことで。ごちそうさまー」

            　打ちひしがれている俺を後目に、氷室は至極満足そうにさらっと告げる。

            「どこが詫びだっ！」

            　だいたい詫びなのにごちそうさまってなんだ、ごちそうさまって！

            　俺が更なる罵声を浴びせようとしたのを遮るように、獅子尾の手が伸びてくる。何となく嫌な予感がして叩き落とすと、「不公平だ」とのたまいやがった。

            　もうね、ブチッなんて騒ぎじゃないですよ？

            　血管どころか、脳味噌破裂しそうだっつの！

            「黙れ。てめーは俺の首に噛みついただろうがっ！」

            「あっ、あの噛み傷って蓮だったのかよ！」

            　一瞬、驚いたように目を見開いた氷室だったが、直ぐに目を眇めると鼻で嗤う。

            「はっ、そういや蓮は周防に噛まれたことあったよな？それも舌。よっぽどヘタだったんじゃねーの？　俺んときは──」

            　からかうように告げる氷室が、その先に何を言おうとしているのかに気づいた瞬間、俺はペットボトルを投げつけていた。

            「氷室。それ以上言ったら殺す」

            　顔面に投げたからか、あっさりとキャッチされたボトルごしに睨みつけたが、ニヤニヤと氷室は笑うばかりだ。

            「そーだなぁ。あんな恥ずかしいことは、俺達だけのヽヽヽヽヽ秘密にしとこうか。な、嵐？」

            　キスされたときに昏倒したことを言いたいんだろうが、あれは俺の体調が悪かった結果だ。氷室もそれをわかっているだろうに、わざと獅子尾を煽るような言いかたをしているのがめちゃくちゃムカツク。

            「気安く名前で呼ぶんじゃねぇっ！　つか黙れ！」

            「俺達だけの秘密、ねぇ？　周防の恥ずかしいトコなら俺だって知ってるぜ。なあ？」

            　羞恥に真っ赤になっていたところに、獅子尾の追い打

            ちがかかる。あれは言いわけのしようがない醜態だという自覚があったので、さすがに青ざめた。

            　雨が降っていて──だから頭痛が酷くて。

            　血が──。

            「…………なにやってんだか」

            　いちいち二人の言葉に反応している自分が急に馬鹿らしくなって、俺はソファに落ちるように座った。

            　深く息を吐き出しながら、両手で顔を覆う。

            　個性が強い奴らばっかり相手にしていたから、いつの間にか、かなり他人の言葉や感情に反応するようになっていたらしい。

            　後頭部に二人の視線を感じながら、俺は一つ一つ、心に広がった感情の波紋を堰き止め、殺していった。

            「好きだとか、惚れたとか。これ以上、俺相手にくだらねぇ言い合いを続けるなら帰らせてもらう。俺はこんな茶番をするために、この学園に来たわけじゃねぇんだ」

            　俺が態度を変えたことで、二人の気配が緊張する。

            　最初から、こうしておけばよかった。

            　新しい環境で、俺は俺なりに浮かれていたのかもしれない。それが、隙になってたんだ。

            （だから、こんなガキ共相手に振り回される）

            「嫌な目ぇしやがって」

            　獅子尾は吐き捨てるように言うと、どかりとソファに腰を落とした。空気は既に学生寮のそれではなく、当然のように氷室は座らずに獅子尾の後ろに控えて立つ。

            　俺はその構図に、獅子尾蓮が《紅蓮の獅子》なんだと本当のところで納得できた気がした。

            「最初に言っておく。あんたらと俺の目的はおそらく同じだ。だから情報は……条件によっちゃ交換してやらなくもない。だが、獲物まで分け合う気はない。俺はお前達に協力しないし、邪魔もしない。だから、あんたらも俺の邪魔だけはするな」

            「もし、お前の邪魔をしたら？」

            　俺は獅子尾が俺のことを、お前丶丶と言ったことに口端を上げた。なんとなく、区別された気がしたのだ。

            　普段の俺と、今の俺は違うヽヽのだと。

            　己の無意識に気がついたのか、獅子尾は小さく舌打ちしたが、俺は笑ってやった。

            「余所見する余裕があるならやってみりゃいい。後悔しねぇならな」

            　俺の言葉に獅子尾は眉を顰めると、背もたれに体重をかけた。膝を叩く指が、不機嫌を如実に表している。

            「お前──周防は、凪沙さんの何なんだ？」

            　低い声で投げかけられた問いに、俺は素直に答えた。

            「俺にとって凪沙は、姉であり母であり家族だ。血は繋がってないけどな」

            「帝とは、凪沙さんから？」

            「そうだ。凪沙の紹介で知り合った。それが縁でいろいろ世話になってはいるが……」

            　俺が言葉を濁すと、獅子尾が話題を変えた。それも本題ど真ん中だ。

            「あの日……凪沙さんが殺されたとき、お前は何処にいた？」

            「凪沙が死んだのは交通事故だ。──運転を誤って、電柱に突っ込んだ」

            　ということに、なっている。実際には凪沙の前に飛び出してきたバイクがあった。そいつを避けるために、凪沙はハンドルを切ったのだ。

            　だがこれは俺と、俺の話を信じた帝さんだけが知っている事実だ。社会的にはもみ消されてしまった。だから、表向きの事実を口にしたのに──。

            「俺は事故だなんて思っちゃいねぇ。飛び出してきたバイクに乗ってた野郎は《ヴォーダン》のメンバーだ。それ以外にも、証拠はいくつかある」

            　獅子尾の思わぬ言葉に、俺は瞠目した。

            「凪沙さんの事故の原因はバイクを避けたからだ。痕跡もハッキリ残ってるのに──あの野郎にもみ消された」

            　悔しげに獅子尾の顔が歪む。ぐっと握った拳に力が入った。

            （こいつ……そこまで調べたのか）

            　真っ直ぐな視線になんだか泣きそうになって、下唇を噛む。弟とはいえ、帝さんがわざわざ加害者がいる事実を話したとは思えない。こいつは自分で凪沙の事故に疑問を持って、自力で真相に辿り着いたんだろう。

            　事故現場にいた俺とは違い、まっさらな場所から、自力で真実に辿り着いたのだ。

            （本当に……俺と同じ思いで滝沢を追いかけてるのか）

            　ナイトレオンのヘッドとしてだけではなく、凪沙の仇として滝沢を追っている。

            　そのことが、妙に俺の胸を熱くした。

            「凪沙さんの件は、滝沢から俺達に向けた宣戦布告になるはずの事故だったと俺は考えている。だが凪沙さんが亡くなったことで、滝沢たちはあの事故から自分たちの痕跡を消した」

            　ヴォーダンは滝沢のチームだ。ナイトレオンと同規模のチームで、最終的な頂上決戦はこの二チームになるだろうことは、誰の目にもあきらかだった。

            　ヴォーダンが手段を選ばず他のチームを呑み込んでいく組織だったのもあって、ナイトレオンを警戒していたし、逆もまたしかり、だった。

            　頂点を目指していないと宣言していたナイトレオンと、何が何でもこのエリアを統べようとしていたヴォーダン。

            　なんとも皮肉で、しかし誰もが予想していたカードだった。

            「脅すだけのつもりだったんだろうが、凪沙さんは死んだ。殺された！」

            　憤りを露わにする獅子尾と、そんな獅子尾を見る氷室の視線が、俺の胸中を複雑に掻き乱す。

            　先ほど思い出した滝沢との記憶が、刃となって突き刺さるようだった。

            　俺は強く目を瞑り、口を開いた。

            「……バイクに乗ってた男は、正確にはヴォーダンのメンバーじゃなかった」

            「なに？」

            「凪沙の車を事故らせたらチームに入れてやるって、そそのかされたガキだったんだよ。といっても、滝沢が絡んでるんだから同じだけどな」

            「……どうして、周防がそんなことを知ってる」

            　新たな情報の提供に、獅子尾の声音が低く強張る。俺は努めて冷静に、真実を告げた。

            「滝沢が、俺にそう言ったからだ」

            「なんだと？」

            「俺があの事故のとき、何処にいたんだって質問に答えてなかったな……。俺はあの事故のとき、凪沙の隣にいた。…………車に、乗ってたんだ」

            「まさか！　発見されたとき、凪沙さんは一人だったはずだ」

            　思わず、といった感じで氷室が口を挟んだ。

            「騒ぎになる前に、滝沢のチームの野郎が来たんだ。たぶん本当は凪沙を連れ去りに来たんだろうが……」

            　俺はその先を言い淀んで、そのまま言わずに一拍置いてから、言葉を続けた。

            「俺は目元を強く打ちつけた以外、ほとんど打撲と掠り傷だった。だから代わりに丶丶丶丶連れて行かれた。そこで滝沢に言われたんだ。『これ以上、俺達の邪魔をするなら次はお前の兄貴だ』と伝えろってな」

            「蓮、よせ」

            　はっと息を飲む気配の後で、氷室が獅子尾の手首を掴む。獅子尾の握り込まれた手のひらから、血が滴っていた。

            　氷室は獅子尾の指を強引に開かせると、自らの手を割り込ませて、それ以上、爪で手のひらを傷つけられないようにした。ポケットから取り出されるハンカチに内心で驚きながら、俺は言葉は止めずにその光景をぼんやりと見ていた。

            「俺はあのときはそういう世界丶丶丶丶丶丶の住人じゃなかったから、なんで連れ去られたのかわかってなかったし、滝沢が何を言ってるのかもさっぱりわからなかった。解放された後も混乱してたと思う。なんとか事故現場に戻ったところで、帝さんに保護されたんだ。帝さんに会ったら事故のこととか、凪沙のこととか一気に現実味を帯びて──突然目が見えなくなった。目は眼球が強く圧迫されたことと一時的なショックからだったらしくて、二日後には見えるようになったが、視力は一気に落ちて、それからもじわじわと落ち続けて、俺は怖くてたまらなかった」

            　ふと、氷室が俺に視線を向けた。そこに滲んだ不安に気づいて、俺は苦笑した。

            「視力はもう安定してる。失明することはないって医者も言ってたし。まあ、とにかく、色んなことが一辺に起こりすぎて、俺はいっぱいいっぱいだったんだ……。俺が視力を失ってた間に、凪沙の事故が前方不注意による自損扱いになってることを葬儀で知って、俺は驚いて警察に駆け込んだ。俺はバイクが前方で凪沙の車を煽るように蛇行運転した挙げ句、ハンドル操作誤ってこっちに突っ込んできたところ見てたからな。でも、何故か車には凪沙しか乗っていなかったってことになってて、俺の言葉は一切無視された。姉と慕った人を亡くして混乱してるんだろうって。そうして、そのまま事件は事故として処理されちまった」

            　俺が駆け込んだとき、事故車両はすでに処分されていて、証言を立証することができなかったし、なにより事故現場を離れていた俺の言葉は信憑性に欠けていた。

            　だから無理だったんだと、そのときは思った。だが、すぐにそれが有り得ないことだと気がついた。車内には俺の痕跡が血痕を含め見落としようがないほど残っていたはずだし、俺どころかバイクの存在までなかったことにされている。

            　気味が悪かった。本当に俺が夢でもみて、混乱しているのかもしれないと思いかけたほどだ。

            　だけどあのときの痛みも、凪沙の声も、雨の音も、紛れもない現実として俺の記憶に刻まれている。

            　その確信のもと、再び警察に乗り込もうとした俺を止めたのは帝さんだった。

            　あのときは帝さんまで俺が狂ったと思っているのかと憤ったが、後から手に入れた情報で、警察に圧力がかかっていた可能性に辿り着いた。

            　帝さんはおそらく総てを知った上で、俺に害が及ばぬようにと俺を止めてくれたのだ。

            　自分だけが矢面に立てる問題だったなら、俺なんかよりも大胆な行動を起こしていたかもしれない。

            （俺や──弟がいたから、あの人は怒りを呑んで、身を引いた）

            　そのことをきっと、獅子尾もわかっている。

            　だからこそ、あれが事故ではないと疑念を抱き、バイクの存在や滝沢の影に辿り着いたのだろう。

            　手の痛みには欠片も感心を示さないで、ひたすらに俺を凝視する獅子尾の視線が痛い。

            　俺はその視線から目を逸らさずに、言葉を続けた。

            「俺は本当に何も知らなかったから、俺を攫った連中のことを……滝沢のことを、独自に調べ始めた。何者で、何をやっているのか。俺の頭は凪沙を殺した奴らへの怒りでいっぱいだった。形振り構わず、片端から情報を掻き集めた」

            　新参者が馴染むには厳しい世界だった。情報を嗅ぎ回れば絡まれることも多く、何度リンチまがいの目に遭って道端で死にかけたか思い出したくもない。

            　それでも、俺は少しずつ様々な情報を手にした。

            　知らなかった世界。血と反吐の匂いが闇の中でごった煮になったような、暴力だけがのし上がる唯一の手段である世界。

            　迅雷を巡る抗争のことも、ナイトレオンやヴォーダンのことも、一つずつ、その世界に己の身を沈めていくように馴染み、情報を吸収していった。

            　その一つとして、滝沢が次期総理候補と噂されている柳沢やなぎさわという政治家の息子だと知った。しかも、親子ほども年の離れた愛人との間に出来た子どもだということを。

            　柳沢はクリーンなイメージで支持を得ているだけに、外に息子がいる事実を、事件を通して知られるわけにはいかなかったんだろう。身から出た錆とはいえ、柳沢は滝沢にとって勝手に面倒をもみ消してくれる便利な道具として利用されていた。

            　柳沢がいたからこそ、非道としか言いようのない傍若無人な振る舞いが滝沢には出来たのだ。噂の中には、滝沢によって殺された者が実際に何人かいて、その総てがもみ消されたというものもあった。

            　凪沙の死が事故死として処理されたのと、同じように。

            　獅子尾の手に巻かれたハンカチが、じわじわと紅く染まっていく。否応なしに、あの日の光景が甦った。

            （……俺にとって、凪沙は総てだった）

            　彼女がいたから、生きていたと言っても過言じゃないくらいに。

            「俺は滝沢のチームを知り、周囲の状況も知った。ヴォーダンの連中がたまり場にしていたバーを突き止めて乗り込んだのは、皮肉にも凪沙の四十九日だった」

            　ずっと俺の話に聞き入っていた獅子尾がぴくりと反応する。その反応で、その日を選んだのは偶然じゃなく、意図的だったんだと俺は知った。

            「滝沢を調べているうちに、ナイトレオンのことも知った。拮抗する力に慎重な態度を取っていると聞いていたのに、どうしてあのタイミングでナイトレオンが行動を起こしたのか、俺はずっと不思議だった。どうして凪沙の四十九日に、ヴォーダンが壊滅したのか。そのタイミングのよさが、ずっと引っかかってた。でも、紅蓮の獅子が凪沙と繋がっていたんだから、当然だよな。獅子尾と帝さんが兄弟だって知るまで、俺は情けないことに滝沢から託された伝言のことを忘れてたんだ。……あれは、滝沢からあんたへの宣戦布告だったのに」

            「──そうか」

            　獅子尾の声は静かだった。

            　伝言役が実際にはいたことにも、俺がそのことを忘れていたことにも、興味がないと言わんばかりの、なんの感情もこもっていない無機質な声。

            　事実、獅子尾は凪沙の事故に不審を持って調べ、滝沢の仕業だと突き止めていたのだから、凪沙の死が最低で最悪の宣戦布告として成立している。

            　ナイトレオン側にとっては、俺の存在など不要だったのだ。それでも、伝えるべき言葉を忘れていた後ろめたさが俺の中にはあった。

            「悪かった」

            　思わず漏れた謝罪の言葉に、蓮は手のひらで額を押さえた。何かを堪えるように、呻く。

            「謝るなよ……俺の立つ瀬がねぇだろうが」

            　言われてから、獅子尾からすれば俺とて抗争に巻き込まれた被害者でしかないことに気づく。

            「そうだな……俺があんたに謝る必要はねぇか」

            　互いの復讐心を混ぜ合うことなどないのだから、それ以外の関係性しがらみなど、あったところで意味はない。

            　俺が大きく息をつくと、それを区切りとしたのか獅子尾が少し目を伏せた。

            「あの日、あそこにいたのか？」

            「いた。血の海と化したフロアを見た瞬間、地獄かと思ったさ。でもいい気味だと思った。ヴォーダンの連中に、同情なんか欠片も湧かなかった。何処で知ったのかしらないが、帝さんが駆けつけてくれてなかったら、俺は全員に止めを刺して回ってたかもな」

            「あに──っ、あいつも……来たのか？　あそこに」

            「そうだよ。じゃなきゃ、あんな騒動が警察沙汰にならずに処理されるわけないだろ。最も、帝さんはあの惨状を俺が一人でやったと思ったからこその行動だっただろうけどな」

            　そう言って俺が笑うと、獅子尾は眉間に皺を寄せた。

            「あの人数を一人で片付けられたら化け物だ。つっても俺も十人は連れていかなかったが」

            「傘下に入ってたチームのヘッド集団だったけどな」

            　氷室が格好つけるなとでも言うように水を差すが、獅子尾は気にもしないで、ふっと息を吐いた。

            「懐かしいな。懐かしい……でも、なんで俺達がまだ滝沢を捜しているか、わかるか？」

            　遠くを見るような視線は途端に鋭さを取り戻し、過去話に疲れを感じていた俺を射抜く。

            　しかし俺は睨み返す気力もなくて、俯いたまま頭を振った。

            「知るか」

            「滝沢と、その幹部連中四人がいた最奥のフロアの祭りだけが、俺が辿り着く前に終わってたのさ」

            「………終わってた？」

            　自分のつま先を見つめながら、俺は鸚鵡おうむ返しに問いかけた。

            「そうだ。終わってた。隅で震えて蹲ってた女連中に聞いたら、『金髪の男が一人で乗り込んできた。後は怖くて見ていない』って言いやがる」

            （金髪の男──なるほど、俺よりはアイツのほうがインパクトあったしな、印象にも残るか）

            　獅子尾が背もたれに預けていた上体を起こすのに合わせて、ソファがぎしりと音をたてる。

            　なんとなく、獅子尾がどんな顔をしているのか気になって、俺は顔を上げた。

            「雑魚を五人じゃねぇ。滝沢と幹部を一人でだぞ？　俺はそいつをすげぇと思って、そう思った自分にむちゃくちゃ腹が立った。そして、そいつをぶっ殺すと決めた」

            　

            　俺の獲物を、横取りしやがって。

            　

            　そう言った獅子尾の目は、獰猛な獣そのものだった。

            


            

        
        
            　　　利用する者　される者

            

            「でも、その場に滝沢はいたんだろう？」

            「いたさ。だが俺は、その部屋のありさまを見て──ちょっとな」

            　獅子尾はハンカチを握っていた手を緩く握り直した。

            　床に視線を落として、ゆっくりと瞼を閉じる。

            「気ぃ抜けちまってたんだ──」

            　偉そうに座っていることに変わりはないのに、苦い後悔と深い懺悔のような気配が沈黙に混ざる。しかしそれは、瞼の下から現れた火傷しそうなほどの怒りを秘めた瞳に灼かれて、一瞬で灰になる。

            「殺してやりたかったが、虫の息のクズを踏み潰したところで気が晴れるわけがねぇのはわかりきってる。さてどうしたもんか、と考えてたうちに目ぇ覚ましたんだろうな。誰が持ってたんだか知らねぇが、床に落ちてたナイフ拾って飛びかかってきやがった。それで、まあ、忠実なる俺様の犬が俺を庇って──」

            　獅子尾はそこで一度口を噤み、手に巻かれたハンカチに視線を見つめた。そのまま不意に、顔が翳る。

            「夜空のお星さまになっ……」

            「ってねえ！　生きてっから！　めちゃくちゃピンピンしてっから！」

            　すかさず入った氷室の突っ込みに俺が呆気にとられると、氷室が取り繕うように苦笑した。

            「グッサリやられたときはさすがにヤベェかと思ったんだけどな、誰かさんがそれこそ殺人犯になりそうだったから、それ止めるのに必死で死神のお迎えに気づく暇がなかったんだよ。しかも俺より死にそうな顔するし」

            「うるせぇ！　俺だって若かったんだ！」

            　今も若いって。つーか、忠犬呼ばわりは否定しないんですか、氷室さん？

            　でもこうやって照れたり怒ったりしながらじゃれてる──というにはいささか激しいが──のを見ると、年相応に見えて、なんか青春って感じだ。

            　俺は一気に緩んだ空気につられるように、話を締めにかかった。

            「つまり、そのまま氷室抱えて撤退したってことか？」

            「──まあな。滝沢は病院突き止めて、快復したところでお出迎えしてやればいいと思ったし」

            「だけど、見失った、と」

            「ああ。つーか、病院も突き止められなかった。まぁ、帝が絡んでたんなら当然だったけどな──周防は？」

            「俺は病院は知ってた。だけどあいつは仲間の手を借りて、帝さんがつけてた監視を突破して抜けだしたんだ」

            「そうして行方を眩ませて今に至る。ってわけか」

            　俺は獅子尾の言葉に頷いてから、これで話は終わりだと立ち上がったが、引き留めるように氷室が口を開いた。

            「周防はどうしてこの学園に？　滝沢とここはなんの関係もないはずだ。それとも俺達が知らないだけで何かあるのか？」

            「いや、ここは関係ない。俺がここにいるのは……まあ、強いて言えば女運が悪かったってところだな」

            「なんだそりゃ」

            「女ってのは狡いんだよ。弱いくせにしたたかで、小さな力でどこまでも男を振り回す」

            「…………」

            「…………」

            　妙な沈黙を感じて俺が思わず振り返ると、二人が複雑な顔をして俺を見ていた。

            「な、なんだよ」

            「お前、ほんとに高校生か？」

            　獅子尾に真顔で言われて、結構ショックだった。

            　そんなにジジくさいこと言ったか!?

            「失礼な奴らだな！　どこをどう見てもぴちぴちの高校生だろうが！　そもそも獅子尾の方が老け顔だ！」

            「はん。いい男ってのはな、若い頃は年上に見られるもんなんだよ」

            　うわ。自分でいい男って言いやがりましたよ!?

            　さすが俺様神様お子様！

            「十年早ぇっつの。いい男ってのは、帝さんみたいな人を言うんだよ！」

            「俺の前であいつの話はすんな！」

            「そーいうところがガキなんだよ。あーあ、帝さんに好きだって言われたんだったら、俺もグラっときたかもしれないのになぁ」

            「てっめぇ！」

            　ガンっとローテーブルを蹴り上げながら獅子尾が立ち上がる。

            「ナイトレオンは、その横取り野郎も捜してるのか？」

            「何？」

            　唐突に切り替わった話に、俺に向かっていた獅子尾の足がピタリと止まる。勢いを削がれ、複雑な戸惑いと疑念を含んだ瞳が俺を捉えた。

            「俺は滝沢にしか興味はないが、その男が気にならないわけでもない」

            「何か知ってるってことか？」

            　獅子尾の脇に歩み寄ってきた氷室が、何かを探るように目を眇めた。俺はその視線には答えずに、同じ問いを繰り返した。

            「捜してるのか？」

            「……捜してるさ」

            　答えたのは、獅子尾だ。

            「獲物を横取りされたんだ。挨拶ぐらいはさせてもらわねぇと」

            　ギラリと場違いにも楽しそうに煌めいた獅子尾の瞳は、強者への純粋な興味と闘争心だ。

            　男ってのはどうしてそんなに強さにこだわるのか全然理解できない、と嘆いていた凪沙が思い出されて、思わず顔がニヤける。

            　物理的な力だけが男の強さじゃないってことは帝さんで知ったが、それでも俺らの年頃は、わかりやすい強さに惹かれるように出来ている。

            「なにニヤけてんだコラ。もったいぶるんじゃねーよ」

            「月と歯車」

            「は？」

            「金髪の男のことだよ」

            「どういうことだ？」

            　氷室が先を促す。

            　俺は二人の強い視線を感じながら、窓の外を見た。

            　日が沈む直前の赤と紫と藍色のグラデーションが、ちょっとした倒錯を起こさせる。

            「言っただろ？　俺もあそこにいたんだって。ちょうど部屋から出てくるところでカチあったんだ。俺はもちろん、ヴォーダンの一人だと思って身構えた。俺が部外者なのは一目瞭然だからな。けど、あいつは肩を竦めてこう言った。俺はフェンリルだヽヽヽヽヽヽヽヽってな」

            「フェンリル？」

            「あれだろ、北欧神話の主神だかなんだかを飲み込んじまった、でかい狼」

            　獅子尾の疑問に氷室が答えたが、その答えに獅子尾はさらに眉を顰める。

            「意味がわかんねぇんだけど？」

            　その言葉に、俺は同意するように頷いた。

            「俺も意味がわからなかった。けど、ヤツが立ち去った後で、そいつが出てきた扉の先、つまりは滝沢たちがいた部屋を見て、思い出したんだ」

            　滝沢の情報を集めていたとき、滝沢と寝たことがあるという女と会った。

            　女は居場所を教えてくれはしなかったが、蠱惑的な唇に煙草を挟みながら、俺をからかうように言った。

            　

            　──ヴォーダンって北欧神話ってやつの中で一番偉い神様の名前なんですって。ドイツ語なんだぜって格好つけてたわ。

            　

            「北欧神話の最高神はオーディン。で、ヴォーダンはそれのドイツ語らしい」

            「最高神に、それを喰った狼。……じゃあその金髪は、元々は滝沢の仲間だったってことか？」

            「多分な。何で裏切ったかは知らないが、そのタイミングを図ってたのは事実だと思うぜ」

            「俺達を利用して獲物の横取りをしたってわけかよ。ますます気にいらねぇな」

            　獅子尾は吐き捨てるようにそう言うと、小さく舌打ちした。

            「身長は一八〇あるかないか。体格は──ボクサー体型っつの？　筋肉ぎゅうって感じ。目つきの鋭い、それこそ狼みてぇな顔した野郎だった。左の肩に月と歯車のトライバルタトゥがある」

            「月と歯車のタトゥね。上手くいけば捜せそうだな」

            　氷室が何か考えるように頷いた。

            　ヴォーダンはナイトレオンとやりかたこそ違えど様々なチームがごった煮になってる組織だ。それでもそう言うからには心当たりがあるんだろう。

            「けっこう有力な情報を提供してやったんだ。見つかったら連絡くらい寄越せよな」

            　俺はそれだけ言うと、今度こそ部屋を出た。

            　まだ何か言いたそうな雰囲気はあったが、新たに得た情報で思うところもあるのだろう、二人が俺を呼び止めることはなかった。

            


            

        
        
            　　　孤独と迷子と温もりと

            

            　部屋に戻るべくエレベーターに乗り込んだところで眼鏡の存在を思い出した俺は、相棒をゴミ箱から救出すべく中央棟に向かった。

            　幸いまだ職員が残っているらしく、職員室の灯りが煌々と周囲の闇を照らしている。入口が開いていることに安堵しつつ、中へ入った。

            「獅子尾のせいで二度手間だぜ」

            　ぶつぶつ呟きながらエレベータに乗り込み、『７』と書かれたパネルボタンを押す。

            　上昇途中で生徒会室に誰もいない可能性に気づいたが、ここまで来た以上、扉を確認せずには戻れない。

            　そんな俺の意地などどうでもいいかのように、生徒会室の無駄に重厚な扉はあっさりと開いた。

            「扉を開けるときはノックくらいしろ」

            　声の主は、相良だった。

            「悪い、開くと思ってなくて……」

            　気まずさを誤魔化すように半笑いで中に踏み込むと、相良は呆れたように嘆息した。

            「お前の用事はこれだろう？」

            「え？」

            　おもむろに差し出された相良の手には、俺の眼鏡があった。ゴミ箱から拾ってくれたらしい。

            「あ、サンキュ」

            　受け取ると、レンズがキラリと光を弾く。

            （綺麗だし）

            　磨いてもらったのか、よかったな相棒。とか思いながらかける。ようやくどこかぼやけていた世界から解放されて、俺は思わず安堵の溜め息をついた。

            　それを見られていたらしく、相良がふっと笑う。

            「なんだよ」

            「別に」

            　とか言って、手にしていた何かの書類に目を落とす。

            　いや、めっちゃ気になるんですけど。

            「新城先輩達は？」

            「腹が減ったと二人で騒いで食堂に行った。そのうち戻ってくるだろう。二人とも周防を気にしてたからな、顔ぐらいみせてやれ」

            「はあ」

            　それはいいとしても、何となく部屋が静かすぎて気まずい。とりあえずソファに座らせてもらおうと一歩踏みだしたところで、くいっと襟を引っ張られた。

            　驚いて相良を見ると、眉を顰めて俺の首を凝視している。

            「どうしたんだ、これは」

            　つっと首筋に指先が触れる。じわりと響いた痛みに、相良が何を言っているのかに気づいた。

            「あ、あぁ。大したことじゃないデスよ。ちょっと興奮した馬鹿犬にじゃれつかれただけです」

            　死ぬかと思ったけど。

            　別に本当のことを言わなくてもだいたいの察しはついているだろうから、適当に茶化して告げる。

            　相良は無言のまま、恐らくは赤くなっているであろう俺の首筋からしばらく目を離さなかった。

            　思考の海に泳ぎに出てらっしゃいませんか？　と問いたくなったところで、ようやく手が離れる。

            　開いた襟を律儀に引っ張って整えてから、相良は再び書類に目を落とした。

            「……俺には、ああいった連中の考えなどわからないし、わかりたくもない。だがかかわった生徒達が、最終的に彼らを憎まないのには……それなりの理由があるんだろうということは、理解しているつもりだ」

            　前触れもなく始まった会話になんとなく違和感を覚えたが、手に持っていた書類を指先で揃えながら作業机に体重を預けている様は、無駄に豪華な部屋に負けないくらい存在感がある。

            　だからこそ、その独り言みたいな呟きの先を、俺は黙って待った。

            「──俺はたまに、本当にたまにだが、」

            　言い淀んだ相良が迷うように一瞬だけ俺を見て、でもぶつかった視線から逃れるように、既にブラインドが落とされている窓に顔を向けた。

            　会話が繋がっていると思うには長すぎる沈黙を経て、相良の唇が再び動く。

            「羨ましく、なるときがある。恨めないくらいに、回りが見えないくらいに、なりふりかまわずに縋り付ける彼らが。そしてそう行動させる程に人を惹きつける何かを持っている奴らが」

            　そう言って薄く笑った相良の横顔は、なんだかデパートで迷子になった子どもみたいだった。

            　それも、親を呼びながら売場で泣きわめく子どもじゃなくて、心細くて悲しいのに、迷子なんかじゃないみたいに休憩所の長椅子にぽつんて座ってるタイプの子ども。

            　言葉が思いつかなくて、俺は気まずさに身じろいだ。

            　その布擦れの音に、相良ははっと我に返ったように息を呑むと、唇を引き結ぶ。

            「すまない。余計な事を言ったな。ただの戯れ言だ、忘れてくれ」

            　そう言って、今度は困ったように笑った。

            　普段が生真面目で感情を殺したような顔ばっかだから、そういう顔をされると素で困るんですが？

            「何を……何を後悔して、何を羨ましいとか思っちゃってんのか知らないけどさ。それ、両方ともあんたの中にあると思うぜ？」

            「周防？」

            　うわ、あからさまに何を言ってんだこいつって顔すんじゃねぇよ。

            　いっぱいいっぱいなんだよ！

            　恥ずかしいだろうがっ！

            「だから、相良の真面目で誠実なとこに惹かれるには周囲にいる連中が若すぎるし、あんたみたいな自立心の塊みたいな男がなりふりかまわず縋れるほど惚れ込める相手なんてそうそういないだろうって話だよ。あと五年もすれば──」

            　って、何言ってんだ俺？　これこそジジくせぇ。

            「つ、つまりは、まだまだこれからってことで──。だから、」

            　ああ、凪沙だったら、こんな時どうするだろう。

            　凪沙だったら。

            　

            　──まぁっ。いっちょまえに警戒しちゃってかーわいい。

            　──ほらほらおいで。おねーさんは温かいわよ～？　柔らかいわよ～？。

            　──来いっつってんだろうが！　飯だけちゃっかり食って、撫でくり回されたくないなんてシバくわよ!?

            　

            　拾われたその日、窒息するほど胸に顔を抱き込まれてもみくちゃにされたのを思い出して、思わず苦笑が洩れた。

            「あれは苦しかった」

            「何？」

            　唐突に笑った俺に驚いたのか、相良が目を瞬かせる。

            　その無防備な顔は、俺のためらいを捨てさせるのに充分だった。凪沙のあの柔らかさは俺には当然ないが、まあそれはそれで。

            「でもさすがに、ちょっと無理か？」

            　ちくしょう。染谷先輩とか姫宮ならなんとか肩を抱えこめるのに。

            　身長差と体格差にそれは断念して、俺はちょっと傷ついた男心を宥めつつ、相良の脇の下にずぼっと手を突っ込んだ。

            「なっ、周防!?」

            　驚き戸惑うような相良の声が、近すぎてくぐもって聞こえる。身体を通して如実に伝わる動揺が面白くて、背に回した腕にぐっと力を入れて引き寄せてやった。

            　そうしてわかる、衝撃の事実。

            （こ、こいつ……！）

            　獅子尾や氷室と比べるとすらっとしたイメージがあったのに、けっこう筋肉質でやんの。

            　さらにへこむ、俺の男心。

            　とか思ってたら、相良が僅かに身じろいだ。ふ、と吐き出された息が、俺の髪を掠める。

            「──何がしたいんだ、周防」

            「うん？　あぁ、俺さ、すげぇ強引なねーちゃんに拾われたことがあってさ。んで、アパートに連れ込まれて、飯食わされて、ぎゅうぎゅう抱き締められたりしたわけですよ」

            「それは……良かったな、と言うべきなのか？」

            「言うべきじゃね？　だって俺、正直かなり嬉しかったし。めちゃくちゃあったかくて、気持ちよかった」

            　ちょっと苦しかったけど。

            「で、それとこれが、どう繋がるんだ？」

            「だってあんた、迷子みたいな顔してるくせに笑うからさ」

            「迷子？」

            　相良が少し上半身を引く気配がしたから、俺も少し離れた。肩口で交差していた顔を、互いに正面で捉える。少し向こうのほうが高いけどな！

            　いいだろ、そんなこと！

            「なあ、あんたさ、新城先輩だって藤堂だって──まぁ、

            獅子尾も氷室も、一応あんたの傍にいるじゃん。だから、あんな──」

            　あんな寂しそうな顔して笑うなよ。

            　俺が凪沙に埋めてもらったモノ。与えてもらったモノ。きづかせてもらったモノ。

            　少しでも、相良に伝わるといい。

            　伝わるといいなと思いつつ反応が気になって、さっきから俺の額に固定されている相良の視線を捉えるべく上向くと、相良の肩がひくりとほんの少し揺れて、眉間にぎゅっと皺が寄った。

            「つまり、俺を慰めようとしてるのか？」

            「あれ、抱き締めてもらうとほっとしねえ？　ダメっぽい？」

            　姫宮に抱き締められたときもほっとしたから、まあ柔らかくなくても要は相手の体温とか存在感とかで、そこそこ効果が見込めると思ったんだが。

            （あ、でもあれは俺の心理的なもんもあるのか）

            　そしたら今の俺ってけっこう恥ずかしいっつか、馬鹿っぽい？　いや、むしろそんな親しいわけでもねーのにいきなり抱き締めたりしたら変態か!?　

            　慌てて離れようとすると背後でバサッと音がして、俺がそれに気を取られた瞬間に、息が詰まるくらい思いきり抱き寄せられた。

            　身体が仰け反って、息が詰まる。

            「んなっ!?」

            　驚いて、逃れようと思わず身を捩ると、肩口に相良の額が押しつけられる。動くのを忘れて相良の後頭部に目を向けると、相良はこれでもかと盛大な溜め息を吐きながら脱力した。

            「さ、相良？」

            「貴様は──貴様は馬鹿か」

            「は？」

            　ぼそりとそれだけ言って、相良が俺を解放する。

            　仰け反っていた上に急に支えを失った俺は半歩ほど後ろによろめいて、カサッと何かを踏んだ。

            　身を捩って視線を落とすと、相良が手に持っていたはずの書類が俺の下敷きになっていた。

            「あ、ヤベッ、悪い。つか、なに落としてんだよ」

            　大事なもんなんじゃねーのかよ、と非難の目を向けたが、相良はいつの間にかまたブラインドの方を向いて、妙に難しい顔をしていた。

            　馬鹿呼ばわりの次は無視か、このやろう！

            　その眉間にこの書類を挟んでやろうか！

            　十枚ほどのそれを、仕方なく俺が拾う。踏んでしまって汚れた部分を払いながら、何気なく一番上の書類を見て、俺の身体に衝撃が走った。

            「さ、がら……これ、何の……？」

            　俺の声が動揺したのに気づいたのか、ようやく相良がこっちを向く。

            　差しだした書類を受け取りながら、俺の顔を窺ように首をほんの僅かだけ傾げた。

            「──この男に何か問題でもあるのか？」

            「い、いや、違う……それ誰？」

            「二年の日本史Ａを担当していた弓塚ゆみづか先生がご懐妊らしくてな。二学期から産休に入られるんで、急遽雇った臨時教員だ」

            「……臨時教員」

            「およそ教師らしい顔つきじゃないが、そこそこ評判はいいらしい。まあ周防は一年だから関係ないがな」

            「……そう、だな」

            　俺は相良の手にある書類にもう一度目を落としながら、そう呟いた。

            　ほとんど白に近いほどの金髪だった男の髪は真っ黒になっていて、その顔をより狼みたいにみせていた。

            　この男は、「俺はもう気が済んだ」と言っていた。滝沢には二度とかかわらない、と。

            　だからこれは、偶然なんだろう。

            　でも、この偶然が、何かの火種になりそうだと思ってしまうのは、俺の考えすぎだろうか？

            　ずり落ちた眼鏡を押し上げながら、それが原因ではない頭痛がしてくる気がして、俺は目を閉じた。

            　

            　

            　

            　

            　

            　　　　華が嵐　第一部　了


            　

            　

        
    

    
        　

        　

    

    
        　

        華が嵐

    

    
        【番外】　若気の至り

        　

        　

        　　第一部を同人誌化した際、おまけとしてつけた蓮と湊の短編。


        　

        　

        　鋭い眼光が夜に煌めき、大柄な身体が地面に沈む。

        　微かなうめき声すら不快だと言うように頬を靴底が踏みつけ、かけられた圧力に怯えた目を向けた代償に、顔面に靴先がめり込んだ。

        　完全に失神した男の口から血が溢れ、間抜けな様相で白い前歯が二本、血の湖に浮かぶ。

        　廃工場の倉庫には、似たような状態で数人の若い男達が転がっていた。

        　辺りに澱む血臭に、それを生みだした張本人が顔を顰める。

        「さっさと吐いてりゃよかったんだよ、クズが」

        　言葉と共に口の中に吸い込んでしまった不快な臭いを、唾と共に吐き出す。

        　苛々と掻き上げてから、前髪を握り潰した。

        「うわ、まさかと思ったらマジで一人で乗り込んでやがるし」

        　ふいにかけられた声に遅れて、外の空気が流れ込む。それもほこり臭かったが、血の臭いよりはましだった。

        　獅し子し尾お蓮れんは、ゆっくりと声の主に振り返った。

        　入口に佇み、月明かりを背後から受けている男は同じ十五だが、逆光に浮かぶ影は己と同じで大人びている。

        　単純に長身であることも原因だが、身を置いた世界によって早熟した精神から滲み出る空気が、容姿だけが大人びて見えるわけではないと物語っていた。

        「なにかわかったか」

        　蓮の問いかけに、氷室湊ひむろみなとは頷いた。

        「ああ。そっちは？」

        「さあな。どうせお前の得た情報の方が正確だろ」

        「わかってて、なんで勝手に一人で動くかな。だいたいこいつらは後回しでいいって、俺言ったよな？」

        「肩慣らしだ」

        「あ、そう」

        　湊の呆れ声に蓮は鼻を鳴らすと、ずかずかとシャッター脇の出入口に向かって歩きだした。そのまま湊の脇を通り過ぎて、倉庫から出る。

        「どこに行くんだ？」

        「帰る」

        「こいつらどうすんだよ」

        「知るか」

        　あ、そう、と先ほどと同じように気のない返事を返して、湊は遠ざかる背中を気にしながら、チラと倉庫内を確認した。

        　その惨状は『紅蓮の獅子』が率いる『ナイトレオン』として相応しすぎて、思わず苦い笑いが漏れる。

        　たった一人にここまでやられれば、報復などと馬鹿なことは考えないだろう。

        「つーか手加減してるし」

        　後回しでいいと言いながら、湊が滝たき沢ざわの居場所を知っているであろう連中の居場所をわざわざ蓮に教えたのは、有り余る体力と燻る怒りをある程度発散させようという考えもあったからだ。

        　だが蓮は湊が思っているよりも冷静で、ただひたすらに怒りに身を焦がしているわけではないと思い知る。

        　怒りとともに渦巻く深い悲しみが、紅蓮の炎のごとく場を蹂躙するだけのはずの獅子に、やっかいな理性を残している。

        「まずいな──」

        　得た情報を蓮に告げれば、蓮は迷わず決行を彼女ヽヽに関連する日に決めるだろう。

        　それが蓮にどういう心的影響を与えるかは予測不可能で、湊は微かに眉を顰めた。

        　それでもその日はやってくる。

        　

        　巡り巡って訪れた夜、獅子が蛇の喉笛を噛み千切る。

        　

        　──はずだった。

        　つきとめた滝沢の居場所に蓮たちが乗り込んだときには既に、滝沢を含む『ヴォーダン』の幹部連中はＶＩＰルームの床に沈んでいた。

        　何者かが便乗したのか、それとも偶然か、部屋の片隅で踞っていた少女たちの証言は恐怖からか曖昧で、「金髪の男だった」ということ以外、辻褄が合わなかった。

        　更に追求しようとしたところで湊が意識を取り戻した滝沢の不意打ちを喰らい、そのまま場を撤退した混乱で、蓮たちは事の真相どころか滝沢の行方すらも見失ってしまったのだった。

        　

        　

        「蓮、入るぞ」

        　返事が無いことはわかりきっているので、湊は言葉尻に被るように扉を開けた。

        　もう何度目か見る光景に、そっと溜め息を逃がす。

        　昼過ぎだというのに遮光カーテンが昨夕湊が引いたままの状態で部屋を薄暗くしていた。

        　一歩踏み出すと、つま先に空き缶が当たる。それにプリントされているラベルを確認して、湊は顔を顰めた。

        「おい、酒はやめろって言っただろ」

        　リビングに入ると拾った缶をローテーブルの上に置き、飲みさしの缶を落ちそうな位置から避難させる。ついでにソファで潰れている男の肩を揺さぶった。

        「起きろよ、蓮」

        「……るせぇ」

        　蓮は唸って手を払うだけで、目を開けようともしない。

        湊は諦めて手を離すと、総ての遮光カーテンを開けた。窓も開けて、空気を入れ替える。

        　一気に明るくなった室内に顔を顰め、蓮は嫌そうに呻いてソファの背もたれに顔を向けるように寝返りを打った。

        「蓮、起きろって」

        「うるせえ」

        「蓮！」

        　再び肩を掴んだ手を払われて、湊は今度こそ強引に蓮をソファから引きはがした。勢い余って転げ落ちた身体を、足蹴にする。

        「ってぇな！　なにすんだよ！」

        「シャワー浴びて来い！」

        「ああ!?」

        「目ぇ覚まして来いって言ってンだよ！」

        　強く言われて、言い争うのも面倒だと思ったのか、蓮は大きく息をつくと、のろのろと脱衣所に向かった。

        　

        　静かになったリビングで、湊は床に放り出されていたバイク雑誌をめくっていたが、ふいにその手を止めてローテーブルに置いた。

        　さらにそのまま五分、じっとソファに座っていたが、六分目を知らせるカチという時計の音で立ち上がる。

        　そこはかとない苛立ちを腹に抱えたまま脱衣所に向かい、水音がするバスルームの扉を開けた。

        　中では蓮がシャワーを浴びていたが、湊の行動に驚くどころか視線すら向けない。

        「お前なぁ……いい加減にしろよマジで！」

        　湊に腕を思い切り引っ張られてようやく目を見開き、慌てたようにたたらを踏む。

        「え、な、なんだよ。ってか、お前なにしてんだ？」

        　蓮が前髪を掻き上げながら訝しげに見上げると、湊の顔が複雑に歪んだ。

        「こっちの台詞だっつの。何十分シャワーぼけっと浴びてる気だよ」

        「──え？　ああ、そんなに経ってたか？　悪ぃ。もう出るから、お前も着替えてこいよ」

        　湊の濡れたシャツを指さしてから脱衣所に戻ると、蓮はバスタオルで身体を拭き始めた。

        　手が止まらないことを確かめながら、湊は蓮に忘れ去られたシャワーヘッドから降り注ぐ水を止める。

        　ジーンズを穿く蓮の横で、濡れてしまったシャツを脱ぎ捨てた。

        「リビングに飯あるから、適当に食ってろ」

        「あっ、ああ」

        　妙なところで蓮の頭に引っかかっていたシャツの裾を引っ張り下ろしてやってから、湊は寝室に向かった。

        　ベッドの上にクリーニングから戻ってきた時のままで放置されている蓮の服を当然のように一枚取って羽織り、残りを几帳面にクロゼットに押し込みながら、湊は眉間に皺が寄るのを止められなかった。

        「どうしろっつーんだよ」

        　滝沢の行方を完全に見失ってから、蓮は部屋に籠もりがちになった。

        　じっと何かを考え込んでいるようで、なにも考えていない時間が増え、思い立ったように酒を飲み続けたかと思えば、一日なにも食べなかったりする。

        　かといって、普段の短気で自分勝手な性格がまったく鳴りを潜めているというわけでもない。

        　しかしそこで放置すると、さっきのようにいつもなら烏の行水のようなシャワーを、ぼけっと何十分も浴びていたりするのだ。

        　湊は我知らず呻いて、眉間の皺を伸ばすように揉んだ。

        　原因は凪沙の死が一番だろうと思われたが、滝沢の行方を完全に見失ったのも大きい。

        　退院してから滝沢が入院した病院すら突き止められなかったと知り、湊は本気で仰天したのだ。

        　普段の蓮ならば地獄の果てまでも血眼になって捜すだろうし、実際そうだと思っていた。

        （だから、見舞いにも来ねぇんだと思ってたのに）

        　蓮の性格を考えれば、たとえどんなに心配しても甲斐甲斐しく通ったりはしないだろうから、油断していた。

        　意地を張って来なかったのではなく、怖くて来れなかったのだと気づいたのは、退院してからだ。

        　蓮のいつものふてぶてしさが、自分が隣にいてこそなのだと痛感して、呑気に療養していたことを後悔する。

        　湊は脇腹をそっと押さえると、奥歯を噛みしめた。

        　思い返してみれば、滝沢に自分が刺されたときに蓮があれほど焦ったのは妙だった。

        　不意をつかれたとはいえ、湊がそうやすやすと急所を刺されるわけがないとわかっているから、笑って間抜けと罵るのが常の蓮だ。

        　凪沙の死を怒りに変えて突き進んでいるように見えたその胸の内で、「身近な存在の死」への恐怖に揺らいでいた蓮の心に気づけなかった。

        　湊は己を捻り潰したい衝動と後悔が湧き上がるのを感じながら、蓮の傲岸不遜な人格を揺るがせるほどの位置に自分を置いてもらえていることに身震いするような優越感を覚えた。

        　共に過ごして十年以上が経ち、互いに口にはしないがが唯一無二の親友だと思っている。

        　それでも湊は、対等であると同時に蓮の真っ直ぐな気性に憧憬を感じていた。

        　どちらかというと小器用で世渡りの上手い自分にはない、蓮の靱つよさに惹かれて仕方がなかった。

        （なのに、俺がちょっと目ぇ離した隙に、腑抜けやがって！）

        　凪沙の死が、どれほど蓮にとって重いか理解していないわけではないが、それでも今の蓮が湊には許せない。

        　誰だって弱ることはあるだろうが、度を超せば落ち込むと言うよりは逃げだ。その情けない姿の一端を己が担いでいると思うと、余計に苛立ちが増した。

        　湊は退院してから蓮の部屋に毎日通いつつ、どうにかならないかと頭を悩ませていた。

        「食えって言っただろ」

        　リビングのソファに座り、サンドイッチのパッケージをじっと見つめていた蓮の頭を叩く。

        　そんなことをすれば普段ならば倍返しで殴り返されるのに、蓮は怒ることなく気のない返事をしてパッケージを開けた。

        　湊は溜め息を押し殺して向かいに座り、コンビニの袋からおにぎりを取り出す。

        「蓮」

        「なんだよ」

        「──いい加減、決めておけよ」

        　滝沢を追うのか、止めるのか。

        　チームのトップである蓮が曖昧でいる限り、下の動きにも戸惑いや隙が生まれる。

        　そんな中途半端な覚悟で、狡猾で手段を選ばない滝沢が捜し出せるわけがなかった。

        　湊の問いに対して蓮は無言だったが、湊は答えを要求することなく、その日は自分の部屋に帰った。

        　ベッドに突っ伏して深い溜め息を吐く。壁掛け時計の秒針の音が、今日に限って妙に湊の耳に障った。

        　もう三学期も半ばで、エスカレーター式である白獅子では卒業を待つばかりだったが、白獅子の高等部は山奥にあるため、今までのように気軽にチームの溜まり場に顔を出すことができなくなってしまう。

        　ナイトレオンは蓮と湊以外、ほとんどが他校生で形成されているため、街での動きに不便はそう起こらないだろうが、より効率よく動くにはチームのこれからの方向性を今の内に固めておきたかった。

        （本当は、ヴォーダンを潰してお終い、のゲームだったのにな……）

        　『ナイトレオン』の始まりは、ただの気まぐれだった。整った容姿と坊ちゃん校の制服は、夜の繁華街を歩くには悪目立ちして、蓮と湊はよく絡まれた。

        　大人びた容姿をしていたから、カツアゲの対象というより、単純に目障りヽヽヽだという、青臭い物差しで突っかかってくるのだ。

        　突っかかってくる方としては計算外だっただろうが、二人にとっては退屈な日々のストレス発散だった。

        　第二の『迅雷』を目指す連中がひしめく場で、二人の名が広まるのは早かった。

        　どこぞの新生チームの主力だと勘違いして挑んでくる連中をことごとく返り討ちにしている内に、いつの間に懐いたのか傍でうろつく連中が増え、やがて『迅雷』の築いた地位を巡るゲームの話を知り、蓮が悪ふざけで横やりを入れてやろうと結成したのが『ナイトレオン』だったのだ。

        　チームの結成目的を頂点ヽヽに立つことにしなかったのも気まぐれで、駅前の大型ディスプレイに流れていたハリウッド映画の告知を観て、暴力の世界で正義ぶってみるのも面白いと蓮が決めた。

        　動機が不純でも、やると決めたからには徹底的にやるのが蓮と湊の信条で、それは『ヴォーダン』という滝沢率いる非人道的なチームの存在も相俟って際だった。

        　元々、曲がったことや卑怯なことが大嫌いな蓮が暇ヽつヽぶヽしヽのヽ遊ヽびヽというよりも、いつしか本気で活動していたことは、傍で付きそう湊が一番感じていた。

        　集ってくる連中との一体感もあって、募る使命感とともに奇妙な興奮と熱が渦巻く世界に、すっかり惹き込まれていた。

        　

        　暴力の先にある代償の大きさに、気づけずに。

        　

        （蓮をギリギリのところで止めているつもりで、俺もかなり深くに踏みこんじまってた、ってわけだ）

        　湊は仰向けになり、天井を睨んだ。

        　蓮が迷っているのは、再び身近な誰かが事件に巻き込まれることを恐れているからだ。

        　確かにこのまま総てを忘れることが出来るなら、滝沢のことなど忘れて、高校が離れる事を機にチームのトップを譲るか解散するかで終わらせればいい。

        　だが、湊はそれで総てが解決するとは思わなかった。

        （絶対に、滝沢は戻ってくる）

        　湊が知る限り、滝沢という男は、狡猾な現実主義者リアリストで、すこぶるプライドが高い。おまけに粘着質だ。「蛇」などと陰で言われるのは、その性格もあってだ。

        　計算上、妥当だと考えれば逃げもするが、そのまま敵の背後に回り、背中を刺すことを忘れない。

        　自分たちを壊滅に追いやった『ナイトレオン』と『金髪の男』。このどちらにも報復してくる可能性は高い。

        　ならば、待ち構えるなり、こちらから引きずりだすなりして決着をつけなければならない。

        「今までそうしてきたように」

        　二度と拳を握ろうなどと思わないほど、徹底的に。

        　湊にとって、凪沙の死への復讐よりも、今後蓮に危害が及ぶことの方が重要だった。

        　それが避けられない事実ならば、より安全かつ確実に事態を収拾する必要がある。そのために、蓮にはもう一度、滝沢と向かい合ってもらわなければならなかった。

        　捜し出すためにチームを動かすと意思表示してくれるだけでいい。気力を取り戻してくれさえすれば、あとはなるようになる。

        「蓮には、指一本触れさせねぇ」

        　決意も新たに、湊は寒さに疼く脇腹の傷を押さえた。

        　

        　

        　翌日、湊が部屋を訪れると、蓮はリビングにはいなかった。かといって、カーテンが開いているわけでもない。

        　ビールの缶が転がってなかったことにだけは安堵して、湊は部屋のカーテンを開けてから寝室に向かった。

        　湊の予想通り、蓮は寝室のベッドにいた。しかし、おまけつきで。

        　湊はさっと視線を走らせて、傍に落ちていた白いコートを拾うと、手早くポケットの中を探る。

        　携帯電話を引っ張り出すと、ためらうことなくアドレス欄を一通り一瞥し、メールボックスを過去数十件分確認してから元に戻しかけて、もう一度だけ開き、写真の保存データを見て、一番新しい一枚を削除した。

        「おい、あんた。起きろ」

        　傍らに寄って、そっと細い肩を叩く。

        　愚図るように甘く呻いてから、女は目を擦りつつ起きた。

        　一晩経とうが目を擦ろうが、たいして崩れない化粧に空恐ろしい物を覚えながら、湊は女の顔に見覚えがあることに多少安堵した。

        「ん、寒い……って、え？　湊くんっ!?」

        　目が合うと女ははっと目を見開いて、ぱっと頬を興奮に染め上げる。

        　何かを矢継ぎ早に話し出そうとした唇を指一本で抑えて、湊は女向けの笑顔を作った。

        「悪いけど、帰ってもらえるかな」

        「え、なんで？」

        「帰って」

        「でもぉ」

        「ほら、服」

        　柔らかい声音だが逆らえない強さに押し負けるように、しぶしぶ女が服を着終わると、湊はコートを持って玄関に向かう。

        　仕方なさそうについてきた女に問答無用でコートを着せて、扉向こうに押しやった。

        「一応言うけど、もう来ないようにね」

        「え、でも蓮くんが……」

        「自分が可愛いなら、来ない方がいい。今は微妙な時期なんだよ。滝沢が行方くらましてることくらい、知ってるだろ？」

        「そりゃ、知ってるけど……蓮くんが病院送りにしたんでしょ？　チームも壊滅状態だって聞いたし」

        「あれぐらいで引っ込む野郎じゃないんだよ。俺らに復讐するチャンスを狙って、絶対にいつかは動く。そんときに、蓮の女だなんて勘違いされたら、どうなるかくらい想像つくよね？　あいつらの女の扱いがどういうものか、君ヽみたいなヽヽヽヽ女のほうが詳しいだろ」

        　侮蔑も込めて強調した言葉を、女は妙な自意識のおかげで勘違いしたらしく、ぐっと拳を胸元で握り締めて、過剰に睫毛が誇張された目を向けてくる。

        「大丈夫よ。あたし、そんな馬鹿じゃないし、それにたとえなにかされたって、絶対に蓮くんのことしゃべったりしないしっ」

        　携帯にロックもかけず、どこで調べたのかそこそこ名前の通っている男達の電話番号をずらりと並べ、あまつ写真を撮って携帯に保存しておく女の決意は、いったい何と比べれば重く見えるのか。

        　湊は堪えきれずに鼻で嗤った。

        　その態度にカチンと来たのか女の目が不満に鋭くつり上がったが、睨みつけようと上向いた顎を掴まれてかかとが浮いた途端、さっと青ざめた。

        「冗談は寝てから言えよ。テメェみてぇな尻どころか脳味噌まで軽い女が蓮の女気取るなんて、可笑しすぎて殴り殺したくなるぜ」

        「ひっ」

        　先ほどとは打って変わった冷めた眼差しと低い声に、女は小さく悲鳴をあげて湊の手から逃れるように後退った。

        「失せろ。俺は蓮と違って女も殴るぜ」

        　強張って動けなかった足が、その一言で反射のように動く。女は途中で蹴躓きながら、逃げるように通路から消えた。

        　湊は深い溜め息をつくと、足早に寝室に戻る。

        　未だにぐーすかと寝痩ける男の頭を鷲掴むと、思い切り引っ張り上げた。

        「いってぇ！」

        　盛大に顰めた顔から、微かに酒の匂いがする。

        　女が缶を片付けただけで、昨日もやはり呑んだらしかった。

        「なにすん──」

        「こんな時期に女連れ込んで、お前なに考えてんだ!?　後々面倒になるのわかってんだろ！」

        「面倒って、あんな尻軽女が何言おうが──」

        「そうじゃねぇ！　お前と寝たと言いふらされようが、責任とれと迫られようがどうでもいいんだよ！　それとも本気で腑抜けになったのか？」

        「……別に、滝沢の息が掛かった野郎にあの女がどうなろうが、俺の知ったことじゃねーし」

        　どこかふて腐れたように蓮が言うと、ブチッと湊の中で何かが切れた。

        「ああそうかよ。滝沢が動くってわかってるのに、お前は眠れないから添い寝してくれと女を呼んで、毎日部屋に閉じこもるわけだな？」

        「なっ、ちがっ」

        「どこが違うんだよ！　携帯で寝顔撮られても起きねぇくらい油断しやがって！　あれが滝沢と繋がってたら今頃どうなってたかわかってんのか？　何が紅蓮の獅子だ。てめぇみてぇな女々しい野郎は、それこそ女にでもなってベッドで一生布団かぶってろ！」

        　言葉を吐き捨てると、湊は蓮をベッドに突き倒した。

        「いって、なにす……ッ！」

        　怒鳴り返そうとした蓮の肩を押さえ込んで、文字通り唇に噛み付く。

        　驚きよりも、痛みで蓮の肩が跳ねた。呻きに開いた唇に押し込まれた舌によって運び込まれた血の味が、口内に広がる。

        　押し返そうとした舌にも思い切り噛みつかれて、蓮は湊の横面を殴った。

        　反動で、唇が離れる。

        「──ッてぇな」

        「てっめ、なにすんだ！」

        　蓮は湊の胸ぐらを掴んで、押し返すように起き上がった。派手に切れた唇を手で拭って、手の甲についた血に顔を顰める。

        「ふざけやがって！」

        「ふざけてねぇよ。言ったろ、女になりゃいいって。眠れねぇなら意識飛ぶまで俺が可愛がってやっから、そのまま腑抜けてりゃいい」

        「んだとっ──、このっ！」

        　もう一度繰り出された拳を今度は避けて、湊は再び思い切り蓮の髪を掴んで仰け反らせた。

        　獣のように唸った蓮の唇を再び塞ぐ。口を閉じられないように顎も押さえて、蓮の拳が脇腹に入るまでその口内を蹂躙した。

        「っ、ってぇ……くそったれ、酒くせぇし、色気はねぇし、なんで俺がこんなことしなきゃなんねーんだよ！」

        「なにわけわかんねぇこと言ってんだ！」

        　脇腹を押さえながら呻いた湊の肩を、蓮が思い切り蹴り飛ばす。遠慮も手加減もない威力になすすべもなく仰向けに吹っ飛んで、湊はベッドから転がり落ちた。

        　痛みに踞る間もないまま、腹に蓮が飛びかかってくる。勢いを殺すことなく乗っかられて、拳を入れた脇腹を圧迫するように腿で締め上げられた。

        「でっ、いてえ！　マジで！　傷が開く！」

        　湊の台詞に、蓮は一瞬、湊の顔に振り下ろそうとしていた拳を止めかけたが、すぐにそのためらいは打ち消された。

        「うるせぇ！　てめぇがそのくれぇで死ぬ玉か！　傷が開いたらホチキスで塞いどけ！」

        　思わずにやけたことで拳を上手く躱し損ねた湊は、頬の内側を盛大に切ったが、どうでもよかった。

        「なに笑ってんだてめぇ！」

        　両手で胸ぐらを掴み上げられても、身体を揺するような笑いは止まらなかった。殴られた場所が、地味に痛む。

        「いやぁ、ほんと、手間がかかるんだか単純なんだか」

        「はあ？」

        　気味の悪い物でも見るように、蓮の眉間に皺が寄る。

        　それにまた笑いを誘われながら、湊は落とされる前にと、自らの肘で身体を支えた。

        「悪い男に引っかかっちまったと思ってね」

        　どこか諦めたように苦笑いした湊に、蓮は目を瞬かせてから、ふっと口端を上げた。

        「ばっか、俺ほどイイ男はいねーぞ」

        「良く言う、昨日泣いた烏が」

        「泣いてねえだろ！」

        「いいや、泣いてたね。凪沙さんが呆れるくらい、ビービー泣いてた」

        「てめえっ」

        　胸ぐらを掴んでいた蓮の両手に更に力が入り、顔が近づく。しばらく互いに睨み合ったが、飽きたとでもいうように蓮がぱっと両手を離した。

        　それに逆らわずに、湊は床に転がる。

        「……泣いてもいいんだ。泣いてもいいから、そのあとさっさと笑えよ」

        「うるせぇな、俺の勝手だろ」

        「…………」

        「………おい、」

        「なに？」

        「撮られてたって、俺の寝顔……どうしたんだ」

        「削除しといたよ。こう、嫉妬心も露わにマッハで。私の蓮の寝顔待ち受けにしようなんて、二回殺した後便所で溺死させるわよ！　って感じに」

        　わざとらしく、ハンカチを噛む仕草をした湊を、若干引き気味に蓮は見下ろした。

        「気色悪い」

        「そう言うなって、愛だろ、愛」

        　半笑いで告げた湊の頭を引っぱたいてから立ち上がると、蓮は寝室のカーテンを開けた。

        　まぶしさに目を細めて、肩を竦める。

        「んじゃま、つつく藪を探すとすっか」

        　蛇だけに、と冗談めかした蓮を、仕返しとばかりに湊は冷ややかな目で見返した。

        　

        　

        　

        　

        　

        　　　　　若気の至り　了


        　

        　

    

    
        　

        　

    

    
        　

        華が嵐

    

    
        【番外】　ブラン・リアン

        　

        　

        　　　一部と二部の間。夏休みの出来事として書き下ろし、同人誌として二〇〇八年に発行した番外編。総集編用に加筆修正し、再構成。


        
            　　　０　そんな日常

            　

            　

            　朝、教室に入ると、いち早く姫宮が俺に気づいて満面の笑みを向けてきた。「おはよう」という姫宮の声に、何故かクラスメイトが半分くらい反応して俺を見る。

            　いや、何故かなんて、そらっとぼけた言いかたはよそう。俺の存在に嬉々として、俺を見る。

            　そのうちの何人かが姫宮のように挨拶をしてきて、それに短い挨拶を返しつつ、俺は自分の──つまりは姫宮の後ろの席に着いた。

            　なんとなく、眼鏡のフレームに触れる。

            　藤堂に買ってもらった眼鏡を遠慮なく使わせてもらっているが、今までのより軽すぎて、俯くと落ちる気がして思わず押さえてしまうのだ。

            　眼鏡は新歓の翌日に、ものすんごい眼鏡美人の店長がじきじきに持ってきてくれたんだが、今思い出しても頭痛がする。

            　中途半端な大きさの平べったい鞄を持ってんなと思ったら、それは眼鏡ケースで、アホみたいに二十四色並んでたわけですよ。

            　色鉛筆かっての。

            　俺に合わせて造られてるから返品もできないし、全部比較的落ち着いた色だったから、開き直って受け取るしかなかった。

            　白薔薇の話題で盛り上がってる最中だったのが功を奏したらしく、驚いたのは以前の俺をどうしても視界に入れていたクラスメイトくらいで、今は落ち着いている。

            　見目が普通（？）になったからか、多少気さくに声をかけてくるやつも増えた。

            　変に拒絶するほうが却って目立つということを実体験で思い知ったので、挨拶されたら返事をする程度には、当たり障りなく接している。

            　平穏に社会に適応するには普通の身だしなみ、普通の態度が一番だと、今更ながらに気がついてへこんだ。

            　世の中、隠れたいと思えば思うほど目立つもんらしい。

            「加狩かがりは？」

            「自分の教室に戻ったよ。今日は日直なんだって」

            「そっか。……しかし、ようやく落ち着いてきたな」

            　俺が廊下を見ながら告げると、姫宮は同意するように頷いた。

            　ほんの一週間前までは、休みごとに他のクラスどころか二年三年の生徒までもが、教室の脇を頻繁に通っていたのだ。

            　もちろん、理由は一つ。

            　今年の《白薔薇》を、間近で見ようとして、だ。

            　白薔薇に選ればれたのは姫宮だけじゃないが、その中でわかりやすく可憐だったので、注目を集めたらしい。

            　よく一緒にいる俺は、お前は誰だと言わんばかりに視線に串刺しにされ続けて、とんだとばっちりだ。

            「これでようやく、煩わしい視線から開放される」

            「いちいち反応しなければ、生徒会役員みたいなカリスマでもない限り騒ぎなんてすぐ収まるよ」

            「確かに、反応返してくれるヤツのほうが、ちやほやしがいがあるもんな」

            　アイドル扱いされるのが好きで、それなりに振る舞う白薔薇には、すでに親衛隊のようなものが形成されつつあるらしい。

            　姫宮の回りがすぐに派手なモノじゃなくなったのは、反応の素っ気なさもあるが、加狩の存在も大きかったようだ。

            　彼氏だということもあるが、加狩はわりと周囲に一目置かれている生徒らしい。生徒会の勧誘を断ったことも、一部では話題になっていたようだ。

            　敵に回したくないと考える生徒は多いようで、加狩と三人でいるときは、わりと静かな時間を過ごせていたんだが──。　

            「俺が一人でいるときの視線は減らねぇんだよな。弱者は攻撃しようってことか？　それならそれで、さっさと仕掛けてきてくれりゃあ、返り討ちにしてやるのに」

            「……もしかして、気付いてないの？」

            「は？」

            　きょとんとした顔で言われても、意味がわからん。それを伝えるように俺からも見つめ返すと、姫宮はすっと目を眇めた。

            「あ？　なんだよ」

            「周防に向けられてるのはさ、とっくに負の感情からくる視線だけじゃなくなってるよ？」

            　はい？

            「なんで？」

            「眼鏡替えたから」

            「これが？　だって、前よりは目立たないだろ？」

            「変な意味ではね。でも、周防は美人だろ？　美人が似合う眼鏡かけてたら、普通に眼鏡美人だよ？　そういう意味では、より目立つに決まってるじゃん」

            「え、なにそれ。眼鏡替えた意味ないってことか？」

            「いや？　今までみたいに悪目立ちして疎まれるよりは、今の『高嶺の花』的な位置のほうがよっぽど平和なんじゃないの？」

            「高嶺の花って……なにそれ」

            　俺が顔を顰めると、姫宮がどこか遠くを見るように視線を浮かせた。

            　芝居がかった仕草に嫌な予感を覚えたが、止める間もなく姫宮の両手が胸元で組まれ、強い眼差しが俺に振られる。

            「眼鏡をかけた美しい君。どうしてそんなに冷めた顔をして、毎日気怠げにしているんだい？　言動もなんだか素っ気ない──。それって、なんだかとても色っぽくて、僕は堪らなくなってしまう！　声をかけたい。僕のこともその冷めた口調であしらってほしい。ああ、でも近寄りがたい！　けれど素敵だ！　美しい！　遠くからでもいい、君を見ていたい！　──って感じ？」

            　熱のこもった悪ふざけにどん引きしつつ、なんとなくわかったような、わかりたくないような──。

            「…………つ、つまるところ？」

            「物陰からお慕いもうしております～って感じの、大人しいけど妄想を無限に膨らませるタイプに好かれそう」

            　なにその安全なのか危ないのかわからない人物像。

            「つか、無限ってなんだよ、無限って」

            　ありとあらゆるものが詰め込まれてるみたいな表現はやめようぜ！　怖いから！

            「えー、そうだなぁ。たとえば、その済ました顔を快楽で歪ま」

            「無限でいい！　無限って、曖昧でイイ言葉だな！」

            　どつく勢いで姫宮の肩を叩いて黙らせる。それなりに力を込めたので、姫宮は肩を押さえながら俺を恨みがましく睨んだ。

            「いったいなぁ。なんだよ、自分で訊いたくせに」

            「たとえ話に悪意を感じた」

            　半眼で睨み返すと、姫宮は不機嫌に視線を逸らした。

            「僕は事実を言っただけだよ。認めたくないからって、僕に当たるのやめてよね」

            「──う」

            　図星を指されて、息が詰まる。

            　ああ、そうさ。気づいてたさ！

            　向けられる視線に、妙に熱っぽいものが混じり始めたことくらい、俺だってわかってた！

            　けどだからって、女の代わりみたいな位置で欲望の対象にされている現状を、そう簡単に受け入れられるわけないだろうが！　

            　なのにあの駄犬とかこの駄犬とか三馬鹿の一人とかが、これでもかとその事実を押しつけてくるのだ。

            「なんで俺……」

            　机に突っ伏すと、ぽん、と頭に手が置かれる。優しい指は緩く俺の髪をかき混ぜたあと、頭頂部の髪を一束摘んだ。つん、つんつん、と、俺の気を引くように引っ張られる。

            「……なんだよ」

            「話変わるっていうか、戻るけどさ、その眼鏡、何色あんの？　なんか毎日ちがくない？　周防って同じデザインで色違い、みたいなオシャレは絶対しないタイプだと思うんだけど」

            　話が逸れたのはいいが、問われた質問も面白くなくて、俺は上げかけていた顔を再び机に戻した

            「──訊くな」

            「それカルディナだよね？　超高級眼鏡ブランドだよね？　周防は絶対、そんなの自分で買わないよね？」

            　誰に買ってもらったの？　いくつ買って貰ったの？　と、姫宮の声が、好奇心で弾んでいる。

            「確かカルディナって、藤堂グループの」

            　言葉を遮るように、俺は顔を上げた。

            「姫宮」

            「なーに？」

            　にっこり笑っている姫宮に、俺もにっこりと微笑みを返す。笑顔で無言の攻防を数秒ほど繰り広げてから、俺は姫宮の両頬を掴んだ。

            「周防？」

            「お前のその好奇心に満ちた目を見てると、キスしたくなるな」

            「えぇ!?　ちょっ、」

            　目を見開いた姫宮を、ぐっと引き寄せる。慌てて姫宮が俺の手首を掴むが、さすがに姫宮が相手なら膂力で勝ちますよ？

            「いた！　痛いよ、周防っ。てか近っ！」

            　困惑して騒ぐ姫宮を無視して、見つめ合えるギリギリの距離まで引き寄せる。

            「姫宮は生徒会嫌いか？　嫌いだろう？　一時とはいえ加狩を奪ったもんな？　俺もそうなんだ。あいつらがいる方角は総て鬼門だ。そうだろう？　そうだよな？」

            　問いに合わせて頷こうとする動きが手のひらに伝わってきて、俺は笑みを深めた。

            「俺も生徒会が大嫌いなんだ。友達なら、覚えておいてくれ」

            「わ、わかっ──むぐっ」

            　言葉半ばで、思い切り唇に吸いついてやる。

            　運悪く目撃したやつらがいたらしく、室内が一瞬ざわついたのですぐに開放してやったが、姫宮は暫く固まっていた。

            「う……ほんとにしたぁ」

            「俺の本気をわかってもらいたかったからな」

            　恨みがましい目で見られたが、俺の心の平穏を好奇心ごときで乱そうとした姫宮が悪い。

            「弓近に言いつけてやる」

            「お？　バカップル両成敗か？　じゃあ加狩にもちゅーしてやらないとな」

            「やだよ！　やめてよ！　僕が悪かったよ！」

            「わかればよろしい」

            　姫宮は前に向き直ってぶちぶちと愚痴っていたが、ふと気がついたことがあって、俺はその背中をつついた。

            　目を眇めた姫宮が、のそりと振り返る。

            「なに」

            「黒獅子の選抜ってどうなったんだ？　なんかあんまり騒ぎをきかないよな」

            　問いを告げた瞬間、ただでさえ不機嫌だった姫宮の目尻に険が増した。

            「黒獅子を決めるの、今年から体育祭になったんだ」

            「え？　なんで？」

            「去年までは中等部での生活態度や部活動への貢献度で選ばれてたんだけど、今年からは体育祭までが審査対象なんだってさ。一応、選ばれるはずだった生徒は候補ってカタチで紹介されてたけど」

            「……なんか、不満そうだな」

            　指摘して欲しそうだったので指摘してやると、姫宮は表情を忌々しげに歪めた。

            「だって、期間が延びようが縮もうが、弓近は絶対に黒獅子になるのに、……なんで今年から体育祭まで授与が伸ばされるわけ？　意味わかんない」

            　なるほど、弓近が絡んでたから不満なわけね。

            「確かに、この間の体力測定凄かったよな。運動神経よさそう」

            　姫宮の視線が追うから、つられて俺も結構見たんだが、ああいうのを、ちゃんと全力でやってるところが加狩らしい。　

            「うん。弓近んとこは血っていうの？　一族ですごいから。加狩一門て言ったら、その業界じゃ有名らしいし」

            「血ねぇ。一門とかって聞くと、なんか古そうだな」

            「古いよ。なんか室町時代から一族でずっと特殊な職業やってるんだって。先祖代々、時の将軍様とかに仕えてたらしいよ。あんま話したがらないから、よくは知らないけど」

            「そりゃすごいな」

            　見かけによらないような、そうでもないような。

            　加狩って普通っぽいけど、すごいと思うこととかたまにあるし。

            　特に胃袋とか。

            「あーあ、一緒に称号得たかったなぁ」

            　加狩が絡むと、姫宮は結構乙女だ。

            　そうですか。お揃いっぽいのがいいんですか。大好きですか。

            　なにやら加狩は胴衣姿が格好いいんだとか、なんだとか話し出したので、放置を決める。教室の窓から見た空は、いつの間にか鮮やかさを増していた。

            　もうすぐ六月で、そうしたら衣替えだ。

            　あっという間に訪れそうな夏休みはちっとも楽しみじゃないが、大半の生徒が寮からいなくなるから平穏ではあるだろう。

            　二学期になれば、あの男が教師として来る。それは少なからず事態を動かすだろうから、その前の夏休みを穏やかに過ごせるのは悪くない。

            　まだ遠い季節に思いを馳せつつ、机の中にいつの間にか押し込められている手紙やらメモ用紙やらを引っ張り出して、ゴミ箱に投げていく。

            　こういうとき、一番後ろの席で、その後ろにゴミ箱があるってのは便利だ。

            「っと」

            　最後に投げた白い封筒が、縁に当たって入り損ね、床を滑る。拾うために仕方なく立ち上がり、俺はもう一度、窓越しに空を見上げた。

            　

            　夏休みくらいは平穏、だよ……な？

            


        
        
            　　　１　野良猫、怪談話に怯えること

            　

            　

            「──う、周防っ」

            「え？」

            「え、じゃないよ。ＨＲホームルームに戻ろう」

            　姫宮に立ち上がるように促されて周囲を見渡すと、静まり返っていた集会用のホールにささやかな喧騒が満ちていた。

            　いつの間にか、終業式が終わっていたらしい。

            「てっきり寝てるのかと思ったら、難しい顔しちゃってさぁ。一体何考え込んでたの？」

            「チラチラ寄越される視線に、苛ついてた」

            「ああ、夏休み入っちゃうからね。暫く会えないから見溜めしてたんじゃないの？」

            「なんだそりゃ」

            　姫宮の言葉に呆れつつ、しかしそれがこの学園ではあながち的外れではないとわかるから、余計に疲れる。

            「ったく、冗談じゃないぜ」

            「そんなに気にすることないのに。所詮はその他大勢の視線だよ？」

            「そう割り切れるお前が羨ましいよ」

            「慣れだと思うけどね。まあ、僕は弓近以外の視線は元から無いも同然だから」

            「はいはい、ごちそうさま」

            　姫宮のノロケは始まると長いので早々に切り捨てて、俺はいまだこそこそとへばりつく視線を振り払うようにして立ち上がった。

            　

            　

            　性病移されんじゃねえぞという教師としてあるまじき発言を締めに、担任の雨あま宮みやが一学期最後のＳＨＲシヨートホームルームを終わらせると、心なしか浮かれたクラスメイトの声とガタガタと机に椅子が押し込まれる音が教室に響く。耳を掠める多種多様な国名だか都市名だかはこの際どうでもいいとして、金持ちの子どもも夏休みは普通に嬉しいんだな、とか思ってみたり。

            　いくら娯楽施設も豊富で敷地が広かろうが、閉鎖空間は閉鎖空間だと言うことだろう。

            「なに見てんの？」

            「蟻の行列」

            「……ああ、なるほど」

            　前の席の姫宮が、机の中身を鞄の中に移しながら俺と同じように窓の外を見て苦笑した。

            　窓から見える東側にあるロータリーには、ここはタクシー乗り場ですか？　ってくらい車が連なっている。その殆どが黒塗りの高級車だっていうのも、まぁ、なんていうか予想の範囲内だ。むしろうっかりデミオとか混ざってたりするほうが怖い。

            　変わり映えのない景色を見るのにも飽きて、俺も机の中身を鞄に移すべく手を突っ込んで机の上に置いていく。今更もう驚かないが、中には俺の物じゃない物も多数でてきた。それは封筒や折りたたまれたメモで──認めたくないが、いわゆるラブレターってやつだ。何度でも言うが、ここは男子校だ。

            　この学園は校内も土足なので、下駄箱がない。個人用のロッカーはあるが電子ロック付きなので無理。つまり、こっそりとこういったものを置くにはＨＲの机しかないんだが、いったいいつ入れてるのかいつも不思議だ。

            「あ、白い封筒！」

            　驚きの混ざった声音に顔を上げると、すっと姫宮が一通の手紙を取り上げた。俺としては他の手紙と同様のものでしかない。ただ、ある意味シンプルだからこそ目立つというか、真っ白な封筒だったために、ここ最近何通か見たな、と記憶に残ってはいた。

            「それがどうかしたのか？」

            　ラブレターやメールアドレスなどの押しつけは日常的なものなので、いつもの姫宮はこれといって反応しない。不思議に思って問い返すと、姫宮はそっかと呟いてから封筒を俺に返した。

            「周防は知らないんだね。わかりやすく言うと、学園七不思議の一つってところかなぁ。今年も七月の初め頃から、噂は出始めてたんだよねぇ」

            　今までは特に気にすることもなく捨てていたが、意味深に渡されれば気になる。調べてみたが、封筒には宛名も差出人もなかった。表面を撫でると少し膨らんでおり、中に紙以外の何かが入っているようだった。

            「前に、白薔薇と黒獅子の話をしたでしょう？」

            「ああ。この学園の名前の由来だろ？　白薔薇が好きな女教師と、黒獅子の紋章を持つ貴族の昔話」

            　遠い昔、この白獅子学園があった場所には、移住してきた貴族の館があったらしい。その貴族の家紋が黒い獅子で、その館の主人であるオリバーは、麓の村で教師をしている透とお子こという女に恋をする。オリバーは情熱的に透子を口説くが、透子は身分の差と人種の違いに戸惑いを見せて頷かない。そんなおりに村が野盗に襲われ、騒ぎに駆けつけたオリバーが、透子を庇って死んでしまうという昔話だ。

            　オリバーが館の一階を改装して設備の整った学校を造っていたり、透子が好きだった白薔薇を庭に植えていたりと、オリバーが死んでからあきらかになった事実にどれほど自分が愛されていたかを透子が知って後悔するという、言ってしまえば良くある悲恋話で、俺としてはその真偽も怪しいと思っている。

            　ここに昔、学校としての設備が整えられていた館があったことと、その館に刻まれた紋章が黒獅子だったこと、そして庭に白薔薇があったことは事実らしいけど。

            「で、その悲恋話とこの手紙がどう繋がるんだ？」

            　振るとカサカサと音がするそれを耳元で振りながら先を促すと、姫宮はためらいがちに口を開いた。

            「いつから言われるようになったかは知らないけど、オリバーは透子への未練でまだ成仏してなくて、夏になると透子を捜して学園内をうろつくんだってさ」

            「思いっきりありがちな怪談話だな」

            　しかも手紙繋がってねーし。いや、これからか？　

            　俺が首を捻っていると、案の定、姫宮は話を続けた。

            「その通りだけど、噂の元になってる事件もあって」

            「どんな？」

            「白獅子ってね、昔は共学だったんだ」

            　その一言に俺は思わず身を乗り出した。

            「マジで!?　なんだよ、それ！　なんで男子校になってんだよ！」

            　共学のままだったら、学園生活にも華と潤いがあったかもしれないのに！

            「落ち着いてよ周防。僕にキレられても困るよ」

            「呪ってやる。男子校にした代の理事を呪ってやる」

            「周防……ストレス溜まってるんだね」

            　当たり前だ。何が楽しくてうっかり俺が華と潤いになってんだって話だ。

            「で、共学だった頃、ある年の七月、とある女生徒に白い封筒が送られてきたんだ。白い薔薇が添えられた、お洒落れな手紙。ラブレターだと思うだろ？　だから彼女は開けた。するとやっぱりラブレターで、読むのが恥ずかしくなるような、熱烈な告白が綴られていたらしい」

            「気持ち悪ぃ」

            「周防はともかく、彼女は嬉しかったんだ。便箋にオリバーの名が記されていたけど、この学園の生徒にとって二人の話は有名だからね。シャイな人なんだろうって」

            　少し姫宮の口調が怒っている。乙女な彼は、俺の興味なさそうな反応が不服らしい。

            　わかったよ、わかった。薔薇が添えられたラブレターは、ロマンチックで素敵ねってことでいいさ。

            「まあ、そういうの、好きなやつは好きだよな」

            「そうだよ。それで、それからも定期的に白薔薇と手紙が届き、彼女は真摯で一途な恋を語る男に好意を持つようになっていったんだ」

            　繰り返される奇妙な行為でも、相手が同じだというだけで、まるでその相手を知っているような錯覚をしてしまうことはあるだろう。本当は、何も知らないのに。

            　相手の手法に好感を持ち、恋に恋するお年頃なお嬢様なら、なおさらだったかもしれない。

            「そしてついに、迎えに行くと書かれた手紙が届く」

            「迎えに？」

            　逢いに行く、とか逢おうとかじゃなくて？

            「そう、迎えに」

            　俺の反応に薄く笑った姫宮はちょっと不気味で、封筒を持つ手に思わず力がこもる。

            「……で？」

            「その子はその夏を境に、忽然と姿を消したらしい」

            「普通に誘拐事件じゃねーのか、それ」

            　いかにもな怪談みたいに話すなよ。

            「だろうけどね。実際、同じことが三年連続で繰り返された後、犯人として男性教師が捕まってる。でもその教師は、同僚にも生徒にも人気のある人格者だったらしくて、本人も犯行を最後まで否定していたらしい。だから、生徒たちの間では教師にオリバーが取り憑いて、透子を捜してたんだって噂が広まったんだ。面影の似た女生徒が、間違われて連れて行かれてたんじゃないかって」

            「……ふーん」

            　だからなんで、無理矢理怪談話にすんだよ。

            　しかも話が怖いのか、姫宮の語り口が怖いのか微妙なんですけど。こんな真っ昼間の教室で、そこまで雰囲気つくんなっつの。

            　廊下で今年はタヒチかーとか、うちはカナダ！　とか言ってる生徒がいますよ？

            「そうして、事件は教師の逮捕で解決したはずだったんだけど、噂は収まるどころかどんどん広まっちゃったんだ。そのせいで、三人も女生徒が行方不明になっていることも世間に露呈してね。女子の入学希望者が激減していったってわけ」

            「──ああ、それで男子校になっちまったのか」

            「そういうこと」

            　チッ、女のほうから来なくなったんじゃどうしようもないじゃねえか。つーか男に男が群がるような環境になってるのは、行方不明になってる女生徒たちの呪いじゃないだろうな？

            「その女生徒たちって見つかったのか？」

            「さあ？　そこまでは……。まあ、六十年は昔の話らしいしね。それで、話が戻ってくるわけなんだけど」

            「ん？　ああ」

            　そうか。俺に届いた、手紙の話をしてたんだったな。

            「古い話だから、イタズラ半分に模倣して遊ぶ生徒が出てくるようになったんだ。もちろん、舞台になってるここだけじゃなくて、中等部にいたときも、夏になるとそういうヤツいたし」

            「へえ」

            　そこまで聞くと多少は興味が湧いたので、俺は無造作に封筒を開けた。

            「あ、ちょっと！」

            　咄嗟に姫宮が止めようとしたが、俺はかまわず封筒をひっくり返す。

            「そんな噂が元になってるっつーことは、ラブレターじゃなくて嫌がらせだろ。お前のファンだったら、夕飯奢れよな」

            「な、なにそれ」

            　理不尽な要求に姫宮は気色ばんだが、俺がひっくり返した封筒からバラバラと落ちてきた物を見ると、顔を強張らせた。

            「姫宮？」

            　恐る恐る、散らばった一つを手にとり、その感触を確かめてから香りを嗅ぐ。

            「──薔薇だ」

            　花弁がばらばらにされてしまっているので、俺には判別できなかったが、姫宮には確信があるのだろう。確かに言われてみれば、薔薇の花弁に見えなくもない。

            「白い薔薇、ねえ。ったく、嫌がらせをするヤツって、どうしてこう芸が細かいというか──っと」

            　遅れて便箋が滑り出てきて、花弁の上に落ちる。そのまま机から落ちそうになったので、俺は几帳面に折り畳まれたそれを反射的に掴んだ。

            　開くと、まあ当然というか、文字が書かれていた。

            「…………」

            「周防？」

            「読めん」

            　俺が便箋を差し出すと、姫宮が受け取って眺める。

            「フランス語だ」

            　そう、俺からすれば英語じゃないかも？　程度にしかわからない文章で、その手紙は綴られていた。

            「うわぁ、なにこれ」

            「読めるのか？」

            「僕、第二外国語選択フランス語だから。というか、辞書を使えばすぐに読めるくらいの、簡単な文面だよ」

            「なんて？」

            「私の白薔薇は美しい、私の白薔薇は可憐だ、とかひたすら繰り返し書いてある。で、残り半分はお前には渡さない。お前は相応しくないってやっぱりひたすら」

            「気持ち悪ぃ」

            　姫宮は、今度は俺の発言を否定しなかった。まあ、俺に届けられた以上、この手紙で語られる白薔薇は姫宮だ。白薔薇は各学年に数名いるが、俺の知り合いは姫宮しかいないからな。

            「なんか、これだけびっしり書かれてると、執念深さを感じて怖いね」

            「まあ、なぁ。綺麗というか、ワープロで作成したみてぇに几帳面な字面も、気味悪さを倍増させてるしな」

            　几帳面というより、神経質というべきか。

            「……これって、今回が初めて？」

            「いや、すぐ捨てちまうから同一犯かはわからないけど、ここ一ヶ月で何度か白い封筒をもらった記憶がある」

            　答えに姫宮は「そう」と呟くと、怖気を誤魔化すように両腕をさすってから、俺が持っていた封筒を取り上げた。便箋を中にしまい、散らばった薔薇の花弁も拾って中に戻し始める。

            「なにしてんだ？」

            「これ、預かっていい？」

            「は？　捨てろよ、そんなの」

            「なんか気味が悪いし、生徒会に提出しておくよ。単なる嫌がらせだとしても質が悪いし、犯人を特定してもらって、警告してもらわなきゃ」

            　こうやって、他人の口から得る生徒会の情報ってのは、なんだか頼れそうな感じだし、実際頼れるらしいんだが、どうして俺の前でも奴らは《頼れる生徒会役員》でいてくれないんだろうか。

            　いてくれたなら、俺の健気な脳細胞たちが昼夜問わず奴らの撲滅法案を可決するために奮闘する必要もないし、誰かが闇討ちをしてくれることを心の底から願いつつ、結局は俺自身が闇討ちすべきかと悩むこともないのに！

            　と、一人憤ったところで、姫宮には関係のない話だ。俺は盛大な溜め息をついて、大いに逸れた思考を元に戻した。

            「確かに、そうしたほうがいいかもな。犯人が見つかるまでは、加狩に気をつけてもらえよ」

            　今日報告していくなら、夏休み明けには解決してるだろうけど。

            「そうしたいけど、加狩は実家に帰ちゃうから」

            「あれ、姫宮はもしかして残るのか？」

            「うん。夏と冬だけは、絶対帰らないことにしてるんだ。うちの母さんそこそこ売れてる同人作家でさ。帰ると地獄という名の修羅場に巻き込まれるんだ。しかもＢＬだよ!?　僕が加狩のこと恋愛対象として見るようになっちゃったのって、絶対母さんのせいでもあるよ」

            「同人？　びー？　なんだって？」

            　あまり耳慣れない単語が次々と飛び出してきたので聞き返すと、姫宮がちょっと涙ぐんだ。

            「なんだよ。俺、変なこと聞いたか？」

            「ううん。ただ、誰かにそういう反応返される度に、自分がどれだけ汚染されてるかを思い知らされるよ」

            「は？」

            「なんでもない」

            　なんかよくわからんが、これ以上突っ込める雰囲気でもないので話題を戻す。

            「お前が残るなら、加狩も残りそうなもんなのに」

            「弓近は十六になったから、お父さんと一緒に宗家の当主に挨拶しにいかないとなんだって。夏は繁盛期だから宗家に一族総出で集まって、なんかいろいろあるらしいし。弓近の家は遠い分家筋だから出ても出なくてもあんまり意味無いらしいけど、出なきゃ出ないで後々面倒になるんだってさ」

            「そうか。大変なんだな」

            　血の繋がりに恵まれないのもあれだが、血の繋がりに縛られるのも大変そうだ。

            　加狩の一族は除霊とか浄霊とか、そういうのを生業としているらしい。試しにネットで調べてみたら、オカルト好きが集まるサイトのスレッドに書き込まれた単語が数件ヒットしただけで、表だった情報は一切引っかからなかった。そういうところに、堂々とサイトを作って仕事を請け負っている人達とは違うホンモノじみたものを感じて、なんとなく背筋が寒くなったのは内緒だ。

            　加狩は加狩だしな。というか、加狩は……視えたり、するんだろうか。

            「僕は加狩の見送りに行くけど、周防はどうする？」

            「馬に蹴られたくねーから、寮に戻ってる」

            「ってことは、周防も残寮組？」

            「ああ」

            　アパートは引き払っちまったから、《帰る場所》ってヤツが俺にはない。盆休みには一週間ほど寮の総点検と整備で部屋を空けなければならないが、それくらいならどこかのホテルか短期契約のアパートで充分だろう。

            　そんなことを考えていると、少しは寂しくなったりもするんだが、俺が残ると知ってぱっと明るくなった姫宮の顔がなんだか可愛くて少し救われる。

            「そっか、周防がいるのか。よかった～。夕飯は一緒に食べようね」

            「わかった。適当な時間に迎えに来てくれ。そっちに合わせるから」

            「りょーかい！」

            　ほどなくして加狩が現れたので二人と別れ、俺は少し早めの昼飯を食べるために学食に向かった。

            　ここに来て良かったと思える一番の出来事は、姫宮達と出会えたことかもしれない。以前の俺だったら、一人で居ることが寂しいという当たり前の感情すら、意固地に自分の中で否定していただろう。

            　家族のように大切だった人を失った俺に、再び誰かと一緒に過ごす勇気をくれたのが、姫宮だった。

            「しょーがない。加狩の代わりに、この夏休みは俺がしっかり姫宮のナイトになってやるか」

            　寮に残る生徒は少ないらしいが、少ないからこそよからぬことを企む輩がいる可能性は高い。

            　手紙のこともあり、俺はとりあえず気合いを入れるべく、学食のメニューから肉料理を選んだ。

            　昼飯のあとは図書室──図書館といった方が正しい気がする──でだらだらと過ごし、出された課題に必要そうな書籍と、暇つぶし目的で目にとまったライトノベルを数冊借りて寮に戻る。自分の部屋に入ると、机の上に置いた覚えのない物が、ひっそりと、しかし強烈に存在を主張していた。

            「今日は厄日かよ」

            　ベッドに本を放り投げ、多少は警戒しつつ机に近づく。自分の部屋に入れるのは自分と、同室である氷室だけだ。氷室がそれを置く可能性は皆無じゃなかったが、どうにも氷室らしくない。これを置くくらいなら、やつはもっとストレートで馬鹿馬鹿しいものを、ふざけ半分に置く気がする。潤滑剤とかスキンとか──。

            （むしろ、堂々と待ってる可能性の方が高い）

            　つまるところ、俺と氷室以外の誰かが俺の部屋に入った可能性がある、ということだ。そのこと自体にもぞっとするが、置かれている物の方がずっと薄気味悪かった。何も知らずにこの場所ではないどこかで目にしたなら、綺麗なもんだと思ったかもしれないが──。

            「触りたくねぇ」

            　触りたくないが、確かめるには触るしかない。

            　俺は覚悟を決めて、白い薔薇の茎を摘んだ。

            　棘は総て抜かれており、黒地に金糸の刺繍が入った絹のリボンが結ばれている。八分咲きの見事な花は、目の前に持ち上げると、姿にふさわしい清廉な香りがした。

            　とりあえず、薔薇は本物らしい。それだけ確かめて、薔薇の下に置かれていた、やはり真っ白な封筒を掴む。正直、ちょっと手が震えた。

            　さっきは姫宮が居たからいいが、俺は幽霊とかおばけとか、そういうよくわからないものが苦手だ。当然、怪談話も。凪沙にそのことを気づかれ、散々からかわれたのもいい思い出──になるわけがなく、苦手意識の上塗りになっている。

            　封筒を裏返すと、ファンタジーや中世を舞台にした映画で見るような、赤い封蝋がされていた。押されている印には、盾とクロスされた剣、そして盾に描かれる形で獅子の横顔があった。獅子はこの学園の校章に似ている。

            　開封すべきか、否か。

            　俺の性格上、開けないまま放置する方が怖いので、思い切った。中には、なんか高級そうな紙が、二つ折りで入っていた。俺の推測が間違っていなければ、羊皮紙ってやつだろう。そっと開くと、深紅の文字で《愛しい君に白い薔薇を》と下手な筆跡で書かれていた。

            「なんだこりゃ」

            　歪な文字が、薔薇や羊皮紙には不似合いすぎて、一気に肩の力が抜ける。あまり考えたくはないが、これは嫌がらせではなく、オリバーの一途さに肖あやかった、ただのラブレターだ。下手なりに一生懸命なところが、なんか微笑まし──

            「いわけあるか！」

            　相手が女ならともかく、男にこんなに必死なラブレター書かれたら洒落にもならんわ！

            「しかも部屋入ってるし！」

            　こういうときに限って、脱走もせずにしっかりとケージの中で爆睡してるシチューが憎い。

            「飼ってやったんだから、不法侵入者にくらい噛みつけよ。フェレットだってそれくらいできるだろうが！」

            　八つ当たりでケージを揺すっても起きやしねえし！

            　部屋を見渡しても、特に何かを盗られた形跡がないのが逆に怖い。とりあえず、シーツも枕カバーも歯ブラシも新しいのに替えよう。替えるべきだ。

            　そして犯人を捜し出し、どうやって侵入したのかを吐かせなければならない。これだけ特徴のある筆跡なら、すぐに誰の文字が特定できるだろう。

            「ああもう！　こんなことされたら、生徒会室に行くしかないじゃねぇか」

            　封筒に便箋を戻しつつ、重い溜め息を逃がす。全力で後回しにしたいが、合い鍵でも作られていて、夜中に忍び込まれても嫌だ。

            　それに生徒会役員も、全員が残るわけじゃないだろう。（駄犬二匹は、いませんようにいませんよういませんように！　──ん？　残る人数が少ないなら、姫宮絡みの事件を優先したほうがいいのか）

            　同じ怪談話が元になっている事件だが、より非力な者が拘わっているほうを、早急に解決して貰うべきだろう。

            「とりあえず鍵だけ替えてもらって、犯人捜しは姫宮の粘着ファンをとっ捕まえてからでいいか」

            　楽しくなくていいから、夏休みを静かに過ごさせて欲しい。本当に、頼むから！

            「……はぁ」

            　使っていなかった右上の引き出しに手紙と薔薇を突っ込んで、売店に新しいシーツやら歯ブラシやらを買いに行くために部屋を出る。まだ時間には余裕があるから、姫宮が迎えに来る前には余裕で戻ってこられるだろう。

            　ドアがロックされたのを確認し、エレベーターホールに向おうとしたが、なにかいつもと廊下の雰囲気が違う気がして俺は足を止めた。

            「なんだ？」

            　日は既に落ちているが、廊下は照明で充分明るい。なのに妙な胸騒ぎがする。

            　中途半端な怪談話を聞いたからか、心なしか適温に調節されているはずの空気が冷たく感じる。

            　違和感はどの部屋からも人の気配がしないからだとすぐに気がついたが、今日は姫宮んとこに泊めてもらおうかな。とか思ってみたり。

            　だとするとあれだ。手土産に菓子とか買って行きたいから、買い物も姫宮が迎えに来た後、そう、夕飯を食べて、生徒会室に行った帰りにでも一緒に寄ったほうが効率的──と、いうわけで、俺は姫宮が来るまで部屋で大人しく待つことにした。

            　決して一人で廊下歩いたり、エレベータに乗ったりするのが怖いわけでは──ある。怖いです。怖い。認める。

            　馬鹿な不良とか、馬鹿な駄犬とか、馬鹿なお子様ならば正体が人間なのでちっとも怖くはないが、幽霊とかおばけはダメだ。絶対無理。だって触れないんだぞ!?　いや、触りたくもないけど！

            　俺は廊下をダッシュで戻り、鍵カードをスロットに差し込んだ。

            　カチッと解錠された瞬間、背後に生まれる気配。

            　あまりのタイミングに俺は過剰に驚いて、引き抜いた鍵カードが手からすっぽ抜けた。

            「あ、」

            　振り返るか鍵カードを追うかで無意識に迷い、その逡巡が仇になる。背後から抱きつかれて腕ごと拘束され、ドア脇の壁に身体を押しつけられた。胸部を圧迫される衝撃に、息が詰まる。

            「てめっ、なに考えて──ッ」

            　振り返れなくて下を向くと、俺を抱き込む男の腕ごしに、スラックスとローファーが見えた。当然だが、ここの生徒だ。先輩か同級かは、襟か袖のラインが見えないとわからない。

            　身を捩ろうとしても、抱き込む力じゃ尋常ではなかった。堪らず呻くと腕の力が緩んだが、それはドアを開けるために片腕が離れたからだ。

            「やめろっ」

            　よくわからない。わからないが、部屋に連れ込まれたらヤバい気がした。今までも部屋に押し入ってこようとしたやつがいたし、空き教室とか体育倉庫とかに連れ込まれそうになったことも──ホントどうにかしてくれよこの学園！──いや、とにかく、似たようなことはあったが、今回ほどヤバいと思ったことはない。

            「っなせ！　離せっつってんだろ！」

            　なりふり構わず暴れたら男の腕が外れたが、しめたと思う間もなく、開いたドアの隙間に押し込まれていた。

            「うわ！」

            　三た和た土きと上がり框かまちをまたぐように横に転がり、肘をもろに打つ。

            「いって！　ぬぁあ痺れる！　地味にキツい──ッ！」

            　息を詰めてやり過ごしていると、男が玄関に入ってくる。見上げたが、ぼやけて顔が見えなかった。転んだ拍子に、眼鏡がどこかに吹っ飛んだらしい。

            「このっ」

            　俺は近づいてこようとした男の臑に踵をお見舞いしてやろうとしたが、空ぶった。避けられたわけじゃない。廊下から響いた怒声に反応して、男が下がったからだ。

            「なにしてんだよ、お前！」

            　再びの声で閉まりかけていたドアが開かれると、男はドア越しに現れた第三者に体当たりをかまして、廊下へ飛び出した。

            「わっ、ッ！」

            　与えられた痛みに呻きながら、逃げた男を追いかけようとした姫宮を、俺は慌てて呼び止めた。

            「馬鹿、追わなくていい！」

            「でもっ」

            「いい！」

            　強く怒鳴ると、姫宮は俺の剣幕にビクリと身体を揺らしたが、騒ぎに気づいた誰かに声をかけられたらしく、慌てて「なんでもありません」と告げて玄関に入ってきた。すぐに照明がつけられ、足下に落ちていたらしい俺の眼鏡を拾ってくれる。

            　礼を言いつつ眼鏡をかけて、二人で立つにはさすがに狭い玄関から靴を脱いであがる。

            「周防」

            「とりあえず、あがれよ」

            　さすがに、このまま食堂に行く気分じゃない。リビングに入り、キッチンにある珈琲サーバーのスイッチを入れたところで、姫宮が遠慮がちに足を踏み入れてきた。

            「あの、僕……思ったより早く迎えが来て」

            　加狩のことだろう。口調が恐る恐るなのを疑問に思ったが、さっき怒鳴ったことを思い出して反省した。

            「怒鳴って悪かった。追いかけて、今度は姫宮になにかあったら嫌だったんだ」

            「あ……うん、そうだね」

            　俺の笑みに緊張を緩めはしたものの、表情は複雑に揺らいだ。それに苦笑しつつ、ソファに座っるよう促したのに、姫宮は俺の隣に来た。

            「珈琲じゃないほうがよかったか？」

            「そうじゃなくて。その、ごめんね？」

            「は？」

            「僕じゃ、一緒に居てもあまり安心できる材料にはならないから」

            　ガラス容器に落ちていく琥珀色の液体を頼りなさ気に見つめながら、ぼそぼそと言いつのる。何が言いたいのかわからなくて、俺は首を傾げた。

            「なに言ってんだよ姫宮？　あんなのしょっちゅうあるわけじゃねーし、俺がそう簡単にどうにかされる男じゃないって知ってるだろ？」

            「そうだけど──周防、自覚ないの？」

            「は？」

            　容器から目を離して俺を見上げてきた姫宮はいつになく真剣で、正直戸惑った。それが伝わったらしく、姫宮は何か伝えようとするみたいに、そっと俺の手を握った。

            　その手が思ったよりも熱くて、驚く。

            「お前、熱でもあるんじゃないか？　手が熱──」

            「周防の手が、めちゃくちゃ冷たいんだよ」

            「え？」

            「顔だって、真っ青だよ。新歓の朝に先輩に絡まれたときだって、そんな顔してなかったのに……さっき、何をされたの？」

            　くしゃっと姫宮の顔が心配そうな、泣きそうな顔に変わる。その気持ちを表すように、ぎゅっと俺の手を握る指先に力がこもった。

            「何を、って言われても。後ろから抱きつかれて、玄関に突き飛ばされただけだ。そこで姫宮が来たんだ」

            　なんとなく自分の顔を撫でる。顔色は鏡を見ないとわからないが、確かに、俺の指先は冷たかった。

            　姫宮にカップを持ってくるように頼んで、二杯分の珈琲が波打つ容器をサーバーから持ち上げる。取っ手からじわりと伝わってくる熱を指先に吸収しながら、立ち上った湯気に混ざる香りに酷く安堵した。

            　そこでようやく、自分が動揺している原因に気づく。

            （匂いだ）

            　男に背後から密着されたとき、場違いなほど優雅な香りが、ふわりと俺の鼻腔を擽ったのだ。覚えがあり、しかしその記憶よりも人工的で甘いそれは、間違えようもなく──薔薇の香りだった。

            　薔薇の香水なんて、さして珍しいものじゃないが、タイミングが良すぎた。

            　いや、悪すぎと言うべきか？

            　とにかくそれに気づいた俺の身体に、瞬間的な恐怖がざわりと駆け巡ったのだ。誰だって、嫌いなモノには敏感になる。だからこそ、匂いから姫宮の話が蘇り、もし、背後にいるのが人間じゃなかったら？　と、想像して血の気が引く思いをしたのだ。

            　思い出したらまた寒気がして、身体が震えた。カップをローテーブルに置く姫宮を見ることで、気持ちを切り替える。

            　本当に、その手の出来事にだけは遭遇したくない。幽霊に遭遇するくらいだったら、氷室に押し倒されるか、獅子尾に噛みつかれたほうがマシだ。

            「…………………」

            　最悪の喩えが、なんかおかしい気がする。

            　俺はまだ、間違いなく動揺している。比較の対象が世間一般から逸脱してるなんて、俺の日常が世間から逸脱してるみたいじゃないか。

            　考え直せ、俺！　こういうときは、もっと単純でわかりやすい不慮の事故と比べるべきだぞ！　そう、幽霊に遭遇するくらいなら、姫宮の料理をフルコースで食べるはめになったほうが──

            「だあっ、それも嫌だ!!」

            「周防？」

            　いきなり悶絶した俺を、姫宮が本気で心配そうに見ていて我に返る。誤魔化すように咳払いをして、俺は自分の分の珈琲をカップに注いだ。

            　向かい合うようにソファに座り、ぽつぽつと話しかけてくる姫宮の言葉に頷きながら、珈琲を飲む。

            　俺の挙動を見落とさないようにか、真剣に様子を窺う姫宮がおかしくて、俺は相好を崩した。

            「姫宮、大丈夫だから。そんなに見つめられると穴が空くって」

            「え、あ、ごめん」

            　本人はさりげなく見ているつもりだったのか、指摘するとぱっと顔を赤らめて俯いた。

            「俺もちょっと油断してて驚いただけだ。もう大丈夫だろう？」

            「う、ん。せめて、顔を見られてたらよかった」

            「そういや、俺も見はぐったな」

            　突き倒されたあとは向かい合ったが、廊下の照明が逆光になっていた上に眼鏡がなかったので見えなかった。

            「この人かなぁ？」

            　そう言って、姫宮はポケットから俺から預かった白い封筒を引っ張り出す。

            「まさか。そんな陰湿で遠回しな嫌がらせしてくる男が、自ら俺を襲いに来るかよ」

            「他人に頼んだのかも。あ、これとは関係ない生徒が、周防を襲った可能性もあるのか」

            　俺の言った「襲う」と、姫宮の言った「襲う」の意味が違うってところが泣ける。

            「さっきのことも生徒会に言っておこうね。生徒が少ないってことは、人目がないってことでもあるから。僕、夏休みの間こっちの部屋に来ようか？」

            「ばーか。お前は自分の心配してろ」

            「友達の心配だってするよ！」

            　姫宮は非難の声をあげたが、俺は珈琲の残りを呷って立ち上がった。

            「食堂行こうぜ。腹減った」

            「ちょっと、周防！」

            　駆け寄ってきた姫宮からカップを奪い、シンクに置く。そこで、はた、と思いついた。

            「そっか、それでもいいかもな」

            「え？」

            「部屋だよ、部屋。俺がお前のとこ行きたい」

            「あ、そか。同室氷室先輩だもんね。加狩に電話で断っておくよ」

            　姫宮としては先輩に配慮しての発言だろうが、俺からすれば警戒しただけだ。姫宮なんか、もろに氷室の好みなんじゃないだろうか。

            （鍵の問題もあるし）

            　いくらなんでも、今日はもう替えられないだろう。

            「──あ、鍵替えてもらうなら、後回しにするにしても、あの手紙のことも言わないとか」

            　廊下を歩きながら独りごちると、エレベーターの呼び出しボタンを押しながら姫宮が振り返った。

            「なに？」

            「なあ、さっきの俺宛の手紙、貸してくれないか」

            「？　いいけど」

            　着いた昇降機に乗り込みながら、姫宮がポケットから封筒を取り出す。封筒を受け取ると、昇降機が三階で停まった。他にも食堂に行く連中がいるんだろう。ドアが開ききる前に、俺は自分のポケットに封筒をねじ込んだ。

            　エレベーターに乗り込んできた連中は都合のいいことに姫宮と仲の良いクラスメイトだったので、俺はそのまま昇降機を降りた。

            「周防？」

            　俺の行動に、姫宮が連中と交わしていた挨拶を中断して目を瞬かせる。

            「やっぱ食う前に生徒会室に届けてくるわ。早いほうがいいだろうし」

            「え？　それなら僕も一緒に」

            「いいって。それより俺の分、頼んでおいて」

            「周防！」

            　閉まるドアの隙間に手を振って、俺は階段を登った。両方報告するために、もう一つの白い封筒を取りに戻らないといけないからだ。一階を移動するのに、エレベーターを待つのは馬鹿馬鹿しい。

            　部屋の前に戻り、スロットに鍵カードを差し込んだ瞬間、手応えのなさに身体が緊張する。思わず後ろを振り返り、周囲を見渡してしまった。

            　鼓動が、緊張で少し速くなる。

            （……俺、さっきちゃんと鍵かけたよな？）

            　そっと鍵カードを抜き、音を立てないように持ち手を捻る。ドアは当然のように、あっさりと開いた。

            （勘弁してくれよ）

            　ゆっくりと細く息を吐いてから、もう一度止める。

            　思い切ってドアを押し開くと、中にいた男と目が合った。動揺に呑まれまいと鋭く吸い込んだ呼気が、ひゅっと喉を鳴らす。　

            「あれ、周防？」

            「………ッ、脅かすんじゃねーよテメェ！」

            　氷室じゃねーかよ！

            （くっそ、ビビって損した！）

            　思わず鍵カードを投げつけたが、片手で掴まれる。無駄にいい反射神経と動体視力しやがって！

            「返せよ！」

            「はあ？　お前が投げたんだろ。なに怒ってんだよ」

            　わけがわからないと首を捻りながら、氷室は俺が差し出した手に鍵カードを落とした。

            「うるせぇ。何しに来たんだよ」

            「お前が残寮届け出してるっていうから、口説きに？」

            「帰れ。失せろ。消え去れ！　滅べ!!」

            「まー、そう言わずに」

            　上がり框から長い腕を伸ばして、俺の前髪に触れようとした手を容赦なく弾く。

            「いてえ」

            「気安く触るな」

            　睨み据えてやったが、そんな俺の態度すら楽しむような微笑を向けられて、盛大に舌打ちした。

            「それ、どうした？」

            　指差されたのはスラックスのポケットで、封筒の一部が覗いていた。それに気がついて、話題を変えたらしい。

            「ああ、俺の机に入ってたんだ。白い封筒のこと姫宮から聞いてさ。んで、それを踏まえてもちょっとタチの悪い内容だったから、生徒会室に行こうとしてた」

            　引っ張り出すと、見せてみろと手を差し出されたので素直に渡す。まあこいつ副会長だからな。一応は。

            「…………」

            「氷室？」

            　便箋を引っ張り出した氷室の顔つきが、さっと厳しいものに変わった。なんだか嫌な感じだ。

            「まさか、お前もフランス語読めるとか？」

            　確かに黙ってりゃ、頭良さそうに見えなくもないんだよな。

            「フランス語はさっぱり」

            「じゃあなんだよ。変な顔して」

            「読めなくても、こんだけ同じ文章が繰り返し綴られてたら異様に思うだろ」

            「なら、話は早い。この手紙さ、なんか姫宮と一緒にいる俺が気に入らないみたいなことが書かれてんだよ。で、なんかヤバそうな雰囲気あるし、姫宮になにかある前に犯人──」

            「つか、お前ちょっと来い」

            「は？　どこに？」

            　話の途中なんですが？

            「生徒会室」

            「おい、ちょっと！」

            　腕を掴まれて、ぐっと引っ張られる。氷室が脇で靴を履く間に抵抗しようとしたが、顔がそれなりに真剣で、ここは大人しくついて行くべきかと思い直した。

            （ったく、なんでこうなるんだよ）

            　ここで全部氷室に押しつければ、生徒会室に行かなくて済むと思ったのに！

            


        
        
            　　　２　一難去って、また一難

            　

            　

            　生徒会室には獅子尾と相良が、何とも言えない空気を漂わせながら、それぞれの事務机にいた。獅子尾の机上にある紙の束を見る限り、残るハメになった理由は訊くまでもない。

            　獅子尾は放置していた仕事を片付けるために、相良はそれの事後処理かもしくは監視をするために残っており、氷室はおおかた獅子尾に巻き込まれたんだろう。

            　残る生徒にとっちゃ何かあったとき頼もしいメンバーかもしれないが、俺としては何とも嬉しくない組み合わせだ。まあ、誰がいようが生徒会は鬼門だが。

            　氷室に続いて俺が入ってきたことに相良が気づき、少し嫌そうな顔をする。別に俺が嫌なんじゃなくて、獅子尾と氷室の間に俺が入ると面倒だと知っているからだ。

            「氷室、なんで周防が一緒にいるんだ？」

            　相良の一言に、獅子尾が反応して顔をあげる。俺の顔を見てから、氷室が掴んでいる腕を見て眉を顰めた。

            「俺のだって言っただろう。気安く触るな」

            「誰がお前のだよ！」

            「そーいうことは、仕事片付けてから言えよ。まったく、俺はノルウェーの別荘に行こうと思ってたのに、巻き込みやがって。癒しがなくてやってられっか」

            「誰が癒しだ！」

            「うるせぇ、どうせ帰れば姉貴に捕獲されて、親父の付き合いで、狐狸どもがうじゃうじゃいるパーティに連れ回されるのがオチだっつの。しかもそろそろ奴らの娘連中も本気で来るぜ？　正当なお断りの理由を作ってやった俺に感謝しろ」

            「なにが正当な理由だ。だいたいな、」

            「なんで周防が一緒にいるんだ？」

            　俺のツッコミを両者がスルーして口論を始めたところを、相良の強い口調が分断する。二人は一度相良を横目で見てから再び睨み合い、フンッと顔を逸らした。

            　どこの小学生だ、お前らは。

            「相良、さっき渡したやつ、なんて書いてあった？」

            　俺の背を押して促しながら、氷室が応接セットのソファまで行く。そこで肩を押され、強制的に座らされた。氷室はそのまま相良のところに行くと、差し出された紙を受け取る。

            「文章としては単純で、辞書さえあれば誰でも作れるな。内容は、読んで感じるままが答えだ」

            　氷室に話しながら、ちらと俺を見る。まだ俺が来た理由を掴みかねているんだろう。いや、俺を見たって俺にもわからない──ってこともないか？

            　さっきの相良の台詞が、姫宮と似ていることに気がついて、俺は立ち上がった。

            「ちょっとそれ、俺にも見せてくれよ」

            　相良の机の上に置かれていた白い封筒も視界に入り、確信が強まる。

            「あ、おい」

            　相良の制止を無視して、封筒の隣に置かれていた便箋を掬い取った。見ると、俺がもらった手紙と同じ、神経質な文字で書かれたフランス語がずらっと並んでいた。

            「返せ、周防。それを見る権利はお前には……」

            「いや、いいんだ。こっちも翻訳してくれるか？」

            　相良は俺から氷室に視線を移すと、目の前に差し出された白い封筒ですぐに事情を察したらしかった。眉を顰めながら、それを受け取る。

            「どういうことだ？」

            　我関せずで作業をしていた獅子尾も、椅子の背もたれを軋ませて俺たちの会話に加わった。

            「下の寮部屋にも届いていた、ということ──！」

            　相良が封筒を開けて便箋を引き出そうとしたときに、間に挟まっていた花弁がいっせいに零れて、相良は面食らったように言葉を詰まらせた。

            「なんだ、これは」

            「さっきのとは、違うみてーだな」

            　寄ってきた獅子尾が机に散らばった花弁を見てから、確かめるように俺に視線を向けてきたので、頷く。

            「こっちは、ＨＲの俺の机の中に入ってた」

            　獅子尾は花弁を一枚摘んでしげしげと眺め、くんと匂いを嗅いだ。

            「薔薇か？」

            「みたいだな」

            　隣で同じように花弁を摘み、表面を擦っていた氷室が相づちを打つ。

            「周防、これは最初から中に入ってたのか？」

            「ああ」

            「もらったのは、これが初めてか？」

            　とは相良。便箋の文字を目で追いながら脇に置かれていたノートパソコンを引き寄せて、何か打ち始めている。

            「いや、何度かもらってる。ただ、白い手紙に関する話を知らなかったから、他のと一緒に捨てちまってたんだ。今回はたまたま、姫宮が捨てる前に気がついて」

            「開けてみた、と」

            「話を聞いたら、嫌がらせだと思ったから。正解だったみたいだし」

            「読めるのか？」

            　獅子尾は気味悪そうに花弁を指先から払い落としつつ、片方の眉尻を上げた。

            「姫宮が読めたんだ。それで、内容がなんかアレだから、生徒会に持って行こうって話になって、持って行こうとしたら、こいつに会ったんだよ」

            　指差すと、氷室が「人を指で差すな」と手にしていた紙で俺の手を叩く。なんとなくその紙を奪って見てみると、日本語がずらっと印字されていた。

            　俺が手に持っていた手紙の、翻訳文らしい。

            　理解できる言葉で羅列されると、より気味悪だった。

            「……あれ？」

            　さっと目を通して、俺が貰った手紙と内容が違うことに気づく。

            「ちょっと、違うか？」

            「みたいだな」

            　俺の言葉に相良が頷くと、少し離れたところから機械音が聞こえて驚いた。振り返ると、壁際の棚にあったプリンターから紙が出てくる。

            　それを氷室が取ってきて、獅子尾と一緒に目を通し始めた。俺も横目で見たが、聞いていたとはいえ意味が直接目に飛び込んでくると、改めてぞっとする。

            　ちなみに、俺がもらった手紙はひたすら俺を卑下する内容が繰り返されていたが、もう一つはひたすら送った相手を危険視し、排除してやるぞっていう感じの、俺宛よりも幾分か過激な内容が綴られていた。

            　白薔薇を美辞麗句で賛美する部分は全く一緒だ。

            　要するに、俺の中で差出人の危険度が本格的に高くなった、というわけなんだが──。

            「こっちは誰がもらったんだ？　もしかして加狩か？」

            　口にして、もし加狩がこんな手紙をもらっていたら、何があろうと姫宮の傍を離れなかっただろうと思い直す。それが表情にでたらしく、氷室が口を開いた。

            「俺だよ。机の中に入ってたんだ」

            　忌々しそうに言い捨てて、コピー用紙を相良の机に放る。獅子尾も氷室も一様に嫌悪を隠さない瞳で、机上に広がったモノを睨んでいた。

            「氷室が？　まさかあんた、姫宮にちょっかいかけたのか？」

            「はあ？」

            「だって、ここで言う白薔薇って、姫宮のことだろ？」

            「なに言ってんだよ。お前のことだろ？」

            「はぁ!?」

            　なんで俺が白薔薇なんだよ。

            「お前、俺はこう見えて一途なんだぞ。お前に惚れてから自分からは誘ってない。もしこの白薔薇ってのが本当に姫宮を指すなら、向こうが俺に熱視線でも送ってきてて、手紙の主に俺が逆恨みされたってことになるぜ？」

            「何言ってんだこのオメデタ野郎が。姫宮がそんなことするわけねぇだろ。だいたい自分からは誘ってねぇってことは、向こうから来たらよろしく喰ってるってことじゃねーか！」

            　姫宮がどれだけ加狩を好きか知ってるだけに頭に来て、語尾が荒くなる。そんな俺にきょとんとした顔を向けてから、氷室はにやーっとものすごく嫌な顔で笑った。

            「なん、なんだよ」

            「もしかして、妬いた？」

            「はぁ!?」

            「いやー、お前が嫌だって言うなら、誰から誘われようと無視してやるぜ？　ただし、お前が相手してくれるってのが条件だけどな」

            　俺も若いんで、とか肩に腕を回してきやがった！

            　あまりに見当違いの物言いに絶句して、すぐに言葉が出なかったが、そこは優秀な俺の身体。この学園においての危機管理能力は、日々磨かれている。

            「死ね！」

            「ぐっ！」

            　引き寄せられるタイミングで脇腹に肘を突き込んでやると、氷室は顔色を変えてうずくまった。打たれ強いはずの男が急所とはいえ一発で沈んだのに驚いたが、反対側の脇腹も押さえていることに気がついて、顔をあげる。当然、氷室を挟んで反対側にいるのは獅子尾だ。

            　獅子尾は涼しい顔をして腕を組んでいたが、心なしか右の拳が赤くなっていた。

            「蓮、てめ……」

            　何が起こったのかを裏付けるように、氷室が掠れた声で呻く。

            「気安く触るなって言っただろ。俺のだ」

            　しれっと言った獅子尾が俺に腕を伸ばしてきたが、すかさず割り込んできたファイルに叩き落とされた。

            　百円で買えるような、軟らかいものじゃない。事務用の、厚紙で出来ている丈夫なやつだ。　

            「っにすんだよ、相良！」

            「くだらない話を続けたいなら、廊下でやってくれ」

            　言葉に抑揚がないのが、すごく怖い。

            　というか、置かれたことで気づいたけど、ファイル（厚さ三センチ）の中身がぎっちり詰まってるんですけど！　普通に落とされただけでも、すげぇ痛いんじゃないだろうか──。

            　どう思い返しても、思いっきり振り下ろしてませんでしたか、相良さん？

            「周防、姫宮はどこにいるんだ？　加狩は確か残っていなかっただろう？」

            「あ、エレベーターでクラスメイトに会ったから、そいつらと一緒に食堂に」

            　相良はそうか、と頷くと、机の上にあった電話機の受話器を手に取った。

            　

            　

            　姫宮も交えて話し合った内容は、結局はらちが明かないものにしかならなかった。氷室にも同一犯からと思われる手紙が届けられていたことで、犯人も、その目的や意図もぼやけてしまったからだ。

            　とりあえず、可能性がある限りは一人にならないようにと、犯人が特定できるまでは誰かと同室になることが提案された。──が、俺はあらゆる意味で、姫宮は恐縮して、生徒会のメンバーとの同室は辞退した。

            　相良も駄犬二匹に俺たちのどちらかを預けるリスクを考慮してくれたらしく、俺が姫宮の部屋に行くことで話は纏まる。

            　これ見よがしにされた駄犬二匹の舌打ちが数日経った今でも耳の奥に残っているだけに、相良という良心がいたことに心から感謝する。

            　犯人と同じくらい、こいつらも危険だ。

            （ったく、せっかくの夏休みだってのに）

            　警戒はしているが、俺と姫宮は四六時中一緒にいるわけじゃない。寮に残ってる連中は皆一様に暇を持て余しているので、他の生徒と遊ぶときは別行動もしている。

            　姫宮が単独行動をしない、というのが最低条件なので、そこさえクリアしていれば、特に問題はないのだ。

            　今日とて、迎えに来た連中クラスメイトに姫宮を引き渡してから、俺も部屋を出ようとした──んだが。

            「……ウザい野郎だな」

            　ドアを開けてすぐのところに、それは落ちていた。

            　姫宮を送り出してから再び開けるまでに、二分も費やしていない。その僅かな隙を使って、犯人は手紙を置いていったらしい。

            　となると、終始ドアを見張っていた可能性は高い。

            （朝っぱらから貼りつきやがって。変態め）

            　気味悪さよりも、怒りが湧いてくる。

            　俺の大嫌いな怪談話を模倣しているだけに、嫌がらせに対する純粋な苛立ちが俺の胸中を占めていた。

            　無造作に手紙を拾い、勢いで開けようとして、やめた。

            　どこかで見ていた場合、手紙を読む反応を犯人に見せることになると思ったからだ。

            　俺は手紙をポケットに突っ込んで、少し悩む。その一瞬に、カシカシカシっと背後から小さな足音が近づき、靴下にバリッと爪を立てられた。

            「あ、てめっ、なに抜け出してんだよっ」

            　俺の批難などどこ吹く風で引っかかれ、しまいには噛みついてきたので、慌てて抱き上げる。

            「なんだよ。寝てればいいだろーが」

            　シチューだけ部屋に置き去りにするわけにもいかず、姫宮に了承を得てケージごと持ってきていたが、見知らぬ部屋に興奮して手がつけられなかったので、ケージの中から出さないでいた。しかし数日で慣れたのか、ここに来てから初の脱走をしたらしい。

            　仕方なく胸に抱いてやったが、暴れて手から逃れ、首に巻き付く。

            「なんでそこがいいんだよ。暑苦しいし重いっつーの」

            　巻き付くと言うには微妙に長さが足りないため、たまにずり落ちそうになって襟首に後ろ足の爪を立てられるこっちの身にもなって欲しい。

            　ケージに突っ込みたくなったが、また脱走して人様の部屋で暴れ回られても困るので諦める。

            　耳元で鼻をすぴすぴさせている生物を連れたまま、俺は今日の目的地である自分の部屋に向かった。氷室宛の手紙のせいであの件の話に終始してしまい、鍵のことを言いそびれていたりするから、少し気になっていたのだ。

            　俺が姫宮の部屋にいることはとっくに噂になっているし、部屋に帰らないのをいいことに好き勝手されていたらと思うと笑えない。

            　階段を登り、四階に出る。昼間は皆、娯楽施設のある区画に行ってしまうので、寮内は静かだった。

            　部屋のドアに鍵カードを差し込んで、反応があることにとりあえずは安堵する。ドアを開けると、数日間密閉されて温んだ空気が俺の肌を撫でた。

            　思わず眉を顰め、空気を入れ換えるために空調のスイッチを入れる。慣れ親しんだ匂いに触れたからか、シチューはずるずると俺から降りると、リビングに駆けだしていった。

            　多少は涼しくなった首回りを撫でながら、自分の部屋のドアを開けたが、俺はその先で待ちかまえていた違和感に鳥肌がたった。

            「なん、だ……これ」

            　今まで通ってきた廊下やリビングの暑さが嘘みたいに、俺の部屋だけ気味が悪いくらいに涼しかった。

            　ついさっきまで、空調が作動していたみたいに。

            　俺は記憶にある部屋と、現状とに違いがあるかを見極めようと室内を見回した。──が、これといって違いは見つからない。

            　それはそれで、気味悪さが増す気がした。

            　この部屋に入った誰かは、エアコンをつけて、何もせずにただ部屋に突っ立っていたってことになるからだ。

            　ひたすら空気とか吸われてたら、超怖い。

            　ベッドに他人が潜り込んでいた形跡があるとか、ゴミ箱に覚えのない大量のテッシュがあるとかのほうが、まだ怒りようがあってマシだ。

            　それも相当気持ち悪いが。

            　自分の部屋なのに恐る恐る踏み入り、俺はそれを見つけてしまった。

            　ちょうど椅子の背もたれの陰になって死角だった机の上に、それは異様な存在感を持って鎮座していた。

            　汚れ一つ無い真っ白な封筒、赤い封蝋、その上にそっと置かれた瑞々しい一輪の、白薔薇。

            　もちろん茎からは棘が総て抜かれており、絹のリボンが綺麗に結ばれている。

            「なんなんだよ、マジで」

            　指先が震えるのは、仕方がないと思いたい。

            　そっと薔薇を退けると、ふわりと甘い香りが鼻腔を掠めて、目眩に似た寒気を感じた。

            　封筒を手にとって、封蝋を剥がす。

            　二つ折りにされた羊皮紙を開くと、前回同様、必死だけど下手くそな日本語で《愛しい君に白い薔薇を》と、深紅の文字色で綴られていた。

            　ただ今回は、少しだけ筆跡が上達しているような気がする。練習したんだろうか？

            　この一文だけを何度も書くことで、この文字だけ上手くなっていっている──という可能性に、頬が引き攣る。

            「……見なかった。見なかったことにしよう」

            　そうだ。それがいい。

            　それが一番、平和な気がする。

            　俺はしっかりと現実逃避をして、証拠隠滅のために羊皮紙を封筒に戻すと、薔薇もろとも掴んで引き出しの中に押し込んだ。枯れ草臥れた白薔薇がチラと覗いたが、それも見なかったことにする。

            　決して前回も同じ物を貰っちゃったりとかしていて、同じように放り込んだ残骸などではない。

            　そろそろと自室を後にし、ドアを必要以上にドア枠に押しつけてしっかりと閉める。

            「ふう。どうでもいいと思ってたが、なんだか自分好みに部屋の模様替えをしたくなってきたな！」

            　そう、なんていうかいろいろ片付いたら、部屋を一新しようじゃないか。まず最初に殺菌してから滅菌し、除菌しつつ抗菌なんかもしてしまおう！

            「………………」

            　しっかりしろ俺！　頑張れ俺！

            「うう、体当たりで襲われたほうが、マシだと思う日が来るなんて──ッ」

            　がっくりと項垂れたところで、シチューが足元に寄ってくる。のんきにくるくると周囲を回られて、余計に疲労度が増した。

            「お前はいいよな、気楽で」

            　抱き上げようと手を伸ばすと、ピクッとシチューが耳を動かす。つられて顔を上げると、ガチャっと玄関のドアが開いた。現れた男を見るや、ぴゅっと駆けて行く。

            「あ、おい！」

            　捕まえ損ねて、床に手をつく。勢いよくシチューに飛び掛かられて、氷室が「うわっ」と悲鳴をあげた。

            「痛てっ、なにすんだコラ！」

            　キュイッと鋭くシチューが鳴いて、焦る。

            「待て！　俺のなんだっ」

            　氷室に力任せに振り払われたら、死んでしまう。

            　俺の声に反応してか、氷室はシチューを鷲掴んだままリビングに来た。

            　床に叩き払われる──という事態は避けられたようだが、片手で胴を鷲掴みにされている姿を見ると、それはそれで可哀想な気もする。

            「そんなに強く掴むな。シチューを放してくれ」

            「シチュー？」

            　俺の言葉に目を瞬かせて、氷室はシチューをひょいと目の前に持ち上げた。じたじたと振られている、短い手足が相変わらず滑稽だ。

            　氷室のシチューを見る目が、珍しい動物を見るそれとは違う気がして、思わず問う。

            「シチューがどうかしたのか？」

            「いや……、これ、どうしたんだ？」

            「春先に寮の廊下でいきなり飛びついてきたんだ。管理人に訊いても届けは出てないってんで、結局俺が引き取るハメになって飼ってる」

            「なんだお前、ちゃっかり周防と同棲しやがって。犬に食われちまったんじゃねぇかと落ち込んだ、俺の動物愛を返せ！」

            　わけのわからないことを言って、握る手をきゅっと強めた氷室から、慌ててシチューを奪い返す。

            「なにすんだよ。可哀想だろ！」

            　ぜーぜー言いながら俺の首に巻き付いたシチューを見て、氷室の眉間に皺が寄る。

            「うわ、ムカツク。なんだその勝ち誇った顔は！」

            「ちょ、なに言ってんだよ」

            　シチューを捕まえようと伸ばされた腕を避けて、後ずさる。

            「渡せ周防。そいつは俺の敵だ！」

            「はあ!?」

            　事態を把握できぬまま追い詰められてキッチンへ逃げると、ぱっとシチューがテーブルに飛んだ。

            「待てコラ！」

            　それを追いかけて、氷室が腕を伸ばす。

            「わっ」

            　手は顔の脇を掠めたが、シチューを捕らえることは出来ずに空を切った。舌打ちして、氷室はテーブルからソファに移ったシチューを目で追う。

            「ちょろちょろしやがって！」

            「おい、やめろって。なに小動物に絡んでんだよ」

            　追いかけようとした氷室の腕を、掴んで引き留める。視線が俺に向くと、氷室は目を瞬かせてから、あっさりとシチューを諦めた。

            「そうだな。なんか知らんが、危うくこんな美味しい状況を逃すところだった」

            「は？」

            　不穏な単語に反応するよりも先に、氷室が俺の肩を強く押した。テーブルを背に押される形で仰け反っていたために、あっさりと押し倒されて足が浮く。

            「おい、なに考えて……」

            　るのかはすぐにわかった。

            　いや、もう、何度目かな、このパターン。

            　もしかして、俺には学習能力がないんだろうか？

            　危機管理能力が向上していると思ったのも、錯覚か？

            「退け──ッ」

            「嫌だね」

            　振り上げた足を難なく躱され、覆い被さられる。顔を逸らそうとしたが、熟こなれた仕草で追われ、掬うようにくちづけられた。

            「ッ……！」

            　一度軽く押しつけられてから、ぺろりと下唇を舐められる。そのままからかうように、何度か甘噛みされた。

            「口、開けよ」

            　ちゅっと上唇を吸って離れた唇が、色っぽい声で囁く。だが、どんなに色っぽい声音で誘われようが、相手は男で氷室だ。俺は軋むほど歯を食いしばり、唇も引き締めたまま氷室を睨みつけた。

            「そーいう顔すっから、喘がせてみたくなんだよなぁ」

            　片手ずつ掴まれていた手が一纏めにされ、空いた片手が眼鏡のブリッジを掴む。するりと引き抜かれそうになったとき、氷室が鋭く呻いた。

            「ッ！」

            　息を呑み、弾かれるように身体を離す。

            「ってぇ！　この……っ！」

            　つま先を押さえ、数歩よろめいた氷室の側を、ダッシュで逃げるシチューが見えた。

            　気が逸れた隙を逃さず、氷室を蹴り倒す。

            「でりゃ！」

            「だっ、ちょ、──！」

            　ソファの陰に逃げたシチューを視界の隅で捕らえつつ、俺は買うのを迷っていたおやつセットを買ってやることに決めた。

            　派手に転がった氷室が起き上がるまで待ってやってから、声をかける。

            「で、なにしに来たんだよ」

            「そりゃ、こっちのセリフだっつの」

            　赤くなった腹に眉を顰めつつ、氷室が愚痴る。

            「俺は部屋の様子を見に来ただけだ」

            「俺だってそうだ。こっちに手紙がきてるかもしれないと思ったし」

            　言われて、ポケットに入れたままだった手紙を思い出す。引っ張り出すと、氷室の表情が変わった。いつもそうやって真面目にしてりゃ、ちったぁ見直してやるのに。

            「ここにあったのか？」

            「いや、姫宮の部屋のほう。ドア開けたら、床に置いてあった」

            　手渡すと、氷室は封筒の表と裏を確かめてから、すっと表面を撫でた。

            「ふくらんでるな。また薔薇の花びらか？」

            　鼻先を封筒にあてて匂いを嗅いでから、開封する。案の定、便箋とともに白い花弁が数枚舞った。

            　俺がそれを拾ううちに、氷室は中に目を通す。花弁を手渡すと、代わりに便箋を渡された。

            「って、読めねぇっつの」

            「まあな。おそらく前と同じような内容だと思うが、俺から相良に渡しておく」

            「頼む。あ、そうだ。この寮って、監視カメラとかあったりするか？」

            「室内以外にはあるが、寮で生徒がうろついてんのは当たり前のことだし、死角がないわけでもない。あんまり役には立たねぇと思うぜ？」

            「でも一応、今日の十時前後に三階の通路にいた生徒をピックアップ出来ないか？」

            「なにかあるのか？」

            「今日の手紙、俺が姫宮を送り出してから、俺がまた玄関に行くまでの数分で置かれたんだ」

            「なるほど、わかった。俺は生徒会室に行くけど、お前も来るか？」

            「──やだ」

            「なんで」

            「部屋にあんたしかいない気がする」

            　ただの勘だったが図星だったらしく、氷室が目を逸らす。俺はシチューに咬まれた部分を思い切り踏みつけることで、駄犬に猛省を促した。

            　

            　

            　プールに行こうという姫宮たちの誘いを断って、俺は時間を持て余していた。プールへの誘いだけを必ず断る俺に姫宮は何か言いたそうな顔をしたが、泳げないんだと言えば引き下がってくれた。

            　嘘だとわかっているんだろうが、何も訊かないでいてくれている。

            　水はあの事件を境に、俺を嘖さいなむものになった。大量の水や、雫が滴り落ちる音は、凪沙なぎさの死を連想させる。

            　そんなことを考えたからか、耳奥に雨音の記憶か甦りかけて、俺は逃げるように部屋を出た。

            （たまには敷地内でも散策するか）

            　屋外に出て、足を踏み入れたことのない場所を選びながら、日陰を渡り歩く。暫くすると、初めて白獅子ここに来たときに迷い込んだ庭園に辿り着いた。

            「春麗園しゆんれいえん、だっけか」

            　そう昔の話じゃないのに、懐かしい気持ちになって、噴水を通り過ぎる。その奥に広場があり、木陰に誘われるように足を踏み入れると、なぜか大量の犬猫が放されていた。

            「なんだこりゃ」

            　俺に気づいた犬が数匹じゃれついてくるのをあしらいながら、周囲を見渡す。

            「夏休みだから、生徒が飼ってるペットを、ここでまとめて世話してるのか？」

            　そんなことを思いながら、木の根もとに腰掛けた。

            　自由奔放に駆け回ったり、うたた寝したりしている動物を見るのは、心が和む。──ちょっと数が多いが。

            　膝に乗ってきたブチと茶トラの猫が暑そうにぐったりと伸びているのを見ていると、柔らかな眠気に誘われる。

            　そんなつもりはなかったが、いつのまにか俺は眠っていた。

            「……ん」

            　冷たい何かが頬に触れて、意識が浮上する。

            　薄く開いた瞼はとても重くて、それ以上開けられなかった。視界が頼りない分、他の感覚が敏感になっている。

            　頬を撫で、髪を梳く誰かの指先の感触が、少し汗ばんだ肌に心地よかった。

            　優しい気配に微睡みかけたが、不意に鼻腔を掠めた匂いに心臓が大きく拍動する。

            「──ッ！」

            　身体を揺さぶるような一拍で全身の毛穴が開き、鉛のように重かった瞼を一気に開いた。

            「……ぁ、ッ」

            　ぞくりと奔った寒気に喘いで、何度か短く息を吐き出す。見上げた視界には青々と茂る葉と、いつのまにかどんよりと曇った空が広がっていた。

            　雨の気配に、頭の芯がずくりと鈍く痛む。

            　何かに強い恐怖を感じた気がしたが、始まった頭痛に思考を乱されて思い出せなかった。

            　動悸だけが、不自然に速い。

            （夢を見てた……のか？　気持ちよかったのに、急に怖くなった。雨の匂いに、身体が反応したのか？）

            　今にも稲光が奔りそうな雲を見上げながら、眉を顰める。膝で寝ている猫を退かそうとしたが、さらりと触れた感触に違和感を覚えた。柔らかい毛であることは確かだが、記憶にある猫のものに比べると少し長い。

            「──、うわぁっ！」

            　膝に乗っていた物体を視認した瞬間、俺はそれを膝から放り落とした。

            　ごとっと固い音がして、物体が低く呻く。

            「ってぇ、なにすんだよ」

            「こっちのセリフだ！　な、なにやってんだあんた!?」

            　全然気づかなかったことにも驚いて、動揺が隠せず怒鳴る。声を張ると頭痛が増したが、それどころじゃない。

            「何って、膝枕？」

            　身を起こしながらしれっと言われて、目眩がした。

            　そうだ。その通りだ。俺の膝で寝ていたはずの猫たちが姿を消し、代わりに獅子尾の頭が乗っかっていた。

            　目の前で悪びれもせずに寝癖を撫でている男に文句を言いたいが、呆れと怒りのあまり言葉が思い浮かばない。

            （ふざけやがって）

            　とにかく獅子尾から離れようと、立ち上がる。その瞬間、カッと視界が白く塗りつぶされた。

            「──ッ！」

            　遅れて轟いた雷鳴を合図に、まさにバケツをひっくり返したかのような豪雨が降り注ぐ。

            「うわっ、夕立かよ」

            　慌てて獅子尾が飛び起き、駆けだす。間近にあった建物に向かう背を俺も追おうとしたが、足が動かなかった。

            　瞬く間にシャツを濡らし、体温を奪っていく雨に別の何かも奪われていく。それが錯覚だとわかっていても、酷い頭痛に視界が歪んだ。

            　膝から力が抜けた俺の身体を、誰かが抱きかかえてくれる。濡れた眼鏡のレンズに滲む赤い髪が、それが獅子尾だと教えてくれる。わざわざ戻ってきたらしい。

            「お前、マジでダメなんだな」

            　耳元で呟かれた声は憐憫に満ちていて、声の主が獅子尾だとわかっていても、なんだか泣きたくなった。

            　ほとんど抱き上げるように連れ込まれた部屋は二十畳ほどの広さで、天井までぴったりとあつらえられた棚が壁一面を埋め尽くしていた。

            　棚の一つ一つには餌や栄養剤のパッケージがあり、様々な動物の絵や写真が印刷されている。別の壁の棚には、器やトレイもあった。

            　部屋の中心には作業台とシンクがあり、それも動物用だろう。人間のための物は、隅にあるソファセットが総てのようだった。側に畳まれた衝立があり、必要があればそこで応接したり、寛いだりするのだろう。

            　奥に続くドアが二つあったが、一つは積み上げられた段ボール箱が見えたので、倉庫なんだろう。もう一つの部屋は獅子尾が入っていき、ごそごそと何かやっている。

            　頭痛に意識を持っていかれないよう、必死に部屋を観察することに集中していると、獅子尾が戻ってきた。手に持っていたバスタオルを押しつけられる。

            「あの奥がシャワールームなんだ。入れるか？」

            「……無理」

            　俺はよほど具合が悪そうな顔をしているのか、獅子尾はそうかと頷いただけで俺の背を押した。

            「なら着替えだけしてこい。作業着しかねぇけど、今着てるのよりはマシだろ」

            「あ、ああ」

            　なんていうか、氷室もそうだが、しっかりしたところを見せられると動揺する。

            　キャラじゃないですよ、獅子尾さん。

            　普通に怖いんですが？

            　脱衣所に押し込まれながら、一緒に入って来られることを警戒したが、余計な心配だった。あっさりと閉じられたドアの白さがまぶしい。

            　んだよ。これじゃ俺が自意識過剰みてぇじゃねーか！

            　いや、一人芝居で終わるなら、それにこしたことはない。俺は濡れてびしょびしょになってしまったシャツとスラックスを脱いで、簡単に身体を拭った。

            　幸い下着までは濡れていない。まだ袋に入っている新品の服は薄青で、確かにいかにもな作業着だった。

            　もしかしなくてもここは飼育員小屋と言うか、ちょっとした手入れをする場所なのかもしれない。

            　シャツは見当たらなかったのか、用意されていなかった。このままつなぎを着るのは間抜けな気もしたが、濡れた服でいるよりはマシだろう。

            　着替えて戻ると、獅子尾は携帯電話のフラップを閉じたところだった。

            「すぐに二に之の宮みやが来るから、そこに横になってろ」

            　俺も着替えてくる、と濡れた髪をかき上げながら、俺と入れ違いで獅子尾が脱衣所に入った。

            　指差されたソファの側にあるローテーブルには紅茶が用意されていて、俺はそのそつのなさをまた不気味に思った。普段が普段なだけに、気を遣われても素直に感謝できない。

            　ただ、用意されていたのが紅茶だったことには感謝した。酷い頭痛がしているときに珈琲を用意されても、匂いが強すぎて気持ち悪くなる質たちなのだ。

            　ソファに腰掛け、一息吐いてからカップを手に取ると、冷えていた指先が熱でじわりと痺れた。指先が温まると、不思議と安堵が湧く。

            　壁一枚を隔てて聞こえる雨音は細い針のように俺の神経を刺激していたが、紅茶を口に含んだ瞬間だけはふわりと和らいだ。

            　そんな気休めも長くは続くかず、飲み干してしまったカップを仕方なくテーブルに戻す。

            　頭痛を堪えるようにこめかみを押さえると、ドアがノックされた。返事に迷っている間にドアが開かれ、一気に雨音が近くなる。眉を顰めつつ顔をあげると、見覚えがあるような、ないような、白衣の男が傘を折りたたみながら中に入ってきた。

            「ああ、この間の」

            　ドアノブに傘を引っかけ、ちょっとした雫を払いながら、俺に近寄ってくる。変態草野くさのも美形だったが、この男もかなり整った顔をしていた。パーツは男らしいのに困ったように微笑んでいるためか、優しいというか情けない印象が強い。いかにもな黒い鞄を提げているから、理数系の教師ではなく保健医だろう。

            「あ、そっか。意識があるときは初めまして、かな？」

            　存在を訝しんだ俺に配慮したのか、男は少し広めに距離を取って立ち止まった。

            「僕は二之宮右京うきよう。この学園で保健医っていうか、校医をしています。離れの診療所にいるから馴染みがないかもしれないけど、怪しい者じゃないから安心してね」

            　へにゃと笑われて、俺は警戒するのをやめた。草野の例もあるから油断はしたくないが、頭が痛くてそれどころじゃなかったのだ。

            　返事の代わりに緩慢な動きで頷くと、二之宮先生はゆっくりと俺との間隔を詰めた。ローテーブルを少し押し退かして、目の前に膝をつく。

            「顔色が悪いね。脈も少し速いかな」

            　額や首筋、指先や手首に触れてから目の下に親指をあて、くっと下瞼を裏返される。

            「前に、君の意識がないときに診たことがあるんだけど、医者にかかったことはある？」

            「いえ、その……？」

            　言葉に驚いて、返事がしどろもどろになる。必死に思考を巡らせ、ようやく獅子尾の部屋に連れ込まれたときだと思い至った。

            （あのとき獅子尾が言ってた、点滴してくれた人か）

            　俺が思い出すのを待っていたかのように、二之宮先生は再び口を開いた。

            「貧血症状が出るようになったのは最近？」

            「あの、貧血っていうか……どちらかというと頭痛持ちっていうか、なんていうか」

            「偏頭痛？　酷いのかな。吐いたりする？」

            　優しい声音で質問されて、それにぼそぼそと答えていると、獅子尾が脱衣所から戻ってきた。チラと横目で俺たちを見てから、顎で二之宮先生を呼ぶ。

            　目上の人に、なんつー偉そうな態度だと思ったが、二之宮先生は不快感すら示さず、素直に立ち上がった。

            「ちょっと待ってね」

            　天然なのか、大人なのかは、脱力系の表情のせいでい読めない。二之宮先生は鞄からアスピリン錠剤を出すと、俺に手渡した。

            「これを飲んで、少し横になるといい。雨が落ち着いたら、診療所に移動しよう。えーと、お水お水」

            　紅茶が入っていたカップに、水を汲んでくれる。俺は素直に薬を飲んで、ソファに横になった。

            　痛みに邪魔をされて、眠ろうにも眠れずに微睡む。

            　途切れ途切れに意識が覚醒し、その何度目かに獅子尾と二之宮先生が話し込んでいるのを見たが、薬が効いてきたのか、その先の記憶がプツリと無くなった。

            　

            　

            　車のエンジン音がする。

            　視界の隅に時折ハンドルを切る細い腕がチラついて、何よりも安心する甘い香りが散る。

            　ああ、また夢をみている、と思った。

            　何度もみている。あの日から、何度も何度も。

            　何度みても、俺は何度だって同じことをするんだろう。たとえ夢だと、過去だと──わかっていても。

            　俺を庇うために右に切られるハンドルを押さえようと、決して今の俺の意志では動かせない、過去の俺の身体を動かそうと、足掻かずにはいられない。

            　

            　

            「おい、起きろって！　周防！」

            　強く揺さぶられた衝撃で、思考がぐるりと暗転した。

            　テレビの電源を落とすみたいに、何もかもが真ん中に収束して、弾ける。息が詰まり、喉がひゅっと細い音を立てた。何度か白い光が瞬いて、酷く気持ちの悪い感覚が意識を刺激する。

            「──ッ、ぅ」

            　息をゆっくり吐き出しながら、手探りで俺の肩を掴んでいる腕に触れた。それを支えに起き上がろうとしたが、身体に力が入らない。仕方なく瞼だけを持ち上げると、目の前にいる男の顔が酷くぼやけていた。

            「眼鏡……」

            　呟くと、肩を掴んでいる手の力が緩んだ。脱力を隠しもしない溜め息を吐つかれる。

            「お前な、他に言うことあんだろ」

            　呆れながら、獅子尾は眼鏡を手渡してくれた。視界がクリアになると、俺も現状を思い出してくる。脈が速いのは、きっとあの夢をみて魘うなされていたからだ。

            「なんで起こしたんだ」

            「はあ？　あんだけ魘されてたら、誰だって起こすだろうが」

            「余計なことを」

            　どこかであの苦しみから抜け出せたことに安堵していても、助けられることを望んではいない。あの悪夢は、与えられるままに受け入れるべきものだから。

            「余計なこと、ね」

            　ふん、と獅子尾が鼻を鳴らして、肩から離した手で俺の髪を梳いた。汗で額に張り付いた髪が剥がされて、額がひやりと冷たくなる。

            「触るな」

            　情けないくらい惰性でしかない力で手を払うと、獅子尾は抵抗せずに手を離した。

            「二之宮が、後で診療所へ来いってさ」

            「必要ない。もう平気だし、休むなら自分の部屋で横になるさ」

            「診察受けに来いってよ。鉄欠乏性の貧血の可能性もあるから、血液検査もしたいって。まあ、お前の場合、診察っつーよりカウンセリングだろうけどな？」

            　その言い直しは正しいのかもしれないが、なんとなく不快で獅子尾を睨みつけた。

            「必要ない」

            「雨に降られただけで自失する奴のセリフじゃあ、説得力がねぇな」

            「うるせぇな。てめぇに関係ねぇだろ！」

            　すぐに退いたくせに再び戻ってきて、毛先を弄ぼうとする。苛立つままに手を払おうとしたら、逆に手首を掴まれた。さほど力を入れなくても今の俺なら拘束できるだろうに、握り潰さんばかりに締め上げてくる。

            「ッ、はな、せ……！」

            　掴み返そうとした手も捕らえられ、頭上に引っ張り上げられる。そのまま跨がってきたので身を捩ると、動きを利用されてうつぶせに返された。

            　そのままいとも容易く、のし掛かられる。

            「てめっ、退けよ！」

            　両手を離されたので手をついて起き上がろうとしたら、より体重をかけられた。普通に重いし苦しいんですが！

            「おい！」

            　藻掻く俺をからかうみたいに、耳元に獅子尾が顔を寄せてくる。

            「助けられたくねぇとか、治したくねぇとか、そんなのお前の勝手だろう？　そんなことは俺も二之宮も知らねえし、結局は助けてもらったんだから、お礼ぐらいするべきなんじゃねーの？」

            　脇の下から片手が胸元に突っ込まれて、鎖骨のあたりまで潜り込んでくる。チリと音がして、何をしようとしているのかに気がついた。

            「おい!?」

            「この体勢だと脱がしにくいな」

            　身を捩る俺に舌打ちしつつも、さして苦に思っていない声音で獅子尾が愚痴る。ほんの少しだけ、俺の背にのし掛かる身体が軽くなった。

            　それでも、今の俺の力じゃ獅子尾を退かせない。一気に股下までおろされたジッパーに焦る。

            「ちょ、冗談……」

            「弱ってんのは、お前の意志なんだろ？　だったら、それを俺が利用しようが、付け入ろうが、文句はねぇだろうが」

            　ぐっと襟を後ろから引っ張られて、首筋から肩にかけてが外気に触れる。背骨を辿るように、生温かい感触が滑った。頸骨に歯をたてられて、ビクッと顎が反る。

            「やめ、ろって！　ッツ」

            「誰か止めるかっつーの。助けてやった礼もかねて、イイ顔見せろよ？」

            　愉しそうに囁きながら、うなじに強く吸いつかれる。それに悪寒を覚えるよりも早く、下着に滑り込んできた手に血の気が引いた。直に掴まれて、全身の毛穴という毛穴からどっと汗が噴き出る。

            「ちょっ、まっ……ッ」

            　それは洒落にならん！　

            　藻掻いていた身体が一気に硬直する。純粋な恐怖に、息が上がった。

            　獅子尾が俺の顎を片手で掴み、覗き込んでくる。

            「お前、勘違いしてんだろ」

            「なに……っ」

            　なにを、と訊こうとした語尾が詰まった。手にきゅっと力を込められたからだ。こいつの握力なら、簡単に握り潰せる。そう思ってしまえば、頼むから止めてくれと恥も外聞もかなぐり捨てて懇願しそうになった。

            　いや、ホント。そんなことされたら死ぬ。マジで。

            「すげービビってんな。怯えてんのもいいけど、俺が見たいのはその顔じゃねえんだよ」

            　じゃあなんだよ！

            　声に出ていたら、絶対涙声だったかもしれないセリフは、獅子尾の唇に呑まれた。

            「ぁ!?　──っ、ふぐっ」

            　痛い痛い！　首が痛い！　背骨もいてぇ！

            　おまっ、この体制でキスとかありえねぇし！

            　仰け反らされたことで開いた口内に、舌が無遠慮に入り込んでくる。

            　ただでさえ苦しい息が、さらに苦しくなった。

            「っ、ッツ──ばかっ、苦し……はっ」

            　これ以上は無理だというところで舌がぬるりと抜け、口が解放される。息を吸う度に頭がズキズキと痛んだが、必死に酸素を求めて喘いだ。

            　苦しくて、獅子尾にかまう余裕なんかない。だから俺は、背にかかる圧迫がほとんどなくなっていることに気づかなかった。気づいたのは、そこに与えられた刺激が、明確な快感として背筋を駆け上ったときだ。

            「あっ、ッ!?」

            　ぐっぐっと力をいれて、けれどあくまで優しく──なんて解説してられるか！

            　根本から先端まで、愛撫としか言いようのない手つきで扱かれて、ずくりとそこに血が集まる。

            「ッ、やめっ」

            　止めさせようと腕を掴んでも、笑いを含んだ吐息ごと耳朶に吸いつかれて、身体が震える。

            　勘違いだった。確かに勘違いだった！

            　俺が甘かったのだ。相手は俺様神様お子様だったのに、なぜそこを急所としての弱みと捉えてしまったのか。

            　握り潰されるより質が悪い！

            「目元が赤くなってきたな。色っぽい」

            「うっ、るせ……ッ」

            「眼鏡は邪魔かと思ったけど、これはこれで」

            　興奮するな、とか言うな！　眼鏡は視力を補うものであって、そういうアイテムじゃねえぞ！　ない、よな？

            「ぁっ、ッツ」

            　男なら、そこをそうされたら気持ちが良いに決まってる。決まってるが、俺は生まれて初めて自分が男であることを呪いそうだ。男の本能？　種の保存!?

            　ちくしょう、人類なんか滅びろ！

            「我慢すんなよ」

            　するわボケ！

            「死ね……ッ、ぶっ、殺してや、るッ!!」

            　息も切れ切れに凄んだところで、意味など無いとわかっているが、すっげぇ愉しそうに目を細められたりすると本当にやるせない。

            「勃ってきたな、イけそう？」

            　ぐっと先端に指先をこすりつけられて、腰が痺れた。

            「ぁっ、……ッ、ほ、マジ……はなっ」

            　これでもかってくらいいやらしく触られて、息が詰まる。羞恥と憤怒と殺意で、頭がどうにかなりそうだった。

            「くっ」

            「背中まで赤くなってきたな。恥ずかしいわけ？」

            「黙れっ」

            「お前、背中綺麗だな。──痕つけたくなる」

            　肩胛骨に思い切り噛みつかれて、その痛みであらゆるものが切れた。いや、キレたというべきか。

            　ソファに片手をついて、背筋をフル活用する。自分でもよくそこまで可動したものだと感心するほど、思い切り上体を捻った。

            「──ッ！」

            　瞬間的な狙いだったが、俺の肘は綺麗に獅子尾の顎に入った。衝撃にバランスを崩した身体を、意地で振り落とす。　

            　その隙を逃さず転がってソファから降りたら、床に倒れ込んだ獅子尾が顎を押さえて呻いていた。

            　なんで急所に喰らったくせに気絶しねぇんだよ！

            「どんだけ打たれ強ぇんだよ！　この化け物！」

            　あらゆる怒りをこめて、起き上がろうとした獅子尾に回し蹴りをお見舞いする。かなり明確な殺意を持ってこめかみを狙ったんだが、腕がガードに入って勢いを殺された上に、踵が入ったのは頬だった。

            　それでも勢いはあり、獅子尾の身体は派手な音をたてて床に積んであった段ボールに突っ込む。

            　追い打ちをかけたい気持ちはあったが、俺は棚にあったタオルを引っ掴んで、そこから逃げ出した。

            


        
        
            　　　３　野良猫、浅慮を叱られること

            　

            　

            　雨は止んでいたので体調はさほど悪くなかったが、姫宮の部屋に行く気にはなれなかった。

            　仕方なく自分の部屋に戻ったが、またしても薔薇と封筒が机上に置かれており、頭を掻き毟る。

            「殺す！」

            　怖いとか不気味とか、そういう感情が入る余地がなかった。丸ごとゴミ箱に投げ捨てたかったが、犯人を調べるのに物証は必要だと思い留まる。

            　乱暴に引き出しに押し込んでから、自分を落ち着かせようと深呼吸をしたが、無駄だった。

            　収まらぬ苛立ちを持て余し、リビングを意味もなく歩き回る。物にでも当たれば多少気が晴れるだろうが、物には何の罪もない。

            「くそっ、来ねぇかな。来い来い来い来い！」

            　今ならば手紙の犯人を大歓迎できそうだ。来れば、死ぬまで忘れられない一夜にしてやれる自信がある。

            「ちくしょう、獅子尾にもう一発入れときゃよかった」

            　舌打ちして、玄関脇に設置されている電話の受話器を取る。事務員室に繋がる内線番号を押して、事務員にプールにいるはずの姫宮を呼び出してもらった。

            『もう、周防！　携帯電話持ちなよ！　放送で呼び出しとか、すっごく恥ずかしいんだけど！』

            「悪い。そのうち買うよ」

            『絶対だよ。──で、なに？』

            「少し具合が悪いんで、今夜二之宮先生のとこに泊まるから、部屋までちゃんと誰かに送ってもらってくれ」

            『え？　二之宮先生って、診療所の？』

            　唐突だったからか、確認するように問い直される。想定内の反応に、俺は何食わぬ声音で返事をした。

            「そう」

            『大丈夫なの？　なにかあったの？』

            「俺、もともと頭痛持ちなんだけどさ、今日はそれが酷いんだよ。このままじゃ眠れそうにないから、薬もらってそっちで寝ようかと思って」

            『……そう』

            「危ないから来なくていいからな？　たいがい一晩寝れば治るし。朝には戻るから」

            『う、ん……わかった』

            　心配と不安が混ざった返事に、罪悪感が刺激される。もっと別の嘘があればよかったが、思いつけなかった。

            　シチューの餌やりを頼み、受話器を戻す。姫宮と話したからか、少し気持ちが落ち着いていた。

            　怒りが薄れると、どっと疲れが押し寄せてきて、リビングのソファに腰掛ける。風呂にはもう入ったし、今日はこのまま寝てしまうのが得策だろう。

            　俺はほとんど倒れ込むように、ソファに横になった。本当はベッドで眠りたかったが、さすがに自分の部屋で眠る気にはなれない。氷室の部屋は論外だ。

            「ほんと、なんなんだよアイツら」

            　凪沙の件で話し合った後も、悪ふざけの延長じみた誘いや口説きは相変わらずあったが、どこか一線を引くようになったと思っていたのに──。

            　本当に、勘弁してほしい。

            　相手が男だからとか、そういうことが問題なんじゃなくて、色恋沙汰でごたごたしてる暇がないんだっつの。

            　

            　

            　エアコンの冷風が苦手で、寝付いた頃に切れるようタイマーをセットしていたが、今夜はいつもより暑かったらしく、意識のどこかで寝苦しいと思っていた。

            　でも起きるほどじゃなくて、寝苦しさを誤魔化すように寝返りをうつ。再びの深い眠りの気配をたぐり寄せていると、涼しい風がふわりと首筋や頬を撫でた。

            　それが風ではなく、ひたりと触れる何かだと認識しても、単純に気持ちが良くて、俺はそのままにしていた。

            　頬やこめかみを撫でる動きがとても優しくて、俺に害のあるものだとは思えなかったからだ。

            　この穏やかな空気を、俺は覚えている。

            「なぎ、さ……？」

            　おぼろげに呟くと、甘い香りが鼻腔を掠めた。

            　冷たくも、優しい香り。甘く、上品な──

            （違う、凪沙の匂いじゃない！）

            　そう認識した途端、ずんっと身体が重くなった。

            　上から全身を圧迫するような、もの凄い力に押さえつけられて、手足が痺れる。

            　意識は一気に覚醒したが、息ができなかった。

            「……ッ！　っつ、ぅ」

            　異様に重い瞼が、かろうじて微かに開く。薄暗い部屋の中で、寝る前と同じ天井が見えたが、身体は相変わらず動かせない。動こうとすると全身がびりびりと痺れて、力が入らないのだ。

            （なん、だ……これ）

            　半ば恐慌状態に陥っていると、何かがするりと首筋を撫でた。それはうなじに回り、下から髪をかき上げるように動く。間違いなく、誰かの手ヽヽヽヽだった。

            　それも、恐ろしく──冷たい。

            「────ッ」

            　完全に、パニックを起こしていた。

            　俺はとにかくきつく瞼を閉じた。それはもう、上瞼と下瞼が二度と離れないんじゃないかと思うくらいきつく。

            　だって、何か視えちゃったらどうすんだ！

            　目の前に何も視えないことよりも、この状況で何かが視えるほうが千倍怖い！　たとえそれが凪沙だったとしても、俺は怖いと断言できる！

            　痺れた身体を持て余しながら、ただひたすらに中途半端な経きようを胸中で唱えて唱えて唱えまくる。

            　そうしてどれくらいの時間が経ったのか、唐突に意識が浮上して、俺は息を詰めた。

            「──はっ！」

            　どこかに落ちるような夢をみて、その最後の瞬間に跳ね起きる。まさに、そんな状況だった。

            　全身は汗にまみれ、息は滑稽なほど乱れていた。

            　落下の恐怖を夢だったと認識しきれなくて、手がまだ震えている。

            　いつの間にか、寝ていたらしい。

            　あの状況で眠れた俺がすごい。いや、恐怖のあまり気絶した可能性が高い。

            （寝てたのに……すげえ、疲れてる）

            　荒い息を吐きながら、手の震えを止めるためにシャツの胸元を握りしめる。カーテンの隙間から零れる朝日が、こんなにも安堵するものだと初めて知った。

            　落ち着いてくると酷く喉が渇いていることに気がついて、ソファから足をおろす。起き上がると、腹のあたりから何かが滑り落ちて、俺のつま先を掠めた。

            「なんだ？」

            　身をかがめて、足下を覗き込む。その何かを拾おうと伸ばした手が、ギクッと強ばった。

            　心臓が止まった。絶対止まった。一瞬だけど。

            「俺、こういうの、マジでダメなんだって」　

            　言い訳のしようがないくらい、涙声だった。

            　足元に、落ちていたもの。

            　おそらくは、俺の腹の上に置かれていたもの。

            　冷たく甘い、上品な香りを放つ、瑞々しい──

            　

            　白い薔薇。

            　

            　視界に入るのが嫌で、ひったくるように掴むと、その反動で新たに何かが膝から落ちた。それが何かなんて、見なくてもわかる。

            　握り潰すようにそれも掴み、俺は両方ともソファの脇にあったゴミ箱に突っ込んで、蹴り飛ばした。勢いよく横滑りし、キッチンとの境にあるテーブルにぶつかる。

            　その瞬間、絶妙なタイミングでインターフォンが鳴り、俺は文字通り飛び上がった。

            （心臓が、心臓が口から出る──）

            　思わず口を押さえて玄関を見ると、再び鳴らされる。怖くて返事が出来ず、ドアを凝視していると、今度はノックされ、「周防？」と遠慮がちな声が聞こえた。

            　俺は一も二もなく玄関に駆け寄り、ドアに飛びついた。チェーンを外すのももどかしく、殴るようにドアを押し開ける。勢いに瞠目して一歩下がった男を、俺は羽交い締めにした。

            「おい、なに……」

            　現状で一番頼りになる男は、朝日に照らされて神々しいの一言に尽きた。

            　後で思い返せば恥ずかしい限りだが、独りであの状況を味わわされた俺は、他人の存在を切望していたのだ。

            「相良だ！　相良銀路！　あったかい！」

            「………」

            　縋り付いたまま崇め奉る勢いで見上げると、相良が奇怪な生き物でも見るような目で俺を見下ろしていた。

            　

            　

            　本気で汗だくだったので、時間をもらってシャワーを浴びて戻ると、相良はソファに姿勢正しく座っていた。楽にしていればいいのにと思うが、言ったところで号令の《休め》程度にしか変わらない気がするので放置。

            「待たせて悪かった。なんか飲むか？」

            　一応、缶珈琲を出してはいたが口がつけられていないので聞くと、ようやく相良は俺に視線を寄越した。相良がそれまで見ていたものが転がったゴミ箱だと気づいて、多少気まずく思いながらそれを直し、冷蔵庫に向かう。

            「いや、いい。姫宮のところに行ったら、お前は二之宮先生のところだと教えられて──」

            　診療所に行っていなかったから、ここに足を運んだらしい。

            「悪かったな。もらった薬飲んだら楽になったから、戻ってきたんだよ。姫宮の部屋に行って、寝てるの起こしたら悪いと思って」

            　二之宮先生から話を聞いていれば診療所に行っていないことはバレバレだが、まあ今更なのでかまわない。

            　案の定、相良は俺の嘘を嘘だと思ったようだが、溜め息を一つついただけで話を続けた。

            　そのつもりはなかったんだろうが、それは嘘の追求に繋がる話だった。

            「獅子尾の頬が、面白いことになってるんだが」

            「……だから？」

            　掴んでいたミネラルウォーターのペットボトルがひしゃげて、わずかに溢れた水が床にしたたる。冷蔵庫と向かい合っている俺は相良に背を向けているので、それが見えたわけはないだろうが、不穏な空気くらいは察したらしく、相良は「……いや」と会話を終わらせた。

            　賢明な判断だ。

            　思い出したくもない。あの後、俺は一番近くのトイレに駆け込んだ。とっくに萎えてはいたが、一息つけば思い出したように肘と踵が痛んだ。瞬間的とはいえかなり無理な体勢になったからか、背中と腰もかなり痛かった。

            　今も鈍い痛みを奥底に感じれば、昨日の怒りがぶり返してきそうだ。それを抑えるために、俺は残りの水を一気に飲み干した。

            「──で、なにかわかったのか？」

            　俺を捜していたということは、なにかわかったことがあるか、もしくは確認したいことができたんだろう。

            　俺の言葉に相良は軽く頷いて、ローテーブルに置いていたモバイルパソコンを開いた。斜めに向けられたので、相良の隣に座る。

            「動画？　あ、監視カメラか」

            　一昨日氷室に言ったやつだろう。同じ造りなのでどの階のどの廊下かはわからないが、エレベータホールとその脇の階段への通路が斜め上から映されていた。

            「なんでエレベーターホール？　まさかここしかないとか言わないよな？」

            「部屋のある廊下を録っているカメラもあるんだが、それを閲覧するには理事の許可がいる。必要なのは一昨日の早朝分だけだから、今日中には監視カメラを管理している警備会社が編集して届けてくれるだろう。それで少なくとも手紙を置きに来たのが誰なのかはわかる」

            「犯人の親がそっち方面に力を持ってなければ、だろ」

            　嫌み混じりに俺が言うと、相良は珍しく微かに笑った。

            「それはそれだな。映像に不審な加工がされてるとわかってから手を打つさ」

            「打つ手があるならいいけど。んで、このエレベーターホールには何が映ってるわけ？」

            　表示されている日時を見ると、終業式の日の夜だ。

            「一応、見られる分の過去一週間をチェックして、これが一番不審だったんでな」

            　相良が再生ボタンをクリックすると、ざらざらと荒い画像で無人のエレベーターホールが映る。十秒経過後、一人の男子生徒がものすごい勢いで寮部屋に続く廊下から走ってきて、階段へ消えた。相良が動画を止める。

            「は？　わけわかんないんだけど」

            「これだけだとな。次はこっちだ。さっきの映像の少し前、反対側にあるエレベーターホールの映像だ」

            　寮のエレベーターは北と南にそれぞれ二機ずつ設置されている。似たような、というか同じにしか見えない構図の動画だったが、右上に表示されている数字の末尾にＳとアルファベットがついていた。その表示で、アルファベットの前にある数字が階数なのだと気づく。

            　表示は４。つまり、さっきは四階の北側で、今度は南側の映像を見てるってわけだ。

            「俺の部屋がらみ？」

            　ぽつりと零すと、再生され始めていた映像のエレベーターから、生徒が一人出てきた。斜め上からでは顔がよく見えないが、親しい人間ならばそれで充分だ。

            「姫宮」

            　それは姫宮だった。得になんの感情もない表情でエレベーターホールを横切り、俺の部屋へ向かうために廊下に出る。すると何かに驚いたように動きを止め、すぐに走り出した。何かを叫んだのか、大きく開かれた口がかろうじて見える。

            　時間を確かめると、反対側のエレベーターホールに男が映った時刻の十秒ほど前だ。そこまでわかれば、さすがに気づく。

            「心当たりがあるようだな」

            　俺の表情を見て、相良が言った。

            「ああ。この男、俺を襲ったんだ」

            「襲う？」

            　ある程度予想していたのか、相良は動画のウィンドウを閉じながら繰り返した。

            「部屋に入ろうとしたところを後ろから羽交い締めにされて、部屋に押し込まれたんだよ」

            「そこに姫宮が現れて逃げた、というわけか」

            「この男がどこの誰か、もうわかってんのか？」

            　俺の問いに頷き、相良はデスクトップにある何かのアイコンをクリックした。立ち上がったソフトの検索欄に番号を打ち込んで、一つのデータを呼び出す。

            　顔写真と名前、家族構成とプロフィール。

            「生徒名簿かよ。確か、生徒会役員でもそうそう見れないんじゃなかったか？」

            「危機管理意識が希薄だからな。うちの理事長は」

            　へえ。

            「って、それってヤバくねぇ？　一応、誘拐しがいのある子どものたまり場だろ、ここ」

            「残念なことに、あの人には何を言っても無駄だからな。他からのハッキングには、俺が別でセキュリティかけてるから安心しろ」

            　へぇ。

            「──じゃ、なくて！　オイ。なんかさらっと凄いこと言わなかったか？」　

            「特別なことは何も？」

            　真顔で返されると、もう突っ込めないっていうか。なんていうか。うん、ここは冷静にスルーだ。スルー。

            　平和が一番。

            （俺が知ったところで、意味ないし）

            　気を取り直して、再び画面に視線を戻す。

            「んで？　こいつが俺を襲った生徒ってことか？」

            「二年の石いし合あい一樹かずき。中堅商社の専務の息子で、これといって問題もない普通の生徒だと思っていたんだが──」

            「なんか引っかかるのか？　本人に話は？」

            「実は昨日会ってきたんだが、妙な話になってな」

            「妙って？」

            「俺の調べでも石合が周防を襲う理由が思いあたらなかったから、遠回しに二十日の夕方、何をしていたかと訊いたんだ。そうしたら、逆に質問を返されてな」

            「なんて」

            「自分が何をしてたか知ってるのかヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽって」

            「なんだそりゃ」

            「俺も白々しい嘘かと思って、エレベーターホールの映像だけ見せてやったんだ。そうしたら石合は自分じゃないと言い逃れするどころか、映像の男が自分だと認めた上に、かなり真剣な顔で他に映像がないかと尋ねてきた。その態度が演技なのか、そうじゃないのか、現状での判断は難しい」

            　話しながら、画面をスクロールする。特に意味はないらしく、一番下にスクロールバーがついた時点で相良はマウスから手を離した。

            「覚えてない、なんて確かに鵜呑みに出来る供述じゃねぇしなぁ」

            「可能性としては高いけどな」

            「根拠があるのか？」

            「根拠というか──さっきも言ったが、石合の場合、周防を襲う理由がまずない。何を目的にしても、石合が周防を襲うことで得をすることが何一つ無いことは、周防が一番わかってるだろう？」

            「そう言われても、コイツのこと全然知らないし。でも知らないからといって、その──」

            　語尾を濁すと、相良は察してくれたらしく、頷いた。

            「それもない。彼にそういった噂は持ち上がったことがないし、そもそも一つ年下の婚約者がいて、かなり仲が良い。去年も文化祭に招いて一緒に校内を回っていたようだし」

            「なるほど」

            　至ってノーマルな性的指向の持ち主、ということか。

            「本人の話によると、午後の三時頃から翌朝ベッドで目を覚ますまでの記憶がすっぽりないらしい。それに酷く疲れていて、起き上がれたのは夕方だったそうだ」

            「なんか、手紙意外でも妙なことになってきたな」

            「どちらも映像待ち、というところだな。それに、石合は記憶がなくなる前、見慣ぬスーツの男を見たと……周防、あれはなんだ？」

            「ん？」

            　言葉を切って、相良が立ち上がる。

            　どこに行くのか目で追って、俺は「あ」と声を上げることしかできなかった。相良はじっとそれを見つめてから、おもむろに拾い上げる。

            「これは？　どう見ても別件のようだが？」

            　眉を顰めた相良が俺の前に差し出したのは、歪んだ白い封筒と、茎の折れた白い薔薇だった。

            　

            　

            「これで全部か？」

            　隠しごとは許さないという威圧を込めた声音に、俺は悪戯がばれた子どものように諾々と頷いた。

            「これだけデス」

            　ローテーブルに並べられた四通の封筒と、時間経過をそのまま表している四本の薔薇。　

            「開封したのは二通か。なぜ黙っていた。こちらのほうがあきらかに手が込んでいる。より深刻な事態になる可能性が高いことくらい、わかるだろう」

            「そりゃ……でも、言いはぐったっていうか、ターゲットが俺だし。姫宮が絡んでる事件が片付いてからでいいかなーって思って」

            「自己防衛能力に差があるのは認めるが、黙っている理由にはならない。いくら喧嘩が強くても、お前みたいな細身の男、少し工夫すればどうにでもできるんだぞ」

            　うわ、怒ってる。怒ってるよ絶対。俺のことお前って言った！

            「そりゃ、そうだけど」

            「三通は自室の机の上、一通は身体の上。馬鹿でも部屋のカードキーを持ってるとわかる」

            「鍵のことは俺だって一通目のときに気づいたって。最初はすぐ言おうと思ったんだ。でもほら、話があの手紙のことで終始進んじまったから、なんだかんだで言いはぐって」

            「言い訳はいい。外部入学だから不慣れな環境に戸惑っているのはわかるが、楽観はするな。何かあってから後悔したいのか？」

            「……すみません」

            　淡々とした怒りが怖い。

            　しかし何が相良をこんなにも怒らせてるのかが、気になった。ただの貞操の危機というよりは、この反応は別の何かがあるんじゃないかと勘ぐりたくなってしまう。

            「なんか他にあるのか？」

            　相良に探りを入れたところで無駄なので、直球で訊く。すると相良は未開封だった二通の封蝋を丁寧に剥がして羊皮紙を取り出し、目を通してから深く溜め息をついた。

            　テーブルに置かれた羊皮紙を見て、俺は驚いた。内容は同じなんだが、文字が恐ろしく綺麗になっていた。

            　流れるような、上品な文字だ。呆気にとられていると、相良が改めて封筒を見つめる。

            「封蝋に押されている印は、この学園の設立と、名称の由来になった伯爵家の紋章だ」

            「伯爵……ああ、オリバーか。元は騎士だかなんだかっていう、フランスの貴族だろ？」

            「そうだ。それに羊皮紙を使い……」

            　すん、と相良が羊皮紙に鼻を寄せた。

            「なに？」

            「微かにワインの匂いがする。ワインを煮込んでインクの代わりにしたんだろう。洒落てるというか、なんというか──」

            　気を引こうとしたのか、それともそうやってインクの代わりにすることが当時はあったのか。

            　俺は知らないが、女が喜びそうな気遣いにも思える。それを俺相手にやってるってのが痛いが。

            「こんなに凝った手紙は、そう易々と用意できるものじゃない。やはりあの話は──ッ」

            　相良の言葉が不意に途切れたが、その理由は俺もわかった。唐突に、何の前触れもなく、ぞわりと背筋に悪寒が走り抜けたのだ。肌がぶわっと粟立つ。

            　相良が腕をさすって、周囲を見渡した。

            「なん、だ……今」

            「何も言うな！」

            「周防？」

            「頼むから、今の感覚から連想される、あらゆる可能性を口にするな。絶対に！」

            　俺の剣幕に相良は気圧されるように頷くと、少しの沈黙の後で手紙を片付け始めた。

            「持って行くのか？」

            「ああ。預からせてもらう。かまわないか？」

            「いいけど……」

            「鍵カードに関しては、今日中に業者に連絡をしておく。なんなら別に部屋を移してやることもできるが」

            「いや、そこまでは」

            「そうか。とにかく、監視カメラの映像さえ手に入れば全部片づくだろうから、それまでは姫宮と離れず一緒にいるように。俺は最初からお前にも一人になるなと言ったつもりだったが、どうせ勝手に自分は平気だからと一人で行動していたんだろう？」

            　見透かすように言われて、気まずくなる。玄関に向かう相良の後ろにつくことで、視線から逃れた。

            「……わかったよ」

            「絶対だぞ。今回の件は、むしろ周防に、」

            　振り返った拍子に、相良の手から薔薇が一本落ちる。反射的にそれを掴んで、差し出した。

            「っと、ほらよ」

            「すまない」

            　受け取るために差し出された相良の指先が、俺の指先に触れる。その手が異様に冷たくて、驚いた。思わず顔を上げると、相良と目が合う。

            「──さが」

            　それは、幻だったのかもしれない。

            　ただそれを確かめる術が、もうなかった。あまりの衝撃に硬直した俺が我に返ったのは、相良の背中が閉まるドアの向こうに消えてからだったからだ。

            「…………なんだありゃ」

            　まるで、心底愛しい者を目の前にしてるみたいな、男の俺でも思わずドキリとしてしまうほど、愛情に満ちた眼差しだった。

            　俺が目の前にいることが、嬉しくて堪らないみたいな。

            （というか、変だった。絶対におかしい）

            　相良がもし、そういう心境で微笑んだとしても、あそこまで柔らかくは笑わない気がする。

            （じゃあ誰だっていうんだ──？）

            　恐ろしい話題がうっかり脳内で発生したので、慌てて叩き潰す。

            　姫宮の部屋に行くまでに、その疑問と、ついでにさっきの相良の顔も、気合いで記憶から抹消した。

            


        
        
            　　　４　野良猫、怒りに我を失うこと

            　

            　

            　なんでこんなことになったのか。俺はすぐには理解出来ず、動くことができなかった。

            「なんだ、これ」

            　姫宮の部屋のドアが少し開いていたのだ。自分を落ち着かせるように一呼吸置いてから、ドアノブに触れる。

            　ドアを開けると、白い薔薇の花弁が誘うように点々と落ちていた。靴を脱ぐのも忘れてそれを辿り、リビングに辿り着く。そこにはシンプルなラブソファと丸いガラスのローテーブルがいつもと同じ位置にあったが、ローテーブルの上は白い花弁で埋め尽くされていた。

            　むせかえるような薔薇の匂いに顔を顰めながら、テーブルに近づく。真ん中に、白い封筒が置かれていた。

            　開いて便箋を引き出すと、その中からも花弁が零れる。

            　しかしそれは、深紅だった。状況が変わったことを知らしめるように、便箋には埋め尽くすほどのフランス語ではなく、短い一文が日本語で書かれていた。

            　

            　美しい白薔薇は、僕にこそ相応しい。

            　

            　俺はその便箋を握り潰した。怒りで拳が震える。

            「ふざけやがって！」

            　ただ衝動のままに駆け出そうとして、か細い声を聞いた。周囲を見渡し、空のケージが目に止まる。

            「……シチュー？」

            　そうだ、この部屋に一緒にいたはずだ。

            「どこにいるんだ、おい！」

            　部屋を見渡すと、キッチンの隅にぐったりと横たわった、小さな物体を見つけた。

            「シチュー！」

            　俺の声に反応して、微かに鼻先が動くが起き上がる素振りはみせない。側に、吐いたような形跡があった。

            　蹴られて、壁にぶつかったのかもしれない。

            　怖々と抱き上げると、シチューは呻くだけでされるがままだった。抵抗一つ出来ないシチューを見て、俺の瞬間的な熱が一気に冷えた。

            　シチューを抱いたまま玄関に行き、電話の受話器を取る。自分でも不気味だと思うほど静かに、生徒会室の内線番号を押した。

            　誰でもいいからいてくれと念じながらしつこく鳴らしていると、さっきまで聞いていた声が受話越しに応えてくれる。

            『はい。生徒会……』

            「相良、姫宮がいない」

            『周防か？　なんだって？』

            「部屋に行ったら、部屋中が薔薇の花弁だらけで、手紙が……とにかく、獅子尾と氷室にも連絡して、捜すの手伝ってくれ！」

            『落ち着け、捜すってどこを』

            「全部だよ！」

            　馬鹿げた質問に、語尾がひっくり返った。受話器越しに、相良が息を呑む。

            『わかった。わかったから、少し落ち着け。お前は生徒会室に──』

            「俺は、二之宮先生のところに行く。シチューがヤバそうなんだ」

            　動物だが、俺よりは何かわかるだろうし、してやれることもあるだろう。

            『シチュー？　何を言ってるんだ。とにかく一度』

            「いいから！　そっちの連絡は頼んだぞ！　俺もシチュー預けたら捜す！」

            『周防？　周防、聞け！　勝手に動くんじゃ──』

            　相良が怒鳴る声を、初めて聞いた。だがそれも、受話器を置いたことで途切れる。

            　シチューを揺らすのは怖かったが、かといって歩くことも出来ず、俺はとにかく急いだ。

            　診療所の位置は、前に姫宮に教えてもらっている。

            　寮の保健室のほうが近いが、草野に任せる気にはなれなかった。

            　ドアを蹴り倒す勢いで訪れた俺に、二之宮先生は目を丸くしたが、シチューを見ると状況を察してくれるのは早かった。

            　対象患者の違いに戸惑うことも、文句を言うこともなく、診察台にシチューを乗せて、診察をしてくれる。

            「大丈夫、骨にも内臓にも深刻な異常はないと思うよ。ただ、ショックもあるだろうし、酷く痛めてはいるから動けないんだと思う」

            　もしかしたら、似たようなことがあるのかもしれない。そう思い至ったとき、二之宮先生が顔を上げた。

            「僕も専門じゃないからね。麓のふもと動物病院に連絡して、獣医さんに来てもらうよ。とりあえず、命に別状はないよってことで。安心してね」

            　ぽんと肩を叩かれて、自分の身体がどれだけ強ばっていたのかを思い知らされる。きっと表情も同じだったんだろう。俺は深呼吸して身体の力を抜いてから、頭を下げた。

            「ありがとうございます。あの、俺、行かなくちゃならないんです。こいつ、頼めますか？」

            「うん？　もちろん、大丈夫だよ。ただ動物の定期検診に使う施設が別にあるから、そっちに移ってると思う」

            「わかりました。お願いします」

            　シチューの頭を撫でてやってから、もう一度頭を下げて、俺は診療所を飛び出した。

            　現状を知りたいが、知る手段がない。

            　携帯電話を必要ないと思っていた自分を内心で罵りつつ、俺は目の前にある専門棟に入った。寮は他の連中が、真っ先に調べてくれているだろう。

            　足音を殺すために靴を手に持ち、人の気配を探りながら廊下を駆け抜ける。部屋数の多さに殺意を覚えつつ渡り廊下を走っていると、小さな光が視界を掠めた。

            　足を止めて、引き返す。窓の外に目を凝らすと、退屈そうにドアに寄りかかっている男がいた。

            　うろ覚えの地図をさっと頭に思い浮かべ、位置関係を把握する。行き当たった答えの、らしさヽヽヽと単純さに、怒りを通り越して呆れた。

            　俺の記憶が間違っていなければ、あのドアの先にあるのは、加狩曰く緑化委員会だか薔薇同好会だか紅茶部だかが管理権を争っている、薔薇が栽培されている温室だ。

            　見張りをする気があるのかないのか、男は携帯電話をいじっていた。窓から見た光は、ディスプレイのバックライトだったらしい。

            　メールを打ち込むのに夢中になっており、俺が堂堂と目の前に立ってやっと、はっとして顔を上げた。

            　言葉を発する前に、腹に拳を埋めてやる。前のめりに倒れた男の身体を横に蹴り倒して、ドアを押し開いた。

            　ただでさえ蒸し暑いのに、むっとした空気が肌にまとわりつく。裏口だったらしく、空調機から吐き出された熱風に息が詰まった。

            　薄暗く、人の気配もないそこを早々に通り過ぎて再びドアを開くと、空気が快適なものに変わる。同時に、噎せ返るほどの薔薇の匂いに包まれた。

            「こりゃ、すげぇな」

            　温室を埋め尽くす様々な品種の薔薇、薔薇、薔薇。見渡す限り、薔薇しかなかった。

            　手前の一角に、手紙に使われていたものと同じ品種の白薔薇もあり、部分的に摘み取られた形跡がある。

            　花を失い寂しくなっている箇所をじっと見つめていた男が、ゆっくりと顔を上げた。

            　俺を見ても特に驚いたりはせず、むしろ人のよさそうな柔らかい笑みを浮かべる。少し冷たい印象を覚える賢そうな面差しが、微笑むと途端に子どもっぽくなった。

            　こんなシチュエーションじゃなかったら、まず、善人にしか見えなかっただろう。

            　微笑んだまま、無言で見つめてくる瞳は不気味の一言に尽きたが、俺は目を逸らさず前に進んだ。

            　ひょろっとした佇まいを裏切らず、男は俺より十センチほど背が高かった。

            「こんばんは、周防君。会えて嬉しいよ」

            「姫宮はどこだ」

            　親しげに肩に触れてこようとした手を避けると、男はきょとんとしてから、特に気にした様子も無く手を引っ込めた。所在のなくなった手のひらで、側にあった薔薇の葉を撫でる。

            「僕は三年だから、きっと周防君は僕のこと知らないよね。僕の名前は海かい原ばら忠ただ士し」

            「姫宮をどこへやった！」

            　まるで偶然ここで会ったみたいに話し始めた言葉を遮って俺が怒鳴ると、海原は表情に不快感を滲ませた。

            「あんな男のことを、君が気にする必要はない。いつまでも君の傍をうろちょろして……不愉快極まりない」

            「なに言ってんだ、あんた」

            「君は美しくて優しいから、彼の存在を許しているのかもしれないけれどね。彼は君に相応しくない。君の隣が相応しいのは、僕のように聡明で優秀な男だ」

            「はぁ!?」

            　なんだこいつ。

            　酔ったように俺を見つめてくる海原に薄気味悪いものを覚えて、俺は一歩後ずさった。

            「周防君？」

            「言ってることも、やってることも、意味不明なんだよてめぇは！　姫宮の傍にいる俺が気に入らなくて、脅迫してたんだろう？　なのに何で姫宮を攫って、俺を呼び出すようなこと──」

            　物音を聞いた気がして、俺は言葉を止めた。

            　温室の奥には隣接するようにティールームとサンルームがある。この二つがどう違うのかと訊かれても、俺は壁がガラスかそうじゃないかくらいの説明しかできない。

            　とにかく、どちらかの部屋に姫宮がいる可能性は高そうだった。俺が手前にあったドアノブを掴むと、奥でガタッと何かが倒れる音がして、ざわめきが耳を掠める。

            「姫宮!?」

            　開けようとドアノブを捻ったが、僅かしか回らなかった。海原を睨みつけると、海原もまた解せないような顔をしている。

            「開けろ」

            　吐き捨てるように告げると、海原は表情を曇らせながらもドアの前に進み出た。

            　ドアに鍵を差し込み、解錠する。

            　開かれたドアの向こうからは、まず、姫宮の怒声が飛び込んできた。次いで、二人の男にテーブルの上に押さえつけられ、スラックスと下着を膝までずりさげられて藻掻いている姫宮の姿が視界に入る。

            　傍に立っている男の手にあるのは、おそらく姫宮のシャツだろう。不自然な場所で裂けており、ただの布きれになりはてていた。

            「何をやってるんだ貴様ら。野蛮な行為で、この場を穢すな！」

            　怒鳴ったのは海原だった。しかし怒鳴られた相手は悪びれることなく、肩を竦める。

            「用が済めば好きにしていいって言ったじゃん」

            「別の場所でやれ！　彼が来たら、そのゴミと一緒に去れと言っただろう。言ったことも覚えられず、守ることも出来ず、ところ構わず盛るなんて、貴様らは犬か！」

            「んだと!?　もう一回言ってみろ！」

            　その光景は、俺の理解というか、あらゆるものの限度を超えていたらしい。気がついたら、拳が勝手に海原の顔面を殴りつけていた。

            　派手な音を立てて床に沈んだ海原を、全員が一斉に見る。その間抜けな光景を確かめる価値など微塵もない。

            　俺は一息で間合いを詰めて、姫宮の下着を脱がせようとしていた男の顎を拳で抉った。

            「なっ、に……」

            　シャツを持っていた男は身構えたが、姫宮の腕を掴んでいた男は逃走を選んだ。温室を囲む庭園に出るためのドアに向かわれ、一瞬気を取られる。追うべきか逡巡した俺を叱責するように、姫宮が叫んだ。

            「周防！」

            「──ッ」

            　警告があと少し遅かったら、俺の二の腕はもっと派手に切り裂かれていただろう。シャツに隠すように、男はナイフを持っていた。

            　姫宮のシャツが裂かれていたわけを知る。冷たく胸の奥に広がっていた怒りが、一気に灼熱の温度を持った。

            「っざけんな！」

            　突き出されたナイフを避けて、手首を掴む。男の顔が驚愕に変わり、俺の膝が前歯を砕いた。悶絶した男の手首を更に引いて、床に引きずり倒す。ナイフを握った拳を思い切り踏みつけて、ナイフを奪った。

            「わ、悪かった。もう、勘弁してくれ！」

            　ナイフを持った俺に恐怖したらしく、男の声が引き攣る。その怯えこそが、俺の癇に障った。

            　容赦なく、脇腹を蹴りつける。男は身を丸めようとしたが、背中を踏みつけて阻んだ。

            「周防……」

            　か細い姫宮の声に、視線を向ける。

            　怒りで荒くなった息を落ち着かせようと深く吐き出したが、姫宮の胸元にうっすらと浮いていた赤い線に、視界が真っ暗になった。

            　絶対、二、三本血管が切れた気がする。

            「扱えもしねぇもんを、振り回してんじゃねぇよ！」

            「周防！」

            　姫宮の声は、今までで一番悲鳴に近かった。けど、振り下ろしたナイフは、俺のブチ切れた意志じゃ止められない。

            「やめてくれぇえええ！」

            「ストーップ」

            　間の抜けた声が、男に刺さる寸前でナイフを止める。一瞬の静寂を経て、断末魔みたいだった男の悲鳴が、嗚咽に変わって床に転がった。

            　がっしりと俺の手首を掴んだ手を辿ると、呆れ顔の氷室がいた。

            「なんつー目ぇしてんだ、お前は。綺麗な顔して血の気の多い野郎だ。蓮と良い勝負なんじゃねぇの？」

            　愚痴るように呟きながら、俺の強張った手からナイフをもぎ取る。氷室はそれを慣れた手つきで折り畳むと、当然のようにポケットに仕舞った。

            「これは没収。で、姫宮はこれな」

            　呆然としている俺の肩を叩いてから、別の手で引きずっていた男──庭園に逃げた奴だ──からシャツを剥ぎ取って姫宮に投げる。そこで姫宮も我に返ったらしく、慌てて衣服を整え始めた。

            「さて、説明してもらおうか」

            　その声は氷室からではなく、後ろから聞こえた。

            　振り返ると、いつの間にか動けるようになったらしい海原が、ドアの前で一歩後ずさったところだった。

            　入り口を塞ぐように、獅子尾が立っている。

            　ちゃっかり逃げようとしていた男は、生徒会長の一睨みで観念したらしく、その場にへたりと座り込んだ。

            　

            　

            　掠れた声で、今回の手紙騒動の主犯である男──海原は、ことの真相を語った。

            　なんてことはない、男にとっての白薔薇は──

            「周防だったってことか」

            　だから言ったじゃんと、したり顔の氷室を無視して、獅子尾が嘆息した。左の目元に腫れの残る見事な痣があるのが俺としては笑えるが、話している内容が笑えない。

            　つまり、あの不気味な手紙での批判の対象は俺と親しい姫宮と、同室の氷室だったのだ。俺に当てた手紙の内容は、俺が内容を取り違えさえしなければ、あれはあれでラブレターだったらしい。

            　姫宮を攫ったのは同室で過ごしていることへの嫉妬と、手紙の意味を理解しない俺への焦りからだったようだ。

            　迷惑にもほどがある。

            　ちなみに氷室に宛てた手紙の方が内容が過激だったのは、俺の傍にいる人物として、より危険だと思ったからだそうだ。

            　なにを危険だと思ったのか……いや、わかってる。わかってはいる。確かに俺にとって氷室は危険だ。危険だが、なんていうか、こう、危険の意味を認めたくない！

            （って、なに考えてんだか）

            　さっき切れた血管は、もしかしたらけっこう大事なものだったのかもしれない。

            「血管って治るよな？」

            　思わず俺が口にした言葉に、姫宮、氷室、獅子尾がそろって「は？」って顔になる。だが、俺が続く言葉を持たないと知ると、すぐにその沈黙は霧散した。

            　一度反応されただけに、無視されるより沈黙が痛い。

            「じゃあ、俺たちはこの馬鹿どもを連れて行くから、お前らは相良と二之宮が来るのを待ってろ」

            「相良が来たら、周防が話をしてやってくれ。姫宮は二之宮さんの指示に従うように」

            　ふざけることも茶化すこともなく、終始生徒会役員として振る舞った二人は、俺たちが頷くのを確認してから、男たちを連行していった。

            「はぁ～～～」

            　奴らの気配が充分に離れてから、姫宮は盛大な溜め息をつき、側にあったソファにぼすっと腰を落とした。

            「姫宮……」

            　目元は赤いのに、頬と額は白く血の気が引いていて、本来はその明るさであまり意識させない華奢さが、際だって見える。

            「悪かった」

            「え？」

            「俺が昨日、ちゃんと部屋に帰ってれば」

            「馬鹿だな、周防」

            　傍に立っていた俺の手を、姫宮がそっと握ってくれる。少し冷たいが、俺の熱が移る感覚は心地よかった。

            「仕方ないよ。具合悪くて、二之宮先生のところに行ってたんだろ？」

            「…………」

            　慰めの言葉に、嘘だったとは言えなくて、俺は唇を噛んだ。俺の態度に何かを察したのか、それともこのタイミングで思い出したのか、姫宮は唐突に立ち上がった。

            「姫宮？」

            「シチュー！　あの子、僕の腕を掴んだ男に噛みついて、蹴られたんだ」

            　その瞬間を思い出したのか、瞳が潤み、声が震えた。

            「か、壁にぶつかって」

            「大丈夫。二之宮先生のところに連れていったよ。命に別状はないって。一応獣医も呼んでもらってる」

            「ほんと……？」

            　俺は姫宮が安心するように、笑ってやった。

            「そっか、そっかぁ……。良かった」

            　あとでご褒美あげなくちゃね、と力なくだが姫宮も笑ってくれる。

            　ほんの少し空気が和んだところで、カタリと小さな音がした。振り返ると、戸口に相良が立っていた。

            「犯人捕まったぜ。姫宮も無事だ」

            　相良を迎えるために踏み出そうとした一歩を、姫宮に腕を掴まれて阻まれる。

            「姫宮？」

            「……周防」

            「なん、だよ」

            　姫宮に視線を戻したときには、俺も気づいていた。

            　部屋が、──寒い。

            　空調が効いているから、部屋は元から涼しかったが、一瞬でそれが寒いという言葉が相応しい温度に変わっていた。

            　足元を浚うような冷気がひたりと身体を這い登り、鳥肌がたつ。姫宮に掴まれている場所だけが、かろうじて温かかった。

            　俺は笑おうとしたけれど、どうしても頬が引き攣る。姫宮はそんな俺を見ることなく、強ばった表情で相良を凝視していた。

            　気配は近づいてきているのに、足音がしない。俺の腕を掴む姫宮の手に、ぎゅっと力が入った。

            　見開かれた姫宮の瞳に、微笑を浮かべた相良が映る。　ゆっくりと、恐ろしく冷たい手が、俺の目元を覆った。

            「な、に……やってんだよ、相良？」

            　往生際悪く問うが、俺の腕を掴んでいた姫宮の手からふっと力が抜ける。

            「姫宮!?」

            　身体が俺に倒れかかってきたので、咄嗟に抱き留めようと手を出したが、くらりと意識が歪んだ。腕に力が入らなくなって、姫宮が落ちる。

            「さが……ら」

            　俺の目元を抑えていた手にぐっと力が入り、引き寄せられる。肩に後頭部を押しつけられて、上向くように仰け反らされた。

            　浅くなった呼吸に、濃厚な薔薇の香りが混じる。

            　総ての感覚が、俺の身体から抜け落ちた。

            　

            「迎えに来ました。トーコ」

            　

            　

            　

            　────なんだよ、それ。

            


        
        
            　　　５　縛られしは想いか魂か

            　

            　

            　誰かが誰かの名前を、繰り返し呼んでいる。

            　知っている声なんだが、いろんな意味で寒気がするのは何故なのか。

            　それは甘すぎる声音と声の持ち主とのギャップだとか、湿気の籠もったカビ臭い空気だとか、頬や手に何度もくちづけてくる唇の冷たさとか、ちっとも動かない身体だとか。

            　まあ、要するに全部だ。

            　ちなみに、瞼が持ち上がるかだけは試していない。脳内の消しても消しきれない想像と現実が一致したら、洒落にならないからだ。

            「トーコ、早く目を覚ましてください。君の綺麗な瞳が見たい」

            　瞼にくちづけられる。傍でじっと顔を見つめられている気配を黙殺していたが、唇に吐息が近づく危機感に、仕方なく目を開いた。

            　瞳孔の収縮が見えるほどの距離に相良の瞳があったが、虹彩が思いっきり青だった。

            「誰？」

            　自分でも、馬鹿げた質問だと思った。目の色以外は、どう見ても相良だ。

            「酷いですね、トーコ。私を、誰だなんて」

            　とか言いながら溜め息混じりに身体を離すと、青い目の相良がふわりと笑う。

            「……………」

            　ダメだ。認めざるを得ない。どこをどう見ても相良だけど、どこをどう見ても相良じゃない。

            　怖くない笑顔が怖い。

            「に、二重人格？」

            　とかギリギリのラインで、大嫌いなものを避けてみる。

            「トーコ、なぜ震えているの？　寒いですか？」

            　労るように手を握られ、起こされる。背中をそっと撫でられて、背筋が震えた。

            「……トーコ、じゃない」

            「トーコ？」

            「トーコって誰だよ！　俺はトーコじゃない！」

            「寝ぼけているのですか、トーコ？　君の名前はトーコ。麓の稲原村の学校で先生をしていて、白い薔薇が好き」

            「……ッ」

            　一気に頭から血が下がり、俺の意識が一瞬遠のいた。踏みとどまれたのは、奇跡としか言いようがない。

            　これは、やっぱり、もしかしなくても──

            「……オリバー？」

            　受けた衝撃のダメージが大きすぎて、声が裏返る。未だかつて、こんなに情けない声を出したことは無いかもしれない。しかもそんな魂が溶け出してるみたいな声で呼んだ名に、パッと相良の──オリバーの瞳が輝いた。

            　そこでようやく、名前がちゃんと結びついた。トーコヽヽヽは透子ヽヽだ。

            「そうです、トーコ。私の名前はオリバー。何があったのかわかりませんが、記憶をどうかしたんですか？　もしかして、だから返事をくれなかったのですか？」

            「……え？」

            「待ちきれずに迎えに来てしまいましたが、どうやら正解だったみたいですね。さあ、一緒に行きましょう」

            　強い力で腕を引かれ、ふらつくままに立ち上がる。

            　困惑して見上げると、オリバーの腕が背中に回って抱きしめられた。

            「トーコ」

            「ちょ、おい……離せっ」

            「ダメです。約束を忘れられて、私はとても寂しい思いをしたのですよ？　これくらい、いいでしょう？」

            　いいわけあるか！　ていうか、相良の声で甘ったるく囁くな！　別の意味でも鳥肌が立つだろうが！

            　似合わない。似合わなすぎるぞ相良銀路と睦言！

            「だから、俺は透子じゃないって言ってるだろっ」

            　ドンっと胸を思い切り突き放すと、ようやく解放される。眼鏡を探したが、暗くて見つけられそうになかった。

            「……君の名前はトーコです。君がそう教えてくれたじゃないですか」

            　少し哀しそうに呟いて、縋るように手を伸ばされたが、俺はその手を叩き払った。

            「俺は周防嵐！　す、お、う、あ、ら、し！　透子なんて名前じゃねぇ！　そもそも男だっつの！」

            　俺のどこをどう見たら女に見えるんだ。

            　睨みつけて叫びたいところだが、違和感ありまくりの青い目が怖くて、あんまり直視できない。

            　だって、あれってやっぱ、そういうことだよな？

            　相良の中にオリバーのゆ、ゆ──無理！　これ以上は無理。終了！　強制終了！

            　目をぎゅっとつぶり、頭を数回振る。

            　頼むから夢オチでお願いします。って心の底から願ったのに、そろりと持ち上げた瞼の隙間から覗いたのは、やはり青い目をした相良銀路だった。

            　再起動画面で、フリーズしてもいいですか？

            「トーコ」

            「俺に触るな！　違うって言ってるだろ!?」

            　叫びながら、再び伸ばされた腕を後ずさって避ける。背中が壁にぶつかったことで、ようやくここがどこかの地下だと気がついた。それも相当古い、湿気とカビと埃まみれの部屋だ。

            　場所を認識すると、他のことが気になりだす。ここは何処かとか、姫宮はどうなったのか、とか。　

            「……マジで勘弁してくれ。何がどうなってんだよ」

            　額を抑えて、前髪をきつく掴む。はぁっと息を漏らしたところで、視界が翳った。

            　顔を上げると、距離を取ったはずのオリバーが目の前にいた。相変わらず、足音も気配もない。しかも今度はそれだけじゃなく、俺を見つめてくる顔に、気味が悪いほど表情が無かった。

            　青い目だけが、爛々と輝いている。

            「トーコ。君の名前は、トーコです」

            「違……う、違う」

            「トーコ」

            「来るなって言ってんだろ!!」

            　思わず繰り出した右拳を、綺麗に流される。踏み込んだ勢いを利用するように腕を引かれ、前につんのめった。

            「──ッ」

            　擦れ違いざまに、頸椎めがけて手刀が迫る。上体を捻って直撃は避けたが、肩を叩かれてバランスを崩される。立て直そうとしたが、絶妙なタイミングで足を払われた。

            「ぅわっ！　──ってぇ」

            　すっ転んだ俺を、冷たい瞳が見下ろす。俺の吐き出す息だけが、白く空間に散った。

            　寒さと混乱、それに恐怖が呼吸を浅くし、手足を痺れさせていた。身体が思うように動かない俺に対して、相手の動きが速すぎる。

            　それが元は騎士の血筋だったオリバーだからなのか、身体が相良だからなのか──。両方なのかもしれないが、どっちにしろ俺が不利なことに変わりはない。

            「素直に、頷いていればよかったものを」

            　一瞬、息ができなかった。それくらい威圧的な声に明確な殺意を感じて、俺はすぐ側にあった椅子を思いきり投げつけていた。結果として相良が怪我をするが、そんなことを気遣える状況じゃない。

            　しかしそんな焦燥をあざ笑うかのように、椅子は腕の一振りで粉砕された。

            　どう考えても、人間の力じゃない。

            「なっ」

            「どうしてトーコになれないんだ？　どうしてお前はトーコじゃない」

            　足下に落ちた木片を煩わしげに踏み砕いて、オリバーが俺の前に屈む。

            「──ッ」

            　声が出なかった。怖かったからじゃない。思い切り、首を掴まれたからだ。

            「ッ、ぐ……っ」

            　抵抗に藻掻きながら、それでも片手で俺を持ち上げていく膂力に目を見張った。

            　漫画じゃないんだから、相良が片手で俺を持ち上げるなんて不可能だ。もし出来たとしても、無表情とか、腕の筋肉が張りも震えもしないとか、あり得ない。

            　そりゃ、こんだけ力があったら腕の一振りで椅子も粉砕できるわな──と、感心している場合じゃない。

            「さが、……ら」

            　つま先が浮いて、視界が霞む。意識を失うことが死に繋がると痛いほどわかっていたが、じわじわと込められていく力に抗う術が、俺にはなかった。

            「トーコじゃないなら、いらない」

            「……っあ！」

            　折れた。

            　全身に鈍い音が響き、視界が回転する。死んだと思って、思えていることに疑問を感じた。

            　というか苦しい。死んだのにめちゃくちゃ苦しい。

            「──ッ」

            　無音を経て、盛大に咽せる俺の声が頭蓋を震わせた。

            「がっ、げほっ……ぅえっ」

            　酸素が上手く吸えなくて、嘔吐えづく。目の裏に火花が散り、苦しさに突き立てた爪が石床で割れた。

            　鈍く鋭く全身を犯す痛みに喘ぐ俺の視界に、不思議な光景が映る。

            　生理的な涙で滲んでいたが、矢羽根模様の着物に袴姿の、いかにも女学生って感じの少女が三人、相良に群がっていた。

            『そっちを抑えてくださいませ！』

            『いやだわ、この殿方、すごい力！』

            『面倒な身体を手に入れられて……っ！』

            『きゃあ！』

            『由美江ゆみえさん！』

            『ッ、大丈夫ですわ。薫子かおるこさん！　こちらは押さえますから、引きずり出してしまって！』

            　相良の両腕に、二人が全身で抱きつくようにして縋りつく。拘束された相良の両肩を、残りの一人が掴んだ。そのまま、相良を引き上げるみたいに腕を持ち上げる。

            　すると、肩の輪郭が二重にぶれた丶丶丶。

            　息を呑んだ俺を余所に、相良の身体からずるっと、異国の青年紳士が────、

            　

            （ああああああ！　視ちまっ………た）

            　

            　首を折られそうになったことよりも、そのことが一番ショックだった。

            　視たくなかった。絶対に視たくなかった！

            　だって怖いって！　半透明なんだぞ!?　身体が！

            「かんべん、してく……れ」

            　頭がゴトッと床に落ちた衝撃で、俺は自分が失神したことを知った。

            


        
        
            　　　６　想いの在処　

            　

            　

            　目が覚めたら、病院だった。

            　俺と相良は、丸一日行方不明になっていたらしい。

            　発見され、病院に搬送されてからも、丸一日寝ていたそうだ。

            　相良は衰弱が激しかったらしく、入院から三日目の今日も、目を覚ましていない。

            　俺は身体よりも首の痣のほうが酷くて、喋るどころか、息を吸おうとするだけで痛い。暫くはまともに物を食べられないだろうと言われて、結構へこんでいる。

            　別にものすごく美味い物を食いたいとは思わないが、好きな物を食べられないってのは意外と苦痛だ。

            　首にくっきりとある手形の痣は相良のものだが、幸いあのハゲデブ理事は事後処理の総てを帝みかどさんに押しつけたので、ややこしくならずに済んでいる。

            　医師にもある程度事情を説明して、警察には届けないでくれているようだった。

            「嵐君、ここにいたのか」

            　軽いノックの音に振り返ると、缶ジュースを持った帝さんが入ってきた。ミルクティーを差し出されるが、首を横に振る。帝さんは特に何も言わず、それをベッド脇の棚に置いた。

            「看護師さんが捜してたぞ。まだ安静が必要なんだろう？」

            「静かにしてりゃいいなら、ここでもいいだろ？」

            　喋るたびに傷む喉に苛立つのも飽きて、今ではどう喋ったらあまり痛くないかも会得済みだ。

            　ひどく掠れて聞き取りにくい声でも、不思議と帝さんは聞き漏らさないので、繰り返す手間もなく、話し相手としては楽だ。

            　姫宮は同じ場所にいたからか、妙に責任を感じてしまっているらしく情緒不安定なので、加狩に任せている。充分すぎるくらい、俺のために動いてくれたのに。

            　姫宮は意識を取り戻してすぐ、警察ではなく加狩に連絡をとってくれた。俺が相良じゃない誰かヽヽに連れ去られたのだと、ちゃんと理解していたのだ。

            　事情を聞いた加狩は親戚を一人連れて、すぐに駆けつけてくれたらしい。敷地を囲む森に呑まれて放置されていた倉庫の地下から、俺と相良を見つけてくれたのが、その加狩の親戚だった。

            「相良君の様子は？」

            「特に何も」

            「そうか。早く目を覚ますといいね」

            　そこで言葉が途切れて、病院独特の静寂が部屋に満ちる。どうにも落ち着かなくて、俺は言葉を探した。

            「帝さん、何か俺に用があったんじゃねぇの？」

            「ああ、そうだった。君達が発見された地下室に隣接した隠し部屋があってね、そこから若い女性のものと思われる白骨化した遺体が三体見つかった」

            「は!?」

            　思わず大声を出そうとして、鋭く走った痛みに顔を顰める。

            「済まない、驚かせてしまったね。大丈夫かい？」

            「へ、いき。んで？」

            「過去の事件で行方不明になっていた、女生徒達だろうということだ。詳しいことは、七瀬ななせさんから聞くといい。私から又聞きするよりいいだろう」

            「わかった」

            「それじゃ、私は用事が残っているから行くが、無理はしないように」

            　ぽんと俺の頭に手を置いてから、帝さんは病室を出て行った。

            　白骨遺体なんかでてきたら、警察に知らせないわけにはいかない。発見が夏休みだったのは不幸中の幸いだが、それでも騒ぎになるだろう。

            　忙しいだろうに、わざわざ俺の様子を見に来た帝さんの優しさに、胸が痛んだ。

            　その優しさが俺の負担になっていることを、帝さんはわかっている。そして、それでも俺を放置することができない帝さんの気持ちを、俺もわかっている。

            　凪沙の名残を互いに見るような、奇妙な関係だった。

            （それでも。今はまだ、これでいい──）

            　深い溜め息をつくと、相良が身じろいだ。顔を見ると、唇が微かに動く。

            「相良……？」

            　椅子から立ち上がって耳を寄せると、譫言うわごとのように何かを呟いていた。暑いだろうと掛け布から出してやっていた手が浮いて、さまよう。その手を無碍にできなくて仕方なく掴んだら、微かだがぎゅっと握り返された。

            「なぜ……」

            　吐息のような一言が弱々しくて、無性に切なくなる。嫌な夢でもみているのか、その表情は少し険しかった。

            「相良、さっさと起きろよ」

            　眉間に寄った皺を親指でぐいぐい伸ばしていると、軽いノックが部屋に響く。さっき帝さんが同じことをやったばかりなのに、全然違う音に聞こえた。

            　それだけで、誰が来たのかわかる。

            「どうぞ、七瀬さん」

            　か細い声しか出せなかったが、俺の返事が聞こえたかのようなタイミングでドアが開いた。

            「よく、私だとわかりましたね」

            　どうやら俺の声は届いていたらしい。

            　俺と目が合うと、優しい微笑みを返してくれた。

            　七瀬さんは、エスニックな雰囲気のある美青年だ。ただ造作が整っているだけの美形とはひと味違う、不思議な人だった。なにかしらの能力者だと言われれば、なるほどと言わざるを得ないような、独特の存在感がある。

            「なんとなくですけど。七瀬さんは、空気が全然違うんです」

            「なるほど、君は勘がいいんですね。だから、選ばれてしまったのかも」

            「え？」

            　傍に来た七瀬さんを見上げると、すっと喉に触れられた。未だ炎症の残るそこは熱を持って俺を苦しめていたが、触れられた途端、少し楽になった気がして驚く。

            「あの」

            　思わず問おうとしたが、なんとも言えない微笑に遮られた。何を笑われたのかと思ったら、その視線がしっかりと繋がれた俺と相良の手に向いている。

            「あ！　いや、これは……、その場の流れというか、なんとなくというか！」

            「ああ、離さないで。わかってますから。笑ってすみませんでした。若いっていいなぁと思ってしまって」

            　人の温もりは安心しますから、と相良の額に触れる。すると眉間の皺がふわりと緩んで、呼吸も穏やかなものに変わった。

            「何を……？」

            「少し残っていたようなので、綺麗にしただけですよ。もう大丈夫」

            「残っていた？」

            「オリバーの思念。彼の魂はとっくに成仏しているんですけど、彼の強い想いが宿っているものがあの地下室にはたくさんあって、それが今回──今までの騒ぎの原因だったようです」

            「今までの、というと？」

            「全部です。かの教師も、周防君を襲った生徒も、そして相良君も、その思念体に取り憑かれてしまった。彼の中にあるのは強烈な恋慕と、彼女に届けられなかった手紙への未練」　

            　七瀬さんは、懐から一通の薄汚れた封筒を取り出した。恐ろしく古いが、見覚えがありすぎて顔が強張る。白い薔薇はないが、煤けた絹のリボンもその手にあった。

            　封筒の中から羊皮紙を取り出して、見せてくれる。

            　そこには、俺が一通目にもらった手紙そのままに、下手くそな文字が日本語で綴られていた。

            「………これ」

            「そう。彼が死んだ日、透子さんに渡そうとしていた手紙です。彼の愛蔵書に隠されるように挟まれて、ずっと残っていたんですよ。この手紙に込められた恋慕が未練にかわり、長い年月をかけて似たような思念を取り込んで、力を持ってしまったんでしょう。学校という空間は、とても独特で複雑ですから」

            　確かに、勇気を出せずに恋心を秘めたまま、卒業していった生徒は沢山いるだろう。

            　その未練が力となるなら、学園ここはオリバーの思念を育てる絶好の場所だったに違いない。

            「けれど、思念体となるほど力を持ったところで、透子さんはもういない。けれど生まれてしまった以上、手紙を彼女に渡さなければならない。そのためだけに生まれてきた彼にとって、それが絶対の使命だったんです」

            「だから、姿の似ていた女子生徒に……？」

            「そう。矛盾の末に手紙を渡しているにもかかわらず、相手が透子さんではないことを思い知るたびに絶望する。それを繰り返すうちに、純粋だったはずの恋慕は徐々に歪み、思念も歪んでしまった。いつのまにか彼の使命は透子さんへ手紙を渡すことではなく、誰かを透子さんに仕立てることにすり替わってしまったんです」

            「それってつまり、今までもそれが繰り返されてたってことですよね？　でも、俺が聞いた話だと、教師が捕まってから事件は起きてないって──」

            　だからこそ、事件を模倣した悪戯が、学園内で流行っていたのだ。

            「確かに表向きは、失踪したり殺害されたという生徒はいないことになっています。けれど、妙な手紙をもらい、外国人の男に怪我をさせられたと訴える生徒は、毎年ではないけれどいたそうですよ。そしてそれは、きちんと資料として残っています。当時は女生徒の件で散々騒がれたようですからね、以降の事件は極秘扱いだったんでしょう」

            「大人の事情ってやつですか？」

            　俺が顔を顰めると、七瀬さんは苦笑した。

            「どうでしょうかね。私立は会社と変わりませんから。運営するにあたって、マイナスになる事件を隠すぐらいはするかもしれません。けれど資料をきちんと残していますし、生徒を不安がらせないため、という心遣いだったという見方もできますよ。犯人が捕まったのに事件が続いていると言われたところで、当時の警察がどこまで真摯に向き合ってくれたかわかりませんからね。まして真犯人には、実体がありませんし」

            　暗に当時の人間を責めても仕方ないと言われてしまえば、黙るしかない。俺の沈黙を納得と取った七瀬さんは、言葉を続けた。

            「ちなみに、過去の資料は相良君が引っ張り出して、綺麗にまとめてくれていたようです。獅子尾さんが助かったと言ってましたよ」

            　俺は、俺の部屋に訪ねてきたときの相良を思い出した。手紙を見た後で、確かそんなことを言っていた。いや、言おうとして、妙な空気に遮られたのだ。そう気づいたら、思い出したようにぞわりと鳥肌がたった。

            「もしかしたら、あのとき、取り憑かれたのかも。俺に、過去の事件のことを言おうとしたから」

            　動揺した俺の背中を、七瀬さんが撫でてくれる。

            「確かにそれもあるでしょうけど、彼にも取り憑かれやすい要素があったんだと思いますよ。だから、周防君のせいじゃありません。もちろん、相良君のせいでも」

            「取り憑かれやすい……？」

            「同調しやすい感情を抱えている、という事ですかね」

            　オリバーの思念と同調──似通った感情を持っていたってことか？　相良が？

            「誰かに恋い焦がれてるってことですか……？」

            　七瀬と相良を交互に見てから、ないないないないと頭の中で否定する。オリバーによって見せられた、数々の柔らかい表情と甘い言葉は軽いトラウマだ。

            　男前だから正直に言えば様になるんだが、相良という男の性格を多少は知っている者から見ると、あり得なさすぎて拒絶反応が起こるんだよ！

            　とか、俺が阿呆な葛藤をしていると、七瀬さんの表情が不意に曇った。

            「どちらかというと、否定とか、拒絶とか……そういう思いに引きずられたように思えるんです」

            「え？」

            「心の傷なんて誰にでもあるものですけど、彼みたいに上手く隠すタイプは哀れで──。誰か、癒してくれる人が現れるといいですね」

            「……そう、ですね」

            　相良へ向けられた言葉なのに、何故か俺に言われた気がして、どきりとした。

            　動揺を隠そうとしたけれど、思わず相良の手をぎゅっと握ってしまい、そこに思いっきり現れてしまう。その動きを指摘されたくなくて、顔を上げられなかった。

            　何もかもを見透かすような七瀬さんの瞳は、とても安心するのと同じくらい、怖い。

            　俺は必死に、別の話題を探した。

            「あ、そういえば俺、殺される寸前で助けられた気がするんです。朦朧としててよく覚えてないんですが、女の子が三人……昔の女学生みたいな格好をしてました」

            「その彼女たちこそが、教師が捕まって以降、生徒が殺されなくなった答えですよ」

            「え？」

            「彼女たちは、オリバーに取り憑かれた教師に殺された生徒です。理不尽な殺されかたをして成仏できずにいたにも拘わらず、自分たちの二の舞にはさせまいと、後に巻き込まれた生徒たちをオリバーから護ってくれていたようです。三人になってしまったのは、三人でなければ彼を止められなかったからだそうで……。遺体は手厚く葬ってくださるよう、獅子尾さんにお願いしました。周防君も、後でお礼を言いに行ってあげてくださいね」

            「……はい」

            　幽霊は怖いが、そんな話を聞かされてしまえば彼女たちだけは例外にせざるを得ない。

            　俺はおぼろげにしか覚えていない、どこか目鼻立ちの似ている三人の女の子を……怖いが、正直怖いが！　頑張って思い出して、とりあえず胸中でお礼を言った。

            「後で相良にも伝えて、一緒に行きます」

            「それがいいですね。彼女たちも喜ぶでしょう」

            「…………」

            「ん？　なんですか？」

            「あの、元凶のオリバーの念、ですか？　それはどうなったんですか？」

            「ああ、それももちろん、大丈夫ですよ。本人にしっかり持っていってもらいましたから」

            「ほ、本人……？」

            「ええ、本人に」

            　そんな、当然みたいに言われても。

            「………えーと、それで、大丈夫なんですか？」

            「大丈夫ですよ。透子さんもご一緒でしたから、想いの行き場がありますからね」

            「そ、そうですか」

            「周防君は、こういう話が苦手みたいですね」

            「まあ、その、信じてないとか、そういう訳じゃないんですけど……昔から苦手で」

            　なんとなく恥ずかしくなって頭をかくと、七瀬さんは思いがけず、とても優しい笑顔を向けてくれた。

            「それでいいんだと思いますよ。周防君の場合、その恐怖こそが、防衛本能みたいなものだと思いますし。恐れすぎるのもあれですが、中途半端な興味や好奇心で接するほうが、よほど危険ですから」

            「はい」

            　本当に、不思議な人だと思う。しかしなんで、加狩一門なのに名字が違うんだろう。

            （あ、七瀬ってもしかして名前か？）

            　漠然とそんなことを考えていたら、絶妙なタイミングで微笑された。

            「私も弓ゆみ近ちか君も、それぞれ理由は違えど肩身の狭い立場でして。肩身の狭い者同士だから、仲良くなったと言いますか……。まあ、それはまた別の話、ということにしておいてください。ね？」

            「は……、いや、えと」

            　えーと、声に出してないんですが。

            　え？　出てました？　それとも顔に出た？

            （いや、表情で伝わる内容じゃない……よな？）

            　一人で混乱しているうちに、それじゃあと七瀬さんは病室を出ていってしまった。

            　呆然とドアを見つめていたら、繋いだままだった手をぎゅっと握られる。慌てて見下ろすと、相良の目が眩しそうに細められていた。

            「相良！　おい、大丈夫か？」

            　立ち上がり、顔を覗き込みながらナースコールを押す。

            「……葵？あおい」

            　掠れた声で呟かれた名が誰のものなのかは知らないが、表情でわかってしまったような──。

            　それは間違いなく愛しさを含んだ甘いものだったが、相良らしいさっぱりとした微笑だった。

            　瞳も、本来の色だ。

            　だが、どこからどう見ても相良なだけに、見てはいけないものを見てしまった気がして気まずい。

            「さ、相良」

            　相良も寝ぼけていたのか、それとも間違いに気がついたのか、ぱちぱちと二、三度瞬きしてから「周防？」と確かめるように俺の名を呼んだ。

            「何処だ、ここは」

            　水を渡してやろうとしたが、握ったままの相良の手ごと持ち上がって、動きが止まる。

            「…………」

            「…………」

            　微妙な沈黙。

            　だが、相良は特に慌てることも驚くこともなくそっと手を離すと、起き上がろうとしたので手伝った。何事もなかったように自分で水をコップに注いで、飲む。

            　いや、騒がれるのもあれだが、思いきりスルーってのもどうしたらいいか困るんですが？

            「ここは病院か？　なんだ、記憶が曖昧で……何がどうなったんだ？」

            　痛むのかこめかみを押さえながら、相良は周囲を見渡した。最後に俺に視線を戻して、眉間に皺を寄せる。

            「その首、どうしたんだ？　俺はお前と何かに巻き込まれた、のか？」

            　早急に事態を把握しようとしているらしく、そのまま質問攻めにされそうだったので、俺は釘を刺した。

            「詳しい話は、医者の診察が終わってからな」

            　相良は弱く掠れた俺の声に驚いてから、察しの良い相良らしく口を噤んだ。──が、じっと俺を見つめてくる。

            「なに？」

            「いや、俺は──何か言ったか？」

            　ためらいがちに問いながら、視線が俺の手に移る。握りあっていたほうの手だ。連動するように先ほどの声と表情が脳裏に甦り、俺は思わず首を横に振っていた。

            「いや、何も」

            「────そうか」

            「何か言いたいことがあったのか？」

            　嘘を誤魔化すように、知らないふりで言葉を重ねると、相良は僅かに眉尻を下げた。

            「いや。ただ──俺は寝起きが悪いんだ。何か言っていたとしても、忘れてくれ」

            「……あの」

            「もう喋るな。痛むんだろう？」

            　言葉に迷ううちに、遮られてしまう。

            　再び舞い戻った微妙な沈黙は、忙しない足取りで駆けつけてきた医師の登場によって終わった。

            　安堵したのもつかの間、俺は同行していた看護師に見咎められ、問答無用で病室に連れ戻された。

            　ベッドに寝かされた後、勝手に出歩いたことに対してたっぷりとお小言を喰らったのは、言うまでもない。

            


        
        
            　　　７　ただ空は青く

            　

            　

            　立ち入りを禁止されている一角を寮部屋の窓から見下ろすのにも飽きて、蓮は視線を上げた。窓に映った己の顔を見て、不機嫌に眉を顰める。

            　左頬の痣は、まだまだ自己主張が激しい。色は紫からようやく赤黒い茶色に変わり始めたが、これが徐々に黄色を含んで薄らいでいくには時間がかかりそうだ。

            「なに、自分の顔に見惚れてんだよ。男っぷりがあがったからって、酔うなって」

            「アホか」

            　ニヤニヤとした含み笑いを口端に浮かべている湊を窓越しに睨んでから、振り返る。手渡された炭酸飲料のボトルをつまらなそうに眼前に掲げ、蓮は溜め息をついた。

            「ビールは？」

            「ばーか。いつ警察が何か訊きに来るかわかんねぇのに飲めるかよ」

            「来るかよ。俺ら完全に蚊帳の外じゃねーか」

            　敷地内の森に入っていく鑑識の影を睨みつけて、不満を隠しもせずに愚痴る。見るからに全身で面白くないと拗ねている姿は幾つになっても変わらなくて、湊は内心で笑いを噛み殺した。

            「仕方ねーだろ。実際、肝心なとこには関わってねえんだから」

            「くっそ、相良の野郎。ちゃっかり巻き込まれやがって。まさか周防と病室一緒じゃねぇだろうな」

            　ぶちぶちと唇を尖らせて吐き出された言葉に、湊は我慢できずに吹き出した。飲みかけた炭酸が気管に入りかけて、咽せる。

            「なに笑ってんだよ！」

            「ぐっはッ、おま、あははは！　だって、」

            「笑うな！」

            　笑われたことで己の言葉に羞恥を感じたのか、顔を歪めて蓮が湊にペットボトルを投げつける。それを背中にくらいつつも、湊は肩を震わせた。

            「黙れよ！」

            「む、無理！　可愛いこと言ってんじゃねーよ！　俺を笑い殺す気か！」

            「死ね！」

            　腰掛けていた窓際の張り出しから降りて、蓮が湊の尻に蹴りを入れる。

            「痛ぇって。マジで蹴るなよ。つか、個室だって。周防は目ぇ覚ましたみたいだし」

            「はぁ!?　なんでお前がそんなこと知ってんだよ!?」

            「帝さんから聞いたから」

            「あいつから!?　なんで！」

            「お前が携帯出ないから、俺にかけてきたんだろ」

            　目をつり上げつつも、ぐっと言葉に詰まった蓮の肩を叩いて、湊は落ちたペットボトルを拾う。忙しなく泡が行き交う不穏な液体に肩を竦めると、それを蓮に返すのはやめて、近くのローテーブルに置いた。

            「久しぶりだろ？　顔ぐらい見せてやればいいのに」

            「うるせぇ！」

            「ガンコだねぇ。ただの八つ当たりだって、自分でもわかってるくせに」

            「うるせぇっつってんだろ！」

            　だん、と癇癪のように蓮が足を踏みならすと、湊は大げさに首を竦めて離れた。

            「おお怖い。別に今回はしつこく言わねーけどな。そんな痣見たら、さすがに帝さんも驚くだろうし」

            　どかりとソファに座り込んだ蓮の前に歩み寄って、湊は改めてその痣をまじまじと見つめた。

            「んだよ」

            　視線がうるさいと、蓮が手を目の前で振る。

            「いや、そんだけ見事な痣を顔に作ったの初めてだなぁって思って」

            「……………」

            「なにやったわけ？　どうせ周防だろ、それ」

            「てめーには関係ねぇだろ」

            「顎にも見事に喰らっちゃって。よっぽど何かに気ぃとられてたんだな」

            　顎にあるもう一つの痣を突かれて、蓮は思い切り湊の手を払った。

            「お前こそ、随分面白いもん足につけてんじゃねーか」「おわっ」

            　ジーンズの裾を鷲掴まれ、引っ張られる。湊はガタッと派手な音をたてて、ローテーブルに尻餅をついた。

            「てぇ、危ねぇだろ！」

            「油断するからだ。で、これはどうしたんだ？」

            　右足の甲にある、こぶし大の痣を蓮が掴むと、湊は顔を顰めた。

            「いてっ、お前！　俺はそんな思い切り押してねぇだろうが！」

            「お？　なんだこりゃ、……歯形か？」

            　湊の抗議を無視して、痣に隠れるようにあった瘡蓋を引っ掻く。

            「やめろって、剥がすなよ！」

            「何に咬まれたんだよお前。間抜けすぎ」

            「お前が拾ってくっからだろ!?」

            「ぁあ？」

            　噛み合わぬ会話に蓮が首を傾げると、湊は引き抜くようにして足を取り戻した。

            「フェレット」

            「なんだそりゃ」

            「春先に、お前が拾ってきた長いのいただろ」

            「ああ、白いのか。お前がちゃんとしねぇから、犬に喰われたんだっけ？」

            「俺のせいかよ!?」

            「他に誰のせいだって言うんだよ」

            「……そういうヤツだよお前は。いや、そうじゃなくて、喰われてなかったんだ。脱走しただけだったみたいで」

            「あ、そいつに咬まれたわけ？」

            「そうだよ」

            「なんで？　見つけたなら連れてくりゃいいのに。小屋にいないよな？」

            「周防が飼ってた」

            「は？」

            　大事そうに引っ込められた湊の足をからかうように見ていた蓮だったが、唐突に出た嵐の名に目を瞬かせた。

            「なんで周防が飼ってんだよ」

            「寮で遭遇して、飛びつかれたんだと」

            「意味がわかんねぇよ」

            「俺だってわかんねぇよ」

            「…………」

            「…………」

            　なんとなく沈黙が落ちて、同時に重い溜め息が出る。

            　蓮は気泡が落ち着いてきたペットボトルを掴むと、少し温くなった炭酸を喉に流し込んだ。

            　濡れた唇を拭って、じっと飲み口を睨む。

            「……眼鏡」

            「あ？」

            「周防の眼鏡、藤堂だと思うか？」

            「カルディナだしなぁ。可能性は高い。なに気に周防のこと気に入ってるみたいだし、アイツ」

            「……似合うからムカツクんだよな」

            「まあなぁ。ストイックなとこが却って色っぽいよな」

            「………………」

            「………………」

            　再びの沈黙のあと、蓮はペットボトルを乱暴にローテーブルに置いた。勢い余って倒れそうになったそれを、湊が慌てて掴む。

            「ちゃんと置けよ。炭酸は零すと面倒なんだからな！」

            「へいへい。次は気をつけるよ、ばあちゃん」

            「誰がばあちゃんだ！　せめて母親にしろよ！」

            「……お前、なんか不憫だなぁ。強く生きろよ？」

            「お前が言うな！」

            　憤慨する湊を仕草であしらって立ち上がり、蓮は両腕を頭上に持ち上げて思い切り伸びをした。吐き出す息と共に手を下ろして、脱力する。

            「さて、どうせ相良が戻ってくるまで詳しいことなんてわからねぇしな。仕事でもすっかぁ」

            　珍しく自ら仕事をすると言い出した蓮に面食らった湊は暫く放心したが、すぐに我に返って蓮を追った。

            　廊下に出て、窓の外に広がる目が痛いほどの青に目を細める。

            　爽やかなそれとは対照的にだるそうに歩く蓮の背中を見れば、湊の口からは自然と溜め息が洩れた。

            　

            　

            「……明日は雪だな」

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　　　ブラン・リアン　了

            　

            　　　　　　　　　※昔出した四コマ漫画同人誌で、シチューが湊に拾われるネタがありました。（その後で脱走し、嵐に拾われるのです）


            　

            　

        
    

    
        　

        　

    

    
        　

        華が嵐

    

    
        【第二部】

        　

        　

        　　　　　　サイト連載していたものを、加筆修正。


        

        
            　　　夏の余韻と女王様

            

            　怒る気も失せるくらい平穏じゃなかった夏休みも終わりを告げ、学園内に賑やかさが戻ってきている。

            　俺はというと、始業式を前に、敷地を壁代わりのように囲んでいる森の中にいた。少し前までぼろ倉庫が放置されていた場所だが、今は跡形もない。

            　森の一部を円状に整地した中心には、白亜の石碑があった。石碑といってもそれを示すものは何もないので、偶然見つけた者からすれば、だたのオブジェだろう。

            　なめらかに加工された塊は、知る人にしか三人の乙女が寄り添っている姿だとわからないほど曖昧だ。

            　朝日に照らされて輝く空間は倒錯的で、日差しの暑さを忘れそうなほど清々しい。

            「今日から二学期が始まる。ここで騒ぎが起きないように、しっかり見守っててくれよ」

            　語りかけると言うよりは独り言に近い声で呟いて、俺は三人に背を向けた。

            　なんで俺がこの石碑に挨拶なんかしてるか、というと、夏休みに世話になったからだ。

            　思い出すだけでげんなりするが、ありがたくないことに休み中、ちょっとした幽霊騒動に巻き込まれ、殺されかかったところを助けてもらった。

            　彼女たちの助力と、加狩の親戚のおかげで事件は晴れて解決し、遺体もきちんと親族の元に届けられ、手厚く葬られた。

            　この石碑は、彼女たちの行いに対する感謝の形だ。

            　計画を遂行したのは理事のハゲデブではなく、孫の帝さん。警察沙汰にまでなった今回の事後処理を、ハゲデブが補佐である帝さんに丸投げしたのだ。

            　おかげで彼女たちへの恩を仇で返すことなく、こうして無事に二学期を迎えられているのだから、なんとも言えないが。

            「おっと」

            　予鈴が耳をかすめて、ぼうっと石碑を見ていたことに気づかされる。

            　思ったよりも、長く過ごしていたらしい。

            　慌てて来た道を戻り、葛が咲き乱れる遊歩道を横切る。

            　石碑の場所は敷地の端なので、始業式の行われる多目的棟とは真逆にあった。

            「遠い！　マジで遠い！」

            　始業式なんて正直どうでもいいが、今回は臨時教員の紹介で本当にアイツが来るのかを確認したい。

            　できれば、話もしたかった。ここに配属されたのは偶然なのか、それとも──。

            「痛い！　何するんだ、このっ」

            　寮棟の脇を通りかかると、甲高いヒステリックな声が耳に突き刺さった。

            　聞き覚えがある声に、思わず足を止める。

            「おいっ、どこに連れて……離せよ！　僕の命令に逆らうのか!?」

            　なんとも小生意気な口調に、相手が誰か思い当たり、向かう足が鈍った。

            　それでも一応はと壁の端から覗くと、いつぞやのハエ叩き集団の女王様が、五人の生徒に囲まれている。

            「もう付きまとうなって、どういう意味だよ」

            「言葉通りの意味に決まってるだろう！」

            「さんざん顎で使っておいて、それで済むと思ってんのか？」

            「お前らが勝手に従ってたんだろう！　僕は強制なんかしてないっ」

            　どうやら兵隊の反乱らしい。五人のうち三人は染谷先輩を襲った連中だし、一人は俺の胸ぐらを掴んだ奴だ。

            　こいつらの性格を考えれば、これから起こりうる事態は想像に容易いが、はっきり言って自業自得だろう。

            　むしろ、他人を使って気に入らない相手を強姦させるような奴には、相応しい末路だ。

            （えーと、宮、宮城、宮川……宮崎だったっけ？）

            　確か藤堂が宮崎って言ってた気がする。

            「汚い手で触るな！」

            　壁際に追い込まれ、猫みたいに威嚇する宮崎の手が金髪男の顔を引っ掻いて、場の険悪さが増した。

            「汚い手？　それを望んだのはあんただろう？　ああ、そうだった。俺らが勝手に従ってただけだったな。だから礼も、勝手にもらっていくぜ？」

            　引っ掻かれた頬を拭いながら金髪が言うと、他の四人が暗く嗤った。

            「なん、なんなんだよお前ら！　気持ち悪ぃんだよ！」

            　ただならぬ空気に宮崎が背後に逃げようとしたが、すかさず襟首を掴まれ引き戻される。シャツの襟に喉を圧迫されて宮崎が呻くと、反動でボタンが一つ飛んだ。

            　それでも抗って金髪の腕に爪を立て、強引に振り切る。

            「おっとぉ」

            　逃げる相手を追うことに慣れているのか、追いかけた金髪は無理に宮崎を捕まえようとはせず、背中を思い切り突き飛ばした。

            「あっ」

            　前に傾いだ身体に足が追いつかず、宮崎が派手によろめく。その先にあるのは地面ではなく、俺の身体だった。

            「ぶっ！」

            　間抜けな声を出し、反射で俺のシャツにしがみつく。追いかけてきた男達も死角にいた俺に気がついて、訝しげに立ち止まった。

            「なんだ、お前……」

            　警戒する金髪を無視して、俺に縋ったまま呆けている宮崎に視線を落とす。

            「逆方向に逃げたら放置するつもりだったんだけど、あんた意外と運がいいのかもな。いや、この場合、俺の運が悪いのか？」

            「……え？」

            「条件は一つ。染谷先輩に謝ること。できます？」

            「な、なんだお前……何言って……染谷？　染谷って染谷豊ゆたか？　あの雌犬の知り合いかよ、お前っ」

            　蒼白だった頬が少し紅潮して、表情が嫌悪に歪む。思い出したように俺から離れて、乱れた襟を引っ張った。

            　憎々しげに俺を睨みつける表情がどうにも間接的で、違和感を感じる。

            「もしかして、俺のこと覚えてない？」

            「はぁ!?　なんで僕がお前なんかを覚え──」

            「ごちゃごちゃなに言ってんだてめぇら！」

            　放置されていた金髪が痺れを切らして怒鳴ると、びくりと宮崎の肩が揺れて、身構えた。にじり寄った男達から逃げるように後ずさり、俺にぶつかる。

            「っ、あっ」

            　驚きに瞳が揺れて、俺と男達を交互に見るあたり、強気な口調とは裏腹にかなり動揺しているらしい。

            「なんだ、お前もなかなか美人じゃん。仲間に入れて欲しかったのか？」

            　近寄ってきた金髪が、手を伸ばして俺の顎を掴む。間に挟まれる形になった宮崎の身体が、男に怯えてか俺に密着した。

            「どうすんですか？　条件呑むなら、助けて下さいお願いします。って可愛く言ってくださいよ」

            「はあ？」

            　宮崎ではなく、俺の顎を持ち上げた金髪に向かって言う形になったので、金髪が疑問に眉を顰めた。

            「いや、あんたじゃなくて──」

            「女王様はこっちに来な！」

            　いつのまにか傍に来ていた別の男が、宮崎の腕を掴む。

            「──っ！」

            　俺の言葉に気を取られていたらしい宮崎は簡単に引きずり倒されて、声にならない悲鳴をあげた。

            　のし掛かられて暴れつつも、視線が必死に俺を見る。目で訴えるだけで動いてやるほど、俺は正義漢でもお人好しでもない。

            「どうする？」

            「おい、ずいぶん余裕じゃねぇか」

            　顎を持つ手に力をこめられて、眉間に皺が寄った。

            「いいね、その勝ち気な顔。いつまで余裕ぶってられるか──」

            「あのな、俺は無関係だろ？　俺はなにも見てないし、聴いてない。それじゃ不満か？」

            「はあ？」

            　さっきと同じ顔で疑問を示す男の手を外すために掴んだら、服をほぼ剥かれた宮崎が声を荒げた。

            「見捨てる気かよ！　ふざけんな！」

            　組み敷かれた宮崎を見下ろして、思わず出たのは失笑だ。

            「ぶざけてんのはどっちだ？　てめぇが今までしてきたことだろうが」

            　染谷先輩に謝らないなら、助けてやる気なんかとうてい起きない男だ。己のしてきたことを、己の身で思い知ればいい。

            「………ッ」

            　宮崎は暫く俺を睨みつけたが、息を荒くした男に首筋を舐め上げられて目を見開いた。

            「こいつっ、やめろよ！」

            　俺と会話している場合じゃなくなったらしく、のし掛かる男を必死に押しやろうとしている。もう一人が頭上から宮崎の両手を掴んで押さえつけたところで、顔を無理矢理、正面に戻された。

            　金髪が、酷薄な笑みを口端に滲ませる。

            「助ける助けないって、言ってる状況じゃなくね？　まあ、叫んだところでみんなホールだけどな」

            「あ、そうだよ！　始業式！」

            　本来の目的を思い出して、俺は金髪の臑を思い切り蹴った。

            「ぁだっ!?」

            　臑を押さえて中腰になった男を放置して、身を翻す。

            「──ッくしょう！　助けろよ！　あ、謝る！　謝ればいいんだろ！　だから助けろ!!」

            　宮崎が悲鳴混じりに叫んだ声が、その場を去ろうとした俺の背中にぶつかった。

            「ざっけんな。誰が逃が──がッ!?」

            　俺を掴もうとする金髪の手を叩き落とし、振り向きざま顎に一発お見舞いする。すかさず二発目を側頭部に入れると、金髪は白目を剥いて地面に昏倒した。

            　宮崎を押さえ込んでいた男達の動きが、一瞬止まる。

            　その隙を逃さず、素っ裸にされてもすぐには助けを求めなかった、気位の高いお坊ちゃまの前に立った。

            「はいはい。お坊ちゃまから退いてくださーい。重量オーバーでーす」

            　未だに硬直の解けない男が、俺の足が上がった瞬間に我に返ってももう遅い。

            　宮崎の腕を離して頭をガードしようとしていたが、それよりも速く俺の踵が脳天を直撃した。

            　低いうめき声をあげた男の脇腹を更に蹴りつけて脇に倒すと、宮崎がビクリと肩を竦める。

            「ほら、あんたも退けよ」

            　猫の仔を追い払うように手を振り、宮崎にのし掛かっている男に告げる。

            「んだ、てめぇ。調子こいてんじゃねぇぞ！」

            　二人が不意打ち同然だったからか、男は怖じ気づくことなく憤然と立ち上がったが、間抜けにも宮崎の足を踏みつけてよろけた。

            　手を振り回してたたらを踏む姿は、格好つけたいお年頃なだけに格好悪さも倍増だ。

            　その隙をありがたく頂戴して、足を払う。仰向けに倒れた男の股間に、思い切り蹴りを入れた。

            　ぎゃっと声にならない悲鳴を上げて、男が悶絶する。

            　地面に伏した三人を助けようともせず、残った二人はいったい何をやってるのかと思えば、距離を取るように俺を囲んで突っ立っていた。基本的に取り巻き要員らしく、主格がやられて完全に腰が引けている。これは手間が省けそうだと踏んで、俺はあえて微笑んだ。

            「よお、また会ったな馬鹿犬ども。ほんとにてめぇらには学習能力ってもんがねぇのか？」

            　二人とも俺の言葉の意味がわからなかったらしく、互いに視線を交わした。以前の印象のほうが確実にインパクトがあったはずなので、無理もないかもしれない。

            　だがこいつらの場合、本気で忘れた可能性もおつむの状態を考えるとありえる。

            「薄情だなぁ。放課後遊んでやっただろ？　こいつも一緒に」

            　地面で一人呻いている男を足でつつくと、そいつだけが思い至ったらしく、はっと顔を上げた。

            「おま、おまえ……あんときの眼鏡か！」

            　今も眼鏡ですが。

            　男の言葉で他の二人もようやく思い出してくれたらしく、あからさまに焦った様子で背後を気にし始めた。

            「で、どうする？　三度目がないように、三人仲良く不能になっとくか？」

            　まずはこいつから、と笑顔で足を持ち上げると、男は股間を押さえて半泣きで立ち上がった。

            「じょ、冗談じゃねぇ！　やってられっか！」

            「え？」

            「あ、おいっ!?」

            　一も二もなく内股で逃げ出した男の後を、二人が慌てて追いかけていく。

            　仲良く寮に逃走する後ろ姿を見送ってから宮崎を見ると、必死に下着を引っ張り上げていた。

            「お願いしますって、なんで言えないかなぁ。可愛くなかったし」

            　別に可愛く言われても嬉しくないが、一応、条件として満たしておくべき項目だった気がする。

            「お前かよ……、染谷のときに邪魔した一年ってのは」

            　ありがとうとか、ないんですか。そうですか。

            　この状況は助けられた側としては恥かもしれないが、助けてもらったらありがとうは常識だと思いませんか？

            　染谷先輩はすごく可愛かったのに。なんでしょうかね、この違いは。

            「おい、答えろよ」

            「え？　ああ。そうですよ。その眼鏡ですよ」

            　ちなみに、あんたにハエ呼ばわりされた眼鏡でもありますよ。

            「あの時は本当に、どこにでもクズはいるもんだと心底呆れたもんだ。命令するあんたもあんただが、従う奴らも奴らだ」

            「うるさい！　氷室様のまわりをうろついた、アイツが悪いっ」

            「はいはい。あんたの女王様ルールなんか聞く気ねぇし。様付けキモいし。つーか、人の恋路の邪魔するなら自分でやれよ。小細工する方向が間違ってるっつーの。貴方を一番好きなのは僕なんですーって必死に言ってりゃ、あんただって可愛く見えるかもしんねぇのに」

            　顔は可愛いからな。顔は。

            　染谷先輩も姫宮も、こいつも──なぜ男なのか。神様は何を考えているのか、本気で謎だ。

            「おまえ何で男なんだ？」

            「はあ!?　ほんとなんなんだよお前！」

            　宮崎は頬を真っ赤にして目を吊り上げると、掴んだ土を俺に向かって投げつけてきた。

            「うわっ、何すんだよ！」

            「うるさい！　制服拾えよ！」

            　かけられた土を払っていると、少し離れたところに放られていたスラックスを指差す。

            「はあ？　なんで──」

            　半眼で睨みかけて、宮崎の右足首が赤く腫れ上がっているのに気がついた。さっき、男に踏まれたところだ。

            　大柄な男に思い切り体重を乗せられたそこは、よろけた拍子に捻られでもしたのか、それなりに痛そうだった。

            「ったく、なんで俺が」

            　仕方なくスラックスを拾ってやると、礼も言わずにひったくられる。

            　痛みを堪えながら必死にスラックスを穿く姿を、半ば呆れつつ見下ろしていると、キッと睨まれた。

            「なに見てんだよ！　変態野郎っ」

            「誰が変態だよ。俺は女の子が大好きなの！　血迷ってもてめぇに欲情なんかしねぇから、さっさと穿けよ。それとも先輩、人に見られると興奮するタイプ？　へーんたーい」

            「こっの……！」

            　ぐっと奥歯を噛みしめて、心底悔しそうに呻く宮崎はなかなか見物だ。ベルトを締め終わるのを待ってから手を差し出すと、思い切りたたき落とされた。

            「いって、なんだよ」

            「僕に触るな！」

            「はいはい。わかりましたよ女王様。邪魔者は退散しますんで、頑張って自分で診療所でも保健室でも行ってくださいね。いやぁ、わたくしごときが女王様に触れようなどとおこがましい限りでしたぁ。猛省しますぅー」

            「……っ」

            　俺の嫌みに顔を歪めて、宮崎は拳を握りしめた。

            　暫くは待ってやったが、口を開く気がなさそうなので背を向けると、はっと宮崎が顔を上げる気配がする。

            「まっ、待て！」

            「なんだよ」

            「連れて行け」

            「は？」

            「僕を連れて行けって言ってるんだ！」

            「ええ！　わたくしごときに、貴方様に触れる栄誉をお与えくださるんですか!?」

            「おまえ……ッ」

            「つーか俺、最初にお願いの仕方教えましたよね？」

            　俺の意地の悪い言葉に目を見開いて、形の良い唇がわななく。藤堂といい勝負でプライドが高そうな宮崎様は、はらわた煮えくりかえっているらしい。

            　ちょっと楽しくなってきたが、なんか目が潤んできたので、仕方なく追い打ちはしないでやった。

            「屈辱だと思うなら、他人の気持ちをもう少し考えて行動しろよ。俺は本当に、あんたが輪姦されたところでいい気味だとしか思わないぜ」

            「じゃあなんで助けたんだよっ」

            「染谷先輩に謝るって約束しただろ」

            　あえてもう一つ上げるなら、生徒会から手伝いを頼まれてから、宮崎がちゃんと働いていたからだ。

            　生徒会役員に憧れて徒党を組んでいた連中が、生徒会から依頼を受けて目を光らせていたおかげで、姫宮を含む白薔薇に選ばれた生徒へよこしまな感情を抱いて近づこうとする連中は少なかったようだし、夏休み中何度か会った相良の話ではずいぶんとトラブルが減って仕事がしやすくなったと言っていた。

            　俺の提案だったとはいえ、憶測にしか過ぎなかったし、正直ここまで巧くいくとは思ってなかった。

            　変な方向に行きさえしなければ、宮崎は生徒会に心酔している純粋な支援者だ。

            　気持ちを昇華できる役割を与えられた結果、後ろ暗い事に使っていた連中が疎ましくなったんだろう。持ち前の横柄さで追い払おうとする愚かさは、こいつらしいと言えばらしい気もする。

            「あんたはツメが甘いんだよ。しょせんお坊ちゃんってことで、懲りるんだな」

            「なんだと!?　ぅわっ」

            　語尾を尻上がりに裏返らせながら、宮崎の腕が俺の肩に縋る。前触れ無く腕を引っ張り上げて立たせたので、痛めた足に力を入れてしまったのか、宮崎が顔を顰めた。

            「いったぁ……。いきなり何するんだよ！」

            「あんたの意地に付き合うのもそろそろ飽きたんだよ。俺はさっさと始業式に出たい」

            「だからって、おい、」

            「はいはい。これが最後です。俺に大人しく背負われるか、勝手にするか、二秒で選べ」

            「なっ」

            　抗議を受け付ける前に背を向けて屈み、いーち、と数えてやったら、慌てたように俺の首に腕が回った。

            「素直でよろしい」

            　そのまま、なるべく足を揺らさないよう背負い上げてやり、ぶつぶつと文句を言う宮崎を無視して診療所に向かう。

            　ああ、俺ってやっさしい！

            　

            　誰か褒めてくれ。ほんと。

            


            

        
        
            　　　野良猫、過去に触れること 

            

            「二之宮先生、いますか？」

            　診療所の引き戸を開けると、ぎっと椅子を軋ませて二之宮先生が仕切りから顔を覗かせた。

            「おや、周防君。その子どうしたの？　怪我かな？」

            「足首を捻ったみたいなんです。診てもらえますか？」

            　はいはい、と二之宮先生は持っていたボールペンのペン先を引っ込ませながら立ち上がり、俺の目の前に来る。宮崎のふくらはぎにそっと手を添え、少し持ち上げると、小さく頷いた。

            「ああ、ずいぶん腫れてますね。骨は大丈夫だろうけど、もう少し腫れるかもしれません。……こっちに」

            　宮崎の足を離してから、診察用の簡易ベッドに促される。二之宮先生は治療道具を取りにか、棚の前へ行った。

            　宮崎をベッドに座らせて、一気に軽くなった開放感から自然と息が洩れる。

            　腕を回していると、ぼそりと宮崎が呟いた。

            「周防……？」

            　考え込むように下唇に指を当てながら、俺を見上げる。

            「周防、あらし──周防嵐？」

            「あ、やっぱ気づいてなかったのか」

            「え、お前っ、周防嵐なわけ!?」

            　大声で叫ばれて、思わず耳をふさぐ。

            「氷室様と同室で、相良様のまわりをうろちょろしてた、周防嵐!?」

            「うろちょろしてねぇし」

            　半眼で睨み下ろすと、呆気にとられた表情で宮崎が固まっていた。

            「嘘だ……だって、お前、全然ちが……あんなダサい眼鏡かけて……」

            「悪かったな、ダサくて」

            「何で……そんな……古くさい漫画みたいなことやってんだよ……」

            「うるせーな。顔の造りが良いからって、見せびらかしたい奴らばっかじゃねぇんだよ」

            「じゃあなんで眼鏡替えてんだよ」

            「あれじゃ逆に悪目立ちするって、あんたのおかげでよぉっくわかったからだよ。わかったら、二度と俺に絡むなよ。あと、約束は守れよな！」

            「あ。おい、何処に……！」

            　戸口に向かった俺に、宮崎が慌てて声をかけてくる。

            「始業式に出るんだよ。いつまでもあんたの面倒なんか見てられっか」

            　言い捨てると宮崎は不愉快そうに目を眇めたが、戻ってきた二之宮先生の手前、何も言わずに押し黙った。

            「あれ、周防君？」

            「俺、ホールに行きますね。その人、始業式に向かう途中で拾っただけなんで」

            「え？　あ、うん……？」

            　よくわからない、という顔で小首を傾げた二之宮先生に一礼して、俺は診療所を後にした。

            　宮崎が終始俺を睨んでいたが、無視だ。

            　

            　

            　結局のところ、俺はホールのある多目的棟へは行かず、中央棟の正面玄関で足を止めた。何故って、多目的棟へ続く渡り廊下の奥から、生徒がぞろぞろ出てきていたからだ。

            「終わってる……し」

            　宮崎も憎いが、そもそも白獅子はこういう行事が恐ろしく短い。

            　理事長は参加しないし、校長はいかにも気の弱そうなオッサンで、「生徒の自主性を尊重する」という大義名分の元、全部生徒会任せだからだ。

            　生徒会長がアレだから、当然、あっという間に全校集会は終わる。一学期の終業式なんか、本気でなんで集まったのかわからない勢いだった。

            　呆気にとられたのが俺だけだったのは、他の連中は入学式で経験済みだったからだろう。

            　ホールに集まる前、「だるい」「行く意味ねぇし」と生徒間で交わされていた会話の意味が普通とは違うことに、終わってから気づいた。

            　今回は今月末に体育祭、十月中旬に学園祭と行事が立て続けにあるからその連絡と、臨時教師の紹介でもうちょっと長引くと思っていたが──俺が甘かったらしい。

            「仕方ねぇ、顔だけでも拝むか」

            　ちょうど正面玄関前にいたのもあり、教師の怪訝な視線を何食わぬ顔で受け流しながら、職員室を目指す。

            　一学期の終わりに、生徒会室で見た書類と、添付されていた写真を思い出した。

            　髪の色が違うだけで、ずいぶん印象も変わっていた。

            　桐谷平祐きりたにへいすけ。

            　二年前のあのとき、自らを「フェンリル」と名乗った男の目は虚ろで、大事な何かを失ったように見えた。

            　向こうも、俺がそう見えていたんだと思う。

            　だから、無言で去ろうとした背中を思わず追いかけた俺に、桐谷は「俺は、もういい」と言ったんだろう。

            　拒絶されたとは、不思議と思わなかった。

            　似たような傷を滝沢に負わされたのは、互いの目だけでわかったが、そこに馴れ合いを求めはしなかったから。

            　ただ、「もういい」と言った桐谷が羨ましくもあり、猛烈に憎かったのを覚えている。

            　何処で知ったのか、入れ替わるように現れた帝さんに引きずられるようにして外に出されたのも、情けない記憶だ。

            （おかげで、止めを刺し損ねたし）

            「どうした。担任でも捜してるのか？」

            　集会でしか見かけない教師に声をかけられて、現実に引き戻される。

            「いえ」

            　俺は慌てて首を振り、止めていた足を動かした。

            　職員室前で突っ立つのはさすがに目立つから、隣のコピー室前まで進む。すると、タイミング良く目当ての男が歩いてきた。

            　ちょうど人が途切れていたのもあり、すれ違いざまに桐谷の腕を掴む。

            「え、」

            　驚きに揺れた身体を、強引にコピー室に引っ張り込んだ。

            「ちょっと、君!?」

            　状況が飲み込めずに戸惑う声を尻目に、ドアを手早く閉める。

            「──いったい、何」

            　ドアを背にして向き直ってから、桐谷が微妙な警戒をしているのが目の動きでわかって、俺は噴き出しそうになった。変なのばかりがいる学園だから、「生徒に手をださないように！」とか言われてそうだ。

            「先生、俺……」

            　悪戯心が湧いて、ぐっと詰め寄ると、桐谷は面食らったように目を見開いて大きく一歩下がった。ガタッと派手な音を立てて、コピー機に腰を打ち付ける。

            　痛みと動揺に顔を顰めたのは一瞬で、もう一歩進もうとした俺の両肩を素早く掴んだ。

            　長い腕のぶんだけ、近づくのを拒まれる。

            「き、君。俺はそういうのは……その、今日来たばかりだし、いや、そういう問題じゃ」

            「ぷっ」

            　一度空気が漏れてしまうと堪えきれなくて、俺は声を殺して笑った。前屈みになって突然笑い出した俺を、桐谷が呆気にとられた様子で見下ろしてくる。

            「もしかして、からかったのか？」

            「まさか、そこまで、反応されるとは……！　くくっ」

            「笑い事じゃない。君だと洒落にならないぞ。俺がゲイだったらどうするんだ。冗談でした、で解放するような男じゃなかったら？」

            「え？」

            「教師だって、そうである前に普通の男なんだぞ？」

            　見上げた男の顔は真剣で、いつか見たよりはずいぶんと優しくなった目が俺を睨んでいた。

            　なるほど、今の顔や雰囲気ならば、教師という肩書きもそう違和感はないかもしれない。

            「はぁ、あんた、ほんとに教師になったんだな」

            「──？」

            　俺の言葉に二度瞬いて、怪訝そうに眉を顰める。

            　何処で会ったのか思い出そうとしている思考を手伝ってやるために、眼鏡を外して前髪を上げてやった。

            「覚えてない？」

            「あっ、え!?　君──あのときの、だよな!?」

            　信じられない物を見るみたいに瞠目し、動揺に語尾が掠れる。俺だってあの書類を見ていなかったら、同じように呆然としただろう。それくらい、二度と会うことなど無い相手だと、お互いに思っていた。

            「久しぶり、って言うべきかな。でも、一度会っただけなのによく覚えてたな」

            「そりゃ、あんな状況で会えば忘れないだろ、普通。もともと、あの中じゃ浮くくらい美人だったし」

            「そうか？」

            　眼鏡を戻し、前髪を手櫛でなおしていると、男は一歩下がってから腕を組んだ。

            「つか、……マジ？」

            　どこかショックを受けた表情で、俺を頭のてっぺんからつま先まで見下ろし、眉尻を下げる。

            　そんなに残念そうな顔をしなくてもいいと思うが、俺でもがっかりするぐらいの出来映えだったのを思い出せば、同情の余地はあるかもしれない。

            「君……いや、お前、男だったのか」

            「仕方ないだろ？　俺は部外者だったから、ああするのが一番入りやすかったんだ」

            　一度拉致られて、滝沢に顔を見られていたのもある。

            　それがなかったら、俺だってあんな屈辱的な格好なんかしなかった。

            「だからってお前、あれは犯罪だぞ。全然、気づかなかった」

            「俺も、遊びや冗談でやってたわけじゃないからな」

            「……そうか。そうだな」

            　桐谷は僅かに目を伏せてから、窓の外に視線を滑らせた。夏の名残が濃い日差しを受ける瞳に、かつての空虚さは薄い。

            　だが今は、それを羨ましいとは思わなかった。

            　それくらいで揺らぐ覚悟なら、こんなところまで来たりはしない。

            「まあ、いいか。もう昔のことだ。──しかし、なんとも皮肉なもんだよな」

            　言いたいことを察して、俺も眉尻を下げた。

            「生徒会長？」

            「ああ。こんな形で会うことになるなんて、思いもしなかった。よくよく思い出せばあの二人だけは毛色が違ってて、血なまぐさい連中の中でも目を惹いたもんな。根本が違ってたわけだ。まさかこんなお坊ちゃん校にいるとは……。参ったよ。そもそも、あんときまだ中坊だったんだよなぁ、あいつら」

            　苦い物を噛みつぶすみたいに頬を強張らせてから、桐谷はふっと息を吐いた。

            「俺はあんたに驚いたよ。桐谷先生？」

            　先生を強調して言ってやると、桐谷は幾分居心地悪そうに肩を竦めた。

            「自分が一番驚いてるよ。遊びが過ぎたっつーのも変な言いかただが、元々教師になるために大学選んでたし」

            「ふーん」

            　素行が悪いからと言って、全員が全員、頭が悪い訳じゃない。ストレスを発散する場所にどこを選ぶかなんて、本人の自由だ。

            　あとで後悔することになるなんて、その時点でわかっていたら、そもそも後悔なんてしない。

            「ていうかお前、なんでこの学園に？　まさか、」

            「ただの偶然だよ。俺、ここには知人に無理矢理入れられたんだ。そもそも、連中の顔なんて知らなかったから、あいつらがそうだって知ったの一学期の終わりだし。結果的にラッキーだったとは思うけどな」

            「やっぱり、諦めてないのか？」

            　憐憫れんびんを含む桐谷の声音には困惑も混じっていて、俺は苦笑した。

            「……俺は、滝沢だけは許さないよ」

            「どんな恨みが奴にあるのか知らないが、誰も喜ばないぞ。お前が苦しいだけだ」

            　正論だし、俺を気遣ってくれているのはわかるが、洩れたのは自嘲だ。

            「そう、自分に言い聞かせた時期もあったけどな。俺は無理だ。絶対に……無理だ」

            「──そうか」

            「正直、あそこで『もういい』と言えたあんたを、羨ましくも思うよ。連つるんでた連中を裏切ったんだ。あんたにだって、よほどのことがあったんだろう？」

            　俺の言葉に、桐谷は薄く笑みを浮かべただけだった。

            　僅か落ちた沈黙に、コピー機のトナーの匂いが混ざる。

            　もういいと言えたら、どんなにいいだろう。どんなに楽だろう。

            　だが俺に、その「強さ」はない。

            　あるのは降り注ぐ雫に怯える自分と、臓腑を灼くような憎悪と後悔だけだ。

            「……しかし参ったな。俺がいることで、ややこしくならなけりゃいいが」

            　話を切り替えるように、トーンを上げて桐谷が呟く。その台詞に、俺の口端が皮肉に歪んだ。

            「無理だろ。滝沢だって、獅子尾や俺たちに報復する機会を狙ってる。──たぶん、向こうは獅子尾の居場所なんて、とっくに把握してるだろう」

            「後手に回るのは、こっちってわけか。辺鄙へんぴな私立学園なら、暫くの隠れ蓑になると思ったんだが……。実は美味しい餌が満載の、檻の中とは」

            　桐谷自身、滝沢の影から逃げ続けているんだろう。

            　頭痛を堪えるように側頭部を押さえる姿は、どこか疲れて見えた。

            「幸い、俺はまだノーマークだろうからな。巧く立ち回って、美味しいとこだけ頂くさ」

            「獅子尾たちと、協力はしないのか？」

            「最低限だけならな」

            「誰も巻き込みたくない？」

            「誰にも、手伝わせたくない。これは俺の復讐だから」

            　強く言い直したことに対して、桐谷は肩を竦めた。

            「目的は同じだろうに。背中蹴りつけるだけ蹴りつけて尻尾巻いた俺に、言えたことじゃないが」

            「どうかな。案外、一番正しいのはあんただと俺は思ってるよ。それでも、」

            　一度言葉を止めたところに滑り込むように、廊下から桐谷を呼ぶ教師の声が聞こえた。

            「あ、やべ。戻らねぇと。お前も教室行け。すぐにＨＲ始まるぞ」

            「ああ」

            　慌ててコピー室を出て行く背中に、軽く手を挙げて見送る。不思議なもので、二年ぶりに見る男に会って初めて、本当に二年経ったんだと、実感した気がした。

            　

            「そうか。凪沙が死んで、二年経ったのか」 

            

        
        
            　　　騒がしさに日々呆れること 

            

            　ＨＲは雨宮の適当な挨拶で始まり、残りの時間は体育祭の参加種目を決めることに費やされた。

            　どうでもよかったので姫宮に任せたらテニスにされて、かなり後悔する。

            　雨宮の解散の声も遠く、机に突っ伏した。

            「もう、何でもいいって言ったじゃん！」

            「そうだけどさ。なんでテニス。サボりようがないし、疲れんじゃん！」

            「うわぁ。元も子もないこと言わないでよ。やればやったで楽しいよ。そこそこ盛り上がるし」

            「どうせあれだろ。生徒会役員にキャーキャー言って盛り上がるだけだろ」

            「違うって。そもそも生徒会役員は参加しないし」

            　この返事は意外で、俺は顔を上げた。

            「うっそ、なんで。盛り下がるんじゃねーの？」

            「そうでもないよ。今回から『見られる側』になるから、僕は盛り上がると思う」

            「見られる……？」

            「うん。今年から体育祭は、黒獅子の審査もあるでしょ。だから、教職員と一緒に、生徒会が各競技に審査員としてつくんだって。みんないいとこ見せようと張り切ると思う。もともと、体育祭と学園祭は生徒のいろんな面がでるから、将来を考えれば互いに注目するしね」

            　言われてから、そういえば未来の重役（？）がこの学園にはいっぱいいるんだってことを思い出す。

            　馬鹿にばかり遭遇していたから、すっかり頭から抜け落ちていた。

            　体育祭も学園祭も、確かに人間性が出そうだ。俺なんか、まさにサボりたかったわけだし。

            「でも俺、将来偉くなる予定ないからなぁ。今疲れないことを選びたい」

            「うわぁ、戻った！　会話戻さないでよッ」

            「だって俺、頑張ったところでメリットないし」

            「なんで。周防は運動神経いいから、もしかしたら黒獅子狙えるかもよ？」

            「興味ない。つか嫌だし」

            「だよね。そういうの興味あったら、あんな眼鏡かけないもんねぇ」

            「うっせ」

            　効果は裏目にでたが、立派な相棒だったんだぞ！

            「本来なら、白薔薇候補だったんだろうなぁ。見落としたの、加狩がすっごい悔しがってた」

            「いやいや、それでいいから。目立ちたくないから」

            「それもどうかなぁ」

            「な、なんだよ」

            　急に意味深に呟かれて、俺は眉間に皺を寄せた。

            「だってさ、客観的に考えてみなよ。眼鏡を替えたタイミング、白薔薇になるの避けたみたいだったじゃん。おまけにクール系の美人だし、愛想ないし、転校生だし、謎だし。絶対、噂が一人歩きしてる気がする」

            「とかいって、どうせ加狩から耳に入ってるんだろ」

            「まあね。聞きたい？」

            　仄めかされれば気になるが、聞いてもろくなことがない気がする。俺は好奇心をねじ伏せて、首を横に振った。

            「ふーん。ま、嫌でもそのうち耳に入ると思うけどね。っていうかさ、話戻すけど、もしかして経験無かったりするの？」

            　その話題が終わるのはありがたかったが、本当に急に話題を変えられて一瞬なんのことかわからなくなる。

            　一拍おいて、そういえば体育祭の話をしていたんだと思い出した。テニスだ。テニス。

            「いや、あるっちゃあるけど」

            「ならいいじゃん」

            「そう言うけどな、二年以上ラケット握ってないし」

            　俺だけだったなら、部活にでもしない限りテニスなんて一生縁がなかっただろうが、凪沙が得意だったのだ。

            　帝さんは当時から忙しくてあまり逢えていなかったから、俺はいい遊び相手だった。

            　気が向けばスポーツクラブに引きずっていかれ、凪沙の気が済むまで付き合わされた。

            　ちゃんと相手になるようにと、凪沙に容赦なくしごかれた最初の数ヶ月は、思い出すだけでもちょっとした悪夢だ。そのくせ俺が勝つとめちゃくちゃ不機嫌になるから、始末が悪かった。

            （でも、わざと負けると、もっと怒るんだよな）

            　まったくもって、扱いにくい人だった。

            　そういう面では、帝さんは本当にすごいと思う。

            　仕事が忙しくてデートがキャンセルになること以外で、帝さんが凪沙を不機嫌にさせたことはなかった。

            　少なくとも三人でいたときは、凪沙はいつも幸せそうに笑っていた。

            「周防？　きいてる？」

            「え？　あ、ごめん。なに？」

            「この至近距離で僕の声無視するって、ひどくない？」

            「悪い。テニスやってたときのこと思い出してた」

            「……いいけどさ。とにかく、久しぶりでも経験あるんだったら、練習始まれば勘も戻るんじゃない？」

            「たぶんな。つか、個人競技なんだから下手でも、」

            　あれ？　それだと同じ競技でも試合の組み合わせによっちゃ姫宮と離れちゃうよな。

            「もしかしなくても、ダブルスか？」

            「団体戦ないからね。当然でしょ」

            　デスヨネ。そもそも、同じ競技にするつもりだったのは、過保護な加狩のたっての願いだ。

            　一週間分の、加狩の手作り夕飯は魅力的すぎた。

            　姫宮と違って、見た目は男の料理そのものだが、そこそこ美味い。学食のメニューも美味いが、完璧すぎて逆に物足りなく感じることがあるのだ。

            　加狩の料理は、ちょうどそういうところをついていた。

            　ちなみに加狩は黒獅子の称号獲得という姫宮の希望のために、優勝を狙える柔道で本気を出すらしい。

            　候補だったうえに体育祭で優勝すれば、ほぼ確定だろう。白薔薇同様、一人しか選ばれないわけじゃないらしいし──。

            「せめて一回戦くらいは勝とうね！」

            「えーと」

            「勝とうね？」

            「……はい」

            　なんだろう、この有無を言わせない感じ。加狩につられて、うっかり俺まで尻に敷かれかけてないか？

            「ま、まあ。努力はするよ。それより食堂行こうぜ」

            　教室の出入口に加狩が現れたので、俺はこの話を終わらせるべく、席から立ち上がった。

            　

            　

            　食堂で昼飯を済ませた帰り、売店で買い物がしたいと言った姫宮達と別れた。

            　今日は午前中で終わりだからか、寮の一階は人が多い。

            　一年である身も考えて、仕方なく階段に向かうと、後ろから呼びとめられた。

            「待って、周防君」

            　振り返ると、染谷先輩が駆け寄ってくるところだった。

            「染谷先輩、どうしたんですか？」

            「もうご飯食べた？」

            「あ、はい」

            　誘ってくれようとしたのかと思って気まずくなったが、違ったようで、染谷先輩はぱっと顔を明るくした。

            「ね、このあと用事あったりする？」

            「いえ。特にはなにも」

            「じゃあ、シチューに会いに行ってもいいかな？」

            　遠慮がちに、でも期待に満ちた目で見つめられたら、断る理由なんかあるはずがない。

            　俺は一も二もなく頷き、一緒に並んで階段を登った。

            　一ヶ月ぶりに見たが、相変わらずなんで男なのか残念で仕方がないほどの美少女っぷりだ。頭小さい。

            （身体の線も細いから、男っぽく見えないんだろうな）

            　入学して半年もすると、俺でも理解できることがある。

            　それはつまり、野郎どもしかいない空間で、女性的な可愛さや美しさが容姿に含まれる男は、確かに目の保養になる、ということだ。全寮制男子校という空間にいる以上、三次元で若い女に接する機会は本当に少ない。

            　教員にも数名いるが四十前後だし、一番若かった三十路手間の教員は、いわずもがな産休してしまった。

            　そうすると、どうしても目が行くのだ。

            　哀しい男の性さがというべきか、無いものを似たモノを見て補おうとする、哀しくも切実な問題だ。

            　若いんだから仕方ない、と思わなくもない。

            　本気で熱をあげたり、迫ったり、強行手段に出たりってのはごく一部だし、生徒の大半がひやかし半分だというのも慣れてくればわかる。

            　わかる、が──。どうにも姫宮をはじめとする綺麗どころと縁があるせいか、『一部』に遭遇しすぎて本当に一部なのか最近自信がない。

            　嬉しくないことに俺自身、すっかり目の保養をされる側にいたりするし。

            　自分では、さほど女性的な要素があるとは思わないが、じゃあ男臭いかと言われると答えに窮する。

            　ようは中性的なわけだが、男しかいない空間で中性的なヤツはみんな女性的に見えるのが現実だ。

            　髭を生やすとか小汚くするとか、視線を避ける方法はいくらでもあるだろうが、髭はまばらな上に生えるのも遅いから論外だし、小汚いのは俺自身が嫌だ。

            （地味を装うのは、無理だと思い知らされたし……）

            　はあ、と重い溜め息をついて最後の一段を登ると、隣にいた染谷先輩がふいに足を止めた。

            「先輩？」

            「なんだろ。なんか騒がしいね」

            　言われてみれば、少しざわついている気がする。

            　エレベーターホールを抜けて部屋が並ぶ通路に出ると、妙な人だかりができていた。

            「って、俺の部屋の前かよ」

            　俺の声に、一番後ろにいた二年が振り返る。

            「あ、周防君」

            　ぽつりと当たり前のように名前を言われて、少し気が滅入った。いや、二年のフロアに一人だけいる一年だから、名前が広まってるだけだ。絶対そうに決まっているが、存在を把握されているなら尋ねやすい。

            「なにがあったんですか」

            「さあ。俺もさっき来たばっかで……。なんか部屋がどうとか揉めてるみたいだけど」

            　先輩からは、廊下を通りたそうな気配が滲んでいた。でもそれを口にしないのは、相手が相手だからだろう。

            「セコイことしてんじゃねぇよ。ここは俺の部屋だろうが」

            　少し大きめに氷室の声が聞こえて、視線を騒ぎの中心に戻すと、獅子尾が肩を竦めるのが見えた。

            「昨日まではな。今日からはそいつの部屋だ」

            　獅子尾が顎でしゃくった先に、荷物を抱えたまま困惑する生徒が一人、所在なさげに立っていた。

            「あ、あの子。転校生だ」

            　ぽつりと染谷先輩が言う。

            「転校生？」

            「うん。集会で紹介されてたじゃない。二年生だよ」

            　名前忘れちゃったけど、と思い出そうとする染谷先輩には申し訳ないが、学年も違う転校生の名前なんかどうでもいい。問題は、もっと別のところにある。

            「部屋は他にも余ってんだろうが」

            「転校生同士のほうが、気が合うだろ。生徒会長として気を遣っただけだ」

            「どこがだよ。わからないことばっかで不便だろうが。だいたいな、魂胆が見え見えなんだよ。俺が周防と同室なのが、気に入らないんだろ」

            　なんと言いましょうか。第三者からもたらされる羞恥の、凄まじいことといったらありません。

            　ていうか、二人が怒鳴っていないところが、冷静に発言していることを嫌と言うほど周囲にアピールしていて、余計に最悪だ。

            「周防君、……僕の部屋にくる？」

            　気遣わしげに、染谷先輩が俺の手に触れてくる。それに勇気をもらって、逆に俺が染谷先輩の手を握った。

            　なぜ俺が、駄犬どもに気を遣う必要がある！

            「いいえ。行きましょう、先輩」

            「え、ええ？」

            　動揺する染谷先輩を引っ張って、人垣を進む。

            　強引に退かされた生徒は俺を睨んだが、顔を見るとすぐに自ら退いてくれた。

            「あ、周防！」

            　獅子尾が俺に気がついて声をあげると、すぐに氷室も振り返った。二人とも憮然とした顔をして、俺が目の前に来るのを待つ。

            　しかし、俺は二人を無視して、ドア脇にあるスロットにカードキーを突っ込んだ。──が、反応がない。

            　眼前に獅子尾の手が差し出され、その指先に真新しいカードがあった。

            「鍵、替えたんだよ。お前がとっても困ってたみたいだから、生徒会長としては見過ごせなかったわけだ。ついでに部屋割りも換えてやったから」

            　さも親切だと言わんばかりだが、自分も迷惑の一人だという自覚を持って欲しい。

            「あっそ。つか、喧嘩なら余所でやれよ」

            　カードを受け取って、差し込む。部屋に入ろうとしたら、氷室が俺の肩を掴んだ。

            「待てよ、周防」

            　俺が払うよりも早く、獅子尾が氷室の手を叩き落とす。

            「さわんな。俺のだ」

            　いちいち否定する気力もわかない。

            （というか）

            　猟銃を、そろそろ本気で探す頃合いかもしれない。

            「染谷先輩、猟銃って、どうやったら手に入りますかね？」

            「えっ」

            　唐突な俺の質問に、染谷先輩が驚いたような声を上げた。そこでようやく駄犬どもは四人目に気がついたらしく、そろって染谷先輩を見下ろす。

            　先に口を開いたのは、氷室だった。

            「豊ゆたか？　なにやってんだ、お前。周防と知り合いだったのか？」

            　完全に気が逸れたらしく、氷室は諍いなどしていなかったかのように疑問を口にした。

            　氷室も獅子尾も、俺が掴んだ先輩の手元を凝視していたが、無視。

            「う、うん。絡まれたところを、助けてもらったことがあって」

            「ふーん。なんだ、俺に逢いに来たわけじゃないんだ？」

            　少し首を傾げて、妙に色っぽい顔を氷室がすると、先輩はさっと顔を赤くして俯いた。その仕草に恋心を見て、今更ながらに染谷先輩は本当に氷室が好きなんだと知る。

            　ここで罪悪感を抱きはしない。誰が誰を好きかなんて、どうしようもないことだ。

            　ただ、これだけは言いたい。

            （先輩、趣味悪い）

            「周防、お前からも言えよ。せっかく慣れてきたところで、また知らない相手と相部屋になるの面倒だろ？」

            　氷室がドアにもたれかかり、開くのを阻止してくる。

            　ぐっと力を入れてもびくともしないから、足にかなり力を入れているようだった。

            　さりげないのがむかつく。いっそ必死にドアを押さえてくれれば、嗤ってやるのに。

            「俺は一人がいい。俺を一人部屋に移してくれよ。転校生も、副会長サマが同室のほうがいろいろ便利だろ」

            　彼に様々な面倒がついてくることは、あえて黙殺する。都合が悪いことを伏せるのは、立派な処世術だ。

            「そんな選択肢はねぇな。俺か湊、どっちか選べ」

            「……部屋割りの話だよな？」

            「他になにがある？」

            　いや、なんかお二人の間で交わされている視線が、完全に他の事への選択も含まれていると物語っているんですが？

            （──普通に考えれば、転校生と同室がいいよなぁ）

            　かといって、獅子尾の意見に賛同する発言をすると、更に面倒なことになりそうだ。つまりここは、勝手に事を進めるに限る。

            　残念なことに、ささやかな犠牲が必要だが。

            「染谷先輩」

            「え？　なに？」

            　握っていた手を両手で包み直し、胸元まで引き上げると、染谷先輩は面食らったように瞬きをした。戸惑い気味に見上げてくる表情は、この場で唯一の癒しだ。

            「先輩、シチューは近いうちに、俺が連れて部屋に遊びに行きますから」

            「え、うん……」

            「だから、駄犬どもの躾、お願いします！」

            「えっ!?」

            　ちょっと可哀想だが、そこは染谷先輩も男。まして惚れた相手なら本望だろうということで、俺は心を鬼にし、先輩を氷室に向かって思い切り突き飛ばした。

            「わ！」

            「お前っ」

            　予想通りというか、ドアから離れないと受け止められない位置に突き飛ばした先輩を、氷室はちゃんと正面で受け止めた。

            　相変わらず、いい反射神経だ。

            「なにぼけっとしてんですか、中入って！」

            「ぇわっ!?」

            　傍観者のように突っ立っていた転校生のバッグをひっ掴んで、ついてきた本体ごと部屋の中に放り込む。

            　俺も入ってドアを閉めると、バンッと外側から強い振動が追いかけてきた。

            「周防！　てめぇ！」

            「うっせぇ！　馬鹿げた諍いしてねぇで、生徒会の仕事しろ！」

            　施錠ついでにドアを蹴り返してから、奥へ進む。

            　いい加減騒ぎを聞きつけて寮監か相良あたりが来る頃だろうから、すぐ静かになるだろう。

            「あ、あの……」

            　繰り返し殴られるドアに気圧されるように、転校生があとについてくる。

            「災難でしたね、えーと」

            「あっ、奥山おくやまです」

            「奥山先輩。どうぞ、そんなとこ突っ立ってないで来てください」

            「でも」

            　視線が戸惑いがちにドアを見たので、俺は肩を竦めた。

            「馬鹿は気にしなくていいですから。噛みつくかもしれないんで、近寄ったらだめですよ」

            「え、ええと……」

            　困惑しながらもついてくるのを確かめてから、氷室の部屋だったドアを開ける。この部屋のドアを開けるのは初めてだったが、中はすっかり片付いていて、俺が初めて見た自分の部屋と同じ状態になっていた。

            　俺が隣で生活していたのに、いつ片付けたのか謎だが、獅子尾の本気を見た気がしてげんなりする。

            　あいつらをみてると、恋とか愛とかいう以前に、気に入った一つの玩具を取り合う丶丶丶丶ことにムキになってるだけのような気がする。

            　いや、取り合うのを愉しんでるのか？

            　俺の意志がまるっと無視されてるあたり、あながち間違っちゃいないと思う。

            「こっちが先輩の部屋です。基本、内装は好き勝手にいじっていいみたいですよ」

            「そうなの？　わかった」

            　部屋を眺め回してはいたが、その瞳に物珍しさ以外のものはなく、ホテルじみた作りに特に驚きはないようだった。俺が引っ張ったことで眼鏡がずれたままだったりするが、例外なくお坊ちゃんらしい。

            「リビングとか、共有部分は？」

            「好きにしてくださっていいですよ。俺は全然気にしないんで」

            「先輩だからって、気を遣うことはないよ？」

            「遣ってませんよ。特に替えたいと思わないし、替えられたところで気にならないんです。自分の部屋も、全然いじってないし」

            「そっか」

            　落ち着いてきたのか、先輩はベッドにバッグを置くと、ようやく眼鏡をなおした。

            「それにしても、なんだかすごい人達だったね」

            「ああ、生徒会はここの名物みたいなものですから。友人曰く、眉目秀麗、頭脳明晰、文武両道の超人集団らしいです」

            「……すごいね。迫力あったもんねぇ」

            「俺から言わせれば、奇人変人の集団ですけどね」

            　溜め息交じりに言うと、先輩はくすっと笑った。

            「そうだねぇ。周防君はなんだか大変そうだ」

            「いや、笑顔であの状況を受け入れられても困るんですが」

            「え、そう？　男子校だし、やっぱそういうのあるんだなぁって。君はすごく美人だし」

            　のほほーんと言われると、反論する気力が萎える。

            　思い返せば二人の口論に巻き込まれて突っ立っていたときも、困ってはいたけれど怯えてはいなかった。

            　根っからおっとりしているのかもしれない。

            「君と、さっき一緒にいた人も生徒会なの？」

            「まさか。俺は全力で一般生徒ですよ。染谷先輩は……そういやあの人って、白薔薇なのかな？」

            　あれだけ美人なら、称号はもらってそうだ。

            　そういうことを声高に言う人ではないから、三年生ともなれば騒がれないのかもしれない。

            「白薔薇？　生徒に与えられる特別称号だっけ？　今度の体育祭で黒獅子も決まるんだよね」

            「……詳しいですね」

            「校内案内のパンフレットに書かれてたよ」

            「あ」

            　言われてみれば、ＩＤカードと一緒に入っていた気がする。表紙も覚えてないほど、即行で捨てたけど。

            「僕には関係ない称号だけどね。勉強も普通だし、運動神経はどっちかというと鈍いし」

            　でしょうね、とはあえて言わないでおいた。それくらいの分別はある。

            　奥山先輩は、本当に普通って感じの人だ。あえて特徴を挙げるとしたら、人畜無害な雰囲気が素敵。

            　染谷先輩とはまた違う癒しかもしれん。

            　なんていうか、空気？　さりげなく空間に溶け込んで、埋没する個性！　無敵すぎる。

            （ああっ、こういう存在に俺はなりたかったわけで！）

            　俺の学園生活における、理想が目の前に！

            「…………はぁ」

            　理想を目の当たりにすると、己の無謀さがよくわかるというか、学園で最も目立つ連中に、目立つように騒がれた時点でもう俺の学園生活は終わったっていうか──。

            　きっと加狩あたりに、「会長と副会長が、一年の生徒を取り合ってるらしい」とか情報がもういってる。

            　絶対いってる！

            （終わった──俺、終了！）

            「周防君……？」

            「はっ！」

            　声をかけられて、なんとか壁と一体化できないか真剣に考えていた思考を中断させられる。

            　こんな苦労をするとわかってたら、全力で他の高校に編入するための勉強したのに。

            　いっそ帝さんに泣きつけば、この状況に再転校を思案してくれるかもしれない。原因の一端は弟だし。

            （いや、ダメだ……獅子尾と氷室、それに桐谷もここにいるんだった）

            　まず間違いなく、滝沢はここに来る。

            　帝さんは俺をここに入学させたことで、滝沢と引き離せたと思ってるだろうが、奴は絶対に何かしらの手をつかって現れるだろう。

            　そんな千載一遇のチャンスを、逃すわけにはいかない。

            「……あの、周防君？」

            「あ、ああ。すみません」

            　いかん。また自分の世界に入ってた。この人、本当に存在感ないな。

            「そういえば、よく編入してこれましたね。ここって入るの大変だったでしょう？」

            「え、と……その、」

            　人畜無害な顔の眉間にきゅっと皺が寄って、言葉を濁される。俺は失言を慌てて訂正した。

            「すみません、気にしないでください。俺も編入組なんで、ちょっと興味あっただけですから。人それぞれ事情はありますよね」

            「う、うん」

            「それじゃ、俺は部屋にいますんで。夕飯は一緒に食堂行きましょう」

            「うん。ありがとう」

            　気まずくなった空気を誤魔化すように会話を切り替えて、俺は自室のドアを開けた。 

            「あ、」

            　ドアを開けると、白い塊がするっと足元をすり抜けて、リビングを駆け抜ける。

            「こら、シチュー！」

            　俺の叱責に一度ビクンと動きを止めるが、奥山先輩を見つけると、ささっと駆け寄ってその周囲をくるくると回った。足先に近づき匂いをふんふんと嗅ぐ。

            「わ、わ、なに？」

            　驚いて後ずさった先輩を追おうとしたシチューを捕まえて、俺はじたばたするそれを目の前に見せてやった。

            「フェレットです。俺のペット。名前はシチュー」

            「ああ、フェレットか！　びっくりした」

            　先輩は何度か瞬きすると、前屈みになってシチューの顔をまじまじと見た。

            「僕、実物は初めてみるよ。かわいい、真っ白だ」

            　ちょんと鼻先をつつかれて、噛みつこうと口を開いたシチューをまたつつく。

            「ふふ、戸惑ってる」

            　どうやら、動物は大丈夫らしい。

            「動物、好きですか？」

            「うん。大好き。僕も以前、猫を飼ってたんだ。もう飼えないけどね」

            「どうして？　ここ、動物大丈夫ですよ？」

            　そう告げると、先輩は少し悲しげに眉尻を下げた。

            「知ってる。けど、可愛がってた子が、僕の不注意で死んじゃったんだ。その子のことを思うと、やっぱり、ね？」

            　別の子を可愛がれないでしょう、と言外に言われて、俺は返す言葉がなかった。

            　俺の沈黙に苦く笑うと、先輩は声のトーンを上げた。

            「ごめんごめん。気にしないで。それに余所の子を可愛がるぶんには許してくれるかなって。ね、ちょっと遊んでもらってもいい？」

            「あ、はい。どうぞ」

            　先輩は暴れるシチューを、丁寧に抱き取ってくれた。さりげなく噛まれたし引っ掻かれもしたが、眉を顰めることすらしない。すごく優しい人だ。

            「部屋で放し飼いにしてるの？　なんなら、リビングもうろつかせてかまわないよ？」

            「いやいやいや。脱走です、脱走。そんなやんちゃなの放し飼いにしたら、大変なことになりますよ」

            　思わず力説してしまったら、笑われてしまった。

            　足に絡んでくるのを押しやるだけの俺と違って、先輩は熱心に構ってくれるからか、シチューは大はしゃぎだ。

            　すっかり懐いて、俺だと暴れるくせに、先輩の手だと大人しくケージに入りやがった。ムカツク野郎だ。

            　そろそろ夕飯を食べようということになって、食堂に移動する。先輩は興味深そうに食堂を見回してから、少し照れくさそうに振り返った。　

            「朝も昼も行ったんだけど、なんか気後れしちゃって入れなかったんだ」

            「まあ、不慣れだと緊張しますよね」

            「うん。システムもよくわからなくて」

            「そう難しくないですよ。注文は随所にあるタブレットでやります。精算は他と同じくＩＤカードで、後日口座引き落としです」

            「なるほど。あ、これ美味しそう」

            　楽しそうにタブレットをいじる姿はちょっと先輩っぽくないが、微笑ましくはある。最近なかった平和な空気にリラックスしていたら、テーブル脇を通り過ぎようとしていた生徒が足を止めた。

            「周防か。首は大丈夫か？」

            　声に振り返ると、相良がいた。言われた言葉で、無意識に首を撫でる。

            　一時期は物を食べるのも一苦労だったが、もう痛みもないし、痣も視認できないくらいには薄くなっている。

            「大丈夫だ。痣もほとんど消えてるだろ？」

            「みたいだな」

            　頷き、相良は覗き込むついでみたいに隣に腰掛けた。

            「って、なんで隣に座ってんだよ」

            「空いてるんだから、別にいいだろう。寮の部屋はどうだ、奥山。少し馬鹿が騒いだらしいが──」

            　文句を重ねる前に会話の矛先を先輩に変えられて、勢いを削がれる。

            　仕方なく押し黙ると、奥山先輩は相良が座ったことになんの違和感も感じないらしく、頷きを返していた。

            「大丈夫。驚いたけど、周防君がいろいろと助けてくれたから」

            「そうか。転校生同士で少し心配だったんだが、問題なさそうだな」

            「うん。教室では相良君が助けてくれるし、周防君はしっかりしてるし。すごくありがたいよ」

            　なるほど、クラスメイトか。

            「でも、どうして周防君は一年生なのに、二年生のフロアで相部屋になっちゃったの？」

            　問いに答えようとして、首を傾げる。問題児詰め合わせだと思ったが、一応氷室は生徒会役員だったわけだし、部屋も他にあった。

            　結局のところ、俺はちゃんとした理由を知らない。

            「本来なら氷室は面倒見が良いからな。周防は高校からの編入だったし、ちょうど空いていたのもあって、組ませたんだ。しかし──」

            　そこで言葉を句切って、なぜ溜め息をつく。

            「少し予想外の事態が起こって、計画が狂ったというか、なんというか。転校生の面倒で、氷室も少し大人しくなる予定だったんだが」

            　だからなんで、俺を見てから溜め息をつく!?

            「俺が悪いみたいな言いかたすんなよっ」

            「実際それに近いだろう？　俺だってお前が氷室好みの美人だとわかっていたら、同室には絶対しなかった」

            「好みとか言うな！」

            　バンッとテーブルを叩くと、思いのほか大きな音が出て、周囲の視線を集めてしまった。視線から逃れるように、皿に視線を落とす。食事を再開する体で、パスタに埋まっていたマッシュルームをフォークで突き刺した。

            「はあ。周防君って、相良君とも仲がいいんだねぇ」

            　妙に感心したように頷かれて、俺は奥山先輩にびしっとマッシュルームを突きつけた。

            「先輩ッ。とも丶丶ってなんですか、とも丶丶って。それに獅子尾と氷室が入ってたら、怒りますよ!?」

            「ええ？　だって」

            　マッシュルームに視線をもっていかれて、ちょっと寄り目になってる奥山先輩が、困ったように眉尻を下げる。

            　そんな無害そうな顔したって、俺の平和を乱す発言は許さん！

            「いいですか？　あいつらはですね、」

            「あ、王子様はっけーんッ！」

            　大声に驚いて、フォークの先からマッシュルームが落ちる。それはコロリと転がって、奥山先輩のハンバーグに乗った。

            「銀ちゃんもいる！　わーい、一緒に食べよー！」

            　食堂にいるほとんどの生徒の視線を集めながら、ふわふわの塊がひょこひょこやってきて、やはり俺の隣席に腰掛ける。

            　なぜ俺を挟む。相良の隣が空いてるだろうが！

            「その呼びかたはやめろと言っているだろうが。それから、食堂で走るな」

            「いいじゃん、ちょっとくらい。あ、王子様オムライス好き？　一口食べる？」

            　俺を挟んで、日常会話とかしないでください。そしてその会話に、俺を混ぜないでください。

            「いえ、結構です。もうお腹いっぱいなんで」

            「え？　そんなに残すと銀ちゃんに怒られるよ？」

            　俺を日常会話に混ぜんなって言ってんだよ！

            「おい、新城。誘っておいて俺を置いていくとか、ありえないんだけど……って、周防嵐じゃん」

            　新たにトレイを持って現れたのは藤堂で、俺と目が合うとものすごく素敵に意地の悪い顔で微笑んだ。先ほどまでの不機嫌さをさらりと引っ込めて、当然のように奥山先輩の隣に腰掛ける。

            　奥山先輩は戸惑い気味に藤堂と新城を見て、俺に視線を戻した。

            「周防君、白のネクタイって確か生徒会……」

            「違います。誤解です。全然違いますから。先輩が想像してるのと、全然違いますからッ」

            　どこから切り取っても、巻き込まれたり絡まれたりの関係ですから！

            　仲良いとか、友達とか、死んでも違いますから！

            　思わず逃げ道を探して食堂を見回したら、姫宮と加狩を見つけた。──が、目が合った瞬間、全力で首を左右に振られる。

            　なんという裏切り。

            　かといってこの席を立って、学年一の白薔薇のところに移動したらしたで嫌み倍増なだけだろう。

            　俺は周囲の気配と音声の総てを気合いで遮断し、席を立つための条件を満たすべく、目の前のカルボナーラを片付けにかかった。

            　

            　

            　食堂から寮部屋に戻ると、揃って溜め息をついた。

            　よろよろとリビングに入り、奥山先輩は早々にソファに沈む。

            「先輩、炭酸飲めます？」

            　冷蔵庫から出してきたボトル缶の片方を差し出すと、笑顔で受け取ってくれた。

            「むしろ好き。ありがとう」

            「よかった」

            　キャップを開けて一口飲むと、先輩はまたはぁっと溜め息をつく。向かいのソファに腰掛けながら苦笑すると、眉尻がちょっと下がった。

            「楽しかったけど、すごく疲れたよ。みんな見てたね」

            　ちょっと怖かった、と零す先輩に俺は強く同意した。

            「山奥で全寮制だからか、生徒会が芸能人みたいな扱いになってるんです。暇つぶしの一つとして、物珍しがってる奴らは問題ないですけど、一部にはいきすぎた感情や執着を持ってる生徒もいるみたいで──」

            「そっか。華やかな人達と親しくしてもらえたことは嬉しいけど、周りからすれば、憧れの人が他の誰かと親しくしてたら羨ましいもんね」

            　奥山先輩の言葉の選び方は、いちいち優しいと思う。

            　ただの奇人変人集団と、逆恨み団体ですよー？

            「今回はたまたま集まっちゃっただけですけど、この一回が厄介事を運んで来たりもするんで。暫くは、なるべく一人で行動しないようにしてください。まあ、先輩は穏やかで人当たりもいいから、すぐ友達が出来ますよ」

            「そうかな。そうだといいな」

            　飲み口を下唇に当てながら、先輩は少しだけ口端を上げた。不安と期待がない交ぜになった表情は、新しい環境に放り込まれた者独特のものだ。

            「ふふ、同室が親切な人でよかった。実はかなり急に決まった転校だったから、馴染めるか不安だったんだ」

            「俺も、新しい同室者が先輩でよかったです。なんか忘れかけていた、『普通』という単語の意味を思い出せそうな気がします」

            　いまだかつて、この寮部屋にこんなにも「平穏」という言葉が似合う時間があっただろうか。

            　今回ばかりは、獅子尾のちょっかいに感謝してやってもいいかもしれない。

            「そういえば、氷室君と獅子尾君？　大丈夫なのかな」

            　今まさに考えていたことを話題にされ、俺は飲みきってしまったボトル缶を握りつぶさないよう、ローテーブルに置いた。

            「生徒会役員は七階にも個室を持ってますから、相部屋なんて本来いらないんです。全ッ然気にしなくて大丈夫ですよ」

            「へえ、専用フロアがあるんだ。すごいね。この学園って、生徒会の権力がけっこうあるのかな」

            「たぶん。ほとんどの行事の中心は、生徒会みたいですし。破格の待遇の内訳は、生徒会の仕事がそれだけ大変だってことの現れみたいです。学業と両立する苦労への、報酬ってところですかね」

            「なるほど、ただ華やかなだけじゃないんだねぇ」

            　一瞬、ただ馬鹿騒ぎしてるだけの連中かもしれないと思いかけたが、夏休みに生徒会としての働きっぷりを見てしまっている。一応、最低限の自覚と責任感のある奴らだと、認めざるを得ない。

            「まあ、生徒会の連中には近づかないのが一番です。それより、お風呂よかったら先にどうぞ」

            「うん。ありがとう」

            　先輩は頷いて立ち上がると、俺の分の空きボトルも片付けてくれた。

            　平和だ。

            　

            　

            　翌日から、午後は総て体育祭の練習か、学園祭準備に当てられる時間になった。体育祭が終われば、一日中学園祭の準備期間になるらしい。

            （なんつーか、授業がないから楽でいいけど）

            　学園祭の催し物を決める話し合いが始まったが、実行委員連中の目が本気だ。金持ちのやることだという部分に、一抹の不安を感じる。

            　クラスの催し物が喫茶店というオーソドックスなものに落ち着いたはいいが、なぜか運営方針だとか、店のコンセプト、内装、制服……。

            　うん。開業するつもりデスカ？　って状態だ。

            　ちなみに、学園祭は三日間行われる。

            　一日目は学園の生徒のみで、三日目は生徒に配布されるチケットを持つ、親類縁者や友人に開放される。

            　奴らが本気を見せているのは、二日目に白獅子の姉妹校である、百合ヶ丘女学園の生徒が招待されてくるからだ。年間を通して唯一、学園内に若い女の子が溢れる一日が、盛り上がらないわけがない。

            　彼女たちをいかに惹きつけ、自分たちを魅力的に見せるかという話し合いが、真剣に繰り広げられている。

            「じゃあ姫宮、頼むな」

            「うん」

            　委員長の一言にあっさり頷いた姫宮に、瞠目する。

            「おい、姫宮！」

            　反論すらしなかった背中をつつくと、呑気な所作で俺の友人は振り返った。

            「なあに？」

            「お前、いいのかよ。完全にあいつらの願望だぞ」

            　喫茶店のテーマは、これまたオーソドックスに女子が喜びそうな「不思議の国のアリス」だ。

            　内装はそれはそれはファンシーになるだろうし、店員はやはり登場人物に扮した格好をするんだろう。

            　当然、必要不可欠なキャラとして、アリスがいるわけなんだが──アリスってのは女の子だ。

            　クラスメイトは狡猾なことに、女子の気を引くだけではなく、白薔薇でも楽しむ気満々らしい。

            「なんで了承してんだよ。女装だぞ、女装！」

            「そうだけど、楽しそうかなーって。イロモノにされるなら願い下げだけど、本気でやってくれるなら問題ないよ。弓近にみせたい！」

            　だめだこいつ……！

            「じゃあ、そういうわけで、周防がハートの」

            「なにがそういうわけだ！　俺は女装なんて、絶ッ対に嫌だ！」

            　俺が姫宮と会話しているのをいいことに、もう一人の代表格女性キャラにされかかっていたのを、慌てて阻止する。

            「キャラ的には用意した椅子にふんぞり返って座っててくれればいいだけだから、めちゃくちゃ楽だぞ？」

            　楽、という言葉になまけ心が揺らいだが、いやいや、それ、見せ物じゃねーか。

            「い、や、だ。俺は裏方でいい。だいたいな、女子の気を引くなら、彼女達こそが迷い込んできたアリスって位置づけにしたほうが自然だろうが。それを、他のキャラクターに扮して持てなすんじゃないのか？」

            　実行委員は一瞬怯んだが、すぐにそれもそうだと頷いた。

            「確かに、そのほうが女子受けはよさそうだな。……わかった、ハートの女王を姫宮にやってもらうから、裏に引っ込むのだけは勘弁してくれよ。ぶっちゃけ、うちの女子集客率は周防にかかってんだからッ」

            「はあ？」

            　よくわからない理屈をこねられて首を捻るが、実行委員以外の連中まで女子集客率という単語に反応して俺に懇願の目を向けてくる。あまりの必死さに、さすがに嫌だとは言えなくて、俺は渋々頷いた。

            「わかった、わかったよ。でも、女装だけは絶対にしないからな！　そういうキャラは避けろよ！」

            「うん、うん！　ありがとう！　いい提案をしてくれたんだから、相応しい役を用意するッ」

            「いや、適当でいいから。ほら、トランプ兵とか──」

            　って、聞いてねぇし。

            　さっさともう一人の実行委員とブツブツ話し込んで、何事か深く頷き合っている。

            　転校してきた時も思ったが、うちのクラスはなんだかテンション高い連中が集まっている気がする。

            　当日はきっと盛り上がるだろうな、と人ごとのように思ったことを、後日後悔することになるわけだが、それはもう少し先の話だ。

            　

            　ほんと、口は災いの元だ。

            


            

        
        
            　　　災厄の足音 

            

            　学園祭準備は、俺が知っている学園祭準備じゃなかった。

            　大手飲食チェーン店専務の息子が、高級感を売りに店舗展開している店から、ティーカップ類をレンタルする手はずを整えたとか、紅茶は老舗の茶葉専門店から選りすぐりを仕入れられるよう交渉しているとか。

            　中央棟から見下ろせるだだっ広い校庭に、着々と組み立てられていく簡易（？）店舗の骨組みとか。

            「ありえねえ……」

            　ぼそりと呟くと、胸元にふっと息がかかった。

            　視線を下ろすと、前を開いたシャツの隙間から、背中に手を回している姫宮と目が合う。

            「確かに中学の頃と違って、野外店舗を組むから派手かもね。ぐっと本格的になるから、きっと楽しいよ」

            「……へぇ」

            　おれの呟きの意味を、ちっとも汲み取ってくれなくてありがとう。お前も所詮、坊ちゃんだったな！

            「む、周防って着痩せするんだねぇ。意外と筋肉ある」

            「ぅひゃッ！」

            　胸から腹にかけてを不意打ちで撫でられ、ぞわっと鳥肌がたつ。思わず姫宮の手を叩き落とすと、握っていた採寸用のメジャーが床に落ちた。

            「いたっ、叩くことないじゃん」

            「急に触るからだろ。なにすんだよっ」

            　微妙な感触を消すように胸を擦ると、姫宮はひょいと肩を竦めてからメジャーを拾った。

            「だって意外だったんだもん。まあ、あれだけ喧嘩強ければ、ひょろっとしてるわけもないか」

            　独り言のように呟きながら、未だ警戒する俺の手を押し退け、胸囲と腰回りを測っていく。

            　衣装のための採寸だが、姫宮が俺と自分は別室で測ると言い、空き教室に移動したので他には誰もいなかった。

            　姫宮曰く、「衣装係の連中の目が怪しかった。採寸と称して、絶対お尻とか触る気だった」だそうだ。

            　まるで女子高生がエロオヤジを警戒するみたいな言い分だったが、俺だって野郎にあちこち触れるのは願い下げなので、素直に従ったというわけだ。

            「つーか、えらい細かく測るな」

            　チラと覗いた採寸表の項目の多さに辟易すると、姫宮はまた肩を竦めた。

            「彼らの本気ってことなんじゃないの？　自分にぴったりの服って気持ちが良いし、このくらいは目を瞑っても良いかな、ってね。あとで僕のもちゃんと測ってよね」

            「……へーい」

            　気のない返事をしたら、バシッと太腿を叩かれた。

            　姫宮にあれこれ注文をつけられつつ、やっと採寸地獄を終えたと思ったら、体育祭の練習地獄が待っていた。

            　ラケット片手に、姫宮に散々振り回される。

            　なまじ身体が動く分、無茶な位置にボールを返されても反応してしまって、へとへとにされた。

            　ぐったりした俺を見て、「意外と手抜きが出来ないタイプみたいで安心した」と姫宮は上機嫌だったが、シャワーを浴びた後、一緒に来た食堂でスプーンを持つ手がぷるぷる震えていて泣きたくなった。

            「すぐに慣れるよ。僕たちまだまだ若いしね」

            「俺、右腕だけ太くなりたくない」

            「あ、腕の太さが筋肉で変わっちゃうかもね。衣装、少し余裕持たせてもらうよう、言っておかないと」

            「…………」

            　短期間で、どこまで俺を鍛える気なのか。

            　なんだか急に食欲が失せて、俺は残りを後から現れた加狩に押し付ける。立ち上がった俺を、加狩が戸惑い気味に見上げてきた。

            「え？　もういいのか」

            「疲れすぎて食欲ねぇ……。部屋に戻って寝るわ」

            「情けないなぁ。明日寝坊しないようにね！」

            　元気よく響く姫宮の声と、同情的な加狩の視線に見送られて、食堂を出る。

            　階段までの通路をへろへろと歩いていたら、腕をぐっと掴まれて、観葉植物の陰に引っ張り込まれた。

            「痛ぇ痛ぇ痛えッ」

            　乳酸たっぷりな腕の筋肉を、指が食い込むほど掴むんじゃねぇ！

            「なんだよ、大げさだな」

            　俺に拳で三度鎖骨を叩かれた男は、顔を顰めつつ腕を緩めた。

            「俺の右腕は、疲労物質で満員なんだよッ。押したら出るだろうが！」

            「……悪ぃが、言ってることが意味不明だぞ」

            「うっせ！　なんだよいきなり。俺はもう、部屋で寝るんだから邪魔すんなよッ」

            「知るか。今日の午後、一体どこにいやがったんだてめぇは。生徒会長様に三十分も捜させやがって！」

            「うっわ、寒ッ。寒い！　自分で様とか言うな。ていうかマジ、離れろよ。ただでさえあんたらのせいで悪目立ちしてんのに、これ以上俺の平穏を乱す気なら、俺にだって考えが──ッ」

            　獅子尾と話しているのを誰かに見られたくないからこそ、密着する距離を我慢してぼそぼそ喋ってやってたのに、更に顔を近づけられて、鼻が触れそうな距離にある目を睨みつける。

            「なんだよ。変なことしようとしやがったら、今度こそ噛み千切ってやるからな」

            「できるもんならやってみろと言いたいところだが、あいにく今日は、お前を口説きに来たんじゃねぇ。期待に応えられなくて悪ぃな」

            「黙れ。死ね。滅びろ！」

            　股に割り込んでこようとした足の臑を蹴ってやると、獅子尾の眉間にくっと皺が寄った。

            「ったく、可愛くねぇな」

            「さっさと用件を言えよ。じゃなきゃ退け」

            　鎖骨に置いたままだった拳の親指を、骨の上にぐっと押し込むと、獅子尾は素早く俺の手首を掴んで退かした。

            　抵抗したが、相変わらずの馬鹿力で壁に押し付けられる。

            「おまえ、それマジで痛ぇんだぞ」

            「痛いからやるんだろうがッ」

            　俺が往生際悪く掴まれた手の指を動かしていると、獅子尾は空気を絞り出すような長い溜め息をついた。

            「お前さ、携帯電話持ってねぇとか、ありえねぇだろ」

            　いきなり話を奇妙な方向に持って行かれて眉を顰めたが、これが本題かと気がついて俺は首を傾げた。

            「無いわけじゃないぞ」

            「…………持ってなきゃ、意味ねーだろ」

            　微妙な沈黙と苦い顔に、どうやってか調べて俺の番号にかけたらしいことが窺えた。

            　持ってるのは帝さんだから、大嫌いなお兄様と短いながら会話するハメになったんだろう。

            　思わず笑うと、手首を握る力を強められた。

            「ってぇな！」

            「とにかく、新しく買え」

            「なんで。別にいらねぇし」

            「ふぅん。じゃあ、アイツに関しての情報を、最善のタイミングで得られなくてもいいわけか？」

            「…………」

            　アイツ。滝沢の情報は、確かにリアルタイムで欲しい。

            　一瞬ぐらついて言葉に詰まったが、獅子尾に素直に従うっていうのも気にくわなくて、俺は目を逸らした。

            「そのうちな。俺が必要だと思ったら、あんたに言われなくても買うさ」

            　俺の言葉に、獅子尾はチッと小さく舌打ちした。

            「何がそのうち、だ。夏の事件でも、お前が携帯持ってないせいで、俺らがどれだけ苦労したと思ってんだ？」

            　う……。それを言われると、さすがに痛い。

            「お前はどうだか怪しいが、俺はお前に流せる情報は流してやろうって気はあるんだぜ？」

            　不敵な表情が不快で更に顔を逸らすと、頬を摺り合わせるように耳元に唇が寄った。

            「ッ、やめろよ！　気色悪い！」

            「俺が買えつったら、買うんだよ。それとも、毎日お前に逢いに教室に通ってやろうか？　携帯がないからなぁ。直接呼びにいかないとなぁ？」

            「てめっ」

            「校内放送で呼び出すのもありか？　どっちが嬉しい？お前の好きなほうでいいぜ？」

            「…………ッ」

            　耳たぶをぬらりと舐められて肩を揺らすと、獅子尾はくつくつと笑いながら俺から離れた。

            　真正面から睨みつけたが、心底面白そうにニヤついていて、めちゃくちゃムカつく。

            「……ふざけやがって」

            「明日、六時に正門な」

            　言い捨てて、俺に背を向ける。追いかけて跳び蹴りでも喰らわせてやりたかったが、そんなことをしても目立つだけだ。俺はぐっと奥歯を噛みしめて、気色の悪いぬめりの残る耳を手で拭った。

            　

            　

            　朝の六時に正門に行く、という屁理屈を捏ねてもよかったが、後が怖いのでやめた。

            　堂々と遅れて来た獅子尾にタクシーに押し込まれ、山を下り、一番最初にあったという理由だけで選ばれたショップに入る。

            　ずらっと並べられた色とりどりの携帯電話を眺めて、その値段に驚いた。

            「なにこれ。いつのまに、こんな値段になったんだ!?」

            　カウンターで店員と話し始めた獅子尾を無視していろいろ物色するが、さほど広くない店内はすぐに見飽きて、仕方なく獅子尾のところに行く。

            「赤でいいよな？」

            「は？」

            　振り返りもせず言われた言葉を理解する間もなく、席を外していたらしい店員が戻ってくる。

            　その手には、赤い携帯電話があった。

            　もしかしなくても、もしかするんだろうか。

            「こちら三十分ほどしか充電していませんので、ご自宅にお帰りになられてから、充電し直してください」

            「ああ」

            「ただいま、新規ご登録のお客様に限定で──」

            「いらねぇ。さっさと必要なものだけ寄越せ」

            　奪うように取った携帯電話を俺に放り投げながら、獅子尾が立ち上がる。店員は面食らったようだが、すぐに笑顔を取り繕い、ロゴの入った紙袋に携帯電話の本体が入っていた箱を詰めた。

            　──大人だ。

            「わからないことがありましたら、いつでもお越しください」

            　言い終わる頃にはもう、自動ドアの前だ。代わりに俺が差し出された紙袋を受け取り、急いで獅子尾を追った。

            「おい、どういうことだよ」

            　獅子尾の前に、渡された携帯電話を突き出す。

            「どうもこうも、お前の携帯電話」

            「おかしいだろ！　なんであんたが手続きしてんだよ」

            「お前がやると色々面倒だろ」

            「なん……」

            　なんで、と言いかけて俺は口を噤んだ。それを肯定と取ったのか、獅子尾は前に視線を戻して溜め息をつく。

            「しっかし、ショップで直接買うと、すげぇ面倒なんだな。二度とやらねぇ」

            　そういえば、未成年者の携帯電話購入には色々手続きがあったと思うんだが、親の委任状とかそういうものをどうしたんだろうか？

            　いや、訊くまい。訊いたところで嫌気が差すだけだ。

            「ちなみに、代金は俺の口座から引き落とされる」

            「は？　なんで振り込みにしてねーんだよ。あんたに携帯貰う筋合いねーぞ」

            「当然だ。請求書はお前んとこに送ってやるから、毎月俺に直接支払いに来い」

            「んなっ」

            　絶句した俺に不遜な笑みを向けると、獅子尾は交差点の奥に視線を飛ばした。

            「せっかく麓まで降りてきたんだし、今日は外で飯食って帰ろうぜ」

            「はあ？　学食のが美味いだろ」

            「たまーに、ジャンクなもんが食べたくなるんだよ」

            　点在するファーストフード店を目視しながら思案し始める獅子尾の隣で、俺は盛大に溜め息をついた。

            「あ、そうだ。ちょっと携帯寄越せ」

            「あ？　ああ」

            　手に持ったままだったそれを渡すと、獅子尾は自分の携帯電話を取りだして、慣れた手つきで番号を交換する。

            「とりあえず俺のな。金はお前が払うんだから好きに使っていいが、湊の番号は登録する必要ねーぞ」

            「……………」

            　お前のもいらねーよと言わなかった俺を、誰か褒めてくれ。いや、それだと本末転倒だが。

            　またしてもぽいっと返されて、慌てて受け取る。

            　交差点の信号が点滅しかけて、俺は走ろうと思ったんだが獅子尾が全然急ごうとしないので、馬鹿らしくなって諦めた。

            （あ、別に夕飯まで付き合う必要ねーじゃん）

            　赤信号で止まってから気がついて、げんなりする。

            　気を紛らわせるように車道に視線を向けたら、キッと目の前で真っ赤なスポーツカーが止まった。

            「……RX-8だ」

            　ぼそっと零した一言に、獅子尾がばっと車道を見た。

            　剣幕に驚いていたら車のドアが勢いよく開き、獅子尾が後部座席に引っ張り込まれる。

            「ぅあっ、てめ！」

            　罵声とともに足をばたつかせる獅子尾を、車内で羽交い締めにしていたのは氷室だった。

            　突然起こった事態についていけなくて、ただ突っ立つ。そんな俺に、氷室が視線を向けた。

            「なんで、お前と蓮が一緒にいるんだよ」

            「なんでって、携帯買いに……」

            「へぇ～、ふぅーん。携帯を買いに、ねぇ？」

            　言いながらぎりぎり締めているのか、獅子尾が氷室の腕をバシバシ叩く。

            「てめっ、殺す気かッ！」

            「死ね死ね。裏切り者は死んどけ」

            「ぅぐっ」

            　よくわからないが俺は関係ないので一歩下がろうとしたら、ガーッと運転席のウィンドウが開いた。

            　スモークガラスで見えなかった運転手は、意外にも若い女で、めっちゃくちゃ美人だった。俺を品定めするように眺めてから、女は満面の笑みで助手席を指さす。

            「乗りなさい」

            「え？」

            「日本語がわからないのかしら？」

            　私に同じ事を二度言わせる気なの？　と笑顔に凄みが加わる。気の強そうな美人だけに、迫力満点だ。

            　学園にろくな生徒がいないのと同じで、関係者の大人にもろくなのがいないらしい。

            　主に理事とか、鞍馬とか。

            （なんで、こんなのばっかり）

            　信号が変わってしまい、背後の車にクラクションを鳴らされる。人間の心理か、音に急かされるように助手席に乗ってしまった。

            　ゼーゼー言っている獅子尾をバックミラーでちらっと見てから、運転席の女を見て、今度は氷室を見る。

            （……俺の目がおかしいんじゃなければ）

            　制限速度四十キロの車道を、時速九十キロで疾走する美女の顔が、ものすごく氷室に似ている気がする。

            　けれど、それを口にできる空気ではない。

            　俺はとにかく、乗った瞬間に迷わずシートベルトをした、自分を褒めることにした。

            　アトラクション並のドライビングテクニックで連れてこられたのは、なんとも豪華なシティホテルだった。

            　車が滑り込んだ先で、ドアマンがお辞儀をする。その脇に停車すると、美女は一言「降りなさい」と言い放ってから車を降りた。

            　不承不承な獅子尾と氷室に続いて、完全においてけぼりの俺も仕方なく降りる。

            　美女が鍵を渡すと、ドアマンが車に乗り込んで走り去っていった。

            「お前、なんで乗ったんだよ」

            　脇腹をつつかれたので振り返ると、獅子尾が不機嫌な顔で立っていた。

            「なんでって……なんで？」

            　改めて言われると、自分でも首を傾げてしまう。

            　強いて言えば迫力に負けたわけだが、獅子尾もそれはわかっているらしく、ただ嘆息した。

            「ていうか、なんで蓮と一緒に周防が出かけてんだよ。ありえねーだろ」

            　会話に加わってきた氷室を、獅子尾が邪険に押し返す。

            「うっせぇな、話混ぜんなよ」

            「誤魔化すなよ。俺を裏切って一人だけ逃げようとした挙げ句、さらに抜け駆けとか、殺すぞ」

            「あぁ？　誰に向かって──」

            　なんかもう、止める気にもならなくて突っ立っていたら、カツッとヒールの音がすぐ側で鳴った。

            「なにをこそこそとやってんのよ！　さっさと中に入りなさい、みっともない！」

            　美女の怒声に二人揃って肩を竦めたが、すぐに獅子尾が反論に出る。

            「まどかさん、なんで俺まで巻き込まれてんの？　あんたが連れてこなきゃならねーのって、湊だけだろ。意味わかんねーんだけど」

            「うるさいわね。通り道にいたから、ついでに拾っただけよ。あんたも一緒なら、湊が頑張るって言ったし」

            　すかさず獅子尾は氷室を睨んだが、氷室はざまあみろと言わんばかりの顔でにやついた。

            「てめっ」

            「急ぎなさいと言ってるのが、わからないの？」

            　威圧感のある声でまどかさんが凄むと、獅子尾は氷室に蹴りを入れてからロビーに向かった。

            　氷室も獅子尾に一撃返そうと一歩踏み出したが、ふと足を止めて振り返った。

            「姉貴、そいつどうすんの」

            　視線で俺の存在を問われて、そういえばという感じでまどかさんが俺を見る。

            　俺は俺で、やっぱり姉弟か！　と納得と驚愕を半々で味わいながら、まどかさんを見つめた。

            「そういえば、なんで連れてきちゃったのかしら？」

            「おいおい」

            「まあいいわ。せっかく来たんだから、社会勉強していきなさいよ。湊の友達なら、問題ないでしょ」

            「いや、俺は──」

            　是が非でも遠慮したいんですが。

            「じゃ、行きましょう」

            　一歩後退した俺の腕を、まどかさんが掴んで歩き出す。

            「ちょ、えっ──氷室っ」

            　引きずられてつんのめりながら氷室に助けを求めたが、すっと視線を逸らされた。

            「蓮と一緒にいたお前が悪い」

            　なんだそれ！

            　

            　

            　帰りたいとは思いつつも、連れ込まれたパーティはこんな機会でもなきゃ見られないようなもので、俺はとりあえず壁際の隅で高みの見物を決め込んだ。

            　華やかに飾られた料理はパーティのおまけかと思いきや、驚くほど美味い。

            　美味いとわかれば、手は進む。柔らかくて気に入ったローストビーフを、むしゃむしゃ食べた。

            　どうやらどこぞの資産家の誕生パーティらしく、雰囲気が至って軽いのもあり、あまり気後れはしなかった。

            　ちらちらと俺でも名前を覚えているようなタレントや政治家がいて、普段はテレビ画面越しにしか存在しない人物が、普通に動いて喋ってるのが変な感じだ。

            　なにより、獅子尾と氷室だ。

            　生徒会として活動しているときよりもさらによそ行き顔をしていて、めちゃくちゃ可笑しい。

            　嫌だ嫌だと言いながら、ホールに踏み込めば気持ちを切り替えるところは、それなりに自分の立場を理解しているからか、実はまんざらでもないのか。

            （──まるで別人だな）

            　次は何を食べようかと物色していると、俺の前に出てきた女とぶつかってしまった。

            「きゃっ」

            「すみません。大丈夫ですか」

            　ヒールが高いからか大きくよろめいた身体を支え、彼女が手にしていたワイングラスもかろうじて掴む。

            「え、ええ。こちらこそごめんなさい。それ、さしあげるわ。まだ口をつけていないから」

            　体勢を立て直してから、少し恥ずかしそうにはにかんで、女は俺からそそくさと離れていった。

            「いや、」

            　ワインなんか渡されても困るんですが？

            　そんな思いを込めて彼女の背中を目で追うと、妙に女が集まっている華やかな場所に辿り着く。

            　中心に一際目立つ女がいて、彼女に付き添うように見知った顔がいた。

            「──藤堂」

            　年齢問わず熱い視線を浴びて、それに愛想を振りまく姿はさながら王子様だが、その人形じみた作り笑顔が獅子尾や湊の開き直ったそれとは全然違っていて、いつか感じた不快な苛立ちがざわりと胸に蘇る。

            （やめろって、言ったのに）

            　怒りにも似た衝動は自分に対してか、それとも過去を想起させる藤堂の笑顔にか──。気がついたら、俺の足は人混みをかき分けて、藤堂に向かっていた。

            　藤堂の動きを予測して、背中に回り込んですれ違う。

            　本当は思い切り故意にやろうと思ったが、運良く藤堂が目の前にいた女を避けようと一歩後退したので、あえて避けずにぶつかった。

            「ッ、すみませ──」

            　咄嗟に振り返って謝罪した藤堂の瞳が、俺を捉えて驚きに見開かれる。

            「すお──」

            　俺の名を呼ぼうとした声は、俺に手を引かれたことで止まった。藤堂を囲んでいた女性陣から、きゃっと声が上がる。

            「やだ、ワインじゃない。なんてことしてくれるの!?」

            　一際はっきりと声を上げたのは、藤堂が連れ添っていた女だった。女が顔を顰めた瞬間、びくりと藤堂が震えたのが、掴んだ手首越しに伝わる。

            「すみません。俺の不注意です。とにかくこちらへ」

            　まだ何か言いたそうだった女を無視して、藤堂の手を引いてホールを出る。

            　どこにいたのか、鞍馬がさっと俺たちの脇に現れた。

            「こちらに」

            　追い越しざまに声を掛け、奥の部屋の扉を開ける。促されて入ったのは手狭な部屋で、休憩室のようだった。

            　立食式だったから、疲れたら休んだり、気のあった連中と会話を楽しめるようになっているんだろう。

            　中に入り鞍馬が扉を閉めると、ようやく気を持ち直したらしい藤堂が、掴んでいた俺の手を振り払った。

            「なんてことしてくれたんだ！　だいたいなんでお前がここに──」

            「昴様、先に上着を」

            　激高しかけた藤堂の感情を崩すように、鞍馬がそっと藤堂の肩に触れる。

            「え、ああ」

            　出鼻を挫かれたからか、藤堂は戸惑いながら上着を脱いだ。背中についた染みを見て、改めて顔を顰める。

            「よりにもよって赤か──。やってくれる」

            「ぶつかってきたのはそっちだろ」

            　睨みつけてくる瞳を受け止めて告げると、藤堂は目尻を吊り上げた。

            「すお──」

            「では、昴様は少々ここでお待ちください。着替えを用意して参ります」

            　言葉を発しようとした瞬間にまたしても鞍馬に先を越されて、藤堂が言葉を呑み込む。

            「あ、ああ……急げよ」

            　眉を潜めつつも取り繕うような声で応え、一礼して退室する鞍馬を見送った。扉が静かに閉められても、藤堂はじっとそこを見つめ続ける。

            　閉鎖感のある沈黙が、部屋に満ちていた。

            　沈黙を破ったのは、藤堂の小さな溜め息だ。設置されている三人掛けのソファにふらりと腰を落とし、肘置きに凭れて頬杖をつく。視線は俺からわざと逸らすように、重厚な造りのローテーブルを睨んでいた。

            「……なんで、こんなところにいるんだ」

            　ぼそりと、さっきと同じ問いが向けられる。

            「先輩と一緒にいたのって、母親ですか？」

            　問いに問いを返すと、藤堂の眉間に皺が寄った。

            「だったらなんだって言うんだ」

            「彼女の言葉に、随分と怯えていたので。先輩があんな笑い方するようになったの、あの人のせいかなって思っただけですよ」

            　窓に視線を向けながら、目端で横顔を窺う。藤堂の表情に目立った変化はなかったが、頬が少し引き攣り、奥歯を噛みしめたのがわかった。

            「俺、止めたほうがいいって言いましたよね？」　

            　部屋に満ちる、張り詰めた空気を逃がすように息を吐き出して、壁に背を預ける。襟足の短い絨毯に靴底を引きずる音が、微かに耳を掠めた。

            「やめたほうがいい」

            「──ッるさい！」

            　口中で再び呟いた言葉が届いてしまったようで、藤堂は喉奥から押し出すように怒気をぶつけてきた。

            　反応されたことで、独り言が独り言ではなくなってしまう。

            「耳障りだと思うのは、自分でも違和感を感じてるからじゃないんですか？　無理をしてまで、あんな風に振る舞う必要がどこに──」

            「うるさいって言ってるだろ！」

            　ソファの質がいいからか、それとも激高しながらも綺麗な体重移動をしたのか。藤堂は音もなくソファから立ち上がると、俺の前まで大股で近づいた。

            　目が合い、刹那の沈黙を壁に拳をぶつけることで砕く。

            「どこに、だと？　そう望まれ、そう育てられたからだ。映画やドラマ──いや、いっそアニメかもな。母親が望む理想を演じて、振る舞って。今じゃ女の目を惹くのに都合がいい商売道具だ。いい歳して母親のお人形だなんて、馬鹿げてると思うか？　思うから、俺を馬鹿にするんだよな？　俺だって思ってるさ！」

            　瞳にはじわじわと熱がこもるのに、藤堂の顔はどんどん青ざめていく。

            「藤堂先輩、」

            「でもな、母親の望むように振る舞えなければ、視線すら向けてもらえなかったんだぞ？　そんな環境で、俺は他にどうすればよかったって言うんだよ！　ガキだった俺にとって、母親の存在は絶対だったんだ。それを独りで切り捨てられるわけがないだろう!?　今さら、他人が口を挟むことじゃない！　遅いんだよお前は！　どうして……、どうして今更」

            　最後は殆ど独白で、怒気とともに強張っていた身体から力が抜けていく。壁に押し付けられていた藤堂の拳は、ずるりと俺の肩に落ちた。

            「……どうしろっていうんだよ」

            　なにかを堪えるみたいに、ぎりと肩口を握り込まれる。かすかな痛みを皮膚に感じながら、俺の自己満足から出た言葉に振り回されている藤堂を哀れに思った。

            　俺の言葉は、藤堂を心配して紡がれた言葉じゃない。

            　大切だった人と似た振る舞いをする藤堂に警告することで、罪悪感を減らしたいだけだ。

            （だけど……）

            　あのマネキンみたいな作り笑いをして欲しくないのも、確かな事実で──。

            「俺の母親は、息子の俺から見ても、綺麗な人でした」

            　俺が口を開くと、藤堂が息を潜めた。

            　まるでどうしても解けなかった疑問の答えを待つような期待を気配に感じて、少し申し訳なくなる。縋るように耳を澄まされるのは居心地が悪かったが、それでも、答えを見つける足しにはなるだろうと、俺は続けた。

            「純粋で繊細で、とても優しい人だった。だから、どんなときでも笑ってました。いつだって優しく微笑む人だったから、気づけなかったんです」

            　彼女の内側に、蓄積されていくものに。

            　彼女の柔らかくて繊細な心を、蝕むものに。

            「……貴方の笑顔は、いつか貴方を殺しますよ」

            「殺す？」

            　向けられた疑問を受け止めて、俺は念を押すようにもう一度言った。

            「殺す」

            　自分を殺す藤堂の笑顔に周囲が綺麗だと見蕩れるほど、当時の己の愚かさを突きつけられるようで苦しい。

            「まあ、先輩は俺の母よりはずっと強そうだから、本当に死んだりはしないでしょうけど……」

            「──周防、」

            　俺の言葉に微かなためらいを見せた藤堂を無視して、目を伏せる。

            「そもそも、先輩に対して俺が言いたいのは、母親の存在に怯えるのは逆効果だってことです」

            「逆……？　どういう意味だ、それは」

            　眉を潜めて、藤堂は微かに首を傾げた。

            「母親の期待に応えようと意識するより、素の先輩のほうが、よっぽど魅力的ですよ」

            「は？」

            「たぶんですけど、『そう躾けられた』って意識が邪魔なんじゃないですかね。先輩みたいに自意識の強い人間が、自分の意志で動いてないわけないじゃないですか」

            「な……に？」

            「キッカケは母親でも、先輩の美に対する拘こだわりは、先輩のものですよ。その証拠に、貴方は母親の商売に必要だという、見た目や振る舞いだけじゃなく、中身の美しさにも拘ってる」

            　藤堂は目を瞬かせると、俺の肩を掴んでいた手からふっと力を抜いた。

            「なんだ、それ。そんなこと……。そんな、あれが、俺、の……意志、だって？」

            　肩を離れた手は自身の目元に触れて、するりと頬を撫でる。

            「そうですよ。ですから、あんな無機質で薄っぺらな仮面は、必要ありません。さっさと捨てるといい。貴方は、人形じゃないんだから」

            　言い切ると藤堂の指先が震え、瞳が俺を睨んだ。

            「薄い？　俺が母親に押し付けられて、剥がしたくても剥がせなくて……もう血を流さずには剥がせないものを、どうやって捨てろと？」

            　急に向けられた敵意に面食らいつつ、慌てて首を振る。

            「違いますって。なにを聞いてたんですか。母親がキッカケのそれはもう、先輩の一部でしょう。くっついてるなら尚更です。皮膚ですよ皮膚。ナルシーな先輩にはぴったりの、面の皮だ」

            「ナル……、なに？」

            　戸惑いと困惑に怒りが崩れたのか、藤堂の瞳から敵意が消えて、気難しげに寄せられた柳眉が歪む。

            「母親に強制させられているって言う強い反発が、新たな仮面になっちゃってるっていうか、」

            　母親の美意識を、綺麗に自分の一部として昇華できているのに、それをいつまでも受け入れずに借り物みたいに思ってるから、自分の心を殺す仮面を作ってしまったわけで──。

            「えーとですね、つまり、俺が言いたいのは──」

            　巧い言葉が思いつかなくて考え込むと、藤堂はふっとと息を吐き出して、俺と距離を取った。そのまま額を抑えて俯き、くつくつと押し殺した声で笑い出す。

            「……先輩？」

            　唐突に笑い出した藤堂の意図が読めず、ちょっと引いていると、鞍馬が戻ってきた。

            「昴様、新しい上着をお持ち──どうかなさったんですか？」

            　未だ笑い続ける藤堂に戸惑いつつ、鞍馬が俺を見たが、俺にだって意味はわからない。意志を伝えるように首を左右に振ると、鞍馬は藤堂に向き直った。

            「昴様……？」

            　鞍馬が恐る恐る声をかけると、藤堂は大きく息を吸い込んでから、前屈みだった背筋を伸ばした。

            「ん、なんでもない。周防嵐があんまり必死に俺を口説くから、可笑しかっただけだ」

            「はぁ!?」

            　事実無根な発言に声を上げたが、藤堂は口元に笑みを残したまま俺を無視し、鞍馬が広げた上着に袖を通す。

            　鞍馬も鞍馬で「さようですか」とか言いながら襟元を整えたりするわけで。

            「昴様は罪作りな御方です。御婦人どころか、殿方まで魅了なさる」

            「それもまた必要だろう？　男も化粧をする時代だからな」

            「さすが昴様。先を見据えていらっしゃる」

            　なんだかすっかり元通りになっている藤堂と、それを助長させる鞍馬の合いの手に、絶句するしかないというかなんというか。

            「さて、ホールに戻ろう。母さんが待ってる」

            「はい」

            「え、ちょ……先輩？」

            　さっさと扉に向かわれて思わず呼びとめると、藤堂はゆっくりと振り返った。そして、それはそれは似合いな微笑を俺に向ける。

            「じゃあな、周防嵐。話が面白かったから、今日のことは水に流してやる」

            「さすが昴様。お優しい」

            　態となのか自然なのかわからないやりとりをしつつ、部屋を出て行く二人を為す術もなく見送る。扉が静かに閉じられると、疲労がどっと押し寄せてきた。

            「……わけわかんねぇ」

            　衝動のままに動いて、言いたいことを言ったのは俺なのに、なんだか俺こそが振り回された気がする。

            　それでも、去り際に見た藤堂の顔はどこかすっきりとしていて、俺の言葉は無駄にはならなかったんじゃないかと、少しだけ救われた気がした。

            　そう思ってから、苦笑がもれる。

            「…………わかってるさ」

            　救われたくて、ここにいるわけじゃない。

            　──母親と、凪沙。

            　容姿も性格も、まったくもって似ても似つかないのに、なぜか優しい笑顔は、よく似ていた。

            　それを奪った相手への怒りと憎しみは、常に心の奥底で燻っている。

            　そんな中で、ふとした瞬間に訪れる安らぎを、苦く思いながらも受け入れられるようになったのは、きっと白獅子で出会った奴らの影響だろう。

            （それを俺は……俺自身に、許している）

            　ギスギスしっぱなしだった俺の心を冷静にする、いい材料になっているのは確かだ。

            （冷静になったおかげで、復讐心に駆られて闇雲に動こうとしていたときより、確実に目的に近づいてるし）

            　そう思えば、無理矢理、俺を学園に押し込んだ帝さんに、少しは感謝できる。

            （帝さんの思惑とは真逆だろうし、凪沙もそれを望んでないってわかってる……だけど）

            　それじゃあ、俺が俺を許せない。 

            「────、俺も戻るか」

            　こんなところに突っ立っていても仕方ないので、部屋を出る。一度は会場に戻ろうと足を向けたが、開け放たれた扉から覗く、鮮やかな人混みに気力が萎えたので、俺はこのまま逃げることにした。

            　獅子尾や氷室は会場の奥で相変わらず囲まれているから、視線を気にすることなく扉の前を素通りし、エレベーターホールに向かう。

            　ちょうど一番盛り上がっているところなのか、会場から少し離れただけで、人影はまばらになった。

            　柔らかで上品な乳白色の床に、俺の足音だけが響く。

            　無意識に規則正しいリズムを刻んでいたそれに背後から足早な靴音が混ざったので、俺は右端に一歩避けた。

            「いたいた。急にいなくなるから、焦ったじゃん」

            　脇を通り抜けると思っていた人物は俺の真横で止まり、かつ俺の動きまで止めた。

            「……あの？」

            　唐突に掴まれた腕に戸惑って、振り返る。

            　俺はそいつの顔を視界に捉えた瞬間、衝撃に身体を貫かれた。

            （菊池！）

            　いかにも女好きそうな軟派な容姿は、はっきりと俺の記憶に残っている。

            　菊池きくち俊也としや。滝沢の、取り巻きの一人だ。

            （なんでこんなところに……ッ）

            　驚愕に瞠目しそうになるのを、必死に堪える。身体が強張り、背中に嫌な汗が滲む。

            　言葉に詰まった俺を見て、菊池はすぐに俺の腕を離した。

            「悪い、いきなり腕掴んで悪かったな。ちょっと君に頼みたいことがあって」

            　どうやら菊池は、俺の動揺を見知らぬ相手への警戒ととったらしく、取り繕うようにへらっと笑った。

            　その態度に俺が複雑な心境を味わっているとも知らずに、会話を続ける。

            「君さ、獅子尾君や氷室君と同じガッコだよね？　仲良かったりする？」

            　どこか下心を感じさせる媚びた声音は、ともすれば俺を挟んで獅子尾達に取り入ろうと企むそれだが、滝沢が絡んでいる以上、目的は違うだろう。

            　俺がナイトレオンと出会ったことといい、桐谷が臨時教師として現れたことといい、やはり事態は動き始めているのかもしれない。

            「別に……。特に親しいわけじゃ」

            「あれ？　でも一緒に来てたよね？　真っ赤なRX-8で。しかも裏口から」

            　口調は穏やかだが、待ち構えていたことを隠しもしない物言いに思わず眉を顰めると、菊池はおどけるように肩を竦めた。

            「誤解しないでね。待ってたのは確かだけど、君らが来るの見かけたのは偶然だったんだ。本当は二人に直接言おうと思ってたことがあったんだけど、なんか囲まれてて面倒そうだからさ。伝言、頼まれてくんない？」

            　ね、と無邪気な表情で、俺に懇願する。その仕草に、吐き気がした。

            　この態度も一種の探りかと思ったが、瞳は俺を捉えて外さないくせに、俺自身を探るような気配が一切無い。

            （こいつマジで……気づいて、ない）

            　獅子尾や氷室と親しいが、関係のない人物。

            　そういう位置にいる人物は、滝沢にとって格好の脅迫材料だ。伝言を頼むことで近づけることを示唆して、相手に警告と挑発を送る。

            （……つか、親しくねぇし）

            　変な位置で、獅子尾側として巻き込まれつつある事実にうんざりする。

            　しかも相手が覚えてないだけで、伝言役は二度目だ。

            　一度目は代役で、今回は主役ですか。

            （なんだってんだよ）

            　じわりと滲んだ殺意に似た衝動をぐっと堪えて、俺はゆっくりとかぶりを振った。

            「断る」

            「あ？」

            　きっぱりと言い切った俺に、思わずと言った感じで素の一言が返される。

            　低く傲慢で、威圧的な声。

            　蛇に飼われた獣の本性が、垣間見えた。

            「俺はあいつらと親しいわけじゃない。今回も巻き込まれて、連れてこられただけだ。俺はもう帰るし……伝言なら、他を当たってくれ」

            　近づきすぎていた男の肩をそっと押し退かして、脇を抜ける。けれどそれは数歩も行かないうちに、先ほどとは雲泥の差の握力で阻まれた。

            「いっ」

            　掴まれた腕の痛みに呻くよりも早く、壁に叩きつけられる。息を詰める間に両腕で囲われて、退路を塞がれた。

            「……、なにを」

            　酷薄になった視線が、俺を捕らえる。

            「お前がいいんだよ。お前が一番、伝言役に相応しい」

            　毒のような言葉とともに、口端が暗く笑みを描いた。

            「わけわかんねぇこと、言ってんじゃねぇよ」

            「なあ、頼むよ。一言だからさ」

            「しつこい！　はな──ツッ」

            　身体を押し返そうとしたら、壁に押し付けるように胸を手のひらで殴られる。肺に伝わった衝撃の強さに、息が詰まった。

            　眉間に力が入ったところで、首を片手で掴まれる。

            「ぐだぐだ言ってんじゃねぇよ。おぼっちゃんは痛い目見ねぇと、伝言の一つも届けられねぇのか？」

            「な──っ」

            　外面を取り繕うのが面倒になったと言わんばかりの豹変ぶりに、反応が遅れる。振りほどこうと手首を掴むと、より強く指先が首に喰い込んだ。 

            「ぅ、ぐ……ッ」

            　菊池の瞳に、苦痛に歪む俺の顔が映る。

            　菊池はどこか愉しそうに目を眇めると、掴んだときと同じくらい唐突に首から手を離した。ついでのように、よろめいた俺の顔から眼鏡をひょいと奪い取る。

            　取り返したかったが、こみ上げた咳に身体の動きを阻まれてしまった。

            「っ、げほっ、──ッぅ」

            　咳き込んで俯いた顔を、大げさな動きで覗き込まれる。

            　睨みつけると、にやっと口端が上がった。

            「話を聞いたときゃ、正気かよとか思ったけど。実際に見てみりゃ、確かに一度くらいなら血迷ってもいいかなぁと思うくらいには美人だよな」

            「……は？」

            　言われた言葉の意味がわからなくて呆けたところで、下から掬い上げるように顎を掴まれた。眼鏡が無くとも相手の顔が見える位置まで、力任せに寄せられる。

            「──ッ」

            　逃れようとしたが、意外な強さで阻まれた。

            「お前、目の色が──」

            　菊池の瞳が好奇に輝いたが、背後に現れた人影がそれを遮る。

            「何を遊んでる」

            　不機嫌そうな声の主は、声音に違わぬ、無愛想で怜悧な容貌の男で──。

            （──真田さなだ）

            　真田も、滝沢の仲間だ。

            　視線は撫でるように俺を一瞥したが、何を思った様子もなく逸らされる。こいつとはバーでしか会っていないので、覚えられていなくて当然だ。それでも視線そのものが冷たく、背筋がひやりとした。

            「用事が済んだなら帰るぞ。長居は無用だ」

            　吐き捨てるように告げると、真田はさっさと背を向けて歩き出してしまう。

            「おっと、置いてくなよ！」

            　菊池は俺から身体を離して真田を追いかけたが、途中で振り返った。

            「やべやべ、用事済んでなかった。かわいこちゃん、つれないこと言ってないで、獅子尾に伝言頼むわ。『蛇が黒猫と遊びたがってる』ってな」

            「は？　え、おい！」

            　走り去る背中を、追いかけようと思えば追いかけられたかもしれない。けれど、動くのを忘れたみたいに静かだった心臓が唐突にどっと速度を上げて、胸苦しさに身体が痺れた。

            「……くそ、眼鏡返せよ」

            　眼鏡を奪われたからだけではない目眩に舌打ちして、壁に寄りかかる。二度も伝言役にされた事実がじわじわと胸に染み込んで、汚泥が煮え滾るような憎悪にずきずきと頭が痛んだ。

            （覚えてない……覚えて、なかった）

            　俺を。──俺の、顔を。

            　復讐の夜、紛れ込むためにした変装が、無意味だったと知る。急遽代役にされただけの少年Ａの顔なんて、覚えていなくて当然と言えば当然だが──。

            「──くくっ」

            　喉奥から絞り出すような、嗤いが漏れた。

            　ムカツクかと問われればめちゃくちゃムカツクと答えるが、別に奴らにとって特別でありたいわけじゃない。

            　奴らの記憶に俺がいないなら、あの夜の変装は今の俺に活きてくる。今の俺を、動かしやすくしてくれる。

            　いっそこのまま、獅子尾と親しいと勘違いして、俺を巻き込めばいい。そうすれば関係ない連中が巻き込まれることもなくなるし、もしかしたら、のこのこと本人が俺の前に姿を現す可能性も高くなる。

            　そうしたら、今度こそ──。

            「ぶっ殺してやる」

            　呟いた途端に床が沈んで、身体が傾ぐ。

            　足に力が入らなくて、壁に添ってずるりと屈み込んだ。

            （くそ、頭いてぇ）

            　頭が痛いのに、それにとどめを指すような電子音が唐突に響く。鋭利な針で脳を貫く音を止めたい一心で、俺は音の元を掴みだした。

            　叩き壊そうかと思ったが、握り込んだ手が側面のボタンを押して、音が止まったので思い留まる。

            　間を置かず、怒気と不快感を孕んだ声がスピーカーから零れた。

            『おい、どこに行きやがった。先に帰ってたりしたら承知しねぇぞ！』

            　獅子尾の声だった。この携帯の番号を知っているのはいまのところ獅子尾だけなので、当然だが──。

            「るさ……ぃ」

            　自分勝手な物言いに、帰る帰らないは俺の勝手だと怒鳴り返してやりたかったが、携帯電話を持ち上げようとした手に力が入らなくて、手から滑り落ちた。

            　ガツと鈍い音をたてた端末を、ただ見下ろす。

            　けれどそれは、俯いた先に携帯があったから、というだけの理由だ。

            『周防？　どうした？　今の音はなんだ？　おい、』

            　酷くなる頭痛に合わせて、視界が霞む。

            　携帯電話越しに獅子尾の声が聞こえたが、どこか遠かった。

            


            

        
        
            　　　静寂の温度 

            

            「周防君……？」

            　間近で聞こえた声に、意識を引き戻される。

            　閉じかけていた目を開くと、視界の端に足が見えた。辿るように視線を持ち上げ、屈んできた相手を見上げる。

            「やっぱり、周防君だ。君もご家族と一緒に？」

            　親しげに話しかけられても、咄嗟に誰かわからない。

            「僕も母さんに呼び出されてさ。こんなパーティに連れてこられても、僕どうしたらいいか──ていうか、こんなところに座り込んで、なにしてるの？」

            　眼鏡がないから、相手がよく見えなかった。思わず目を眇めると、戸惑いがちな顔がぐっと近づいてくる。

            「周防君？」

            「あ、……奥山先輩？」

            「ん？　うん。あれ、そういえば眼鏡……あっ、もしかして、コンタクト落としたの？」

            　慌てたように場を離れかけて、しかし迂闊に動けないと思ったのか、すぐに動きを止めた。

            「ど、どうしよう。踏んじゃったかな」

            「違います、先輩」

            　這いつくばって探し始めそうな気配を感じて、遮る。

            「え？」

            「違います、コンタクトじゃなくて──」

            　ずきりと頭が痛んで、冷たい汗が背中を滑る。唐突にこみ上げた吐き気を堪えるために、口元を抑えた。

            「もしかして気分が悪いの？　ごめん、気づかなかった。顔が真っ青だよ。誰かホテルの人を」

            「せんぱ、待ってくださ──」

            　たいした騒ぎにはならないだろうが、それでも事を大げさにしたくない。そう思って止めようとした俺の声を押しのけて、静かな声が割り込んだ。

            「必要ない」

            　気遣うように肩に触れていた先輩の手が、無遠慮に退かされる。入れ替わりに、無骨な手が俺の身体をぐっと引き寄せた。

            「──ッ」

            　うずくまっていたところに強い力をかけられて、身体を支えられずに相手に倒れ込む。視界の隅で、俺が落とした携帯電話を拾い上げる手が見えた。

            「し、獅子尾君？」

            「周防は俺が面倒見るから、あんたはホールに戻れ」

            「でも」

            「もともと、こいつは俺と一緒に来たんだよ」

            「そう、なの……？」

            　問いながら、先輩はさりげなく俺の袖を掴んだ。

            　不安に疑心が混じったのは、楽しそうだねと言いつつも、獅子尾との関係を警戒してくれたんだろう。

            　普段だったなら感涙ものだが、いかんせん体調が最悪でそれどころじゃない。先輩の心遣いは非常にありがたかったが、今は原因を説明せずに状況を察してくれる獅子尾に任せるほうが、俺としても楽だった。

            　獅子尾の腕に手を添え、意志を伝える。俺の足にはほとんど力がはいらなかったのに、獅子尾は軽々と俺の身体を支えて立たせてくれた。

            　反動で先輩の手が離れ、心配そうな瞳だけが残る。

            「だい、じょうぶ……です。先輩、戻ってください」

            「……う、うん」

            　だいぶ無理のある愛想笑いになってしまったが、先輩は戸惑いつつも、何も言わずに頷いてくれた。

            　視線を背中に感じつつ、エレベーターに乗り込む。

            　閉じた扉にほっとしたのも束の間、微かな振動と浮遊感に、平衡感覚を持っていかれてしまった。

            「──ッ」

            「っと」

            　よろめいた膝から力が抜けきる前に、足が地面から離れる。

            「……うっ、馬鹿……降ろせ」

            「うるせぇな。引きずるほうが面倒なんだよ」

            　一蹴されて、なら降ろせとも言えない状況に辟易する。

            　言いたいことは山ほどあったが、これ以上口を開いたら本当に戻してしまいそうで、ぐっと奥歯を噛みしめた。

            　息苦しさで呼吸が浅くなってしまい、それが余計に苦しい。エレベータの振動を意識するとさらに気持ち悪くなってきて、仕方なく身近な体温で焦りを紛らわせた。

            　密着した部分から伝わる温もりは、無条件の安堵をもたらす。体調不良に焦っていた心が緩むのがわかって、自分で自分に苛立った。

            （……最低だ）

            　二年前の出来事に、強くも弱くも振り回されてばかりいる。

            　煮え滾る炎のような恨みも怒りもあるのに、それと同じくらい、暗く滲む傷があることが煩わしかった。

            　その傷の痛みを罰だと思いながらも、和らげば安堵する心も憎らしい。

            （俺は弱いな）

            　諦めにも似た脱力に舌打ちして、獅子尾が俺を抱え直す。うっすらと開けた瞳に映る横顔は、ぼやけていたからかとても帝さんに似ていて、少し泣きたくなった。 

            　ガチャッという金属音で、はっとする。

            　緩く瞬くと、いつの間に呼んだのかホテルのスタッフがドアを開けていた。

            （──やべ、意識飛んでた）

            　時間にしたら数分だろうが、その時間の記憶を無くしてしまったような、奇妙な心許なさがある。

            「何かお持ちしますか？」

            「いや、今はいい」

            「では、何かありましたら、遠慮無くお呼びください」

            「ああ」

            　寝室まで誘導するようにドアを開けては待ち、を繰り返したスタッフは、ベッドに降ろされる俺にも慇懃に礼をして、部屋を出て行った。

            「部屋、借りたのか」

            「ちょうどスタッフがいたからな。少し休んだほうがいいだろ？」

            「……悪ぃ」

            　身体の位置を直すように身じろいでも、ベッドは軋んだ音一つ立てず身体を押し返してくる。ほどよい弾力は心地よくて、俺は身体から力を抜いた。

            「それで、何があった？　お前が体調崩すのは、雨の日じゃなかったか？」

            「……氷室は？」

            「今日はあいつの父親の知り合いが多いからな、さすがにまだ抜けられねぇと思う。メール入れとくか？」

            「そうしてくれ。氷室もいたほうがいい」

            　俺が頷くと、獅子尾は懐から携帯を取り出した。カチカチとキーを押す音が、耳が痛い程の静けさをほんの少しだけ和らげる。

            　俺の様子で滝沢絡みだとわかっているだろうに、獅子尾の表情に苛つきや焦燥は見えなかった。

            　それほどまでに、俺は弱って見えているんだろうか？

            　微かな息苦しさにネクタイを緩めようとして、うまく手に力が入らなかった。眼前に持ち上げてみれば、見間違えようもなく震えていてる。

            「……情けねぇな」

            　自嘲して呟くと、不意にその手を掴まれる。

            　驚いて獅子尾を見上げると、ぎゅっと強く握られた。

            「変なことしたら殺す」

            「うるせぇな、しねぇよ」

            　獅子尾は不機嫌に眉を顰めると、綺麗に流されている髪をぐしゃりと掻き乱した。

            　その手に獅子尾の葛藤を見てしまった気がして、手を離せと言いにくくなってしまう。

            　滝沢の存在が胸に大きく巣くうのは、それだけ凪沙の存在が大きかったからだ。

            　獅子尾の前でも、くったくなく笑っていたに違いないきらきらした瞳を思い出して、胸がじんと痛んだ。

            「あんた、いつも前髪おろしてればいいのに」

            「なんだ、急に」

            　自分としては脈絡があったが、相手にとっては唐突だったと、首を傾げられてから気づく。

            「まぁ、なんつーか、そのほうが帝さんに似てない」

            「…………」

            　言った途端、あからさまに嫌そうな顔をした獅子尾を口の端で笑うと、手を握る力を強められた。

            「いてぇ」

            「馬鹿なこと言うからだ。……そんなに似てるか？」

            「似てるよ。目元とかそっくり。初めて会ったとき、マジで驚いたし」

            　獅子尾はふっと視線を斜め上に移動させると、当時の俺の反応でも思い出したのか、眉間に皺を刻んだ。

            「つーか、結局お前とあいつとか、凪沙さんとの繋がりってなんなんだ？　歳も友達っつーには離れてるし、いまいち掴めねぇ」

            　言われて、そういえばそういう話はしていなかったと気づく。頭痛が和らいできていることもあり、俺は話してもいいかという気になった。

            　正直に言えば、痛みが減ったことで気が抜けていたというのもある。凪沙を知る相手に凪沙の話ができるのも、少し嬉しかった。

            「凪沙と俺が出会ったのは、四年前の冬だ。それからずっと、一緒に暮らしてた」

            「は!?　おま、四年前って……。凪沙さん、あいつと付き合ってんじゃねーか！」

            「付き合ってたさ。だから、俺とも知り合いなんだよ」

            「……？　はあ？　わけわかんねぇ」

            　怪訝に眉を顰める獅子尾に苦笑して、緩く首を振る。

            「よくわかんない関係だったんだ。駅前でぼーっとしてたら家に連れてかれて、飯食わせてくれた。出てけって言われなかったから、そのまま居座って──いつのまにか俺が家事全部やってる、みたいな」

            「なんだそれ。あいつは怒らなかったのかよ」

            「怒るっつーか、すげぇ驚いてた。居座って三日目に凪沙が家に連れて来てさ」

            「そりゃ驚くだろ。婚約者の家に若い男がいたら」

            「俺もさ、こりゃ、別れ話かなんかに利用されたなとか思ったんだけど、帝さんが至極冷静にこの子はどうしたんだって凪沙に聞いて」

            　言いかけたが、あのときのやりとりをリアルに思い出してしまって、思わず笑ってしまった。

            「なんだよ。凪沙さん、なんて言ったんだ？」

            「落ちてたから拾った。って」

            「はあ？」

            「かわいいでしょ！　ってすっげぇ嬉しそうに紹介されたよ。あんときの帝さんの顔は、一生忘れない」

            「おまえそれ、修羅場じゃ……」

            「いや、凪沙の突飛さと誠実さを、誰よりも理解してるのが帝さんだろ。驚いたのは一瞬で、すぐに俺の心配をしてくれた」

            　無理矢理連れてこられたんじゃないか、家族は心配してないか、何か迷惑をかけたんじゃないか──凪沙が鼻歌交じりに夕飯を作ってる間に、いろいろと聞かれて困ったのもいい思い出だ。

            　互いを理解し、信頼する絆の強さに、強い憧れを持ったことも──。

            「……あのときが、一番楽しかった。幸せだった」

            　二人の弟になりたかった。子どもになりたかった。

            　家族に、なりたかった。

            「……けど、もう……いない」

            　失った温もりの代わりに安らぎをくれた人を失ってしまったら、どうすればいい？

            　喜びを思い出した分だけ悲しみも思い出されて、昂ぶった気持ちを落ち着かせようと吐き出した息が震えた。

            　緩い深呼吸を繰り返しながら目を閉じて、遠いところで鳴っているような心臓の音に耳を澄ませる。

            　血の気が引いた身体の中で、握られた左手だけが熱い。

            「…………なあ、キスしていいか？」

            　降り積もるようだった静寂を打ち破るには、あまりに無粋な台詞だ。

            「気持ち悪ぃな。いつも勝手に仕掛けるくせに」

            「無理矢理する雰囲気でもねーし」

            　自分でも慣れないのか、口調にいつもの不遜さがなくて、可笑しかった。

            　すっと瞼を持ち上げると、獅子尾と目が合う。

            　まるで目が合ったことが了承の合図だったとでもいうように、獅子尾は上体を屈めた。

            


            

        
        
            　　　野良猫、疑惑に取り残されること 

            

            　唇を追うことで伏せた瞼が閉じる寸前、ヴヴヴッと鈍い振動が静寂を揺らす。

            　はっと目を見開くのと、獅子尾の身体を両手で突き飛ばしたのは同時だった。

            「ってぇ！」

            　中腰だったために踏ん張りがきかなかったのか、椅子を引っかける形で、獅子尾が地面に尻餅をつく。

            「てめぇ──」

            　恨めしげな声に気圧されて、ベッドの反対側へ逃げようとしたが、腕を掴まれて阻まれる。

            　驚きと動揺で、心臓がばくばくと高鳴っていた。

            「わ、悪かった」

            　咄嗟に謝りはしたが獅子尾の表情は厳しく、俺を睨みつけたまま胸ポケットから携帯を取り出す。

            「んだよ。あ？　ああ、そうだよ。上にいる」

            　不機嫌を隠さないまま出た相手は、洩れ聞こえる声から氷室のようだった。獅子尾はぶっきらぼうに部屋番号だけを告げて通話を切ると、忌々しげに舌打ちする。

            「……し、獅子尾」

            　俺が悪いとわかっているだけに、どうにも言葉がみつからなくて逃げ腰でいたら、胸ぐらをぐっと掴まれた。

            「お前、いま絶対に許してたよな？」

            「う……」

            　確認をとらないで欲しい。

            　懐かしさと寂しさに弱った心が、同じ思いを抱いている相手に流されかけたことに、俺自身がまだ動揺している。相手が女ならまだしも、目の前に居るのはどう見ても男で、しかも獅子尾だ。

            　キスを許すなんて、絶対にあり得ない。

            「ま、魔が差すという言葉の恐ろしさを、思い知らされた気がする──」

            　あまりに愕然としすぎて思わず声に出したら、獅子尾は盛大に溜め息をついた。

            「おまえなぁ……男心を弄ぶなよ」

            　落胆が滲む声音に、罪悪感を煽られる。

            　自分がもし、気のある女に同じ素振りをされたら、さぞかしがっかりするだろう。

            　肩すかしもいいところだ。

            　だが、弱っているところに付け入ろうとした獅子尾の狡さもあったわけだから、俺だけが悪いわけじゃない！

            「お前が凪沙の話を持ち出したのが悪い！　俺が弱ってんのに！　卑怯者め！」

            「なにぃ!?」

            「今のは無効だ、無効！　あんな雰囲気ありえねえし！気色悪いッ」

            　眉尻を吊り上げた男に、反論する隙を与えないようまくし立てながら、じわじわと羞恥が込み上げてきて参った。自分が何を許そうとしていたのか、考えれば考える程、ばつの悪さがいや増す。

            「離せよ！」

            　胸ぐらを掴む手を引きはがそうと、罵るように怒鳴ったら、獅子尾は目を眇めた。そのまま、体重をぐっとかけられる。

            「ちょ、てめっ。なにす──ッ」

            「うっせぇ、せっかくの俺の優しさを、無碍にしたのはてめぇだろ！」

            　ベッドに乗り上がり、全体重を掛けてくる相手を上半身だけで支えるのは無理だ。

            　短い小競り合いの末に押し倒されて、ガッチリと両手を顔の脇に押さえつけられてしまった。

            　荒い息と、据わった目が怖すぎる。

            　逃げようとする獲物を押さえ込む興奮は、男にとって堪らないとわかってはいても、獲物が俺である以上、容認はできない。

            「退けよ！　やめろッ」

            「いい加減、あき、らめろよっ」

            　往生際悪く藻掻いた俺に苛立ちをぶつけて、獅子尾は手首を掴む力を強めた。圧迫された関節がみしりと軋んで、凄まじい痛みが脳天を突き抜ける。

            「いってぇ！　ばかやろっ──このっ」

            　軽く握られただけでも痛い場所を、力一杯掴まれれば涙も滲む。

            　痛みに怯んだ俺の眼前に、獅子尾の顔が寄った。

            　いつもなら噛みつくように奪われる唇は、なぜか息が触れる距離でぴたりと止まる。

            　俺を見つめ返す瞳からは、なんの意図も読めなかった。不審に眉を顰めると、何か言いたげに口を開く。

            「────、」

            　身構えた俺に降りかかったのは、ただの溜め息だった。そのまま、ふっと手首の拘束が緩む。

            「……獅子尾？」

            　戸惑う俺を置き去りに、獅子尾は俺の上から退いた。

            　被害なく解放された喜びよりも、肩すかしを喰らった気がして呆気にとられる。

            　乱れた髪を掻き上げて、獅子尾が口の端で笑った。

            「止めた」

            「は？」

            「なんかちょっと、お前の攻略方法がわかってきた」

            　俺が「は？」と疑問を声に間に、獅子尾は寝室を出て行ってしまった。

            　思うことも言いたいこともあったが、終わらせてくれた話題を俺から蒸し返す愚行は犯すまい。

            　俺はベッドに四肢を広げて、身体から力を抜いた。

            　静寂に微睡みかけていた意識を、扉越しの物音に覚醒させられる。眠気を払うようにベッドから降りて寝室を出ると、ようやく来たらしい氷室と目が合った。

            「起きて平気なのか？」

            　怠そうにネクタイを緩めながら聞かれて、軽く頷く。

            「だいぶ落ち着いた。悪いな、迷惑かけて」

            「最初に巻き込んだのは俺たちだからな。誰かさんの裏切りのせいで」

            　氷室にちくりと嫌味を向けられた本人は、素知らぬ顔でソファにふんぞり返っている。

            　その姿にさっきの余韻はなく、ほっとした。

            「何かあったのか？」

            「えっ」

            　不意の問いかけに顔を上げると、じっと俺を見下ろす氷室の瞳がある。何かを探るような視線に思わず目を逸らしたら、氷室は引き抜いたネクタイを丸めて、獅子尾に投げつけた。

            　考え事をしていたらしく、ぽこっとそれを頭に喰らってから、獅子尾が顔を顰める。

            「なにすんだよ」

            「こっちの台詞だ。二人して妙な空気作りやがって。俺がオヤジ共に囲まれてた間に、なにしてやがった」

            「別に。ふらっふらしてたから、抱っこして寝室に運んでやっただけだ」

            「獅子尾ッ！」

            　よりにもよってそれを言うか!?

            　俺の抗議ににやりとして、獅子尾は横抱きにしたことを示唆するように、ひょいと両手を持ち上げてみせた。

            「お前な」

            　むかつく仕草をやめさせようと、前に出た俺を押し留めたのは氷室だ。

            「誰に、何をされたんだ？」

            「だからあれは、あいつが勝手に──」

            　またくだらない言い争いを二人で始めるのかと苛立ったが、問いの内容が一拍遅れて脳に入ってきて、そうじゃないと気づく。

            　会話がずれたことで言葉に詰まった俺を見つめる氷室の表情は、妙な言い方だが、普通に真剣だった。

            「ただ具合が悪くなっただけなら、こいつが俺をここに呼ぶわけがねぇ」

            　言外に含まれる確信に満ちた嫌味の真意は、この際考えないことにする。

            　真剣に話を進めようとしてくれるなら、それでいい。

            「俺が、あんたも呼べと頼んだんだ。二人に、伝言を頼まれた」

            「伝言だと？」

            　獅子尾の声が尖ったのは、俺が体調を崩した理由が凪沙に関係していると気づいているからだろう。

            　凪沙絡みは、イコールで滝沢絡みだ。

            「通路で菊池に会ったんだよ。真田も一緒だった」

            「なんだと!?　さっきか!?」

            　滝沢と深く関わる人物の名に、獅子尾が勢いよくソファから立ち上がる。今にも部屋を飛び出しそうな勢いを削ぐように、言葉を続けた。

            「もういない。用は済んだから帰ると言っていた」

            「その用事ってのが……？」

            　氷室に促されて、頷く。

            「本当は、獅子尾に接触するのが目的だったらしい。けどそれが難しそうだったから、俺に白羽の矢が立ったらしくて」

            「同じ制服を着てたからか？　奴らにしちゃ、計画性がないな」

            「いや、一緒に車から降りたところを、偶然見ていたらしい。親しいと勘違いされたみたいだ」

            　後半は心外だという思いをたっぷりと込めて言ったが、獅子尾と氷室はそれに気づく余裕がないらしい。

            　獅子尾は眉間の皺を増やすと、チッと舌打ちした。

            「あいつら、性懲りもなく──」

            　親しい人間への接触が何を意味するか、獅子尾も氷室も痛いほど知っている。二年前は牽制と警告を兼ねた宣戦布告だったが、今回は、言うなれば「報復の始まり」を告げるための伝言だろう。

            　予告することで、自分たちの方が有利だと誇示してくるのは、滝沢らしいいやらしさだ。

            「それで、奴はなんて？」

            「蛇が黒猫と遊びたがってる、って」

            　正直、蛇は自身がそう呼ばれていることを皮肉っての滝沢の意だろうが、黒猫が何を指すのか俺にはわからなかった。けれど二人には思い当たることがあるらしく、思案に伏せていた目を仲良く見開いて俺に向けた。

            　その視線の強さに気圧されたが、俺だけがわからないことのほうが悔しい。

            「お前、黒猫飼ってるのか？」

            　蛇が喩えだからといって、黒猫が何かの暗喩だとは限らない。すぐに思い当たるほどわかりやすいならと問いかけたが、二人は苦い顔をして俺を見るばかりだった。

            「偶然じゃねぇな」

            　ぽつりと言ったのは氷室だ。そしてその呟きに、獅子尾も頷く。

            「みたいだな」

            「……なんだよ」

            　二人だけで納得されるのが癪で口を挟むと、氷室は気難しげに腕を組んだ。

            「ただ一緒に来たってだけで、おまえと俺たちが親しいと判断したわけじゃねぇってことだよ」

            「はぁ？」

            「湊、帰るぞ」

            　未だに状況を理解していない俺を切り捨てるように、獅子尾が歩き出す。足早に玄関に向かわれて呼び止めようとしたが、それよりも先に、獅子尾自身が俺の脇で足を止めた。

            　見下ろす瞳が微かに歪んで、掴むと言うにはいささか弱い力で、指先が俺の目元に触れる。

            「────？」

            「周防、眼鏡はどうした」

            「あ？　ああ。菊池に盗られた。あいつ、普通に持っていきやがって──」

            「そうか」

            　盗られた恨みを思い出して愚痴ったが、返された言葉は素っ気なかった。

            　それでも、吐かれた言葉とは裏腹に、逸らされた横顔には微かな怒りが滲んでいて、俺をたじろがせる。

            「何が黒猫と遊びたい、だ。あの蛇野郎。頭を踏み潰して、皮を剥いでやる」

            　吐き捨てるように唸ると、今度こそ獅子尾は氷室を連れて部屋を出て行った。

            　出際に氷室が「悪いが姉貴に先に帰るって言っておいてくれ」と非常に重要かつ恐ろしいことを言ったが、尖った雰囲気の二人にそれ以上何かを言うことは出来なくて、俺はただ頷くことしかできなかった。

            


            

        
        
            　　　疑惑に潜む雫 

            

            　彼女の怒りは俺ではなく氷室と獅子尾に向いていたので、それなりに愛想のいい笑顔で送り出されたが、車から降りてもまだ地面が揺れているような気がして、車が去った後も暫くぼうっと突っ立ていた。

            　車酔いが落ち着くのを待ちながら、先ほどの獅子尾達の言動を思い出し、反芻する。

            （今日の出来事だけで、俺が伝言役に選ばれたわけじゃないみたいなことを、言ってたな）

            　つまり、あいつらは菊池たちが学園内部の情報を、どこからか得ていると判断したわけだ。

            　黒猫が何を指すのかわからない俺と違って、それが何かを理解している二人には、十分な確証があるんだろう。

            　ならば、答えは一つだ。

            「中にいる、のか」

            　学園の中に滝沢の息がかかった人間がいて、そいつが逐一、獅子尾たちの言動を報告しているんだろう。

            　それならば、本来ホテルにいなかったはずの俺を、急遽伝言役に仕立てたのも納得がいく。

            　問題は、誰がその役割を担っているか、だ。二人が急に帰ると言ったのも、それを捜すためだろう。

            　生徒、教師、事務員、警備員、それから娯楽施設にいる各種スタッフ。これだけでかい学園だと、捜し出すのに一苦労しそうだ。

            　こればかりは、生徒会権限で、データを照会できるあいつらに任せるしかない。

            （あからさまに怪しいのは、桐谷と奥山先輩か……）

            　だが、桐谷は二年前に滝沢を裏切っているし、奥山先輩が滝沢の仲間だとは思えない。可能性が皆無じゃない以上、探りはいれておいたほうがいいんだろうが──。

            「周防君！」

            　今まさに頭を悩ませていた一人の声がして、たらたらと部屋に向けていた足を止める。内心の驚きを押し隠して振り向くと、奥山先輩が駆け寄って来た。

            「──奥山先輩」

            「今帰ってきたの？　もう具合はいいの？　なにもされなかった？」

            　矢継ぎ早に問いかけられて、ぺたぺたと頬や肩を触られる。ハの字に下がった眉と素朴な目が、本当に心配してたと物語っていて、思わず苦笑してしまった。

            「大丈夫ですよ。ホテルで少し横にならせてもらってから、送ってもらったんです。先輩も今帰りですか？」

            「うん。──顔色はさっきより全然いいけど、今日は早めに休んだほうがいいよ。ほら、部屋に入ろう」

            「あ、はい」

            　目前だった部屋まで手を引かれて、中に押し込まれる。

            「僕がお風呂用意してくるから、着替え持っておいで」

            「ありがとう、ございます」

            　ほとんど勢いに押される形で自室に入り、シチューがケージで寝ているのを確認しつつ、ブレザーを脱ぐ。

            （……これが演技だったら、人間不信になれるよな）

            　微かに開いたままの、ドアの向こう。開け放たれた脱衣所のドアを横目に、俺は小さく溜め息をついた。

            　

            　

            　翌日の午後から体育祭の競技練習が本格的に始まり、俺は姫宮と一緒にテニスコートで過ごした。

            　自ら選んだだけあって、姫宮のテニスは様になっていて、その動きにつられたのか、かなり早い段階で勘を取り戻せている。

            　身体を思い切り動かすのが久しぶりだったからか、汗を掻く気持ちよさに、思いがけず夢中になっていた。

            　終了の合図に足を止めて始めて、息が上がっていることに気づいたくらいだ。

            「はぁ、つっかれたぁ！」

            　ボールを俺に投げながら、姫宮が両腕をぐっと上に伸ばす。俺は俺で、額から流れる汗を腕で拭った。

            「周防ってばなんだかんだ言って、めっちゃ本気じゃん！　どこに打っても返してくるし、足速すぎ！」

            　肩をどつかれて、よろめく。渡されたボールを取り落としそうになって、慌てて持ち直した。

            「やればやったで楽しいからな。身体動かすの、嫌いじゃねぇし」

            「なにそれ、タチ悪い」

            「人間なんて、そんなもんだろ？　やり始めるまでが面倒なんだよ」

            「もう」

            　俺の言葉にぶつぶつ文句を言う姫宮を引き連れて、ボールを籠に放り込む。ついでに落ちていたのも拾っていたら、「あ」と姫宮が一段階高いトーンで声を上げた。

            「弓近だ！　おーい！」

            　体育ホールから伸びる連絡通路に加狩の姿を見つけて、大きく手を振る。

            「向こうも終わったみたいだな」

            　俺たちをチラチラ見ていた連中の視線が険を帯びて加狩に向いたが、加狩はそれを歯牙にも掛けず笑顔で手を振り返していた。

            「俺はラケット返してこないとだし、お前、加狩と先に戻ってろよ」

            「ん、いい？」

            　いいもなにも、一人にするのが不安なのは姫宮だけだ。

            　俺がしっしと手で追い払うような仕草をすると、姫宮は態とらしく顔を顰めてから加狩のところへ向かった。

            　二人が合流するのを見届けてから、テニスコート脇にある倉庫に向かう。

            　姫宮には自分のラケットがあったほうがいいと言われていたが、そこまでする気にはなれなくて、備品としてあったものを借りていたのだ。

            　テニスを選んだ時点で、皆マイラケットを購入済みなのか、元から持っていたのか、倉庫に返却に行く者は俺以外いなかった。

            （これはこれで、地味に恥ずかしいよな）

            　それなりに楽しめたからか、今度姫宮に見繕って貰ってもいいかな、という気になる。

            　綺麗に整頓されている棚にラケットを戻していると、出入り口から差し込んでいた陽光に影が差した。殆ど反射で身構えて、逆光で見えにくい相手の顔を探る。

            　長身だが細身のシルエットに目を眇めると、男はもう一歩中に入り込んで、後ろ手に引き戸を閉めようとした。

            「ストップ」

            　俺の声に、ぴたりと相手の手が止まる。向けられた疑問を孕む瞳に、俺は軽く肩を竦めた。

            「悪いが、全部閉めるのはやめてくれ。俺はあんたを信用していいのか、決めあぐねてる」

            「──賢明だ、と言ってやるべきなのかな」

            　桐谷は俺を真似るように肩を竦めて、閉めかけていた引き戸に寄りかかった。苦笑じみた表情や声音に、桐谷の方にもなにかしら動きがあったのだと気づく。

            　でなければ、わざわざ俺に接触してくる用事なんて無いはずだ。

            　互いに先を譲るような沈黙が落ちたが、こんなことで時間を潰しても無意味だと、俺から口を開いた。

            「菊池と真田に会ったぞ」

            　俺の言葉に、桐谷が瞠目する。

            「あのときの女が、お前だってバレたのか!?」

            「いや、違う。俺に接触してきたのは、獅子尾と親しいからだ。俺が誰かなんて、全然気がついてなかった」

            「──あ、ああ……まさか滝沢の奴、二年前と同じことをしようってのか？」

            　さすがに元仲間だけあって、滝沢の行動は読めたらしい。桐谷は顔を顰めると、忌々しそうに舌打ちした。

            「同じ場所にいるなら、身内より手間もリスクもないからな。学園内で絞ってきたか」

            「それで、白羽の矢が立ったのが俺だってのが、笑えるけどな」

            　吐き捨てるように言うと、桐谷はふっと目を伏せた。

            「遊びか本気か知らないが、獅子尾が今、一番ご執心なのは間違いなくお前だろうからな」

            　そこまで言いかけて、はっとしたように桐谷は顔を上げた。

            「生徒会メンバーやクラスメイトじゃなくお前を選んだってことは、獅子尾の状況を滝沢に流してる奴がいるってことか。これは……俺のことも気づかれてる、か？」

            　一息に告げてから手で口元を押さえ、低く唸る。変に勘ぐられてなきゃいいがと零した横顔に、これ以上の面倒はゴメンだと書いてあった。

            　自分なりの復讐を終え、平穏を選んだ男に降りかかるには、今の状況はあまりに不運だ。

            「あんたはあんたで、巧く立ち回ればいいさ。獅子尾たちのことも、俺のことも、庇う必要はない」

            「周防──」

            「平穏を選んだ人間を巻き込もうなんて思ってねぇよ。あんたはただ、自分の身を守ることだけ考えりゃいい」

            　滝沢が裏切り者を許すとは思えない。

            　桐谷は桐谷なりに、必死の思いで滝沢の手から逃れてきたはずだ。ここに来てそれをぶち壊すのは、俺としても本意じゃない。

            「なんなら、別の学校に移れないか帝さんに相談してもいいぜ？　逃げるなら、早いほうがいい」

            　俺の言葉に逡巡してから、桐谷は盛大に息を吐き出した。軽く前屈みになってから、背筋を伸ばして姿勢を正す。まっすぐに俺を見つめる瞳は、裏切りの場にいたときと変わらず、力強かった。

            「学園祭、だろうな」

            　ぽつりと告げられた言葉の意図を視線で問うと、桐谷は組んでいた両腕を解いて頭を掻いた。 

             「一般公開日は、相当賑わうと聞いた」

            　呟きの意味を補足されて納得はするが、疑問は残る。

            「でも、それはこっちも予想できることだろ？　警備も厳しくなるだろうし、獅子尾たちだって警戒する」

            「そこをすり抜けるから、蛇なのさ」

            　蔑むと言うよりは、呆れに憧憬が滲む声音だった。

            　俺が目を眇めると、桐谷は凝りを解すように首を回してから、明かり取りの窓に目を向ける。

            　こぼれ落ちる西日を見て、眩しそうに目を細めた。

            「どうして、滝沢の周りに人が集まると思う？」

            「え？」

            「お前から見たら、滝沢は最低な奴だろう？」

            　言われるまでもない。自分の欲望のために、容赦なく無関係の人間を傷つける、最低野郎だ。

            　本当に、どうして桐谷みたいな男が奴のところにいたのか理解出来ない。

            　帝さんの一存で病院に軟禁されていた滝沢を助けた連中がいたことも、未だに信じられなかった。

            　滝沢自身は、どんなに親しい仲間でも、ためらいなく見捨てていくだろうに──。

            　声に出さなくても俺の思いが伝わったのか、桐谷は唇を皮肉に歪めた。

            「お前には理解できないかもしれないが、滝沢はすごく魅力的な男だよ。出会うタイミングさえ合えば、男なら一度は望む、絶対的な強さを見せられた気になる。憧れるんだ、すごく」

            「理解できない」

            　切り捨てるように即答すると、陰湿な瞳が際だつ滝沢の面影が脳裏を過ぎる。

            　そこに男しての魅力など、欠片も見いだせなかった。

            　俺にとって、奴は何処までいっても凪沙を殺した、殺人者だ。

            「──理解出来ない」

            　怒りを上塗りするように、同じ言葉が口をついた。

            「そうだな。俺も今は、お前と同じ気持ちだ。滝沢の魅力は強烈で、惹き込まれてしまえば一気に心酔するが、目が醒めたときの後悔もキツイ。本当に、ろくでもない男に関わっちまった」

            　桐谷の言葉からは深い後悔を感じることができたが、俺のように煮え滾るような憎悪はなかった。

            　それは奴の中で復讐がもう終わっているからなのか、心の底では滝沢を憎み切れていないからなのか、俺にはわからない。

            　だからこそ、桐谷を疑う気持ちが、綺麗に晴れることはない気がした。

            「どうして学園祭だと思う？」

            「ん？」

            　問うと、桐谷は遠く物思いに耽るようだった視線を俺に向けた。

            「体育祭だって、紛れる余地は充分あるだろう？　ごちゃごちゃと生徒が行き来するのに、紛れるのは容易い。なのにどうして、学園祭だと言い切れるんだ」

            　俺の指摘に、桐谷はどこか面白そうに眉尻を上げた。

            「そういや、俺を信用してないんだったな」

            「正直に言えば、信用したい。俺の知り合いの中で、滝沢を最も知ってる人間はあんただろうし」

            　獅子尾も情報は寄越すといったが、総てではないだろう。奴は奴で、滝沢との決着をつけたがっている。

            「獅子尾と手を組めばいいんじゃないのか？」

            　俺の考えを見透かしたように告げられて、眉間に皺が寄った。

            「嫌だ。奴は奴で、滝沢を狙ってる」

            「追い詰めるまでは協力して、後は早い者勝ちって方法もあるだろ」

            　一度は考えた選択肢だが、それは俺の中で却下した。

            「それは出来ない」

            「なぜ？」

            「獅子尾がガキで、カワイイからだよ」

            　俺の言葉に桐谷は声を詰まらせて瞠目したが、すぐにその意味に気がついたらしく、表情を引き締めた。

            「──本気、なのか？」

            「俺は、二年前から本気だ。冗談で女装なんかできっか。ほんと、いいところで邪魔しに来やがって……。思えば、今も昔も獅子尾は邪魔だな」

            　本気だからこそ軽く言った俺とは対照的に、桐谷の表情は暗い。

            「さっきも言ったが、滝沢の手下はいわば信者だ。事を成し得たとしても、報復は凄まじいぞ」

            「別に構わない。俺は滝沢さえ殺れれば、それでいい」

            　そのあとで自分も殺されようが、後悔はしない。 

            「お前はそれでいいかもしれないが、残された人は悲しむんだ。そのことをちゃんと考えろ」

            　残された人、という単語に失笑しそうになって、けれど止めた。そんな奴はいないと言える世界は、それこそ凪沙と出会ったことで終わったのだ。

            　実の兄のように俺を心配してくれる帝さんがいるし、凪沙がくれた勇気に応える形で、姫宮という友人も出来た。

            　けれど、それでも。

            「悪いと思う人がいないわけじゃない。でも、そういう掛け替えのない人達を得る場所や心をくれた人が、滝沢に殺されたんだ」

            「……周防」

            「だから、俺は止まれない。止まりたくない。止まったら、俺が俺を許せない」

            　動揺に揺れた桐谷の瞳を、しっかりと見据えて言うと、改めて決意が固くなった気がした。

            「……どうして殺されたのか、聞いていいか？」

            　僅かな逡巡を経た問いを、疑問には思わなかった。

            　ここまで言っておいて、今更だったのもある。

            「二年前、滝沢が獅子尾を挑発しようとしたのを覚えてるか？」

            　覚えているかと問うたのは、その時はまだ桐谷が仲間だったからだ。

            　しかし桐谷は、俺の問いに予想外の動揺を見せた。

            　薄暗い部屋でもわかるほど、顔が青くなる。

            「桐谷？」

            　俺の呼びかけにはっとしてから、桐谷は気を持ち直すように、拳を握りしめた。

            　男らしく引き締まった唇が、怯えるように震える。

            「そういえば……俺が、滝沢と別離した理由を話してなかったな」

            　自分で訊いてきたくせに、俺の話を遮るように話を変えられて面食らったが、掠れた声に口を挟むことは出来なかった。黙して、続きを促す。

            「俺には四つ下の弟がいて、そいつは俺によく懐いていた。俺も可愛がってたから、そのとき憧れていた滝沢の話をよくしてたんだ。だからだろうな、弟は高校生になったとき、自分もチームに入りたいと言った。けど、俺は反対した。俺は俺で大学生になっていたし、ただ憧れるだけじゃなく、奴の危うさも理解しつつあったから、足を踏み入れて欲しくなかったんだ。なのに──」

            　そこで言葉を切り、桐谷は大きく息を吐き出した。額には汗が浮き、青白い顔にじわじわと自責の念が滲む。

            「俺も悪かったんだと、わかってる。さんざん滝沢はすごい、格好良いと語り聞かせておいて、いざチームに入りたいと言い出したら反対したんだ。そりゃ、弟もむきになるだろう。だから弟は、俺がいないときを見計らって、滝沢に何度も会いに行っていたらしい。滝沢も、俺が入れてくれるなと頼み込んでいたから、ある程度はあしらってくれてたみたないなんだが……。しつこかったんだろうな。タイミングも悪かった。作戦の決行日に雨が降っていて、滝沢は不機嫌だったんだ。そしてその場に、やはり俺はいなかった──」

            　桐谷は額の汗を拭うと、語り始めた直後から逸らしていた視線を俺に向けた。

            　目尻は赤く染まっていたし、眼球をなめらかに滑る西日で、彼が涙目になっていることは容易に知れた。

            　嫌な空気だった。

            　息苦しく、心臓が勝手に心拍数を上げる。

            　彼が区切ったその先を、なぜか聞きたくないと思った。

            　けれど桐谷は覚悟を終えたらしく、再び言葉を紡いだ。

            「滝沢は弟に、『あの車を足止めできたら、チームに入れてやる』──そう、言ったらしい」

            　関係ないと、わかっている。

            　桐谷は全然関係ないし、むしろ被害者だ。

            　けれど俺の身体は勝手に動いて、憔悴しきった桐谷の顔を、思い切り殴っていた。

            　避けも身構えもしなかった身体は簡単によろけ、テニスボールが詰まった籠に突っ込んだ。派手な音を立てて籠が倒れ、重い空気の中を滑稽なほど明るい黄色が踊る。

            　ぽこぽこと間抜けな音の奥で、桐谷が呻いた。

            　口元に当てた手のひらの上に、唾液と血にまみれた奥歯が一つ、転がり出る。

            　桐谷はそれを見ると、なぜか笑った。

            　皮肉な笑みだった。

            　瞬間的な怒りにまかせて殴ったことを後悔していた俺が、もう一発殴ってやりたいと思うほどに。

            　けれど二度目の怒りは、桐谷の呟きに霧散した。

            「死んだんだ。あの事故で、俺の弟も……死んだ」

            　ぶつけてやりたかった怒りが、行き場を失って歪む。

            　怒りに悔しさや哀しみが一気に混ざり、感情が迷子になった。息が上手くできず、喘ぐように呻く。

            　俺は胸の内で荒れ狂う意味不明な感情の波を持て余し、逃げるようにその場を去るしかなかった。

            　

            　

            　真っ直ぐ寮に帰る気分にはなれず、無心で中央棟の階段を上っていたら、当然だが屋上についた。

            　鍵がかかっているとわかっていたが、外の空気を吸いたい衝動のままに、ドアノブを捻る。

            　ガチ、と音がしたのはシリンダーの回転を阻まれたからではなく、ドアが開いたからだった。

            「……あ？」

            　出られるんだから嬉しいはずなのに、開かないと思っていただけに呆気にとられてしまう。それでも、隙間から流れ込んできた冷たい風に誘われて、屋上に出た。

            　昼間はまだ暑いくらいだが、夕方ともなると肌寒い。

            　まして七階建ての屋上ともなると、体感温度は更に下がる。俺はぶるりと身体を震わせて、肩を竦めた。

            　ドアの鍵の持ち主は、俺に気づいた様子もなく、なんとも凛々しい立ち姿で茜色に染まっていた。

            　伏し目がちな瞳は、手にした携帯電話に注がれている。

            　静かに重い溜め息をついてから、男は顔を上げた。

            　そこでようやく俺に気づいて、男は──相良は少しだけ、目を見開いた。 

            


            

        
        
            　　　黄昏に想う 

            

            　目が合ったのに無視するのも妙なので、軽く手を上げると、相良はほんの少しだけ眉間に皺を寄せた。

            「周防、一般生徒は屋上への立ち入りを禁止されているぞ」

            「そう固いこと言うなよ。あんたが戻るとき、一緒に戻るから」

            　堅苦しい言葉を適当に流しつつ、隣に並ぶ。

            　相良は気難しい顔で俺の横顔を見たが、すぐに嘆息して目を伏せた。

            「なぜ屋上に来た。生徒に開放されていないことは、知っているはずだろう。鍵を使う以外に出る方法を知っているなら、俺に報告したほうが他の生徒のためだぞ」

            「んなの知らないって。なんとなくだよ、なんとなく。階段登りたい気分だったんだ」

            　嘘ではないのに微妙な表情で睨まれて、俺は肩を竦めた。

            「嘘じゃねぇって。閉まってると思ったら開いてて、驚いたくらいだ」

            「………………」

            「……なんだよ」

            　いつまでも逸らされない瞳を睨み返したら、相良は僅かに首を傾げた。

            「なにかあったのか？」

            　なにも、と返せばそれで終わるのに、真面目な顔で唐突に問われたもんだから、咄嗟に声がでなかった。

            　その一拍が信じられないほど雄弁で、気まずさに視線を逸らす。

            　太陽にかかっていた雲が、流れて抜けるまで沈黙を貫いたが、根負けして掴んでいた手摺りを爪で弾いた。

            　小さな金属音が空洞に反響して、消える。

            「…………なんもねぇよ」

            「そうか」

            　そうですよ、相良さん。

            　そんなわけないだろう、何かあったんだろうと、問い詰められたいなんてことは死んでもないが、さらりと流されたい気分でもない。

            （訊かれたところで、何も言いたくねぇけど）

            　人の心ってのは、どうにも我が儘で複雑だ。

            　けれど胸の底に溜まった泥水のような感情を吐き出す糸口を探すとなると、人間は皆そうなるのかもしれない。

            　いつだって、見つけられた例ためしはないが。

            　大概は無いように見えて実はある小さな穴から、少しずつ滴り落ちて消えてくれるのを、暗澹あんたんとした気持ちで待つだけだ。

            （溜まるほうが早くて、溺れそうだ）

            　俺の溜め息に混じって、ざり、と砂と靴底が擦れる音が耳を掠める。それが、続けて三歩分。

            　下に戻るのかと顔を上げたら、左肩を掴まれた。手摺りに寄りかかっていた身体も、左を向かされる。

            「え？」

            　相良のくそ真面目な顔と、目が合った。

            　次に視界を埋めたのは、きっちりと締められた、白いネクタイだ。

            　鼻腔を掠めたのは微かな汗の臭いと、洗濯洗剤の匂い。

            　背に回された腕にぐっと力が入ったことで、俺は自分が相良に抱き締められているのだと、理解した。

            「えーと、相良？」

            「なんだ」

            　相手が獅子尾とか氷室なら、問答無用で殴り倒すが、さすがに相良となると、間を置いてしまう。

            「動機と理由が気になる」

            「なんの？」

            「現状に至るにあたっての、動機と理由」

            「お前が、笑わなかったからだ」

            「は？」

            「周防は何か誤魔化すとき、笑うだろう？」

            「そうか？」

            「少なくとも、俺が知る限りは」

            「んで、それがどう、これに繋がるわけ？」

            「そのまま繋がるが」

            「いや、意味がわからねぇ」

            　俺が切り返すと、相良は動揺したようで、考え込むように俯いた。

            （なんなんだ、いったい）

            　ここで俺の失敗を一つ言うとしたら、動機を訊く前に身体を離さなかったことだ。

            　この体勢で安定してどうする。

            　少し動けば俺の気まずさを察してくれるかと身を捩ったら、なぜか抱き直された。

            　いや、収まりが悪かったわけじゃないんですが。

            「すまん。笑うのに笑わなかったから、としか説明できん」

            「え？」

            「誤魔化し笑いもできないほど、何か堪えることがあったのかと……思ったんだ」

            「それでなんで、あんたが俺を抱き締めんの？」

            「ダメか？」

            　ダメか、と言う言葉が何故か胸にすとんと落ちて、俺はようやく相良の行動の理由を理解した。

            　途端、笑いが込み上げる。

            「あはッ、はは！　うわ！　相良、俺を慰めようとしてんのか！」

            　急に笑い出した俺にむっとしたらしく、相良の腕に力がこもる。

            　少し痛かったが、振り払おうとは思わなかった。

            　むしろ俺も相良の背中をバシバシ叩いて、思い切り抱き返してやる。

            「お前、意外と可愛いな！　そうか、そうか。なんだかんだ言って、お前はあのとき、それなりに嬉しかったってことか！」

            「俺じゃない。お前がそうされると、ほっとすると言っていたから、」

            「はいはい。そうだな、ありがとな！」

            「……周防」

            　オマケのように肩を叩いて身体を離すと、恐ろしく不機嫌な相良の顰め面があった。目尻が少し赤いのは、恥ずかしいと思いながらも行動してくれた彼の優しさだろうから、それだけはからかわないでやる。

            「いや、笑って悪ぃ。すげえ癒された。マジで」

            「周防、もういい」

            「本当だって。ありがとう」

            　最後は笑わずにちゃんと告げると、相良は眉間の皺を少しだけ増やして、ふいと顔を逸らしてしまった。

            「そういやあんたこそ、なんで屋上で一人黄昏ちゃってたんだよ」

            「なんとなくだ。階段を登りたい気分だった」

            　俺の言葉を使い回して言い捨てると、相良は手にしたままだった携帯電話に視線を落とした。

            「……嘘じゃない」

            「ふぅん」

            


            

        
        
            　　　夕闇に悪魔 

            

            　そのまま黙り込んだ相良を風よけにしつつ、遠くの烏を数える。五羽目を数えたところで、相良が口を開いた。

            「周防」

            「んー？」

            「今週か来週の日曜、空いているか？」

            「は？」

            　予想外の問いかけに、烏から相良に向き直る。

            「日曜がなんだって？」

            「空いているか？」

            「……来週なら空いてるけど、なんで」

            「俺の個人的な問題なので非常に申し訳ないんだが、少し協力を頼みたい」

            　言いながら、相良は俺を観賞物のように見つめた。

            　何かを検分し、計算しているような態度に不安を覚えるのは、当然ですよね？

            「どういう個人的な問題で、なんで俺なの」

            「親がいい加減、婚約者を決めろと言いだした。入学時から言われていたのを今まで躱してきていたんだが、先ほどの電話の様子だと、勝手に決められかねん。それを阻止したい」

            「お前がとても個人的かつセレブな問題で困窮してるのはわかったが、そこで俺が出てくる理由がわからん」

            「協力を仰ぐ以上、正直に言うが、俺はゲイだ。女性は愛せない。両親には就職を期に打ち明けるつもりだったんだが、こんな状況になってしまった以上、なるべく早めに話したい。一緒に来てくれ」

            　待て待て待て、ちょっと待て。

            「答えになってねぇって。お前がゲイだろうがおかまだろうがどうでもいいが、その打ち明け話になんで俺が必要なんだよ」

            「俺の親は、目で見たものしか信じない。一人では、婚約を逃れるための嘘だと思われてしまう」

            「いや、だからなんで俺!?　連れていくべき人がいるだろうが！」

            「いないから頼んでいる」

            　さも正論のように、真顔で言ってんじゃねぇよ！

            「お前の恋人役なら、喜んでやってくれる奴が腐るほどいるだろ」

            　相良様ぁ、とか言って身悶えてるファンがわらわらといるはずだ。

            「……周防」

            「なんだよ」

            「お前がもし、喜んで恋人役を引き受けてくれる一人だとしたら、この話しを持ち掛けられたときどうする？」

            「なんでそんな──」

            　奇妙な質問に反論しかけたが、相良の目が真剣だったので押し黙る。

            （俺がもし、相良のファンだったら？）

            　相良──いや、相良で考えたら無理だ。美女に置き換えよう。美女に。

            　俺好みの、健康的で明るい細身の美女だ。その女が、恋人役をして欲しいと頼んできたら──。

            「頼まれた時点で俺に気があると思うから、とりあえず一回は押し倒すな」

            　ぽつりと言い、瞠目した相良に慌てて手を振る。

            「ばっ、お前じゃねぇよ！　女に置き換えて考えたんだよっ」

            「あ、ああ。それはそうだな。──つまり、そういうわけだ」

            「は？」

            　つまりってなんだと思ったが、会話の流れを思い出して俺は自分が墓穴を掘ったことに気がついた。

            「今回の件は、絶対に他者には知られたくない。万が一噂になってしまった場合、両親の性格を考えると、相手のご両親まで巻き込んだ騒動になる可能性が高い」

            「断言しなくても」

            「なる。俺の親は、そういう人間だ。そんな状況で相手が俺に本気だった場合が、なにより恐ろしい」

            「そりゃ、泥沼だな」

            　嘘と真実がごちゃ混ぜなった騒動になるのが、俺にも素敵に予想できる。

            「なるほど、そう言われちまえば、確かに俺は適任だ」

            「お前は度胸があるから、俺の両親相手にも臨機応変に対応してくれるだろうし、話を言いふらすタイプじゃない。それに──」

            「親もいないし、巻き込まれても帝さんがなんとかしてくれる──か？　確かに帝さんなら、あんたの話しを真面目に聞いて、それなりに対応してくれそうだもんな」

            「……は？　なんだって？」

            　嫌味に対して、気まずい顔を返されると思っていたが、相良は俺の予想を裏切り、目を瞬かせた。

            「帝？　獅子尾帝か？　理事の秘書が、なぜ出てくる」

            　呟いた相良の声音には驚きと疑問しかなく、俺は己の失言に舌打ちした。

            （なんだよ帝さん。登録データいじってんなら、言っておけよ！）

            「もしかして、彼がお前の後見人なのか？　なぜ、」

            　小首を傾げながら推測を始めた相良を邪魔するように、俺はその肩を少し強めに押した。

            「なんでもない。忘れろ」

            「しかし、周防」

            「忘れろ」

            　語気を強めて念を押すと、相良は押し黙った。俺の目をじっと見つめてから、ふいと逸らす。

            「そうだな。来週の日曜に、優秀な恋人が出来るなら、忘れられるかもしれない」

            「あ……？」

            　独り言のように呟かれた台詞に眉を顰めると、相良が俺を横目で見た。妙にゆっくりとした流し目は、あきらかに何か企んでいるようにしか見えない。

            「恋人が忘れろと言うなら、俺はなんでも忘れよう。気になりすぎて調べる──なんてことは絶対にしない」

            「てめぇ、脅す気かよ」

            「まさか。互いに円満な関係を築くための、取り引きだろう？」

            　忘れてた。ああ、忘れてたさ。

            　こいつがこういう男だってことを！

            「別に、調べたければ調べればいい」

            「いいのか？」

            「やましいことはないからな」

            「理事の秘書が、在学生徒の登録データを改竄していた事実はやましくないのか？　表に出たら大問題だと思うぞ。理事は弟を可愛がっているが、兄のことは煙たく思っている節がある。不祥事を庇わないどころか、他の後ろ暗い罪を全部被せて切り捨てるかもしれないな」

            「前言撤回だ！　可愛くないぞお前！」

            「可愛いくなくて結構。俺だって、進退窮まっているんだ。一人の罪なき女性の人生に汚点を背負わせることも、愛してもいない男と修羅場になるのも御免だ」

            　真剣な声音で本心だとわかるが、そんなことは今更だ。

            「そんな言い方して、俺の同情を引こうとしても無駄だぞ」

            「そうは思わない。お前は優しい男だ」

            「──ッ」

            　不敵に笑った相良の、絵になることといったら！

            　頼むから、スクリーンの向こう側に行って、一生出てこないでくれ。

            「そうだ。今回は特別に鍵を貸してやる。好きなだけ屋上にいるといい。明日返してくれ」

            　去り際に鍵を投げられ、反射的に受け取ってしまう。

            「あっ、くそ！　いらねえって……おい！」

            　投げ返そうとしたが、相良は手をひらりと振って、扉の向こう側に消えた。

            　

            　なんだあいつ！

            　なんだあいつ！

            　なんだあいつ!!

            


            

        
        
            　　　彼の事情 

            

            　一人で憤っても無意味なので、さっさと寮部屋に戻ったが、リビングにも私室にも奥山先輩はいなかった。

            　おっとりしているが内気なタイプではないから、すぐに親しい友人ができたのだろう。

            　放課後、一直線に部屋に戻ってこないのは良いことだ。

            　俺としても、今は一人で居たい。

            　屋上に向かっていたときより、気持ちは大分楽になっていたが、新たな頭痛の種のお陰で、さっきとは別の部分が重い。

            「気持ちを切り替えられたことには感謝す……いや、その感謝もあの馬鹿げた約束を考えるとないか」

            　呟きはビスケットを砕く音に紛れ、自分自身にもあまり聞こえなかった。口が暇なので呟いているに過ぎないし、誰に聞かせるわけでもないので問題はないが、ふと我に返ると空しい。

            「……馬鹿馬鹿しい」

            　砕いたビスケットを型にぎゅうぎゅう押し詰めて、チーズ生地を流し込む。

            　何をしてるかと問われれば、レアチーズケーキを作っている、としか答えようがない。

            　エレベータに乗り込む前に立ち寄った売店で、賞味期限の迫ったビスケットを見たら、無性に食べたくなったのだ。

            　冷蔵庫に型を入れながら、飲み物しかない中身に嘆息して、総菜でも買ってくればよかったと後悔した。

            　食堂に行く気分でもないし、かといってもう一度売店に行くのも面倒くさい。

            　二時間待てば少なくともケーキは食えるから、今日はそれでいいかと思ったところで、呼び鈴が鳴った。

            　のろのろと歩き、玄関脇にある受話器を取る。

            「……はい」

            「あ、いた。こんばんはー」

            「染谷先輩？」

            「今って大丈夫？　部屋に入れてもらってもいいかな」

            「ちょっと待っててください。今開けます」

            　受話器を戻して玄関扉を開けると、染谷先輩がにこっと微笑んだ。

            「こんばんは、周防君。夕御飯て食べちゃった？」

            「いえ」

            　答えながら、染谷先輩が手にした鍋から香る、スパイスの匂いに食欲が刺激される。

            　俺の視線に気づいて、先輩はひょいと鍋を持ち上げた。

            「カレー作ったんだー。一緒に食べようよ」

            「いいんですか？」

            「うん。ていうか、カレーはついでかな。ちょっと訊きたいことがあって」

            「俺に？」

            　声音に寂しさが混じった気がして思わず問い返したが、返事は鍋だった。慌てて受け取り、先にリビングに向かった先輩を追う。

            「ソファにどうぞ」

            　先輩の脇を抜けて、ミニキッチンのコンロ台に鍋を置いた。振り返ると、染谷先輩はくんと部屋の匂いを嗅ぐ仕草をしている。

            「……先輩？」

            「なんか、甘い匂いがする」

            「あ、ああ。チーズケーキ作ってたんです」

            「えっ、本当？　僕大好き。レア？　　ベイクド？　それともスフレ？」

            「え、あ……レアです。レアチーズケーキ」

            　答えると、先輩は「やった」と小さく呟きながら俺の部屋の前に立った。意図はわかっていたので、先輩が問う前に俺から声を掛ける。

            「いいですよ。遊んでやってください」

            「うん。ありがと」

            　嬉々として俺の部屋に入り、ちょっとした物音の後で、先輩はばたつくシチューを両手で掴んで戻ってきた。

            「んー、あいかわらず長いねぇ。かわいい」

            　頬ずりされても、嫌がると言うよりは早く走り回らせろと必死だ。

            「わっ」

            　持ち替えようとした隙にするりと抜けて、ものすごい勢いでテレビの裏に消えた。

            「逃げられちゃった」

            「ちょっと暴れれば、疲れて自分から寄ってきますよ」

            「そう？」

            　かしかし走り回っては匂いを嗅ぎまくっているフェレットを名残惜しそうに見つめてから、染谷先輩はソファに腰掛けた。

            「珈琲でいいですか？」

            「うん。ありがとう」

            　用意したマグカップを渡すと、ふーっと湯気を散らしてから、一口飲む。

            　仕草がいちいち可愛らしいのは、彼が小柄だからなのか、穏やかな気性が滲み出ているからなのか──。

            　そこまで考えて、慌てて首を振った。

            （いかん。か弱そうな男を見ると、無意識に心配するようになってきた気がする）

            　慣れって怖い。

            「座らないの？」

            「あ、すみません……っと、米炊かないと」

            「あ、そっか。そうだね、あまり自炊とかしないと、常にご飯があったりはしないよね。冷凍してるの、持ってくればよかったな」

            「問題ないですよ。炊けるのを待つくらいが、夕飯には丁度いいですし」

            　無洗米を水と一緒に炊飯器に突っ込んで、スイッチを押す。単音の短いメロディを背後に、先輩の向かいにあるソファに腰掛けた。

            「それで、俺に訊きたいことってなんですか？」

            　自分の珈琲を啜りながら訪ねると、染谷先輩は零れていたらしいビスケットの欠片に夢中のシチューから視線を外した。

            「君に訊くのは、筋違いだと思うんだけど……。何か知ってて訊けそうなのって、周防君しかいなくて」

            「俺で答えられることなら、なんでも訊いてください」

            「うん。あのね。氷室君のことなんだけど──」

            「氷室？　またあいつ絡みでなにかあったんですか？」

            　以前の事件を思い出して思わず眉を顰めると、染谷先輩は慌てて首を横に振った。

            「違うよ。そうじゃなくて……その、最近何かあった？」

            　どこか言いあぐねるように訪ねられても、すぐには意図が読めなくて戸惑うと、先輩は少し俯いた。

            「なんだか、最近かなりピリピリしてる気がするんだよね。元からそんなに気安い雰囲気のある子じゃないけど、最近は特に近寄りがたいっていうか、近寄らせてくれない感じ」

            「そうなんですか？」

            　俺の知る氷室という男は軽く馬鹿っぽいので、気安くないという先輩の言葉自体に凄まじい違和感があったが、真面目な時の氷室は確かに冷静だ。

            　夏休みの事件のとき、激高した俺を止めたのも、氷室だった。

            　あの時のことは怒りのせいで記憶が曖昧だが、生徒会役員として動いた獅子尾と氷室は毅然としていて、少し見直した覚えはある。

            「そっか。僕と周防君とじゃ、氷室君は態度が違うのかもね」

            　急にしゅんと萎れられて、染谷先輩は氷室のことが好きだということを思い出した。

            「いや、あれはどっちかというと、俺に気を遣ってないというか、自分のことしか考えてないっていうか」

            「……それって、素の氷室君ってことじゃないの」

            「うっ!?」

            　どうしろと言うんだ。俺にどうしろと!?

            　こういう話は苦手だ。恋だ愛だと騒ぐタイプじゃないし、そういう話を他人としたこともない。

            「せん……先輩。俺、そういう話で気の利いたこと言えませんよ」

            　氷室が冗談だろうが本気だろうが、俺に気があると公言しているのは事実だし、それを知らない染谷先輩じゃないだろう。

            　というか、それを確かめにきたんだろうか？

            「先輩。俺、男に興味ありませんよ？」

            「え？」

            　暗に氷室なんか好きでも何でもないと言ったつもりだったが、取りようによっては差別的な言葉だった。

            「あ、別に、同性愛を否定したわけじゃなくて。なんていうか、俺が氷室を好きじゃないってことを、その」

            　説明しているうちに何が言いたいのかわからなくなって口籠もると、染谷先輩はくすりと笑った。

            「大丈夫。周防君が僕を差別してないことくらい、わかるよ。とっても優しいし」

            「そ、そうですか？」

            「うん。嫌悪する子は、目すら合わさないし」

            「そう、なんですか？」

            「ああ、そっか。考えてみれば、周防君のまわりって、良くも悪くも個性的な生徒が集まってるもんね。だからあまり目につかないのかもしれないけど、生徒の中には、ゲイやバイを蔑視してる子は多いよ」

            　言われて初めて、冷静に考えてみる。

            　生徒会役員や白薔薇の知り合いが多い俺は、確かに偏見を持ちにくい位置にいるんだろう。存在が派手なぶん、大半を占めているような錯覚をしていたが、実は学園の中でもごく少数であることに気づかされる。

            　気づいたところで、その渦中にいるのだから意味はないが。

            「そう考えると、周防君って、なんだかんだですんなり受け入れたよね」

            「は？　え、いや。受け入れてないですよ。ないです。俺は女の子が好きです」

            　あんまりな言葉に俺が慌てて否定すると、染谷先輩はなぜか声をたてて笑った。

            「そうじゃなくて。氷室君とか獅子尾君が、君を好きだと言っても──」

            　俺がものすごく嫌な顔をすると、先輩は言葉を止めて肩を竦めた。

            「ふふ。嫌そうだねぇ」

            「嫌です。さっきも言いましたけど、受け入れてないです」

            「だからね、僕が言いたいのは……んーと、たとえば、僕が君を好きだって告白したら、周防君はどうする？」

            　少しはにかむように、喩えたことにすら照れたらしく、先輩は微かに頬を染める。容姿が愛らしいだけに、非常にぐっとくるものがあるんですが！

            「先輩可愛いんで、ぐらっとしますけど……困ります。今もちょっとドキっとしました」

            　正直に言うと、先輩は何度か瞬きしてからくしゃりと笑った。

            「ね、受け入れてくれてる」

            　いや、よくわかんないんですが。

            　俺が首を傾げると、先輩はまた笑った。

            「いいよ、もう。自覚がないところが、いいのかもしれない。意識して差別しないようにしてくれる人も沢山いるけど、無意識に受け入れられてるほうが、なんだか嬉しいしね」

            「……はぁ」

            　わかったような、わからないような。

            　とりあえず、曖昧に頷く。

            「そういう意味では、氷室君もそうなんだけどね。彼の場合は、来るモノ拒まずだっただけだろうけど」

            「ええ？　まさか！　あいつは来るモノ拒まずって感じじゃないですよ」

            　絶対、好みのタイプにしか手を出してない。

            「そうかな……。ある程度容姿が整ってれば、いいんじゃないかな」

            「いやいや。あいつ選んでますって。こう、ほわっとした感じの美人系？」

            　じゃなきゃ、宮崎にだって手を出してたはずだ。

            「……根拠は？」

            　問いの声がふいに低くなった気がして先輩を見ると、意外なほど真剣な眼差しがそこにあった。

            「根拠って……見たままですけど」

            「見……？」

            「先輩、ここって、少し前まで氷室の部屋でもあったんですよ。覚えてるでしょ？」

            「……あ」

            　すっかり忘れていたのか、先輩はぱっと頬を赤くした。

            「そ、それは忘れて欲しいって言うか……。そっか、もしかして、別の子とのも……？」

            「一度だけ。なかなかの最低ぶりでしたよ。先輩はヤってからさっさと帰れって言われたことあります？」

            「な、ないけど……」

            「なら、選ばれてると言えるんじゃないですかね。というか、本気で好きなら頑張りましょう。俺のために！」

            　がしっと手を握って強く言うと、先輩はきょとんとしてから、苦笑した。

            「君のためなんだ？」

            「そうです。氷室に対して、先輩はもったいないの極みなので。これは俺のため……と言わざるを得ません」

            「あはは。なにそれ」

            「いや、冗談でもなんでもなく。というか先輩。氷室のどこが好きなんですか？」

            　なんとなく疑問だったことを問うと、先輩はものの見事に、恋する顔で目を伏せた。

            「去年の春先にね、ちょっと内部抗そ……家の事情でトラブルがあって、学園までの山道で、騒ぎを起こしちゃったんだ。そのときに初めて会って……なんていうか、一目惚れっていうのかなぁ。氷室君って、僕が『こうなりたい！』って思ってた、理想だったんだよ」

            　格好いいよね。と同意を求められても困る。

            　確かに氷室は男らしいと表現するに値する体躯と顔つきをしているが、頷くのは癪に障る。

            　それよりも先輩、さっき内部抗争って言いかけませんでしたか？　ごく普通の家庭では決して使わない単語ですが──いや、裕福な家庭ではあるのか？

            　一族で経営してる、会社のごたごたとか？

            　それか……いや、やめておこう。

            　これ以上考えるのも、例を挙げるのも危険だ。言い直した先輩の気持ちを汲むのが、賢明だろう。

            「もともと、自分自身の容姿にはコンプレックスがあったから、男らしい人に憧れはあったんだけどね。なんでか彼相手だと、恋になっちゃった。変だよね、なんでだろう」

            　ありていに言えば、それが恋ってもんなんだろう。

            　けれどそれは、染谷先輩だってわかっているだろうから、あえて口にはしなかった。

            「あーあ。卒業したら、もう逢えないのかぁ」

            「え？　でもそれはほら、頑張れば……」

            「どうかな。でも、万が一、奇跡が起きて、恋人になれたとしても、結局落ち着かない気がする」

            「浮気で？」

            「ううん。氷室君って、決めたらちゃんと誠実な気がするし」

            　それは、俺もなんとなくわかる。不本意だが。

            「ね、氷室君がピリピリしてるのってさ、獅子尾君絡み？」

            　ふいに話を振られて、そういえば話が随分脱線していたことに気づく。そして獅子尾の名前が出たことで、先輩が語った氷室の態度にも思い当たることがあった。

            「先輩、氷室が先輩のこと近寄らせないの、別に嫌いになったとかじゃないですよ」

            「……やっぱ、何か知ってるんだ？」

            　じっと強い視線を向けられて、少し戸惑う。

            「少しだけ。氷室は先輩のこと、心配したんだと思います。近寄らせないのは、巻き込みたくないからですよ」

            「君は巻き込んだのに？」

            　突き刺さるような声音には、嫉妬も混じっている気がする。

            　なんとも複雑な気分だが、絡む感情が色恋なだけに、下手なはぐらかしは却って猜疑心を煽るだけだろう。

            「巻き込んだって言うか、巻き込まれたって言うか。実を言うと、俺もちょっと絡んでる一件なんです」

            「周防君が……？」

            　その反応で、染谷先輩は氷室と獅子尾がどういう男なのか知っているんだとわかった。

            　ならば、余計な言葉は必要ないかもしれない。

            「そういうわけなんで、奴とはちょっと距離置いててください。俺からも、お願いします」

            「危ないんだ？」

            「危ないですね。卑怯と姑息を足して、さらに狡猾で掛けたような野郎なんで。相手が大事にしているものを奪って引き裂いて、挑発の材料にする」

            「そっか……だからか」

            　先輩の口から零れた言葉には、安堵というよりは思案が滲んでいた。そのまま小さく溜め息を吐くと、皮肉げに唇の端を上げる。

            　そのらしくない仕草に、内心で驚いた。

            「さっきさ、恋人になれても落ち着かない気がするって言ったでしょ？」

            「え、あ、はい」

            「それってさ、彼の、こういうところを思っての言葉なわけ」

            「こういう？」

            「獅子尾君が一番なとこ！　結局、僕を遠ざけるのも、ピリピリしてるのも、獅子尾君を心配してるからだよ。獅子尾君って短気だし、挑発の内容によっては、一人でも突っ走るタイプだろうしね！」

            「せ、先輩？」

            「ずるい……獅子尾君はずるいよ。彼が前しか見ないから、氷室君は目を離せないんだ。色恋じゃないのがわかるから、余計にずるい。だからこそ、恋人ができても奥さんが出来ても、氷室君の中では、いつまでも獅子尾君が一番大事なんだ」

            　悔しそうな言葉は的を射ている気がして、俺はあえて返事をしなかった。

            　その沈黙が興奮を気づかせたらしく、染谷先輩は僅かに頬を引き攣らせてから、顔を覆うように撫でた。

            「わからなくはないんだけどね。色恋とは違う、大事な存在って確かにいるし……それに命を賭けられちゃう人も、いるし」

            　怒りから来る興奮が消えた先輩の言葉は、妙に現実感を伴っていて、重みを感じる。

            「氷室君のさ、お腹の……ここ。縫い傷があるの。知ってる？」

            　自分の脇腹を指差しつつ問われて、俺は曖昧に頷いた。

            「え、あ……まぁ。傷を直接見たことはないですけど、話だけなら」

            　獅子尾を庇って、滝沢に刺された傷だろう。

            「前にそれとなく訊いたら、刺されたんだって笑ってた。笑いごとじゃないよ。刺されたんだよ？　……やっぱり獅子尾君を庇ったのかな。氷室君の身体にある傷で深いの、あれだけなんだよね」

            　声も表情も真剣だけど、言ってることが生々しいと思うのは、俺がいやらしいんだろうか？

            　いや、そんなこと考えて気を散らしてるのは、状況的に失礼な気がする。

            　染谷先輩は真剣だ。相手が男で、氷室でも。

            「誰かが傷つくくらいなら自分が、って気持ち、怖いよね。怖い。なんであんなにためらいなく、盾になれるんだろう」

            「先輩？」

            　思考が別の所に飛んだ気がして思わず呼ぶと、染谷先輩ははっと顔を上げた。

            「あ、えーと、ごめん。なんでもないよ」

            　散策に飽きたのか、かしかしと近寄ってきたシチューを掴まえて、染谷先輩は微笑んだ。

            「卒業も近いし、いろいろ考えることもあってね」

            「……ちゃんと告白とか、しないんですか？」

            「そんなの、一番最初にしたよ」

            　ごもっとも。だからこそ、今の関係があるんだろうし。

            「でも、そうだね。自分の気持ちに区切りをつけるために、卒業までにもう一度、想いは伝えておこうかな。僕は僕を一番にしてくれる人がいいから、氷室君のことは、高校時代の思い出にするよ」

            　ね、とシチューと鼻先をくっつけあう。

            　シチューに染谷先輩の言葉が理解できるわけがないが、珍しく大人しく抱えられていた。

            　そのあと先輩は、いつもより少し饒舌に他愛ない話をし、一緒に夕飯を食べてから自分の部屋に戻っていった。

            　帰り際、玄関口で一度振り返り、獅子尾絡みの件で何かあったらダメ元でいいから相談して欲しいと言われた。

            　役に立てるかもしれない、と。

            　それなら氷室に言ってやればいいのにと言ったら、先輩は今まで見たことのないような婀娜っぽい顔で微笑んで、どこか思わせぶりに小首を傾げた。

            　まさに、小悪魔の微笑だ。

            　染谷先輩は、俺が思っているよりもずっと、逞しい人なのかもしれない。

            


            

        
        
            　　　毒を食らわば── 

            

            　青く迫るようだった空も徐々に遠くなり、薄まりつつある夏の気配に吹く風も、たまに肌寒いと感じるようになった。

            　それでも、昼間の陽射しはまだまだ強い。

            　九月も終わろうという時期に漂う日焼け止めの匂いは、残暑に縋りつく若者の悪あがきのよ──

            「ちょっと！　聞いてる!?　なに、遠い目して物思いに耽ってんのさ！　アンニュイな空気作ったところで、誤魔化されないからね!?」

            　どん、と姫宮に肘でどつかれて、肋骨に響いた痛みに呻く。おおげさによろめいて脇腹を押さえた俺に、冷たい視線が突き刺さった。

            「そんなに睨まなくても」

            「睨むよ！　なんで急にやる気無くしたわけ？　あきらかに第二セットから手ぇ抜いたよね!?」

            　憤慨する姫宮の手にはテニスラケットが握られている。

            　そう、今日は体育祭だ。

            　溢れる若さをぶつけ合い、技と精神と力を競い合う、青春そのものな一日だ。

            　お坊ちゃま達は、そういうのは怠いと遊び半分でやるかと思いきや、意外なほど真摯な空気が第一試合から漂っていて驚いた。

            　生徒会役員の視察も原因の一つだろうが、もう一つ。すっかり忘れていたが、黒獅子の称号もこの体育祭にかかっていたのだ。

            　白薔薇同様、その称号は生徒にとって価値のあるものらしく、容姿の美醜も白薔薇よりは重要視されないことから、狙う者が多いらしい。

            　だからといって俺には関係ないし、目標は最初から一回戦突破だ。

            　それをクリアしたにもかかわらず、姫宮が不満を口にしているのはつまり、二回戦も順調にいけば勝てたかもしれないからだろう。

            「せっかく生徒会も見に来てたのに……って、もしかして、だから？　だから手ぇ抜いたわけ!?」

            　はっとしたようにラケットから俺に視線を変えて、信じられないとでもいうような目で俺を見る。

            　まさにその通りだったので肩を竦めてやると、姫宮は盛大に溜め息を吐いた。

            「馬鹿じゃないの？　気に入られてるのにっ」

            「俺は嬉しくないって、何度言ったらわかるんだよ」

            「なんで嬉しくないわけ？　そりゃ、どっちかっていうと不純な雰囲気があるけどさぁ。それだけ周防が魅力的ってことじゃん」

            「男に好かれてどうすんだよ。あいつらヤることしか頭にねぇんだぞ」

            「そんなことないって。それがわかりやすく表面に出てるだけで、本当にそれだけだったら、あんなにしつこく周防に絡んでないと思う」

            　性欲が最もわかりやすく表面化してる時点で、いろいろありえねぇよ。

            　人としてそこに突っ込まずに、どこに突っ込めっていうんですか、姫宮さん。

            　さらっと流してる場合じゃないだろ！

            「ほんっとに、お前らは生徒会の肩を持つな」

            「そりゃ持つよ。生徒に信頼されないで、生徒会役員になれるわけないじゃん」

            　ごもっともな意見を言われて言い返せなかったが、突っ込みどころも満載なだけに非常に悔しい。股間押さえて蹲るあいつらの姿を、こいつに見せてやりたい。

            「仲良くしてもらえたら、卒業してからだって色々有利なのに。もったいない」

            　ぶちぶちと文句を言われたところで、俺には本当になんのメリットもない。

            「だから、あいつらと仲良くしたところで、俺にはなんの得もないって前に言ったろ。ん？　言ってないか？」

            「なにを？」

            「俺、知り合いに押し込まれただけで、これといって金持ちでも良い家柄の出でもねぇんだよ。だから、コネ作ったところで無意味」

            「えぇー、でも、就職とかさぁ。優良企業に就職できたりとか」

            「興味ない。俺の目下の目標は、卒業だ！」

            「だからって、先のことを考えない理由にはならないと思うけどなぁ」

            　というかお前、あいつらの人柄にいつか俺が好感を持って、純粋に友人になるかもしれない、という選択肢はないのか？

            　ある意味、野心に長けた姫宮らしい、清々しいほどに損得重視の意見だが、俺は目先のことで手一杯だ。

            　目先のことに全力を注ぐことしか考えられないし、考えたくない。

            「そこはもう、個人の自由だろ。ほら、道場行くぞ。加狩を応援するんだろ？」

            「あ、うん！」

            　加狩の名前を出すと、不満たっぷりだった表情がぱっと明るくなる。

            　俺の将来への心配は、加狩の試合には劣るらしい。

            　足取りも軽く小走りしだした背を眺めつつ、俺は盛大に溜め息を吐いた。

            　

            　

            　体育祭も終わり、学園祭の準備が本格化して数日。

            　与えられた仕事を言われるままにこなすだけの日々は、俺にとってこの上なく平和だ。

            （加狩も無事に黒獅子の称号をゲットして、姫宮の機嫌もいいし）

            　鼻歌でも歌いたい気分で、鞄を掴む。姫宮はさっき加狩が回収していったので、俺もあとは日誌を雨宮に投げつけて帰るだけだ。

            「いた、周防！　待って！」

            　名前を呼ばれて振り返ると、クラスメイトが手を振りながら駆け寄ってきた。教室を出ようとしていた身体を引き留めるように、肩に手を置かれる。

            「帰るの待った。これ、これだけ持ってってくれ」

            「ん？」

            　渡されたのは紙の束で、一枚一枚に様々な衣装を着た人間が描かれている。

            「なんだこれ？」

            「なにって、衣装のデザイン画だよ。白兎、アリス、ハートの女王にチェシャ猫……。キャラクターごとに数パターンに絞ってあるから、それぞれで一番いいと思ったものにチェック入れておいてくれないか？」

            「チェック？　希望をとってるのか」

            「そう。着る人間の意見もいれないとってことで」

            　渡されたデザイン案とやらをぱらぱらと見ながら、ようやく目の前の男が学園祭実行委員の一人だと言うことを思いだした。

            　名前はえーと、……すまん、後で思い出す。

            「わかったけど、俺はどのキャラになったんだ？」

            「まだ不明だよ。姫宮の女王様以外は、衣装が決まってから、それが似合う奴にしようってことになったんだ」

            「ふうん」

            　パラ見するだけでもファンタジックな衣装の数々にうんざりするが、それでも奇抜すぎるものはない。

            　力の入り具合が高校の学園祭の域を脱しているのはともかく、あくまで若い女性をターゲットにしていることがわかったので、俺は大人しく鞄に紙をしまい込んだ。

            「いつまで？」

            「急ぎで悪いけど、明日の朝、俺か村田むらたに渡してくれ」

            「了解」

            　軽く頷くと、基山きやま──あ、名前出てきた。基山だ基山。

            　基山は「よろしく」と俺の肩を叩いてから、教室の隅に集まっている連中の輪に混ざった。体育祭の熱もさめやらぬままに、空気は既に学園祭一色だ。

            　職員室に寄ってから寮部屋に戻ると、奥山先輩の靴があった。学園祭の準備もあり、夕食前に部屋で会うのは久しぶりだ。

            （どうしたんだろ、具合でも悪いのか──？）

            　心配になって急いで玄関を上がったが、危惧はリビングに踏み入れたことで消えた。

            　明るい話し声が、彼の体調を物語っていたからだ。

            「先輩？」

            　他に靴が無かったので、誰と話しているのかと疑問を抱いたが、手にある携帯電話に気づいて納得する。

            　先輩は俺の声に驚いて振り返り、瞠目した。会話に夢中で、玄関扉の開閉音など耳に入っていなかったらしい。

            「あ、同室の子が来ちゃった。またかけ直す──」

            「待って、切らなくていいですから！　俺、食堂に行く前に寄っただけなんで」

            　今にも通話を切ってしまいそうだったので、有無を言わせぬ早口で告げる。鞄を自室に放り込み、そのまま玄関にとって返した。

            「あ、周防君!?」

            「ごゆっくり！」

            　興奮気味に弾む声がとても明るかったので、邪魔をしたくない。少しでも長く、会話を楽しんでほしかった。

            （ちょうど寮生活の寂しさと息苦しさを、感じ始める頃だもんな）

            　積もる話もあるだろうし、少し時間を潰してから部屋に戻ろうと決めて、俺は食堂に向かった。

            　まだ夕飯には早い時間だったからか、食堂に人はまばらで、俺は隅のテーブル席でオムライスをつついていた。

            　滅多に食べたくならないが、一度食べたいと思うとどうにも我慢できない食べ物の一つだ。

            　きのこたっぷりのデミグラスソースは美味いが、俺はケチャップの安っぽい味のほうが好きだ。

            　食後はどこで時間を潰そうかと考えながら黙々と食べていると、真横の椅子がガタリと引かれる。

            　驚いて顔を上げると、相良が何食わぬ顔で座った。

            　人がひっそりと隅に座ってんのに、あんたが来たらど真ん中のテーブルの上に立ってるようなもんだろうが！

            「隣に座るなよ。悪目立ちすんじゃねーか」

            「お前を捕まえるのに、ここが一番目立たないんだが？それともＨＲか寮部屋の前で待っていて欲しいか？　俺は構わないが」

            　しれっと告げやがって！　嫌に決まってんだろッ。

            「ここでいいデス。それで、なんだよ」

            　トレイを持っていないので、俺に用があって寄っただけなのだろう。さっさと話せと促すと、相良は懐からメモ帳とペンを取り出した。

            「携帯電話の番号と、メールアドレスを書いてくれ」

            「あ？」

            「訊くのを忘れていた。知らないと不便だろう」

            　トレイをすっと脇に押しやられて、メモ帳を置かれる。

            「なんでわざわざ手書きなんだよ。赤外線でいいだろ」

            「公衆の面前で、俺と番号交換をしているとアピールしたいなら構わないが」

            「………………」

            　ポケットから携帯を取り出しかけていた手が止まる。

            　なんでしょうかね、このイラッと感。

            　俺が浅慮だったのは認めますよ、ええ。

            　相良様のお気遣いを察せぬ愚か者ですよ、ええ。

            「いちいち嫌味っぽく言うなよッ」

            　ペンを奪って、番号とメールアドレスをメモ用紙に書き殴る。

            「──ほら、用が済んだならさっさと帰れ」

            　ペンとメモ用紙を押し返すと、相良はそれを仕舞ってさっさと立ち上がった。他の連中と違って、無意味に居座らないところだけは好感が持てるな。

            「食事を邪魔して悪かったな。ああ、そうだ。当日は裏門で待っていてくれ。時刻は午前九時だ。服装は制服で構わない」

            　なんの話だ、と相良の背に問いそうになって、俺はようやく屋上でさせられた約束を思い出した。

            （うああ……今週の日曜かぁあああ！）

            　思わず机に突っ伏したくなったが、オムライスが半分残っていたのでかろうじて堪える。

            　ソースに侵されていない黄色い絨毯が目に眩しくて、涙が出そうだ。

            　

            　

            　嫌々迎えた日曜日であるところの、午前九時。

            　約束通り裏門に現れた迎えの車で相良と俺が向かった先は、どうやら相良の自宅ではなかったらしい。

            　途中で道が違うことに気がついた相良が運転手に尋ねると、三間坂みまさか様の邸宅でお嬢様の誕生日パーティがうんたらかんたら──。

            　驚いた相良が母親に携帯で連絡をとると、「だって本当のこと言ったら銀路さんいらっしゃらないじゃない」だそうだ。

            　銀路さん！

            　銀路さん！

            　母親が息子をさん付けで呼んでるの、初めて聞いたんですけど！

            　とか無駄にテンション上げていたら、相良に睨まれた。

            　他人事ですがなにか？

            　相良の眉間の皺が三本に増えたところで辿り着いた三間坂邸は、ひっろいお庭のある緑豊かなお屋敷だった。

            　朗らかな秋晴れに恵まれて、白いテーブルクロスが眩しい。

            　庭園を利用した会場には招かれた人々が溢れ、談笑したり用意された料理を食べたりしていた。

            　その中に、俺がいるわけだ。

            （なんで俺がこんな所にいるのか、教えておくれ？）

            　なんて、テーブルの上に飾られているお花に向かって問いかけてみる。

            「周防」

            　呼ばれたことで、現実逃避から引き離される。

            　聞こえないふりをしようか迷ったところで「嵐！」と名を呼ばれ、違和感に思い切り振り返ってしまった。

            　さっさと来いといわんばかりの相良の顔が、隣にいる母親には見えないところが、計算されている感じだ。

            　聞き慣れぬ下の名で呼ぶとは、卑怯な──。

            　と、恨めしく思いつつも、ここまで来ておいて今更な抵抗は双方にとって損にしかならない。俺は嘆息してから腹をくくると、二人に近づいた。

            　第一印象は重要なので、所作に気をつけて歩み寄る。

            「すみません、相良先輩。賑やかなので、すぐに気づけませんでした。──お呼びになったということは、こちらの淑女を僕に紹介してくださると期待してもいいのでしょうか」

            　いっそ態とらしいほどの笑顔は、相良に向ける。

            　あからさまな俺の言動に相良は一瞬頬を引き攣らせたが、すぐにいつものすまし顔に戻った。

            「彼がさっき話した、俺の後輩です。周防、母だ」

            「お母様でしたか。初めまして、周防嵐です。相良先輩には、いつもお世話になっています」

            　ぺこりと頭を下げると、相良の母親は口元に品の良い笑顔を浮かべた。

            「初めまして、周防さん。わたくしは雪子せつこ。ごめんなさいね、家に遊びに来て下さるはずだったのに──。私がうっかり伝えそびれていたばかりに、申し訳ないことをしたわ」

            「いいえ。代わりに素敵なパーティにご一緒させて頂けたので、むしろ幸運だったと思っています」

            「そう？　それなら良かったわ。今日の主役のお嬢様は、銀路さんとお歳が近いの。同年代の方々も沢山参加していらっしゃるから、そう固くならずに、銀路さんと一緒に楽しんでくださいね」

            「はい」

            　可能な限り、年配の女性に受けそうな、爽やかさを意識した微笑をすると合格点だったらしく、上機嫌で雪子さんは去っていった。

            　着物姿が艶やかな、かなりの美人だ。見た目も、とても高校生の息子がいるとは思えないほど若々しい。

            「今のがお母様ですか、銀路さん」

            　人混みに紛れていく背を眺めながらわざとらしく呟くと、「その呼び方はやめろ」と重い溜め息をつかれる。

            　お前が先に、俺を名前で呼び捨てにしたんだぞ！

            「しっかし、えらい美人だったな」

            「あの美貌で父親を射止めたらしいからな。大学生の頃は、四年連続でミスキャンパスだ。もともと良家のお嬢様なだけあって、気位だけはおそろしく高いぞ。着物姿で楚々としているからといって、性格まで大人しいとは限らない」

            　ですよねー。

            　本当に奥ゆかしい人は、息子を騙してパーティに来させたり、故意であることがバレバレなのに堂々と「うっかり」なんて言葉を使ったりしませんよねー。

            「つか、どうすんだよ」

            　予定では、自宅で両親に俺を恋人だと紹介して、説得する手はずだったのだ。

            　さすがに、ここでそれを実行するのは無謀だろう。

            「パーティも夕方には終わるだろうから、夕飯は家で食べられる。話はそのときにしよう」

            「了解」

            　なら時間まで、好き勝手飲み食いでもしていよう、なんて考えが甘いと思い知らされたのは、わりとすぐだった。 まあ、来るわ来るわ。年頃の女どもが！

            　主役が女だったのもあり、その友人枠で女子高生率が高かったのだが、その娘をつれた父親か母親が「あら相良さんのところの──」とか「銀路君じゃないか。大きくなったな！　あっはっは」と現れては、「実はうちの娘が君と同じくらいの年頃でな──」と定型文でもあるのかと思うほど、同じような会話をしていく。

            　他にも若い男はいるのに集中してくるあたり、相良銀路という男は、かなりの優良物件なのだろう。

            　見目がいいのも手伝って、積極的な子ならば単身で挑んでくる猛者もいた。

            「お久しぶりです、銀路さん。園宮そのみや様の夜会でお会いしたのですが、覚えていらっしゃいますか？」

            「もちろんです、梶本かじもとさん。桜色のワンピースが素敵でした。今日のドレスもよくお似合いです」

            「あ、ありがとう」

            　なにがすげえって、声をかけてきた一人一人にこれをやる相良だ。女の名前だけじゃなく、格好まで覚えてるとか、どんだけ記憶力いいんだよ。

            「あの、よろしければ向こうで少し──」

            　お話ししませんか、と頬を赤らめて必死なのは可愛いが、俺は後ろのテーブルにあるチーズケーキが食べたい。

            　自分で作って以来、ちょっとしたブームなのだ。

            　しかし相良が同伴者である俺を気にする視線を向けてきたので、俺は仕方なく冷笑してやった。

            　彼女の二分前に挑んできた女には「相良は俺のものだ」をテーマに、嫉妬を全面にだして睨みつけたので、今回は「お前なんか相良は相手にしねーよ」をテーマにしてみた。

            　顔からつま先まで視線を滑らせてから、失笑気味に見下すのがポイントだ。

            「──ッ、あ、えと、いけない、友人を待たせていたんだわ。私ったら……失礼します」

            　効果は覿面てきめんだったらしく、女は俺から視線を逸らしてそそくさと去っていった。

            「よし、七戦七勝」

            　勝利の褒美として、一口サイズにカットされたチーズケーキをひょいと頬張る。

            「んまい、濃厚～」

            「皿に取ってから食え。行儀が悪いぞ」

            「誰も見てねえよ」

            　手についたビスケットのカスをぺろっと舐めると、相良は諦めたように嘆息した。

            「ところで、さっきからなにをぶつぶつ言っていた？」

            「は？」

            「さっきも言っただろう。七戦七勝だとかなんとか」

            「ああ。お前があんまり女のあしらいが下手だから、しつこそうなのだけ俺が勝負を挑んでた」

            「勝負？　なんだそれは」

            　眉間に皺を寄せた相良の眼前で、チッチッと指を振る。

            「もう少し、適当にあしらえって言ってんだよ。名前か髪型か服装か──覚えてると伝えるのは、一個でいいだろ？　顔を覚えてるってだけでも、十分なくらいだ」

            「だが、それじゃあ失礼だろう」

            「ばっか、それくらいでいいんだよ。好いた女じゃあるまいし、そんな細かく覚えてるなんて伝えたら、気があると思われるだけだぞ」

            「……そういうものか？」

            「そういうもんだ。俺らくらいの歳の男は、無神経なくらいがちょうどいいんだよ。わかったか？」

            「しかし」

            　ここまで言っても、女性に対して無礼ではと思い悩むところが相良なんだろうが、自分の首を絞めるだけだ。

            「今まで会話してきた女全員に、『パパ！　私、相良さんと結婚したいわ。なんとかして！』と言われたいのか。縁談話がわんさか来て、母親は大喜びしそうだな」

            「周防、笑えないぞ」

            「笑えないから、警告してやってんだろうが。俺が想像してたよりも、お前は良い物件みたいだしな。独身を貫く気なら、結婚にはまったく興味が有りません。女への気遣いもありませんって態度とっとけ」

            　口に出してから、こいつは本当の意味で女に興味がないんだということを思い出して、納得がいった。

            「なるほど、うしろめたいのか」

            「なに……？」

            「他とは違うということに対してある種開き直るってのは、よほど強い心を持っていないとどんなに年月をかけたところで難しいもんだろ？　あんたは真面目だから色々と合理的にまとめて、一応は納得したつもりになってるんだろうが、無意識下ではまだまだストレスになってんだよ。たらしでもねぇのに、女に対して必要以上に紳士なのがいい証拠だ」

            　俺の言葉に相良は思案する素振りをみせたが、すぐに眉間から皺を消した。

            　奴の視線を追えば、新たな女が近づいてくる。

            　今まで挑んできた女どもも、そこそこ綺麗どころだったが、それが霞む勢いの美女だ。雰囲気が落ち着いていて、相良より少し年上に思える。

            「ご機嫌よう、銀路くん。相変わらず男前ねぇ」

            「ありがとうございます。美里みりさん」

            　今までよりも、幾分親しげな声音に反応すると、それを見計らったように、美里さんの視線が俺を見た。

            　どこか意味深な視線に、思わず背筋を伸ばす。

            「こちらの殿方はどなた？　初めてお見かけするわね」

            「俺の後輩です。本当は、俺の家に招待するはずだったんですが──」

            　相良が語尾を濁すと、それだけで合点が行ったらしく、美里さんは控えめに苦笑した。

            　品のいい愛嬌があり、魅力的な女だと密かに感心する。

            「せっかちな親を持つと、子どもは苦労するわね」

            　その一言に、相良がはっと息を呑んだ。

            「まさか、母がなにか？」

            「何も言ってないけど、いつもより挨拶が念入りだったわ。貴方に対する心証にも、探りをいれられたし」

            「申し訳ない」

            「いいのよ。三間坂のお嬢さんとはそれほど親しいわけでもないのに、うちの母親も今日のパーティへの出席を妙に勧めてきて変だと思ってたから。きっとうちの両親もグルだわ」

            　はぁ、と気怠げに溜め息をついているあたり、美里さんもこのあと持ち上がるであろう見合い話に興味はないらしい。

            「で、どうする？　正直なところ、私は貴方となら結婚してもいいかな、と思わなくもないのよ。どうせ結婚させられるんだから、少しでも将来有望な色男がいいに決まってるもの」

            　言動はやはり気怠げだったが、打算と計算はしているらしい。穏便に見合い話を立ち消えさせられる気配があっただけに、思わぬ肩すかしを喰らった相良は目を瞬かせていた。

            　そこで黙ってどうする！

            　いや、こんなときのために、俺が選ばれたんだったか。

            「残念だが、良い男ってのはこいつでいいか丶丶丶丶丶丶丶って程度の気持ちじゃ手に入らないんだよ、お嬢様。楽しようとしないで、他をあたりな」

            　さりげなく、だが二人の間を割るように相良の前に出ると、美里さんはくるりと目を丸くしてから、ぶはっと噴き出した。

            　下品なことをしたと思ったのか、すぐに手で口元を押さえ、くくっと笑いを押し殺す。

            「ごめんなさい、騒いじゃったわ。場所を移動しましょう。目立っちゃう」

            　とか言いながらまだ笑ってるので、結局自分が一番目立っている。それでも移動すれば視線は徐々に減り、薔薇のアーチを抜けた先にあった四阿あずまやに落ち着いた。

            「銀路くん、本気なの？」

            　笑いを残しつつ、視線が俺を指す。どこか冗談じみた物言いだったが、相良は俺を一瞥し、固く頷いた。

            「本当は見合い話を断るために、彼とのことを両親に話す予定だったんです。見合い相手にされる女性を、不幸にするわけにはいきませんから」

            「相変わらず、生真面目な男ね。高校生のくせに、オッサンみたいよ」

            　会話に遊びがないことに呆れたらしく、美里さんはつまらなそうに唇を尖らせた。もしかしたら、結婚してもいいという言葉も冗談だった可能性が高い。

            　俺が出しゃばらなければ、彼女にはゲイだと明かさずに済んだかもしれないと思うと、少し申し訳なく思った。

            「大丈夫よ。誰にも言わないわ」

            　俺の表情をどう取ったのか、美里さんが眉尻を下げる。

            「もし見合い話が持ち上がったら、銀路さんにはもう将来を誓った御方がいるみたい、って仄めかしておいてあげるわ。私だって、あとあと騒ぎになって、男に婚約者を盗られたとか言われたくないし。そもそも、まだ男に縛られたくはないもの」

            　ね、と微笑み、相良の頬を細い指先で軽く叩いてから、美里さんは四阿を出て行った。柔らかな多重レースの裾が、軽やかに薔薇の奥に消える。

            　美人でいい女でしたたかだが、爛々と輝く瞳は強く、嘘をつく人ではないとわかった。

            「親しそうだったな。どういう関係だ？」

            　横目で見上げると、同じように俺に視線を向けた相良は、言葉を選ぶような仕草をした。

            「初めてお会いしたのは、二年前だ。父の知人宅の、新築祝いパーティだったと思う。俺の傍に歩いてきて、唐突に俺が持っていた皿を取った」

            　なんだそれ。

            　思ったことが顔に出たらしく、相良が苦笑した。

            「笑顔でありがとうと言って、俺が呆気にとられて立ち尽くしている横で食べ始めたんだ。どうしたものかと周囲を見渡したところで、同年代の男たちにものすごい形相で睨まれていることに気がついた」

            「あ、なるほど」

            　美里さんの意図が見えて、俺は頷いた。

            「あれだけの美人だもんな。社交の場で、男たちが放っておくわけがない。一人でぬぼーっとしてたお前に白羽の矢を立てて、盾にしたわけか」

            　相良は見るからに硬派だし、これだけ男前なら効果抜群の害虫避けだろう。

            「どうやらそうらしい。俺としても、彼女がいると他の女性が寄って来ないことに気づいて、出席が被ったときはたいてい一緒にいるようになった」

            　それが互いの母親同士を盛り上がらせたのだと、果たしてこいつは気がついているんだろうか。

            「結果としては、彼女に感謝すべきかね。互いにその気がまったくないどころか、あんたに想い人がいると知れば、親も少しは様子を見ようと思うだろ」

            「それはない。母は一度動き出すと、区切りのいいところまで突き進まないと気が済まない方だ。見守るなんて焦れったいことはしないだろう。きっと話を聞いたらすぐに、俺に相手は誰だ連れてこい、と詰め寄る」

            「……へぇ」

            　今回は挨拶しなくていいんじゃね？　という俺の遠回しの提案が、粉砕される。

            　ここまで来ておいてなんだと思う奴もいるかもしれないが、避けられるなら避けたいに決まってる。

            「だが、ひとまず見合い話は落ち着くだろう。余計な揉め事が一つ減ったことは確かだ」

            「そうだな」

            　これで相手の女が相良にベタ惚れで、何が何でも嫁になると息巻くタイプだったなら、確実に修羅場だった。

            「このまま戻るのも面倒だな。暫くここで休むか」

            　俺が四阿の囲いに寄りかかると、相良も緩く頷いた。

            「そうだな。何か飲み物はいるか？　必要なら取ってくるが」

            「俺が行くよ。あんたじゃ女に掴まって、戻ってこれなくなりそうだし」

            「そんなことは──」

            　反論の言葉を不意に切り、相良の気配が微かに固くなる。何事かと顔を上げると、相良は美里さんが去った方向を、凝然と見つめていた。

            　相良の視線の先には、同じ年頃の男が立っていた。

            　線が細く、純朴そうな雰囲気がある。

            　その男もどこか呆けたように立ち尽くしており、ぎこちない空気があたりを支配しはじめていた。

            「……葵あおい」

            　唇をほとんど動かさずに呟かれた音に、はっとする。

            　相良を見上げると、驚くほど青ざめた顔がそこにあった。初めて見る相良の姿に、俺自身も動揺して鼓動が速まる。

            （あおい……って、あの葵か？）

            　夏休みに病室で目を覚ましたとき、相良は起き抜けで寝ぼけていたらしく、見舞っていた俺を「葵」と呼んだ。

            　相手をとても愛しいと思っていることがはっきりとわかるほど、相良の声が優しかったのを思い出す。

            　しかしそれが過去のものであることは、今の相良を見ればあきらかだ。

            　いつだったか、ゲイに対して間違った偏見を持たないで欲しいと真摯に訴えていた姿が、苦しげな今の表情と重なる。

            「銀路、」

            　戸惑いながらも近づいてきた葵に対し、相良は反射のように半歩下がった。

            　指先が緩く開閉し、この場に踏み留まろうとする気持ちと、逃げたい気持ちが鬩せめぎ合っているのがわかる。

            　葛藤する指先を見つめながら、思案する。

            　単純に推測するなら、二人は恋人同士だったはずだ。　なのに相良が今、気まずさとは違う表情を見せながらも、逃げたい気持ちと戦う理由はなんだろうか。

            　未だに想いが残っていて、この再会に希望を見いだしている──ようには、とてもじゃないが見えない。

            　それよりも、もっと単純に、怯えている気がした。

            　相良は、葵が怖いのだ。

            （そうか、傷ついてる……のか）

            　葵という存在が、相良銀路という男を傷つけている。

            　存在しているだけで相手を傷つけるなんて、こいつはいったい相良になにをやらかしたんだろうか。

            　それに、相良が傷ついていることに気づいてるくせに、近づくことを止めないのはなぜなのか。

            　少し気まずそうに、けれど申し訳なさそうに相良の目の前に立った葵の表情を見たとき、吐き気がするほどの不快感に襲われた。

            　俺は知っている。

            　この表情の裏にあるものが、なんなのかを。

            　胃の底をぐらっと揺るがせた苛立ちは、相良の怯えにも反応する。相良がこの男に怯える必要も、傷つく必要もないと思った。

            「──ッ！」

            　俺の唐突な行動に、相良が瞠目して顔を向ける。

            　葵も驚いたように俺を見たのがわかったから、俺は握った手を一度ほどき、見せつけるように指を絡めてから強く握り直した。

            「周防……」

            「嵐、だろ。名前で呼んでくれるって、約束した」

            「え？」

            　動揺も露わに目を瞬かせた相良を、微笑であしらう。

            　相良のうろたえた姿が照れに見えたのか、葵は少し複雑な顔をした。

            　混じった嫉妬を見逃さずに、口端を上げてやる。

            　俺の挑発に葵は口元を強ばらせたが、すぐに取り繕って人畜無害そうな笑顔を作った。

            「綺麗な人だね、銀路。恋人？」

            「見ればわかるだろ」

            　相良に振られた会話を俺が奪い取って返すと、葵は鼻白んで言葉を詰まらせた。

            「二人で過ごしていたところに割り込んでくるなんて、ずいぶんと良い趣味じゃないか」

            「それは悪かったよ。懐かしい顔を見つけたから、声をかけたかったんだ」

            「そう思ったのは、あんただけみたいだけど？」

            「すお……嵐」

            　喧嘩腰の俺を窘めるような声音で、相良が呼ぶ。俺はわかりやすく唇を突き出して拗ねた。

            「間違ったことは言ってない」

            　不満を訴えるように、絡めた腕を強く振る。敵意を込めて葵を睨むのも忘れない。

            「初対面なのに、なんだか嫌われてるね。もしかして、銀路から何か聞いてる？」

            「何も。あんたに興味ないし」

            「ならどうして、僕に対してそんなにキツイのか、わからないんだけど」

            「顔が不快」

            　言い捨てると、葵はぽかんと俺を見つめた。

            　言葉の意味を飲み込む間を経てから、ぎゅっと眉間に皺を寄せる。

            「僕は、君の言葉が不快だよ」

            「ならとっとと失せろよ。お前のその、自分ばかりが楽になろうとしてる顔を見てると、虫酸が走る」

            「楽なんて……！　僕はただ、謝りたいと」

            　葵の言葉に、相良の手がひくりと震えた。

            　その微かな心の揺らぎに、俺の言葉が間違っていないと確信する。さらに葵を追い詰めようとした俺を、相良は手を強く握ることで阻んだ。

            「大丈夫だ、葵。今の葵に何を言われても、俺は傷つかない。お前が俺を傷つけられたのは、俺がお前に惚れていたあのときだけだ。だから、謝ってお前が楽になると言うのなら、謝るといい」

            「銀路──」

            　葵は瞠目し、何度か何かを言いかけたが、結局は唇を噛みしめるように閉じた。

            　名残惜しむような眼差しだけを残して、四阿を去っていく。その姿を充分すぎるほど見送ってから、俺は相良を見上げた。

            「よかったのか？」

            　控えめに問うと、相良は小首を傾げた。

            「どういう意味だ」

            「あいつ、俺に嫉妬してた。縒よりを戻せたかも」

            　俺の言葉に、相良は少しだけ情けない顔をした。

            　肩の力が抜けたその表情に強張りはなく、むしろどこかスッキリとしている。

            「葵のことは、過去のことだ。今なお引き摺るのは、俺の弱さにすぎん。正直、周防がいてくれて助かった。一人だったら動揺するばかりで、言葉の一つも返せなかったかもしれん」

            「それだけ好きだったってことだろ。弱いとか、強いとか、そういう問題じゃねぇと思う」

            「そう、だな。だがどうして、葵が俺の恋人だと？」

            　問いながら相良が手を持ち上げたことで、握られている俺の手も持ち上がる。

            　第三者へ見せつける目的を失った今となっては、親密に絡んだ指先は目に毒だ。離したかったが、相良はただじっと互いの手を見つめていた。

            　離すにしても、見ているところで解こうとするのはなんだか気が引ける。

            「前にあんたの部屋に行ったとき、寝ぼけて俺を押し倒しただろ？」

            　俺の言葉に相良がはっと息を呑み、気まずそうに視線を逸らした。

            「あれは……本当にすまなかった」

            「俺にしようとしてしたんなら問題だが、寝ぼけて恋人と勘違いしたんだから許すさ。巧かったしな」

            　からかうようにつけ足してやると、相良の目尻が紅くなる。こういう話題を、他人とあまりしないらしい。

            「──それがなぜ、葵が俺の恋人だったという答えに繋がるんだ」

            　羞恥を誤魔化すように早口で問い返され、俺は頭を掻いた。

            「病室で相良が目を覚ましたとき、あんた、俺とあいつを間違えて、葵って呼んだんだ」

            「な！　何も言ってなかったと言ってたじゃないか！」

            　動揺を見せた相良には悪いが、あのときは俺だって言いにくかったのだ。

            「だってあんた、すげぇ愛しげに呼ぶんだもん。見ちゃいけないもの見ちまった気になって──」

            「うぐ……そ、そうか。それは、気を遣わせたな」

            「いや」

            　羞恥とは毛色の違う気まずさを持て余して、沈黙する。

            　そこでようやく、相良は俺の手を握りっぱなしだということに気がついたらしく、うろたえながら手を離した。

            「すまない。葵に周防が恋人だと、誤認させた」

            「今更だろ。それにさっきのは、俺があいつを気に入らなかったからやったことだ。むしろ、予定外の相手に俺が恋人だと思われて迷惑なのは、あんただろ」

            　なんだかどっと疲れた気がして長椅子に腰掛けると、相良が振り返った。屋根の影で目元が翳り、口元が妙に強調されて瞳に映る。

            「そんなことは……」

            　言いかけた言葉は緩い嘆息にかき消され、相良も俺の隣に腰掛けた。

            「葵は、もともと白獅子にいたんだ」

            「え？　転校したってことか？」

            「ああ。お前と同じように高等部からの編入組で、俺と同室だった。おっとりとした男だったが、不慣れな環境に心細い思いをしているのが顔に出ていた。だから、どうにも気になって面倒を見ていたら、いつのまにか四六時中一緒にいるようになってな」

            　相良の声は淡々としていたが、遠くを眺める瞳は優しく、切ないと言うよりは苦くも甘い記憶を思い出しているようだった。

            　積極的にこういう話をしないタイプだとわかるだけに、語らずにはいられない心境なのだと漠然と感じる。

            　話すことで、心だけじゃなく頭でも気持ちが整理できるなら、それもいい。

            　生真面目な人間が、心の内側を他人にさらけ出せる機会なんて、滅多にないだろうから。

            「葵から向けられた好意は、恋慕や欲望とは無縁だったと思う。だから、俺の好意が、葵を引きずり込んだんだろう。俺の気持ちに気づいて、応えてくれようとしたんだ。本心では、違うと思いつつもな」

            「どうして、本心では違ったと思うんだ？」

            　葵の態度を見る限り、相良に惚れていなかったとは言い難い。惚れていなかったら、俺に対してあんなに悔しそうな顔は見せなかったはずだ。

            　そう思って問い返したのに、相良の口端は皮肉に歪んだ。

            「葵は親の都合で転校したんだが、俺にはそのことを一切告げずに消えた。携帯電話も、解約されていた。当然、新しい住所も──。それが答えだ」

            　声には自嘲を滲ませていたが、当時を思い出したのか、瞳には微かな失望が滲んでいた。

            


            

        
        
            　　　野良猫、想いの欠片を覗き見ること 

            

            　高く淡い空、薄くのばしたみたいに広がる雲。

            　残暑の名残も消え、秋が深まっていくにつれて、中央棟の前にある広場が大変なことになってきた。

            　建築資材を積んだトラックが次々と入っては出ていき、日焼けも眩しい職人達が、威勢の良い声を上げている。

            「……これは学園祭じゃない。テーマパークだ」

            　頬杖をついて窓の外を見下ろしていた俺が呟くと、姫宮が振り返った。

            「まーた、なにか拒否反応起こしてんの？　いい加減慣れないと、疲れない？」

            「もう疲れてるよ。どっとな」

            　衣装の仮縫いをされた後ともなれば、遠くを見ずにはいられない。

            「──俺の衣装見たか？　なんだ、あれ」

            「なにか不満なわけ？　すごく可愛かったじゃん」

            　キラキラした瞳を返されて、溜め息が出た。

            　手元にウィッグのカタログがある時点で、姫宮と俺の心は通じない。

            「……いいんだ。放って置いてくれ」

            「学園祭までもうちょっとなのに、ノリ悪いなぁ！　楽しんじゃえばいいのに」

            「悪いな。本番になればきっと開き直る。みんなの暑くるしい情熱をシラけさせるようなことはしねぇから……頼む、本番まではそっとしておいてくれ」

            　言いながらも、溜め息が漏れる。

            　顎を支えていた腕を倒して頭を落とし、俺は机に突っ伏した。

            「月曜から元気ないよねぇ、周防。日曜日に出かけてたみたいだけど、なんかあった？」

            「──別に、なにも」

            　実を言うと、相良の両親に恋人として紹介されずに済んだ。美里さんが、相良の恋人は美しく聡明だが、とても謙虚な人だ、と雪子さんに伝えてくれたからだ。

            　家に招いて婚約者扱いしようものなら、身に余ると気後れして身を引いてしまうから、二人の幸せを思うなら、相良が説得して連れてくるまで様子を見るように、と釘まで刺してくれていた。

            　それでも相手がいると知れば、気になるのが母心。

            　客人である俺そっちのけで、雪子さんは終始相良に恋人のことを問い詰めていた。

            　卒業したら連れてくる、と口を出さないでいる期限を区切ったことで雪子さんは落ち着いたが、それまでじっとしているかは非常に怪しい。

            　それでも、今すぐにという事態が過ぎたことに、相良は安堵している様子だった。

            　三年かけて覚悟を決めようとしていた告白を、急にすることになったこともあるが、なによりも俺に及ぶ影響を相当危惧していたらしく、別れ際に何度も謝られた。

            　強引に巻き込んだくせに、今更何言ってんだと思ったが、俺は相良の生真面目さを少し甘く見ていたらしい。

            　強引だったのも、なかば脅迫じみていたのも、総ては巻き込む上での俺への配慮だったのだ。

            　理不尽な状況に俺を置くことで、もしものときに言い逃れできるように──と。

            　そのことに気がついたのは、自室に戻り、ベッドに横になってからだった。

            「……はぁ」

            「またついた」

            「あ？」

            「溜め息。多いよ、ほんと」

            　机の反対側から、姫宮が同じように机に頭を置く。

            　近い距離で瞳がぶつかって、軽い眩暈を感じた。

            「学園祭が憂鬱なだけだって」

            「嘘だ。絶対、別に何かある」

            「なんでそう言い切れるんだよ」

            「だって周防、疲れてるっていうより、落ち込んでるじゃん」

            「……お前、加狩より俺のこと見てんじゃねーの？」

            　動揺を誤魔化すために意地悪く言うと、妖しいほどに綺麗な微笑を返された。

            「……すみません。烏滸おこがましい発言でした」

            　俺がすぐに謝ると、姫宮はニヤッと口端を上げた。

            「わかればよろしい。でもほんと、何かあるなら言いなよ？　話すだけでも楽になることってあるじゃん」

            「んー」

            　言葉をありがたいと思いつつも、ごろりと頭を九〇度動かして顔の向きを姫宮から机に変える。

            　好意の拒絶を、姫宮は批難したりはしなかった。

            　顔を机から上げて、ぽんと俺の後頭部を叩く。

            「周防みたいなタイプって、吐き出すの下手そうだから心配だよ」

            　その言葉は、俺じゃなくてあの生真面目男に言ってやってくれ。

            　

            　

            　学園祭が三日後に迫った日の夜、食堂から自室に戻ろうとエレベーターに乗った瞬間、背中にドンッと強い衝撃を受けた。

            　前のめりに転ばなかったのは、目の前に壁があったからに過ぎない。日々準備に追われて疲労していたのもあり、かなり油断していた。

            「王子さま捕獲～！」

            　ひゅー！　と一人で歓声を上げる物体を背中にくっつけたまま、どん引きして乗ってこない他の生徒の視界から逃れるべく扉を閉める。

            　新城先輩はすかさず俺の腰に両足を回してよじ登り、背後から手を伸ばして七階のパネルを押した。

            「いいよね？　捕まえたもんね？　捕まったら捕まえた人の言うこと聞くんだよッ」

            「そんなルールはありません。降りてください」

            「えーっ」

            　俺の制服が汚れるとか、考えてるわけ──ないですよね。そうですよね。

            　相変わらず子どもっぽい言動をする人だが、俺の首をぎゅうぎゅう絞める力は間違いなく男子高校生だ。

            　痛い痛い。

            「言うことは聞きませんが、訊きたいことはあるんですよ。お茶くらいなら付き合ってあげます」

            「えっ、本当!?」

            「本当です。だから俺から降りて、部屋に入るまでは静かにしていてください。他の連中にバレたら、俺は帰りますからね」

            　他のどの生徒会役員に見つかっても、ろくなことにならないんで！

            「わかった！」

            　先輩はぱっと俺から離れ、気難しげな顔で唇を引き結ぶ。そこまで気合いを入れないと黙れないのかと突っ込みたかったが、壁の角から先を確認しつつ、さささっと廊下を進んでいく後ろ姿に大人しく従った。

            　ドアが解錠され、中に招き入れられる。

            「紅茶淹れてくるから、リビングで待っててね！」

            　ふわふわの髪をひょこひょこ揺らして、先輩が奥に消える。恐る恐る踏み入れた部屋は、パステルカラーとぬいぐるみにあふれて──いなかった。

            「馬鹿な──ッ」

            　信じられないことに、茶と乳白色で統一され、観葉植物に彩られた癒し空間だった。

            　作られすぎず、無機質すぎず、ほどよい生活感もある。

            　中央に配置されたソファセットも優しいデザインで、品質の良さとしての高級感だけが、嫌味無く漂っていた。

            　本人の立ち居振る舞いと感性に、激しく齟齬を感じる。

            「いや、まともなんだからいいじゃないか。残念なのは、性格と作画技術だけってことなんだな」

            　いつかの煤玉──俺の似顔絵──を思い出しつつ、勝手にリビングをうろつく。

            　壁際にあった飾り棚の中には、レトロな玩具が綺麗に並べられていた。

            　サイドボードには、写真立てが幾つか。

            「お、まさかこれ相良か？」

            　殆どの写真が、年代こそ違うが相良とのツーショットだ。新城先輩はほぼ満面の笑みだが、相良は生真面目な顔か呆れ顔だった。

            　奥に父親らしき写真があり、更にその奥に、母親と並んで映った写真がひっそりと置いてあった。

            　背景が真っ白だし、綺麗に構図がとられているから、プロが撮ったものだろう。

            　新城先輩は小学生だろうか。椅子に腰掛けた母親の隣に、きりりとした表情で映っていた。

            「何してるの？」

            　声を掛けられて振り返ると、先輩がティーセットをテーブルに置いていた。

            「写真を見せて貰ってました。先輩、あんまり変わりませんね」

            「そんなことないよっ。僕は成長してるよ！」

            　どこかムッとした顔で、新城先輩が俺の隣に来る。

            「身長だって……あ、これ見た？　銀ちゃん格好いいでしょう！」

            　先輩が取り上げたのは、剣道着姿の相良の隣で、先輩がはしゃいでる一枚だった。新城先輩に違いは見えないが、相良の顔つきが今より少し幼い。

            「中学の剣道大会で優勝したときのだよ～。試合してる銀ちゃんすっごく格好いいのに、大会に出るのは中学でやめるって、出なくなっちゃったんだ」

            「へぇ」

            「銀ちゃんの写真もっと見たい？　アルバムあるよ！」

            「は？　いや別に──」

            　なんて俺の制止が耳に入る人だったなら、背後から飛びついたりとかしないんだろう。

            　新城先輩は嬉々として一度どこかに消えてから、重そうなアルバムを三冊抱えて戻ってきた。

            　テーブルに戻ったことで紅茶を思い出したらしく、注いでくれる。

            　それから二杯飲み干すまで、俺は新城先輩が語る相良銀路の半生を見聞きさせられた。

            「でー、蓮ちゃんに引っ張られて、生徒会に入ったの」

            「はぁ。そうなん──ん？　獅子尾に誘われて、生徒会に入ったんですか？」

            　聞き流そうとしたところで気になる要素を放り込まれたので聞き返すと、ぷくっと新城先輩の頬が膨らんだ。

            「誘われたっていうか、巻き込まれたんだよ、絶対」

            「絶対って……生徒会役員って投票ですよね」

            「基本はね。でも、役員の推薦でも入れるから」

            　言われて、そういえば相良が俺を生徒会に入れようとしていたことを思い出す。

            「でも相良なら、何もしなくても候補だったんじゃないんですか？」

            「当然だよ！　でも、銀ちゃんは辞退したんだ。普通に投票戦に出てたら、銀ちゃんが会長になってたよ」

            　これだけは、新城先輩の根拠のない自信を抜きに納得できたので、頷く。

            「じゃあどうして」

            　俺が重ねて問うと、新城先輩は不意に顔から表情を消し、俺から視線を逸らした。

            　沈黙の違和感を誤魔化すみたいに、紅茶を飲む。

            「……先輩？」

            「あ、そういえば僕に訊きたいことがあったんだよね？ごめんね、僕ばっかり話しちゃって」

            「え、あ……はい」

            　強引に話題を切り替えられて面食らったが、相良がどうして生徒会に入ったかなんて俺にはどうでもいいので、話したくないならそれでもいいかと思い直した。

            （ていうかよく考えたら、俺が訊こうとしてたことも、俺が気にすることじゃなかったな）

            　新城先輩に会えたときには、この人なら知っているかもしれないと話を訊きたい気持ちになったが、今こうやって改めて問われると、なんで知りたいと思ったのか自分で自分が謎だ。

            （まあ、あの場に居合わせちまったから、少し気になったってのもあるが）

            　相良と葵のことなんて、それこそ生徒会のことよりもプライベートな問題だ。それに相良自身も、こんなデリケートな問題をお喋りな新城先輩に話したり、相談したりしているとは考えにくい。

            　てか、あり得ない。

            「あっちん？　どうしたの？」

            「あっちん!?」

            　質問が無くなったことをどう誤魔化すか考えていたところで聞き捨てならない呼称で呼ばれて、思考がどっかに吹っ飛ぶ。

            　あっちんって言ったよな、この人！

            　俺の聞き間違いじゃねぇよな!?

            　俺を見て、俺を呼ぶように言ったよな!?

            「せん、ぱい……その、あっちんて……？」

            「あっちん。嵐だから、あっちん。可愛いでしょ？」

            「……いや、出来れば普通に呼んで下さい」

            「普通って？」

            「周防とか、嵐とか」

            「なんで？」

            　そんな純粋な目で俺を見られても！

            「なんといいますか、あまりあだ名とかつけられたことないんで、激しく違和感が」

            「違和感？　違和感があるだけなら、そのうち慣れるよ」

            　て、手強い！

            「じゃあせめて、あっちゃんとか」

            「いや！」

            　ちんはないだろ、ちんは、と思っての提案だったが、思いがけない強さで先輩は拒絶した。

            　新城先輩は瞠目した俺を見て、すこし気まずそうに瞳を揺らす。

            「大声出してごめんね。でも、それはもう他の人につけてたから」

            「……そうですか」

            　いつになく暗い顔で言われて、無性に気を遣う。

            　とにかく場の空気を変えようと周囲を見渡して、俺はさっき見た写真を思い出した。

            「そういえば、そっくりですよね」

            「え？」

            　先輩も空気を変えようとしてか、言葉にくいついてきたので、俺は写真立てが並んでいる棚を指差した。

            「奥に置いてあった、小学生くらいの先輩と、若い女性の写真ですよ。お母様ですか？」

            「……あ、う、うん」

            　ものすごく綺麗な人だったので、話題にすればそれこそ相良を語るのと同じ勢いで話すだろうと思ったのに、先輩の笑顔は目に見えて引き攣った。その表情を見てから、家族写真が奥に置かれていた違和感に気づく。

            「あの、俺……すみません」

            　何も知らないからこそ、何も知らないということを謝るしかなかった。

            「その、部屋に戻りますね。紅茶美味しかったです」

            　繕おうにも、先輩がどういう理由で微妙な笑みを作ったのか知る由もないので、言葉が選べない。

            　結局、場を去るという選択肢しか俺にはなかった。

            「待って、待って。ごめんね。ママに似てるって言われたの久しぶりで、ちょっとびっくりしちゃったんだ」

            　ソファから腰を上げようとしたとき、先輩が慌てて俺の膝に手を置いた。立つのを阻まれてしまったので、再びソファに腰掛ける。

            「どこが似てる？　ほんとに似てる？」

            　問い詰められて、たじろぐ。

            　確かにぱっと見れば、純粋な日本人である母親と、色彩が見事に父親譲りであろう先輩は似ているように見えないかもしれない。

            　けれど、色さえ無視すれば、顔立ちはむしろ母親に似ていると俺は思った。

            「どこって……さっきも言いましたけど、顔がそっくりですよ。目尻が少し下がってるところとか」

            　あまりに顔が近くにあったので、両手の親指でにゅっと目尻を引っ張ってやると、先輩は顔を引っ込めてから自分の手で目尻に触れた。

            「目……顔、似てる？」

            「ええ。鼻はお父様かもしれませんが、口の形もお母様にそっくりですよ」

            「そう？　そっか……そっかぁ……。本当だったんだ」

            　言葉の意味がわからずに戸惑うと、先輩は少しだけ口元を綻ばせた。

            　先ほどよりもずっと自然で、けれど寂しい笑みだ。

            「僕とママが似てるって、銀ちゃんにしか言われたことなかったよ」

            「そうですか？　よく似てるのに──ああ、でも、印象って色に引っ張られやすいから、お父様に似ているように感じる人は多いかもしれませんね」

            「うん。すごいねぇ。やっぱりあっちんは、僕の王子様だね！　銀ちゃんは僕のヒーローで憧れだけど、幼なじみだから、どうしても少しだけ疑っちゃうんだ」

            　むぎゅっと抱きつかれて困ったが、なんだか先輩が寂しそうに見えて、俺は大人しくしていることにした。

            　というか、話しに脈絡が無さすぎて、ついていくのに必死なんですが。

            「親しいからこそ、相良の言葉を信じられない場合がある、ってことですか？」

            「そう！　それ。銀ちゃんは優しいから、優しい嘘をつくんだ。だから、僕がママに似てるって言ってくれたときすごく嬉しかったんだけど、それは僕とママを守るための嘘だと思った。けど……僕とあっちんはそんなに親しくないし、ママを見たの今日が初めてだし、何も知らないし……だから、嘘をつく必要がないもんね？」

            　えーとつまり、あまり深い関わりのない俺が母親と似てると言ったことで、相良は嘘をついていなかったんだと確信した──ってことか？

            「よくわかりませんが、先輩の憂いが一つ晴らせたというのなら、良かったですね」

            「うん。ありがとう」

            　これといって礼を言われることをしたつもりはないが、否定する理由もないので、素直に感謝を受け入れる。

            　同時にそれとなく先輩を引き剥がそうとしたんだが、俺の手が先輩の腕に触れる前に、密着していた身体がぱっと離れた。──んだが、手は俺の肩を掴んでおり、真っ直ぐに見つめてくる瞳も、まだ俺を捉えている。

            「あのときの銀ちゃん、格好良かったんだよ！　僕はなんにもわからなかったけど、銀ちゃんは小さい頃からすごくしっかりしてたんだ」

            「はぁ」

            「銀ちゃんがね、僕のママが病気だって、気がついてくれたんだ。銀ちゃんに教えられるまで、ママが僕を殴るのは僕がママに似てないから悪いんだって、ずっと思ってた」

            「あの……え？」

            　踏み入る予定の無かった部分に踏み入ってしまったというか、引っ張り込まれたというか──。

            　そういう重い話は、出来ればもっと別のところでお願いしたいんですが。

            「銀ちゃんはね、僕の手を引いて、ママのところに行ったんだ。そこではっきり、僕とママは似てるって言ったんだ。明良あきらはあなたの子だって。普通だったら、子どもが何言ってるんだって思うかもしれないけど、ママは泣いてた。その夜、パパも僕を見て泣いてた。ママに育児を任せきりにしていたことを、とても悔やんでた」

            「……それで、どうなったんですか？」

            　ずっと黙っているのも気が引けたので続きを促すと、先輩はやはり少し寂しい顔で笑った。

            「あのあと僕は銀ちゃんと一緒に初等部の寮に入ったんだ。ママはパパに説得されて、病院に通ったみたい。去年帰省したときにパパから聞かされたんだけど、ママは当時、親戚中から僕はママの子どもじゃないんじゃないかって、悪し様に噂されてたみたい。その言葉が呪いみたいにママを苦しめて、ノイローゼになってたんだって。お腹を痛めて僕を産んだんだから、自分の子だってわかってるはずなのにね……。僕はよくわからないんだけど、人の悪意は、事実をねじ曲げることがあるんだって銀ちゃんが言ってた」

            　先輩は俺の肩から手を離すとソファに座り直し、冷めた紅茶が揺れるカップを手に取った。

            　水面に映る自分を覗き込むように、手元に引き寄せる。

            「悪いのはママじゃなくて、心ない言葉を吐いた人達だってわかるし、話してくれたパパの隣でママはごめんねって何度も僕に謝ってくれたけど……それでも、やっぱり僕はママが少し苦手だよ。好きとか嫌いとかそういう感情の前に、怖いって思う」

            　幼い頃に刷り込まれた怯えは、そう簡単に克服できるものではないのかもしれない。

            　それはもう、本能に近いんじゃないだろうか。

            　いつだったか、相良が新城先輩が身体にしがみつくのを咎めなかったことがあったのを思い出した。

            　生徒会室で、獅子尾が殺気立っていたときだ。

            （そうだ。新城先輩を、獅子尾が殴ろうとして……）

            　引き剥がそうとしても絶対に俺の膝の上から退かなかった先輩が、一目散に相良の背後に隠れにいった。

            　獅子尾を批難した相良の声を、いつになく固いと思ったのは、気のせいじゃなかったらしい。

            「俺に何が言えるわけじゃないですけど、少しずつ歩み寄っていければいいんじゃないですか？　先輩には相良が、お母様にはお父様が傍にいるんですから。焦ることはないですよ」

            「うん。ありがとう」

            　今度こそ、本来の柔らかく明るい表情で微笑まれて、なぜかほっとする。毎日この笑顔を見ていたなら、無意識にこの笑顔を守ってやりたいと思うかもしれない。

            　相良と、新城先輩。

            　どうにもデコボコした組み合わせだと思っていたが、幼い頃から一緒ならば、その関係も自然に思えた。

            「──うん。少しずつ、歩み寄ればいい。生きているなら、いくらでも関係は変えられますから」

            　相手が生きて償う道を選んでくれたのなら、いくらでも未来はあるだろう。

            「あっちん……？」

            　窺うように覗き込まれて、自分が俯いていたことに気づく。

            　俺は顔を上げて、微笑んだ。

            「お父様と、相良がいてくれて、よかったですね」

            「うんっ。そうだ！　それでね、あっちんはさぁ、銀ちゃんのことどう思う？」

            　手でカップをくるくる回しながら、急によそよそしい雰囲気で問われる。

            　意図が読めず、俺は曖昧に首を傾げた。

            「どうって言われても」

            「じゃあさ、格好いいと思う？」

            「……男前だとは思いますが」

            「だよね。硬派だよねッ。シビれるよねッ」

            「いや、別に」

            　そこは否定すると、ぷくっと先輩の頬が膨らむ。

            　機嫌を損ねたことをわかりやすく主張するのは、わかりやすく主張しないと気づいてくれない誰かさんが傍にいたからだろうか？

            「なんでさぁ。しっかりしてるし、頭も良いし、運動神経もいいんだよ！　背も高い！」

            　いや、そこを気にするのは女だろ。

            「というか、相良の場合、何に対しても真面目すぎて、むしろ不安になりませんか？」

            「……不安？　銀ちゃん見て、不安になるの？」

            　きょとんと見返されて、興味を持たれた気配に戸惑う。

            「だって、息抜き下手そうじゃないですか。それとも、新城先輩みたいに親しい人の前では、ソファにだらしなく座ったり、ぼけっとテレビ見たりするんですか？」

            　ソファに転がりながら菓子を食べる相良とか、想像できない。──と俺が思っている横で、同じように想像できなかったらしい新城先輩が、難しい顔をしていた。

            「先輩？」

            「銀ちゃんはそういう寛ぎかたをしないんだと思う。なんていうか、もっとこう、ほんわかしてる」

            「ほんわか!?」

            　およそ相良を表現するに似つかわしくない単語の登場に、思わず語尾が上がる。

            「相良が……ほんわかするんですか？」

            　だらけている姿よりもさらに想像が出来なくて、無駄に好奇心が湧くんですが？

            「うん。あっちゃんと──あっ」

            　俺の勢いに押される形で思わず言ってしまったのか、新城先輩はしまった、という顔をして口元を押さえた。

            　眉間にきゅっと、困惑を表す皺が寄る。

            「なんていうか、銀ちゃんも、ふわふわ～ってしてることあるよ。……あったんだよ」

            「そう、ですか」

            　あだ名を変えてくれと言ったときと同じように、固い拒絶を声音に感じて、曖昧に頷く。

            　過去形にされたことで、葵の顔が脳裏を掠めた。

            　新城先輩が知ることは少ないだろうとさっき思ったばかりなのに、片鱗が見えてしまえば気になる。

            「あの、あっちゃんてもしかして、葵のことですか？」

            　答えの代わりに、新城先輩の手からカップが落ちた。

            　ラグマットの上にごとっと転がり、微かに残っていた中身が零れる。

            「わ、先輩！　タオル！」

            「あ、ご、ごめん。いいよ、気にしないで」

            　我に返った先輩は、俺が拾い上げたカップを受け取り、さほど動じた様子もなくテーブルの上に置いた。

            「でも、染みが」

            「どうせ押さえたところで抜けないし。あとでクリーニング頼むから」

            「……そうですか」

            　本人にさらりと言われてしまえば、頷くしかない。

            「それより、どうしてあっちんがあっちゃんのこと知ってるの？　誰か噂してたの？」

            　問う口調も、表情も厳しい。

            　そこには相良を守ろうとする意志が見えて、俺は慌てて首を振った。

            「相良に聞いたんです」

            「え……銀ちゃんが、君に？」

            　相当意外だったらしく、新城先輩は大きな目を見開いたまま、暫く俺をじっと見つめた。

            「あの、実は──」

            　いたたまれなくて、事情を説明しようとした俺の言葉を、先輩は緩く首を振ることで遮る。

            「いい。銀ちゃんが僕に言わないことは、銀ちゃんにとってとてもプライベートなことだと思うから、銀ちゃんの口から以外は聞かないことにしてるの」

            「……そう、ですか」

            「うん。僕は馬鹿だから、何でも言われると、どれが大事なのかわからなくなっちゃうんだ。だから銀ちゃんには、本当に聞いて欲しいことだけ僕に伝えてって言ってあるの。あっちゃんに関することは、とくに」

            　誠実な言葉は胸にじわりときて、どこかミーハーに感じていた新城先輩の見方が変わる。相良に対する友情が、本物なのだと不意に悟った。

            　同時に、さっきあり得ないと思った思考が覆される。

            （知ってる……この人は、相良が俺に語らなかった部分を、きっと知ってる）

            　そう確信してしまったら、訊いたところでどうにもならないのに、無性に知りたくなった。

            「あのさ、あっちゃんのこと聞いたってことは、あっちんは銀ちゃんが──」

            　言い淀んだ気まずさを察して、俺は頷いた。

            「ゲイだってことなら、知ってますよ」

            「……そう。そっか。じゃあその上で、あっちんは銀ちゃんのこと心配してくれてるんだね」

            　優しい笑みを向けられて、胃の底が罪悪感に疼く。

            「すみません。心配というより、好奇心が強いと思います。中途半端に関わってしまったんで、据わりが悪いっていうか」

            　正直に内心を告げると、新城先輩は何故か笑みを濃くした。

            「先輩……？」

            「んふふ。いいんじゃないかなぁ。それって銀ちゃんに興味があるってことだもんね」

            　間違った見解ではないのに否定したくなるのは、あきらかに何かを期待している眼差しのせいだと思う。

            「あの、なんでそんなに希望に満ちた瞳で見つめられてるのか、わからないんですが」

            「そう？　ちょっと嬉しいのかも。あっちんには銀ちゃんが隠しちゃうものが見えるんだねぇ」

            「いや、そういうわけじゃ……。それが垣間見えるときに、たまたま傍にいたってだけで」

            　これといって、人の機微に聡いと思ったことなどないので言いつくろうと、先輩は緩く首を振った。

            「わかってないなぁ。たぶん、そのとき傍にいたのが他の人だったら、何も見えなかったと思うよ。銀ちゃんって弱味は徹底的に隠すから。あっちゃんのことは特に」

            　妙に確信に満ちた、寂しそうな声音で言われて、否定できなくなってしまう。

            　俺の戸惑いを感じてか、先輩は取り繕うように微笑して、相良と葵の間にあったことを語ってくれた。

            「銀ちゃんとあっちゃんは、最初から結構良い雰囲気だったんだ。銀ちゃんは相手がノンケだってことで悩んでたみたいだけど、僕の目にはあっちゃんも充分、銀ちゃんに惹かれてるように見えた。だから、二人が付き合いだしたとき、本当に嬉しかったんだ。二人も、幸せそうだった。でも──」

            　聞いてしまえば、良くある話だった。

            　去年の今頃、二人の交際が、葵の両親にバレたのだ。

            　同性愛に強い嫌悪と拒絶を表した両親に勘当されそうになった葵は自己保身に走り、相良との関係は相良に無理強いされたものだと嘘を吐いたらしい。

            　騒ぎにすることを恐れた両親と、罪悪感からこれ以上事を大きくしたくなかった葵の強い希望で、学園側に訴えることなく、葵は転校したというわけだ。

            　相良には何一つ真実を伝えず、言い訳すら告げずに。

            　何も知らない相良は突然姿を消した葵を心配して家へ赴き、そのとき母親に浴びせられた暴言で、事と次第を知る。

            　新城先輩は同じように葵を心配して相良に同行していたため、今回の出来事を知ることができたらしい。

            　裏切りの事実を突きつけられた後も、相良は表面上はなにひとつ変わらなかったそうだ。

            「一緒に行ってなかったら、一度は辞退してた生徒会に、蓮ちゃんに入れって言われただけで入った理由もわからないままだったと思う」

            　内心では傷ついていて、けれど本気で好きだったから忘れられなくて──。

            　だから逃げるように獅子尾の誘いを受けて、生徒会に入ったんだろうと、新城先輩は語った。

            　話を聞いた後、沢山話して疲れたから一人にして欲しいと言われ、俺は先輩の部屋を後にした。

            　言葉にしてしまえばただの失恋話だが、裏切られたと憤り、泣いて悲しみを外に流せなかった相良は哀れだ。

            　葵の前で狼狽し、怯えた姿を俺に見られたくせに、それでも裏切られた真実はさらりと隠すとか……。

            （器用なんだか、不器用なんだか）

            　それこそが、哀れだと思った理由だろうか？

            　というか、葵は愚かだ。

            　あんなにも優しい声で名前を呼んでくれる相手を、どうして裏切れたんだろう。

            （失わないと気づけないものって、多いよなぁ）

            　珍しく誰もいない通路を歩きながら、窓の外で輝く月を見て、俺はわけもなく寂しい気持ちになった。

            


            

        
        
            　　　野良猫、白兎に扮すること

            

            　見上げれば高く青い空、うっすらと霞む雲。

            　見事なまでの、快晴だった。乾燥した冷ややかな風を心地良いと感じるほど、陽射しが暖かい。

            　文句なしに、学園祭日和と言っていいだろうが、俺の顔は必死だ。

            　そして、俺と対峙する学園祭実行委員の顔も。

            「なんでだよ。必要ないだろ!?　今日はここの生徒しかいねーんだから！」

            「そんなわけないだろ！　付けた状態で一日過ごしてもらわないと、わからない問題点があるかもしれないんだからっ」

            　言い争いながら、頭部を押さえる俺の手を、基山が引き剥がそうとする。

            「うう、やめろ～。大丈夫だって。衣装係が本気で作ったもんなんだろ？」

            「最初から完璧なものなんてこの世にないんだよ！　試用と修正を繰り返して、初めて完成するんだ！」

            「ぐっ」

            　ここの生徒の一部はただの金持ちバカだが、六割方は本気で経済やら経営学やらいろいろと学んでいて、妥協や己惚れがない。

            　後に親の会社や企業を背負って立つ連中が多いからだろうが、たかが学園祭の細部にまで拘るんじゃねぇよっ。

            　学園祭二日目に招待される、百合ヶ丘女学園の生徒を集めるという、男子高校生が必死になるに十分な理由があるからこそ、余計に本気なんだろうが。

            「一昨日、試着したときは平気だったじゃねーか」

            「ちょろっと教室の中を歩いただけだろ！　実際にはもっと動くし、走ることもあるんだから、いざ本番でとれました、じゃすまないんだよッ！」

            「それならそれで、別になくたって……」

            「確かに周防は突っ立ってるだけで女子を集められるかもしれないけどな、今回のテーマは不思議の国のアリス！　アリスなんだよ！　そして君は白兎！　耳がない白兎なんて、あり得ないだろ！」

            　ちょっと落ち着け、基山。顔が真っ赤だぞ。

            　どうやら女子高生を集めることと同じくらい、クラスの出し物であるカフェへの拘りが尋常じゃないらしい。

            　だが俺としては、野郎しかいない空間で兎の耳と尻尾なんかつけて歩きたくない。

            　ただでさえ、用意された衣装が恥ずかしいのに！

            「せめて、午後からとか、さぁ？」

            「却下！　最初が肝心なんだぞ！　なんでかわらないんだ？　外で集客する君は、カフェの顔なんだ。この数ヶ月の努力を、君一人の我が儘で台無しにする気か！」

            「………………ぐ」

            　負けたよ、基山。俺の負けだ。

            　がっくりと肩を落として手を退けると、状況を見守っていたクラスメイトから拍手が起こる。

            　拍手に誇らしげに応えてから、基山は嬉々として俺に白い兎の耳と尻尾を付けた。

            「お。こりゃなかなか、美味そうな兎がいるな」

            　会議が終わったのか、雨宮が控え室にひょいと入ってくる。からかうように耳をつつかれて、俺は顔を顰めた。

            「怒るな怒るな。お……おお！　お前、姫宮か！」

            　雨宮の言葉につられて室内の一画に目を向けると、真っ赤なドレスで着飾った、気位の高そうな美女がこちらを向いた。

            　目が合って微笑まれると、ドキッとしてしまうほどの妖艶さだ。素材の良さももちろんあるが、傍らに立っているヘアメイクさんの技術が素晴らしい。

            　わざわざ誰かが手配したんだから当然だが、それでもここまで化けられると、薄ら寒いものすら感じた。

            　衣装が衣装なので勝手に動き回れないらしく、ちょんと大人しく椅子に座っている。

            　本番も、カフェ内に用意された玉座に座っているだけなので、ドレスの盛られっぷりが凄いのだ。

            　たぶん、一人じゃ歩けないだろう。

            「そろそろ時間だ。午前中のスタッフ担当はホールに！最終ミーティングするぞ！」

            　時計を見た基山が手を叩くと、見物していた生徒達が、はっとしたように動き出した。

            「なんだもうホールに行くのか？　なら手をかしてやるよ、女王様」

            　誰が姫宮の手を取るかで揉めていた生徒数人が、驚愕に固まる。

            　さすがに教師──というか、雨宮にはたてつけないらしく、何故か示しを合わせたように俺に視線が向いた。

            　雨宮より、俺のほうがマシらしい。

            　確かに、このオッサンは美人ならば生徒だろうがここぞとばかりにあちこち撫で回しそうだ。

            　冗談半分なのが、なおさらセクハラじみてて質が悪い。

            　というか、こいつらに視線で懇願されなくても、加狩に指の骨を砕かれんばかりに手を握られて頼まれているので、この役目は俺だ。それは姫宮も承知で、姿に似合いすぎる冷たい視線を雨宮に向けると、手にしていた扇で伸ばされた手をバシッと退けた。

            「気安く触れるな、下郎が。──白兎」

            　冷ややかな一瞥すらすぐに雨宮を離れて、固い声が俺を呼ぶ。

            「はい、女王様」

            　呼ばれる前に動いていた俺は、すぐに傍らに跪いた。

            　姫宮の手を恭しく取ると、叩かれた手を大げさにさすりながら姫宮がニヤっと笑う。

            「こりゃ、今年のウチのクラスは楽しみだなぁ」

            　言うまでもないだろうが、雨宮はクラスの出し物には完全にノータッチだった。

            　放任というよりも放置だったくせに、俺のクラスは素晴らしいと言う顔をされても誰も嬉しくない。

            　そんな少し冷たい生徒の視線など何処吹く風で、雨宮は基山に邪魔だと追い出されるまで、ホールの備品をつついてはうろついていた。

            　

            　

            　獅子尾の放送を合図に本格的に学園祭が始まり、集客と宣伝の役目を負った俺は、宣伝用のカードを手に店外へ出た。何度見ても、敷地の一角が完全にテーマパークと化している。

            　クラスや各団体ごとに、店舗を始め制服や衣装が誂えられているため、俺の格好も浮かずに済んでいるが、浮かないからと言って注目されないかというと、哀しいかな話は別だ。

            「兎さん、こっち向いて！」

            　向きませんよ。ていうか写メってんじゃねーよ。

            　──と、心の中で呟きながら、レンズの前にカードを差し出す。

            「カフェ・ドゥ・アリスへ、是非。一時ひとときの不思議が貴方をお待ちしております」

            　トランプを模した宣伝カードはＢ６サイズで、いかにも女ウケしそうな可愛らしいデザインになっている。

            　それを肩に掛けた鞄から、近寄ろうとする野郎どもを牽制するために配る。配る。配る！

            　適当にやろうと思っていたのに、結果的にものすごく積極的に宣伝するハメになってるのが悔しい。

            「え、あれ誰？　どこのクラス？」

            「うさ耳喫茶？」

            「アリスの白兎だろ。一年のＦかＣクラスだよ。ほら、白薔薇がいる」

            「姫宮がいるクラスか！　つか、あんなのいたか？」

            「さぁ？　姫宮が外に出ないって聞いてたから、ノーマークだったな」

            「俺、ちょっと店戻るわ。対策考えねぇと、二日目の女持ってかれちまう」

            　ふっと耳に入った会話で、少しだけモチベーションが上がる。

            　そうだ。今は野郎しかいないが、明日はここに可愛い女子高生が溢れるのだ！

            　そして、俺を囲むのも可愛い女子高生だ！

            　これはそのための試練。試練だ！

            　というか、野郎のくせに兎の耳つけたハーパン、ニーハイの男に群がってんじゃねぇよ！

            「あっ！　誰だ今、俺の腿撫でたヤツ！」

            　気色の悪い感触を感じて振り返る。

            　そこで視界に入った光景に、ゾッとした。

            　なんだこれ？

            　これじゃ白兎を追いかけるアリスじゃなくて、砂糖に群がる蟻じゃねぇか！

            「なんで俺の後を追いかけてんだよ！　店に行けよ、店に！」

            　怒鳴りながら、どさくさに紛れて俺の尻を触ろうとしていた男の顔面にカードを叩きつける。それでも散ろうとしない男共にうんざりして、俺は駆けだした。

            　どうせついて来るなら、店に逃げ込めばいいだけだ。

            　よく考えたら、これぞアリスの白兎じゃないか。

            「ああ、忙しい忙しい！」

            　わざとらしく懐から懐中時計を取りだして、叫ぶ。

            　すると何故か一部の生徒が大喜びして、「逃げるぞ、捕まえろ」とか言い出しやがった。

            　祭でハイになっているのか、騒ぎに気づいた風紀委員の制止を無視して俺に迫る。

            　角を曲がりながら、このテンションの連中を連れて店に行くのはマズいかもしれないと気づく。

            「一度、拓けた場所に出たほうがよさそうだな」

            　中央にある広場に出ようと、再び方向転換しようとした瞬間、俺の身体に俺の意志ではない制動がかかった。

            「!?」

            　見開いた目に、俺の腕を掴む誰かの手が映る。

            　角を曲がった直後で速度が落ちていたからか、腕を引かれるまま身体が横に流れた。

            「わッ！」

            　誰ともしれない男にぶつかった衝撃を噛み締める間もなく、右腕を掴まれたままずるずると引き摺られる。

            「え、ちょっ」

            　目を文字通り白黒させながらつんのめるように男の後を歩くハメになり、俺は転ばないようにするのが精一杯だった。

            　なんとか体勢を立て直し、ようやく男を斜め後ろから見上げたが、男の顔は耳に当てられた携帯電話が邪魔をして見えない。

            「見つけた。ああ。中央の広場からそう離れていない。東側だ。このまま裏手の森に向かうから、車を──は？

            お前の位置がわからないのに、右か左で指示できるわけないだろう。というか、方角もわからないのか」

            　淡々と紡がれる声には特徴がありすぎて、顔を見るまでもなく誰かわかったが、俺は驚きで声が出なかった。

            （──真田）

            　相変わらず容赦のない力で後ろを歩かされながら、男の後ろ姿を頭からつま先までまじまじと眺める。

            　何度見ても、白獅子の制服だった。

            　来るとしたら、三日目に一般に紛れてくると思っていた。そのほうが手間がないし、なにより人が多いから紛れやすい。

            　しかし実際は、ちゃっかりと白獅子の制服を着て、目の前に真田がいる。

            （そうか……。そう、だよな）

            　三日目のほうが、警備は増える。というか、委託している警備会社の人材が派遣されてくる。

            　だが今日は、内部に生徒しかいないのもあって、敷地内を巡回するのは常駐している警備員と教員、それと実行委員会と風紀委員の一部だ。

            　三日目の人の多さを利用するよりも、一日目に生徒として紛れ込んだ方が、よほどリスクが低い。

            （学園祭って言葉に、縛られすぎてたな）

            　一般に紛れてくるだろうという、固定観念に囚われてしまっていた。

            　正直、細身の菊池ならともかく、真田は高校生というには身体が出来すぎているし、いささか無理があると思うが、そこは制服マジックってやつだ。

            　高校の制服さえ着ていれば、余程じゃ無い限り、大人っぽい高校生、で片づけられる。

            （ってか、こいつ、俺をどうしようってんだ？）

            　考えを巡らせようとしたが、真田が通話を終わらせた瞬間、身体が勝手に反応していた。

            　携帯を持っている今、真田は両手が塞がっているのだ。この好機を逃す手はない。

            　無理矢理歩かされていた足を、自らの意志で動かす。緩んだ抵抗に真田は振り返ろうとしたが、すぐに身を逸らした。

            　俺の拳が、真田の顎を掠めて空ぶる。

            　油断していた分だけ右腕を拘束する力が弱まったので、真田の左腕を掴み返し、外側に捻ってやった。

            「──ッ！」

            　弾かれたように、真田が俺の脇腹に膝を繰り出してくる。肘でガードしたが、無理な体勢で繰り出した割りには威力があり、俺はよろめいた。

            　その隙に俺から腕を取り戻し、距離を取られる。

            「お前」

            　関節を逆に曲げてやったから、相当痛むのだろう。真田は肘を掴みながら、俺を睨んだ。

            　睨まれてから、真田にとって俺が獅子尾の付属物でしかないことを思い出す。下手に警戒される要素を増やすのは、得策じゃなかった。

            　滝沢のことなんか何も知らない、ただ獅子尾に執着されている生徒──という位置が、俺のベスト配役なのだ。

            　その役をこなせなければ、「うっかり巻き込まれて滝沢のところに一番乗り計画」が台無しになってしまう。

            　俺は真田の視線に負けたように俯いて、小声で不満を募った。

            「なん、なんだよ！　急に腕掴んで、ひと気のないほうに引っ張っていこうとするからだろ！　言っておくが、護身術は一通り習ってるんだからな！　いくら俺が華奢だからって、そう簡単にどうにかできると思うなよ！」

            「違う」

            　俺の誤解──もちろん、意図的── が、不快だったらしく、真田は短く即答した。

            「違う？　じゃあなんで俺をこんなところまで……待てよ、あんたなんか、高校生に見えないんだけど？　なに？　もしかして誘拐？　学園祭に紛れて堂々と営利誘拐!?　俺攫われて、身代金要求とかされちゃうわけ!?」

            　わざと興奮気味かつ馬鹿っぽく騒ぐと、真田が盛大に顔を顰めた。

            「違う」

            　さっきよりも低く、苛立ちを孕んだ声がぶつけられる。

            　気圧されたふりで押し黙ってから、俺はさも今気がついたといわんばかりに目を見開いて、真田を凝視した。

            「思い出した！　あんた、この間のパーティで、俺に変な伝言頼んだ奴のツレだ！　なんなのあんた？　俺はちゃんと伝言伝えたし！　ていうか、なんで制服着てんの？　意味わかんないし！　変態じゃん！」

            　俺が捲し立てると、耐えきれなくなったのか真田が近づいてきて俺の口を手で塞ごうとしたので、避ける。

            「触んな変態！　はっ！　まさかあのとき俺に一目惚れして──!?　だから、わざわざいい歳こいて高校の制服なんか着ちゃって、俺に愛の告白をしに!?」

            　さらにテンションを上げた俺に、さすがに真田から動揺の気配が滲む。

            「なにこれ、俺ってどんだけ？　つか、変態だけどコスプレしてまで俺に会いに来た情熱にはぐっとくる感じ？その気概に免じて、告白くらい聞いてやってもいい気がしてきたかも！」

            　さ、どうぞ、と俺の前に跪けと手で促してやると、真田が固まっていた。

            　たぶん──いや、間違いなく、俺の言葉が日本語の壁を突き破り、宇宙語に聞こえている。

            　俺は態とらしく口元に手を当てて、左右を見渡した。

            　ぴこぴこと、重力に従ってウサ耳が揺れているのがわかり、それがさらに馬鹿らしさを強調してくれている気がする。

            「はやくしたほうがいいよっ。こんなとこ獅子尾に見られたら、あんた殺されるし！」

            　少し焦るように告げた言葉に、ようやく真田が反応した。

            「獅子尾に……？」

            「そうっ。あいつしつっこいんだ。俺の好みじゃ全然ないのに、俺のものになれーとか、ヤらせろ、とか！　今のところ、俺の護身術が火を噴いているけどなっ」

            　得意げに──しかしぎこちなく右ジャブを空討ちすると、一瞬だけ真田の瞳が眇められた。

            　獅子尾がどれほど喧嘩に慣れているか、真田は知っている。

            　つまり、どう見てもアホな俺を、獅子尾はそうと気づかれないように、大事にしていると判断できるはずだ。

            　ガッツリ滝沢のターゲットになるためには、周防嵐は獅子尾に特別扱いされている。──という確信を持ってもらわないと困る。

            　そのついでに、俺がアホで無害だと思ってもらえたら、万々歳だ。

            「伝言伝えるのも、すっげぇ嫌だったんだぜ？　あいつに近づくと、絶対にどこかしら触ろうとするし。なんだかんだで、氷室もやらしい目で俺のこと見てるしっ」

            「…………」

            「なに？　嘘だと思ってるわけ？」

            　無言になったので目を眇めると、真田は理解しがたいと言わんばかりに緩く首を振った。

            「いや、確かにお前は美人だ。嘘だとは思わないが、俺には到底理解出来ん。女ならまだしも……」

            　俺の勢いに巻かれてか、真田から当初あった緊迫感が抜けている。

            「え？　なにそれ。俺に告白しに来たんじゃないの？」

            「違う」

            　妙に力んで答えられて、俺はわざとらしく「えー」と不満を漏らした。

            「つか、じゃあなんで俺に会いに来たの？　わざわざコスプレしてまで」

            　首を傾げてから、本当にその理由を知らないと気づく。真田はなぜ、再び俺に接触してきたのだろうか。

            「それは──」

            　言いかけた真田の目が、僅かに俺から逸れる。

            　それに反応するより速く、背後からがばっと誰かに抱きつかれた。

            「うわっ」

            　ほとんど突き飛ばされるように前のめりになったが、腰と胸に回った腕に抱き寄せられる形で支えられる。

            「みーっけた！　つか、黒猫ちゃんが白ウサちゃんになってるじゃねーの。かっわいーじゃん」

            　相変わらずどこか嗜虐の響きがある声音で歓声をあげ、菊池は俺の胸から首筋に指を滑らせた。

            　背後から顎を掴まれ、至近距離で視線を合わせられる。

            「ん。やっぱお前、目の色キレーだわ。ハーフってやつ？」

            　まったくもって違うわけだが、訂正してやる義理はない。

            「おい、菊池」

            　油断しまくっている菊池に対して、真田が警告しようとしたので、俺はさっさと菊池の鼻っ柱に頭突きを喰らわせてやった。

            「ぶっ!?」

            　ほとんど密着していたので、首の反りだけで繰り出したものだったが、至近距離だったからこそまともに食らってくれたらしく、緩んだ腕から脱兎の如く逃げる。

            　ついでに肘で脇腹に一発くれてやることも忘れない。

            　二人と対峙するように距離を取ると、鼻と脇腹を押さえた菊池が、なぜがにやーっと嗤った。

            　背筋にぞわっと、悪寒が走る。

            「ウサちゃんに噛まれた」

            「余計な手出しをするからだ。良家の子息が集う学園だからな。最低限、身を護る術を学ばされている可能性を考えるべきだった」

            　真田の冷ややかな言葉に、菊池は嬉しそうな表情のまま「なるほど」と頷いた。

            「お前もそれで、思わぬ反撃喰らったわけ？　それで手間取った？」

            　疑問を口にした菊池に、真田は微妙に身体を強張らせた。ぎこちなく、俺を宇宙人を見るような目で見つめてくる。

            「あ？　なんだよ。何か他にあるわけ？」

            　菊池は説明しろよと迫ったが、言葉にするのが難しいらしく、真田は言い淀んだ。

            　俺だってあんな男に遭遇したら同じ反応をするだろうから、真田の気持ちはわかる。

            　まさに、未知との遭遇。

            　ちなみにキャラの元ネタは、凪沙にむりやり連れて行かれた映画だ。今思い出しても、相当ぶっとんだラブコメディだった。

            　実際は女で、売り出し中のアイドルが演じていたが、観ているこっちが呆気にとられるほどの演技力だった。

            　だからこそ、余計に記憶に残っていたわけだが──。

            「まぁいいや、連れてこうぜ。抵抗するなら、ねじ伏せるだけだ。傷つけるなとは言われてねぇし」

            　菊池が一歩近づいてきたので、俺は思考を振り払った。

            　連れて行く？

            （あれ？　そういえばさっき、黒猫が白ウサになってるって言って──？）

            　黒猫ってのは、滝沢が獅子尾を挑発するのに使った、誰かの暗喩だったはずだ。

            （──蛇が黒猫と遊びたがってる）

            　これはつまり、黒猫って……。

            「俺か！」

            　思わず叫んだのと、菊池が俺の腕を掴んだのは同時だった。

            「言っておくが、情熱の暴走でも営利誘拐でもない」

            　俺がまたわめき立てると思ったのか、真田がすかさず口を挟んでくる。その声音は、冷静かつ平坦なものだった。菊池の登場で、己のペースを取り戻してしまったらしい。

            「お前にとってこの事態は災難だろうが、恨むなら獅子尾を恨め」

            「ッ！」

            　あきらかに脳震盪を起こさせるために振るわれた真田の手刀を、反射で避けてしまう。

            　側頭部を逸れて肩に当たった打撃に顔を顰めると、菊池の腕がぐるっと首に回った。

            「お前、反射神経いいなぁ。真田、足押さえてろよ。絞め落とすから」

            　とんでもないことをさらっと言いながら、腕を首に喰いこませてくる。

            「ちょっ──ま、待って」

            　滝沢のところに連れて行ってもらえるなら、抵抗する理由なんかない。というか、俺を攫うのが目的だと最初から知ってたら、下手な小芝居なんかうたずに、素直に連れ去られてたのに！

            「行く、大人しくついてくから！」

            　俺の焦りを怯えと取ったらしく、真田は一瞬動きを止めたが、菊池は腕を緩めなかった。

            　見上げると、満面の笑み。

            「うーん、いいね。美人が苦痛に顔歪めてるのって、ぞくぞくする」

            「──ッ」

            　ちょ、こいつ！　

            　ツッコミどころ満載なんだが、抵抗虚しく思い切り締め上げられてしまって、それどころじゃない。

            　顔が熱くなって、痛いくらいになる。

            　生理的に滲んだ涙で視界が歪み、指先が痺れた。

            「……ぅッ、ぁ──ぐッ」

            「ぎゅーっと。おお。お目々潤ませながら真っ赤になっちゃって、かーわいい」

            　どこまでも愉しそうな菊池に殺意を覚えたが、滝沢のところに行けるならいいか、と覚悟を決める。

            「なっにやってんだてめぇら！」

            　思いがけないほど近くで怒声が響き、身体がビクリと跳ねた瞬間、鋭い痛みが喉を突き抜けた。

            　驚く間もなく、身体の側面に強い衝撃を受ける。

            　喉を突き抜けたそれが急激に入り込んできた空気で、身体に受けた衝撃が地面に落とされたからだと理解したのは、散々咳き込んで嘔吐えづいた後だ。

            　凄まじい勢いで巡る、血液と酸素に身体がついていかない。それでも力を振り絞って上体を起こし、口端から垂れた唾液を手の甲で拭った。

            　ようやく周囲の音を拾う余裕を得た聴覚が、鈍く重い音を拾う。

            　立ち上がろうとしたところで側面に何かがぶつかり、背に乗り上げてから反対側に落ちた。

            　それが俺に蹴躓けつまづいた菊池だと認識する前に、顔に砂をかけてやった。

            「ぶっ!?」

            　見事に目に入ったらしく、悪態を吐きながら手で顔を払う。そのまま顔面に一発お見舞いしてやろうと思ったが、腕を思い切り引っ張られて起こされた。

            　視界を奪われてなお繰り出された菊池の拳が、頬を掠める。視界を奪った程度で、この男は怯まないらしい。

            　真田が迫ってくるのが見えたので、俺は仕方なく促されるままに下がった。

            　菊池の前にすかさず陣取った真田と、距離を取って対峙する。真田も顔に一発喰らったらしく、左の口端が切れていた。

            　当然のように俺を背後に押しやった男を見上げると、口元が忌々しげに歪む。

            「ウチの制服なんか着やがって……頭おかしいんじゃねぇか？　おまえら二十歳過ぎてんだろ！」

            「似合うだろ？」

            　男の──氷室の言葉にふざけた調子で返したのは、菊池だ。左目が真っ赤になっていたが、口端には笑みがある。

            「調達するの苦労したんだぜ？」

            「黙れッ」

            　軽口を氷室が斬り捨てると、菊池は大仰に怯えて見せた。

            「おぉ怖ぇ。獅子尾が可愛がってるって聞いたから、俺たちも遊んでやろうと思っただけだろ？」

            「二度とその減らず口がきけねぇように、顎を砕かれてぇか」

            「獅子尾の番犬ごときが、よく吠えたもんだ。やってみろよ」

            　好戦的な態度で一歩前に出ようとした菊池の後ろ襟を、真田が掴む。

            「ぅぐっ!?」

            　後ろに大きく引っ張られて、菊池がたたらを踏んだ。

            「んだよ！」

            「氷室が単独で行動しているはずがない。引くぞ」

            「はぁ!?　なん……おい、ちょ、待てよ！」

            　告げるなりきびすを返した真田を振り返りつつ、菊池は名残惜しそうにしたが、すぐに舌打ちを一つ残して走り出す。

            　俺は追いかけようとしたが、氷室の手に阻まれた。

            「なんだよ！」

            　俺の抗議は、携帯電話を取りだす仕草で一蹴された。

            「南の山道を使うだろうが、西も警戒しておけ。十五分後に中腹を通らなかったら車を捨てた可能性も出てくるが、焦って顔出したりすんじゃねぇぞ。先走ってもぶっ殺す。麓に出てから各自指定したルートで追跡しろ」

            　低い声で指示してから、氷室は携帯電話のフラップを閉じた。

            　取り出したとき、どこかにかけた様子はなかったから、最初から繋がっていたんだろう。

            「あと二分引っ張れれば、囲んでやれたものを──。真田の野郎は、妙に勘がよくてムカツクぜ。おい、大丈夫か？」

            　愚痴を吐き捨てたあとで、ようやく俺に視線が向く。

            　瞬間、俺は氷室の足を思い切り踏みつけた。

            「いってぇ！　はぁ!?」

            　顔を顰めた後、理解出来ないという顔で俺を見下ろしてくる。

            　構わず、俺は氷室の胸ぐらを掴み上げた。

            「なに、邪魔してくれてんだよ！」

            「邪魔って……助けてやったんだろうが！」

            「頼んでねぇよ！　せっかく滝沢んとこに行けるチャンスだったのに──ッ」

            　俺の言葉に、氷室が瞠目する。勢い、胸ぐらを掴む手を払われた。

            「おまっ、そんなこと考えてやがったのか!?」

            「ったりまえだろ！　俺はお前らと違って、手駒なんか持ってねぇんだ。利用できるもんを利用しないわけねぇだろッ」

            「だからって……一人で滝沢んとこ行ったって、どうしようもねぇだろうが」

            　呆れと言うよりも唖然と言われて、苛立つ。

            「決めつけんな。一人は一人で、やりようはあるんだよ！」

            「締め落とされそうになってた奴の言う台詞かよ」

            「うるせぇ！　お前らが黒猫は俺だって教えてくれてたら、最初の段階で震える子羊の如く諾々と連れ去られてたんだよ！」

            「……震える子羊……お前が？」

            　疑う眼差しを向けられて、俺は眉間に力を入れた。

            「それくらいの演技はしてみせるっつの！」

            「本当に？　連れ去られるとき咄嗟に抵抗しちまって、警戒されたから落とされそうになったんじゃねぇの？」

            「……ち、違う。あれは菊池が変態だったからだ！」

            　不気味な笑顔を思い出し、ぞわっと鳥肌を立てた俺を見て、氷室は「ああ」と頷いた。

            「そういや、気に入った相手をとことんいたぶるほうが、女とヤるよりイけるって豪語してたって聞いたことがあるな」

            　氷室の言葉に、さっと顔から血の気が引く。

            　そんな俺の態度を見逃さず、氷室は目を眇めた。

            「もしかしなくても、気に入られてるってか？」

            「いや、まさか。冗談きつい……」

            「──周防。お前、俺に感謝すべきなんじゃねぇの？」

            「なんで」

            「滝沢が人質を後生大事に転がしておくような人間じゃねぇって知ってんだろうが。意識がない状態で連れてかれてたら、お前、菊池の玩具にされてたぞ」

            　さすがに否定できなくて、俺は唇を噛んだ。

            　あのときは滝沢のところにいけるならと思ってしまったが、今考えれば、意識のない状態で攫われるなんて絶対に避けるべき事態だ。

            　まして俺は、獅子尾たちに性的な対象として執着されている。そこを滝沢が狙わないわけがない。

            　それこそ、獅子尾を煽るためだけに、輪姦ぐらいされかねない。

            　リンチにされるよりキツイ気がして、背筋が冷えた。

            「周防」

            　不意に両肩を掴まれて、盛大にビクついてしまった。

            　かちあった瞳の気まずさに顔を逸らそうとしたが、掴む手に力を入れられて阻まれる。

            「な、なんだよ」

            「俺たちは、お前を盾に取られたら、動けねえぞ」

            　低く、念を押すような声音で言われて、唇が震えた。

            「なにを馬鹿な」

            「じゃあお前は、万が一、俺や蓮が盾に取られても無視出来るのか？」

            　嫌な問いに、顔を歪める。

            　無視出来ると嘯くには間が空きすぎてしまい、氷室が諭すような顔で頷いた。

            「だよな？　お前がそこで俺たちを見捨てるような人間だったなら、そもそもこの舞台に立ってないもんな」

            「──ッ、うるせぇ野郎だな。てめぇは獅子尾にだけ説教してりゃいいだろ！」

            　肩を掴む手を払う力は弱かったのに、氷室の手はあっさりと離れた。気まずい雰囲気に瞳を揺らすと、場の空気を切り替えるように氷室が溜め息を吐く。

            　さっきよりも軽い視線で見つめられて、身じろいだ。

            「なんだよ」

            「話を戻すけどな、目の前に敵が転がってきた瞬間、迷わず目つぶし仕掛けてから急所に追撃入れようとするような男が、震える子羊のふりとか、絶対に無理だぞ」

            「なッ。あれはだって……」

            　反射だ。脊髄反射といってもいい。

            　間違いなく、思考よりも速く身体が動いていた。

            「し、しかたないだろ！」

            「逆ギレかよ」

            「キレてねぇよっ」

            　紛れもなく逆ギレしつつ、全力で否定する。

            　氷室は俺の言葉に呆れているようだったが、ふと何かに気がついたように一歩下がった。

            　思案顔で、俺の全身に視線を滑らせる。

            「……？　なんだよ」

            　じろじろ見られれば、俺だって気になる。

            　自分で自分を見下ろしたが、倒れたことで少し土埃がついたくらいで、別段おかしなところはなかった。

            　学園祭用の衣装──ということを別にすれば、だが。

            「あんまじろじろ見るなよ！」

            「なに言ってンだ。視線を集めるための、絶対領域だろうが」

            「は？　絶対──なに？」

            　俺が問い返しても、氷室は目を細め、何かを思案するように俺を見つめ続ける。

            「お前のクラスって、確か不思議の国のアリスをモチーフにしたカフェだったよな？」

            「ああ」

            　その通りなので頷くと、氷室は顎に手を当てて唸った。

            「お前ちょっと、くるっと回ってみろ」

            「はぁ？」

            　盛大になに言ってんだと主張したが、いいから、と真剣な眼差しで言われて、思わず従ってしまう。

            　やらしい顔だったなら断固拒否したところだが、そういう雰囲気ではなかったのだ。

            　俺が九十度くらい回った時点で、「あ」と声が上がる。

            　身体を戻しても、氷室は文句を言わなかった。

            「お前、あれか。ホワイトラビットか！」

            「見りゃわかんだろ」

            　今更なことを言われて呆れたが、氷室は首を振った。

            「わかるわけねぇだろ。つか、うさぎちゃんにうさ耳つけねぇとか、お前のクラスは馬鹿か？」

            　言われた瞬間、俺は頭に手を持っていっていた。

            「──!!」

            「周防？」

            「な、ない！」

            　ぐしゃっと髪を掻き混ぜたところで、無いものは無い。

            　怒り狂う基山の顔が浮かんで、俺は慌てて周囲を見渡した。

            　幸いなことに、俺から血の気が引ききる前に、うさ耳は見つかった。路地裏を飾る低い垣根に、突き刺さるように埋もれていたそれを拾い、絡んだ葉を払う。

            「よかった……、壊れてない」

            　耳は不自然に歪んでいたが、手で直せば綺麗に伸びた。

            　立たせるために中に仕込まれている謎の素材──説明されたが忘れた──が損傷を受けていないことに安堵し、頭につけ直す。

            「なんだ。ちゃんとあったわけか」

            「あ？　ああ。たぶん、菊池たちと揉み合ってるときに外れたんだと思う」

            「ふーん。なぁ、ちょっとこっち来いよ」

            「うん？」

            「耳の位置が変だ」

            「そうか？」

            「ああ。直してやる」

            「ん」

            　自分で見えないのだから、変だと言われたら相手に直して貰うしかない。手招きに従って素直に寄ると、氷室は一度、俺の頭から耳を取り外した。

            　力を入れて撫でても、みょんと戻る耳に感心する。

            「良くできてるな」

            「やるからには徹底的に、だそうだ」

            「なるほど。利益よりも完成度を優先したわけか。お前のクラスは職人気質だな。ま、一年だし。そのくらいのがカワイイカワイイ」

            「どういう意味だ？」

            　俺が問いかけると、氷室は右耳を俺に付けながらニヤリと笑った。

            「二年、三年にもなってくると、完成度が高いだけじゃ評価してもらえないんだよ」

            　言われて、そういえば学園祭が個々の能力を試す場でもあるということを思い出した。つまり、本当に評価して欲しいならば、このクオリティで総てを準備した上で、利益まで出さなければならないということだ。

            「げぇ……だって、三日間でだろ？　どんだけ売り上げが必要だと思ってんだよ」

            　思わず呟くと、何でもないことのように氷室が告げる。

            「簡単だ。出費を最小限に抑える」

            「最小限って……自腹切る、とか？」

            「馬鹿。そんなの認められるわけねぇだろ。余所から出させるんだよ」

            「余所？　スポンサーってことか？　たかが学園祭の出し物に？」

            「そのたかが学園祭に出資する価値がある──と思わせるプレゼンが出来るかが、勝負ってことだな」

            「……金持ちの子どもは、金持ちの子どもなりに大変なんだなってことだけは、わかった」

            「ま、金持ちで居続けたいなら、すべき努力だな」

            　左耳も付け終わると、氷室は俺の顎を持ち上げた。

            　顔を正面から見て、満足げに頷く。

            「よし。完璧」

            「サンキュ」

            　一応、礼を言って離れようとしたが、下がろうとした動きを阻むように、腰に腕が回って引き寄せられた。

            「おい！」

            　両腕を肩について押したが、上体が仰け反るだけで身体は離れない。顎も掴まれたままなので、近寄ってくる顔から逃れる術がなかった。

            「ちょ、てめ！」

            　掴む肩に爪を立てたが、氷室は鼻が触れる寸前で止まった。瞬きを許さぬ距離に、唾を飲み込む。

            「氷室……？」

            「さっきのこと、蓮に言うなよ」

            　今までで一番じゃないかと思うほど固い声で、氷室は言った。

            「絶対にだ」

            「──別に、わざわざ言ったりはしねぇけど。それってつまり、お前も獅子尾に言わないってことか？」

            　俺の疑問に、氷室は苦く口端を歪めた。

            「まあな。お前を見つけたのが、蓮じゃなくて本当によかった。あいつは滝沢が絡むと、すぐ暴走すっから面倒臭ぇんだ。今、首突っ込まれても邪魔だ」

            「邪魔って……お前らの頭だろうが」

            「蓮は前しか見ねぇから、滝沢みたいな狡猾な奴にのせられやすい。どんな些細な情報だろうと、手に入れた状態で「待て」が出来るほど器用じゃねぇんだ。ばかみたいに踊らされて、一人で突っ走られたら、俺の心臓がいくつあっても足りねぇ。だから、蓮には滝沢のところに乗り込む手筈が整うまで、何も知らせたくないんだよ」

            「……なんか、お前のほうが頭っぽくないか？」

            　俺が思わず突っ込むと、氷室は瞠目してから、意味深に笑った。

            　ごく自然に、両手が俺から離れる。

            「わかってねぇなぁ。前だけ見て突っ走る──なんて無謀なこと、やろうと思って出来ることじゃねえんだぜ？少なくとも、俺には無理だ。相手が手強ければ手強いほど迷うし、周囲を探る。勝つための計算をする。けど、蓮はしない。微塵もだ。今だってきっと、真田や菊池をどうしようなんて考えてないぜ？　滝沢の頸動脈を、食いちぎることしか考えてない」

            　本人に自覚があるのかはわからないが、言葉には強い憧憬が滲んでいて、氷室が獅子尾を誇らしく思っていることがよくわかった。

            「持ち上げすぎだろ。獅子尾が前しか見ないのは、あんたが後ろにいるからだ」

            　青い感情に当てられて、わざと冷めた口調で告げたのに、氷室は不敵に微笑んだ。

            　言外に「あたりまえだろ」と言われて、顔を顰める。

            （こいつ）

            　思いがけず純粋な熱に触れてしまった気がして、奇妙に胸が騒いだ。

            　自分が存在することで確立されている獅子尾の剛胆さに惚れてるなんて、下手な恋心よりも質が悪い。

            　若さと、若いからこそ造れる世界がそうさせている場合もあるが、この二人はまず間違いなく、生涯のパートナーだろう。

            　不意に染谷先輩の言葉が甦り、口を突いて出た。

            「氷室って、本当に獅子尾が一番なんだな」

            　思わず漏れた俺の一言で、時間が止まる。

            　氷室は俺をじっと見つめたまま、言葉を反芻するみたいに瞬きをした。

            　それをキッカケに、息を吸う。

            「あ、いや。染谷先輩が、前にそう言ってたんだ。あんたの話聞いてたら、本当にそうっぽいなって、思って」

            　深い意味などなにもなかったからこそ言い繕おうとしたのに、その挙動こそが自分でも怪しく思えて、無駄に焦る。

            「なにそれ。もしかして、俺の一番になりたいって？」

            「んなわけねぇだろ！」

            　馬鹿げた言葉に強く反発したのに、にやにやする氷室がムカツク。

            「にやついてんじゃねぇよ、勘違い野郎が！　俺は染谷先輩が……てかお前、先輩のことどうするつも──っ」

            　ゆっくりと、氷室の人差し指が唇の前に立てられる。

            　静かな仕草に冷静にさせられて、余計なことを口走ったことに気づかされた。

            「……悪い」

            「その通り。これは豊の問題だ」

            　俺と──という言葉がそこになかったことに違和感を憶えたが、違うとすぐにわかった。

            　これは、氷室なりの真摯な言葉だ。

            　残酷だが、氷室の心がそこにないことを、はっきりと知らしめる言葉。

            　だからこそ、染谷先輩は「思い出にする」と言い切れるほど気持ちに区切りをつけられたのかもしれない。

            「もったいねぇの。優しいし、料理美味いし、美人で可愛いのに」

            　恋が理屈じゃないことくらいはわかっているが、言わずにはいられなくて呟くと、氷室は身じろぐように肩を竦めた。

            「こればっかりはな。──なあ、俺がどうしてお前を好きになったか、知りたいか？」

            「別に」

            　ばっさり斬り捨てると、氷室は「ひでぇな」と愚痴ってから、少しの間思案するように押し黙った。

            「じゃあ、俺が豊を好きになれない理由は？」

            　それは気になるような、気にならないような。

            　俺の逡巡を読んでか、氷室は口を開いた。

            「豊はさ、隣にいてくれねぇだろ」

            「は？」

            　何言ってるんだ、と思った。

            　あれほど一途で健気な人が、好いた相手の隣に寄り添わないわけがない。そう反論しようとした俺の言葉を遮るように、氷室は首を横に振った。

            「違う。そうじゃねぇんだよ」

            「何が」

            「豊はさ、護られてきた人間なんだ。そういう環境で育ってきたから、護られているという前提でしか動かない。自分が護られなければならない立場にいることを、自覚してるからな」

            「……恋に、育った環境は関係無いだろうが」

            「そうでもない。それを豊自身が自覚してるから、俺のことを諦めたんだろうしな」

            「意味がわかんねぇよ」

            「俺は蓮の隣にいようと決めちまったから、豊の隣にいることはできないんだよ。蓮が動いたら、俺は動くからな。で、豊は庇護が──この場合、俺だな。俺の庇護がないと、俺を追いかけられない。わかるか？」

            「染谷先輩は、氷室が傍にいろと手を引いてやらないと、隣にはいられないってことか？」

            「そう。けど、俺は豊を護ってやることは出来ない。だから、豊は俺を追いかけない」

            「つまり、染谷先輩と獅子尾が崖から落ちそうになってたら、あんたは迷わず獅子尾を助ける、と。そういうことか？」

            「そういうことだ」

            　なんの迷いもなく、氷室は俺を真っ直ぐに見つめて頷いた。

            「だから、豊は落ちる可能性がある舞台に、上がることができない。──それでもいい。崖から落ちようが川で溺れようが、俺の後を追いかける！　なんて無茶を許されてないからな。自分を犠牲にする道を選べないんだ」

            　まるで先輩の恋心がその程度だと言われた気がして眉根を寄せたが、氷室は俺の心を読んだかのように首を振った。

            「誤解すんなよ。豊の想いが軽いなんて思ってない。むしろ本当に本気だから……落ちても構わないと思っちまうから、諦めたんだって、俺は知ってる」

            　少し俯いた氷室の表情は大人びて見えて、俺はそれ以上踏み込むのを止めた。

            　先輩との会話の端々で、彼がどういう立場にいる人間かうっすらわかっているだけに、これ以上、他人である俺が言える言葉は何一つ無い。

            「今どき世襲制なんて、珍しいくらいだよな。逃げようと思えば逃げられそうだけど、豊は優しいからこそ強いっていうか、覚悟決めちまってるみたいだし。ああ見えて、向いてないとも一概に言えねぇ一面もあるしな」

            「……おい？」

            「まぁ、かつての癒着っぷりが嘘みたいに、警察の目も厳しくなってきてる。これからの時代、あいつらは生き方を変えていかなきゃならねぇから、豊みたいなタイプが生き残るだろうさ。それを見越して、親父さんも大事に育ててんだろうしなぁ」

            　いや、俺があえてぼかした部分の霧を、晴らすような発言はやめてもらえませんか？

            「えーと。染谷先輩が、自分勝手に行動できない立場の御方で、だからこそお前を追いかけられないってことはわかった。──が、それがなんでお前が先輩を好きになれない理由になんだよ」

            「なにって、充分だろうが」

            「はぁ？」

            「まあ、男に生まれたからには、『こいつを護ってやりたい』とか思って惚れるのが一般的なんだろうが、俺は自力で隣に立てねぇ男に、心奪われてやるような優しい人間じゃねぇんだ。俺は蓮の背中追っかけるのが楽しくて仕方ねぇ、ろくでなしだからな」

            　ろくでなしだと自覚があったことに驚きだ。

            　だが、自覚があるのにろくでもないことを続けられる奴ってのは、ものすごく質が悪いと思う。

            　獅子尾に出会ったことが、こいつにとって不幸なのか幸せなのか──こればっかりは、俺にもわからない。

            「……なぁ、一つ気になったんだけど」

            「なんだ？」

            「お前、ゲイなのか？」

            　俺の指摘に氷室は瞠目したが、すぐに返事はしなかった。言葉を選ぶように、視線を路地の奥へ向ける。

            「考えたことなかったな。寝るだけなら、どっちでもいいけど」

            「今まで惚れたことがあんのは、どっちなんだよ」

            「惚れた……惚れたねぇ？　自分で惚れたって自覚があんのは、蓮とお前くらいだなぁ。まあ、蓮に対しては男惚れってやつだが。でも、蓮が女だったとしても、やっぱ恋にはならない気がする。お前が女だったら、同じように惚れたと思うけど」

            「あんたに性別が関係ないってことはよーくわかったが、なんで俺だけ恋なんだよ」

            「んなの、恋しちゃったんだから仕方ねぇだろ。蓮は俺が隣にいたいと思う男だが、周防は傍にいて欲しいと思う男だ」

            　ここに、と自分の隣を氷室が指差したので、けっと顔を顰めてやった。

            「誰がてめぇの隣になんか行くか。ていうか、なんだよ隣にいて欲しいって！」

            「だって、隣にいてくれるだろ？」

            「はぁ？」

            　意味がわからなくて顔を顰めると、氷室はふっと口端で笑った。

            「仮定として、お前が俺に惚れてるとする」

            　仮定という言葉を強調したので、微かに目を眇めるだけで黙っていてやると、氷室は続けた。

            「で、さっきの喩え話だ。蓮とお前が崖から落ちそうになってる。当然、俺は蓮を助ける。でも、蓮を助けた後にお前のほう見ると、お前、ちゃんと俺の隣にいるだろ？　下手したらさっさと上がって、俺が蓮を助けるの手伝ってくれそう」

            「惚れて無くても、そうするだろ普通」

            　惚れてることが前提になくても、隣で獅子尾が落ちそうになっている状況で、俺を先に助けて欲しいなんて俺は思わない。氷室の手を借りたいとも思わない。

            　だから、自力で這い上がるに決まっている。そのついでにこいつらに恩を売れるなら、万々歳だ。

            　そう思ったからそう言っただけなのに、氷室は口元を押さえて横を向いた。

            　耳が赤いんですが。

            「やべぇ。惚れ直すわ」

            「はぁ!?」

            　どこで？　どこが!?

            　というか、目の前で恥じらってんじゃねぇよ！

            　こっちまで恥ずかしいだろうが！

            「な、なんつー顔してんだよお前！　俺にそんな顔みせんな！　きもちわりぃ！」

            「ひでぇな。殺し文句言ったのはお前だろ」

            「言ってねぇよ！」

            「……まぁ、いいわ。ちょっと落ち着こう」

            　とかいいながら額に手を当てて上向き、氷室が大きく息を吐き出す。

            　その隙に、俺も少なからず動揺した心を宥めた。

            　氷室が再び、俺に向き直る。ちゃんといつもの顔をしていて、少なからず安堵した。

            「いやぁ、油断してた。うさ耳つけてても格好いい男なんて、お前くらいだ」

            「そりゃどうも。そろそろ戻っていいか？　あんたも戻らないと、獅子尾に怪しまれるんじゃねぇの？」

            「あ、ああ。そうだな。まあ、蓮は蓮で、サボってお前捜してるだろうけどな」

            「…………仕事しろよ」

            「会ったらそう言ってやってくれ。つか、会うな」

            「そうしたいなら、あんたがさっさと捕まえとけ」

            「了解。……はぁ、蓮と男を取り合うことになるとは、さすがに思わなかったぜ」

            「馬鹿馬鹿しい。俺を玩具に遊んでねぇで、働け」

            　しっし、と追い払うように手を振ると、場違いな素早さで掴まれる。瞠目する間に引き寄せられ、思い切り抱き締められた。

            「ちょ、ぅ、いたたたた！」

            　子どもがぬいぐるみを抱き締めるみたいに、ぎゅうぎゅう力を込められて、肺が圧迫される。

            　かと思えばふっと力を緩められて、その開放感に思わず身体から力が抜けた。

            　その隙に尻尾を摘まれたのが尻に触れた指の感触でわかり、氷室を突き飛ばす。腕はあっさりと離れ、俺たちは二歩分の距離を空けて対峙した。

            「なに考えてんだよ、てめぇは！」

            　尻尾の無事を確かめながら睨みつけると、氷室は両手を上げてから、わざとらしく肩を竦めた。

            「遊んでねぇよ。俺も……たぶん蓮も、本気だ」

            「馬鹿を言うな。人の尻ばっか追いかけやがって！」

            「最初は──な。でも、今は丶丶違うだろ？　蓮もそうなんじゃねぇか？」

            　言われた言葉に、ドキリとする。

            　二人の態度が、最初のねじ伏せようとするものでは無くなったことに、俺だって気づいていた。けれど、気持ちを受け入れる気のない俺には、関係ないことだ。

            「油断してたところで横面殴られて、ムカついて……確かに最初は屈服させるべき獲物だった。けど、そうじゃないと気づいた。気づかされた。お前にとって俺たちは畏怖すべき獣ではなく、興味を抱く価値もない存在なんだってな。その孤高さに魅せられた。だから惚れたんだ。俺も、たぶん蓮もな」

            　一歩、近づかれる。

            　やめろと叫んで拒絶したかったが、向けられる言葉も視線も熱くて、俺はそれを無視することができなかった。

            「お前が欲しいんだ。前も言ったと思うが、心も身体も欲しい。お前に愛されたら、お前が隣にいてくれたら、俺はどれほど満たされるだろうって、考えるだけでぞくぞくする」

            「……寒いこと言ってんじゃねぇよ」

            「本心だ」

            　あまりに明け透けな告白に、ぞわりと背筋に悪寒が走った。

            　無防備に、心を投げないで欲しい。

            「正直、滝沢に嫉妬しそうだ。周防の心は奴にしか向いてないからな」

            　場違いな言葉に、氷室を睨みつける。

            「怒るなよ、事実だろ。なあ、周防。お前、滝沢を見つけたら、どうするつもりなんだ？」

            「あんたには関係ない」

            「じゃあ、滝沢に復讐を果たした後は、どうするつもりなんだ？」

            　問いを重ねた氷室を、俺は無視した。無言できびすを返し、表通りに戻る道を進む。

            　氷室は追いかけてこなかった。その代わりのように、背中に言葉が投げられる。

            「今後も、あいつらが学園に入り込む可能性はある。なるべく一人で行動するな」

            　俺の身を、案じる言葉。

            　一日目からきっちりと滝沢を警戒していた男は、このあとどう動くつもりなんだろうか。

            （追跡が成功した場合、滝沢の動きを把握できるようになるってことだよな）

            　いっそ、氷室が俺に惚れていることを利用すべきかと考える。

            　滝沢を殺せるなら、氷室と寝るくらいなんでもない。

            （いや、氷室は俺に、情報を洩らしたりはしないな）

            　なによりも蓮を優先する男だと、今しがた確信したばかりだ。それに、あんなにも真摯に心を晒されたあとで利用できるほど、俺は強くない。

            （滝沢の名を出してくれてよかった……）

            　誰かに必要とされることの嬉しさを、俺は知っている。

            　だからこそ戸惑った心を、戒めることができた。

            　誰かの心を受け取らせて貰うような幸せは、俺にはもう必要ないものだ。

            　

            　もう、いらない。

            


            

        
        
            　　　傷と温もり

            

            　初日の出来事以外はこれといって大きな事件もなく、学園祭は三日間の行程をすべて終えた。

            　今は広場で、後夜祭が開かれている真っ最中だ。

            　大いに盛り上がっているので楽しみたい気持ちはあるが、実働員として三日間、会場内を宣伝して回り続けた俺は疲労困憊で、早々に部屋に引っ込ませてもらうことにした。

            　人影もまばらな寮までの道を歩いていると、背後から声をかけられた。

            「こんばんは、周防君」

            　振り返ろうとしたところで、ひょいと隣に並ばれる。

            「奥山先輩」

            「寮に帰っちゃうの？」

            「はい。三日間客寄せパンダにされて、さすがに疲れたので」

            　げんなりと告げると、先輩は同情するように苦笑した。

            「二日目とかすごかったもんね。昼過ぎに見かけたんだけど、近寄れなかったよ。女の子って、集団になると怖いね」

            「あはは」

            　百合ヶ丘学園といえば、そこそこ有名なお嬢様学校なのだが、白獅子同様、彼女たちは彼女たちでこの学園祭では箍が外れるらしく、すばらしいほどのハイテンションだった。

            　野郎に囲まれるよりは、女子に囲まれたほうが柔らかいしイイ匂いだし楽しいが、やれ写メを一緒に撮らせろだの携帯番号教えろだの、意外と強引だ。

            　女は集団になるとケダモノになるらしい、と俺は初めて知った。

            「先輩は？　なにか荷物でも取りにいくんですか？」

            「僕も退散だよ。ちょっとはしゃぎすぎちゃって、へとへとなんだ。部屋に行くよ」

            「じゃあ一緒に──あ、売店に寄ってもいいですか？」

            　寮に入るなり売店を指差すと、奥山先輩は頷いた。

            「いいよ。何か買うの？」

            「夕飯ですよ。食堂に行くのも作るのも、面倒なんで」

            「そっか。じゃあ僕もそうしようかな」

            　並んで店内に入り、弁当が置かれているコーナーへ向かう。何を買おうかと屈んだところで、陳列棚の奥にある鏡に映った自分の姿に俺は瞠目した。

            「あ！」

            　頭上に手を上げ、それに指が触れた途端にじわりと羞恥が湧く。

            「あ、取っちゃうの？」

            　毟り取ろうとしたところで上げられた声に、俺は勢いよく振り返った。

            「言ってくださいよッ」

            「だって、似合ってるし」

            「そういう問題じゃ──」

            　耳をつけたまま寮まで来た恥ずかしさから奥山先輩に八つ当たろうとしたが、背後から手首を掴まれて驚く。

            　耳から引き離されたところで振り払い、振り返った瞬間、俺は舌打ちしたくなった。

            「かっわいいうさぎちゃんがいると思ったら、やっぱお前か。なんだ？　忙しくて逢いに行けなかった俺に、見せるために外さなかったのか？」

            「死ねよ」

            　吐き捨てながら耳を外したが、獅子尾はにやにやしたまま俺を眺めた。

            「遅い遅い、もう目に焼き付けた。美人の白兎がいるって話題になってたから、めちゃくちゃ見たかったんだよ。今日ほど生徒会長だったことを呪ったことはなかったんだが──まあ、見られただけラッキーってことにしとくか。見そびれた湊に自慢してやろっと」

            「いや、あいつとは初日に会ったし」

            　上機嫌な一言に思わず口を挟んでしまい、獅子尾が瞠目する。反応を見てから、後悔した。

            「あ、えーと、会ったっていうか、俺が見かけたっていうか」

            　誤魔化そうとしたが勘の良い男は目を眇め、俺に一歩近づく。

            「どういうことだよ。もしかして、ちゃんとした白兎の格好を、あいつは見たってことか？」

            「……えーと」

            「耳があって、衣装着て、尻尾付き!?」

            「うぜえ！　そして近ぇ！」

            　近づいてきた顎を押しやると、舌を噛んだらしく、獅子尾は盛大に顔を顰めた。

            「いってぇ！　お前なあッ」

            　不機嫌になった獅子尾がなおも俺に詰め寄ろうとしたが、思わぬ助け船が現れる。

            「何を騒いでいる。店内では──」

            　棚の手前から聞こえた声に振り返ると、相良と目が合った。

            「周防……それに獅子尾か。お前はまた周防に絡んでいるのか？　大概にしろ」

            　注意しつつ間に入ってくれる動きがあったので、俺は奥山先輩の手を引いてささっと相良の背後に移動する。

            「あ！　てめ、どこいくんだよッ」

            「うるせぇ！　弁当買って帰るんだよ」

            　適当に弁当を棚から引っ掴んでレジへ向かうと、獅子尾は追いかけてこようとしたが、相良に腕を掴まれて阻まれていた。

            「ちょ、離せよ──ッ」

            「離すわけがないだろう。打ち上げがもうすぐ始まるから、貴様を捕まえに来たんだぞ、俺は。教職員も参加するんだから、遅れるわけにはいかない」

            　相良の言葉に舌打ちして、獅子尾は俺を睨んだ。

            「おい、生徒会の打ち上げ来いよ」

            「行くわけねーだろ！」

            　誘いを切り捨て、早々に売店から退散する。

            　俺は初めて、カードスキャンだけで会計が終わるシステムに感謝した。 

            　

            　

            　寮部屋の鍵を閉めてから、互いに苦笑し合う。

            　リビングに入ると奥山先輩がキッチンへ向かい、冷蔵庫を開けた。

            「なに飲む？」

            「炭酸で何かありましたっけ？」

            「コーラがあるけど、お弁当食べるのに炭酸飲むの？」

            　眼鏡の奥の目をくるりと丸くして、奥山先輩が顔を上げる。変なことを言ったつもりはなかったが、彼にとっては意外な組み合わせだったらしい。

            「そんな気分だったんで」

            「へぇ」

            　先輩は不思議そうな顔をしたが、自分の常識を押し付けるようなことはせず、冷蔵庫からコーラとお茶を取り出した。

            　学園祭の話を適当にしながら弁当をたいらげ、そのまま二人でだらだらしていたら、ソファの脇を白い影が駆け抜ける。

            　慣れた光景に顔を顰め、俺は素早く立ち上がった。

            「あいつ！」

            「あはは。また逃げたの？」

            　賢いのか馬鹿なのか、毎度同じ所に追い詰められて捕まえられたシチューを見て、奥山先輩が笑う。

            「かわいいねぇ」

            　手を出されたので目の前に持っていくと、指先でちょんと鼻をつついた。シチューはびくっと首を後ろに引いたが、頭を撫でられると目を細める。

            　動物というのは、自分を大事に扱ってくれる人間を見抜けるらしい。

            「抱きます？」

            「うん。いい？」

            　返事の最中に差し出すと、奥山先輩は丁寧にシチューを受け取った。膝に乗せられると、珍しく寝そべる。指先で顎や頭を撫でられて、気持ちよさそうにしていた。

            「いいこだねぇ」

            　穏やかな眼差しは愛情に満ちていて、先輩が本当に動物が好きなのだとわかる。

            　好きだけど、二度と飼わないと言った先輩の言葉を思い出していると、まるでその気配を読んだかのように先輩が口を開いた。

            「こんなに可愛いのに。どうして、小さくて弱いものを愛せない人がいるのかな」

            「そういう人が、知り合いにいるんですか？」

            　話を聞いて欲しそうだったので問い返すと、先輩は目を伏せてシチューを撫でた。

            「僕の父はね、会社でのストレスを全部持ち帰って、家庭に当たることで発散する人だったんだ。最初は物に当たってたんだけど、お酒を飲むようになったら、母や僕を殴るようになった。しかも母は肋骨を折られたのを機に他の男と蒸発して──よくある話だよね。父との二人暮らしは、地獄だったよ。僕は毎日、いつ殺されるかと怯えてた。そんな僕の心を支えてくれたのが、バニラだったんだ。真っ白な猫でね、大人しくて──」

            　視線から悲しみが伝わったのか、気遣うようにシチューが先輩の手のひらに鼻を擦りつける。

            　その仕草に、先輩の瞳が淡く滲んだ気がした。

            「父が酔って暴れるときは、必ず僕の部屋に閉じ込めてたんだけど、その日はちゃんと閉まってなかったみたいで──蹴り殺されたんだ。僕の不注意だった。──ごめんね、バニラ」

            　シチューも白いだけに姿が重なるのか、先輩の声が震える。小さくシチューが鳴くと、先輩は微笑した。

            「ごめんごめん。君に言っても仕方ないよね」

            「先輩……」

            　なにも言葉が出なくてただそう呟くと、奥山先輩は顔を上げて苦笑した。

            　少しずれた眼鏡を押し上げて、緩く息を吐き出す。

            「ごめん。そんな心配そうな顔をしなくても大丈夫だよ。バニラはもういないけど、今はこの通り、こんなに素敵な学園で、楽しい生活をさせてもらってる。もう、父の手が僕に届くこともないしね」

            「そうなんですか？」

            「うん。友達が、助けてくれたんだ。僕を父の暴力から、解放してくれた。恩人だよ」

            　奥山先輩がその友人のことをとても大切に思っていることが伝わってきて、胸がじわりと熱くなった。

            　凪沙の面影が脳裏を過ぎり、湧き上がる感情の熱さにほんの少しだけ息が詰まる。

            　外には浮かれた空気が漂っていて、俺はとても疲れていた。それだけが理由ではないだろうが、ここだけ時間の流れが緩くなっているような錯覚が、俺に母のことを思い出させる。

            　なんとなく話したくなって、俺は息を吐き出した。

            「俺にも、とても世話になった人がいますよ」

            「そうなんだ」

            「ええ。拗こじれていた母との関係を、苦しいだけではないものに変えてくれました」

            「そっか。お母さんと、うまくいってなかったの？」

            　呟いた俺を見て、先輩が首を傾げる。

            　穏やかな瞳に好奇の色はなく、凪いだ心に当時の記憶が苦い気持ちを伴って浮き上がってきた。

            「うまくいってなかったというか、気がついたらうまくいかなくなってしまっていたというか──。とにかく、互いが一緒には暮らせない状態だったので、俺が家を出ました」

            　俺の母は、純粋で、繊細で、少女のような人だった。母親になりきれていないことになど微塵も気づかず、俺を育てていた。

            　実父とは俺が小学生のときに離婚し、半月も経たないうちに新しい男が家にいた。

            　浮気ではなかったと思う。

            　けれど、多感な時期の子どもがその状況に馴染めるわけもなく、俺は無邪気な母親に散々振り回された。

            　相手の男も、最初は俺と似たような気持ちを味わったと思う。互いに彼女に翻弄されていたからか、二ヶ月もすれば多少気心も知れて、俺はその男を母の恋人として受け入れることができた。男が若かったのもあり、兄のように感じていたのもあったかもしれない。

            　親しくなった俺たちを、母も喜んでいた。

            　その関係が崩れたのは、それから三年後だ。

            　俺の背は母と並んだが、顔立ちは中性的というにはまだまだ少女のようだったと思う。それが奴の目にどう映ったのかなんてどうでもいいことだが、有り体に言えば、男は俺に手を出そうとしたのだ。

            　母の恋人で、三年目で、婚約指輪すら渡していた男が、だ。その魔の手から俺を助けてくれたのは、最悪なことに母だった。

            　あのときの母の形相を、俺は一生忘れないと思う。

            　怒っても、頬を膨らませたり唇を尖らせたりして、子供が拗ねたような姿しか見たことがなかった。そんな彼女の、鬼のような顔。

            　俺にのし掛かっていた男に飛びかかり、母は男をめちゃくちゃに殴った。

            　結果として、男はその場から逃げ出し、二度と俺たちの前に現れることはなかった。

            　俺としては母に救われて安堵した一件だったが、それが勘違いだと気がついたのは、母に次の男が出来たときだった。

            　母は俺と男が二人きりになることを、徹底的に避けていたのだ。

            　最初こそ俺を心配してくれているのだと思っていたが、疑惑と警戒の眼差しが、男ではなく俺に向けられているのだと気づくのに、そう時間はかからなかった。

            　母はあの事件以来、俺を息子ではなく、自分を脅かす存在として警戒していたのだ。

            　純粋で、単純で、少女だった母にとって、婚約者が息子を襲うという出来事は、理解の許容範囲を超えていたのだろう。純粋な人間が抱く猜疑と嫉妬は、真っ直ぐであるがゆえに根深く、暗く、矛盾するように歪んでいた。

            　暗い感情を向けられて初めて、俺は母が自分の美貌に並々ならぬ自信と執着を持っていたことを知った。

            　幼い頃から蝶よ花よと育てられた母にとって、自分に魅了される人間を見ることは、快感だったんだろう。

            　与えられる賞賛に、微笑みを返す純粋さを持っていただけで、母はどこまでも女だった。

            　そんな彼女にとって、俺の存在は恐ろしかったらしい。

            　息子という概念を取っ払ってしまえば、老いていくだけの自分の前に、若い頃の自分がいるのだ。

            　日増しに母からは笑顔が消え、陽光に輝くようだった瞳は暗く淀んでいった。

            　そしてその瞳には、俺が映っている。

            　次第に母は男と続かなくなって、それが俺への憎悪に拍車をかけた。

            　堪らなかった。

            　俺の存在が、彼女から笑顔と幸せを奪っていく。

            　そう思いながらも母が心配で傍を離れられなかったが、それが間違いだったのだろう。何度目かの破局を機に、母は俺に──刃を向けた。

            　死を迫られた瞬間、俺の中にあった母への感情はまるでオセロのコマのように裏返り、憎しみに変わった。

            　大切だったぶん、憎くて堪らなくなった。純粋であるがゆえに未熟だった、母の心の弱さを憎んだ。

            　実父や、今まで彼女に惹かれた男達がそうだったように、俺だって、母には自分がいなければと……そう、思っていたのに──。

            　だからこそ、母としてではなく、女として俺を憎む眼差しを嫌悪した。

            　愚かな拒絶に苛立ち、浅はかな裏切りに絶望した。

            　俺は間違いなく、あの瞬間に母を見限ったのだ。

            「一人で一ヶ月くらいあちこちふらついてたんですけど、そのとき知り合った女性に、とても世話になったんです。不思議な人でした。赤の他人の俺を、家族のように扱うんです。──彼女のおかげで、俺は母親を一人で逝かせずにすんだ」

            　凪沙と同居するようになって半年が経った頃、俺はようやく家出の理由を凪沙に語った。

            　そのときの俺は本気で母を憎んでいたから、凪沙には母に対しての憎しみしか語っていなかったのに、彼女はその憎悪が愛情の反動だと気づいてくれていた。

            　帝さんを通じて母のことを調べ、母が末期の胃癌で入院していることを教えてくれた。

            　死期が近いと知らされても、俺は母を許せなかった。

            　後悔してからでは遅いと、凪沙に引きずられるようにして見舞っていなければ、俺の気持ちは変わらなかっただろう。

            　痩せこけ、病に冒された母の姿に、俺は恐怖を覚えた。

            　華やかだった美貌など見る影もなく、ただ死期を待つ人間独特の、乾いた空気と澄んだ瞳。

            　なにもかもを透過するようなその眼に、俺は憎しみの底に残っていた母としての愛情を視た。

            　痛い程に俺の手を握り、母は零れた涙の数だけ「ごめんなさい」と謝っていた。

            　共に過ごせるはずだった時間を無駄にしたことを悔い、けれど最後に俺と再会できたことを喜びながら、母は逝った。

            　俺の名義で残された多額の金だけが、手に遺った。

            　母を憎む気持ちは薄れたが、裏切られたことに変わりはなく、易々と距離を縮めることはできない。

            　それは、相手が死人であっても同じだ。

            　その奇妙さを思う度に、俺は母と自分を哀れに思った。

            　哀れに思うことしか出来なかった俺を、凪沙はそれでいいと抱き締めてくれた。その腕はもう俺を抱き締めてはくれないけれど、温もりはちゃんと覚えている。

            　俺がこの学園に来ようと思ったのは、滝沢を追っていた俺の元に帝さんが現れ、凪沙が俺を白獅子に入れようとしていたことを語ったからだ。

            　母の遺言に高校進学を願う言葉が綴られていたのもあり、凪沙は生前、乗り気ではない俺を説得しようと必死だった。

            　事故にあったあの日も、車の中でその話をしていた。

            　帝さんから白獅子への入学話を持ち出されたとき、すっぽりと抜け落ちていた凪沙との会話を、思い出した。

            　

            　──帝にツテがあるから、パンフレットだけでも見てみない？

            　

            　私立で、すごく環境のいいところだと力説する姿を思い出してしまったら、願いを聞き入れぬわけにはいかなくなってしまった。

            　それに、寮に入れば、帝さんと共に生活するよりは自由がある。

            　滝沢を追うには、好都合だった。

            　違うそうじゃないと、凪沙は嘆くだろうか。復讐のために、この学園に入ってほしかったわけじゃないと。

            　だが、この復讐だけは、凪沙には止められない。

            　彼女がここに、生きて現れでもしない限り。

            「素敵な人だったんだね」

            　柔らかな声に、意識を引き戻される。奥山先輩と目が合い、俺は現状を思い出した。

            「──はい。とても大切な人だったんです。俺にとって、母であり、姉であり、家族でした」

            　馬鹿正直に過去形で語ってしまい、僅かに先輩が動揺する。貴方が悲しむ必要はないのだと、俺は苦笑した。

            　きっとぎこちなかっただろうが、先輩も同じように微笑みを返してくれる。

            「ねえ、少し散歩でもしようか」

            　このままシャワーを浴びて寝てしまってもよかったが、提案されると外の空気を吸いたい気持ちが湧く。

            「そうですね。シチューをケージに入れてくるんで、待っててください」

            「うん」

            　俺が手を差し出すと、先輩は丁寧にシチューを抱き上げてくれた。

            


            

        
        
            　　　野良猫、狐に弄ばれること 

            

            　後夜祭の喧噪を避けて、俺は奥山先輩と一緒に敷地を囲む森に入った。

            　白亜の石像がある場所に辿り着くと、穏やかな風に木木が擦れてざわめく。

            「あれ、照明がひとつ切れてる」

            　四隅にあるベンチの一つへ腰掛けようとしたら、先輩が呟いた。視線を向けると、確かに石像を下から照らす照明の一つが点灯していなかった。先輩が様子を確かめるように、側に屈み込む。

            「なんだろ。接触不良かな？」

            「無闇に触らないほうがいいですよ。あとで用務員に報告して──」

            　石像の陰から人が現れて、思わず言葉を止める。

            　後夜祭の真っ最中ということもあり、不味いところに割り込んでしまったのかと思ったが、それは男の起こした行動によって否定された。

            　無造作に振るわれた右拳が、屈んでいた奥山先輩の頬を殴り、眼鏡が飛ぶ。それが落ちるよりも速く、仰け反った身体を足が地面に叩きつけた。

            　最初の一撃で昏倒したらしく、先輩はうめき声すらあげなかった。

            「なにしやがんだてめぇ！」

            　先輩に駆け寄ろうとしたが、男が警告するように手を前に出し、動きを止められる。

            　闇に沈む影を強く睨み付けると、男はゆっくりと一歩だけ前に進んだ。

            　点灯している照明に、男の顔が照らされる。手にしていたナイフが指先でくるりと一回転し、照明を弾いた。

            「……菊池」

            　思わず口にした言葉に、菊池が眉尻を上げる。

            「あれ？　俺ってば、自己紹介したっけ？」

            　指摘に焦りかけたが、氷室に助けられている以上、情報を得ていてもおかしくない立場だと思い直す。

            「氷室に教わったんだよ」

            「嘘だね。お前、俺らのこと知ってただろ」

            　即座の切り返しに、ドキリと心臓が跳ねる。

            　俺の反応を舐めるように見つめながら、菊池はゆっくりと首を傾げた。

            「思い出したんだよ、俺。どっかで見たことがある目だなぁって、ずっと引っかかっててさ。で、さっきようやく気がついた。お前、二年前に伝言を頼んだガキだろう？　あの女の代わりに、俺が車から引っ張り出してやったガキだ。そうだろ？」

            　問いながらも、瞳は確信に満ちている。

            　下手に誤魔化せば奥山先輩に危害が加えられることは、容赦なく頭を踏みつけている左足が物語っていた。

            「──そうだよ」

            　俺が苦い声音で呟くと、菊池は満足そうに頷いた。

            「だよな。ていうか、あのときも巻き込まれて、今回も巻き込まれて……お前、不幸すぎじゃね？　かぁわいそうに」

            　わざとらしい同情に、胃の底が熱くなる。

            　否応なく強まる視線をにやにやと受け止めて、菊池はナイフの切っ先を俺に向けた。

            「んじゃま、一緒に来てもらいましょうかね。周防嵐君？　良かったな、前はただの代役だったが、今回は主役だ」

            「そりゃどーも」

            　気のない俺の返事に、菊池は愉しそうに口端を上げた。

            「動じないか。いいねぇ。俺、お前みたいなの好きだぜ？」

            　告げながら、奥山先輩の腕を無造作に掴み上げた菊池に、俺は焦った。

            「先輩はいいだろ。置いていけよ」

            「嫌だね。お前、油断できねぇもん」

            　一言で切り捨てられ、顎で行き先を示される。

            　よほど下調べをしたのか、職員や役員の見回りルートを見事に避け、菊池は敷地を囲む森から公道に出た。

            　直ぐ側に車があり、菊池が奥山先輩を後部座席に放り込む。

            「携帯は？」

            　問いながら身体をまさぐってきた菊池の手の動きにぞわりとして、俺は正直に「部屋だ」と答えてしまった。

            「部屋か──」

            　持っていなければいいだろうという俺の考えは甘かったらしく、菊池は指先で顎を撫でた。

            　どこか挑発するように横目で俺を見て、ほくそ笑む。

            「五分」

            「は？」

            「五分で取ってこい」

            「はぁ!?」

            　無茶な提示時間に目を剥いて抗議しようとしたが、菊池は俺を無視して車に乗り込んだ。意識のない奥山先輩の手をとって、人差し指を反らせる。

            「早く行けよ。間に合わなければ、こいつの指を一本ずつ折るぜ」

            　その言葉が脅しでないことなど、痛い程知っている。

            　俺は菊池を睨む間も惜しんで、寮に駆け戻った。

            　ただ走ることに集中しなければ、絶対に間に合わない絶妙な時間指定に、歯噛みする。

            　俺は部屋に戻ると、重ねて置いていた財布ごと携帯電話を引っ掴んで再び駆けた。

            　絡みつく枝葉を振り払いながら後部座席のドアを力任せに殴ると、ゆるりと窓が開く。

            　真っ先に、奥山先輩と目が合った。意識が戻ったらしく、手を縛られた状態で菊池の隣に座らされている。

            　真っ青な顔の中で、殴られた頬だけが赤く腫れていた。

            「五分八秒。お前、足速いなぁ」

            　時計を確認しながら菊池は呟き、そのまま何気ない仕草で奥山先輩の人差し指を折った。

            「ぎゃっ」

            　鋭い悲鳴をあげて全身を震わせた先輩の眦から、涙が溢れる。

            「てめえ！」

            「五分って言っただろ。乗れ」

            　告げながらわざとらしく先輩の中指を逸らせた菊池に怖気が奔り、俺は盛大に舌打ちした。助手席に乗り込み、憤るまま思い切りドアを閉める。

            「出せ」

            　菊池の合図に、運転席にいた男はエンジンをかけた。運転手は、俺の知らない男だった。

            　あれだけ徹底的に潰されたにも拘わらず、滝沢の仲間になる人間がいる事実に胃が捩れそうだ。

            　車内には、先輩のすすり泣きだけが聞こえていた。

            （──くそっ）

            　フロントミラー越しに先輩を見ると、愉悦に口端を歪めた菊池と目が合う。睨みつけると、「あ」と呟いて、菊池が身を乗り出してきた。

            「忘れてた。携帯寄越せよ」

            　差し出された手に叩きつけるように渡すと、菊池は顔を顰めた。

            「いってぇな。お前図太すぎんだろ。ちったぁ怯えるとか可愛いとこ見せろよ」

            　鼻で嗤ってやると、奥山先輩に視線が向いてドキリとしたが、菊池は俺の携帯電話のフラップを開いた。

            　何かを操作して、首を傾げる。

            「なんだこりゃ。二件しかアドレスねぇじゃん。獅子尾と──相良？　誰だコイツ？」

            「かけてみりゃわかる」

            　俺としては相良と通話できるのはありがたい。わざと挑発するように言い捨てたが、菊池はただ口端を上げた。

            「ていうか、見事に通話履歴がねぇし。まさか走りながら消したとか？」

            「出来るわけねぇだろ。俺は元々携帯持ってなかったんだよ。それは少し前に獅子尾が勝手に寄越したやつだ」

            　疑う声音にうんざりしながら答えると、菊池は口笛を吹いた。

            「貢がれちゃってまぁ。愛されてんなぁ。──嘘じゃねぇだろうな？」

            　不意に声のトーンを落として問われ、眉間に皺が寄る。

            「嘘ついてどうすんだよ」

            　吐き捨てた俺にそれもそうかと頷き、菊池は背もたれに背を預けた。

            　車で小一時間ほどかけて移動して連れ込まれたのは、防音設備が売りのマンションだった。

            　入居を促す宣伝看板が、この上なく忌々しい。

            　リビングには男が二人待機しており、菊池を出迎えた。

            　俺と奥山先輩は、一緒くたに個室へ押し込まれる。

            　何もない八畳ほどのフローリング部屋は肌寒く、異様に広く見えた。

            「先輩。指、見せてください」

            　俺だけ拘束されていないことに疑念を抱きながら、怯えて縮こまっている先輩の腕を、少し強引に引っ張る。

            「──ぃたいっ、やめてっ」

            　先輩は半泣きで呻いたが、俺は心を鬼にして不自然な方向に曲がっている人差し指を元に戻した。

            「ぎゃっ、やめて、やめて──ッ」

            　震える声で懇願してくる先輩の背を宥めるように撫で、そっと手を離す。

            「もう触りません。先輩も、なるべく動かさないよう気をつけてください」

            「……うっ、う……っ」

            　涙をぼたぼたとこぼしながら頷く先輩は哀れで、とりあえずと壁際に移動させる。震えて上手く動かせないらしい身体を壁に寄りかからせたところで、扉が開いた。

            　咄嗟に先輩を庇って前に立つと、菊池が顎を反らした。

            「なんだぁ？　指一本でべそかきやがって。それでも男かよ」

            　投げかけられた言葉に、先輩がびくりと怯える。俺が威嚇するように睨むと、菊池はふっと鼻で嗤った。

            「自分に自信があるやつってのは、大胆だよな。ここがお前のテリトリーじゃないってこと、忘れるなよ」

            　俺に対して油断するわけではなく、あくまで警告として告げられる言葉に歯噛みする。

            　横目で奥山先輩を見ると、怯えに滲む瞳が揺れた。

            「……わかってるよ」

            　俺が吐き捨てると、菊池は満足げに頷いた。

            　一歩、二歩と値踏みするように近づき、くるりと俺のまわりを一周する。

            　再び正面に戻ると、菊池は俺の襟元に手を伸ばし、ネクタイを勢いよく引き抜いた。

            「──ッ」

            　シャツごしとはいえ、摩擦熱に首を竦めた俺を笑う。

            「脱げ」

            　笑みを崩さぬまま命令されて、さすがに瞠目した。

            　そんな俺をおかしそうに見ながら、菊池が自分の襟を摘んで引っ張る。

            「素っ裸になれって言ってんだよ。さっさとしろ」

            「なに言って──」

            「出来ねぇなら、コイツに手本見せて貰うか？」

            　親指で奥山先輩を指差されて、俺は奥歯を噛みしめた。

            　煮えるような怒りを宥めるように息を吐き出し、シャツのボタンに手をかける。

            　服を脱ぐ間、菊池の好色そうな瞳が俺の動きを追った。

            　下着を足から抜いて投げ捨てると、口笛がぴゅうと空間を裂く。

            「お前、綺麗なカラダしてんなぁ。男の裸見てエロいと思う日がくるとは思わなかったぜ」

            「なんだお前、ホモかよ」

            　わざと蔑むように告げると、菊池は声をたてて笑った。

            「んなわけねーだろ。でもほら、獅子尾や氷室はお前に突っ込みたいらしいって聞いちゃったからさ。悔しがる顔想像するだけで勃つじゃん？　なんとかなんだろ」

            　薄笑いを浮かべて、両手を前に出させる。

            　抵抗しかけた俺を意味深な視線で黙らせて、菊池はさっき引き抜いたネクタイで手首を縛った。

            「変態野郎」

            「それ、褒め言葉」

            　答えるなり足を引っかけられ、仰向けに転がされる。

            　ちょうど頭上に奥山先輩がいて、気を取られた隙に右足首を掴まれた。ぐっと上に引っ張られて、なんとも言えない格好にさせられる。

            「てめっ──」

            　左足を蹴り出したが上手い具合に脇に挟まれて、ぐっと腰を落とされた。

            「ッ……」

            「いい眺めじゃねーか。なあ？」

            　俺の携帯電話を構えながら、菊池が先輩に問いかける。先輩が真っ白な顔で首を左右に振ると、菊池は嘲笑った。

            「つまんねぇ野郎だ。びくびくしやがって」

            　愚痴るように告げながら、カシャッと電子的なシャッター音が鳴る。

            　そのまま操作を続けた菊池の目的に気がついて、俺は身を捩って手を伸ばし、携帯電話をなんとか叩き払った。

            　すぐそばの壁にガツッと当たり、床で跳ねる。かろうじて見えた画面には、メールの送信表示がされていた。

            　睨みつけると、菊池は挑発するように俺の膝を撫でた。

            「とりあえず一枚ってな。あとでお前が俺に突っ込まれて善がり狂う動画も送ってやらねーと」

            「死ねよッ」

            　俺の罵倒を冷笑で切り捨て、菊池のつま先が内腿にかかる。そのまま股を開くように踏まれ、柔い場所に喰い込む靴底の痛みに顔を顰めた。

            　俺と奥山先輩は脱がされたが、他の連中は全員、靴を履いたままなのだ。

            　陰部を晒されたところで、羞恥は湧かなかった。

            　ただ煮えるような怒りだけが、胃の底を焦がす。

            「いい顔。でもそんなカッカしてると、いくら俺がテクニシャンでも気持ちよくなれねーぜ？」

            　腿を思い切り踏まれたかわりに、足首から手が離れる。

            　そこで何か思いついたように、菊池の口端が上がった。

            　好奇の視線が、奥山先輩に向く。

            「お前、扱いて勃たせてやれよ。お前のせいで抵抗できないんだから、気持ちよくしてやったら？」

            「なに、言ってんだよッ」

            　俺の抗議を無視して、「ほら」と俺の腰が浮くほど足を引き上げて揺する。

            　先輩の瞳が動揺に揺れて、俺の顔と下肢を交互に見た。

            「いい加減にしろよッ。てめぇが指折っただろうがッ」

            　苦し紛れな理由だったが叫ぶと、菊池は「あ、そうか」と意外なほどあっさりと引き下がった。その代わりのように、腿に置かれていた足が股間に移動する。

            　緩く圧迫され、本能的な恐怖にぞわりと背筋が震えた。

            「──ッ」

            「じゃあ俺が、足で擦ってやるよ」

            　ただ痛みを与えるためだけの行為を宣言した菊池の瞳が、僅かに興奮するのがわかった。

            　どうやら、本当にサディストらしい。

            「いっ──」

            　ぐっと強い力で靴底が上にずらされようとした瞬間、唐突に奥山先輩が立ち上がった。信じられないことに、そのまま勢いよく菊池の腹に突っ込む。

            「ぅぐ!?」

            　不意打ちを食らった菊池は、先輩ごと仰向けに倒れた。

            　助かったが、捨て身もいいところだ。

            　俺はすぐに起き上がろうとしたが、菊池が先輩の脇腹に膝を入れるほうが速かった。瀕死の動物のように呻いて身を縮めた先輩の身体を、力任せに払い退かす。

            　先輩の身体が起き上がろうとしていた俺にぶつかり、バランスを崩した。その隙に菊池は起き上がり、先輩の髪を鷲掴んで引き摺る。

            「クソが！　ペットが俺の邪魔してんじゃねーよッ」

            　激高するままに吐き捨て、壁に頭を叩きつける。

            　二度目が行われるよりも先に、俺は背後から菊池に飛び掛かった。

            「やめろ！」

            「──ッ、うるっせぇ！」

            　腕で払われ、地面に再び転がされる。

            　腕が不自由であることは相当不利だったが、倒されたことで強くねじれたらしく、少しだけ結び目が緩んだ。

            「おい、こいつ縛ってその辺に転がしとけ！」

            　扉を開け、リビングに待機していた男に怒鳴る。菊池は乱暴に先輩を放り出し、戸口に引っかかった足を蹴りだした。

            「あとでぶっ殺してやる」

            　鼻息荒く扉を閉めた瞬間、俺はもう一度、背後から菊池に飛びかかった。

            「──ッ!?」

            　腕を首に引っかけ、扉に身体を押し付ける。

            　服を着ていなかったことが幸いして、腕が綺麗に首に填った。そのまま自分ごと背後に倒れる形で締め上げると、腕に喰い込んだ菊池の指先が痙攣する。

            　何度も菊池の足が扉を蹴ったが、誰かが様子を見に来る気配はなかった。先ほど菊池の機嫌が悪かったことと、防音が功を奏したらしい。

            「ざまぁみろ。てめぇは、いつもッ、ツメが──甘いん、だよ！」

            「ぁ、がっ、おま──ッ」

            　俺を睨みつけていた菊池の瞳孔が、僅かに開く。

            「おま、おま、え──あのとき、の……おん、女──」

            　言葉半ばでぐるりと白目を剥いて、菊池は昏倒した。 首から腕を外し、弛緩した身体を脇に退かす。

            　容赦なく引っ掻かれた腕には無残な傷が残ったが、今の俺には些末なことだった。緩んだネクタイから手首を引き抜き、菊池を後ろ手に縛り上げる。

            　俺の正体に気づいたようだったので、かつてと同じように、シャツを脱がして顔に巻いておいてやった。

            　こいつは俺がヴォーダンのアジトへ乗り込んだとき、馬鹿みたいに口説いてきた挙げ句に、見事に酔っ払って他の誰よりも楽な仕事をさせてくれた間抜けだ。

            　唯一ほぼ無傷で寝転がっていただけに、あの事件の後はさぞ居心地の悪い思いをしたに違いないのに、学習しなかったらしい。

            「まあ、何考えてるかわかんねータイプが、一番怖ぇからな。今回もさっさと退場させられて、ラッキーっちゃラッキーか」

            　脱ぎ捨てていた衣服を着直し、携帯電話を拾う。

            　幸い壊れていなかったが、獅子尾宛に送信されたメールにはうんざりした。本文には、午後十一時までに一人で隣県にある埠頭に来るよう記されている。

            （こっからなら、そう遠くないか）

            　俺が無事であることを伝えようとしたが、移動に集中しているのか、それとも何か理由があるのか、獅子尾は電話に出なかった。

            「留守電設定くらいしとけよ──」

            　三十秒ほどで見切りをつけ、携帯電話をブレザーの内ポケットに放り込む。

            　部屋から出ると、扉の脇に一人立っていたので、顎に一発撃ち込んだ。

            「なんだ？　おい、どうした？」

            　不穏な物音を聞きつけて、玄関からもう一人が駆けつけてくる。広い場所に出てこられる前に通路に駆け寄り、出会い頭で腹に蹴りを入れた。

            「ッな、ごほっ──ッ」

            「もういっちょ！」

            　怯んだ男の頭を、両手を組んだ拳で殴打する。男は壁にも側頭部をぶつけて呻き、そのまま床に伸びた。

            　他に人がいないことを確認し、リビングの隅に転がされていた奥山先輩に駆け寄る。

            「先輩！　先輩ッ」

            　何度か揺すり、頬を叩くと、先輩は苦しげに呻いてから瞼を開いた。

            「先輩、逃げますよ」

            「え……あ？　え──？」

            　状況を掴みあぐねている先輩を無理矢理立たせ、マンションを出る。共有フロアで住人と擦れ違い、訝しげな目で見られたが、俺の意識はその住人が乗ってきていたタクシーに向いていた。

            「待ってください！　乗りますッ」

            　閉まりかけていたドアの隙間に、声をねじ込む。

            　すぐに気づいてくれたらしく、運転手はドアを再び開けてくれた。

            「先輩、乗って」

            　俺に促されて、ぎこちなく乗り込んだ奥山先輩の頬が派手に腫れていることに運転手が気づき、瞠目した。

            　それには構わず、俺は行き先を告げる。

            「白獅子学園までお願いします。先輩、戻ったらすぐ、診療所へ行ってください」

            「周防くん？」

            　困惑する先輩に曖昧な笑みを返して、俺は半身乗り込んでいた車から身体を出した。

            「俺は行かなきゃならない場所があるんで、ここで失礼します。──巻き込んでしまって、すみませんでした」

            「待って、周防く──」

            「お詫びは後日改めて。運転手さん、出してください」

            　身を乗り出そうとした先輩を押し留めて、ドアを閉める。手で閉めたことに運転手が顔を顰めたのが見えたが、俺は儀礼的に頭を下げただけで大通りへ向かった。

            　駅が近かったので、埠頭の最寄り駅までを電車で移動する。そこからはタクシーに乗り、あからさまに不審な眼差しを向けてくる運転手に愛想笑いを返しながら、倉庫が建ち並ぶ区域へ向かった。

            　途中、携帯電話で獅子尾にもう一度かけたが、相変わらず繋がらない。

            （こんなことなら、氷室の番号ももらっとくんだった）

            　今更な後悔をしつつ、コンテナが連なる通りを抜ける。

            　海に面した場所に出ると、拓けた空間で不自然に止まっている車が目に入った。

            　近づこうとしたが、闇に紛れて車の側に男が一人立っていることに気がついて、慌てて身を屈める。

            　阿呆なのか、背中を思い切り倉庫側に向けていたため、あっさりと車の対面に張り付くことが出来た。

            　中を覗こうとしたが、濃いスモークシートに阻まれる。

            （迷ってても時間の無駄だな）

            　立っている男が獅子尾側か滝沢側かは、この際関係ない。大事なのは、誰が車中に閉じ込められているかだ。

            　俺は背後から男に近づいて、後頭部を思い切り殴りつけてやった。

            「がっ!?　ぅぐッ」

            　呻いて前屈みによろめいた尻を蹴りつけて、地面に倒す。弄っていたらしい携帯電話が地面に転がり、そこだけが闇に明るく浮いた。

            　数秒でそれも消え、場に再びの静寂が戻る。

            　着ていたジャケットで男を拘束してから、車の後部ドアを開けた。

            　凭れていたのか、開けた途端に見慣れた赤い髪が座席から僅かに出てくる。予想していたような、意外なような、変な気持ちで仰向けに晒された顔を見下ろした。

            　意識がないらしく、獅子尾の目は閉ざされている。

            「獅子尾、獅子尾！」

            　頭を二度叩いてから、手足を拘束されていることに気がついて手を伸ばす。手を外したあとに反対側に回って足の縄を解いていると、獅子尾が呻いて身を捩った。

            「──ぅ、ッ」

            「獅子尾、しっかりしてくれ。どうなってるんだ」

            　縄を引き抜いた手で膝を叩くと、獅子尾ははっと息を呑み、勢いよく身体を起こした。

            「湊、てめ──周防!?」

            　文句半ばで相手が違うと気づいたらしく、獅子尾は瞠目した。

            　混乱したらしく、俺を凝視したまま固まる。

            「獅子尾、状況を説明してくれ」

            　再び問いをぶつけると、獅子尾は軽く頭を振って額に手を当てた。

            「あ、ああ。ていうか、お前、大丈夫だったのか」

            「大丈夫だよ。奥山先輩を人質に取られて、抵抗できなかっただけだ」

            「奥山？　同室にした、気が弱そうなやつか」

            「間違いじゃねーけど、その先輩が勇気だしてくれたおかげで、ケツ掘られずに済んだんだぜ？」

            　俺の一言に獅子尾は顔を顰め、少し声を落とした。

            「──他には、何もされてねーか？」

            　菊池の女好きは有名だ。

            　奴が妙な気を起こした原因が、自分にあると自覚しているらしく、珍しくしおらしい問いだった。

            「気持ち悪い気遣いしてんじゃねーよ。それよりも、状況を説明してくれ。なんで、あんたがここに一人で拘束されてたんだ？　滝沢は現れなかったのか？」

            「滝沢は現れなかったが、車で迎えが来たんだ。俺はバイクでここまで来て、直前までコンテナの陰に隠れてたんだが──奴らの前に出て行こうとしたところで、車で追いかけてきた湊に掴まっちまって。あいつ、手下に俺のこと見張らせてやがった」

            　舌打ち混じりに告げられた言葉に、俺は肩を竦めた。

            　どうやら優秀な女房役は、獅子尾を拘束したのち、自らが滝沢の元へ行くであろう車に乗ったらしい。

            「争った形跡はないし、獅子尾か氷室──連れて行くのはどっちでもよかったみたいだな」

            「たぶんな。俺たちを引き離しときたかったんだろう」　そして連れて行かれたほうが、おそらくは人質だ。

            　その流れを作ってしまった発端が俺だと思うといたたまれないが、今は感傷に浸っている場合ではない。

            「連れて行かれた場所の見当は？」

            「──わかんねぇ。そういうのは、全部湊の仕事だ」

            　口惜しげな獅子尾の呻きに、俺は氷室の言葉を思い出した。

            （前しか見ないから、のせられやすい──か）

            　氷室は分断されることを予測して、もしものときは自らがより危険な役回りになるよう采配していたらしい。

            （格好つけやがって）

            　もしかしたら次の手も、獅子尾や俺抜きで事が進むよう手配済みかもしれないが、あいにく滝沢は俺の獲物だ。

            　そう簡単に、舞台から降ろされちゃ堪らない。

            　必死に算段している脇で、打つ手無しの状況に地味に動揺している瞳を見つけ、俺はその肩をどついた。

            「おい、しっかりしろ！」

            「──って」

            「なんかあんだろ。氷室がよく動かしている連中とか、奴と情報共有してそうな奴とか！　多少の検討はつくだろ。連絡とれ」

            「──あ、そ、そうだな」

            　俺の指摘に瞠目し、獅子尾は身体を探ったが、すぐに顔を顰めた。

            「携帯がねぇ」

            


            

        
        
            　　　野良猫、蛇に辿り着くこと

            

            「持ってかれたか。用意周到だな」

            　氷室の徹底ぶりに軽く苛立ちながら、暗闇で伸びている男の存在を思い出す。

            「なあ。あいつって、お前ら側の人間？」

            　俺が一歩下がって地面を指差すと、獅子尾は顔を顰めた。

            「たぶん。すっげぇ下っ端だ」

            　氷室に殴られたのか、脇腹を押さえつつ獅子尾は車から降りると、男の側に落ちていた携帯電話を拾った。

            　少し操作してから、盛大な溜め息を吐く。

            「ぜんっぜん使えねぇ。湊の番号すらねぇし」

            　愚痴りながら操作し、獅子尾は携帯を耳に当てたが、すぐに放り捨てた。

            「湊に着拒されてる」

            「徹底的に、あんたを関わらせないつもりみたいだな」

            「くそったれ。おい！」

            　獅子尾は八つ当たり気味に男の肩を蹴ったが、呻きすらしない。胡乱な瞳が、俺に向いた。

            「どうすんだよ、これ。話が聞きたくても、当分起きねぇぞ」

            「いや、だって──、そうだ俺の携帯なら」

            　言い訳の途中で思いついて、俺は内ポケットから携帯電話を取りだした。

            　そのついでのように、メモが一枚落ちる。

            「なんだこれ──あ！」

            　それは染谷先輩から貰った、携帯電話の番号が書かれたメモだった。殆ど反射で、書かれた番号を押す。

            　獅子尾は俺の行動に一度口を挟もうとしたが、俺が視線で制すると、大人しく口を閉ざした。

            　数回のコール音のあと、回線が繋がる。

            『何かあった、周防君？』

            　番号を教えていないので、まずは名乗ろうと思った矢先に呼ばれて、面食らう。

            「あ、その──」

            『なにびっくりしてるの？　周防君の番号なんてチェック済みだよ。僕、誰かわからない番号には出ないから』

            　どうやって、とは訊かないほうがいいんだろう。

            　俺は曖昧に「そうですか」と返して、本題を切り出した。氷室からもいろいろ聞かされていたし、染谷先輩に回りくどい説明はいらない気がしたのだ。

            「ある男の居場所を知りたいんです。捜してもらえますか？」

            『名前は？』

            「滝沢たきざわ充みつる」

            　染谷先輩は二秒ほど沈黙してから、小さく吐息した。

            　それは確かに、笑いを孕んでいた。

            「先輩？」

            『なんていうか、ここまでくると運命感じちゃうかも』

            「どういう意味ですか？」

            『今さっき、報告をもらったばかりなんだ。祖父が丸投げしてきて、本当に嫌だったんだけど──僕は宣言通り、周防君の役に立てそうだよ』

            　ちょっと待ってて、と先輩の声が少し遠くなる。誰かが傍にいるのか、小声のやりとりが微かに聞こえたが、何を話しているかまではわからなかった。

            （祖父が丸投げって、何を？）

            　先輩の言葉を反芻していたところで、気配が戻ってくる。

            『周防君？　彼の居場所、教えてあげてもいいけど、条件があるんだ』

            「え、知っ──滝沢の居場所、知ってるんですか!?」

            　動転した俺とは対照的に、先輩の声は落ち着いていた。

            『うん。さっき報告をもらったって言ったでしょう。それが、彼の居場所を突き止めたって連絡だったんだ。まさか周防君の口から滝沢の名が出るなんて、予想外だったよ』

            　声音には、うっすらと憐憫が混ざっていた。染谷先輩は、滝沢という男を知っているのだろう。

            　どう返答すべきか迷った俺に、先輩は小さく笑った。

            『ごめんね、詮索じゃないんだ。周防君や氷室君たちが、滝沢とどういう関係にあるのかを聞いたところで、僕は君達を優先することはできないしね。僕には僕の、立場があるから』

            「それじゃあ──」

            『居場所は教えてあげるよ。約束は守る。条件付きで申し訳ないけど、どうする？』

            「──条件は？」

            『周防君を見逃してあげるのは、二時間だけ。それと最終的に、滝沢はウチが引き取る』

            「引き取る？」

            『滝沢は、君だけの獲物じゃないってことだよ』

            　どこか可笑しそうな先輩の声はいつも通り甘かったが、そこに温もりはなく、底冷えするような重みがあった。

            『ごめんね。頼りない外見のせいで、僕は敵が多いんだ。周防君には色々と恩義があるけれど、リスクは最小限にしたい』

            　朗らかだが、芯の強い言葉。

            　ためらいなく誰かの盾になれる人間を、怖いと言った先輩の顔が、不意に脳裏を過ぎった。

            　彼は彼の世界で、盾になろうとする人間の出番を少しでも減らそうと奮闘しているのかもしれない。

            　勝手にそう思って、俺はただ一言、「わかりました」と答えた。同時に、揚げ足を取ろうとしていることを、心の中で謝る。

            　染谷先輩は、滝沢を《殺すな》とは言ってない。

            　先輩から滝沢の潜伏先を教わると、俺は獅子尾の元で伸びている男の懐から、車のキーを探り出した。

            「居場所がわかったのか？」

            　車に戻る俺の後に続き、獅子尾が問いかけてくる。

            　俺は頷きながら、運転席に乗り込んだ。閉まるドアの向こうで獅子尾が瞠目し、慌てて助手席に回り込む。

            「お、おい？」

            「シートベルト締めろよ。最近はうるせぇから」

            「お前、運転できるのか？」

            「じゃなきゃ、運転席に座るわけねーだろ」

            　答えながらハンドルを切ってＵターンをすると、獅子尾は少し青ざめた顔でシートベルトを締めた。

            　せわしなく周囲を見渡し、批難の視線を俺に向ける。

            「慣れた手つきで運転しやがって。いつから乗ってんだよ、お前。俺らよりあぶねぇ野郎だな」

            「どこがだよ。お前らがバイクにしか興味なかっただけだろ」

            　公道に出るなりスピードを上げた俺を、獅子尾は暫く警戒していたが、五分後には前を向いていた。

            　不意に懐が振動し、メールの受信を知らせる。

            　取り出して獅子尾に投げると、焦った手が受け止めた。

            「なんだよ」

            「場所の地図だと思う。ナビしてくれ」

            「なるほど、わかった」

            　意外とわかりやすい獅子尾のナビゲートに従って、夜の閑散とした道を走る。国道の交差点を黄色信号で突っ切ったところで、背後に白バイが現れた。

            「げ。なんでこんなとこに──」

            　後ろを振り返り、獅子尾が舌打ちする。

            「目的地はすぐそこだし、振り切っちまえ！」

            「馬鹿、近くじゃ巻けないだろうが。逃げるほうが時間の無駄だ」

            　並走し、仕草で停止を促してきた白バイの誘導に従ってスピードを落とす。

            　隣で獅子尾が信じられないという顔で睨んできたが、俺は無視してパワーウィンドウを下げた。

            　焦る気持ちをぐっと堪え、笑顔をつくる。

            「すみません、急いでて」

            「急いでても、違反は違反ね。十六キロオーバー」

            「そんなに出てました？」

            「計測器が嘘をついていなければね」

            　わざとらしい会話に、少しの茶目っ気で返される。

            　そう堅苦しい相手ではないことに安堵したが、隣で青ざめている獅子尾が地味に挙動不審だ。

            　警察官の目がさりげなく俺と獅子尾を確認しているのがわかり、俺はどうしたもんかと思考を巡らせた。俺も学生服を着ているだけに、相手の不審感をこれ以上煽ることは避けたい。

            「免許証、出してもらえる？」

            　避けられない一言に獅子尾が緊張したが、俺はごく自然に、薄いサイフから免許証を取り出した。

            　部屋からサイフを持ってきた自分を、内心で褒める。

            　警察官は免許証と俺を何度も見比べたが、俺の制服に関しては自分なりの答えでもみつけたらしく、特に詮索はされなかった。

            　黙々とナンバーを控えられ、切符を切られる。

            「はい、お返します」

            　差し出された免許証を受け取ると、警察官はタイミングを見計らったようにひょいと身を屈ませた。

            「奥の彼、現役だよね？　未成年を、こんな時間まで連れ回してたの？」

            　男の言葉に、獅子尾の眉が訝しげに寄る。

            　獅子尾にとっては意味不明の言葉だが、俺には伝わったので、わざと苦笑した。

            「義理の弟なんです。こんな時間まで遊び歩いてたんで、連れ戻しにいった帰りだったんですよ」

            　ついでのように俺が獅子尾の頭をこづくと、いい感じに反抗的な目を返してくれた。

            「俺が同じ学園に後から入ったもんだから、生意気にも反発してるらしくて」

            　苦労しているのだと訴えるように眉尻を下げると、一応は納得してくれたらしく、警察官は屈めていた上体を元に戻した。

            「なるほど、ご苦労様。ですがスピードの出し過ぎは事故のもとです。大事な弟さんを乗せているんですから、気をつけてください」

            「はい。すみませんでした」

            　互いに社交辞令的なお辞儀を交わし、パワーウィンドウを閉める。警察官が白バイに戻ったのを確認してから、俺は車を再び発進させた。

            　獅子尾は後ろを振り返り、白バイの姿が見えなくなってから、口を開いた。

            「おい、どういうことだ？」

            「なにが」

            「なにがじゃねぇよ！　なんでお前、免許もってんだよ！」

            「取ったからだろ」

            「十六じゃ取れねぇだろ！」

            「そりゃそうだ。でも俺、二十歳だし」

            「はぁ!?」

            　俺の言葉に、獅子尾が素っ頓狂な声をだす。

            　思いのほか耳に響いて、俺は顔を顰めた。

            「うるせーな。これ見りゃ納得するか？」

            　膝に置きっぱなしだった、財布と免許証を放る。サイフが足元に落ちたが、獅子尾は無視して免許証をガン見した。 

            「──まじかよ」

            　様々な感情が入り交じった視線を免許証と俺に向けたあと、獅子尾は眉間に皺を寄せた。

            　腑に落ちないところを問い質したい、という気配が滲んだが、それは一瞬で消える。ちらと横目で見ると、獅子尾の視線はある一点を睨んでいた。

            「あれか？」

            「ああ」

            　繁華街から住宅地を挟んである寂れた一角は、古い建物が点在しており、見るからに不気味だ。

            　目的の場所は、その中でも浮くようにあった。

            　元はパチンコ店だったらしい建物は、だだっぴろい駐車場の中心で、孤独に佇んでいる。申し訳程度に置かれていた三角ポールをはじき飛ばして、中に入った。

            　入口近くにつけるや、獅子尾が飛び出した。

            「あ!?　おいっ」

            　協力するとまではいかなくても、侵入の段取りくらいは──と、思っていた俺が馬鹿だったらしい。

            「ったく、こりゃ氷室も苦労するわけだ」

            　出鼻をくじかれたことで、自分が無駄に力んでいたことを知る。

            （滝沢──）

            　意志を再確認するようにゆっくりと息を吐き出してから、俺は車から降りた。

            　半開きになっている自動ドアをくぐると、少し広いロビーになっていて、瞬殺されたらしい男が二人、灰皿の中身をかぶって転がっていた。すぐ脇に階段があり、古い案内板が、二階と地下の存在を教えてくれる。

            「ビリヤードにダーツ、ねぇ」

            　二階がスロットで、地下は遊技場だったらしい。

            　考えるまでもなく、派手な騒ぎが巻き起こっている地下へ降りる。

            　防音扉の前で更に一人、哀れに昏倒している男を跨いで中を覗くと、上と同じだけ広い空間があった。寂れていく場を盛り返そうと足掻いた名残か、なかなかに洒落た内装だ。

            　五人を相手に大立ち回りをしている獅子尾が大きく左に逸れたことで、右奥にあるビリヤード台が見えた。

            　その上に、氷室が転がされている。

            （──生きてはいる、か）

            　氷室は獅子尾を引っ張りだす餌としての価値しかない。殺されていてもおかしくなかったが、かろうじて胸が上下していた。

            　顔は見えないが、台の端から落ちている右腕の一部が、不気味なほど腫れている。抵抗力を削ぐためか、折られたらしい。

            　獅子尾に視線を戻すと、ちょうど最後の一人が殴り倒されたところだった。スツールと一緒に手前にあったローテーブルに頭から突っ込んで、動かなくなる。

            　次の標的を求めた瞳がぐるりと周囲を見渡すと、パチパチパチ、と乾いた音が空間に響いた。

            　それが拍手だとわかったのは、奥にあったステージに照明が落とされたからだ。

            　そこに、椅子に座った滝沢がいた。

            「さすがは紅蓮の獅子。準備運動には、人数が足りなかったかな？」

            　馬鹿みたいな演出だったが、獅子尾を煽るには充分だ。

            「ぶっ殺すッ」

            　憤怒の形相で拳を握り直した獅子尾が一歩を踏み出すと、ニィと滝沢の唇が弧に撓った。

            「いいの？　死ぬよ」

            　滝沢の意味深な言葉と視線に、獅子尾がぴたりと動きを止める。俺と獅子尾が氷室を見たのは、同時だった。

            　いつのまに現れたのか氷室の傍に真田が立っており、手にはナイフが握られていた。

            「てめぇッ」

            　ぎらつく獅子尾の瞳を愉しそうに見返して、滝沢が挑発する。

            「そんなに俺が憎いなら、見捨てればいいんじゃないかな？　俺を一発殴るくらいはできるはずだ」

            　なあ、とわざとらしく真田に問いを投げる。

            　真田がそれに応えることはなかったが、氷室の首筋に当てられたナイフが揺らぐこともなかった。

            　ぎち、と獅子尾が奥歯を噛む音を、聴いた気がした。

            「──何が望みだ」

            　地を這うような声で、獅子尾が告げる。

            　滝沢は獅子尾の様子を舐めるように観察しながら、もったいぶるように小首を傾げた。

            　蛇を思わせるのっぺりとした顔が、不気味に笑む。

            「そうだなぁ……。ああその前に、役者は全員、舞台に上がってもらわないと」

            　言うなり視線が出入り口に──俺に、向けられた。

            「いるんだろ？　周防嵐」

            　名を呼ばれた驚きに、息を呑む。

            「菊池から聞いて驚いたよ」

            　声音には、わざとらしい感嘆が滲んでいた。俺という存在を、滝沢はすでに認識しているのだ。

            （不意打ちは無理ってことか）

            　獅子尾が暴れてる隙を狙おうと思っていただけに苦い気持ちが湧いたが、菊池を恨んだところで今更だ。

            　俺は仕方なく、ホールに入った。

            　獅子尾の脇を通り過ぎ、中程まで進む。足を止めると、滝沢は大仰に両手を広げて立ち上がった。

            「こりゃぁいい。写真より美人じゃないか。獅子尾や氷室が尻を追っかけ回してたってのも、少しは理解してやれそうだよ」

            　蔑む言葉に獅子尾の視線が鋭くなったが、滝沢は無視してステージから降りた。俺の傍まで来ると周囲を歩き、もの珍しげに観察する。

            「顔を逸らすな。あげろ」

            　正面に立った滝沢に、顎を持ち上げられる。触れたのは指先ではなく、冷たい塊だった。

            　無機質な感触に眉を顰めると、滝沢の目が得意げに細められる。

            　眼前に、滝沢の手に握られていた物体が晒された。

            　獅子尾が緊張する気配が、背中越しに伝わる。

            「怖い時代だろ？　金さえあれば、楽しい玩具が簡単に手に入る」

            　無邪気な子どものように、銃を構えてみせる。

            　そのまま銃口を俺の額に当て、滝沢は味わうように安全装置を外した。

            　かちりと小さく響いた振動に、想像していたような恐怖は湧いてこなかった。

            「全然気づかなかったよ。あのときのガキだったってのもそうだが、菊池を酒で潰した女が実は男だったなんてな。おかげで唯一残ってた謎が解けた。高橋たかはしを潰したのも、お前だろう？」

            　問いながら、滝沢の口元が怒りに歪む。それだけ、屈辱を感じているのだろう。

            　高橋は屈強な大男で、滝沢の護衛みたいな役割をしていた男だった。無口で無骨。無慈悲で残忍。

            　滝沢に危害を加えようとする者には、本当に容赦がなく、仲間内でも恐れられていた男だった。

            　だが、女を殴れない男だったのだ。

            　俺が女装したのは、怪しまれずに滝沢に近づくためでもあったが、高橋を確実に排除するためでもあった。

            「あの日、お前さえいなければ、俺たちはあそこまで徹底的にナイトレオンにやられたりはしなかった。お前さえいなければ──ッ」

            　ごつ、と強く押しつけられた銃口が鈍い痛みを伝えてきて、苛立つ。

            「そういや、高橋がいねぇな。どうした？」

            　挑発してやると、この件に関しては本当に腹に据えかねていたのか、頬をグリップで殴打された。

            「──ッ」

            「高橋潰したのはてめぇだろうが！」

            「ああ、逃げられたのか。肋骨四本と腕折ったぐらいで吹っ飛ぶ忠誠心しか得られなくて残念だったな──ッ」

            　先ほどよりも強い力で再び殴られて、口端が切れる。つっと顎に血が伝った。

            　痛みに顔を顰めると、滝沢が鼻で嗤う。

            　赤く腫れだした俺の頬を見て溜飲が下がったのか、少しだけ眉間の皺が緩んだ。

            　冷静さを取り戻すように短く息を吐き出すと、今度は俺の胸元に銃口を突きつける。

            「お前に訊きたいことがある」

            「なんだよ」

            「桐谷の野郎はどこだ！」

            　張り上げられた言葉に、俺は少なからず面食らった。

            （こいつ、桐谷が白獅子にいることに気がついてないのか）

            　どうやら獅子尾たちがいたことと、教師という立場が目くらましになったらしい。

            「知るか」

            「とぼけんじゃねえ！　てめぇとグルだったはずだ!!」

            　手を組むわけがない。

            　理由なんて微塵もわからなかったが、滝沢の周囲を固める連中の忠誠心は強固だった。

            　どんなに調べても、付けいる隙などなかった。

            　だからこそ、俺は俺自身を最大限に利用して、一人で乗り込んだのだ。

            「あの日、なぜ桐谷が裏切ったのか。なぜ、俺や獅子尾があの日を選んだのか。あんた、気づいてないのか？」

            　まさかという気持ちと、そうだろうなという気持ち半々で口にした言葉に、滝沢は眉を顰めた。

            　その表情が、答えなんだろう。

            　自分が滅ぼされた理由を知らず、亡霊のように報復に駆られている男が、哀れに見えた。

            「あの日が、なんだっていうんだよ！」

            　苛立ちまじりの問いに、思わず失笑が洩れる。

            　凪沙の四十九日。それは同時に、桐谷の弟の四十九日だ。それを知らずにこの男が生きていたのだと思うと、憎すぎて、いっそ愛しくなりそうだ。

            「気づけよ、滝沢。お前、あの日に死んでるんだぜ？」

            　カッと、滝沢の瞳に屈辱が滲んだのがわかった。

            　次の瞬間には、こめかみを殴打されて視界がぶれる。

            　ぐらついたところを足蹴にされて、俺は地面に倒れ込んだ。

            「てめぇ！　いい加減にしろよっ」

            　獅子尾の怒声が、ドンッという鈍い音にかき消される。

            　顔を上げると、滝沢は天井に発砲していた。砕けた資材が、ぱらぱらと舞い落ちる。

            　一瞬の静寂のあと、滝沢はゆっくりと腕をおろし、銃口を氷室に向けた。

            「お前ら、殺し合えよ。じゃなきゃ氷室を殺す」

            「ふざけんなッ」

            　叫んだのは、俺でも獅子尾でもなかった。

            　咄嗟に視線を向けると、氷室がゆっくりと起き上がる。

            「湊！」

            　獅子尾の声に、氷室の口端が歪む。口からか鼻からかわからない血が、顎から滴った。

            　どう指示されているのかわからないが、真田はとくにその動きを制止したりはしなかった。

            「誰がてめぇの命令なんか──ぐぁッ」

            　言葉は、滝沢が再び発砲したことで遮られた。氷室が再び頽れ、見る間に右足が血に染まる。

            「てめぇ！」

            　いきり立って飛び掛かろうとした獅子尾の足元が弾け、余韻に空気が振動した。ためらう気配もなく、銃口は再び、氷室に定められる。

            「さっさと始めねぇと、頭を撃ち抜くぞ」

            　脅しではないと、聞こえてくる呻き声が証明している。滝沢の冷ややかな視線に促され、俺は立ち上がった。

            　口内に溜まった血を吐き出し、獅子尾と対峙する。真っ直ぐに俺を射貫く瞳は、ただ怒りに燃えていた。

            （なるほど、迷わねぇ）

            　氷室が獅子尾に男惚れするわけだ。

            　獅子尾が踏み切り、信じられないほどキレのいい拳が頬をかすめる。皮膚が痺れて、どっと体温が上がった。

            　手を抜けば、滝沢は迷わず氷室を撃つだろう。

            　ためらうわけにはいかなかった。

            　だが、獅子尾の本気の一撃なんか喰らったら、そこで総てが終わってしまう。獅子尾や氷室ほどの打たれ強さは俺にはないし、パワーもない。今俺ができることは、相手から向けられる力を逸らすか避けるか──だ。

            　真剣に対峙して初めて、獅子尾の強さを知る。

            　俺がかろうじて打ち倒されずにすみ、幾ばくか殴り返せているのは、獅子尾が本気でありながら、本気じゃなかったからだろう。

            　逸らされぬ瞳が、必死に何かを考えている。

            　それは俺も同じだ。

            　本気で向かい合っているのは、殺し合うためじゃない。

            　この場をどうにかして切り抜けるためだ。

            　立て続けに繰り出された拳に追従して振り上げられた蹴りを避けるために二歩下がった踵が、何かを踏む。

            「──ッ!?」

            　ごりっと足元が滑った瞬間、それが酒ビンだとわかったが、崩れた体勢を立て直す時間は与えてもらえなかった。確実に俺を沈められる隙を逃せば、それは氷室の死を意味する。

            　容赦のない一撃が脇腹に入り、凄まじい痛みに強張った身体が投げ飛ばされた。

            「──ッ、がッ」

            　叩き落とされたローテーブルが派手に滑り、椅子を三つ巻き込んで何かにぶち当たる。

            　それが氷室が寝かされていたビリヤード台だと気づいたのは、目端に真田の足があったからだ。

            　俺がテーブルごと突っ込んだことで生まれた隙を、氷室は逃さなかった。

            　真田が俺に気を取られた刹那、氷室の手がナイフを払い退ける。そのまま、俺が運んだテーブルに同乗していたビンの一つを掴んで、真田がガードするよりも早く頭をぶん殴った。

            　ビンが砕け、破片が飛び散る。

            　俺は降り注いだ破片から逃れるために、テーブルから転がり落ちた。

            　その衝撃と、銃声は同時だった。

            　ぞわっと産毛が逆立ったが、獅子尾が滝沢の銃を掴んで明後日の方向に向けていた。

            　発射された弾丸は誰をかすめることもなく、壁にめり込んだらしい。

            　手首を締め付けられた滝沢の手から、銃が落ちる。

            　それを獅子尾はすかさず蹴り飛ばしたが、その場で膝をついた。

            「てめぇ、は、そればっか──だな」

            　苦痛に顔を歪めて倒れ込んだ獅子尾の脇腹に、深々とナイフが突き立っていた。

            「蓮！」

            「獅子尾！」

            　脚を撃たれたとは思えない動きで氷室が駆け寄ろうとしたが、その動きは滝沢が屈んだことで阻まれる。

            「動くな。動いたら、これを抜くぜ？」

            　滝沢は獅子尾に刺さったナイフの柄を握り直すと、わざとらしく少し動かした。

            　声にならない呻きを、獅子尾が洩らす。それすら遮るように、口からごぼっと血が噴きこぼれた。

            「てめぇ──ッ」

            　これでは、獅子尾と氷室が入れ替わっただけだ。

            　それだけならまだしも、この膠着状態はじわじわと二人を死へと近づける。氷室の傷口から溢れ続けている血の量も、尋常ではなかった。

            　それを悟っている滝沢の顔が、喜悦じみた笑みに歪む。

            「最高だな。どっちが先に死ぬか、賭けでもするか？」

            　眼前にある氷室の拳から、ぽたっと血が滴っていた。

            　ぽたり、ぽたりと、床に新たな模様を描いていく。

            　俺の視界を、染めていく。

            　愉しげに獅子尾と氷室を交互に見ている滝沢の、勝ち誇った笑みがいっそ嬉しかった。

            　獅子尾に殴られた脇腹も、叩き付けられた背中も尋常じゃないくらい痛い。

            　痛いが、どうでもよかった。

            （──凪沙）

            　凪沙には、もう感じられない痛みなど、俺にはどうでもいい。腕に力を入れて、起き上がる。

            　その動きで気づいたらしく、滝沢が口笛を吹いた。

            「おっと、ヒロインの存在を忘れてた。なあ、お姫様。お前が選んだほうを、見逃してやろうか？」

            　嬉々とした言葉に、虫唾が奔る。

            　

            「間違えるなよ。俺の相手はてめぇだろ？」

            　

            　自分の声じゃないみたいな、酔うような響きだった。

            　うっとりとした余韻のままに立ち上がり、俺は右手に掴んでいたものの引き金を引いた。

            「ぎゃっ！」

            　銃弾は滝沢の左腕を掠めたが、二発目、三発目は外れた。四発目が腿に喰い込み、五発目が肩を弾く。

            　六発目は、氷室に銃身を押さえられて阻まれた。

            「よせ」

            「──染谷先輩との約束だから、殺さないさ。さっさと獅子尾を病院に連れていけよ」

            　染谷先輩の名に氷室は目を見開いたが、彼の名前が出たことで、俺たちがここに辿り着けた理由に気づいたようだった。眉間に皺が寄せられ、苦い感情が瞳に滲む。

            「行け」

            　俺は冷静だった。

            　それは、氷室にもわかっているだろう。だからこそ、逡巡している。

            「死ぬぞ」

            　警告すると、氷室は獅子尾を抱き起こした。互いが互いを支えるように、立ちあがる。

            「周防──」

            　もの言いたげに吐き出された獅子尾の声は、掠れていた。場を去ることを拒む仕草は、氷室の脚を染める血を見たことで止まった。

            　二人の背を見送ってから滝沢に視線を戻すと、真っ青な顔で俺を見上げていた。満身創痍で、自らの血が作った血溜まりを這うように後ずさる。

            「そん、そんな目で俺を見るんじゃねぇ！　こ、殺さないんだろ!?」

            　醜かった。

            　記憶に焼き付いていた姿よりも、ずっと。

            「殺さないでくれ！」

            　引き攣った懇願の醜悪さに、引き金にかけた指に力がこもる。

            「そんなわけ、ねぇだろ」

            　倫理を外れることに敏感な氷室を遠ざけるためについた嘘を、真実にしてやる気など毛頭無い。

            　指先に力を込めようとした瞬間、様々なものを蹴散らしながら、一人の男が転がり込んできた。

            「やめて！　やめてやめて！」

            　悲鳴じみた声で叫びながら、滝沢を庇うように覆い被さる。

            「──繁人しげひと」

            　滝沢が瞠目し、呟いた名前は耳に馴染まなかったが、漢字はすぐに脳裏に浮かんだ。新学期が始まってから、寮の部屋に戻るたび、目にしていた名前だ。

            「奥山先輩」

            　目の前に現れたことでようやく、彼こそが滝沢に情報を流していた張本人なのだと知る。

            　同室になったのは偶然だろうが、獅子尾や氷室の周囲の様子を、逐一報告していたんだろう。

            「退いてください、奥山先輩」

            「いやだ！　殺さないで！　殺さないでッ。彼は僕の恩人なんだ！　滝沢さんだけが僕を助けてくれた！　助けてくれたんだ！」

            　恐怖で青ざめた顔は涙と鼻水でぐちゃぐちゃだったが、

            奥山先輩は銃口を突きつけても、がくがくと震えるだけで退かなかった。

            　楽しそうに誰かと電話で話していた横顔と、自分を救ってくれた友人のことを誇らしげに語っていた顔が甦る。

            　人殺しだろうが、卑怯な外道だろうが、恩人なのだ。

            　彼にとっては滝沢こそが、俺の凪沙なんだろう。

            （自分を救ってくれた、唯一の──）

            　なんて皮肉だろうと思った。

            　俺はその存在を、奪われる痛みを知っている。

            　知っている。

            （だけど、俺は）

            　隙間を探して、銃口がさまよう。それがそのまま俺自身の迷いになったように、急に手が震えだした。

            （──くそッ）

            　迷いを切り捨てようと息を吸った瞬間、タイミングを見計らったかのように、細い指先が俺の手首を掴んだ。流れるような仕草で、銃口を下げさせられる。

            　はっと息を呑んで振り返ると、染谷先輩が立っていた。

            「せんぱ──」

            「時間だよ、周防君」

            　柔らかく告げながら、滝沢を一瞥する。

            　その足下に迫っている血溜まりを見つめ、先輩は再び俺に視線を戻した。

            　後ろめたさも、罪悪感もなかった。

            　ただ何か言いたくて、口を開く。

            　しかし言葉は、血と硝煙の残り香が漂う空間に似つかわしくない微笑に遮られた。

            「この男に、君が手を汚す価値はない。彼には彼の、地獄がちゃんとあるんだよ。──相応しい、地獄がね」

            　背筋がぞくりと震えるほど、色気のある笑みだった。

            　情を滲ませながらも恐ろしく冷めた瞳は、俺にも奥山先輩にも反論を許さず、ただ沈黙だけを強いる。

            　ごく自然に、銃を奪われていた。

            　染谷先輩はそれを背後にいた男に渡すと、「連れて行け」とただ一言呟いた。

            


            

        
        
            　　　死んで花実がなるものか 

            

            　事件から三日が経っていたが、新聞にもテレビにも、今回の騒動は欠片もニュースにはなっていなかった。

            　染谷先輩のところが根回ししたのか、それとも政治家らしい氷室の父親が動いたのか──。どちらにしろ、真実は世間から切り離された闇の中、だ。

            「──おう、周防ってば！」

            　肩を叩かれて、はっとする。

            　目を瞬かせると、姫宮が不満顔で俺を睨んでいた。

            　戸惑いつつ周囲を見渡すと、いつのまにか授業が終わっている。

            「えっと、なに？」

            「なに、じゃないよ。めちゃくちゃ暗い顔してじっと教科書睨んでさぁ。なんかあった？」

            「──別に、何も」

            「ほんとにぃ？」

            「なにもない。最近夢見が悪くて、寝不足なだけだ」

            「寝てないの？　具合悪いなら、保健室行きなよ？」

            「ああ」

            　俺の身を案じてくれる存在が日常を連れてきて、その違和感に笑みが歪んだ。

            　あのあと滝沢がどうなったのか、俺は染谷先輩に訊いていない。不思議と、知りたいと思えなかった。

            　ただ、奥山先輩のことは、少しだけ気になった。殺さないでと懇願する声が、耳に残っている。

            　滝沢をこの手で殺し損ねた憤りが湧こうとするたび、あの姿が目に浮かんで俺の心を萎えさせていた。

            「ねえ、大丈夫そうには見えないんだけど？」

            　向けられた強い眼差しに、何故かほっとする。

            （──終わったんだ。もう）

            　そう思い切れていない自分を感じながらも、そう思うことで無理矢理気持ちを切り替える。

            　緩く嘆息して、俺は姫宮に向き直った。

            「なあ、姫宮」

            「なに」

            「死に損なった人間は、どうしたらいいんだろうな」

            「なにそれ」

            「別に……。なんでもない」

            　周防、と姫宮に名を呼ばれたが、俺は聞こえなかったふりをして会話を終わらせた。

            　こんな気持ちで机に向かっていたところで何も頭に入らないし、姫宮に心配をかけるだけだと割り切って、俺は午後の授業をサボった。

            　バスで麓まで下り、電車を乗り継いで、一度も訪れたことのなかった場所を目指す。

            　そこは静かで、綺麗で、花に囲まれた場所だった。

            　手入れが行き届いているし、陽当たりもいい。

            「これだから金持ちは」

            　凪沙に家族と呼べる存在がいなかったことを、俺は葬儀で初めて知った。

            　そんな影を、感じさせない女だった。

            　帝さんに愛され、いつだって太陽のように輝いていた。

            「──それは今も、か」

            　途中で買った花束を、墓前に供える。

            　派手好きな凪沙に合わせて鮮やかな色を選んで作ってもらったのに、先に飾られていた花々が負けず劣らずで、浮きもせず馴染んでしまった。

            「俺、奴を殺しはぐっちまったよ。一心に追いかけた敵かたきだったのに──。でも、凪沙はきっと、そんなこと望んでなかったよな。俺が失敗して、安心したか？」

            　そう言って苦く笑える自分が、不思議だった。

            　胸に泥のように沈殿していた黒い感情は、総て銃弾とともに滝沢に撃ち込んでしまったのかもしれない。

            　殺す気だった。

            　銃弾は総て、心臓を狙った。

            　当たらなかったのは、不慣れだったことと、身体が受けていたダメージのせいで、反動を押さえ込めなかったからだ。

            　自分では冷静でいたつもりだったが、実際にはありとあらゆる感情が渦巻き、昂ぶりすぎて、突き抜けていただけだったんだろう。

            　正気だったなら、いくら滝沢を殺す気だったとしても、急所を狙って何発も銃の引き金を引くなんて、できるわけがない。

            　だからといって、当たらなくて良かったなんて感情は、微塵も湧いてこない。この手で殺したかった気持ちは、今この瞬間も薄まってはいなかった

            「なあ、凪沙。母さんに会った？　俺に会いたいって言ってないか？　凪沙は……俺に会いたい？」

            　会いたいかと口にするたびに、無性に会いたくなった。

            　凪沙に、──母さんにも、会いたかった。

            「俺、そっちに行ってもいいかなぁ」

            「駄目に決まってるだろう」

            　間髪を入れず返された声に、本気で驚いて肩が跳ねる。

            　油断しきって吐いた言葉だっただけに動揺して、鼓動が一気に速度を上げた。

            「帝さ──」

            　よろめくように脇に逸れた俺の隣に、帝さんが立つ。

            　その目は俺ではなく、凪沙に向けられていた。

            「凪沙の遺言通り、高校をちゃんと卒業すると、私と約束したはずだ」

            「…………。よく、ここだってわかったな」

            「氷室君から、何があったかは訊いたからね」

            　帝さんがどういう人か、氷室だって知っているだろう。

            　つまりそれは、何一つ誤魔化すことなく、告げるべき事は総て帝さんに告げているということだ。

            　俺があそこで何をして、何をし損なったのか──。

            「そっか。じゃあ、全部知ってんだな」

            「たぶんな」

            「──、氷室と獅子尾、あ、弟のほうな。大丈夫？」

            「ん？　ああ。氷室君はともかく、蓮はどうしようもないな。胃に穴を開けられたくせに大人しくしないから、今日も看護師さんに怒られていたよ」

            「そっか」

            「見舞いに行ってやらないのか」

            「なんで俺が」

            「今朝、私が見舞いに行ったら、君を連れて来いとしつこく言われたよ。あれが私に何か頼むなんて、滅多にないことだから、正直驚いた。いつから弟と親しくなったんだ？」

            　声音には混じるのは純粋な疑問で、探るようなものはなにもなかったが、俺としては居心地が悪い。

            「別に親しくねぇし」

            「親しくなくとも、通じるものはあったんだろう？」

            　確かに、俺たちは凪沙という存在を通して、心情を理解出来る部分はあっただろう。

            　けれどそれは共有ではなく、反発だ。

            　誰かと協力して──なんて生やさしい気持ちなど湧かぬほど明確な、復讐心だ。俺と獅子尾が、自分勝手を押し通して煮え滾らせた、感情。

            　帝さんだけが、凪沙のために押し殺した──感情。

            「なあ、帝さん。俺が、滝沢を殺して自分も死のうと考えてたこと、気づいてたよな？　気づいてたから、凪沙の遺言を逆手にとって、白獅子に俺を閉じ込めようとしたんだろ？」

            　その結果、滝沢に近づけてしまったことも知っているのだろう。悔いの滲む顔で、帝さんは頷いた。

            「無駄だったみたいだけどな」

            　そんなことは、なかったと思う。学園で過ごした時間は少なからず俺を柔らかくしたし、奥山先輩の心を知っていたから、引き金を引くことをためらった。

            「殺せなかったよ、俺。滝沢を殺せなかった。あんなに殺してやりたかったのに、殺せなかった」

            　右手を見下ろせば、無機質な鉄塊の感触も、薬莢が床で跳ねた音も思い出せる。

            　死にとても近い音を聞いたのに、現実的な死の気配だけが、果てしなく遠い。

            「滝沢を殺しはぐったからかな、俺自身も死に損なった気がするんだ。あの夜までは確かに、滝沢と同じくらい自分自身が憎かったのに、今はなにもないんだ──」

            　自分を殺す気力すら、失ってしまった。

            　目前に広がる、雲一つ無い青空のように、何もない。

            「凪沙の遺言どおり高校を卒業すれば、なにかをやり遂げた気になって、死ぬ気も湧いてくるかな」

            「どうだろうな。そればかりは、そのときになってみないとわからないんじゃないか？」

            　くそ真面目な帝さんなら、馬鹿なことを言うなと叱ると思ったのに、優しく受け止められて、急に羞恥が湧く。

            　馬鹿なことを言ったと、却って思い知らされた。

            「だよ、な。とりあえず、ちゃんと卒業すっか」

            　恥ずかしさを誤魔化すようにぎこちなく笑うと、いつも凪沙が向けてくれた眼差しと同じ瞳が、俺を見つめた。

            「そうするといい。そのときに君が出した答えなら、それがなんであろうと、私は二度と止めはしない」

            「────、うん」

            　復讐が終わってしまった今、俺を動かすのは凪沙の願いだけだ。

            　今はただ、それに従おう。

            　

            　

            　日常を取り戻した月日の流れというのは早いもので、気がつけば十一月も終わろうかという時期にさしかかっていた。

            　食堂で夕食を済ませた俺はエレベーターで姫宮たちと別れ、寮の自室に向かう。

            　玄関扉を開けると質のいい靴が二組あり、嫌な予感がした。

            　恐る恐る中に入ると、案の定、リビングのソファで部外者が堂々とくつろいでいる。

            「あ、帰ってきた」

            「おう、なんで冷蔵庫にビールがねぇんだよ」

            　俺に気づくや否や、好き勝手なことを言う。

            「……俺の部屋なんだけど」

            「湊、ビール買ってこいよ」

            「酒はまだやめとけよ。なぁ、こいつの餌どこ？　やってもいい？」

            　質問に答える気すらないんですか。そうですか。

            　ていうか、シチューてめぇ、なに氷室に膝抱っこされてくつろいでんだ？　手懐けられてんじゃねぇよ。

            「ビール！」

            「餌は？」

            「帰れ！」

            　俺が怒鳴ると、びくっとシチューが顔をあげる。

            　怯えた目で俺を見上げたが、頭を氷室の指先が撫でると、気持ちよさそうに目を閉じて再び伏せた。

            「シチュー！」

            　名前を怒鳴ると、さすがに氷室の膝からぱっと飛び降りる。叱責を警戒してか、そのまま俺の部屋に逃げた。

            「あっ、なにすんだよ」

            「なにじゃねぇよ！　なんでここにいんだよッ」

            「そんなの決まってんだろ」

            「退院したからだよ」

            　なぁ、と二人が示し合わせたように頷き合う。

            　意地の悪い気配もなく、ぎらぎらしているわけでもなく、病院で色々漂白されてきたんじゃないかと思うほど淡泊な雰囲気に、いまいち怒りが空回った。

            　居心地の悪さに、舌打ちする。

            （すっきりした顔しやがって）

            　獅子尾だって復讐に失敗したのに、未練が見えない。

            「……どうして」

            「ん？」

            　どうして吹っ切れた顔をしてるのかと問いたい気持ちが湧いたが、獅子尾も俺と似たような感覚を持て余しているだけのような気がしてやめた。

            　失敗を悔やむ気持ちも、滝沢への殺意もまだあるのに、その感情が瞳の奥にない。

            　通り過ぎてしまったような、突き抜けてしまったような──。

            （とられちまったような）

            　実際、染谷先輩に横取りされたんだから間違いじゃないが、それを恨む気持ちもなかった。それは横取られる相手が獅子尾だったとしても、同じだっただろう。

            　そう思えたことで、一つの答えが不意に出た。

            （ああ、そうか──。俺は、滝沢に負けたわけじゃないんだ）

            　トドメを刺す争いに負けただけ。それだけだ。

            （果たされた復讐に、実感が伴ってないだけなんだな）

            　許したわけじゃない。諦めたわけじゃない。

            　けれど確かに、一歩前に進んだ世界。

            　凪沙が俺の母の気持ちを汲んで、望んでくれた世界。

            「周防──？」

            　訝しげな声が、俺を現実に引き戻す。

            　獅子尾と氷室が、不思議そうに俺を見つめていた。

            「あ、いや──だから、なんで退院したからって、俺んとこに来てんだよ」

            　少し強引だったが話を戻すと、二人は示しを合わせたように口を開いた。

            「顔を見に」

            「口説きに」

            「はぁ!?」

            　馬鹿げた理由に、語尾が上がる。その反応が不服だったらしく、獅子尾が上唇を突き出した。

            「見舞いに来ないとか、薄情すぎんだろ。腹刺されたんだぞ？」

            「知るか！　だいたい、氷室が刺されて死ななかったんだから、獅子尾だって死ぬわけねぇだろッ」

            　俺が切って捨てると、はいっと優等生のように氷室が手を上げる。

            「なんだよ」

            「俺は今回、腕と肋骨折れたし、脚も撃たれたぞ？　心配しろ！」

            「ギプスも松葉杖も必要としてねぇ野郎の、どこを心配しろと!?」

            　言ってから、じわりと実感が湧く。

            　本当にこいつら、いつも通りじゃねーか。

            「あんたらマジ、人間じゃねぇ……。俺なんか、一週間前に、やっとコルセットがとれたのに」

            　俺が呻くと、獅子尾が「あ」と瞠目した。

            「忘れてた。そういや俺、思いっきり殴ったな」

            「ついでに投げたしな！　二本も罅入ってたんだぞ!?」

            　背中の打撲も地味に熱を持って腫れ、五日間くらい仰向けじゃ寝られなかった。

            「なんだかんだで器用に受け身とりやがって。折れてりゃ、仲良く入院だったのによ」

            　チッって。こいつ今、チッて舌打ちしやがった！

            「もう、疲れるお前ら。帰れよマジで！」

            　俺が玄関を指差して憤ると、何故か氷室がにやりと笑った。

            「な、なんだよ」

            「あんまりつれねぇと、ほんとに後悔するぞ？」

            「そうそう。だいたい、お前が悪いんじゃねぇか。さっさとどっちか選ばねぇから」

            「は……？」

            　意味はわからずとも不穏な空気を感じて、後ずさる。

            　四つの瞳が、揃って俺を追いかけてきた。

            「俺か、蓮か。そろそろ選べるだろ？　まあ、両方がいいっつーなら、見当してやってもいいが」

            「馬鹿か。俺は絶対に嫌だね。周防は俺のもんだ」

            「それを決めるのは周防だろ。言っておくが、奴が俺を選んだら、未練たらしくちょっかいかけてくんなよ？」

            「周防が選ぶのは俺だって言ってんだろうが！　寝言は寝てから言えよ、みーちゃん丶丶丶丶丶！」

            　がたっと二人同時に立ち上がり、胸ぐらを掴みあう。

            　うん。今、俺が味わっている感覚を言葉にすると、どん引きってやつだ。間違いない。

            　俺は馬鹿二人を生暖かい微笑で一瞥してから、そっときびすを返した。奴らが去らぬなら、俺が去るまでだ。

            　呼び止める声を無視して、玄関を出る。

            　意外なことに、二人は追いかけてこなかった。なんだかんだで全快していなかったのか、それとも──。

            （俺の部屋で、籠城する気か!?）

            　二之宮さんなら、事情を話せば診療所のベッドを貸してくれるだろうか。

            　ていうか、実際頭痛いし！

            　誰かに気遣って欲しいくらい頭痛いし！

            「……やってらんねぇ」

            　車で二度轢きぐらいすれば、俺が卒業するまで入院していてくれるだろうか？

            　負わせる怪我と治療期間を真剣に逆算しながら、エレベーターを待つ。パネルと電子音が下りの昇降機の到着を知らせ、扉が開いた。

            　誰もいないだろうと踏み込んだ先に、人影を見つける。

            「──あ」

            　思わず声を出すと、相良は手にしていた書類から視線を上げた。

            「周防か。こんな時間にどこへ行く。もうすぐ消灯だぞ」

            「あ、えと──そっちこそ」

            　診療所に行くと言えば無駄な心配をされる気がして、思わずそう切り返すと、相良は嘆息した。

            「二月に生徒会総選挙があるだろう？　試験前に教員や理事に提出しなければならない書類がいくつかあって、獅子尾と氷室を捜しているんだが──」

            　ここで再び、嘆息。

            　相良とて試験勉強がしたいだろうに、駄犬二匹に困らされているらしい。

            「退院したと聞いて、部屋に行ったんだが留守だった。もしやと思って、お前のところに行こうと思っていたんだが」

            　ここに俺がいるということは、部屋に二人はいないと思ったのだろう。

            　当てが外れたという体で、眉間に皺が寄った。

            　そんな相良の前に、俺がそっとカードキーを差し出したのは言うまでもない。

            「ん？」

            　相良の首が、疑問に傾ぐ。

            「馬鹿二人なら、俺の部屋にいる。あいつら勝手に入ってやがったんだ」

            「なに!?」

            　俺の言葉に、相良は瞠目した。

            「マスターキーを私用で、しかも他の生徒の部屋に入るために使うなど……！」

            　信じられないと吐き捨てて、瞳に怒りを滲ませる。

            　マスターキーの存在をその言葉で思い出した俺は、じゃあ鍵はいらねぇかと引っ込めようとしたんだが、勢いよく手首を掴まれた。

            　さすがに驚いて、カードを落とす。

            「え、なに？」

            　相良なら悪かったとすぐに拾ってくれそうなのに、何故か俺をじっと見つめたまま動かなかった。

            「──相良？」

            　妙な空気に耐えかねて意図を問うと、相良は少しためらったあと、口を開いた。

            「ここ最近、ずっっと考えていることがある」

            「……はあ」

            　だからなに？　と思ったが、不意に嫌な予感がして、俺は上体を逸らした。

            「おい、俺は絶対に生徒会には入らな──」

            「俺はたぶん、お前が好きだ」

            「はぁ!?」

            　まったくもって予想外の言葉を告げられて、素っ頓狂な声が出る。

            「好きだ」

            　いや、聞こえなかったわけじゃねえから！

            　念を押すように繰り返さなくていいから！

            「いや、ちょ──意味が」

            　わかんないんですけどと軽くパニクっているうちに、相良が屈んでカードを拾う。それを俺の手に握らせると、相良は俺から離れた。

            　パネルを押さなかったことで四階に留まっていた昇降機の扉を、相良が開ける。

            「考えておいてくれ」

            　すれ違いざまにそう言い残し、相良は昇降機を降りた。

            　再び扉が閉まり、密室に俺だけが取り残される。

            「……なん、だ……それ……」

            　そのまま診療所に行くには動揺が大きすぎて、俺は奇妙な熱が残る手で一番上のパネルを押した。微かな振動と浮遊感を経て、最上階へ着く。

            　そこからさらに階段を上り、よろよろと屋上に出た。

            「……はぁ」

            　吸い込んだ空気は鋭く澄んでいて、自然と身が引き締まる。ゆっくりと吐き出した白い息の向こうに、小さな背中が見えた。

            　華奢な身体が、星空に沈むことなく凛と佇んでいる。

            　彼の冴え冴えとした美しさが、あのとき向けられた眼差しと重なって、俺は背筋を震わせた。

            （──染谷先輩）

            　滝沢に制裁を加える権利を勝ち取った男は、何を思って夜闇を見つめているのか──。

            　あの事件から、おそらくは互いに避けていた。

            　だからこそ、気まずい。

            　けれど派手に軋んだ扉の音に、気づかないわけはないだろう。俺は覚悟を決めて、足を進めた。

            　一人分の距離を空けて並び、持て余した沈黙を誤魔化すように手摺りを撫でる。

            　冷たい金属の感触に、指先がつきりと冷えた。

            　その冷気が肘を通り肩を抜け、おそらくは心臓に届いたと感じた瞬間、どうしてか、染谷先輩に訊いてみたくなった。

            　いや、むしろ、彼にこそ問いたかった。

            「──先輩。死に損なった人間は、どうしたらいいと思いますか」

            　俺の唐突な問いに、彼は少しも迷わなかった。

            　微かに白い息を吐き出しながら、綺麗に笑う。

            　

            「生きるだけだよ」

            


            

        
        
            　　　終章　華が嵐 

            

            　プリントアウトした書類をファイルに纏めて鞄に収めていると、隣室から帝さんが姿を現した。

            　少しせわしない所作でスーツの裾を引き、襟を直す。

            　その様子を俺が見ていると気づくと、眉尻を下げた。

            「大丈夫かな？」

            「似合ってるけど？」

            「そうじゃなくて──」

            　濁した語尾の意図を察して、俺は苦笑した。

            「気にしすぎだよ。前の会議で若造呼ばわりされたのは、挨拶みたいなもんだ。仕事ができるとわかれば、受け入れてもらえる」

            「どうしてそう思う？」

            「若さをネタにはしたけど、帝さんがあいつの孫だってことは皮肉らなかった。それって、これからの働きを見てくれるってことだろ？」

            　俺が答えると、帝さんは一度沈黙してから、ネクタイを直していた手を下ろした。

            「なるほど。ならば私は、全力で職務を全うしなければいけないね。手伝ってくれるかい？」

            「よろこんで」

            　返事に合わせて鞄を閉じると、帝さんは笑顔で頷き、デスクに座った。

            　机上に置いておいた書類に目を通し始めた姿を横目に、携帯するモバイルＰＣのバッテリーを確認する。

            （案外、なんとかなるもんだよな──）

            　高校を卒業してから、もうすぐ一年が経つ。

            　卒業式のあと、凪沙の墓の前に再び立った俺の脳裏に浮かんだのは、二年前の冬、染谷先輩に告げられた一言だけだった。

            　あの時からずっと意味を考えていたが、その言葉が言葉以上の意味など持たないことに、墓の前に立って気がついた。

            　そしてようやく、その一言を素直に受け入れられた。

            　だだ、生きていくだけ。

            　残された者は、ただ生きていくしかないのだ。

            　悲しみや怒り、虚しさ、寂しさ──。それと同じくらい、与えられた幸福と笑顔を、胸に抱えて。

            　大学へ進学せず就職しようと考えていた俺を、帝さんは相談した当初渋っていたが、三年の冬休みに、ならば頼みたい仕事があると妥協案を出してきた。

            　世話になった彼の頼みであり、就職先も決まるならと安請け合いしたのが──間違いだった。

            　帝さんはその年、集めた証拠を手に、祖父を理事から退任させていたのだ。

            　俺の仕事は、その後任として学園の理事になった帝さんの補佐だった。

            　表向きは体調不良を理由にしての退任だが、実際にはよくもここまで黒い金を集めたもんだと、怒りを通り越して呆れるほどの裏帳簿があるわけだから、雑務といえど、最初の三ヶ月は本当に、本当に大変だった。

            　だいたいの案件は帝さんの知人である弁護士の協力を得て、可能な限り穏便な事態収拾に努めたが、俺は全部バラして、あのジジイを警察に突き出したほうがどれほど楽かと何度も思った。

            　けれど帝さんは、理事によるスキャンダルが生徒に及ぼす影響を第一に考え、総てを裏で処理することを選んだのだ。

            　この学園がかつて語られた高潔さを取り戻すには、まだまだ時間がかかるだろう。

            　だが、巻き込まれた以上、帝さんが理事についたことで、それが少しでも早まればいいと願うしかない。

            （柄にもない仕事に就いちまったなぁ）

            　溜め息をつきつつ時計をみると、もうすぐ昼だ。

            　午後からは出かけるので、何かを始めるには中途半端な時間だった。

            　仕方なく、今一度、今日のスケジュールを確認する。

            　手帳と携帯電話を交互に見ていると、「あ」と帝さんが声を上げた。

            「なに？」

            「来年度の運営資金案って──」

            「過去五年のデータと一緒にＰＤＦファイルにしてそっちに送ってるし、印刷したやつは今手に持ってる」

            「え、これ？」

            　俺の指摘にあれっという顔をしてから、帝さんは手元の書類をめくり、スリープモードにされていたＰＣを起動させた。

            「ついでにグループ会社の融資の件と、今日の会議に必要なサンプルも──なんだよ」

            　言葉半ばで、らしくない緩い笑みを帝さんに向けられて、薄気味悪さに口を閉ざす。

            　眉を顰めると、どこか満足げに帝さんは頷いた。

            「いや、良い秘書っぷりだなと思って」

            「冗談。雑務をそれっぽく取り繕ってるだけだろ」

            　これは嘘じゃない。

            　俺がしていることは、学生バイトでも出来るようなものばかりで、まだまだ得なければならない知識が山ほどあるのだ。秘書という肩書きをつけられたとき、割と本気で抵抗したが、そうしないと外聞が悪いと言い含められてしまった。

            　つけられてしまった以上、その役職に恥じないスキルを身につけるしかなく、隙を見つけては様々なジャンルの書物とにらめっこしている。

            （秘書検定も、受けに行くべきなんだろうな──）

            　このまま帝さんの秘書を続けるなら、得ておいて損はない資格だろう。

            　理事ってのはつまるところ経営者なわけだから、ビジネスや法律の知識も必要不可欠だ。

            　こんなことなら大学に行くべきだったと思ったところで、後の祭りだ。実地で覚えたほうが身につくだろうと、自分を慰めるしかない。

            「そろそろ昼だな。たまには外で食事をしようか」

            　誘いに否やはないので頷くと、タイミング良く扉がノックされた。視線で帝さんの意志を確認し、扉越しの相手に応える。

            「どうぞ」

            「失礼します」

            　慇懃な礼をしつつ部屋を訪れたのは、相良だった。

            　顔を見たことで頼んでいたことを思い出し、席を立つ。

            「もしかして、もうできたのか？」

            「ああ。早いほうがいいかと思って、持ってきた」

            　相良の手が差し出したのは、ＵＳＢメモリだ。それを受け取った俺を、帝さんが不思議そうに見た。

            「何か頼んでいたのかい？」

            「学園内のデータ管理に使うセキュリティプログラムを、強化できないかと思って」

            「え、相良君て、そんなことが出来るの？」

            　驚く帝さんに、相良は「少しなら」と涼しい顔をして答えた。在学中は素知らぬ顔でハッキングしていたくせに、たいした面の皮だ。

            　まあ、だからこその人選だったりもするわけだが──。

            「早いほうがいいのは確かだけど、わざわざここまで来ることなかったのに」

            　相良が通っているのは、都内の大学だ。

            　山奥にある白獅子学園は、ちょっとそこまで──の距離ではない。片道二時間はかかるはずだ。

            「セキュリティプログラムだぞ？　宅配など、他者の手を解するのは得策ではない」

            「そう言われると、そうだけど。けっこう遠いだろ」

            「午後が休講になったんでな。まあ、気晴らしだ」

            「ふぅん」

            　そんなものかと曖昧に頷きながら、興味津々な帝さんにプログラムを渡してやる。

            「周防、昼は食べたか？」

            「いや、まだ」

            「誰かと約束は？」

            　続いた問いに答える代わりに、チラと帝さんを見る。

            「行っておいで。相良君と会うのは久しぶりだろう。私のことは気にしなくていい。これを確認してから、適当に済ませるから」

            「──はぁ」

            　正直に言うと、三人で一緒に──という流れを望んでいたのだが、帝さんはＰＣに夢中だ。先に渡したのは失敗だったと思いつつ、俺は相良と一緒に理事長室を出た。

            　世間話をする気がないのか、相良は無言で俺のあとについてくる。

            　そのくせ視線だけは強くて、非常に困った。

            　沈黙の気まずさから、足早にエレベーターホールに向かう。そうすれば早く来るわけでもないのに、昇降機の呼びだしボタンを強く押した。

            　一階からとろとろと動いていることを知らせるパネルの光が、もどかしい。横顔に注がれる視線に絶えかねて、なんのひねりもない問いを吐き出した。

            「あー、その。大学はどうだ？」

            「それなりに充実はしている。学ぶことは沢山あるからな」

            　うん。相良らしいっちゃらしい答えだが、もうちょっと広げられる返答をしてくれ。

            「そりゃそうだよな。でも勉強ばっかに夢中になって、なんつーの？　キャンパスライフ？　を満喫しそこねないようにな」

            「キャンパスライフ……。たとえば？」

            「たとえばって、サークルとか、合コンとか」

            「それで、俺の私生活が満たされると？」

            「いや、真顔で突っ込むなよ。俺だってよくわかんねーんだから。なんつーかほら、交流を広めれば、出会いだってあるだろ？　そうしたら、恋人だってでき──」

            「お前が好きなのに？」

            「ぅぐ」

            　真っ直ぐ向けられた瞳から、即行で視線を逸らす。

            　この話題を避けたい気持ちが先走って、むしろ突っ込んじゃったっていうか、なんていうか。

            　気まずい。めっちゃ気まずい。

            　どうやってこの話題から逃げようかと逡巡したが、どこからともなく聞こえてきた怒声に意識が向いた。

            　耳を澄ますと、言い争っている声は近づいてくる。

            　それがエレベーターの昇降機の中からだと気がついて、俺と相良は一歩下がった。

            　優しげな電子音が、到着を知らせる。

            　扉が開かれると、声は姿と共に明瞭になった。

            「生徒会に顔を出すんじゃなかったのかよ！」

            「先に兄貴の顔を見にきて何が悪い」

            「なにが兄貴だ、今更白々しいこと言ってんじゃ──周防!?」

            　俺の姿に気づいた氷室が瞠目し、次いで隣にいた相良を見つけると半眼になった。氷室よりも先に相良を見つけていた獅子尾が、一歩進み出て肩をどつく。

            「ッ!?　なんだいきなり」

            「てっめぇ、抜け駆けしてんじゃねーよッ」

            「抜け駆け？　俺はただ、頼まれものを届けに来ただけだぞ」

            「じゃあなんで、二人きりで一緒にいんだよ」

            　獅子尾に追従するように、氷室も相良に迫る。

            「届けついでに、昼食に誘ったからだ」

            「抜け駆けだろうが！」

            「抜け駆けじゃねーか！」

            　見事なハモりっぷりに、頭痛を覚える。

            　非常に残念なことに、こいつらは揃いも揃って現在進行形だ。何が進行しているのかは、訊くな。マジで。

            　獅子尾と氷室は特に、大学にさえ行けば早々に目が覚めるだろうと思っていた。──が、予想は大きく外れ、こうして定期的に現れては勝手に騒ぐ。

            　何度断っても、殴っても、性懲りもなく俺を口説きに来ているのだ。

            　恐ろしいことに、揃いも揃って諦める気配がない。

            「周防、飯なら俺と食いに行こうぜ！」

            「なに二人で行こうとしてんだよ。こうなった以上、四人でだろ!?」

            「おい、通路で騒ぐな」

            「良い子ぶってんじゃねーよ。お前の抜け駆けが発端だろうがッ」

            「だから抜け駆けではないと──」

            　騒ぐ三人からそっと離れ、昇降機に乗り込む。

            　閉まるドアに気づいた獅子尾が乗り込んで来ようとしたが、思い切り蹴り出してやった。

            　遠くなった喧噪に、深い溜め息をつく。

            　どうしたら奴らが諦めてくれるのか、俺にはもうわからなかった。

            「……どうにかしてくれよ、凪沙」

            　愚痴ったところで、目に浮かぶのはまばゆいばかりの彼女の笑顔だ。どんなに落ち込んでも、瞼を閉じれば優しく微笑んでくれる彼女の面影に、俺もつられて苦笑するしかない。

            （さて、奴らが来る前に外に出るべきか否か……）

            　思案しながらエレベータから降りると、胸ポケットにしまっていた携帯電話が震えた。

            　着信相手を確認して、思わず笑ってしまう。

            「どうした、姫宮」

            『え、なに？　なんで声が笑ってんの？』

            「いや、今日はそういう日なのかなって思って」

            『意味わかんないんだけど』

            「さっき三馬鹿と会ったんだ」

            『わぁ、とうとう相良先輩も馬鹿枠に──！』

            「あいつらもう、一括りでいいだろ」

            『あんまりだよ。すごく誠実なのに！　ていうか、諦めさせたいなら、さっさと彼女でも彼氏でもつくればいいのに～』

            「そんな説教をするために電話してきたなら切るぞ」

            『あ、うそうそ！　切らないで。頼みがあるんだ！』

            　急に猫撫で声になった姫宮に、嫌な予感を覚える。

            　無言になった俺の警戒を察してか、姫宮は少し早口になった。

            『難しい頼みじゃないよ？　本当だよ？』

            「──聞くだけは聞いてやる」

            『やっとハンバーグが美味しく作れるようになったから、味見して欲しいなぁ～、とか？』

            　味覚音痴を姫宮が自覚したのは、半年ほど前だ。大学の友人たちとキャンプに行き、あわや食中毒か!?　という騒動を巻き起こしたのが切っ掛けだったらしい。

            　わざわざ一緒にいたいからと口実までつけて非力な姫宮をテント制作組に加狩が組み込んだというのに、姫宮は加狩の目を盗み、よかれと思って食事係を手伝ってしまったのだ。

            　三人が一晩起き上がれなかったと聞いたときは心底同情したものだ。

            　誰にも言えない真実を、加狩がまるで懺悔のように俺に告白してきたときの顔は悲壮だった。そしてこれ以上の被害拡大を怖れた俺によって説得され、加狩は姫宮に事実を告げた。

            　姫宮は暫く落ち込んでいたが、わりとすぐ立ち直った。

            　美味しいと食べてくれていた加狩のために、本当に美味しい料理を作れるようになろうと決意したのだ。そうして、三ヶ月前から料理教室に通い出している。

            「美味しく？　……本当に？」

            『今度は大丈夫だよ！　ていうか、この一ヶ月で成長したよ！　ちゃんと美味しくなってきてるでしょう!?』

            　まあ、悪魔に魂を売らなければならないほどじゃなくなったのは確かだ。

            　意識は遠のくけど。

            「──加狩以外の誰かに食わせたか？」

            『だから、それを周防に』

            「断る」

            『なんで！』

            「腹痛を起こして寝込めるほどの暇がない」

            　ひどい！　という悲鳴じみた批難を無視して、通話を切る。

            　そうこうしているうちに獅子尾たちが一階に下りてきてしまったらしく、一気に昇降口前が騒がしくなった。

            　午前の授業がもうすぐ終わることを考えると、ここでもう一悶着起こすわけにはいかない。俺は盛大に嘆息して、牽制し合いながら近づいてくる三人に向き直った。

            「俺と飯を食いに行く気があるなら、今すぐ黙れ」

            　一息に言い捨てて、駐車場に向かう。

            　年上であるということは何かと便利なので、獅子尾にばれてからは割とすぐに氷室や相良にも話している。

            　面白いもので、年下だと思われていたときよりも、発言における抑止が効くようになった。

            　卒業し、制服を脱いでからは特に顕著だ。

            　そのことを歯痒く思っている気配も無くはないが、今のところ命令口調での発言には逆らわれていない。

            　それがいつまで有効かはわからないが、暫くの牽制にはなるだろう。

            　その間に、俺に運命的な出会いが訪れることを願うだけだ。

            　そう思った瞬間、ふっと自分で自分を笑ってしまった。

            （──俺は今、恋をしてもいいと思ってるのか）

            　そんな日が再び訪れるなんて、思っていなかった。

            　こんなにも穏やかに充足した日々を過ごせるとも、思っていなかった。

            （もしかして、俺って今、幸せなのか──？）

            　なんだか胸がじわりと熱くなり、熱を持ったぶんだけこそばゆいような気持ちが湧く。

            　俺はサイドミラー越しに現実を見ることで、気持ちを引き締めなおした。

            　車の助手席に誰が乗るかでまた揉めるだろうなと思いつつ、運転席に乗り込む。キーを差し込んでエンジンをかけていると、車の脇で三人がジャンケンをしていた。

            　あまりに奇妙な光景に、思わず声を出して笑う。

            「俺に惚れて欲しいなら、もっと格好良いところをみせろっつーの」

            　独りごちて、また笑う。いつの間に、俺はこんなに笑うようになったんだろうか。

            （──凪沙。あんたに話したいことが、沢山あるよ）

            　面倒なことも馬鹿馬鹿しいことも山ほどあるが、どうやら俺は今──

            　

            　凪沙が俺に望んでくれた世界を生きているらしい。

            　

            　

            　

            　　　　　　　　　　　　　　　　　華が嵐　　完
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